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第 1部 事業概要 

第 1 章 事業の背景 

 内閣府のホームページ1によると、Society5.0 によって、IoT や AI の活用により、全て

の人とモノがつながり様々な知識や情報が共有され、今までにない新たな価値が生み出さ

れる社会が実現されるとされている。そして、我が国は、先端技術をあらゆる産業や社会

生活に取り入れ、イノベーションから新たな価値が創造されることにより、誰もが快適で

活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる人間中心の社会「Society 5.0」を世界に先

駆けて実現していくこととしている。 

 

 一方で医療の現場においては、少子高齢化の進む中、医療費の増大が課題となってい

る。実際、2018 年度には 39 兆 2,000 億円である医療費は、団塊の世代が 75 歳以上の高

齢者となる 2025 年度には 47 兆 4,000 億円に達する。さらに、65 歳以上の高齢者が 4,000

万人近くとピークに達する 2040 年には、68 兆 5,000 億円に達するものとみられている。

こうした医療費の増加する背景には、高齢者人口の増加に加え、医療の高度化による医療

費の値上がり等がある。財政健全化を考える上で、一般歳出の 3 分の 1 を占める社会保障

費の伸びを如何に抑えるかが大きな課題となっているが、とりわけ高齢化に伴って、医療

費の大幅な増加が見込まれている。 

 

 

図表 1 医療費の見通し2 

 

 
1 内閣府 Society5.0 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html 
2 NHK オンライン 「議論呼ぶ医療費抑制策～骨太の方針への注文」（時論公論） 

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/298526.html 
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 また、我が国では都市部に比べて山間部・へき地の医師数が極めて少ないといった医師

の地域的な偏在や、産科・小児科等を中心に医師不足が深刻であるなど医師の診療科間の

偏在が生じている3。 

 

 先述した医療現場の課題に対しては、IoT や AI の活用により改善が期待できる。例え

ば、医師の地域的な偏在については、インターネットを介したテレビ電話等により主治医

と患者が対話を行い、併せて、伝送された患者の心身の状態を基に主治医が判断し患者の

療養を支援する、という遠隔医療が実施されている。さらに、血圧や心拍数、血糖値など

のバイタルデータをモニタリングするデバイスを患者が装着し、バイタルデータを自動的

に計測・収集・分析・保存し、ワイヤレスネットワークを通じて医療関係者にデータを転

送することや、遠隔から薬剤の点滴注入・量の操作や調整を行うことが可能なスマート輸

液ポンプもある。こうした IoT システムを活用することで、患者が遠隔地の病院を訪問せ

ずに診察を受けることができるようになる。 

 

 

図表 2 スマート輸液ポンプ4 

 

 このような IoT システムの活用により、医療機関には以下のようなメリットがあり、結

果として、医療費の抑制に繋がっていく5。 

 

  

 
3 厚生労働省 『平成 29 年度版厚生労働白書』 第 7 章 

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/17/dl/2-07.pdf 
4 独立行政法人情報処理推進機構 『米国の病院における IoT の活用状況』 

https://www.ipa.go.jp/files/000059590.pdf 
5 同上 
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・【医療コストの削減】 

― 自宅にいながら、リアルタイムで患者の病状のモニタリングを医療関係者が遠隔か

ら行えるようになり、医師による診療訪問の手間を大幅に軽減し、入院及び再入院

にかかるコストを削減できる。 

・【治療効果や疾病管理対策の改善】 

― 患者の病状を継続的にモニタリングし、健康に関するデータをリアルタイムで得ら

れることで、タイムリーに適切な医療ケアを提供し、病状の悪化を予防できる。 

・【医療ミスの削減】 

― 患者の医療／健康データに基づく意思決定と医療業務の自動化・効率化を実現し、

人為的な医療ミスを最低限に抑制できる。 

・【患者エクスペリエンスの改善】 

― IoT を通じた医療ケアは、予防治療や正確な診断、タイムリーかつ適切な医療ケアに

基づく患者の医療ニーズと治療効果を重視しており、患者の信頼を得られる責任あ

る医療サービスを提供できる。 

・【薬剤管理の効率化】 

― IoT を用いてプロセスを自動化することで薬剤管理にかかる業務・コストを効率化で

きる。 

 

 また、臨床情報の解釈に AI やディープラーニングを活用した事例6もある。一般に、CT

検査画像等の医療画像から正しく所見を解釈し読み取ることは、医者にとっても難しい。

直観的な判断力や画像パターンの認識力に頼ることが多く、異常を見落としてしまうこと

もある。そこで、膨大な画像データに正しい診断や所見（どこにどのような異常がある

か）といった情報を付加したデータにディープラーニングを適用し、医療画像データベー

スを構築しておく。こうしたデータベースを、CT 検査画像や超音波検査画像、病理組織

画像、レントゲン画像、及び電子カルテ臨床経過等から作成しておき、さらに医学教科書

や論文、ガイドライン、ネット上の記述等の文献から自然言語処理による自動処理から生

成された臨床知識を組み合わせて、医療画像からの診断を補助するシステムも研究されて

いる。このシステムを活用することで、医師による診断の効率化や医療ミスの防止等が期

待できる。 

 

 
6 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 科学委員会資料 『医療における AI 活用をどう

捉えるか』 https://www.pmda.go.jp/files/000215325.pdf 
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図表 3 ディープラーニング（深層学習）によるマルチモーダル医療診断システム7 

 

第 2 章 事業の目的 

 患者に適切な医療ケアを提供していくために地域医療連携8やチーム医療9の取組が進ん

でいるが、多種多様な医療サービスを提供していくためには、IoT や AI などの高度な次世

代技術によってこうした取組を積極的に支援していく必要がある。これはまさしく、Society 

5.0 の目指す方向と合致しており、このような次世代技術を医療に提供できる IT 技術者、

即ち医療 IT 人材の育成が必要になる。また、こうした次世代技術の活用によって、先述し

た医療現場の課題の解決にも繋がっていく。 

 

 医療をサポートする IT 人材には医療情報技師があるが、その検定試験を実施している一

般社団法人医療情報学会医療情報技師育成部会10が公表している「到達目標」では、AI や

IoT に関する内容が少なく、こうした最新技術にはまだ対応できていないことがわかる。ま

た、AI 等を活用した自動化技術の普及に伴い、多重請負構造の中で集約的労働に従事して

いる従来型の IT 技術者の雇用機会の減少が予測される。このような従来型の IT 人材を高

度な医療 IT 人材へと転換することは、社会人の学び直しという観点からも極めて重要であ

 
7 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 科学委員会資料 『医療における AI 活用をどう

捉えるか』 https://www.pmda.go.jp/files/000215325.pdf 
8 地域の医療機関が自らの施設の実情や地域の医療状況に応じて、医療機能の分担と専門

化を進め、医療機関同士が相互に円滑な連携を図り、その有する機能を有効活用すること 
9 1 人の患者に複数の医療専門職が連携して治療やケアに当たること。異なる職種のメ

ディカルスタッフが連携・協働し、それぞれの専門スキルを発揮することで、入院中や外

来通院中の患者の生活の質（QOL）の維持・向上、患者の人生観を尊重した療養の実現を

サポートする 
10 http://jami.jp/jadite/new/ 
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る。そのため、プログラムレス化に伴うソフトウェア人材の転用も視野に入れた教育プログ

ラムが必要となってくる。 

 

 そこで本事業では、従来の IT 技術に加えて AI や IoT など、Society5.0 時代の先進的な

技術を身に付け、それを医療分野に活用して課題を解決していく医療 IT 人材を育成する教

育プログラムを開発する。また開発した教育プログラムの一部ないし全部を全国の教育機

関に普及させ実施していくことで、医療 IT 人材を多数輩出し、Society5.0 時代の多様で高

度な医療サービスの提供を支援していく。 

 

 

第 3 章 事業推進の流れ 

本校（船橋情報ビジネス専門学校）は、平成 30 年度から 3 年間をかけて、医療 IT 人材

を育成するための教育プログラムの開発に取り組んだ。本教育プログラムの学習ターゲッ

トは、基本情報技術者カリキュラム体系を中核とする学科に所属する専門学校生や従来型

の IT 技術者（IT スキル標準のレベル 2 もしくは 3 に相当）と想定している。また、本教育

プログラムにより目指す人材像は、「IoT により患者の状態を遠隔でリアルタイムに把握し、

そのデータを AI で分析することで医療チームの意思決定や治療の支援をするなど、最新技

術を駆使して高度な医療サービスをサポートできる人材」と設定した。即ち、地域医療連携

やチーム医療の中核メンバーとして活躍できることを目指す。 

 

 以下、まず平成 30 年度から令和元年度の取組概要（実績）を述べ、今年度の取組概要を

報告する。 

 

3.1 平成 30 年度の取組概要 

 平成 30 年度は、3 年間の事業期間の初年度として、IT 人材を対象としたアンケート調査

及び医療 IT の事例調査を実施した。そこで得られた情報を基に、本教育プログラムで育成

する医療 IT 人材の評価基準、及び教育プログラム（カリキュラム、コマシラバス）の開発

を行った。 

 

 本事業で実施した各取組みについて、以下に概略を記載する。 

 

(1) 調査 

 評価基準や教育プログラムの開発に先立ち、参考資料収集を目的として IT 人材を対象と

したアンケート調査と医療 IT の事例調査を行った。 
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 ①IT 人材対象のアンケート調査 

  IT 技術者が AI や IoT をどれくらい活用しているかや、今後の活用意向、他業界への

進出意向等を明らかにすることを目的として、アンケート調査を実施した。本校卒業生の

就職先企業を中心に全国の 304 社に回答依頼を送付し、228 件の回答を得た。 

 

② 医療 IT 事例調査 

  医療 IT の事例を収集し、そこに活用されている AI や IoT その他の技術を整理した。

インターネットを中心とした情報収集で 27 件を収集したほか、ヒアリング調査によって

さらに 5 件、合計 32 件の事例を収集した。 

 

(2) 評価基準開発 

 実施した 2 つの調査結果に加え、既存の各種スキル標準等を参考として、本事業で育成

する医療 IT 人材の評価基準を開発した。評価基準は大別すると、「Society5.0 分野」「医療

分野」「医療 IT 分野」から構成される。それぞれの分野において、どのような知識やスキル

をどの程度身に付けるべきかを、本人の行動で評価できるような基準として整理した。 

 

(3) 教育プログラム開発 

 開発した評価基準を基に、既存の医療系・IT 系（特に AI や IoT に関わるもの）の教育プ

ログラム等を参考に、医療 IT 人材を育成する教育プログラムを開発した。本教育プログラ

ムは、専門学校の専門課程 2 年間で IT 開発を学んだ学生を対象に、さらに 1 年間、医療に

IT を活用するために必要な専門知識・スキルを身に付ける研究科（学習時間 855 時間）で

実施することを想定したものである。今年度は、本教育プログラムのカリキュラム（科目表）

及び各科目のコマシラバスを開発した。 

 

 

3.2 令和元年度の取組概要 

 2 年目となる令和元年度は、平成 30 年度の開発成果である教育プログラムを基に、そこ

で使用する講義用教材、ケーススタディ教材、PBL 教材、e ラーニング教材を開発した。ま

た、それらの効果を検証するための実証講座を実施した。 

 

(1) 教材開発 

 今年度は、実証講座で実施する部分を中心に、講義用教材、ケーススタディ教材、PBL 教

材、e ラーニング教材の開発を行った。 

 

○講義用教材開発 

Society5.0 分野、医療分野の講義用教材を開発した。 
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○ケーススタディ教材開発 

医療 IT 分野のケーススタディ教材を開発した。 

 

○PBL 教材開発 

医療 IT システム導入を題材としたプロジェクト学習用教材である。令和元年度は、医療

IT システムの企画・設計段階の部分を開発した。 

 

○e ラーニング教材開発 

本教育プログラムの基礎的な内容を学習する自己学習用教材である。令和元年度は、

Society5.0 分野と医療分野に対応した教材を開発した。 

 

(2) 実証講座 

 開発した教育プログラムから、医療に活用するための AI 及び IoT に関する内容を抽出

し、1 日 6 時間程度の実証講座を構成した。千葉県、富山県、愛媛県の専門学校生等を対象

に実施した。この実施結果を評価し、今年度の開発に活用した。 

 

 

3.3 今年度の取組概要 

 最終年度となる今年度は、令和元年度に引き続き各教材の開発と改良を行った。また、実

証講座にてそれを評価し、教育プログラムの検証と 3 年間の成果のとりまとめを行った。 

 

○講義用教材開発 

 令和元年度の開発に引き続き、Society5.0 及び医療 IT 分野の科目で使用する講義用教材

を開発した。 

 

○ケーススタディ教材開発 

 Society5.0 分野にある「Society5.0 ケーススタディ」の科目で使用する、IoT 等の活用に

関する最新事例について学習する教材を開発した。 

 

○e ラーニング教材開発 

 Society5.0 及び医療 IT 分野の学習内容の基礎的な内容を学習する自己学習用教材を開発

した。 

 

○PBL 教材開発 

 令和元年度の開発に引き続き、医療 IT システムの企画・設計段階を題材とした教材を開
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発した。 

 

○実証講座 

 Society5.0 のデバイス関連と医療 IT システムの遠隔医療システムを題材とした 10 時間

程度の実施用カリキュラムを抽出して構成し、千葉県の専門学校生を対象に実施した。また

その結果を教育プログラムの改善に活用した。 

 

 

3.4 実施委員会の構成 

 本事業では、専門学校、医療機関、IT 企業、行政機関等で実施委員会を構成し、事業の

推進に当たった。 

 

以下、実施委員会の構成機関である。 
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構成機関 役割等 都道府県 

船橋情報ビジネス専門学校 委員長 千葉県 

富山情報ビジネス専門学校 開発・実証 富山県 

日本電子専門学校 開発・実証 東京都 

河原電子ビジネス専門学校 開発・実証 愛媛県 

医療法人社団三橋会 調査 千葉県 

愛媛大学医学部附属病院 調査 愛媛県 

アテイン株式会社 調査・実証 東京都 

株式会社ジーミック 開発・実証 東京都 

株式会社 SHIFT 開発 東京都 

株式会社くららぼ 開発 東京都 

公益社団法人千葉県情報サービス産業協会 調査・実証 千葉県 

船橋市健康福祉局 健康・高齢部 健康政策課 評価・助言 千葉県 

図表 4 実施委員会の構成 

 

 

3.5 実施委員会の開催実績 

 今年度は、本事業を推進する上で、実施委員会 3 回をそれぞれ開催した。以下、各会議

について時系列で報告する。 

 

3.5.1 第 1回実施委員会（令和 2年 7月 28 日開催） 

 第 1 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・委員長挨拶 
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  ・委員自己紹介 

  ・昨年度実施報告 

  ・本事業の事業計画説明 

  ・本事業の内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.5.2 第 2回実施委員会（令和 2年 11 月 9 日開催） 

 第 2 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・委員長挨拶 

  ・仕様書の確認 

  ・実証講座について 

  ・本事業の内容、方向性に関する意見交換 

  ・その他、スケジュール等 

 

 

3.5.3 第 3回実施委員会（令和 3年 1月 13 日開催） 

 第 3 回実施委員会では、以下の項目についての説明、討議を行った。 

  ・委員長挨拶 

  ・実証講座実施報告 

  ・本事業の今後の方向性に関する意見交換 

  ・来年度以降の展望 
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第 2部 開発報告 

 今年度事業では、昨年度に引き続き各種教材の開発を行った。 

 

第 1 章 開発概要 

 今年度の開発概要を報告する前に、本事業で開発した教育プログラムの概要を述べる。 

 

1.1 教育プログラムの概要 

 本事業では、AI や IoT などの次世代技術を医療に提供できる医療 IT 人材を育成する教

育プログラムを開発した。本教育プログラムは、専門学校の専門課程 2 年間で IT 開発を学

んだ学生を対象に、さらに 1 年間、医療に IT を活用するために必要な専門知識・スキルを

身に付ける研究科（学習時間 570 コマ、855 時間）で実施することを想定している。進学対

象者としては、本教育プログラムを実施する専門学校の 2 年制専門課程の卒業者だけでな

く、他の専門学校の専門課程を卒業した者や、IT 開発業務に従事している社会人で医療分

野へのキャリアシフトを志向している者等も含まれる。また、2 年制学科と本教育プログラ

ムを実施する 1 年制の研究科を融合させ、3 年制学科として運用する可能性もある。 

 

 受講対象者のレベルは IT スキル標準レベル 2 もしくはレベル 3 を想定しており、システ

ムエンジニアやプログラマとしての学習が終了した学生もしくは業務に従事する情報処理

技術者が対象である。到達レベルとしては、IoT による患者のリアルタイム遠隔データの取

得と、それに基づく AI による医療従事者の意思決定をサポートするシステムやサービスの

開発ができることを目指す。 

 

なお、教育プログラムの開発は、実施委員会参画機関を中心に、医療・IT 双方の専門家

等の意見も参考にした。さらに、実施委員会に千葉県、富山県、愛媛県の医療機関にも参画

いただき、各地域でのニーズも探りながら開発を進める体制とした。 

 

 

1.1.1 カリキュラム概要 

 本カリキュラムは、「Society5.0 分野」「医療分野」「医療 IT 分野」の 3 つの分野で構成し

た。IT 開発に関する知識やスキルを身に付けていることを前提とし、AI や IoT の基礎か

ら、医療に AI や IoT を活用したシステムの開発までを学習する。また、各分野の基礎的な

内容は e ラーニングでも学習できるようにする。この e ラーニングは、進学学科である研

究科へ入学する前に予習として利用したり、或いは研究科での履修に並行して復習として

利用したりすることを想定している。 
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分野 概要 

Society5.0 分野 AI や IoT 等、Society5.0 に関連する IT の最新技術について、基礎か

ら活用、それらに関わる要素技術などを扱う。 

医療分野 医療に関する基礎的な内容を学習する。我が国の医療制度や社会保障

制度、医療専門職、診療プロセスなどを扱う。 

医療 IT 分野 IT を医療にどのように活用するかを中心に学習する。医療に関わる情

報、AI や IoT を医療に活用した事例、医療機関等へのシステム導入プ

ロセスなどを扱う。 

図表 5 本カリキュラムにおける分野 

 

 

 カリキュラムの各科目は、1 コマ 90 分×15 コマ＝22.5 時間を基本単位として構成した。

こうして開発したカリキュラムは、以下のようになる。 

 

 

【Society5.0 分野】 

科目名 
コマ数 

時間数 
概要 

Society5.0 概論 
15 コマ 

22.5 時間 

Society5.0 全般について学習する。また、

Society5.0 によって様々な分野がどのよ

うに変わっていくかについて、グループ

ワークを行う。 

戦略・マネジメント 
15 コマ 

22.5 時間 

Society5.0 に関わるシステムの導入を企

画・推進するために必要な知識について

学習する。 

産業システム 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoTが活用される産業システムにつ

いて学習する。 

プラットフォーム 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoTのプラットフォームをクラウド

に構築するために必要な知識について学

習する。 

デバイス 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoT開発に関連する制御装置や電子

工学、センサ技術、スマートフォンについ

て学習する。 

ネットワーク 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoT開発に関連するネットワークに

ついて学習する。 
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セキュリティ 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoT開発に関連するセキュリティに

ついて学習する。 

データ分析 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoT開発に関連するデータベースや

データサイエンスについて学習する。 

AI 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や機械学習、深層学習について学習す

る。 

ビッグデータ 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoTに関わるビッグデータ解析につ

いて学習する。 

統計 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoTにおけるデータ分析の基礎とし

て必要な統計に関する知識について学習

する。 

関連法規 
15 コマ 

22.5 時間 

AI や IoTに関わる法律に関する知識につ

いて学習する。 

Society5.0 ケーススタディ 
15 コマ 

22.5 時間 

日々の報道等を基に AI や IoT に関わる

最新の事例を題材として、グループで課

題に取り組む。 

合計 
195 コマ 

292.5 時間 

 

 

【医療分野】 

科目名 
コマ数 

時間数 
概要 

医療基礎 
15 コマ 

22.5 時間 

健康の概念を明確に捉え、医療全般の基

礎知識を学習する。 

医療倫理 
15 コマ 

22.5 時間 

医療倫理に関する基礎知識を学習し、

チーム医療を支援する立場として医療現

場における倫理・法・社会・心理等の問題

に適切に対応する意識を持つ。 

社会保障制度と医療制度 
15 コマ 

22.5 時間 

医療や福祉における様々な制度や法律に

ついて学習する。 

医療管理 
15 コマ 

22.5 時間 

病院の機能、組織体制、危機管理について

学習する 

臨床医学 
15 コマ 

22.5 時間 

臓器別の臨床的な疾患と、その検査と治

療のアウトラインについて学習する。 

医薬品／臨床看護／先進医療 
15 コマ 

22.5 時間 

医薬品・臨床看護についての概要を学習

する。また、先進医療の事例を学習する。 

医療プロセス／治療・処置／医 15 コマ 診療における人・モノ・情報の流れについ



14 

 

学研究 22.5 時間 て学習する。 

／様々な治療と処置の分類と用語につい

て学習する。 

／医学研究の基礎知識や進め方について

学習する。 

検査と診断 
15 コマ 

22.5 時間 

病院で行われている臨床検査及び医療画

像診断の概要について学習する。 

医療記録 
30 コマ 

45 時間 

医療記録について記録・記載の目的や意

義について学習する。 

医学・医療統計／臨床データ

ベース 

15 コマ 

22.5 時間 

医学・医療に関する統計分析手法を学習

する。 

／医療における臨床データベースの収集

と分析について学習する。 

合計 
165 コマ 

247.5 時間 

 

 

【医療 IT 分野】 

科目名 
コマ数 

時間数 
概要 

医療 IT 基礎 
15 コマ 

22.5 時間 

医療 IT の基礎として、医療情報やそのシ

ステム化の概念、特性について学習する。 

医療 IT システム 
15 コマ 

22.5 時間 

医療 IT システムの機能要件を理解し、そ

の具体的な機能や典型的なシステム構成

について学習する。 

病院 IT システムの機能 
30 コマ 

45 時間 

医療 IT システムの具体的な機能や、典型

的なシステムの例について学習する。 

病院 IT システムの導入 
15 コマ 

22.5 時間 

病院ITシステムを適切に導入し運用する

ために必要な戦略的な内容を基に、シス

テムのライフサイクル・プロセスや導入

に関わる組織、組織間の調整等について

学習する。 

病院 IT システムの運用と評価 
30 コマ 

45 時間 

病院ITシステムを適切に運用するために

必要な各種業務について学習する。また、

導入された医療 ITシステムを適切に評価

し、改善するための手法について学習す

る。 

医療情報の標準化 15 コマ 医療情報の標準化についての基礎知識を
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22.5 時間 学習する。 

医療 ITに関わる業務遂行能力／

医療 IT の未来 

15 コマ 

22.5 時間 

医療ITに必要な業務遂行能力について理

解を深める。 

／医療 IT 分野の動向や、我が国の医療・

医療ITに関する将来計画について学習す

る。 

医療 IT ケーススタディ 
30 コマ 

45 時間 

医療に AI や IoT を活用した事例を題材

に、グループワークによって最新技術や

活用方法について学習する。各ケースに

つき 2 コマを割り当てる。1 コマ目では

ケースの説明や課題の説明、課題のため

の情報収集等を行う。2 コマ目は、授業時

間外で取り組んできた課題の成果につい

て、グループ発表や全体討議等を行う。 

医療 IT PBL 
45 コマ 

67.5 時間 

仮想的な医療ITシステムの導入プロジェ

クトにグループで取り組み、医療 IT に関

する実践力を身に付ける。 

合計 
210 コマ 

315 時間 
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1.1.2 コマシラバス概要 

 前項で報告したカリキュラムの各科目について、科目概要や授業計画、評価方法等を検討

してコマシラバスを開発した。コマシラバスの記載項目は、以下の通りである。 

 

項目 内容 

科目名 科目の内容を端的に表す名称 

コマ数 授業のコマ数を記載する。1 コマ＝1.5 時間で、週 1 コマ×15 週＝15 コマ

（22.5 時間）が、半期の標準的な授業時間となる。 

科目概要 学習内容や授業方法等を記載する 

履修条件 先に履修しておくべき科目等の条件があればここに記載する 

授業計画 各コマで学習する授業内容を記載する。なお、e ラーニングと対応するコマ

は、対応する e ラーニングの項目も記載する。 

使用教材 各科目で使用する教材や、参考となる資料等があれば記載する 

評価方法 成績評価の方法を記載する 

図表 6 コマシラバスの記載項目 

 

 このようにして開発したコマシラバスの一例を、以下に示す。 
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科目名 Society5.0 概論 コマ数 
15 コマ 

（22.5 時間） 

科目概要 
Society5.0 全般について学習する。また、Society5.0 によって様々な分野がどの

ように変わっていくかについて、グループワークを行う。 

履修条件 なし 

授業計画 

回 授業内容 eラーニング 

第 1 回 
ガイダンス 

・教育プログラム全体の説明 ・授業内容の説明 
 

第 2 回 
Society5.0 の概念 

・Society5.0 とは 
 

第 3 回 

Society5.0 で実現する社会 

・知識・技術の共有 ・少子化・高齢化への対応  

・情報格差・情報過多への対応 ・肉体労働への対応 など 

 

第 4 回 

サイバー空間とフィジカル空間 

・これまでの情報社会 

・Society5.0 におけるサイバー空間とフィジカル空間との融合 

 

第 5 回 
Society5.0 による課題解決 

・経済発展 ・社会的課題の解決 
 

第 6 回 
Society5.0 による新たな価値創造① 

・交通分野の事例 
 

第 7 回 
Society5.0 による新たな価値創造② 

・医療・介護の事例 
 

第 8 回 
Society5.0 による新たな価値創造③ 

・農業分野の事例 
 

第 9 回 
Society5.0 による新たな価値創造④ 

・食品分野の事例 
 

第 10 回 
Society5.0 による新たな価値創造⑤ 

・防災分野の事例 
 

第 11 回 
Society5.0 による新たな価値創造⑥ 

・防災分野の事例 
 

第 12 回 
Society5.0 による新たな価値創造⑦ 

・エネルギー分野の事例 
 

第 13 回 
Society5.0 による新たな価値創造 GW1 

・グループワーク ・グループ発表 ・質疑応答 
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第 14 回 
Society5.0 による新たな価値創造 GW2 

・グループワーク ・グループ発表 ・質疑応答 
 

第 15 回 
まとめ 

・本科目のまとめ ・Society5.0 で実現する人間中心の社会 
 

教科書 授業中に配布する 

評価方法 グループワーク、期末レポートによる 

図表 7 コマシラバスの一例（Society5.0 分野 「Society5.0 概論」） 

 

 

1.2 教材の概要 

 前節で述べたカリキュラムで使用する各種教材を開発した。具体的には、講義用教材、

ケーススタディ教材、PBL 教材、e ラーニング教材である。 

 

1.2.1 講義用教材 

 講師が講義で用いる教材である。今年度は、 

・Society5.0 分野で使用する「AI ナースコールの開発」 

・医療 IT 分野で使用する「医療 IT 基礎」「医療 IT システム」「病院 IT システムの機

能」 

の各教材を開発した。いずれも、解説に使用する PowerPoont 形式の資料である。 

 

 

1.2.2 ケーススタディ教材 

 Society5.0 分野にある科目「Society5.0 ケーススタディ」で使用する教材を開発した。

本教材は、医療に IT を実際に活用した事例を題材とした。関連する業務上の課題や、IT

導入のメリット、導入時の課題等について、グループで情報収集や討議を行いながら学習

する形式としている。今年度は、「先端遠隔通信×ICU（集中治療室）」「IoT×服薬支援」

「クラウド×レセプト支援」を題材とした教材を開発した。 

 

 

1.2.3 PBL教材 

 医療 IT 分野にある科目「医療 IT PBL」で使用する教材を開発した。本教材は、医療

IT システム導入を題材としたプロジェクト学習用の教材である。本 PBL 教材では、検討

を進めるための課題を設定し、それに沿って学習を進めるシナリオ型の PBL を想定して

いる。今年度は、医療 IT システムの企画・設計段階の部分を開発した。 
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1.2.4 e ラーニング教材 

 本教育プログラムの基礎的な内容を学習する自己学習用教材である。開発した講義用教

材を基に講義映像を撮影し、e ラーニング化した。 

 

 

第 2 章 教材開発報告 

 前章で概要を述べた各教材について、より具体的に報告する。 

 

2.1 講義用教材 

 講義用教材は、Society5.0 分野で使用する「AI ナースコールの開発」と、医療 IT 分野で

使用する「医療 IT 基礎」「医療 IT システム」「病院 IT システムの機能」を開発した。 

 

2.1.1 Society5.0 分野の講義用教材 

 Society5.0 分野の講義用教材は、AI を搭載したカメラと通信機能を搭載したマイコンと

を組み合わせ、AI ナースコールの開発を題材とした。実際に、関連するハードウェアやプ

ログラミング等の基礎知識も学びながら、マイコンを用いた開発実習を通して最終的に、AI

による画像認識技術を医療に活用できる知識やスキルを身に付けていく。 

 

 本教材は、以下の 14 部構成となっている。 
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①AI カメラ UnitV 

②画像撮影 Camera 

③図形描画 Drawing 

④画像認識モデル Recognition Model 

⑤画像認識実験 Recognition Test 

⑥M5Stick-C 実習で用いるマイコン 

⑦M5Stick-C LED 

⑧M5Stick-C Button（押しボタンスイッチ） 

⑨M5Stick-C シリアル通信 

⑩M5Stick-C MQTT（WEB 経由通信） 

⑪M5Stick-C LCD（液晶表示器） 

⑫M5Stick-C Bluetooth 

⑬デジタルカメラ開発 Digital Camera 

⑭AI ナースコール開発 使う AI 

図表 8 Society5.0 分野の講義用教材の構成 

 

 また、各教材は、解説に使用する PowerPoint 形式の資料とした。 

 

 

図表 9 『AI カメラ UnitV』のページ例 
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2.1.2 医療 IT分野の講義用教材 

 医療 IT 分野の講義用教材は、「医療 IT 基礎」「医療 IT システム」「病院 IT システムの機

能」の 3 点である。本教育プログラムでの学習対象者は IT 分野の学生や社会人であり、医

療分野の学習や従事経験があまり多くないことを考慮し、基本的な用語や概念もなるべく

分かりやすく解説するよう心掛けている。 

 

 各教材の構成は、以下の通りである。 

 

①医療情報とは 

②医療情報の取り扱い 

③個人情報保護と医療 IT システム（1） 

④個人情報保護と医療 IT システム（2） 

⑤個人情報保護と医療 IT システム（3） 

⑥個人情報保護と医療 IT システム（4） 

図表 10 「医療 IT 基礎」の構成 

 

①医療情報システムとは 

②救急医療情報システム（1） 

③救急医療情報システム（2） 

④遠隔医療 

⑤医療情報サービスシステム 

⑥医療情報の標準化（1） 

⑦医療情報の標準化（2） 

⑧医療情報の標準化（3） 

⑨医療情報の標準化（4） 

⑩医療情報の標準化（5） 

⑪医療情報の標準化（6） 

図表 11 「医療 IT システム」の構成 

 

①病院 IT システムの機能 

②病院情報システムの導入 

③病院情報システムの導入の運用 

④病院情報システムの評価と改善 

図表 12 「病院 IT システムの機能」の構成 
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 また、各教材は、解説に使用する PowerPoint 形式の資料とした。ノート部分に解説の参

考になる情報や資料を記載して、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を行った。 

 

 

図表 13 『医療 IT 基礎 ①医療情報とは』のページ例 

  



23 

 

2.2 ケーススタディ教材 

 本教材は、Society5.0 分野の科目「Society5.0 ケーススタディ」で使用する教材である。

本科目は、ケーススタディ（事例研究）による演習スタイルで実施する。ケーススタディは、

具体的なケース（事例）を取り上げ、問題点やその原因を分析したり、解決方法を構想した

りすることを通して、問題発見・解決力や意思決定力、企画力などの向上を図ることを目的

としている。 

 

本教材のケーススタディでは、ケース「先端遠隔通信×ICU（集中治療室）」「IoT×服薬

支援」「クラウド×レセプト支援」を”題材”として、ケースの中の問題点を分析し、その

上で AI／IoT を活用した課題の具体的な解決策を構想・立案する。こうした学習を通して、

課題を見極める力と課題解決のための IT 化企画のスキル向上を図る。 

 

 今年度開発したケーススタディ教材は、「先端遠隔通信×ICU（集中治療室）」「IoT×服薬

支援」「クラウド×レセプト支援」の 3 種類である。いずれも、「演習用」「シート」「回答例」

「指導用」から構成されている。 

 

題材 資料 

先端遠隔通信×ICU（集中治療室） 

IoT×服薬支援 

クラウド×レセプト支援 

演習用 

シート 

回答例 

指導用 

図表 14 ケーススタディ教材の構成 

 

 

2.2.1 想定する授業の流れ 

 本教材を用いたケーススタディは、以下のような流れで実施することを想定している。即

ち、はじめに講師からケーススタディの流れやケースについて説明するガイダンスを行う。

その後、ケースに関する課題に対して個人ワークで取り組む。さらに、グループディスカッ

ションを行い、グループとしての結論を導き出して発表用の資料を作成する。そして、グ

ループ発表と質疑応答を行い、最後に講師から講評を行う。 

 

 以下の授業の流れを示した図は「先端遠隔通信×ICU（集中治療室）」の例であるが、他

の題材も同様である。 
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図表 15 授業の流れ 

 

 

 以下、各資料について報告する。 

 

 

2.2.2 演習用 

 ケース及び課題を説明した資料である。講師がケースを説明した後、受講者が個人ワーク

及びグループワークに取り組む。個人ワークで調べたり考えたりした結果は、本資料に記入

するようになっている。 
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図表 16 「演習用」のページ例（ケースの説明） 

 

 

図表 17 「演習用」のページ例（個人ワーク） 
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図表 18 「演習用」のページ例（グループワーク） 
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2.2.3 シート 

 グループワークの課題に対応し、ディスカッションした結果を記入する資料である。 

 

 

図表 19 「別紙①記入用フォーマット」のページ例 

 

 

2.2.4 回答例 

 「演習用」及び「シート」の書式を用いて、回答例を記入したものである。 
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図表 20 「回答例」のページ例（個人ワーク） 

 

 

図表 21 「回答例」のページ例（グループワーク） 
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2.2.5 指導用 

 授業を行う際に使用する講師用の資料である。「演習用」及び「シート」の書式を用いて、

ノート部分に指導ポイントを記載し、授業を組み立てやすくしている。 

 

 

図表 22 「指導用」のページ例 
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2.3 PBL 教材 

 本教材は、医療 IT 分野の科目「医療 IT PBL」で使用する教材である。本科目は、医療

IT システムの導入を題材としたプロジェクト学習により、医療 IT に関する実践力を身に付

ける。 

 

 今年度は、ストレスチェック受診率の向上のためにウェアラブルデバイスを用いた医療

IT システムの企画・提案を行うプロジェクトを題材とした。本 PBL 教材では、検討を進め

るための課題を設定し、それに沿って学習を進めるシナリオ型の PBL を想定している。グ

ループで役割分担を設定し、情報収集や討議によって課題を進め、最終的には医療 IT シス

テムの基本設計書を作成する。想定学習時間は、「医療 IT PBL」の 45 コマ（67.5 時間）の

うち、25 コマ（37.5 時間）程度とした。 

 

 本教材は、「演習用」「要件定義書フォーマット」「基本設計書フォーマット」「各種検討シー

ト回答例」「要件定義書回答例」「基本設計書回答例」「指導ガイド」「参考資料」から構成さ

れる。 

 

資料 

演習用 

要件定義書フォーマット 

基本設計書フォーマット 

各種検討シート回答例 

要件定義書回答例 

基本設計書医回答例 

指導ガイド 

参考資料 

図表 23 PBL 教材の構成 

 

 

2.3.1 想定する学習手順 

 本教材を用いた PBL では、STEP 1～STEP 5 の 5 つのステップに沿って学習を進める。

各ステップでは、はじめに講師から背景と状況の説明を行う。次に、グループごとに調査や

討議を行い、提示された状況の分析を行う。さらに、課題に対する対応策を検討してアウト

プットとなる各種シートを作成し、プレゼンテーションを行う。なお、STEP 5 では、STEP 

4 においてプレゼンテーションを行った各グループの基本設計書に対して、相互評価を行う。 
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図表 24 各ステップの学習内容とアウトプット 

 

 各ステップの具体的な学習内容は、以下の通りである。 

 

2.3.1.1 STEP 1の学習内容 

 STEP 1 では、状況分析を行う。即ち、背景となる状況の説明を受けた後、医療 IT シス

テムの企画に先立ち、業務知識を理解することから始める。そのためにストレスチェック制

度に関する調査を行い、その調査結果を結果シートに整理し、プレゼンテーションを行う。

その上で、システム化の実現イメージ要件について担当者へのヒアリングを行い、その結果

をまとめる。 

  



32 

 

 

 

図表 25 STEP 1 の学習内容（演習の概要） 

 

 

2.3.1.2 STEP 2の学習内容 

 STEP 2 では、要件分析を行う。まず、ヒアリングで得た情報を基に課題を整理・分析し、

課題分析シートにまとめる。次に、課題解決のために活用できるウェアラブルデバイスにつ

いての調査を行い、その結果を調査シートにまとめ、プレゼンテーションを行う。そして、

これまでのヒアリング、課題分析、ウェアラブルデバイスの調査結果を基に、開発要件を検

討し、開発要件シートにまとめ、その内容をプレゼンテーションする。 
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図表 26 STEP 2 の学習内容（演習の概要） 

 

 

2.3.1.3 STEP 3の学習内容 

 STEP 3 では、要件定義書の作成を行う。まず、STEP 2 までに整理された情報を基に、

導入するウェアラブルデバイスについて、当プロジェクトでどのように活用できるかを検

討する。検討結果は検討シートに整理し、プレゼンテーションを行う。次に、これまでに作

成したヒアリング結果、開発要件、検討シートを基に要件定義書を作成し、それについてプ

レゼンテーションを行う。 
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図表 27 STEP 3 の学習内容（演習の概要） 

 

 

2.3.1.4 STEP 4の学習内容 

 STEP 4 では、基本設計書の作成を行う。参考資料を基に、業務フロー図、機能一覧表、

ネットワーク構成図、画面遷移図、画面レイアウト、テーブル定義の各資料を作成し、基本

設計書にまとめる。そして、基本設計書についてプレゼンテーションを行う。 
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図表 28 STEP 4 の学習内容（演習の概要） 

 

 

2.3.1.5 STEP 5の学習内容 

 STEP 5 では、STEP 4 で行ったプレゼンテーションを基に、各グループの作成した基本

設計書について顧客に立場で相互に評価を行い、その結果について討議を行う。 
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図表 29 STEP 5 の学習内容（演習の概要） 

 

 

2.3.2 PBL教材を構成する各資料 

 以下、各資料について報告する。 

 

2.3.2.1 演習用 

 本 PBL 教材の中核となる資料である。講師が背景や状況を説明し、それを基に、受講者

がグループで各課題に取り組む。 
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図表 30 「演習用」のページ例（教材の概要） 

 

 

図表 31 「演習用」のページ例（背景） 



38 

 

 

 

図表 32 「演習用」のページ例（STEP 1 の演習課題） 

 

 

2.3.2.2 要件定義書フォーマット 

 STEP 3 で作成する要件定義書のフォーマットである。 
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図表 33 「要件定義書フォーマット」のページ例（表紙） 

 

 

 

図表 34 「要件定義書フォーマット」のページ例（目次） 
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図表 35 「要件定義書フォーマット」のページ例（2.1. 背景と目的） 

 

 

 

図表 36 「要件定義書フォーマット」のページ例（2.3. システム全体像） 
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2.3.2.3 基本設計書フォーマット 

 STEP 4 で作成する基本設計書のフォーマットである。 

 

 

図表 37 「基本設計書フォーマット」のページ例（表紙） 

 

 

 

図表 38 「基本設計書フォーマット」のページ例（目次） 
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図表 39 「基本設計書フォーマット」のページ例（2. 業務フロー図） 

 

 

 

図表 40 「基本設計書フォーマット」のページ例（4. ネットワーク構成図） 
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2.3.2.4 各種検討シート回答例 

 PBL の各ステップで作成するシートのうち、要件定義書と基本設計書を除くものの回答

例を示したものである。 

 

 

図表 41 「各種検討シート回答例」のページ例（STEP 1 ヒアリングシート） 
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図表 42 「各種検討シート回答例」のページ例（STEP 2. 開発要件シート） 

 

 

2.3.2.5 要件定義書回答例 

 「要件定義書フォーマット」の書式を用いて、回答例を記入したものである。 
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図表 43 「要件定義書回答例」のページ例（2.1. 背景と目的） 

 

 

 

図表 44 「要件定義書回答例」のページ例（2.3. システム全体像） 
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2.3.2.6 基本設計書回答例 

 「基本設計書フォーマット」の書式を用いて、回答例を記入したものである。 

 

 

図表 45 「基本設計書回答例」のページ例（2. 業務フロー図） 

 

 

 

図表 46 「基本設計書回答例」のページ例（4. ネットワーク構成図） 
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2.3.2.7 指導ガイド 

 指導ガイドは、講師が本 PBL を進めるに当たって効果的な指導が行えるよう、手引き

となるものである。各ステップに対して、指導内容の概要、指導目標、提示する課題、指

導の留意点、評価のポイントをまとめている。 

 

 

図表 47 「指導ガイド」のページ例（STEP 1 1. 指導内容の概要） 
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図表 48 「指導ガイド」のページ例（STEP 1 2. 指導目標） 

 

 

図表 49 「指導ガイド」のページ例（STEP 1 3. 提示する課題） 
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図表 50 「指導ガイド」のページ例（STEP 1 4. 指導の留意点） 

 

 

図表 51 「指導ガイド」のページ例（STEP 1 5. 評価のポイント） 
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2.3.2.8 参考資料 

 本 PBL での学習を進めるための参考資料として、以下の各資料を添付した。 

 

 ・『ストレスチェック制度 簡単！ 導入マニュアル』、厚生労働省 

  https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/150709-1.pdf 

 

 ・『職業性ストレス簡易調査票（57 項目）』、厚生労働省 

  https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/dl/stress-check_j.pdf 

 

 ・『数値基準に基づいて「高ストレス者」を選定する方法』、厚生労働省 

  https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/150803-1.pdf 

 

 

 

図表 52 『ストレスチェック制度 簡単！導入マニュアル』 

 

  

https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/150709-1.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/dl/stress-check_j.pdf
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/150803-1.pdf
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図表 53 『職業性ストレス簡易調査票（57 項目）』 

 

 

図表 54 『数値基準に基づいて「高ストレス者」を選定する方法』 
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2.4 eラーニング教材 

 本教材は、本教育プログラムの基礎的な内容を学習する自己学習用教材である。今年度は、

開発した講義用教材（Society5.0 分野、医療 IT 分野）を基に講義映像を撮影し、e ラーニ

ング化した。なお、本 e ラーニング教材は、PC だけでなくスマートフォンでも利用が可能

となっている。そのため、隙間時間を利用してより手軽に学習でき、反復学習により基礎知

識の定着を図ることができる。 

 

 

図表 55 e ラーニング教材 トップページ 

 

2.4.1 e ラーニング教材のメニュー構成 

 本 e ラーニング教材は、Society5.0 分野 14 項目、医療 IT 分野 27 項目から構成されてい

る。Society5.0 分野は、AI カメラとマイコンを用いた「AI ナースコール」の開発を題材と

して、AI による画像認識機能や通信機能、その他のプログラミングを学習する。また、医

療 IT 分野は、「医療 IT 基礎」「医療 IT システム」「病院 IT システムの機能」の 3 つのテー
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マについて学習する。 

 

 

図表 56 e ラーニング教材のメニュー構成 

 

 

2.4.2 e ラーニング教材のイメージ 

 本 e ラーニング教材には、講義用教材を基にした講義映像が収録されている。そのため、

講義の予習・復習に適した内容となっており、基礎知識の定着に有効である。 
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 以下、Society5.0 分野、及び医療 IT 分野の講義映像のイメージである。 

 

 

図表 57 Society5.0 分野の講義映像のイメージ 

 

 

図表 58 医療 IT 分野の講義映像のイメージ 
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第 3部 実証講座実施報告 

 今年度までに開発した教育プログラムから一部を抽出し、実証講座を実施してその効果

を検証した。 

 

第 1 章 実証講座の概要 

 今年度実施した実証講座の概要を報告する。 

 

1.1 実証講座の目的 

 今年度までに開発した教育プログラムに対し、その教育効果を検証し、課題を抽出して改

善することを目的とした。 

 

 

1.2 実証講座の実施 

 今年度は、開発した教育プログラムから 10 時間分を抽出し、2 日間にわたって実施した。

なお、本教育プログラムに関して、各地の専門学校の教員や関係企業等から評価を受けたり、

関連した意見交換を行ったりすることを目的とし、実証講座は開催場所である本校（千葉県）

のみならず、富山県、愛媛県の専門学校生や教員、関係企業等もビデオ参加できる環境を整

えた上で実施した。 

 

1.2.1 実証講座の実施内容 

実施内容は、以下の通りである。 
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講座実施日 
1 日目 

令和 2 年 12 月 17 日（木） 

2 日目 

令和 2 年 12 月 18 日（金） 

時間 10:00～16:00 

実施会場 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

出席人数 5 名（本校学生） 

講師氏名、 

所属 

有限会社ワイズマン 代表取締役 

原田 賢一 講師 

株式会社ベイシス 代表取締役 

町田 一哉 講師 

使用教材 ・画像認識 AI 実習キット 

・テキスト教材 

『AI ナースコールの開発』 

・メモリ型生体センサ MR-BIT 

・解析ソフト BITAS 

・テキスト教材 

 『セルフメディケーション スト

レスチェック -自分の健康は自

分でチェックし管理する時代へ

-』 

実施項目 ○事前アンケート 

○実習キット・開発環境の解説 

○画像撮影 

○AI による画像認識実験 

○シリアル通信 

○MQTT（WEB 経由通信） 

○デジタルカメラ開発 

○AI ナースコール開発 

○質疑応答 

○確認テスト 

○セルフメディケーションの基礎：

用語 

○簡易チェック 

○センサによるデータ取得 

○ソフト（BITAS）による解析 

○ストレスをなくすために：解析の

説明 

○質疑応答 

○確認テスト 

○事後アンケート 

備考 画像認識 AI 実習キットを用いた実

習形式により実施。 

MR-BIT による生体データ取得、及

び BITAS によるデータ解析につい

ての実習形式により実施。なお、事

前に受講者の 1 名に MR-BIT を 24

時間装着して生体データを計測し

ておき、そのデータを用いて解析を

行った。 

図表 59 実証講座実施記録 
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図表 60 実証講座の様子（1 日目） 

 

 

 

図表 61 実証講座の様子（1 日目） 
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図表 62 実証講座の様子（2 日目） 

 

 

 

図表 63 実証講座の様子（2 日目） 
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図表 64 実証講座の様子（2 日目） 

 

 

1.2.2 実証講座で使用した実習用教材の概要 

 実証講座では、以下の各教材を開発または調達して使用した。 

 

 ①画像認識 AI 実習キット 

 ②メモリ型生体センサ MR-BIT 

 ③解析ソフト BITAS 

 

 以下、各教材の概要を報告する。 

 

①画像認識 AI 実習キット 

 AIが搭載され、画像の撮影だけでなく、画像処理や画像認識も可能なAIカメラ「UnitV」、

TFTカラー液晶を搭載し、USBやWi-Fi、Bluetoothによる通信が可能なマイコン「M5Stick-

C」、microSD カード、ケーブル類等から構成される。プログラム開発は、PC 上にインス

トールした統合開発環境（IDE）を用いて行い、USB 経由でマイコンに書き込むことで動

作させる。 
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図表 65 画像認識 AI 実習キット 

 

②メモリ型生体センサ MR-BIT 

 株式会社人間と科学の研究所が開発した生体情報追跡装置。胸に直接貼り付けて使用す

る。心電計、温度計、3 軸加速度計等が内蔵されており、以下のような数多くの生体デー

タが取得できる。 

  ・自律神経活動度  ・呼吸数  ・心拍数 

  ・脈の乱れ   ・糖尿のリスク  ・速度 

  ・距離   ・姿勢   ・ポジション 

  ・運動量とエネルギー消費量  等 

 

 

図表 66 メモリ型生体センサ MR-BIT 
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③解析ソフト BITAS 

 MR-BIT により取得したデータを解析するソフト。BITAS によりデータ解析を行うこと

で、体の健康状態のみならず、心の健康状態まで把握することができる。 

 

 

図表 67 解析ソフト BITAS11 

 

  

 
11 株式会社人間と科学の研究所のホームページ（https://www.imsi.site/product）より引

用 

https://www.imsi.site/product
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第 2 章 実証講座の評価 

 本実証講座では、受講者に対して、講座の実施前後におけるアンケート、講座後の確認テ

ストを実施した。また、オブザーバーへのアンケート、及び講師による評価も行った。 

 

2.1 講座前後の受講者アンケート 

 受講者に対して講座実施前後にアンケートを行い、意識や学習意欲の変化について評価

した。 

 

 

2.1.1 実施前のアンケート 

 講座実施前のアンケートでは、最新技術についての関心、医療 IT についての関心等を質

問した。 

 

2.1.1.1 AI や IoT のような最新技術についての関心 

 

 

図表 68 AI や IoT のような最新技術についての関心 

 

 AI や IoT のような最新技術についての関心では、「非常にあり」が 2 人、「あり」が 3 人

と、全員が関心を示した。 
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2.1.1.2 医療 IT についての関心 

 

 

図表 69 医療 IT についての関心 

 

 医療 IT（IT の医療分野への活用）についての関心では、「非常にあり」1 人、「あり」2 人

と関心を持っている受講者がいる一方、「あまり関心なし」も 2 人いた。 
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2.1.1.3 AIに関する研修や講座の受講意向 

 

 

図表 70 AI に関する研修や講座の受講意向 

 

 AI に関する研修や講座の受講意向では、「非常に受講したい」1 人、「受講したい」2 人、

「やや受講したい」2 人と、全員が受講したいという回答であった。 
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2.1.1.4 IoT に関する研修や講座について 

 

 

図表 71 IoT に関する研修や講座について 

 

 IoT に関する研修や講座の受講意向では、「非常に受講したい」3 人、「受講したい」1 人、

「やや受講したい」1 人と、こちらも全員が受講したいという回答であった。「非常に受講

したい」が 3 人であり、AI に関する研修や講座の受講意向よりも、さらに受講意向が高い

ことが分かった。 
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2.1.1.5 医療 IT に関する研修や講座について 

 

 

図表 72 医療 IT に関する研修や講座について 

 

 医療 IT に関する研修や講座の受講意向では、「受講したい」3 人、「やや受講したい」1

人、「あまり関心なし」1 人という結果であった。AI や IoT の研修や講座に比べて、こちら

の受講意向はやや下がっていることが分かる。 
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2.1.1.6 AI や IoT を活用して構築したいシステムやサービス 

 AI や IoT を活用して構築したいシステムやサービスにどのようなものがあるか、自由記

述で質問した。以下のような回答が得られた。 

 

・スマートホーム系(玄関のカギなど) 

・事務作業 

・店の値札を電子化 

・心電図を病院に行かなくても測れるようにする。 

 

 

2.1.2 実施後のアンケート 

 講座実施後のアンケートでは、1 日目、2 日目の各講座について、難易度、実施時間、満

足度を質問した。さらに、講座前後における意識の変化を調べるため、実施前アンケートと

同じ最新技術についての関心、IT の医療分野への活用についての関心等も質問した。 

 

2.1.2.1 1日目（AI、IoT）の講座の難易度 

 

 

図表 73 1 日目（AI、IoT）の講座の難易度 

 

 1 日目（AI、IoT）の講座の難易度については、「易しい」1 人、「普通」3 人、「やや難し
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い」1 人と、評価が分かれた。 

 

 

2.1.2.2 2日目（医療 IT）の講座の難易度 

 

 

図表 74 2 日目（医療 IT）の講座の難易度 

 

 2 日目（医療 IT）の講座の難易度については、「やや易しい」1 人、「普通」3 人、「やや

難しい」1 人と、こちらも評価が分かれた。 
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2.1.2.3 1日目（AI、IoT）の講座の実施時間 

 

 

図表 75 1 日目（AI、IoT）の講座の実施時間 

 

 1 日目（AI、IoT）の講座の実施時間については、全員が「普通」という回答であった。

受講者にとって、実施時間は妥当であったと考えられる。 
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2.1.2.4 2日目（医療 IT）の講座の実施時間 

 

 

図表 76 2 日目（医療 IT）の講座の実施時間 

 

 2 日目（医療 IT）の講座の実施時間については、全員が「普通」という回答であった。こ

ちらも、受講者にとって実施時間は妥当であったと考えられる。 
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2.1.2.5 1日目（AI、IoT）の講座の満足度 

 

 

図表 77 1 日目（AI、IoT）の講座の満足度 

 

 1 日目（AI、IoT）の講座の満足度では、「非常に満足」が 2 人、「満足」が 3 人で、全員

が満足したという回答であった。 
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2.1.2.6 2日目（医療 IT）の講座の満足度 

 

 

図表 78 2 日目（医療 IT）の講座の満足度 

 

 2 日目（医療 IT）の講座の満足度では、「非常に満足」が 3 人、「満足」が 2 人と、全員

が満足したという回答であった。また、1 日目（AI、IoT）の講座と比べて、満足度がやや

高まったことも分かった。 
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2.1.2.7 AI や IoT のような最新技術についての関心 

 

 

図表 79 AI や IoT のような最新技術についての関心 

 

 AI や IoT のような最新技術についての関心では、「非常にあり」が 4 人、「あり」が 1 人

という回答であった。実証講座実施前のアンケートでは、「非常にあり」が 2 人、「あり」が

3 人であったので、実施前後で関心が高まったことが分かる。 
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2.1.2.8 医療 IT についての関心 

 

 

図表 80 医療 IT についての関心 

 

 医療 IT についての関心では、「非常にあり」が 1 人、「あり」が 3 人、「あまり関心なし」

が 1 人であった。実証講座実施前のアンケートでは、「非常にあり」が 1 人、「あり」が 2

人、「あまり関心なし」が 2 人であったので、実施前後で関心が高まったことが分かる。 
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2.1.2.9 AIに関する研修や講座の受講意向 

 

 

図表 81 AI に関する研修や講座の受講意向 

 

 AI に関する研修や講座の受講意向では、「非常に受講したい」が 2 人、「受講したい」が

1 人、「やや受講したい」が 1 人、「あまり関心なし」が 1 人という回答であった。実証講座

実施前のアンケートでは、「非常に受講したい」が 1 人、「受講したい」が 2 人、「やや受講

したい」が 2 人であり、実施前後で受講意向が高まった受講者もいれば、下がった受講者も

いたことが分かる。 
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2.1.2.10 IoT に関する研修や講座の受講意向 

 

 

図表 82 IoT に関する研修や講座の受講意向 

 

 IoT に関する研修や講座の受講意向では、「非常に受講したい」が 3 人、「受講したい」が

1 人、「あまり関心なし」が 1 人という回答であった。実証講座実施前のアンケートでは、

「非常に受講したい」が 3 人、「受講したい」が 1 人、「やや受講したい」が 1 人であり、

実施前後で受講意向が下がった受講者もいたことが分かる。 
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2.1.2.11 医療 IT に関する研修や講座の受講意向 

 

 

図表 83 医療 IT に関する研修や講座の受講意向 

 

 医療 IT に関する研修や講座の受講意向では、「非常に受講したい」が 1 人、「受講したい」

が 2 人、「やや受講したい」が 1 人、「あまり関心なし」が 1 人という回答であった。実証

講座実施前のアンケートでは、「受講したい」が 3 人、「やや受講したい」が 1 人、「あまり

関心なし」が 1 人であり、実施前後で受講意向が高まった傾向がうかがえる。 

 

 

2.1.2.12 AI や IoTを活用して構築したいシステムやサービス 

 AI や IoT を活用して構築したいシステムやサービスにどのようなものがあるか、自由記

述で質問した。以下のような回答が得られた。 

 

・事務作業 

・スマートホーム 

 

 実施前に比べて、新しい回答は見受けられなかった。 
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2.2 講座後の確認テストによる評価 

 実証講座で学習した内容から、正誤問題形式で、1 日目、2 日目のそれぞれ 10 問ずつを

確認テストとして出題し、その結果を集計した。各問題の正答率は、以下の通りであった。 

 

2.2.1 1 日目の確認テストの結果 

 1 日目の確認テストの結果は、以下のようであった。 

 

No. 問題 正解 正答率 

1 
AI カメラにも基本的な DI/DO（デジタル入出力）が備わっ

ている 
○ 100.0% 

2 AI カメラの開発は Micro Python で行う ○ 80.0% 

3 
開発した boot.py を SD カードに格納すれば、カメラ単体

で稼働できる 
× 100.0% 

4 認識対象の画像は、輪郭がはっきりしなくても認識できる × 60.0% 

5 AI カメラで撮影した画像全体を M5StickC で表示できる × 80.0% 

6 M5StickC には、Bluetooth は搭載されていない × 100.0% 

7 M5StickC には、WiFi 接続機能がある ○ 100.0% 

8 AI カメラと M5StickC の IDE は同じものである × 80.0% 

9 V-Training は、クラウドで認識モデルを作成する ○ 100.0% 

10 
AI カメラと M5StickC を連携すれば、画像認識結果を 

WEB に発信できる 
○ 100.0% 

全体   90.0% 

図表 84 1 日目の確認テストの問題と正答率 
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図表 85 1 日目の確認テスト正答率 

 

 全体の正答率が 90.0%に達していることから、基礎的な内容は十分理解したと考えられ

る。 
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2.2.2 2 日目の確認テストの結果 

 2 日目の確認テストの結果は、以下のようであった。 

 

No. 問題 正解 正答率 

1 MR-BIT には 3 つのセンサーが入っている ○ 100.0% 

2 バイタルサインとは生命維持に必要な徴候のことである ○ 80.0% 

3 
心電図の QRS 波から次の QRS 波までの間隔を R-R 間隔と

いう 
○ 80.0% 

4 心電図の R-R 間隔を測定することで脈の乱れがわかる ○ 100.0% 

5 自律神経とは、体内の環境を整える神経である ○ 80.0% 

6 3 軸加速度計では、運動状態の把握ができる ○ 100.0% 

7 METs とは運動や身体活動の強度の単位である ○ 80.0% 

8 無呼吸とは呼吸が 10 秒以上止まっていることをいう ○ 100.0% 

9 バランス能力が低下していると転倒のリスクが高まる ○ 100.0% 

10 
ストレスをなくし睡眠の質を上げるには寝る前のパソコン

やスマホの使用が重要である 
× 100.0% 

全体   92.0% 

図表 86 2 日目の確認テストの問題と正答率 
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図表 87 2 日目の確認テスト正答率 

 

全体の正答率が 92.0%に達していることから、1 日目同様、基礎的な内容は十分理解した

と考えられる。 

 

 

2.3 オブザーバーへのアンケートによる評価 

 本実証講座では、受講者の他に、実施委員や他専門学校の教員等のオブザーバーにも Web

経由でご観覧いただき、アンケートによる評価を行った。本アンケートでは、授業の難易度、

実施時間、内容、使用教材、授業方法について質問した。なお、オブザーバーのアンケート

の回収人数は、1 日目が 7 人、2 日目が 5 人であった。 
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2.3.1 1 日目のオブザーバーのアンケート 

 実証講座の 1 日目について、回答者 7 人のアンケートの結果は、以下の通りであった。 

 

2.3.1.1 授業の難易度について 

 

 

図表 88 授業の難易度について 

 

 授業の難易度については、「普通」という回答が 4 人で最も多かった。また、「簡単」「や

や難しい」「難しい」がそれぞれ 1 人であった。受講者からは難しいという回答はなかった

が、難しいと感じたオブザーバーもいたようである。 
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2.3.1.2 実施時間について 

 

 

図表 89 実施時間について 

 

 実施時間については、「やや長い」が 1 人、「普通」が 3 人、「やや短い」が 3 人という結

果だった。オブザーバーの評価では、もう少し時間が必要だったと考えられる。 
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2.3.1.3 授業内容について 

 

 

図表 90 授業内容について 

 

 授業内容については、全員が「妥当である」と回答した。なお、以下のようなコメントも

寄せられた。 

 

・今回のような安価でもハードウェアを用いた授業は、学生に一定の興味をもたらすと思い

ます。 

・限られた時間でしたが、ポイントをわかりやすく解説されていたと思います。 

・興味惹かれる内容であり、実際に動かしながら経験できることは貴重な体験でもある。 

・視覚的に分かるため、学習意欲向上に繋がるのではないかと思います。 

・AI と IoT の連携について、現在の情勢と関連づけた素晴らしい体験を学生はできたので

はないかと感じました。 

・非常に分かりやすく、興味がわく内容でした 

・IoT に興味がある学生にはちょうど良いボリュームだと感じた 

 

 全て、内容を評価する意見であった。 
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2.3.1.4 使用教材について 

 

 

図表 91 使用教材について 

 

 使用教材については、全員が「妥当である」という回答がであった。また、以下のような

コメントが寄せられた。 

 

・作業を細かく分解していたため、迷子になることがありませんでした。 

・システムの実現方法やソースコードの解説がしっかりなされており、とてもわかりやすく

記述されています。 

・他のカメラの性能を知らないが、今回使用したもので不都合は感じない。 

・学生の預かり金の範囲で機器購入ができるため、適切だと思われる。 

・私が聴講した部分が、操作説明中だったこともありますので、適切なコメントではないか

もしれませんが、学生の興味が逸れていなかったので、使用教材が素晴らしかったからこ

そだと感じました。 

・入手が簡単で教材には最適だと思いました 

・安価なもので普段できないことができることが分かった 

 

 実習キット、テキスト教材のいずれについても、評価する意見が寄せられた。 
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2.3.1.5 授業方法について 

 

 

図表 92 授業方法について 

 

 授業方法については、全員が「妥当である」という回答であった。また、以下のようなコ

メントが寄せられた。 

 

・学生が理解の難しいであろう言葉を言い換えて表現していたため、良い方法だと思いまし

た。 

・実際に動作が目に見える形で開発を体験でき、楽しみながら理解を深めることができてい

たと思います。 

・説明のち手を動かすというインプット、アウトプット揃い学びやすい。 

・演習形式のため、内容との相性が良いと思います。 

・他の設問と重複しますが、学生の興味関心を長時間保っていたため、素晴らしかったので

はと感じました。 

・非常に分かりやすく、学生も好奇心ありありでした 

・いつも参加させていただきありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 実習形式での授業や、講師の指導スキルを評価する意見が寄せられた。 
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2.3.2 2 日目のオブザーバーのアンケート 

 実証講座の 2 日目について、回答者 5 人のアンケートの結果は、以下の通りであった。 

 

2.3.2.1 授業の難易度について 

 

 

図表 93 授業の難易度について 

 

 授業の難易度については、全員が「普通」という回答であった。 

 

  



88 

 

2.3.2.2 実施時間について 

 

 

図表 94 実施時間について 

 

 実施時間については、「やや長い」が 1 人、「普通」が 4 人という結果だった。 
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2.3.2.3 授業内容について 

 

 

図表 95 授業内容について 

 

 授業内容については、全員が「妥当である」と回答した。なお、以下のようなコメントも

寄せられた。 

 

・IoT を活用した最先端の医療に関する内容で、IT 側の受講者でも非常に興味深い内容で

あったと思います。 

・自分自身が健康に気を遣う年齢になったので面白かった！ 

・もう少し IT の話を増やした方が、より学生の関心を惹けると思いました。 

・時間割はとても良かったと思います。 

・非常にわかり易い進め方でした 

 

 内容を評価する意見もあったが、IT の内容も必要であったのではないか、という意見も

合った。 
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2.3.2.4 使用教材について 

 

 

図表 96 使用教材について 

 

 使用教材については、全員が「妥当である」という回答がであった。また、以下のような

コメントが寄せられた。 

 

・IoT だけでなく、医療に関する基本的な内容から解説されており、非常にわかりやすいと

思います。 

・データを取れるデバイスを利用することが意外に簡易的であることに驚いた 

・印刷しやすいように、割り付けのレイアウトで配布されていたことが良かったです。 

・画面構成も良く、新しい知識の説明も良かったと思います。 

・非常にわかりやすくまとめられていました 

 

 テキスト教材のわかりやすさ、見やすさを評価する意見が寄せられた。 
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2.3.2.5 授業方法について 

 

 

図表 97 授業方法について 

 

 授業方法については、全員が「妥当である」という回答であった。また、以下のようなコ

メントが寄せられた。 

 

・時折、具体例も交えて解説されており、非常にわかりやすかったと思います。 

・今後の普及などを踏まえて引き続き学んでいきたい 

・講義が主体だったので、学生に参加させるタイミングを増やせばより良いと思いました。 

・学生の参加もあり、良かったと思います。 

・適切な方法でした 

 

 評価する意見が多かったが、より学生の参加を求める意見もあった。 

 

 

2.4 講師による評価 

 実証講座を担当した 2 名の講師により、評価を実施した。ここでは、以下のような評価基

準を用いた。 
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 評価基準 

１
日
目
（
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
） 

１．AI カメラにも基本的な DI/DO（デジタル入出力）が備わっていることを

理解している 

２．AI カメラの開発は Micro Python で行うことを理解している 

３．開発した boot.py を SD カードに格納すれば、カメラ単体で稼働できるこ

とを理解している 

４．認識対象の画像は、輪郭がはっきりしていることが認識率を高くする要素

であることを理解している 

５．AI カメラで撮影した画像全体を小さい LCD で表示し活用する方法を理解

している 

６．マイコンには Bluetoot 機能を搭載したものがあることを理解している 

７．マイコンの WiFi 接続機能の利用手順を理解している 

８．AI カメラと M5StickC の IDE の取り扱いについて理解している 

９．クラウドで認識モデルを作成する V-Training の利用方法を理解している 

１０．AI カメラと M5StickC を連携すれば、画像認識結果を WEB に発信で

きることを理解している 

２
日
目
（
医
療
Ｉ
Ｔ
） 

１．医療に対する社会のニーズの動向について説明できる。 

２．IoT の事例をいくつか説明できる。 

３．人体の構造を概説できる。 

４．循環器系の機能と主な疾病、検査、治療を列挙できる。 

５．健康維持増進活動について例を挙げて説明できる 

６．BIT におけるデータの入手方法について説明できる 

図表 98 実証講座用評価基準 

 

 この評価基準による講師の評価を、実施日ごとに報告する。 

 

2.4.1 1 日目の実施結果の評価 

 

１．AI カメラにも基本的な DI/DO（デジタル入出力）が備わっていることを理解している 

   --->AI チップ搭載のカメラでも、基本的にはマイコンを用いて制御するカメラであ

るから、マイコンの信号処理の基本であるDI/DOの機能が備わっていることは、

LED や SW の制御実験を実体験で全員が理解できた。 

 

 ２．AI カメラの開発は Micro Python で行うことを理解している 

   --->AI システムのソースコードは Python により記述されるものがほとんどである
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が、AI カメラについては、上記の LED や SW から始めて画像認識までを Micro 

Python を用いて、実習したので、完全に理解されたはずである。具体的なソース

コードや言語特有の記述例については、ソースコードを個別に全て示したので、

目的の実験を全て行うことができた。 

 

 ３．開発した boot.py を SD カードに格納すれば、カメラ単体で稼働できることを理解し

ている 

   --->AI チップ搭載のユニットは、PC と連携してソフト開発した後、boot.py をユニッ

トに収めて稼働させることを実習したので、体験的にユニット単独で稼働する AI

システム構築の方法を学べた。 

 

 ４．認識対象の画像は、輪郭がはっきりしていることが認識率を高くする要素であること

を理解している 

   --->認識実験では、ハードウエア（マウス・腕時計・シャープペンシルなど）を認識

させて、高い確率の認識ができたが、AI ナースコールでは、手指の背景に影がで

きて画像に映り込み、認識率が低いことを理解した。 

 

 ５．AI カメラで撮影した画像全体を小さい LCD で表示し活用する方法を理解している 

   --->AI カメラの画像フレームは QVGA(320×240)に対応しているが、M5StuickC の

LCD は、80×160 なので、画像フレーム全体が入らない。そのために、デジタル

カメラや AI ナースコールの開発では、LCD に表示できる範囲を矩形に切り取っ

た画像フレームを作り、M5StickC に転送して表示した。 

 

 ６．マイコンには Bluetoot 機能を搭載したものがあることを理解している 

   --->講座に中で、解説する時間が取れず、Bluetooth については、紹介とテキストを

基に解説することだけになったが、内容的にはシリアル通信と何ら変わらないこ

とを理解している様子がうかがえた。 

 

 ７．マイコンの WiFi 接続機能の利用手順を理解している 

   --->講座の進行の早い段階で、WiFi 接続を行い、各自のマイコンが発するメッセー

ジをブラウザ上でリアルタイムに確認することができた。参加者全員が大きな興

味をもって実験を行い、社会人向けの講座などにも活用できる良い実習ができた。 

 

 ８．AI カメラと M5StickC の IDE の取り扱いについて理解している 

   --->AI チップ搭載ユニットと普通のマイコンユニットでは、サポート環境（開発環

境)が異なり、別々の IDE を同時に使用することになり、難しいシステム開発環
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境となるが、参加全員が短時間に利用方法について習熟することができた。 

 

 ９．クラウドで認識モデルを作成する V-Training の利用方法を理解している 

   --->この項目については、クラウドにデータを送り、学習結果が返されるまでの所要

時間が一定せずに、長時間かかることがあるので、実証講座では解説だけにとど

めたが、実際の授業では、必ず各自が行ったほしい項目なので、丁寧に解説を行っ

た。内容的には、平易な内容であったので、是非実際の授業でこの部分の実習に

時間を割いてもらいたい。 

 

１０．AI カメラと M5StickC を連携すれば、画像認識結果を WEB に発信できることを理

解している 

   --->AI カメラで画像認識して、その結果を M5StickC に転送し、そこから WiFi 接続

で MQTT を利用して情報発信できることは、上記７で MQTT の実習を行った際

に、既に全員が理解できていた。 

 

コメント： 

 今回の実証講座は、AI チップ搭載のカメラを用いた開発と、カラーLCD・WiFi 機能を持

つマイコンの開発の 2 つを同時に行ったので、受講者がじっくり考える時間を持たせるこ

とが難しく思えた。また、所要時間が一定しないテーマとして、認識モデル学習用の画像撮

影や、クラウドによる実際のモデル学習などを説明だけにとどめることになったのは、もっ

たいなく思えた。授業で取り上げられる際は、受講者がじっくりと咀嚼する時間とクラウド

でのモデル学習時間などをうまく組み合わせて進行すると、効率よい講座展開ができそう

であり、講師としても実証講座から学ぶことがあった。 

 

 

2.4.2 2 日目の実施結果の評価 

 

 １．医療に対する社会のニーズの動向について説明できる。 

   --->最先端の超小型・軽量メモリ型生体センの動向の学習をした。リストウォッチ型：

心拍数計・活動量計・加速度センサ（睡眠検知等）など。 

 

 ２．IoT の事例をいくつか説明できる。 

   --->血中酸素飽和度センサを用いて、受講者全員の血中酸素飽和度(SpO2)を測定した。

全員が正常値であった。また、BIT による心電計、３軸加速度計、温度計で何が

わかるか、それぞれの事例を学習した。 
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 ３．人体の構造を概説できる。 

   --->心臓の役割、刺激伝導路についての学習をした。 

 

 ４．循環器系の機能と主な疾病、検査、治療を列挙できる。 

   --->心電図 R-R 間隔について脈の乱れ（不整脈）、心拍数（頻脈・除脈）、呼吸周波数、

糖尿病のリスクについて学習した。 

 

 ５．健康維持増進活動について例を挙げて説明できる 

   --->3 軸加速度計 

     ① 速度② 距離③ 姿勢④ ポジション⑤ 運動量とエネルギー消費量 

     自律神経の働きについて説明できる。 

     交感神経と副交感神経のバランスの重要性について説明できる。 

     心の状態に関するアンケート（自己報告質問票）のスコア記入を行い、ストレス

度の重要性を学習した。 

 

 ６．BIT におけるデータの入手方法について説明できる 

   --->自律神経（交感神経と副交感神経）を 24 時間測定し、計測期間を 4 つの時間帯

に分割して、いつ（どの時間帯に）、どのようなストレスがあるのかを学習した。

事例として、受講生 1 人に実際に BIT を 24 時間装着し、データを取得した。そ

のデータを用いて、BIT の解析について学習するとともに、睡眠の質、睡眠時無

呼吸の有無、十分な身体活動を実際の受講生からデータを取得し、学校や家庭等

でのメンタルストレスを客観的評価した。 

 

コメント： 

今回の実証講座では、病気や睡眠不足などの身体的要因、不安や悩みなど心理的な要因、

そして人間関係がうまくいかないなどの社会的要因が重なることで、すぐに、発生してしま

うメンタルストレスについて、セルフメディケーション ストレスチェックとして、受講生

には簡易チェックでストレス度チェック（自己報告質問票）を受けていただいた。 

 

自律神経のバランスを整えるためには、ストレスをできるだけ溜め込まずに発散させ、規

則正しい生活を送ること、特に質の良い睡眠をとることは、心身の疲れを解消し、細胞の修

復も行われる大切なことであり、就寝前はリラックスした状態で、できれば部屋は消灯した

状態で眠りにつくことが重要と理解していただいた。 

 

実際の解析では、心と体の状態がどのように変化し、ストレスになるか、また、睡眠の質

に関して、受講生の一人に実施者になってもらい、BIT を 24 時間装着し、データを解析し、
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実データとして説明を行ぅた。実際にあった出来事と、データが一致し、本人も驚いていた。

こうしたことから、身近な者のデータを使用することにより、今後の学習意欲向上に寄与で

きると期待できる。 

 

こんな時代だからこそ、色々な、生体センサを用いて、簡単に生体信号を測定することで、

自分だけではなく、家族、友人、先生など自分の周りの方々も 1 日のメンタルやフィジカル

の状態をチェックして、ストレスなどから身を守り、病気をすることなく長く健康でいる指

標となると確信をした。 

 

反省点として、受講生全員の 24 時間のデータがあれば、一人一人の解析説明ができ、よ

り一層、ストレスや健康についての理解が深まったのではないかと思う。 
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第 3 章 まとめ 

 3年間の事業で開発した教育プログラムから 10時間分の内容を抽出し、2日間にわたり、

本校にて実証講座を実施した。 

 

 実施前後の受講者アンケートの結果を比較すると、「AI や IoT のような最新技術につい

ての関心」実施前から関心は高かったが、実施後はさらに高まっている。一方、「医療 IT（IT

の医療分野への活用）についての関心」は、AI や IoT と比較すると実施前は高くはなかっ

たが、こちらも実施後に高まった。また、「AI に関する研修や講座」「IoT に関する研修や

講座」の受講意向では、実施前後で高まった受講者も下がった受講者もいた。一方で、「医

療 IT に関する研修や講座」の受講意向は、実施後は少し高まった。2 日 10 時間という短い

時間であったが、医療 IT についての関心が高まったのは評価できる。 

 

 難易度については、1 日目（AI、IoT）、2 日目（医療 IT）のいずれも、「普通」という意

見が 3 人であった。オブザーバーからは「難しい」という意見もあったが、受講者からは

「難しい」という回答はなく、難易度の点では問題はないと考えられる。 

 

 受講者からの満足度は、両日とも高かった。特に 2 日目の医療 IT では、講師自身の評価

でも指摘されていたように、受講者の 1 人に MR-BIT を装着し、24 時間測定したリアルな

データを題材に用いたことが、受講者の学習意欲をより高められた。この点は大きな成果で

ある。 

 

 確認テストの結果からは、両日とも授業内容をよく理解していたことが分かる。 

 

 オブザーバーからの評価では、授業時間がやや短いという意見もあったが、授業内容、使

用教材、授業方法については一定の評価が得られたことから、概ね妥当であったと考えられ

る。 

 

 以上の考察から、本教育プログラムには十分な教育効果が見込めるという結論を得た。今

後は引き続き、教材の開発及び改善を進め、実施委員会参画機関や関係者等の協力を得なが

ら、教育プログラムの普及を図っていきたい。 
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第 4部 次年度への展開検討 

第 1 章 今年度の事業成果 

 今年度は、3 年間の事業期間における最終年度として、教材の開発を行い、教育プログラ

ムの検証を行うための実証講座を実施した。 

 

1.1 教材開発の概要 

 

○講義用教材 

 Society5.0 分野及び医療 IT 分野の講義用教材を開発した。 

 

(1)Society5.0 分野の教材 

 Society5.0 分野で使用する、「AI ナースコールの開発」の教材を開発した。教材は、解説

に使用する PowerPoint 形式の資料とした。また、画像認識 AI 実習キットも作成し、実証

講座で使用した。 

 

(2)医療分野 

 医療 IT 分野で使用する、「医療 IT 基礎」「医療 IT システム」「病院 IT システムの機能」

の各教材を開発した。教材は、解説に使用する PowerPoint 形式の資料とし、ノート部分に

解説の参考になる情報や資料を記載して、講師が講義を組み立てやすくなるような工夫を

行った。 

 

○ケーススタディ教材 

 Society5.0 にある「Society5.0 ケーススタディ」の科目で使用する、医療に IT を導入・

活用した事例を学習する教材を開発した。医療に ITを実際に活用した事例を題材とし、ケー

スの中の問題点を分析し、その上で AI／IoT を活用した課題の具体的な解決策を構想・立

案するという流れで、グループで情報収集や討議を行いながら学習する形式とした。 

 

○PBL 教材 

 医療 IT システム導入を題材としたプロジェクト学習用教材。今年度は、医療 IT システ

ムの企画・設計段階の部分を開発した。本 PBL 教材では、検討を進めるための課題を設定

し、それに沿って学習を進めるシナリオ型の PBL を想定している。グループで役割分担を

設定し、情報収集や討議によって課題を進め、最終的には医療 IT システムの基本設計書を

作成する。 
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○e ラーニング教材 

 本教育プログラムの基礎的な内容を学習する自己学習用教材として、e ラーニング教材を

開発した。Society5.0 分野及び医療 IT 分野の講義用教材を基に講義映像を撮影し、学習コ

ンテンツとして実装した。 

 

 

1.2 実証講座の概要 

 開発した教育プログラムから、2 日間 10 時間分の内容を抽出して実証講座を構築し、本

校で実施した。その結果、AI や IoT、医療 IT といった分野への関心が高まり、一定の教育

効果が認められた。 

 

 

第 2 章 次年度以降への展開 

本章では、令和 3 年度以降の事業展開方針の概略を述べる。 

 

2.1 令和 3年度の方針 

実施委員会を中心として、専門学校、大学、医療機関、IT 企業、行政機関等から成る、

医療 IT 人材の育成について議論する協議会を設立する。この協議会では、開発した教育プ

ログラムの改善や普及の準備を始める他、将来的には、ウェアラブルデバイスに関する技術

者認定制度の策定も検討していく。また、開発した教育プログラムの一部を抽出し、IT 開

発系の社会人を対象に医療 IT 開発を題材とした短期講座（60 時間程度を想定）を千葉県に

おいて実施する。専門学校生向けには、千葉県、富山県、愛媛県の専門学校において、IT 系

学科の授業に、開発した教育プログラムの一部を取り込んで実施する。どちらの実施結果も、

教育プログラムの改良に活用する。 

 

2.2 令和 4年度の方針 

 令和 3 年度に設立した協議会が中心となり、千葉県において医療 IT 人材を育成する専門

学校の 1 年制研究科、または 3 年制学科の設置準備に取りかかる。具体的には、社会人向

けの短期講座や、各地域で実施している専門学校生向けの講座の実施結果を受け、教育プロ

グラムの改良や新たな教材の開発、教員の育成等を行う。 

 

 社会人向け短期講座や専門学校生向けの講座は引き続き実施していくが、さらに、IT 系

専門学校や大学を対象に、教育プログラムの紹介や導入支援等を実施していく。教育プログ

ラムの一部のみの導入も含め、全体で 5～6 校程度の導入を目指す。 
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2.3 令和 5年度の方針 

 医療 IT 人材を育成する 1 年制研究科または 3 年制学科の設置準備は引き続き進め、令和

6 年度の開講を目指す。また、社会人向け短期講座も引き続き実施していく。IT 系専門学

校・大学への教育プログラムの導入支援も引き続き行い、全体で 10校前後の導入を目指す。 
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付録 
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Society5.0 分野 講義用教材 
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ru
e

fo
r 

i
in

 r
an

ge
(3

):
#
3
回

繰
り

返
し

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
.s

e
t_

le
d(

i,(
r,
0
,0

))

a=
c
la

ss
_w

s2
8
1
2.

di
sp

la
y(

)

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

13

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤

PC
へ

動
作
確
認

14

◇
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

行
す

る
と

、
図

の
よ

う
に

L
E
D

が
赤

色
で

増
光

・
減

光
を

繰
り

返
す

様
子

が
観

察
で

き
る

◇
色

と
時

間
や

増
・
減

光
回

数
な

ど
を

指
定

で
き

る
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

れ
ば

、
用

途
は

多
い

B
u
tt
o
n
（
S
W
）

15

ボ
タ

ン
に

よ
る

入
力

操
作
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目
論
見

16

◇
U

ni
tV

に
は

、
レ

ン
ズ

に
向

か
っ

て
左

側
面

（
Aボ

タ
ン

）
と

右
側

面
（
Bボ

タ
ン

）
に

SW
が

配
置

さ
れ

て
い

る

◇
こ

の
SW

の
状

態
を

読
み

取
れ

ば
、

シ
ャ

ッ
タ

ー
の

機
能

を
持

た
せ

ら
れ

る

◇
Aと

B2
つ

の
SW

は
、

C
PU

の
18

pi
nと

19
pi

nに
接

続
さ

れ
て

い
る

◇
そ

れ
を

、
各

々
G

PI
O

1と
G

PI
O

2と
し

て
使

う

SW
な

の
で

、
入

力
と

し
て

、
安

定
さ

せ
る

た
め

に
Pu

ll
U

pし
て

使
う

Pu
ll

U
p

す
る

と
、

通
常

H
ig

hレ
ベ

ル
、

SW
が

押
下

さ
れ

て
Lo

w
レ

ベ
ル

と
な

り

負
論

理
の

信
号

と
な

る

押
さ

れ
て

い
な

い
と

き
=1

、
押

さ
れ

て
い

る
と

き
=0

◇
G

PI
O

1と
G

PI
O

2の
入

力
を

読
み

取
り

、
0ま

た
は

1を
判

断
し

て
、

ボ
タ

ン
A,

Bの
押

下
状

態
を

調
べ

る

◇
Aボ

タ
ン

が
押

さ
れ

た
ら

、
LE

D
各

色
を

ゆ
っ

く
り

と
点

滅
し

、

Bボ
タ

ン
が

押
さ

れ
た

ら
、

LE
D

各
色

を
素

早
く

2回
点

滅
す

る
シ

ス
テ

ム
を

作
る

Aボ
タ

ン
Bボ

タ
ン

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
1
/
3
（
U
n
it
V
_
0
3
_
S
W
.p
y
）

17

#
 こ

こ
で

fm
を

イ
ン

ポ
ー

ト
す

る

fr
o
m

 f
pi

o
a_

m
an

ag
e
r

im
po

rt
 *

fr
o
m

 M
ai

x
im

po
rt

 G
P

IO
  
  

  
  
  

  
  

#
 G

P
IO

fr
o
m

 m
o
du

le
s 

im
po

rt
 w

s2
8
1
2
  
  
  

#
 R

G
B

 L
E
D

#
 関

数
：
R

G
B

 点
滅

1
回

de
f 
R

G
B

_L
E
D

(t
):

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
B

R
IG

H
T
N

E
S
S
,0

,0
))
  
  
#
R

e
d

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
,0

,0
))
  
  
  
 #

L
E
D

 O
ff

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

・
・
・

続
く

・
・
・

◇
冒

頭
か

ら
、

R
G

B点
滅

関
数

の
宣

言
ま

で

・
・
・

続
き

・
・
・

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
,B

R
IG

H
T
N

E
S
S
,0

))
  
  
#
G

re
e
n

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
,0

,0
))
  
  
  
 #

L
E
D

 O
ff

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
, 0

,B
R

IG
H

T
N

E
S
S
))
  
 #

B
lu

e

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

c
la

ss
_w

s2
81

2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
,0

,0
))
  
  
  
 #

L
E
D

 O
ff

c
la

ss
_w

s2
81

2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

t)
  
  
  

  
  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
 #

0
.5

se
c

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
2
/
3

（
U
n
it
V
_
0
3
_
S
W
.p
y
）

18

#
 関

数
：
素

早
く
2
回

点
滅

de
f 
R

G
B

_L
E
D

_F
(t

):
#
 F

ir
st

 B
ri
n
ki

n
g

fo
r 

i
in

 r
an

ge
(2

):
  

#
 2

回
繰

り
返

し

R
G

B
_L

E
D

(0
.2

) 
  
 

#
 i
n
te

rv
al

 t
im

e
 =

 0
.2

se
c

#
 ゆ

っ
く
り

点
滅

関
数

を
呼

び
出

し
て

い
る

fm
.r
e
gi

st
e
r(

1
8,

 f
m

.f
pi

o
a.

G
P

IO
1
) 
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
 

#
 1

8
pi

n
を

G
P

IO
1
と

し
て

使
う

bu
t_

a=
G

P
IO

(G
P

IO
.G

P
IO

1
, 
G

P
IO

.IN
, G

P
IO

.P
U

L
L
_U

P
) 
 

#
G

P
IO

1
を

入
力

と
し

て
P

U
L
L
_U

P
で

使
う

（
負

論
理

!）

fm
.r
e
gi

st
e
r(

1
9,

 f
m

.f
pi

o
a.

G
P

IO
2
) 
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  

 
#
 1

9
pi

n
を

G
P

IO
2
と

し
て

使
う

bu
t_

b
=
 G

P
IO

(G
P

IO
.G

P
IO

2
, 
G

P
IO

.IN
, G

P
IO

.P
U

L
L
_U

P
) 

#
G

P
IO

2
を

入
力

と
し

て
P

U
L
L
_U

P
で

使
う

（
負

論
理

!）

c
la

ss
_w

s2
8
12

 =
 w

s2
8
1
2
(8

,1
)

#
 L

E
D

は
、

8
pi

n
に

1
個

接
続

B
R

IG
H

T
N

E
S
S
 =

 0
x1

0
#

明
る

さ
は

1
6
/
2
55

◇
素

早
い

R
G

B点
滅

関
数

の
宣

言
～

初
期

設
定

部

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
3
/
3
（
U
n
it
V
_
0
3
_
S
W
.p
y
）

19

R
G

B
_L

E
D

(0
.5

) 
  

  
  

  
  
 

#
 起

動
確

認
用

点
滅

w
h
ile

(T
ru

e
):
  
  

  
  
  

  
#
 ず

っ
と

繰
り

返
し

if
 b

u
t_

a.
va

lu
e
()
 =

=
 0

: 
 

#
 A

ボ
タ

ン
=
0=

O
N

(L
o
w

)(
負

論
理

)

R
G

B
_L

E
D

(0
.5

) 
  
 

#
 ゆ

っ
く
り

1
回

点
滅

if
 b

u
t_

b.
va

lu
e
()
 =

=
 0

: 
 

#
 B

ボ
タ

ン
=
0
=
O

N
(L

o
w

)(
負

論
理

)

R
G

B
_L

E
D

_F
(0

.2
) 
 

#
 素

早
く
2
回

点
滅

◇
通

常
処

理
部

◇
上

記
ソ

ー
ス

コ
ー

ド
を

ID
Eの

コ
ー

ド
ウ

イ
ン

ド
ウ

に
記

述
す

る
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U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

20

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤

PC
へ

動
作
確
認

21

◇
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

行
す

る
と

、
起

動
確

認
用

に
、

赤
・
緑

・
青

の
順

に
L
E
D

が
1
回

点
滅

す
る

◇
A

ボ
タ

ン
（
左

側
面

の
S
W

）
を

押
下

す
る

と
、

起
動

確
認

と
同

様
に

L
E
D

が
1
回

点
滅

す
る

◇
B

ボ
タ

ン
（
右

側
面

の
S
W

）
を

押
下

す
る

と
、

L
E
D

が
2
回

素
早

く
点

滅
す

る

Aボ
タ

ン
Bボ

タ
ン

素
早

く
2回

ゆ
っ

く
り

1回
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C
a
m
e
ra

医
療

A
I連
携

画
像
撮
影

C
a
m
e
ra

1

◇
U
n
it
V
は
、
O
V
26
4
0
カ
メ
ラ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
搭
載
し
て
い
る

◇
フ
レ
ー
ム
サ
イ
ズ
は
、
Q
V
G
A
（W
：
3
20
×
H
：2
4
0
）が
推
奨
さ
れ
て
い
る

※
実
験
で
は
、
V
G
A
（
W
：6
4
0
×
H
：
4
80
）
で
も
撮
影
で
き
る

◇
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
画
像
が
撮
影
で
き
る
の
か
、
シ
ン
プ
ル
に
実
験
す
る

◇
M
ai
xP
y
ID
E
で
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
フ
ァ
イ
ル

新
し
い
フ
ァ
イ
ル
と
選
択
す
る
と

基
本
的
な
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
た
、
新
し
い
フ
ァ
イ
ル
が
で
き
る

※
こ
の
ま
ま
で
は
、
P
yt
h
o
n
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
認
識
さ
れ
ず
実
行
で
き
な
い

◇
次
の
手
順
で
、
P
yt
h
o
n
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
と
し
て
保
存
す
る

①
．
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
フ
ァ
イ
ル

“
無
題
＊
＊
。
py
”
を
保
存
す
る
を

選
択
す
る

②
．
適
当
な
フ
ォ
ル
ダ
に
、
す
べ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
で
フ
ァ
イ
ル
名
を
付
け
、

最
後
に
拡
張
子
【
．
ｐ
ｙ】
を
付
け
て
保
存
す
る

※
拡
張
子
は
自
動
で
は
付
加
さ
れ
な
い
の
で
、
必
ず
【．
ｐ
ｙ】
を
付
け
る
こ
と

保
存
す
る
と
、
Ｐ
ｙｔ
ｈ
ｏ
ｎ
コ
ー
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
て
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
カ
ラ
ー
で
表
示
さ
れ
る

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

(U
n
it
V
_
0
4
_
S
im
p
le
_
V
ie
w
.p
y
)

2

◇
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
図
の
よ
う
に
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
て
い
る

◇
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
実
行
す
る

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

3

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は
、

M
ic

ro
Py

th
on
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
記
述
後
、
コ
ン
パ
イ
ル
す
る
こ
と
な
く
実
行
で
き
る

◇
動
作
確
認
の
前
に
、
次
の
手
順
で
準
備
を
行
う

①
．

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
で

U
ni

tV
と

PC
を
接
続
す
る

②
．

U
SB
シ
リ
ア
ル
ド
ラ
イ
バ
が
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
れ
ば
、

C
O

M
ポ
ー
ト
が
認
識
さ
れ
る
の
で
、

W
in

do
w

sの
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で

U
SB

Se
ria

lP
or

tの
番
号
を
確
認
す
る

③
．

ID
Eの
左
下
に
あ
る
、
緑
色
の
鎖
の
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

④
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
を
選
択
す
る

⑤
．

ID
E左
下
の
右
向
き
三
角
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
実
行
す
る

①

②

③ ④

⑤

PC
へ
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動
作
確
認

4

◇
ID

E右
上
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
カ
メ
ラ
画
像
が
表
示
さ
れ
る

◇
こ
の
画
像
は

Q
VG

A（
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
で
指
定
）
の
サ
イ
ズ
だ
が
、
上
下
・
左
右
に
反
転
し
て
い
る

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

(U
n
it
V
_
0
5
_
S
im
p
le
_
V
ie
w
.p
y
)

5

◇
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
に
図
黄
枠
で
示
す
部
分
を
追
加
し
て
実
行
し
て
み
よ
う

動
作
確
認

6

◇
ID

E右
上
の
モ
ニ
タ
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
、
上
下
・
左
右
の
正
し
い
画
像
が
表
示
さ
れ
る

se
ns

or
.s

et
_v

fli
p(

Tr
ue

) は
、
縦
方
向
の
反
転

se
ns

or
.s

et
_h

m
irr

or
(T

ru
e)
は
、
水
平
方
向
の
反
転
を
有
効
に
し
て
い
る

※
こ
れ
は
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
設
計
に
起
因
す
る
こ
と
で
、
デ
フ
ォ
ル
ト
で
垂
直
・
水
平
方
向
が
反
転
し
て
い
て
も

大
き
な
問
題
で
は
な
い
が
、
や
は
り
心
地
よ
く
な
い

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

(U
n
it
V
_
0
5
_
S
im
p
le
_
V
ie
w
：
変
更
)

7

◇
プ
ロ
ク
ラ
ム
の
実
行
を
停
止
し
て
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
8
行
目
の
フ
レ
ー
ム
サ
イ
ズ
を
Q
V
G
A
か
ら
V
G
A
に
変
更
す
る

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
と
、
画
像
が
先
ほ
ど
よ
り
鮮
明
に
見
え
る
よ
う
に
な
る

※
フ
レ
ー
ム
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
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D
ra
w
in
g

医
療

A
I連
携

図
形
描
画

ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ジ
リ
ー
ダ

1

◇
A

Iカ
メ

ラ
は

、
ア

ナ
ロ

グ
メ

ー
タ

の
ゲ

ー
ジ

値
を

判
読

し
て

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
化

す
る

こ
と

も
で

き
る

こ
の

場
合

、
目

盛
の

円
の

中
心

を
合

わ
せ

て
お

け
ば

、
指

針
が

示
す

値
を

判
読

し
や

す
い

画
像
フ
レ
ー
ム
へ
の
描
画

2

◇
画

像
解

析
を

行
う

際
に

、
位

置
決

め
の

目
印

を
画

像
に

表
示

で
き

れ
ば

便
利

で
あ

る

◇
U

n
it
V

は
、

表
示

器
を

持
た

な
い

の
で

、
フ

レ
ー

ム
中

に
描

画
し

た
も

の
を

ID
E
の

画
像

モ
ニ

タ
で

見
な

が
ら

カ
メ

ラ
の

位
置

決
め

を
行

う
必

要
が

あ
る

◇
M

ic
ro

P
yt

h
o
n

の
機

能
と

し
て

M
ac

hi
n
e

V
is

io
n

の
ラ

イ
ブ

ラ
リ

が
使

え
る

そ
の

中
で

以
下

の
機

能
を

使
う

①
．

直
線

描
画

：
im

g.
dr

aw
_l
in

e
(x

0
, 
y0

, x
1
, 
y1

, 
c
o
lo

r 
=
 (
R

, 
G

, 
B

))

②
．

矩
形

描
画

：
im

g.
dr

aw
_r

e
c
ta

n
gl

e(
x,

 y
, w

, 
h
, 
c
o
lo

r 
=
 (
R

, 
R

, 
B

))

③
．

円
描

画
：
im

g.
dr

aw
_c

ir
c
le

(x
, y

, 
r,
 c

o
lo

r 
=
 (
R

, 
G

, 
B

))

④
．

円
描

画
（
塗

り
つ

ぶ
し

）：
im

g.
dr

aw
_c

ir
cl

e(
x,

 y
, r

, 
c
o
lo

r 
=
 (
R

, 
G

, 
G

),
fi
ll=

T
ru

e
)

⑤
．

文
字

列
描

画
：i

m
g.

dr
aw

_s
tr

in
g(

x,
 y

, 
“
S
tr

in
g"

,c
o
lo

r
=
 (
R

,G
,B

),
 s

c
al

e
=
4
)

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
1
/
3
（
U
n
it
V
_
0
6
_
S
h
a
p
e
_
D
ra
w
in
g
.p
y
）

3

im
po

rt
 s

e
n
so

r,
 im

ag
e
, t

im
e

se
n
so

r.
re

se
t(

)

se
n
so

r.
se

t_
pi

xf
o
rm

at
(s

e
n
so

r.
R

G
B

56
5
)

se
n
so

r.
se

t_
fr

am
e
si

ze
(s

e
n
so

r.
Q

V
G

A
)

#
W

:3
2
0

H
:2

4
0

se
n
so

r.
sk

ip
_f
ra

m
e
s(

ti
m

e
 =

 2
0
0
0
)

se
n
so

r.
se

t_
vf

lip
(T

ru
e)

  
  
  

  
 #

 垂
直

方
向

反
転

se
n
so

r.
se

t_
h
m

ir
ro

r(
T
ru

e
) 
  
  
#
 水

平
方

向
反

転

w
h
ile

(T
ru

e
):

im
g

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)
#

画
像

撮
影

#
 直

線
描

画

#
 矩

形
描

画

#
 円

描
画

#
 円

描
画

（
塗

り
つ

ぶ
し

）

#
 文

字
列

描
画

◇
冒

頭
か

ら
初

期
設

定
部

分
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド
2
/
3
（
U
n
it
V
_
0
6
_
S
h
a
p
e
_
D
ra
w
in
g
.p
y
）

4

#
 直

線
描

画
X
0
, 
Y
0
, 
X
1
, 
Y
1
, 
C

o
lo

r

im
g.

dr
aw

_l
in

e
(0

,0
,3

1
9,

2
39

, c
o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_l
in

e
(3

19
,0

,0
,2

39
, c

o
lo

r 
=
 (
0
, 
2
5
5
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_l
in

e
(0

,1
20

,3
1
9
,1

2
0
, c

o
lo

r 
=
 (
0
, 
0
, 
2
5
5
))

im
g.

dr
aw

_l
in

e
(1

60
,0

,1
6
0
,2

3
9
, c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
))

#
 矩

形
描

画
X
, 
Y
, 
W

, 
H

, 
C

o
lo

r

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(2

0
,2

0
,1

2
0
,8

0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(2

0
,1

4
0
,1

2
0,

8
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
2
5
5
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(1

8
0
,2

0
,1

2
0,

8
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
0
, 
2
5
5
))

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(1

8
0
,1

4
0,

1
20

,8
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
))

#
 円

描
画

X
, 
Y
, 
R

, 
C

o
lo

r

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(8
0
,6

0
,4

0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(8
0
,1

8
0,

4
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
2
5
5
, 
0
))

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(2
4
0,

6
0,

4
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
0
, 
2
5
5
))

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(2
4
0,

1
80

,4
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
))

◇
描

画
各

部

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
3
/
3
（
U
n
it
V
_
0
6
_
S
h
a
p
e
_
D
ra
w
in
g
.p
y
）

5

#
 円

描
画

（
塗

り
つ

ぶ
し

）
X
, 
Y
, 
R

, 
C

o
lo

r,
 F

ill

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(8
0
,6

0
,1

0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
),
fi
ll=

T
ru

e
) 

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(8
0
,1

8
0,

1
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
2
5
5
, 
0
),
fi
ll=

T
ru

e
)

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(2
4
0,

6
0,

1
0,

c
o
lo

r 
=
 (
0
, 
0
, 
2
5
5
),
fi
ll=

T
ru

e
)

im
g.

dr
aw

_c
ir
c
le

(2
4
0,

1
80

,1
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
fi
ll=

T
ru

e
)

#
 文

字
列

描
画

X
, 
Y
, 
S
tr

in
g,

 C
o
lo

r,
 S

iz
e

im
g.

dr
aw

_s
tr

in
g(

0
,0

,"
A

B
C

D
E
F
G

1
23

4
5
",

c
o
lo

r 
=
 (
2
5
5
,0

,0
),
 s

c
al

e
=
1
)

im
g.

dr
aw

_s
tr

in
g(

0
,2

0
,"

A
B

C
D

E
F
G

12
3
4
5"

,c
o
lo

r 
=
 (
0
,2

5
5
,0

),
 s

c
al

e
=
2
)

im
g.

dr
aw

_s
tr

in
g(

0
,4

0
,"

A
B

C
D

E
F
G

12
3
4
5"

,c
o
lo

r 
=
 (
0
,0

,2
5
5
),
 s

c
al

e
=
3
)

im
g.

dr
aw

_s
tr

in
g(

0
,8

0
,"

A
B

C
D

E
F
G

12
3
4
5"

,c
o
lo

r 
=
 (
2
5
5
,2

5
5
,0

),
 s

c
al

e
=
4
)

◇
描

画
各

部

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

6

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤

PC
へ

動
作
確
認

7

◇
画

像
モ

ニ
タ

に
、

背
景

画
像

に
重

な
っ

て
、

右
下

図
の

よ
う

に
図

形
や

文
字

列
が

描
画

さ
れ

る

◇
フ

レ
ー

ム
サ

イ
ズ

を
Q

V
G

A
か

ら
V

G
A

に
変

更
す

る
と

、
下

図
の

よ
う

に
描

画
部

分
は

1
/
4に

な
る

◇
モ

ニ
タ

ウ
イ

ン
ド

ウ
で

は
、

こ
の

程
度

の
解

像
度

で
し

か
見

え
な

い
が

、
外

部
表

示
器

に
転

送
す

れ
ば

、

背
景

画
像

と
と

も
に

、
き

れ
い

に
描

画
さ

れ
た

図
形

を
見

る
こ

と
が

で
き

る

◇
カ

メ
ラ

の
位

置
合

わ
せ

な
ど

に
は

、
こ

れ
で

十
分

で
あ

る

◇
U

n
it
V

の
G

ro
ve

コ
ネ

ク
タ

を
利

用
し

て
、

I2
C

I/
F

対
応

の

液
晶

表
示

器
が

利
用

で
き

る

※
文

字
サ

イ
ズ

は
2
か

ら
3
が

実
用

的
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R
e
co
g
n
it
io
n
M
o
d
e
l

医
療

A
I連
携

画
像
認
識
モ
デ
ル

画
像
認
識
プ
ロ
ダ
ク
ト

1

◇
G

o
o
gl

e
C

lo
u
d

が
提

供
し

て
い

る
V

is
io

n
 A

I
と

い
う

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る

【
以

下
G

o
o
gl

e
C

lo
u
d

W
E
B

ペ
ー

ジ
か

ら
要

約
】

◇
A

u
to

M
L

V
is

io
n

で
ク

ラ
ウ

ド
内

や
エ

ッ
ジ

で
画

像
か

ら
有

益
な

情
報

を
引

き
出

し
、

事
前

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

済
み

の

V
is

io
n
 A

P
I 
モ

デ
ル

を
活

用
し

て
感

情
の

検
知

、
テ

キ
ス

ト
の

理
解

な
ど

が
行

え
る

と
い

う
、

機
械

学
習

を
活

用
し

た
2つ

の

画
像

処
理

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

１
．

A
u
to

M
L

V
is

io
n

独
自

の
カ

ス
タ

ム
機

械
学

習
モ

デ
ル

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

自
動

化
す

る
。

画
像

を
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
す

る
だ

け
で

、
A

u
to

M
L

V
is

io
n
 で

カ
ス

タ
ム

画
像

モ
デ

ル
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
き

る
。

モ
デ

ル
の

精
度

、
待

ち
時

間
や

サ
イ

ズ
を

最
適

化
し

、
ク

ラ

ウ
ド

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

エ
ッ

ジ
デ

バ
イ

ス
に

エ
ク

ス
ポ

ー
ト

が
可

能
。

２
．

V
is

io
n
 A

P
I

V
is

io
n
 A

P
I 
は

、
事

前
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
済

み
機

械
学

習
モ

デ
ル

を
提

供
す

る
。

画
像

に
ラ

ベ
ル

を
割

り
当

て
る

こ
と

で
、

事
前

定
義

済
み

の
数

百
万

カ
テ

ゴ
リ

に
、

画
像

を
高

速
分

類
で

き
る

。
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
や

顔
を

検
出

し
、

印
刷

テ
キ

ス
ト

や

手
書

き
文

字
を

読
み

取
り

、
有

用
な

メ
タ

デ
ー

タ
を

画
像

カ
タ

ロ
グ

に
作

成
し

ま
す

。

◇
こ

れ
ら

の
サ

ー
ビ

ス
は

充
実

し
て

お
り

、
導

入
事

例
も

多
い

が
、

小
さ

な
マ

イ
コ

ン
で

利
用

す
る

に
は

重
す

ぎ
る

U
n
it
V
で
画
像
認
識

2

◇
マ

イ
コ

ン
向

け
に

機
械

学
習

を
ク

ラ
ウ

ド
で

行
い

結
果

モ
デ

ル
を

返
す

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る

【
V

-
T
ra

in
in

g】
と

い
う

U
n
it
V

向
け

サ
ー

ビ
ス

◇
こ

の
サ

ー
ビ

ス
は

、
U

ni
tV

を
開

発
し

た
M

5
S
ta

c
k社

が
提

供
し

て
お

り
、

無
料

で
利

用
で

き
る

※
こ

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
対

象
ユ

ニ
ッ

ト
に

は
U

n
it
V

の
他

に
M

5
S
ti
c
kV

が
開

発
さ

れ
て

い
る

（
図

の
○

印
）

①
．

U
n
it
V

②
．

M
5
S
ti
c
kV

U
n
it
V

に
L
C

D
、

6
軸

セ
ン

サ
が

搭
載

さ
れ

た
モ

デ
ル

③
．

M
5
S
ti
c
kT

高
精

度
赤

外
線

カ
メ

ラ
、

W
iF

i機
能

な
ど

が
追

加
さ

れ
た

モ
デ

ル
だ

が
A

Iに
は

利
用

で
き

な
い

※
左

と
右

の
ユ

ニ
ッ

ト
は

比
較

の
た

め
に

載
せ

た

M
5
S
ti
c
kC

U
n
it
V

M
5
S
ti
c
kV

M
5
S
ti
c
kT

機
械
学
習
用
画
像
の
撮
影

3
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画
像
撮
影
手
順

4

◇
機

械
学

習
用

画
像

は
、

ク
ラ

ウ
ド

で
自

動
処

理
が

適
用

で
き

る
よ

う
に

、
次

の
手

順
で

作
成

す
る

①
．

撮
影

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る

②
．

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

M
ai

xP
y

ID
E
で

実
行

し
て

画
像

を
撮

影
す

る

③
．

画
像

は
、

最
大

1
0
の

カ
テ

ゴ
リ

に
分

類
し

て
、

1
カ

テ
ゴ

リ
あ

た
り

3
5
枚

撮
影

す
る

注
意

）
撮

影
の

際
、

背
景

も
1カ

テ
ゴ

リ
と

し
て

撮
影

す
る

と
認

識
率

が
向

上
す

る

④
．

撮
影

し
た

画
像

は
、

S
D

カ
ー

ド
に

保
存

さ
れ

る

※
上

記
手

順
は

、
M

5S
ta

c
k社

W
E
B

ペ
ー

ジ
で

説
明

さ
れ

て
い

る
が

、

参
考

と
し

て
、

テ
キ

ス
ト

に
は

そ
の

ペ
ー

ジ
と

対
訳

を
【
U

ni
t-

V
の

使
い

方
】
と

し
て

掲
載

し
て

あ
る

W
EB

撮
影

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

ID
E

撮
影
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
実
行

5

①
．

次
の

U
R

L
に

ア
ク

セ
ス

し
て

、
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

h
tt

ps
:/

/
m

5
st

ac
k.

o
ss

-
c
n
-
sh

e
n
zh

e
n
.a

liy
u
n
c
s.

c
o
m

/
re

so
u
rc

e
/
do

c
s/

U
n
it
V

_b
o
o
t_

v1
2
2
0
.p

y

②
．

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
た

フ
ァ

イ
ル

を
、

M
ai

xP
y

ID
E

で
開

く

③
．

S
D

カ
ー

ド
（
初

期
化

済
み

）
を

U
n
it
V

に
入

れ
る

④
．

U
n
it
V

と
P

C
を

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

で
接

続
す

る

⑤
．

ID
E
で

U
n
it
V

の
C

O
M

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑥
．

ID
E
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
行

す
る

撮
影
操
作

6

◇
背

景
を

準
備

す
る

（
紙

な
ど

を
利

用
す

る
の

が
良

い
）

◇
A

ボ
タ

ン
画

像
が

撮
影

さ
れ

る
（
L
E
D

が
点

滅
す

る
）

◇
B

ボ
タ

ン
3
5
枚

撮
影

し
た

あ
と

カ
テ

ゴ
リ

ー
を

変
更

す
る

◇
ID

E
左

下
の

【
シ

リ
ア

ル
タ

ー
ミ

ナ
ル

】
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

シ
リ

ア
ル

タ
ー

ミ
ナ

ル
が

開
く
（
左

図
）

◇
シ

リ
ア

ル
タ

ー
ミ

ナ
ル

で
、

撮
影

枚
数

と
カ

テ
ゴ

リ
番

号
を

確
か

め
な

が
ら

撮
影

す
る

※
撮

影
に

時
間

が
か

か
る

の
で

枚
数

確
認

と
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
変

更
を

忘
れ

な
い

よ
う

に

慎
重

に
行

う
こ

と
！

Aボ
タン SD
カー
ドス
ロッ
ト

Bボ
タン

背
景
撮
影

7

◇
初

め
に

背
景

を
撮

影
す

る
カ

テ
ゴ

リ
ー

1
番

は
【背

景
】

①
．

ID
E
の

モ
ニ

タ
で

背
景

を
確

認
し

て
A

ボ
タ

ン
で

シ
ャ

ッ
タ

ー
を

切
る

（
L
E
D

点
滅

）

②
．

こ
の

時
シ

リ
ア

ル
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
は

、
カ

テ
ゴ

リ
（
C

la
ss

N
o
）
、

枚
数

N
/
3
5

が
表

示
さ

れ
る

③
．

3
5
枚

撮
影

し
た

ら
、

35
/
3
5

に
な

る
B

ボ
タ

ン
で

カ
テ

ゴ
リ

を
変

更
す

る
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認
識
対
象
撮
影

8

◇
カ

テ
ゴ

リ
2
以

後
が

認
識

対
象

物
で

あ
る

◇
撮

影
の

方
法

は
、

背
景

と
同

じ
だ

が
、

次
の

点
に

注
意

す
る

①
．

モ
ニ

タ
を

確
認

し
な

が
ら

、
対

象
物

以
外

の
も

の
が

、
モ

ニ
タ

に
入

り
込

ま
な

い
よ

う
に

撮
影

す
る

（左
図

・
中

図
）

②
．

い
ろ

い
ろ

な
角

度
か

ら
撮

影
す

る
（
右

図
）

※
同

じ
角

度
で

撮
影

す
る

と
、

同
じ

画
像

と
判

断
さ

れ
て

自
動

学
習

で
削

除
さ

れ
て

し
ま

う
の

で
注

意

③
．

照
明

を
変

え
な

い

◇
撮

影
が

終
了

し
た

ら
、

ID
E
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

停
止

し
、

シ
リ

ア
ル

接
続

を
解

除
し

て
U

n
it
V

か
ら

S
D

カ
ー

ド
を

取
り

出
す

◇
S
D

カ
ー

ド
の

内
容

を
P

C
で

確
認

す
る

と
tr

ai
n

と
va

lid
と

い
う

フ
ォ

ル
ダ

が
で

き
て

い
る

×
○

○

V
-T
ra
in
in
g

9

◇
準

備
：
撮

影
し

た
画

像
を

基
に

、
C

lo
ud

で
こ

れ
ら

の
認

識
モ

デ
ル

を
自

動
作

成
す

る
た

め
に

、
S
D

カ
ー

ド
内

に

作
ら

れ
た

2
つ

の
フ

ォ
ル

ダ
（
tr

ai
n

と
va

lid
）
を

Z
IP

フ
ァ

イ
ル

に

圧
縮

す
る

（
右

図
）

フ
ァ

イ
ル

を
選

択
し

て
、

右
ク

リ
ッ

ク
し

て

送
る

圧
縮

（
zi

p形
式

フ
ォ

ル
ダ

ー
）

を
選

択
す

る
と

zi
pフ

ァ
イ

ル
が

で
き

る
※

フ
ァ

イ
ル

名
の

指
定

は
な

い

下
図

で
は

u
pl

o
ad

.z
ip

と
い

う
フ

ァ
イ

ル
名

に
し

た

V
-T
ra
in
in
g
へ
デ
ー
タ
を
送
る

10

◇
次

の
U

R
L
に

ア
ク

セ
ス

す
る

h
tt

p:
/
/
v-

tr
ai

n
in

g.
m

5
st

ac
k.

co
m

/
◇

図
の

よ
う

な
画

面
が

開
く
の

で
、

自
分

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
入

力
し

、
中

央
部

分
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

Z
IP

フ
ァ

イ
ル

を
選

択
す

る
※

Z
IP

フ
ァ

イ
ル

を
選

択
す

る
と

、
自

動
で

U
pl

o
ad

が
開

始
さ

れ
る

メー
ル
ア
ドレ
ス

クリ
ック
して
、z

ip
ファ
イル
を
選
択
す
る

V
-T
ra
in
in
g
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
タ
ス
ク
の
登
録

11

◇
Z
IP

フ
ァ

イ
ル

を
指

定
す

る
と

、
画

面
の

S
ta

tu
s

が
U

n
pl

o
ad

in
g

に
変

わ
り

、
フ

ァ
イ

ル
が

C
lo

u
d

に
送

ら
れ

る

◇
U

pl
o
ad

が
完

了
す

る
と

、
F
in

is
h
ed

に
変

わ
り

、
T
as

k
に

O
rd

e
r

が
登

録
さ

れ
る

◇
こ

の
後

は
、

メ
ー

ル
連

絡
が

届
く
の

を
待

つ

115



機
械
学
習
の
完
了
通
知

12

◇
C

lo
u
d

に
よ

る
モ

デ
ル

構
築

が
完

了
す

る
と

、
次

の
よ

う
な

メ
ー

ル
が

送
ら

れ
て

く
る

◇
こ

の
中

に
記

載
の

、
U

R
L
か

ら
モ

デ
ル

フ
ァ

イ
ル

と
実

行
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ひ

な
型

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

リ
ク
エ
ス
ト
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ
る
場
合

13

◇
残

念
な

が
ら

、
自

動
学

習
前

に
デ

ー
タ

の
自

動
整

備
・
確

認
が

行
わ

れ
て

、
そ

の
段

階
で

N
G

と
な

る
ケ

ー
ス

も
あ

る

◇
失

敗
す

る
と

、
次

の
よ

う
に

S
o
rr

y 
か

ら
始

ま
る

メ
ー

ル
が

届
く

◇
こ

れ
は

、
似

た
写

真
が

あ
る

の
で

、
削

除
し

た
結

果
、

カ
テ

ゴ
リ

全
体

数
に

対
し

て
、

画
像

が
不

足
し

て
し

ま
っ

た
の

で
、

機
械

学
習

で
き

な
い

と
い

う
も

の
で

あ
る

◇
こ

の
よ

う
な

場
合

は
、

再
度

画
像

撮
影

を
行

い
、

リ
ク

エ
ス

ト
を

送
る

こ
と

に
な

る

※
画

像
撮

影
は

、
時

間
が

か
か

る
の

で
、

最
新

の
注

意
を

も
っ

て
進

め
、

1
度

で
P

as
s

す
る

よ
う

に
留

意
す

る
！

モ
デ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

14

◇
メ

ー
ル

記
載

の
U

R
L
か

ら
次

の
フ

ァ
イ

ル
が

含
ま

れ
て

い
る

Z
IP

フ
ァ

イ
ル

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

①
．

*
.k

m
o
de

l
モ

デ
ル

フ
ァ

イ
ル

（
S
D

カ
ー

ド
に

コ
ピ

ー
し

て
U

n
it
V

に
セ

ッ
ト

す
る

）

②
．

bo
o
t.
py

同
梱

の
モ

デ
ル

フ
ァ

イ
ル

を
使

用
し

た
画

像
認

識
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M

ai
x

ID
E

で
実

行
す

る
）

※
実

際
に

使
う

に
は

、
少

し
変

更
し

た
ほ

う
が

使
い

や
す

い
（
【
認

識
実

験
】で

説
明

す
る

）
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R
e
co
g
n
it
io
n
Te
st

医
療

A
I連
携

画
像
認
識
実
験

学
習
画
像

1

◇
実

験
を

行
う

た
め

に
撮

影
し

た
画

像
の

一
部

を
図

に
示

す

◇
各

々
の

ク
ラ

ス
ご

と
に

3
5
～

４
０

枚
程

度
の

撮
影

を
し

た
も

の
で

、
V

-
T
ra

in
in

gを
行

っ
た

◇
図

の
よ

う
に

、
身

近
に

あ
る

も
の

を
取

り
上

げ
た

が
、

背
景

も
1
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
と

し
て

ク
ラ

ス
分

け
し

た

Cl
as

s
N

o
対
称
物

１
背
景

２
マ
ウス

３
シ
ャー
プ
ペ
ンシ
ル

４
腕
時
計

５
消
しゴ
ム

Cl
as

s１
Cl

as
s２

Cl
as

s３
Cl

as
s４

Cl
as

s５

準
備

2

◇
V

T
ra

in
in

g
の

結
果

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
た

Z
IP

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

再
確

認
す

る
（下

図
）

◇
上

記
フ

ァ
イ

ル
を

次
の

手
順

で
準

備
す

る

①
．

*
．

km
o
de

lフ
ァ

イ
ル

を
そ

の
ま

ま
S
D

カ
ー

ド
の

ル
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
ト

リ
に

コ
ピ

ー
す

る

②
．

S
D

カ
ー

ド
を

U
n
it
V

の
S
D

カ
ー

ド
ス

ロ
ッ

ト
に

差
し

込
む

③
．

st
ar

tu
p.

jp
gは

使
用

し
な

い

こ
の

フ
ァ

イ
ル

は
、

L
C

D
を

持
つ

ユ
ニ

ッ
ト

M
5
S
ti
c
kV

用
の

ロ
ゴ

表
示

画
像

④
．

bo
o
t.
py

は
P

C
に

コ
ピ

ー
し

て
、

M
ai

xP
y

ID
E
ま

た
は

、
適

当
な

エ
デ

ィ
タ

ソ
フ

ト
で

一
部

訂
正

す
る

※
訂

正
箇

所
は

次
で

説
明

す
る

※
上

記
フ

ァ
イ

ル
は

、
実

習
キ

ッ
ト

C
D

-
D

V
D

に
含

ま
れ

て
い

る

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1
/
3
（
b
o
o
t.
p
y
）

3

◇
冒

頭
部

分
訂

正
箇

所
は

無
し

im
po

rt
 i
m

ag
e

im
po

rt
 l
c
d

im
po

rt
 s

e
n
so

r
im

po
rt

 s
ys

im
po

rt
 t

im
e

im
po

rt
 K

P
U

 a
s 

kp
u

fr
o
m

 f
pi

o
a_

m
an

ag
e
r 

im
po

rt
 *

im
po

rt
 K

P
U

 a
s 

kp
u

＃
lc

d.
in

it
()

＃
lc

d.
ro

ta
ti
o
n
(2

)

tr
y:
fr

o
m

 p
m

u
 i
m

po
rt

 a
xp

1
9
2

pm
u
 =

 a
xp

1
9
2
()

pm
u
.e

n
ab

le
P

M
IC

S
le

e
pM

o
de

(T
ru

e
)

e
xc

e
pt

:
pa

ss

＃
各
種
ライ
ブ
ラリ
イン
ポ
ー
ト

先
頭
に
＃
を
つ
け
て
コメ
ント
ア
ウト

U
ni

tV
は

LC
D
が
無
い
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2
/
3
（
b
o
o
t.
p
y
）

4

◇
コ

メ
ン

ト
ア

ウ
ト

と
訂

正

＃
tr

y:
＃

im
g 

=
 i
m

ag
e
.Im

ag
e(

"
/
sd

/
st

ar
tu

p.
jp

g"
)

＃
lc

d.
di

sp
la

y(
im

g)
＃

e
xc

e
pt

:
＃

lc
d.

dr
aw

_s
tr

in
g(

lc
d.

w
id

th
()
/
/
2
-
10

0
,lc

d.
h
ei

gh
t(

)/
/
2
-
4
, "

E
rr

o
r:
 C

an
n
o
t 

fi
n
d 

st
ar

t.
jp

g"
, l

c
d.

W
H

IT
E
, l

c
d.

R
E
D

)
＃

ta
sk

 =
 k

p
u
.lo

ad
(“

/
sd

/
4
4
3
3
c
4
b
7
9
7
c
5
8
8
d6

_m
b
n
e
t1

0
_q

u
an

t.
km

o
de

l”
)

#
学

習
し

た
モ

デ
ル

フ
ァ

イ
ル

を
読

み
込

む
ta

sk
 =

 k
p
u
.lo

ad
(“

/
sd

/
m

o
d
e
l.k

m
o
d
e
l”

)
#

学
習

し
た

モ
デ

ル
フ

ァ
イ

ル
を

読
み

込
む

＃
la

be
ls

=
["

1
"
,"

2
"
,"

3
"
,"

4
"
,"

5
"
]

#
Y
o
u
 c

an
 c

h
e
c
k 

th
e
 n

u
m

be
rs

 h
e
re

 t
o
 r

e
al

 n
am

e
s.

la
be

ls
=
[“

1
B

ac
kg

ra
u
n
d
"
,“

2
M

o
u
se

"
,“

3
P

e
n
c
il"

,“
4
W

at
c
h
"
,“

5
E
ra

se
r"

]

se
n
so

r.
re

se
t(

)
se

n
so

r.
se

t_
pi

xf
o
rm

at
(s

e
n
so

r.
R

G
B

56
5
)

se
n
so

r.
se

t_
fr

am
e
si

ze
(s

e
n
so

r.
Q

V
G

A
)

se
n
so

r.
se

t_
w

in
do

w
in

g(
(2

24
, 2

2
4
))

se
n
so

r.
ru

n
(1

)

＃
lc

d.
c
le

ar
()

先
頭
に
＃
を
つ
け
て
コメ
ント
ア
ウト

U
ni

tV
は

LC
D
が
無
い
の
で
表
示
で
きな
い

修
正
：
上
の
行
を
コピ
ー
して
、［

］
内
を
修
正
す
る

認
識
した

Cl
as

s番
号
で
は
な
く対
象
物
名
を表
示
させ
る
た
め

元
の
行
は
、先
頭
に
＃
を
付
け
て
コメ
ント
ア
ウト
す
る

先
頭
に
＃
を
つ
け
て
コメ
ント
ア
ウト

U
ni

tV
は

LC
D
が
無
い
の
で
表
示
で
きな
い

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3
/
3
（
b
o
o
t.
p
y
）

5

◇
通

常
処

理
部

コ
メ

ン
ト

ア
ウ

ト
と

追
記

◇
ソ

ー
ス

コ
ー

ド
の

修
正

が
完

了
し

た
ら

、
上

書
き

保
存

し
て

お
く

w
h
ile

(T
ru

e
):

im
g 

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)
#

画
像

撮
影

fm
ap

 =
 k

p
u
.f
o
rw

ar
d
(t

as
k,

 i
m

g)
#
 認

識
実

行
pl

is
t=

fm
ap

[:
]

#
モ

デ
ル

画
像

の
確

率
の

リ
ス

ト
pm

ax
=
m

ax
(p

lis
t)

#
最

大
確

率
ゲ

ッ
ト

m
ax

_i
n
de

x=
pl

is
t.
in

de
x(

pm
ax

)
#

最
大

確
率

の
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
＃

a 
=
 l
c
d.

di
sp

la
y(

im
g)

#
コ

メ
ン

ト
ア

ウ
ト

if
 p

m
ax

 >
 0

.9
5
:

＃
lc

d.
dr

aw
_s

tr
in

g(
4
0,

 6
0
, 
“
A

c
c
u
:%

.2
f 
T
yp

e
:%

s”
%
(p

m
ax

, l
ab

e
ls

[m
ax

_i
n
de

x]
.s

tr
ip

()
))

＃
コ

メ
ン

ト
ア

ウ
ト

p
ri
n
t(

“
A

c
c
u
:%

.2
f 
T
yp

e
:%

s”
%
(p

m
ax

, l
ab

e
ls

[m
ax

_i
n
d
e
x]

.s
tr

ip
()
))

  
  
  

 #
 

追
記

確
率

と
認

識
対

象
名

の
表

示

a 
=
 k

pu
.d

e
in

it
(t

as
k)

確
率

確
率

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

6

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤

PC
へ

動
作
確
認

画
像
認
識
実
行

7

◇
次

の
手

順
で

認
識

を
行

う

①
．

撮
影

し
た

背
景

を
準

備
す

る

②
．

ID
E
で

修
正

し
た

bo
o
t.
py

を
実

行
す

る

③
．

シ
リ

ア
ル

タ
ー

ミ
ナ

ル
を

開
く

④
．

物
体

を
認

識
さ

せ
る

◇
認

識
さ

せ
た

物
体

と
、

そ
の

際
の

シ
リ

ア
ル

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

表
示

を
右

に
示

す

A
c
c
u
：
認

識
の

精
度

（
確

率
）

T
yp

e
：
対

象
物

に
付

け
た

C
la

ss
N

o
と

名
称

◇
い

ろ
い

ろ
な

角
度

、
照

明
条

件
で

の
認

識
が

ど
の

よ
う

に

変
化

す
る

か
、

実
験

し
て

ほ
し

い

◇
最

終
的

に
画

像
認

識
を

応
用

し
た

シ
ス

テ
ム

開
発

を
行

う
！

そ
の

た
め

に
は

、
他

の
マ

イ
コ

ン
と

の
連

携
が

必
要

に
な

る
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M
5S

tic
k-

C

実
習
で
用
い
る
マ
イ
コ
ン

M
5S

tic
k-

C
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

1

◇
M

5S
tic

k-
C
に
は
、
図
の
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
あ
る

①
本
体
と

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
の
み

②
各
種
マ
ウ
ン
タ
ー
付
属

③
液
晶
が
大
き
い
サ
イ
ズ

時
計
マ
ウ
ン
タ
ー

レ
ゴ
互
換
マ
ウ
ン
タ
ー

ウ
ォ
ー
ル
マ
ウ
ン
タ
ー

◇
こ
の
講
座
で
は
、
最
も
シ
ン
プ
ル
な

①
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使
う

◇
付
属

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
と
は
別
の

長
い
も
の
が
実
習
キ
ッ
ト
に
付
属

し
て
い
る

M
5S

ic
k-

C

2

G
ro

ve
I/F

80
×

16
0T

FT

◇
0.

96
イ
ン
チ

80
×

16
0T

FT
カ
ラ
ー

◇
W

i-F
iと

Bl
ue

to
ot

h通
信
が
可
能

◇
80

m
Ah

Li
Po
バ
ッ
テ
リ
ー

◇
電
源
：
5V

D
C

U
SB
ま
た
は
ピ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
給
電

◇
ES

P3
2-

PI
C

O
-D

4チ
ッ
プ
を
搭
載

※
M

5A
TO

M
と
同
一

◇
4M

B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
＋

52
0K

R
AM

◇
・
6軸

IM
U
（
M

PU
68

86
）
・
赤
色

LE
D

・
IR
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

・
SW
×

2・
電
源

SW
×

1
・
G

ro
ve

I/F
・
R

TC

IR
LE

D

内
蔵
赤
色

LE
D

SW

U
SB

-C

電
源

SW

◇
T
F
T
カ
ラ
ー
液
晶
搭
載

↓
多
彩
な
表
示
が
可
能

↓
【
セ
ン
シ
ン
グ
】
に
も
利
用
で
き
る

注
意
）
電
源

O
N
：
2秒
押
下

電
源

O
FF
：6
秒
押
下

C
PU

ES
P3

2-
PI

C
O

-D
４

3

◇
M

5S
tic

k-
C
は

C
PU

ES
P3

2-
PI

C
O

-D
4チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
る

◇
C

PU
メ
ー
カ
か
ら
下
に
示
す
デ
ー
タ
シ
ー
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
右
は
目
次
の
一
部
） 目
次

１
．
概
要

２
．
ピ
ン
配
置

３
．
機
能
説
明

４
．
入
出
力
と
セ
ン
サ

５
．
電
気
的
特
性
・
・
・
et

c
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C
PU

ES
P3

2

4

◇
ES

P3
2-

PI
C

O
-D

4チ
ッ
プ
の
詳
細
は
、
こ
の
チ
ッ
プ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
【
ES

P３
２
を
参
照
せ
よ
】
と
記
述
が
あ
る

※
詳
細
は
【
ES

P3
2 

Te
ch

ni
ca

l R
ef

er
en

ce
 M

an
ua

l】
を
参
照
す
る
（右
は
目
次
の
一
部
、

70
0頁
以
上
あ
る
）

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
環
境

5

M
ic

ro
Py

th
on

U
IF

lo
w

◇
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
現
在

3種
類
が
提
供
さ
れ
て
い
る

・
UI

Fl
ow
（
専
用

ID
E）

・
M

icr
o 

Py
th

on
（
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
・

Ar
du

in
o

ID
E（
専
用

ID
E）

Ar
du

in
o

ID
E（
専
用

ID
E）
を
用
い
る

Bl
oc

k

M
ic

ro
Py

th
on

Ar
du

in
o

ID
E

C
++

A
rd

ui
no

ID
Eの

In
st

al
l

A
rd

ui
no

H
om

e

6

In
st

al
le

rD
ow

nl
oa

d

7
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A
rd

ui
no

ID
E

8

◇
す
べ
て
を
In
st
al
l
眼
鏡
マ
ー
ク
ア
イ
コ
ン
が
作
ら
れ
る

◇
ID
E
の
中
央
白
い
部
分
に
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
記
述
す
る

環
境
設
定

9

追
加
の
ボ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の

U
R

L指
定

10

こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

注
）
保
存
場
所
の
変
更
に
よ
る
誤
動
作
が
報
告
さ
れ
て
い
る
デ
フ
ォ
ル
ト
の
ま
ま
！

追
加
の
ボ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の

U
R

L

11

ht
tp
s:
//
dl
.e
sp
re
ss
if
.c
om
/d
l/
pa
ck
ag
e_
es
p3
2_
in
de
x.
js
on
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ボ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ

12

ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

ボ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ES
Pマ
イ
コ
ン
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ

13

◇
検
索
B
O
X
に
E
S
P
と
入
力
し
E
S
P
3
2
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

対
象
マ
イ
コ
ン
用
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の

In
st

al
l

14

◇
ス
ケ
ッ
チ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
イ
ン
ク
ル
ー
ド

ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
管
理
と
た
ど
る

15

◇
ラ
イ
ブ
ラ
リ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で

M
5S

tic
kC
を
検
索
し
、
以
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

※
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
完
了
す
る
と
、

IN
ST

AL
LE

D
の
文
字
が
表
示
さ
れ
る

M
5A

to
m
・
M

5S
tic

k-
C
・
Fa

st
LE

D
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の

In
st

al
l

M
5S

tic
k-

C
ラ
イ
ブ
ラ
リ
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マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

16

◇
ID

Eの
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

ES
P3

2
Ar

du
in

o
M

5S
tic

k-
C
を
選
択
す
る

こ
の
部
分
が
な
い
場
合
も
あ
る

C
O

M
ポ
ー
ト
の
認
識
確
認

17

◇
マ
イ
コ
ン
を

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
で

PC
と
接
続
し
、
次
の
よ
う
に
し
て

C
O

M
ポ
ー
ト
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く

◇
W

in
do

w
sの
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
開
き
、

C
O

M
と

LP
Tで
新
し
い

C
O

M
ポ
ー
ト
が
認
識
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

各
マ
イ
コ
ン
用
シ
リ
ア
ル
ド
ラ
イ
バ
（
C

P2
10

X
D

riv
er
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

※
通
常
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
図
の
場
所
に
シ
リ
ア
ル
ド
ラ
イ
バ
が
格
納
さ
れ
て
い
る

123



M
5S

tic
k-

C

LE
D

実
装
し
て
い
る

LE
D

1

◇
M
5
S
ti
c
k-
C
は
、
1
個
の
赤
色
L
E
D
を
内
蔵
し
て
い
る

◇
1
個
で
も
L
E
D
は
強
力
な
表
示
機
能
を
提
供
す
る

◇
裏
面
に
あ
る
ピ
ン
配
置
で
L
E
D
が
ど
の
G
P
IO
に

接
続
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
る

M
5S

tic
k-

C

セ
ン
シ
ン
グ
用

シ
ス
テ
ム
構
想

2

◇
内
蔵

LE
D
を
単
純
に
点
滅
さ
せ
る

こ
れ
は
ど
の
マ
イ
コ
ン
で
も
、
初
め
に
や
っ
て
み
る
こ
と

◇
M

5S
tc

k-
C
の
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
、
マ
イ
コ
ン
開
発
環
境
の
準
備
で

ID
E内
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
冒
頭
で
以
下
の
よ
う
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
取
り
込
む

#i
nc

lu
de

   
 <

M
5S

tic
kC

.h
>

◇
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
を
初
期
化
す
る
た
め
に
、

M
5.

be
gi

n(
)関
数
を

se
tu

p(
)関
数
内
で
呼
び
出
す

◇
LE

D
を
制
御
す
る
ピ
ン
は
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
中
で
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る

M
5_

LE
D
ま
た
は

G
PI

O
_N

U
M

_1
0

※
前
の
図
で
示
し
た

M
5S

tic
k-

C
裏
面
の

LE
D
が

G
10
の
表
記
は

G
PI

O
_N

U
M

_1
0
を
意
味
す
る

な
お
、

G
PI

O
と
は
、
汎
用
の
入
出
力
（G

en
er

al
 P

ur
po

se
In

pu
tO

ut
pu

t）
を
意
味
し
て
い
る

※
G

PI
O
は
入
出
力
ど
ち
ら
に
で
も
使
え
る
信
号

入
力
か
出
力
か
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
指
定
す
る

通
常
こ
れ
は

se
tu

p(
)関
数
の
中
で
行
う

※
通
常
の
処
理
中
に

I/O
を
切
り
替
え
る
こ
と
も
あ
る

◇
内
蔵

LE
D
は
、
制
御
信
号
が
負
論
理
な
の
で
、

LE
D
の
制
御
で
は
注
意
す
る

正
論
理
：

H
ig

h
点
灯
、

Lo
w
消
灯

負
論
理
：

H
ig

h
消
灯
、

Lo
w
点
灯

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
1
（
M

5C
_L

ED
_1
）

3

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

>
// 
対
象
マ
イ
コ
ン
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ

vo
id

 s
et

up
(){

//
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

// 
LE

D
 

G
PI

O
_N

U
M

_1
0 
ま
た
は

M
5_

LE
D
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

pi
nM

od
e(

G
PI

O
_N

U
M

_1
0,

 O
U

TP
U

T)
;

} vo
id

 lo
op

() 
{

//
通
常
処
理
部

di
gi

ta
lW

rit
e(

G
PI

O
_N

U
M

_1
0,

 L
O

W
); 

// 
G

PI
O

_N
U

M
_1

0で
点
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
20

00
); 

 //
 し
ば
し
待
つ

(2
00

0m
s

=
2s

ec
)

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 //

 M
5_

LE
D
で
消
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
20

00
); 

 //
 し
ば
し
待
つ

}

◇
初
期
化
部
分
ま
で
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
（
C
+
+
）

TA
B
キ
ー
ま
た
は
ス
ペ
ー
ス
で
行
頭
を
そ
ろ
え
る

※
両
方
を
使
っ
て
み
た
だ
け
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マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

4

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

5

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

動
作
確
認

6

◇
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
書
き
込
み
が
終
了
す
る
と
、
自
動
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

◇
LE

D
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
指
定
し
た

de
la

y(
)の
間
隔
で
点
滅
を
繰
り
返
す

◇
LE

D
は
、
点
灯
す
る
だ
け
で
は
気
づ
か
れ
な
い
場
合
も
あ
る

短
い
間
隔
で
点
滅
を
繰
り
返
し
た
の
ち
、
点
灯
す
る
な
ど
、
点
灯
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で

十
分
な
表
示
機
能
が
得
ら
れ
る
※
点
灯
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
内
部
エ
ラ
ー
を
知
ら
せ
る
等
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M
5S

tic
k-

C

Bu
tto

n（
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
）

M
5S

tic
k-

C
B

ut
to

nク
ラ
ス

1

cl
as

s 
Bu

tto
n 

{
pu

bl
ic

:
Bu

tto
n(

ui
nt

8_
t p

in
, u

in
t8

_t
 in

ve
rt,

 u
in

t3
2_

t d
bT

im
e)

;
ui

nt
8_

t r
ea

d(
);

ui
nt

8_
t i

sP
re

ss
ed

();
ui

nt
8_

t i
sR

el
ea

se
d(

);
ui

nt
8_

t w
as

Pr
es

se
d(

);
ui

nt
8_

t w
as

R
el

ea
se

d(
);

ui
nt

8_
t p

re
ss

ed
Fo

r(u
in

t3
2_

t m
s)

;
ui

nt
8_

t r
el

ea
se

dF
or

(u
in

t3
2_

t m
s)

;
ui

nt
8_

t w
as

R
el

ea
se

fo
r(u

in
t3

2_
t m

s)
;

ui
nt

32
_t

 la
st

C
ha

ng
e(

);

・
・
・

◇
M

5S
tic

k-
C
に
は
、

M
5A

TO
M
と
同
様
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
中
に

Bu
tto

nと
い
う

SW
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
取
り
扱
う

Bu
tto

nク
ラ
ス
が
あ
る

◇
そ
の
中
で
ボ
タ
ン
の
状
態
を
検
出
で
き
る
関
数
が
定
義
さ
れ
て
い
る

◇
ID

Eの
デ
フ
ォ
ル
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
保
存
先
の
以
下
の
パ
ス
に
ヘ
ッ
ダ
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る

C
:¥

U
se

rs
¥u

se
r¥

D
oc

um
en

ts
¥A

rd
ui

no
¥l

ib
ra

rie
s¥

M
5S

tic
kC

 ¥
sr

c¥
ut

ilit
y¥

Bu
tto

n.
h

◇
ヘ
ッ
ダ
フ
ァ
イ
ル
内
の

Bu
tto

nク
ラ
ス
定
義
部
分
を
下
に
示
す

M
5S

tic
k-

C
の

2つ
の
ボ
タ
ン

2

◇
M

5S
tic

k-
C
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
で
き
る
【
Aボ
タ
ン
】
と
【
Bボ
タ
ン
】が
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

M
5.

Bt
nA
と

M
5.

Bt
nB
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

◇
こ
の

Bt
nA
と

Bt
nB
は
、

ID
Eの
デ
フ
ォ
ル
ト
の
ス
ケ
ッ
チ
保
存
先
の
以
下
の
パ
ス
に
あ
る
ヘ
ッ
ダ
フ
ァ
イ
ル

で
定
義
さ
れ
て
い
る

C
:¥

U
se

rs
¥u

se
r¥

D
oc

um
en

ts
¥A

rd
ui

no
¥l

ib
ra

rie
s¥

M
5S

tic
kC

 ¥
sr

c¥
M

5S
tic

kC
.h

右
に
該
当
部
分
を
示
す

右
側
面

正
面

Bボ
タ
ン

Aボ
タ
ン

B
ut

to
nク
ラ
ス
の
機
能

3

関
数

機
能

M
5.

up
da

te
()

ボ
タ
ン
の
状
態
を
更
新
す
る
関
数
※

lo
op

()関
数
内
で
必
ず
実
行
す
る

is
Pr

es
se

d(
)

ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
返
す
※
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
る
間
は
常
に

TR
U

Eが
戻
る

is
R

el
ea

se
d(

)
ボ
タ
ン
を
離
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
返
す
※
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
な
い
間
は
常
に

TR
U

Eが
戻
る

w
as

Pr
es

se
d(

)
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
最
初
に
呼
び
出
し
た
時
だ
け
、

TR
U

Eを
返
す

w
as

R
el

ea
se

d(
)

ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
離
し
て
か
ら
最
初
に
呼
び
出
し
た
時
だ
け

TR
U

Eを
返
す

pr
es

se
dF

or
(m

s)
ボ
タ
ン
を
指
定
時
間
以
上
押
し
て
い
る
場
合
に

TR
U

Eが
返
さ
れ
る

re
le

as
ed

Fo
r(m

s)
ボ
タ
ン
を
離
し
て
か
ら
指
定
時
間
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
に

TR
U

Eが
返
れ
る

w
as

R
el

ea
se

fo
r(m

s)
指
定
時
間
以
上
ボ
タ
ン
を
押
し
、
離
し
て
か
ら
最
初
に
呼
び
出
し
た
時
だ
け

TR
U

Eを
返
す

la
st

C
ha

ng
e(

)
最
後
に
ボ
タ
ン
の
状
態
が
変
更
さ
れ
た
時
の

m
illi

s(
) の
値
が
返
却
さ
れ
る

現
在
の

m
illi

s(
)か
ら
の
差
分
が
経
過
時
間
に
な
り
る

◇
Bu

tto
nの
関
数
は
、
以
下
の
機
能
が
あ
る

◇
こ
こ
で
は
、

M
5.

Bt
nA

.w
as

Pr
es

se
d(

) 
の
よ
う
に
し
て
ボ
タ
ン
の
押
下
状
態
を
調
べ
る

◇
ボ
タ
ン
の
状
態
は

M
5.

up
da

te
() 
を
用
い
て
更
新
さ
れ
る
の
で
、
通
常
処
理
の
中
で
こ
の
関
数
を

C
al

lす
る
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シ
ス
テ
ム
構
想

4

◇
2つ
の
ボ
タ
ン
の
押
下
で
以
下
の
処
理
を
行
う

①
Aボ
タ
ン
押
下

LE
D
点
灯

②
Bボ
タ
ン
押
下

LE
D
消
灯

◇
SW
の
押
下
が
検
出
で
き
れ
ば
、

Io
Tで
様
々
な
事
象
を
記
録
で
き
る

Bボ
タ
ン

Aボ
タ
ン

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
2
（
M

5C
_B

ut
to

n_
1）

5

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

>
//

M
5S

tic
k-

C
ラ
イ
ブ
ラ
リ

vo
id

 s
et

up
(){

//
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

//
M

5S
tic

k-
C
リ
セ
ッ
ト

// 
LE

D
 O

N
(G

PI
O

_N
U

M
_1

0 
or

 M
5_

LE
D

)
//
ど
ち
ら
で
ア
ク
セ
ス
し
て
も
良
い

pi
nM

od
e(

G
PI

O
_N

U
M

_1
0,

 O
U

TP
U

T)
; 

// 
G

PI
O
ピ
ン
を
出
力
に
設
定
す
る

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
M

5_
LE

D
で
消
灯

}

◇
初
期
化
部
分
ま
で
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド

※
M
5
A
_L
E
D
_1
と
同
じ

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
2
（
M

5C
_B

ut
to

n_
1）

6

vo
id

 lo
op

() 
{

M
5.

up
da

te
();

  /
/ M

5S
tic

k-
C

 状
態
を
更
新

if(
M

5.
Bt

nA
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

di
gi

ta
lW

rit
e(

G
PI

O
_N

U
M

_1
0,

 L
O

W
); 

// 
G

PI
O

_N
U

M
_1

0で
点
灯

}
//
ど
ち
ら
で
も
よ
い

if(
M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 //

 M
5_

LE
D
で
消
灯

} }

◇
通
常
処
理
部
分

※
ボ
タ
ン
の
押
下
状
態
を
調
べ
る
た
め
に

M
5.

Bt
nA

.w
as

Pr
es

se
d(

) M
5.

Bt
nB

.w
as

Pr
es

se
d(

)を
C

al
lす
る

ま
た
、
ボ
タ
ン
状
態
の
更
新
の
た
め
に

M
5.

up
da

te
()
を

C
al

lす
る

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

7

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う
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マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

8

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

動
作
確
認

9

◇
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
書
き
込
み
が
終
了
す
る
と
、
自
動
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

◇
Aを
押
下
す
る
と

LE
D
が
点
灯
し
、

Bボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と

LE
D
が
消
灯
す
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
！

◇
こ
れ
で

2つ
の
ボ
タ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

※
左
側
面
の
ボ
タ
ン
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
電
源
制
御
が
絡
む

利
用
す
る
際
は
、
慎
重
に
調
査
し
て
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と

Aボ
タ
ン

カ
チ
ッ
！

Bボ
タ
ン

カ
チ
ッ
！
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M
5S

tic
k-

C

シ
リ
ア
ル
通
信

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

M
5S

tic
k-

C
は

PC
と

U
SB
接
続
さ
れ
る

1

◇
M

5S
tic

k-
C
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
き
込
み
の
際
に
は

PC
と

U
SB
接
続
す
る

◇
マ
イ
コ
ン
は

U
SB
経
由
の
シ
リ
ア
ル
通
信
に
よ
っ
て
受
け
取
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
に
書
き
込
む

◇
今
回
は
、
こ
の
シ
リ
ア
ル
通
信
を
利
用
し
て
、

PC
と
の
間
で
通
信
を
行
う

送
信

固
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

PC
に
向
け
て
送
信
す
る

2

AB
C

D
EF

G
・
・
・
12

3

シ
ス
テ
ム
構
想

3

◇
単
純
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
を
行
う

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
固
定

◇
既
に

LE
D
と
ボ
タ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

ボ
タ
ン
押
下
に
同
期
し
て
【
LE

D
点
灯
制
御
＋
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
】
を
行
う

M
5S

tic
k-

C
に
は

A、
B

2つ
の
ボ
タ
ン
が
あ
る

◇
以
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
関
数
が
準
備
さ
れ
て
い
る

①
．
ボ
タ
ン
押
下

M
5.

up
da

te
()
と

M
5.

Bt
nA

.w
as

Pr
es

se
d(

)
M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)

②
．

LE
D
点
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
)
※
負
論
理
な
の
で

LO
W
で
点
灯

③
．

LE
D
消
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
)

③
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信

Se
ria

l.p
rin

t()
ま
た
は

Se
ria

l.p
rin

tln
()

※
押
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え
る

◇
過
去
の
資
産
（
ボ
タ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
流
用
を
考
え
て
進
め
る
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シ
リ
ア
ル
通
信
の
デ
フ
ォ
ル
ト
速
度

4

◇
M

5S
tic

k-
C
は
、
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の
初
期
化
処
理
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
処
理
を
行
っ
て
い
る

◇
C

:¥
U

se
rs

¥u
se

r¥
D

oc
um

en
ts

¥A
rd

ui
no

¥l
ib

ra
rie

s¥
M

5A
to

m
¥s

rc
¥M

5S
tic

kC
.c

pp
の
該
当
部
分
を
示
す

※
こ
の
部
分
で
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の
初
期
化
が
行
わ
れ
て
い
る

Se
ria

l.b
eg

in
()の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
通
信
速
度

初
期
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
改
行
コ
ー
ド
を
出
力
し
て
い
な
い
の
で

Se
ria

l.p
rin

tln
()
に
変
更
し
て
も
良
い

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
2
（
M

5C
_S

er
ia

l_
1）

5

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

> 
  /

/ マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

vo
id

 s
et

up
(){

 //
 初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

// 
LE

D
 O

N
(G

PI
O

_N
U

M
_1

0 
or

 M
5_

LE
D

)
pi

nM
od

e(
M

5_
LE

D
, O

U
TP

U
T)

;  
   

   
// 

LE
D
ピ
ン
を
出
力
に
設
定
す
る

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 //

 L
ED
を
あ
ら
か
じ
め
消
灯
し
て
お
く

}

◇
初
期
化
処
理
ま
で

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
2
（
M

5C
_S

er
ia

l_
1）

6

vo
id

 lo
op

() 
{ 

// 
通
常
処
理
部

M
5.

up
da

te
();

  
// 

M
5S

tic
k-

C
 状
態
を
更
新

if(
M

5.
Bt

nA
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

//
Aボ
タ
ン
が
押
下
さ
れ
た
か
？

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

// 
LE

D
点
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Bu
tto

n 
A 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

// 
Aボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た

} if(
M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

//
Bボ
タ
ン
が
押
下
さ
れ
た
か
？

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Bu
tto

n 
B 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

// 
Bボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た

} }

◇
通
常
処
理
で
は
押
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
通
知
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し
て
い
る

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

7

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う
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マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

8

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

動
作
確
認

1/
3

9

◇
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
書
き
込
み
が
終
了
す
る
と
、
自
動
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

◇
Aを
押
下
す
る
と

LE
D
が
点
灯
し
、

Bボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と

LE
D
が
消
灯
す
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
！

◇
こ
れ
で

2つ
の
ボ
タ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

※
左
側
面
の
ボ
タ
ン
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
電
源
制
御
が
絡
む

利
用
す
る
際
は
、
慎
重
に
調
査
し
て
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と

Bボ
タ
ン

Aボ
タ
ン

カ
チ
ッ
！

カ
チ
ッ
！

動
作
確
認

2/
3
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
の
確
認
準
備

10

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

0
を
選
択
す
る
②

②

動
作
確
認

3/
3
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
の
確
認

11

◇
Aボ
タ
ン
を
押
す
と

LE
D
が
点
灯
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（B

ut
to

n
A

w
as

 p
re

ss
ed

!!）
が
表
示
さ
れ
る

◇
Bボ
タ
ン
を
押
す
と

LE
D
が
消
灯
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（B

ut
to

n
B

w
as

 p
re

ss
ed

!!）
が
表
示
さ
れ
る

カ
チ
ッ
！

カ
チ
ッ
！

LE
D
消
灯

LE
D
点
灯
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受
信

PC
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
る

12

13
2

13
2

シ
ス
テ
ム
構
想

13

◇
次
は
受
信
を
行
う

◇
受
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

LE
D
を
制
御
し
よ
う

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
設
計
と
処
理
設
計

①
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
長
：

1バ
イ
ト
＋
改
行
コ
ー
ド

②
．
改
行
コ
ー
ド
ま
で
受
信
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
解
析
と
対
応
す
る
処
理
を
行
う

③
．
受
信
バ
ッ
フ
ァ
は
、
文
字
型
配
列
で

10
バ
イ
ト
程
度
確
保
す
る
（
誤
っ
た
長
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
応
）

④
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容

0文
字
目
：
LE

D
O

N
/O

FF
指
示

0
：
消
灯

1
：
点
灯
そ
れ
以
外
：
点
滅

◇
以
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
関
数
を
使
用
す
る

①
．

Se
ria

l.a
va

ila
bl

e(
)

受
信
バ
ッ
フ
ァ
に
デ
ー
タ
が
あ
る
か
調
べ
る

②
．

Se
ria

l.r
ea

d(
)

1文
字
受
信
す
る

③
．

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
)

LE
D
点
灯

④
．

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
)

LE
D
消
灯

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
3
（
M

5C
_S

er
ia

l_
2）

14

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

> 
  /

/ マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

in
t i

;  
   

   
  

// 
1文
字
受
信
時
の
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ch
ar

 b
uf

[1
0]

;  
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ッ
フ
ァ

vo
id

 s
et

up
(){

 
// 
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

pi
nM

od
e(

M
5_

LE
D

, O
U

TP
U

T)
;  

   
   

// 
LE

D
ピ
ン
を
出
力
に
設
定
す
る

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
を
あ
ら
か
じ
め
消
灯
し
て
お
く

i=
0;

   
   

   
 

// 
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
初
期
化

}

◇
初
期
化
処
理
ま
で

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
3
（
M

5C
_S

er
ia

l_
2）

15

vo
id

 lo
op

() 
{ /

/ 通
常
処
理
部

ch
ar

 c
;  

   
  /

/ 受
信
デ
ー
タ

1文
字
分

if(
Se

ria
l.a

va
ila

bl
e(

)){
   

   
   

// 
受
信
デ
ー
タ
あ
り
？

c 
= 

Se
ria

l.r
ea

d(
); 

   
   

   
  /

/ 1
文
字

R
ea

d
bu

f[i
++

] =
 c

;  
   

   
   

   
   

// 
受
信
し
た
文
字
を
格
納

if(
c 

==
 '¥

n'
){ 

   
   

   
   

   
// 
改
行
な
ら
ば
電
文
の
終
端

i=
0;

   
   

   
   

   
   

   
   

// 
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
初
期
化

//
LE

D
点
灯
制
御
部

} } }

◇
通
常
処
理
最
も
外
側
部
分
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3/
3
（
M

5C
_S

er
ia

l_
2）

16

sw
itc

h 
(b

uf
[0

]){
ca

se
 ‘0

’:
//

0
LE

D
消
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

LE
D

 O
FF

!!"
); 

   
// 

LE
D
消
灯
メ
ッ
セ
ー
ジ

br
ea

k;
ca

se
 ‘1

’:
//

1
LE

D
点
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

LE
D

 O
N

!!"
); 

// 
LE

D
点
灯
メ
ッ
セ
ー
ジ

br
ea

k;
de

fa
ul

t:
//
不
明
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
10

0)
; /

/ し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
10

0)
; /

/ し
ば
し
待
つ

・
・
・
・
・
・

Se
ria

l.p
rin

tln
("

U
nk

no
w

n 
co

m
m

an
d!

!")
;  

  /
/ 不
明
な
コ
マ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

br
ea

k;
}

◇
通
常
処
理

LE
D
点
灯
制
御
部

LE
D
ピ
カ
ピ
カ

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

17

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

18

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

動
作
確
認

1/
2
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
の
確
認
準
備

19

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

00
を
選
択
す
る
②

②
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動
作
確
認

2/
2

20

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
送
信

B
O

Xに
以
下
の
電
文
を
記
述
し
て

EN
TE

R
Ke

y
を
押
下
す
る

ま
た
は
送
信
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

◇
電
文
を

1桁
の
半
角
数
字
で
入
力
す
る

①
．

1
EN

TE
R

LE
D
が
点
灯
し

LE
D

O
N
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
．

0
EN

TE
R

LE
D
が
消
灯
し

LE
D

O
FF
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
．

0，
1以
外

EN
TE

R
LE

D
が
点
滅
し

U
nk

no
w

n 
co

m
m

an
d!

!メ
ッ
セ
ー
ジ
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M
5S

tic
k-

C

M
Q

TT
（
W

EB
経
由
通
信
）

目
論
見

W
EB
経
由
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換

1

W
iF
i
A
P

W
E
B
サ
ー
ビ
ス

W
iF
i
A
P

M
Q
T
T

H
el

lo
w

!!

M
5S

tic
k-

C
W

EB
モ
ニ
タ

H
el

lo
w

!!

カ
チ
ッ
！

M
Q

TT
サ
ー
ビ
ス

2

◇
M

Q
TT
は
、

M
es

sa
ge

Q
ue

ue
Te

le
m

et
ry

Tr
an

sp
or

t
の
頭
文
字

◇
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
M

Q
TT

Br
ok

er
）
が
世
界
中
に
あ
る

◇
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
に
特
化
し
た

W
EB
サ
ー
ビ
ス

◇
登
録
不
要
で
即
利
用
で
き
る

Br
ok

er
が
多
い

◇
W

EB
を
経
由
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
れ
ば
場
所
を
選
ば
な
い

◇
マ
イ
コ
ン
⇔
マ
イ
コ
ン
間
、

PC
⇔

PC
間
、
マ
イ
コ
ン
⇔

PC
間
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
可
能

◇
言
語
依
存
し
な
い
（
マ
イ
コ
ン
向
け

C
＋
＋
・
M

ic
ro

Py
th

on
・
PC
用

Py
th

on
・
同

C
++
・
・
・
et

c）
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
必
要

本
講
座
で
は

Pu
bS

ub
C

lie
nt
を
利
用
す
る
の
で

ID
Eに
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

◇
R

O
S（

R
ob

ot
O

S）
で

no
de
間
通
信
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
仕
組
み

◇
ル
ー
ル
が
簡
単

M
Q

TT
の
仕
組
み

3

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
行
側

P
u
b
lis
h
e
r

メ
ッ
セ
ー
ジ
購
読
側

S
u
b
sc
ri
b
e
r

M
Q

TT
Br

ok
er

◇
ト
ピ
ッ
ク
名
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
行
す
る
と
、
購
読
登
録
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
通
知
さ
れ
る
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M
Q

TT
B

ro
ke

r

4

◇
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

M
Q

TT
Br

ok
er
は
世
界
中
に
沢
山
あ
る

・
te

st
.m

os
qu

ito
.o

rg
・
br

ok
er

.h
iv

em
q.

co
m

・
br

ok
er

.s
hi

ftr
.io

今
回
利
用
す
る

・
br

ok
er

.m
qt

td
as

hb
oa

rd
.c

om
・
io

t.e
cl

ip
se

.o
rg

・
・
・

et
c

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io

5

◇
sh

ift
r.i

o
は
、
オ
ー
プ
ン

M
Q

TT
の
利
用
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
図
の
よ
う
に

PC
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
動
き
が
見
え
る

◇
赤
丸
〇
で
示
し
て
い
る
の
が
発
行
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
れ
で
あ
る
中
央
の
大
き
な
丸
〇
は

B
ro

ke
rを
意
味
す
る

Pu
bl

is
he

r

Su
bs

cr
ib

er

M
es

sa
ge

M
es

sa
ge

ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
準
備

6

◇
ID

Eで
ス
ケ
ッ
チ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
イ
ン
ク
ル
ー
ド

ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
管
理

ラ
イ
ブ
ラ
リ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
開
く

◇
検
索
窓
に
【
pu

bu
su

b】
と
入
力
し
て
表
示
さ
れ
る
一
覧
か
ら

を
選
択
し
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

In
st

al
le

d
と
表
示
さ
れ
る

※
同
様
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で
他
の
も
の
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
！
！

（
執
筆
時
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
２
．
８
．
０
）

注
）
す
で
に

M
5A

TO
M
で
こ
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
あ

れ
ば
、
改
め
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
必
要
は
無
い

M
Q

TT
PU

B
LI

SH
M

ES
SA

G
ES

M
5S

tic
k-

C
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
行
し
て
み
よ
う

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
FJ

B 
Al

l R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d
7

H
el

lo
w

!!

カ
チ
ッ
！
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シ
ス
テ
ム
構
想

8

◇
ボ
タ
ン
押
下
に
同
期
し
て

W
EB
経
由
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
行
す
る
（
固
定
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

①
．
ボ
タ
ン
は

A,
B

2つ
あ
る
の
で
、
各
々
押
下
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
通
知
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
す
る

②
．
パ
タ
ー
ン
を
変
え
て

LE
D
を
点
滅
す
る

Aボ
タ
ン
ゆ
っ
く
り

1回
点
滅

Bボ
タ
ン
素
早
く

2回
点
滅

◇
M

5S
tic

k-
C
は
、

W
iF

i接
続
機
能
を
持
っ
て
い
る

W
iF

i経
由
で

W
EB
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

・
接
続
先
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

SS
ID
と

PA
SS

W
O

R
D
を
調
査
す
る

SS
ID

=
“
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
”

PA
SS

W
O

R
D

=
“
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
”

◇
M

Q
TT

Br
ok

er
と
し
て
、

br
ok

er
.s

hf
itr

.io
の
公
開

M
Q

TT
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
接
続
情
報
は
下
記

・
接
続
先

U
R

L
= 

br
ok

er
.s

hf
itr

.io
・
接
続
ポ
ー
ト
番
号

=
18

83
（
固
定
）

・
M

Q
TT
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
名

=
”M

5S
tic

k-
C

”
・

M
Q

TT
ユ
ー
ザ
ー

ID
=

”tr
y”

・
M

Q
TT
パ
ス
ワ
ー
ド

=
”tr

y”

◇
ト
ピ
ッ
ク
名

“q
as

/1
23

”
と
す
る

H
el

lo
w

!!
カ
チ
ッ
！

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
4
（
M

5C
_M

Q
TT

_1
）

9

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

>
#i

nc
lu

de
 <

W
iF

i.h
>

#i
nc

lu
de

 <
Pu

bS
ub

C
lie

nt
.h

>

#d
ef

in
e 

W
iF

i_
SS

ID
“＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

"  
  /

/ 使
用
す
る

W
iF

iの
SS

ID
#d

ef
in

e 
W

iF
i_

PA
SS

“＊
＊
＊
＊
＊
＊

"  
   

   
 //

 使
用
す
る

W
iF

iの
Pa

ss
w

or
d

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_B

R
O

KE
R

 “b
ro

ke
r.s

hi
ftr

.io
”  

// 
M

Q
TT

 B
ro

ke
r
利
用
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
の

U
R

L
#d

ef
in

e 
M

Q
TT

_P
O

R
T 

18
83

// 
M

Q
TT

 B
R

O
KE

R
 P

O
R

T
固
定

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_C

LI
EN

T_
N

AM
E 

 "M
5S

tic
k-

C
"  

 //
 M

Q
TT
ブ
ロ
ー
カ
接
続
時
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
名

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_U

SE
R

 “t
ry

”  
   

   
   

   
   

// 
公
開
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ユ
ー
ザ
ー
名
決
ま
っ
て
い
る

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_P

AS
S 

“tr
y”

   
   

   
   

   
  /

/ 同
、
パ
ス
ワ
ー
ド

決
ま
っ
て
い
る

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_T

O
PI

C
 "q

as
/1

23
"  

   
   

   
 //

 事
前
に
取
り
決
め
た

TO
PI

C
名

W
iF

iC
lie

nt
es

pC
lie

nt
;  

   
   

   
  /

/ W
iF

i接
続
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

Pu
bS

ub
C

lie
nt

cl
ie

nt
(e

sp
C

lie
nt

); 
  /

/ M
Q

TT
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
接
続
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

◇
#i

nc
lu

de
 #

de
fin

e 
部
分

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
4
（
M

5C
_M

Q
TT

_1
）

10

vo
id

 w
ifi

_c
on

ne
ct

(v
oi

d)
{  

// 
W

iF
iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
へ
の
接
続

Se
ria

l.p
rin

t("
W

iF
iC

on
ne

nt
in

g"
); 

 
// 
接
続
を
試
み
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

W
iF

i.b
eg

in
(W

iF
i_

SS
ID

, W
iF

i_
PA

SS
); 

  
// 
接
続
開
始

w
hi

le
 (W

iF
i.s

ta
tu

s(
) !

= 
W

L_
C

O
N

N
EC

TE
D

) {
 

// 
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続
待
ち

Se
ria

l.p
rin

t(“
.”)

;
// 

W
ai

t時
・
・
・表
示

de
la

y(
10

00
); 

 
// 
し
ば
し
待
つ

} Se
ria

l.p
rin

t("
¥n

---
> 

C
on

ne
ct

ed
 : 

")
;  

// 
接
続
成
功
メ
ッ
セ
ー
ジ

Se
ria

l.p
rin

tln
(W

iF
i.l

oc
al

IP
())

; 
// 
自
機
の

IP
ア
ド
レ
ス
表
示

cl
ie

nt
.s

et
Se

rv
er

(M
Q

TT
_B

R
O

KE
R

, M
Q

TT
_P

O
R

T)
; 

// 
M

Q
TT
ブ
ロ
ー
カ
へ
の
接
続
設
定

} vo
id

 s
et

up
() 

{  
  

// 
初
期
化
処
理

M
5.

be
gi

n(
tru

e,
 fa

ls
e,

 tr
ue

); 
 

// 
Se

ria
lE

na
bl

e
, I

2C
En

ab
le

 , 
D

is
pl

ay
En

ab
le

w
ifi

_c
on

ne
ct

();
   

// 
W

iF
iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続

pi
nM

od
e(

M
5_

LE
D

, O
U

TP
U

T)
;  

   
 

// 
LE

D
 ピ
ン
出
力
に
設
定

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

  
// 

LE
D
消
灯

}◇
W

iF
iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続
関
数
と
初
期
化
処
理
部
分

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3/
4
（
M

5C
_M

Q
TT

_1
）

11

vo
id

 lo
op

() 
{  

   
// 
通
常
処
理

cl
ie

nt
.lo

op
();

  
// 

M
Q

TT
接
続
状
況
更
新

w
hi

le
(!c

lie
nt

.c
on

ne
ct

ed
())

{  
// 

M
Q

TT
接
続

Se
ria

l.p
rin

tln
("

M
qt

tR
ec

on
ne

ct
in

g"
); 

 
// 

M
Q

TT
接
続
試
み
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

if(
 c

lie
nt

.c
on

ne
ct

(M
Q

TT
_C

LI
EN

T_
N

AM
E,

 M
Q

TT
_U

SE
R

, M
Q

TT
_P

AS
S)

 ){
Se

ria
l.p

rin
tln

("
M

qt
tC

on
ne

ct
ed

")
; 

// 
M

W
TT
接
続
成
功
メ
ッ
セ
ー
ジ

br
ea

k;
  

// 
接
続
が
成
功
し
た
の
で
、

w
hi

le
()ル
ー
プ
か
ら
抜
け
る

} // 
ボ
タ
ン
処
理
部

}◇
通
常
処
理
部
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

4/
4
（
M

5C
_M

Q
TT

_1
）

12

M
5.

up
da

te
();

   
   

   
   

   
   

// 
M

5S
tic

k-
C
ボ
タ
ン
状
況
更
新

if 
(M

5.
Bt

nA
.w

as
Pr

es
se

d(
)){

   
 

// 
Aボ
タ
ン
が
押
さ
れ
て
い
た
か
？

cl
ie

nt
.p

ub
lis

h(
M

Q
TT

_T
O

PI
C

, "
Bu

tto
n 

A 
w

as
 p

re
ss

ed
 !!

")
;  

  
// 
こ
こ
で

Aボ
タ
ン
押
下
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Se
nd

 m
es

sa
ge

 (B
ut

to
n 

A 
w

as
 p

re
ss

ed
!!)

")
;  

// 
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
も
出
力

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯

de
la

y(
10

00
); 

   
   

   
   

   
// 
し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

// 
LE

D
消
灯

} if 
(M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)){

   
// 

Bボ
タ
ン
が
押
さ
れ
て
い
た
か
？

cl
ie

nt
.p

ub
lis

h(
M

Q
TT

_T
O

PI
C

, "
Bu

tto
n 

B 
w

as
 p

re
ss

ed
 !!

")
;  

  
// 
こ
こ
で

Bボ
タ
ン
押
下
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Se
nd

 m
es

sa
ge

 (B
ut

to
n 

B 
w

as
 p

re
ss

ed
!!)

")
;  

// 
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
も
出
力

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯

de
la

y(
20

0)
;  

   
   

   
   

   
// 
し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

// 
LE

D
消
灯

de
la

y(
20

0)
;  

   
   

   
   

   
// 
し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯

de
la

y(
20

0)
;  

   
   

   
   

   
// 
し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

// 
LE

D
消
灯

}

◇
ボ
タ
ン
処
理
部

// 
点
滅
を

2回
繰
り
返
す

// 
点
滅
は

1回
だ
け

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
起
動

13

◇
W

in
do

w
sの
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認
し
、

ツ
ー
ル

シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
で
、

C
O

M
ポ
ー
ト
を
選
択
す
る

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

00
を
選
択
す
る
②

②

（
マ
イ
コ
ン
リ
セ
ッ
ト
時
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る
た
め
に
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
を
起
動
す
る
）

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

14

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

15

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続
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動
作
確
認

1/
4
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
の
確
認

16

◇
書
込
み
が
完
了
す
る
と

M
5S

tic
k-

C
は

R
es

et
さ
れ
、
そ
の
際
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
表
示
さ
れ
る

◇
ボ
タ
ン
を
操
作
す
る

①
．

Aボ
タ
ン
を
押
下
す
る

LE
D
が
ゆ
っ
く
り

1度
点
滅
す
る
（
右
図
）

②
．
同
時
に
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
（
下
図
）

③
．

Bボ
タ
ン
を
押
下
す
る

LE
D
が
素
早
く

2回
点
滅
す
る
（
右
図
）

④
．
同
時
に
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
（
下
図
）

カ
チ
ッ
！

LE
D

ゆ
っ
く
り
点
滅

カ
チ
ッ
！

LE
D

素
早
く
点
滅

Aボ
タ
ン

Bボ
タ
ン

動
作
確
認

2/
4

W
EB
で
確
認
準
備

17

①
ブ
ラ
ウ
ザ
で
次
の

U
R

Lに
ア
ク
セ
ス
す
る
と
図
の
ペ
ー
ジ
が
開
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見
え
る

ht
tp

s:
//l

eg
ac

y.
sh

ift
r.i

o/
try

②
画
面
右
上
の

3つ
の
ア
イ
コ
ン
を
適
宜
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば

表
示
を
見
や
す
く
調
整
で
き
る

※
動
き
回
る
黒
丸
●

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
移
動

黒
丸
が
出
現
す
る
白
丸

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
行
者

中
央
の
大
き
な
〇

M
Q
T
T
B
ro
ke
r

メ
ッ
セ
ー
が
流
れ
着
く
先
の
白
丸

ト
ピ
ッ
ク
名

Pu
bl

is
he

r

Su
bs

cr
ib

er

動
作
確
認

3/
4

W
EB
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
確
認

18

③
ブ
ラ
ウ
ザ
を
注
目
し
な
が
ら

M
5S

tic
k-

C
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
様
子
が
見
え
る

Bu
tto

n 
A

w
as

 p
re

ss
ed

 !!

カ
チ
ッ
！

④
ブ
ラ
ウ
ザ
を
注
目
し
な
が
ら

M
5S

tic
k-

C
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
様
子
が
見
え
る

⑤
ト
ピ
ッ
ク
名
の
丸
印
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
下
の
ペ
ー
ジ
が
開
く

⑥
ブ
ラ
ウ
ザ
の
更
新
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と

発
行
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
で
き
る

※
発
行
者
・
ト
ピ
ッ
ク
名
・
時
刻
が
記
録
さ
れ
て
い
る

動
作
確
認

4/
4

W
EB
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
確
認

19

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
行
者

メ
ッ
セ
ー
ジ

ト
ピ
ッ
ク
名
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M
Q

TT
SU

B
SC

R
IB

E
M

ES
SA

G
ES

M
5S

tic
k-

C
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
購
読
し
て
み
よ
う

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
FJ

B 
Al

l R
ig

ht
s 

R
es

er
ve

d
20

H
el

lo
w

!!

シ
ス
テ
ム
構
想

21

◇
PC
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

コ
マ
ン
ド
プ
ロ
ン
プ
ト
か
ら
以
下
の
コ
マ
ン
ド
を
発
行
す
れ
ば
、

“H
el

lo
 !!

”
が
発
行
さ
れ
る

cu
rl 

-X
 P

O
ST

 "h
ttp

://
try

:tr
y@

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io
/q

as
/1

23
" -

d 
"H

el
lo

 !!
"

※
qa

s/
12

3
と

H
el

lo
!!
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
ピ
ッ
ク
名
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

◇
シ
リ
ア
ル
通
信
で

LE
D
を
制
御
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
そ
の
際
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
す
る

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

1文
字
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
す
る

0文
字
目
：
LE

D
O

N
/O

FF
指
示

0
：
消
灯

1
：
点
灯
そ
れ
以
外
：
点
滅

※
こ
れ
は
、
シ
リ
ア
ル
通
信
の
受
信
で
実
験
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
そ
の
も
の
だ
！

◇
例
え
ば
、

LE
D
を
点
灯
し
た
け
れ
ば
以
下
の
コ
マ
ン
ド
を
実
行
す
れ
ば
よ
い

cu
rl 

-X
 P

O
ST

 "h
ttp

://
try

:tr
y@

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io
/q

as
/1

23
" -

d 
“1

“

※
こ
こ
で
は

cu
rl
コ
マ
ン
ド
の
詳
細
は
説
明
し
な
い

こ
の
よ
う
な
便
利
な
コ
マ
ン
ド
は
、
自
身
で
調
べ
て
記
録
し
て
お
く
べ
き
だ
（
こ
れ
は

Li
nu

xに
も
あ
る
）

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

22

#i
nc

lu
de

 "M
5S

tic
kC

.h
"  

   
  

// 
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

#i
nc

lu
de

 <
W

iF
i.h

> 
   

   
   

 
// 

W
iF

iラ
イ
ブ
ラ
リ

#i
nc

lu
de

 <
Pu

bS
ub

C
lie

nt
.h

> 
  

// 
M

Q
TT
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ

#d
ef

in
e 

W
iF

i_
SS

ID
“＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

"  
  

// 
W

iF
iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

SS
ID

#d
ef

in
e 

W
iF

i_
PA

SS
“＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

"  
   

   
 

// 
同
パ
ス
ワ
ー
ド

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_B

R
O

KE
R

 "b
ro

ke
r.s

hi
ftr

.io
"  

// 
M

Q
TT
ブ
ロ
ー
カ
ー

U
R

L
#d

ef
in

e 
M

Q
TT

_P
O

R
T 

18
83

   
   

   
   

   
   

// 
M

Q
TT

 B
R

O
KE

R
 P

O
R

T
#d

ef
in

e 
M

Q
TT

_C
LI

EN
T_

N
AM

E 
 "M

5S
tic

k-
C

"  
 //

 M
Q

TT
ブ
ロ
ー
カ
接
続
時
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
名

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_U

SE
R

 "t
ry

"  
   

   
   

   
   

// 
公
開
ユ
ー
ザ
ー
名
（固
定
）

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_P

AS
S 

"tr
y"

   
   

   
   

   
  

// 
公
開
パ
ス
ワ
ー
ド
（
固
定
）

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_T

O
PI

C
 "q

as
/1

23
"  

   
   

   
 

// 
TO

PI
C
名

#d
ef

in
e 

M
Q

TT
_Q

O
S 

0 
   

   
   

   
   

   
   

// 
Q

ua
lit

y 
of

 S
er

vi
ce
（
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
）

W
iF

iC
lie

nt
es

pC
lie

nt
;  

   
   

   
   

   
  

// 
W

iF
iク
ラ
イ
ア
ン
ト
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

Pu
bS

ub
C

lie
nt

cl
ie

nt
(e

sp
C

lie
nt

); 
   

   
  

// 
M

Q
TT
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

◇
#i

nc
lu

de
 と

#d
ef

in
e 
、
通
信
関
連
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
部
分

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

23

ch
ar

 fl
g=

0;
   

  
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
フ
ラ
グ

0:
未
受
信

1:
メ
ッ
セ
ー
ジ
到
着

ch
ar

 m
sg

[1
0]

;  
 

// 
受
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
格
納
用

vo
id

 w
ifi

_c
on

ne
ct

(v
oi

d)
{  

   
   

   
   

  
// 

W
iF

iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
へ
の
接
続

Se
ria

l.p
rin

t("
W

iF
iC

on
ne

nt
in

g"
); 

   
  

// 
接
続
を
試
み
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

W
iF

i.b
eg

in
(W

iF
i_

SS
ID

, W
iF

i_
PA

SS
); 

   
 

// 
接
続
開
始

w
hi

le
 (W

iF
i.s

ta
tu

s(
) !

= 
W

L_
C

O
N

N
EC

TE
D

) {
 //

 ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続
待
ち

Se
ria

l.p
rin

t("
.")

;  
   

   
   

   
   

 
// 

W
ai

t時
・
・
・表
示

de
la

y(
10

00
); 

   
   

   
   

   
   

   
  

// 
し
ば
し
待
つ

} Se
ria

l.p
rin

t("
¥n

---
> 

C
on

ne
ct

ed
 : 

")
;  

// 
接
続
成
功
メ
ッ
セ
ー
ジ

Se
ria

l.p
rin

tln
(W

iF
i.l

oc
al

IP
())

;  
   

  
// 
自
機
の

IP
ア
ド
レ
ス
表
示

cl
ie

nt
.s

et
Se

rv
er

(M
Q

TT
_B

R
O

KE
R

, M
Q

TT
_P

O
R

T)
; /

/ M
Q

TT
ブ
ロ
ー
カ
へ
の
接
続
設
定

}◇
グ
ロ
ー
バ
ル
変
数
と

W
iF

iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続
関
数
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

24

vo
id

 m
qt

t_
co

nn
ec

t()
 {

// 
Lo

op
 u

nt
il 

w
e‘

re
 re

co
nn

ec
te

d
//
再
接
続
す
る
ま
で
ル
ー
プ
す
る
ぞ
！
！

w
hi

le
 (!

cl
ie

nt
.c

on
ne

ct
ed

())
 {

Se
ria

l.p
rin

t("
At

te
m

pt
in

g 
M

Q
TT

 c
on

ne
ct

io
n.

.."
); 

   
// 

M
Q

TT
接
続
を
行
っ
て
い
る
よ
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

if 
(c

lie
nt

.c
on

ne
ct

(M
Q

TT
_C

LI
EN

T_
N

AM
E,

 M
Q

TT
_U

SE
R

, M
Q

TT
_P

AS
S)

) {
   

// 
M

Q
TT

 接
続
実
行
！

Se
ria

l.p
rin

tln
("

co
nn

ec
te

d"
); 

   
   

   
   

   
   

 
// 
つ
な
が
っ
た
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

cl
ie

nt
.s

ub
sc

rib
e(

M
Q

TT
_T

O
PI

C
, M

Q
TT

_Q
O

S)
;  

   
  /

/ メ
ッ
セ
ー
ジ
購
読
登
録

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Su
bs

cr
ib

in
g!

")
;  

   
   

   
   

   
// 
購
読
し
て
い
る
よ
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

} e
ls

e 
{  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

// 
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
場
合

Se
ria

l.p
rin

t("
fa

ile
d,

 rc
="

); 
   

   
   

   
   

   
 

// 
失
敗
、
そ
の
原
因
コ
ー
ド
は
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

Se
ria

l.p
rin

t(c
lie

nt
.s

ta
te

())
;  

   
   

   
   

   
  

// 
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
状
態
（原
因
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
る
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

 tr
y 

ag
ai

n 
in

 5
 s

ec
on

ds
")

;  
   

 
// 

5秒
待
っ
て
試
行
す
る
！
メ
ッ
セ
ー
ジ

de
la

y(
50

00
); 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

// 
5秒
待
つ

} } }◇
M

Q
TT
ブ
ロ
ー
カ
ー
接
続
関
数

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

4/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

25

vo
id

 c
al

lb
ac

k(
ch

ar
* t

op
ic

, b
yt

e*
 p

ay
lo

ad
, u

ns
ig

ne
d 

in
t l

en
gt

h)
 {

in
t i

;
//
メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ッ
フ
ァ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

Se
ria

l.p
rin

t("
M

es
sa

ge
 a

rri
ve

d 
[")

;  
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
到
着
し
た
よ
！

Se
ria

l.p
rin

t(t
op

ic
); 

   
   

   
   

   
// 
ト
ピ
ッ
ク
名
は
！

Se
ria

l.p
rin

t("
] "

);
fo

r (
i=

 0
; i

< 
le

ng
th

; i
++

) {
   

   
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
！

m
sg

[i]
 =

 (c
ha

r)p
ay

lo
ad

[i]
;

Se
ria

l.p
rin

t((
ch

ar
)p

ay
lo

ad
[i]

); 
  

// 
1文
字
ず
つ
表
示
す
る

} Se
ria

l.p
rin

tln
();

   
   

   
   

   
   

 
// 
改
行
し
て
お
く

flg
= 

1;
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
到
着

lo
op

()内
で
こ
の
フ
ラ
グ
を
見
て
処
理
す
る

}◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
行
さ
れ
た
際
に
呼
び
出
さ
れ
る
（
コ
ー
ル
バ
ッ
ク
）
関
数

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

5/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

26

vo
id

 s
et

up
() 

{  
  

// 
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
tru

e,
 fa

ls
e,

 tr
ue

); 
 

// 
M

5S
tic

k-
C
初
期
化

w
ifi

_c
on

ne
ct

();
   

// 
W

iF
iア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
接
続

cl
ie

nt
.s

et
C

al
lb

ac
k(

ca
llb

ac
k)

;
//
メ
ッ
セ
ー
ジ
購
読
時
処
理
の
登
録

pi
nM

od
e(

M
5_

LE
D

, O
U

TP
U

T)
;  

   
 

// 
LE

D
 ピ
ン
出
力
に
設
定

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

  
// 

LE
D
消
灯
し
て
お
く

}◇
LE

D
を
全
消
灯
す
る
際
に
利
用
す
る
関
数
と
初
期
化

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

6/
6
（
M

5C
_M

Q
TT

_2
）

27

vo
id

 lo
op

() 
{  

 //
 通
常
処
理

in
t i

;

m
qt

t_
co

nn
ec

t()
;  

 
// 

M
Q

TT
 接
続
が
切
れ
て
い
る
と
い
け
な
い
の
で
、
調
べ
て
必
要
な
ら
再
接
続

cl
ie

nt
.lo

op
();

   
 

// 
M

Q
TT
接
続
状
況
更
新
・
・
・
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

if(
flg

==
1)

{  
   

   
 

// 
受
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
？

flg
= 

0;
   

   
   

 
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
到
着
フ
ラ
グ
ク
リ
ア

if(
m

sg
[0

]=
='

0'
){ 

   
   

   
   

 
// 

'0
'か
？

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

// 
LE

D
消
灯

}e
ls

e 
if(

m
sg

[0
]=

='
1'

){ 
   

   
// 

'1
'か
？

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯

}e
ls

e{
   

   
   

   
   

   
   

   
// 

'0
'で
も

'1
'で
も
な
い
！
不
明
コ
マ
ン
ド

Se
ria

l.p
rin

tln
("

In
va

lid
 M

es
sa

ge
!!"

); 
   

// 
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

//
・
・
・

・
・
・
素
早
い

LE
D
点
滅

3回
re

tu
rn

;  
// 

O
Sに
戻
る

} } }◇
通
常
処
理
全
体
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シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
起
動

28

◇
W

in
do

w
sの
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認
し
、

ツ
ー
ル

シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
で
、

C
O

M
ポ
ー
ト
を
選
択
す
る

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

00
を
選
択
す
る
②

②

（
マ
イ
コ
ン
リ
セ
ッ
ト
時
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る
た
め
に
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
を
起
動
す
る
）

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

29

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

30

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続

動
作
確
認

1/
2

31

◇
書
込
み
が
完
了
す
る
と
、

M
5S

tic
k-

C
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
が
始
ま
る

シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
、
そ
の
際
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る

◇
W

in
do

w
sコ
マ
ン
ド
プ
ロ
ン
プ
ト
で
以
下
の
コ
マ
ン
ド
を
実
行
す
る

①
．

C
:¥

U
se

rs
¥u

se
r>

cu
rl 

-X
 P

O
ST

 “
ht

tp
://

tr
y:

tr
y@

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io
/q

as
/1

23
” 

-d
 “

1“
M

5S
tic

k-
C
の

LE
D
が
点
灯
し
、
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
到
着
が
表
示
さ
れ
る

②
．

C
:¥

U
se

rs
¥u

se
r>

cu
rl 

-X
 P

O
ST

 "
ht

tp
://

tr
y:

tr
y@

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io
/q

as
/1

23
" 

-d
 “

0“
M

5S
tic

k-
C
の

LE
D
が
消
灯
し
、
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
到
着
が
表
示
さ
れ
る

③
．

C
:¥

U
se

rs
¥u

se
r>

cu
rl 

-X
 P

O
ST

 "
ht

tp
://

tr
y:

tr
y@

br
ok

er
.s

hi
ftr

.io
/q

as
/1

23
" 

-d
 "

9“
M

5S
tic

k-
C
の

LE
D
が
素
早
く

3回
点
滅
し
、
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
に
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
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動
作
確
認

2/
2

W
EB
で
確
認

32

①
ブ
ラ
ウ
ザ
で
次
の

U
R

Lに
ア
ク
セ
ス
す
る
と
図
の
ペ
ー
ジ
が
開
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見
え
る

ht
tp

s:
//l

eg
ac

y.
sh

ift
r.i

o/
try

②
画
面
右
上
の

3つ
の
ア
イ
コ
ン
を
適
宜
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば

表
示
を
見
や
す
く
調
整
で
き
る

※
動
き
回
る
黒
丸
●

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
移
動

黒
丸
が
出
現
す
る
白
丸

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
行
者

中
央
の
大
き
な
〇

M
Q
T
T
B
ro
ke
r

メ
ッ
セ
ー
が
流
れ
着
く
先
の
白
丸

ト
ピ
ッ
ク
名
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M
5S

tic
k-

C

LC
D
（
液
晶
表
示
器
）

M
5S

tic
k-

C
LC

D
の
簡
単
な
テ
ス
ト

1

◇
M

5S
tic

k-
C
に
は
、

80
×

16
0ド
ッ
ト
の
カ
ラ
ー
液
晶
表
示
器
が
、
強
力
な
表
示
機
能
を
シ
ス
テ
ム
に
も
た
ら
し
て
い
る

◇
LC

D
は
、

SP
II

/F
（
※
）
を
持
つ

ST
77

35
Sと
い
う
液
晶
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

IC
で
制
御
さ
れ
て
い
る

※
Se

ria
l P

er
ip

he
ra

l I
nt

er
fa

ce
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
デ
バ
イ
ス
を
接
続
す
る
目
的
の

I/F

◇
簡
単
な
表
示
テ
ス
ト
の
例
を
図
に
示
す

※
左
か
ら
、
白
・
赤
・
緑
・
青
・
黒
、
文
字
列
、
矩
形
描
画
、
塗
り
つ
ぶ
し
、
円
、
塗
り
つ
ぶ
し
、
三
角
形

◇
以
後
、
上
記
テ
ス
ト
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
示
し
、
詳
細
を
解
説
す
る

問
題
：
次
頁
以
後
の
参
考
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
実
行
し
な
さ
い

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
2
（
M

5C
_D

is
pl

ay
_T

es
t_

1）

2

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

>

vo
id

 s
et

up
() 

{
//
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

// 
Lc

d
di

sp
la

y
色

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
W

H
IT

E)
;

//
白

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
R

ED
); 

//
赤

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
G

R
EE

N
); 

//
緑

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
BL

U
E)

; 
//
青

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
BL

AC
K)

; 
//
黒

de
la

y(
50

00
);

//
右
に
続
く
・
・
・

◇
#i

nc
lu

de
 か
ら
初
期
化
部

// 
te

xt
 p

rin
t
文
字
列

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
BL

AC
K)

;
//背
景
黒

M
5.

Lc
d.

se
tC

ur
so

r(0
, 1

0)
;

//カ
ー
ソ
ル
位
置

M
5.

Lc
d.

se
tT

ex
tC

ol
or

(W
H

IT
E)

;
//文
字
色

M
5.

Lc
d.

se
tT

ex
tS

iz
e(

1)
;

//文
字
サ
イ
ズ

M
5.

Lc
d.

pr
in

tf(
“D

is
pl

ay
 T

es
t!”

);
//文
字
列
表
示

de
la

y(
50

00
);

// 
dr

aw
 g

ra
ph

ic
M

5.
Lc

d.
dr

aw
R

ec
t(1

5,
 5

5,
 5

0,
 5

0,
 B

LU
E)

;//
青
矩
形

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lR

ec
t(1

5,
 5

5,
 5

0,
 5

0,
 B

LU
E)

;
//塗
り
つ
ぶ
し

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

dr
aw

C
irc

le
(4

0,
 8

0,
 3

0,
 R

ED
);

//赤
円

de
la

y(
50

00
);

M
5.

Lc
d.

fil
lC

irc
le

(4
0,

 8
0,

 3
0,

 R
ED

);
//塗
つ
ぶ
し

de
la

y(
50

00
);

}

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
2
（
M

5C
_D

is
pl

ay
_T

es
t_

1）

3

vo
id

 lo
op

(){
//
通
常
処
理
部

//r
an

d 
dr

aw
 

M
5.

Lc
d.

fil
lT

ria
ng

le
(

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
w

id
th

()-
1)

,
// 
三
角
形
の

3頂
点
座
標
を
指
定

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
he

ig
ht

()-
1)

,
// 

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
w

id
th

()-
1)

,
// 

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
he

ig
ht

()-
1)

,
// 

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
w

id
th

()-
1)

,
// 

ra
nd

om
(M

5.
Lc

d.
he

ig
ht

()-
1)

,
// 

ra
nd

om
(0

xf
ffe

)
);

// 
塗
の
色
指
定

}◇
通
常
処
理
部

問
題
：
上
記
の
各
頂
点
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で

-1
し
て
い
る
の
は
何
故
か
？
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LC
D
の
座
標
系

4

◇
下
図
左
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
幅

80
ド
ッ
ト
×
高
さ

16
0ド
ッ
ト
の

LC
D
に
な
っ
て
い
る

◇
図
形
描
画
や
点
を
打
つ
場
合
（
グ
ラ
フ
描
画
な
ど
）
は
、
座
標
系
を
考
え
た
描
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
な
る

◇
座
標
系
の
原
点
は
、

LC
D
の
左
上

(x
,y

)=
(0

,0
)と
な
っ
て
い
る
が
、
座
標
系
の
向
き
を

90
度
ず
つ
回
転
で
き
る

M
5.

Lc
d.

se
tR

ot
at

io
n(

 R
 ) 

 R
=0

,1
,2

,3
LC

D
左
上
が
原
点
、
水
平
方
向
＝

X軸
、
垂
直
方
向
＝

Y軸
と
な
る

x

y

※
上
図
は
、
い
ず
れ
も
原
点
に
文
字
サ
イ
ズ

7で
描
画
し
た

（
M

5C
_D

is
pl

ay
_T

es
t_

2）

x

y

x

y
x

y

x

y

※
y方
向
は
下
向
き
が
正
で
、

x、
y共
に
負
の
座
標
は
存
在
し
な
い

色

5

#
d
e
f
i
n
e
 
B
L
A
C
K

0
x
0
0
0
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
 
 
0
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
N
A
V
Y

0
x
0
0
0
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
 
 
0
,
 
1
2
8
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
D
A
R
K
G
R
E
E
N

0
x
0
3
E
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
1
2
8
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
D
A
R
K
C
Y
A
N

0
x
0
3
E
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
1
2
8
,
 
1
2
8
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
M
A
R
O
O
N

0
x
7
8
0
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
2
8
,
 
 
 
0
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
P
U
R
P
L
E

0
x
7
8
0
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
2
8
,
 
 
 
0
,
 
1
2
8
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
O
L
I
V
E

0
x
7
B
E
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
2
8
,
 
1
2
8
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
L
I
G
H
T
G
R
E
Y

0
x
C
6
1
8
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
9
2
,
 
1
9
2
,
 
1
9
2
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
D
A
R
K
G
R
E
Y

0
x
7
B
E
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
2
8
,
 
1
2
8
,
 
1
2
8
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
B
L
U
E

0
x
0
0
1
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
 
 
0
,
 
2
5
5
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
G
R
E
E
N

0
x
0
7
E
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
2
5
5
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
C
Y
A
N

0
x
0
7
F
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
 
 
0
,
 
2
5
5
,
 
2
5
5
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
R
E
D

0
x
F
8
0
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
2
5
5
,
 
 
 
0
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
M
A
G
E
N
T
A

0
x
F
8
1
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
2
5
5
,
 
 
 
0
,
 
2
5
5
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
Y
E
L
L
O
W

0
x
F
F
E
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
2
5
5
,
 
2
5
5
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
W
H
I
T
E

0
x
F
F
F
F
 
 
 
 
 
 
/
*
 
2
5
5
,
 
2
5
5
,
 
2
5
5
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
O
R
A
N
G
E

0
x
F
D
2
0
 
 
 
 
 
 
/
*
 
2
5
5
,
 
1
6
5
,
 
 
 
0
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
G
R
E
E
N
Y
E
L
L
O
W

0
x
A
F
E
5
 
 
 
 
 
 
/
*
 
1
7
3
,
 
2
5
5
,
 
 
4
7
 
*
/

#
d
e
f
i
n
e
 
P
I
N
K

0
x
F
8
1
F
 
 
 
 
 
 
/
/
問
題
：
ピ

ン
ク
の

値
は

1
0
進
数
で
い

く
つ
か

？

◇
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
色
コ
ー
ド
が
定
義
さ
れ
、
図
形
輪
郭
線
・塗
・
文
字
の
各
色
は
、
定
義
名
で
指
定
で
き
る

◇
R

G
B各
色
を
各
々

5b
it、

6b
it、

5b
itで
表
現

(R
G

B5
65
モ
ー
ド

)し
た
色
を

16
bi

tコ
ー
ド
に
変
換
す
る
関
数
も
使
え
る

M
5.

Lc
d.

co
lo

r5
65

(r,
 g

, b
)

◇
文
字
の
色
は

M
5.

Lc
d.

se
tT

ex
tC

ol
or

(色
名

)
で
指
定
で
き
る

※
図
形
の
色
は
、
描
画
の
関
数
で
指
定
で
き
る

文
字
描
画

6

◇
文
字
描
画
は
、
次
の
関
数
が
準
備
さ
れ
て
い
る

・
カ
ー
ソ
ル
指
定

①
．

M
5.

Lc
d.

pr
in

t(s
tri

ng
)

文
字
列
描
画

②
．

M
5.

Lc
d.

pr
in

tln
(s

tri
ng

)
改
行
付
き

③
．

M
5.

Lc
d.

pr
in

tf(
“%

d”
, i

)
書
式
指
定
文
字
列
描
画

・
座
標
指
定

④
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

St
rin

g(
st

rin
g,

 x
, y

)
座
標
指
定

⑤
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

St
rin

g(
st

rin
g,

 x
, y

, f
on

t)
座
標
・
フ
ォ
ン
ト
指
定

※
文
字
列
・
文
字
描
画
関
数
は
他
に
も
あ
る

◇
文
字
サ
イ
ズ
、
文
字
色
を
変
え
て

M
5.

Lc
d.

pr
in

tln
(s

tri
ng

)を
用
い
た
描
画
例
（下
図
）

M
5C

_D
is

pl
ay

_T
es

t_
3
が
あ
る

上
か
ら
順
に
文
字
サ
イ
ズ

1,
2,

3,
4
各
々
色
の
名
称
を
描
画
し
た
も
の

◇
グ
ラ
フ
の
描
画
で
は
、
ド
ッ
ト
単
位
の
位
置
指
定
が
重
要
な
の
で
、

座
標
指
定
文
字
列
描
画
が
威
力
を
発
揮
す
る

画
面
塗
り
つ
ぶ
し

7

◇
画
面
全
体
の
塗
り
つ
ぶ
し
に
は

M
5.

Lc
d.

fil
lS

cr
ee

n(
co

lo
r)
関
数
が
使
え
る

図
は
左
か
ら
、

W
H

IT
E、

R
ED
、

G
R

EE
N
、

BL
U

E、
BL

AC
K
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
様
子

※
参
考
ソ
ー
ス
コ
ー
ド

M
5C

_D
is

pl
ay

_T
es

t_
1
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図
形
描
画

8

◇
図
形
描
画
関
数
は
以
下
の
も
の
が
あ
る

※
co

lo
rは
色
定
義
名
、
ま
た
は
色
コ
ー
ド

16
bi

t）

①
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

Pi
xe

l(x
, y

, c
ol

or
)

点
描
画

x、
yは
点
の
座
標

②
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

Li
ne

(x
0,

 y
0,

 x
1,

 y
1,

 c
ol

or
)

線
描
画

x0
、

y0
は
開
始
位
置
座
標
、

x1
、

y1
は
終
了
位
置
座
標

③
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

C
irc

le
(x

, y
, r

, c
ol

or
)

円
描
画

x、
yは
円
の
中
心
座
標
、

rは
半
径

④
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

R
ec

t(x
, y

, w
, h

, c
ol

or
)

矩
形
描
画

x、
yは
左
上
の
座
標
、

w
、

hは
矩
形
の
幅
、
高
さ

⑤
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

Tr
ia

ng
le

(x
0,

 y
0,

 x
1,

 y
1,

 x
2,

 y
2,

 c
ol

or
)

三
角
形
描
画

xn
,y

nは
3つ
の
頂
点
の
座
標

⑥
．

M
5.

Lc
d.

fil
lC

irc
le

(x
, y

, r
, c

ol
or

)
円
塗
り
つ
ぶ
し
描
画

x、
yは
中
心
座
標
、

rは
半
径

⑦
．

M
5.

Lc
d.

fil
lR

ec
t(x

, y
, w

, h
, c

ol
or

)
矩
形
塗
り
つ
ぶ
し

x、
yは
左
上
の
座
標
、

w
、

hは
矩
形
の
幅
、
高
さ

⑧
．

M
5.

Lc
d.

fil
lT

ria
ng

le
(x

0,
 y

0,
 x

1,
 y

1,
 x

2,
 y

2,
 c

ol
or

)
三
角
形
描
画

xn
,y

nは
3つ
の
頂
点
の
座
標

※
参
考
ソ
ー
ス
コ
ー
ド

M
5C

_D
is

pl
ay

_T
es

t_
1

文
字
フ
ォ
ン
ト

9

◇
文
字
フ
ォ
ン
ト
は
、
次
の
関
数
で
指
定
で
き
る

①
．

M
5.

Lc
d.

se
tT

ex
tF

on
t(f

on
t)

あ
ら
か
じ
め
フ
ォ
ン
ト
を
指
定
す
る

②
．

M
5.

Lc
d.

dr
aw

St
rin

g(
st

rin
g,

 x
, y

, f
on

t)
描
画
時
に
指
定
す
る

fo
nt

=
1

Ad
af

ru
it 

8ピ
ク
セ
ル

AS
C

IIフ
ォ
ン
ト
（
de

fa
ul

tら
し
い

)
2

16
ピ
ク
セ
ル

AS
C

IIフ
ォ
ン
ト

1の
フ
ォ
ン
ト
を

2倍
の
大
き
さ
に
し
た
も
の

4
26
ピ
ク
セ
ル

AS
C

IIフ
ォ
ン
ト

6
26
ピ
ク
セ
ル
数
字
フ
ォ
ン
ト

※
参
考
ソ
ー
ス
コ
ー
ド

M
5C

_D
is

pl
ay

_T
es

t_
4サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ
て
実
用
的
で
は
な
い

fo
nt

=
1

fo
nt

=
2

サ
ン
プ
ル

10

◇
内
蔵
加
速
度
セ
ン
サ
に
よ
る

G
の
計
測
値
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
様
子
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M
5S

tic
k-

C

Bl
ue

to
ot

h

B
lu

et
oo

th
C

la
ss

1
注
）
通
信
距
離
は
目
安

C
la

ss
1~

3

◇
M

5S
tic

k-
C
に
は

C
la

ss
1の

Bl
ue

to
ot

h機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

こ
れ
を
用
い
て
、
シ
リ
ア
ル
通
信
を
無
線
化
す
る

送
信

固
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

PC
に
向
け
て
送
信
す
る

2

シ
リ
ア
ル
通
信

AB
C

D
EF

G
・
・
・
12

3
Bl

ue
to

ot
h

置
き
換
え

シ
ス
テ
ム
構
想

3

◇
シ
リ
ア
ル
通
信
の
固
定
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
を

Bl
ue

to
ot

h化
す
る
（
以
下
は
そ
の
仕
様
）

◇
固
定
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
シ
リ
ア
ル
通
信
で
経
験
し
た

ボ
タ
ン
押
下
に
同
期
し
て
【
LE

D
点
灯
制
御
＋
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
】
を
行
う

M
5S

tic
k-

C
に
は

A、
B

2つ
の
ボ
タ
ン
が
あ
る

◇
以
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
関
数
が
準
備
さ
れ
て
い
る

①
．
ボ
タ
ン
押
下

M
5.

up
da

te
()
と

M
5.

Bt
nA

.w
as

Pr
es

se
d(

)
M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)

②
．

LE
D
点
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
)
※
負
論
理
な
の
で

LO
W
で
点
灯

③
．

LE
D
消
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
)

③
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信

Se
ria

l.p
rin

t()
ま
た
は

Se
ria

l.p
rin

tln
()

※
押
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え
る

上
記
シ
ス
テ
ム
を

Bl
ue

to
ot

h経
由
に
置
き
換
え
る

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lラ
イ
ブ
ラ
リ
が
使
え
る

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lの
使
い
方
は
シ
リ
ア
ル
通
信
と
同
じ

◇
シ
リ
ア
ル
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
用
す
る
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
2
（
M

5C
_S

im
pl

e_
B

LT
_S

er
ia

l_
1）

4

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

> 
   

   
   

 
// 
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

#i
nc

lu
de

 <
Bl

ue
to

ot
hS

er
ia

l.h
> 

   
// 

Bl
ue

to
ot

h 
Se

ria
l L

ib

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lb

ts
;  

   
   

   
 

// 
Bl

ue
to

ot
h 

O
bj

ec
t

vo
id

 s
et

up
(){

 //
 初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

//
マ
イ
コ
ン
初
期
化

// 
LE

D
 O

N
(G

PI
O

_N
U

M
_1

0 
or

 M
5_

LE
D

)
pi

nM
od

e(
M

5_
LE

D
, O

U
TP

U
T)

;  
   

   
// 

LE
D
ピ
ン
を
出
力
に
設
定
す
る

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
を
あ
ら
か
じ
め
消
灯
し
て
お
く

bt
s.

be
gi

n(
“＊
＊
＊
＊

")
;  

   
// 

PC
側
で
ペ
ア
リ
ン
グ
す
る
デ
バ
イ
ス
名
称

}

◇
初
期
化
処
理
ま
で

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
2
（
M

5C
_S

er
ia

l_
1）

5

vo
id

 lo
op

() 
{ 

// 
通
常
処
理
部

M
5.

up
da

te
();

  
// 

M
5S

tic
k-

C
 状
態
を
更
新

if(
M

5.
Bt

nA
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

// 
LE

D
点
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Bu
tto

n 
A 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

// 
Aボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た

bt
s.

pr
in

tln
("

Bu
tto

n 
A 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

   
// 

BL
Tに
も
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ

} if(
M

5.
Bt

nB
.w

as
Pr

es
se

d(
)=

= 
tru

e)
 {

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

Se
ria

l.p
rin

tln
("

Bu
tto

n 
B 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

// 
Bボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た

bt
s.

pr
in

tln
("

Bu
tto

n 
B 

w
as

 P
re

ss
ed

!!"
); 

   
// 

BL
Tに
も
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ

} }

◇
通
常
処
理
で
は
押
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
通
知
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し
て
い
る

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

6

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

7

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続
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B
lu

et
oo

th
D

ev
ic

e
の
追
加
（
ペ
ア
リ
ン
グ
）

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
U

R
AY

AM
A 

G
ak

ue
n 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d

8

◇
書
込
み
が
完
了
し
た
ら
、
数
秒
待
っ
て
、
以
下
の
手
順
で
デ
バ
イ
ス
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

①
ス
タ
ー
ト
設
定

②
デ
バ
イ
ス

③
Bl

ue
to

ot
hと
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス

④
デ
バ
イ
ス
を
追
加
す
る

⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
デ
バ
イ
ス
名
選
択

⑤
ペ
ア
リ
ン
グ
完
了

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

B
lu

et
oo

th
Se

ria
lの
発
信
用
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
U

R
AY

AM
A 

G
ak

ue
n 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d

9

◇
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
か
ら

設
定

デ
バ
イ
ス

そ
の
他
の

Bl
ue

to
ot

hオ
プ
シ
ョ
ン

と
た
ど
り
、
【
C

O
M
ポ
ー
ト
】
タ
ブ
を
選
択
す
る

◇
ペ
ア
リ
ン
グ
し
た

Bl
ue

to
ot

hデ
バ
イ
ス
名
の
方
向
が
【
発
信
】
と

な
っ
て
い
る

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認
し
メ
モ
す
る

◇
メ
モ
し
た

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を

ID
Eの
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
で

選
択
す
る

＊
＊
＊
＊

発
信
の

C
O

M
ポ
ー
ト

動
作
確
認

1/
3

10

◇
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
書
き
込
み
が
終
了
す
る
と
、
自
動
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

◇
Aを
押
下
す
る
と

LE
D
が
点
灯
し
、

Bボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と

LE
D
が
消
灯
す
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
！

◇
こ
れ
で

2つ
の
ボ
タ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

※
左
側
面
の
ボ
タ
ン
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
電
源
制
御
が
絡
む

利
用
す
る
際
は
、
慎
重
に
調
査
し
て
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と

Bボ
タ
ン

Aボ
タ
ン

カ
チ
ッ
！

カ
チ
ッ
！

動
作
確
認

2/
3
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
の
確
認
準
備

11

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

0
を
選
択
す
る
②

②
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動
作
確
認

3/
3
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
の
確
認

12

◇
Aボ
タ
ン
を
押
す
と

LE
D
が
点
灯
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（B

ut
to

n
A

w
as

 p
re

ss
ed

!!）
が
表
示
さ
れ
る

◇
Bボ
タ
ン
を
押
す
と

LE
D
が
消
灯
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
（B

ut
to

n
B

w
as

 p
re

ss
ed

!!）
が
表
示
さ
れ
る

◇
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
を
一
度
終
了
し
て
、

ペ
ア
リ
ン
グ
し
た

C
O

M
ポ
ー
ト
に
接
続
し
て

再
度
、
シ
リ
ア
ル
モ
ニ
タ
を
起
動
す
る

◇
Aボ
タ
ン
、

Bボ
タ
ン
を
順
次
押
し
て
み
る
と
、

先
ほ
ど
と
同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
受
信
さ
れ
る

◇
B

lu
et

oo
th
接
続
な
の
で
、

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
を

外
し
て
も
通
信
は
行
わ
れ
る

カ
チ
ッ
！

カ
チ
ッ
！

LE
D
消
灯

LE
D
点
灯

受
信

PC
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
る

13

12
9

12
9

Bl
ue

to
ot

h

置
き
換
え

シ
ス
テ
ム
構
想

14

◇
シ
リ
ア
ル
通
信
の
受
信
を

Bl
ue

to
ot

h
に
置
き
換
え
る
以
下
は
、
そ
の
仕
様

◇
受
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

LE
D
を
制
御
し
よ
う

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
設
計
と
処
理
設
計

①
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
長
：

1バ
イ
ト
＋
改
行
コ
ー
ド

②
．
改
行
コ
ー
ド
ま
で
受
信
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
解
析
と
対
応
す
る
処
理
を
行
う

③
．
受
信
バ
ッ
フ
ァ
は
、
文
字
型
配
列
で

10
バ
イ
ト
程
度
確
保
す
る
（
誤
っ
た
長
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
応
）

④
．
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容

0文
字
目
：
LE

D
O

N
/O

FF
指
示

0
：
消
灯

1
：
点
灯
そ
れ
以
外
：
点
滅

◇
以
下
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
関
数
を
使
用
す
る

①
．

Se
ria

l.a
va

ila
bl

e(
)

受
信
バ
ッ
フ
ァ
に
デ
ー
タ
が
あ
る
か
調
べ
る

②
．

Se
ria

l.r
ea

d(
)

1文
字
受
信
す
る

③
．

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
)

LE
D
点
灯

④
．

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
)

LE
D
消
灯

◇
上
記
シ
ス
テ
ム
を

Bl
ue

to
ot

h経
由
に
置
き
換
え
る

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lラ
イ
ブ
ラ
リ
が
使
え
る

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lの
使
い
方
は
シ
リ
ア
ル
通
信
と
同
じ

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1/
3
（
M

5C
_S

im
pl

e_
B

LT
_S

er
ia

l_
2）

15

#i
nc

lu
de

 <
M

5S
tic

kC
.h

> 
  

// 
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

#i
nc

lu
de

 <
Bl

ue
to

ot
hS

er
ia

l.h
> 

   
// 

Bl
ue

to
ot

h 
Se

ria
l L

ib

Bl
ue

to
ot

hS
er

ia
lb

ts
;  

   
   

   
 

// 
Bl

ue
to

ot
h 

O
bj

ec
t

in
t i

;  
   

   
  

// 
1文
字
受
信
時
の
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

ch
ar

 b
uf

[1
0]

;  
// 
メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ッ
フ
ァ

vo
id

 s
et

up
(){

 
// 
初
期
化
部

M
5.

be
gi

n(
);

pi
nM

od
e(

M
5_

LE
D

, O
U

TP
U

T)
;  

   
   

// 
LE

D
ピ
ン
を
出
力
に
設
定
す
る

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
を
あ
ら
か
じ
め
消
灯
し
て
お
く

i=
0;

   
   

   
 

// 
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
初
期
化

bt
s.

be
gi

n(
“＊
＊
＊
＊

");
   

  
// 

PC
側
で
ペ
ア
リ
ン
グ
す
る
デ
バ
イ
ス
名
称

}

◇
初
期
化
処
理
ま
で
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2/
3
（

M
5C

_S
im

pl
e_

B
LT

_S
er

ia
l_

2 
）

16

vo
id

 lo
op

() 
{ 

// 
通
常
処
理
部

ch
ar

 c
;  

   
  

// 
受
信
デ
ー
タ

1文
字
分

if(
bt

s.
av

ai
la

bl
e(

)){
   

   
   

// 
Bl

ue
to

ot
hか
ら
受
信
デ
ー
タ
あ
り
？

c 
= 

bt
s.

re
ad

();
   

   
   

   
// 

Bl
ue

to
ot

hか
ら

1文
字

R
ea

d
bu

f[i
++

] =
 c

;  
   

   
   

   
   

// 
受
信
し
た
文
字
を
格
納

if(
c 

==
 '¥

n'
){ 

   
   

   
   

   
// 
改
行
な
ら
ば
電
文
の
終
端

i=
0;

   
   

   
   

   
   

   
   

// 
バ
ッ
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
初
期
化

//
LE

D
点
灯
制
御
部

} } }

◇
通
常
処
理
最
も
外
側
部
分

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3/
3
（

M
5C

_S
im

pl
e_

B
LT

_S
er

ia
l_

2 
）

17

sw
itc

h 
(b

uf
[0

]){
ca

se
 ‘0

’:
//

0
LE

D
消
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

bt
s.

pr
in

tln
(“L

ED
 O

FF
!!”

); 
   

// 
LE

D
消
灯
メ
ッ
セ
ー
ジ

Bl
ue

to
ot

hに
出
力

br
ea

k;
ca

se
 ‘1

’:
//

1
LE

D
点
灯

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯
（
負
論
理
）

bt
s.

pr
in

tln
("

LE
D

 O
N

!!"
); 

// 
LE

D
点
灯
メ
ッ
セ
ー
ジ

Bl
ue

to
ot

hに
出
力

br
ea

k;
de

fa
ul

t:
//
不
明
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, L
O

W
); 

 
// 

LE
D
点
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
10

0)
; /

/ し
ば
し
待
つ

di
gi

ta
lW

rit
e(

M
5_

LE
D

, H
IG

H
); 

   
 

// 
LE

D
消
灯
（
負
論
理
）

de
la

y(
10

0)
; /

/ し
ば
し
待
つ

・
・
・
・
・
・

bt
s.

pr
in

tln
("

U
nk

no
w

n 
co

m
m

an
d!

!")
;  

  /
/ 不
明
な
コ
マ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

Bl
ue

to
ot

hに
出
力

br
ea

k;
}

◇
通
常
処
理

LE
D
点
灯
制
御
部

LE
D
ピ
カ
ピ
カ

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

18

◇
以
下
の
よ
う
に

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・
・
・
と
た
ど
り
、

M
5S

tic
k-

C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド
以
後
の
表
示
は
、
使
用
し
て
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
の

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、

15
00

00
0
に
セ
ッ
ト
す
る

◇
以
後
、

M
5S

tic
k-

C
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の
設
定
で
行
う

マ
イ
コ
ン
を

PC
と
接
続

19

①
．
M
5
S
ti
c
k-
C
を
P
C
と
接
続

②
．
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
C
O
M
ポ
ー
ト
確
認

③
．
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
定

④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー
ブ
ル

開
発
用

PC
PC
の

U
SB
ポ
ー
ト
に
接
続
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B
lu

et
oo

th
D

ev
ic

e
の
追
加
（
ペ
ア
リ
ン
グ
）

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
U

R
AY

AM
A 

G
ak

ue
n 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d

20

◇
書
込
み
が
完
了
し
た
ら
、
数
秒
待
っ
て
、
以
下
の
手
順
で
デ
バ
イ
ス
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

①
ス
タ
ー
ト
設
定

②
デ
バ
イ
ス

③
Bl

ue
to

ot
hと
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス

④
デ
バ
イ
ス
を
追
加
す
る

⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
デ
バ
イ
ス
名
選
択

⑤
ペ
ア
リ
ン
グ
完
了

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

B
lu

et
oo

th
Se

ria
lの
発
信
用
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認

C
op

yr
ig

ht
 (C

) 2
02

0 
U

R
AY

AM
A 

G
ak

ue
n 

Al
l R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d

21

◇
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
か
ら

設
定

デ
バ
イ
ス

そ
の
他
の

Bl
ue

to
ot

hオ
プ
シ
ョ
ン

と
た
ど
り
、
【
C

O
M
ポ
ー
ト
】
タ
ブ
を
選
択
す
る

◇
ペ
ア
リ
ン
グ
し
た

Bl
ue

to
ot

hデ
バ
イ
ス
名
の
方
向
が
【
発
信
】
と

な
っ
て
い
る

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を
確
認
し
メ
モ
す
る

◇
メ
モ
し
た

C
O

M
ポ
ー
ト
番
号
を

ID
Eの
シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト
で

選
択
す
る

＊
＊
＊
＊

発
信
の

C
O

M
ポ
ー
ト

動
作
確
認

1/
2
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
の
確
認
準
備

22

◇
ID

Eの
右
上
に
あ
る
虫
眼
鏡
マ
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
起
動
す
る
①

シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

①

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
右
下
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
、

デ
フ
ォ
ル
ト
の
通
信
速
度

11
52

00
を
選
択
す
る
②

②

動
作
確
認

2/
2

23

◇
シ
リ
ア
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
送
信

B
O

Xに
以
下
の
電
文
を
記
述
し
て

EN
TE

R
Ke

y
を
押
下
す
る

ま
た
は
送
信
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

◇
電
文
を

1桁
の
半
角
数
字
で
入
力
す
る

①
．

1
EN

TE
R

LE
D
が
点
灯
し

LE
D

O
N
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
．

0
EN

TE
R

LE
D
が
消
灯
し

LE
D

O
FF
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
．

0，
1以
外

EN
TE

R
LE

D
が
点
滅
し

U
nk

no
w

n 
co

m
m

an
d!

!メ
ッ
セ
ー
ジ
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D
ig
it
a
l
C
a
m
e
ra

医
療

A
I連
携

デ
ジ
タル
カメ
ラ開
発

U
n
it
V
＋
M
5
S
ti
ck
C

1

◇
撮

像
ユ

ニ
ッ

ト
と

し
て

U
ni

tV
、

表
示

ユ
ニ

ッ
ト

と
し

て
M

5S
ti
c
kC

の
使

い
方

を
実

習
し

て
き

た

◇
U

n
it
V

は
S
D

カ
ー

ド
ス

ロ
ッ

ト
を

搭
載

し
て

い
る

◇
以

下
の

機
能

分
担

で
簡

易
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

を
開

発
し

よ
う

U
n
it
V ①

．
カ

メ
ラ

モ
ジ

ュ
ー

ル
撮

影

②
．

S
D

カ
ー

ド
ス

ロ
ッ

ト
画

像
記

録

③
．

S
W

（
ボ

タ
ン

）
シ

ャ
ッ

タ
ー

M
5
S
ti
c
kC

①
．

L
C

D
画

像
表

示

◇
U

n
it
V

で
撮

影
し

た
画

像
を

M
5
S
ti
c
kC

に
送

る
た

め
に

、
G

ro
ve

ケ
ー

ブ
ル

で

2
つ

の
ユ

ニ
ッ

ト
を

接
続

し
、

U
ni

tV
か

ら
M

5
S
ti
c
kC

に
シ

リ
ア

ル
通

信
で

送
信

す
る

◇
U

n
it
V

は
バ

ッ
テ

リ
を

持
た

な
い

の
で

、
電

源
は

M
5
S
ti
c
kC

か
ら

G
ro

ve
ケ

ー
ブ

ル
を

経
由

し
て

供
給

す
る

（
G

ro
ve

ケ
ー

ブ
ル

は
U

n
it
V

に
付

属
し

て
い

る
も

の
を

使
用

す
る

）

M
5
S
ti
c
kC

の
内

部
バ

ッ
テ

リ
で

電
力

が
不

足
す

る
場

合
は

、
M

5S
ti
c
kC

に

U
S
B

ケ
ー

ブ
ル

で
電

源
を

供
給

す
れ

ば
よ

い

SD
カー
ド

G
ro

ve
ケ
ー
ブ
ル

U
ni

tV
M

5S
tic

k-
C

シ
ス
テ
ム
構
想

2

◇
S
D

カ
ー

ド
の

ル
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
ト

リ
に

、
M

ic
ro

P
yt

h
o
n

の
ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

を
【
bo

o
t.
py

】
と

い
う

名
称

で

保
存

し
て

お
く
と

、
カ

メ
ラ

起
動

時
に

、
そ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
実

行
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

開
発

中
は

M
ai

xP
y

ID
E

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
S
D

カ
ー

ド
は

空
の

ま
ま

に
し

て
お

く

◇
開

発
す

る
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

の
動

作
に

つ
い

て

①
．

カ
メ

ラ
に

写
る

画
像

が
L
C

D
に

表
示

さ
れ

て
い

る

②
．

A
ボ

タ
ン

を
押

し
て

画
像

を
撮

影
し

、
そ

の
画

像
を

S
D

カ
ー

ド
に

J
pe

gフ
ァ

イ
ル

で
保

存
し

た
後

、

M
5
S
ti
c
k-

C
に

送
信

す
る

保
存

前
後

で
L
E
D

を
点

滅
す

る
の

で
撮

影
し

た
こ

と
が

わ
か

る

③
．

画
像

フ
ァ

イ
ル

は
、

自
動

更
新

さ
れ

る
シ

リ
ア

ル
番

号
付

き
の

フ
ァ

イ
ル

名
で

保
存

す
る

S
D

カ
ー

ド
の

/
im

g
フ

ォ
ル

ダ
に

上
書

き

④
．

B
ボ

タ
ン

を
押

し
て

、
撮

影
を

終
了

す
る

U
n
it
V

の
L
E
D

を
数

回
点

滅
し

て
終

了
を

通
知

し
、

S
D

カ
ー

ド
が

取
り

外
せ

る

◇
カ

メ
ラ

の
フ

レ
ー

ム
サ

イ
ズ

は
、

Q
V

G
A

（W
：
3
20

×
H

：2
4
0
）と

し
、

画
像

の
中

央
部

分
を

L
C

D
の

サ
イ

ズ
（
W

：8
0

H
：
1
6
0
）
に

切
り

取
っ

た
画

像
を

M
5
S
ti
c
k-

C
に

シ
リ

ア
ル

通
信

で
送

る
（
G

ro
ve

I/
F
）

※
保

存
は

、
切

取
り

枠
の

な
い

Q
V

G
A

サ
イ

ズ
の

ま
ま

保
存

す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
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◇
U

n
it
V

用
と

M
5
S
ti
c
k-

C
用

に
別

々
の

異
な

る
マ

イ
コ

ン
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
が

必
要

と
な

る

U
n
it
V

が
全

体
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
て

い
る

【
主

】で
あ

る

M
5
S
ti
c
k-

C
は

【
従

属
ユ

ニ
ッ

ト
】に

該
当

す
る

◇
画

像
を

確
認

し
な

が
ら

、
2
つ

の
マ

イ
コ

ン
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

並
行

し
て

開
発

し
よ

う
！

！

・
・
・

な
か

な
か

難
し

い
こ

と
だ

が
、

こ
の

よ
う

な
並

行
処

理
シ

ス
テ

ム
が

実
戦

で
は

た
い

へ
ん

多
い

・
・
・

◇
ま

ず
U

n
it
V

で
撮

影
し

た
画

像
を

L
C

D
サ

イ
ズ

に
切

り
取

り
、

M
5
S
ti
c
k-

C
に

送
信

す
る

だ
け
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ソ

ー
ス

コ
ー

ド
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紹
介

し
、

そ
の

後
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M
5
S
ti
c
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C
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受
信
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表
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を
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ソ
ー

ス
コ

ー
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紹

介
す

る
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き
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マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
の
選
択

8

◇
以
下
の
よ
うに

ID
E
で
ツ
ー
ル

ボ
ー
ド

・・
・と
た
どり
、M

5S
tic

k-
C
を
選
択
す
る

※
ボ
ー
ド以
後
の
表
示
は
、使
用
して
い
る

ID
Eの
状
況
に
応
じて
変
わ
る

◇
同
様
に
シ
リア
ル
ポ
ー
トの

U
pl

oa
d

Sp
ee

d
は
、1

50
00

00
に
セ
ット
す
る

◇
以
後
、M

5S
tic

k-
Cを
使
用
す
る
場
合
は
、必
ず
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設
定
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行
う

マ
イ
コ
ン
を
P
C
と
接
続
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①
．
M
5
S
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ck
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②
．
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O
M
ポ
ー
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認
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．
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リ
ア
ル
ポ
ー
ト
設
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④
．
コ
ン
パ
イ
ル

⑤
．
書
込
み
完
了

M
5S

tic
k-

C

U
SB

-C
ケ
ー

ブ
ル

開
発
用

PC

PC
の

U
SB
ポ
ー
トに
接
続

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

10

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤
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へ

動
作
確
認
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◇
Ｕ

ｎ
ｉｔ
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と
Ｍ

５
Ｓ

ｔｉ
ｃ
ｋ
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Ｃ
を

Ｇ
ｒｏ

ｖ
ｅ
ケ

ー
ブ

ル
で

接
続

す
る

◇
先

に
U

n
it
V

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

行
す

る
下

図
右

の
よ

う
に

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
て

い
る

画
像

が
ID

E
の

モ
ニ

タ
に

写
る

◇
モ

ニ
タ

画
像

の
矩

形
枠

内
の

画
像

が
M

5S
ti
c
k-

C
の

L
C

D
に

ぴ
っ

た
り

と
収

ま
り

、
切

り
取

り
枠

が
L
C

D
外

周
に

表
示

さ
れ

て
い

る

次
に

、
画

像
を

S
D

カ
ー

ド
に

保
存

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
れ

ば
、

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
が

完
成

す
る

！
！

P
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へ
P

C
へ

155



ソ
ー
ス
コ
ー
ド
1
/
3
（
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
2
.p
y
）

12

◇
ボ

タ
ン

押
下

に
対

応
し

て
画

像
S
D

カ
ー

ド
に

保
存

す
る

U
n
it
V

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

追
加

す
る

(追
加

部
分

を
赤

字
で

示
す

）

◇
冒

頭
か

ら
L
E
D

点
滅

関
数

ま
で

im
po

rt
 o

s
fr

o
m

 b
o
ar

d 
im

po
rt

 b
o
ar

d_
in

fo
fr

o
m

 f
pi

o
a_

m
an

ag
e
r 

im
po

rt
 f
m

fr
o
m

 m
ac

h
in

e
 i
m

po
rt

 I
2
C

, 
U

A
R

T
fr

o
m

 M
ai

x 
im

po
rt

 G
P

IO
im

po
rt

 s
e
n
so

r
fr

o
m

 m
o
du

le
s 

im
po

rt
 w

s2
8
1
2

d
e
f 
R

G
B

_L
E
D

()
:

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
.s

e
t_

le
d
(0

,(
0
,B

R
IG

H
T
N

E
S
S
,0

))
a 

=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p
(0

.2
)

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
.s

e
t_

le
d
(0

,(
0
,0

,0
))

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p
(0

.2
)

＃
各
種
ライ
ブ
ラリ
を
イン
ポ
ー
ト

＃
LE

D
点
滅
関
数

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
2
/
3
（
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
2
.p
y
）

13

◇
初

期
化

部
(追

加
部

分
を

赤
字

で
示

す
）

se
n
so

r.
re

se
t(

)
se

n
so

r.
se

t_
pi

xf
o
rm

at
(s

e
n
so

r.
R

G
B

56
5
)

se
n
so

r.
se

t_
fr

am
e
si

ze
(s

e
n
so

r.
Q

V
G

A
)#

Q
V

G
A

=
3
2
0x

24
0

se
n
so

r.
se

t_
vf

lip
(1

)
se

n
so

r.
se

t_
h
m

ir
ro

r(
1
)

se
n
so

r.
ru

n
(1

)
se

n
so

r.
sk

ip
_f
ra

m
e
s(

)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

3
5,

 f
m

.f
pi

o
a.

U
A

R
T
1
_T

X
, f

o
rc

e
=
T
ru

e
)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

3
4,

 f
m

.f
pi

o
a.

U
A

R
T
1
_R

X
, f

o
rc

e
=
T
ru

e
)

u
ar

t 
=
 U

A
R

T
(U

A
R

T
.U

A
R

T
1,

 9
2
1
6
0
0
,8

,0
,0

, t
im

e
o
u
t=

1
0
0
0
, r

e
ad

_b
u
f_
le

n
=
4
0
9
6
)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

1
8
, f

m
.f
pi

o
a.

G
P

IO
1
)

b
u
t_

a=
G

P
IO

(G
P

IO
.G

P
IO

1
, G

P
IO

.IN
, G

P
IO

.P
U

L
L
_U

P
)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

1
9
, f

m
.f
pi

o
a.

G
P

IO
2
)

b
u
t_

b
 =

 G
P

IO
(G

P
IO

.G
P

IO
2
, G

P
IO

.IN
, G

P
IO

.P
U

L
L
_U

P
)

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
1
2
 =

 w
s2

8
1
2
(8

,1
)

B
R

IG
H

T
N

E
S
S
 =

 0
x1

0

＃
カメ
ラの
初
期
設
定

＃
シ
リア
ル
ポ
ー
ト初
期
設
定

＃
ボ
タン
用

IO
初
期
設
定

＃
LE

D
用

IO
初
期
設
定

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
3
/
3
（
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
2
.p
y
）

14

◇
S
D

カ
ー

ド
初

期
設

定
～

通
常

処
理

部
(追

加
部

分
を

赤
字

で
示

す
)

tr
y:

#
フ

ォ
ル

ダ
作

成
o
s.

m
kd

ir
("

/
sd

/
im

g"
)

e
xc

e
p
t 

E
xc

e
p
ti
o
n
 a

s 
e
:

p
as

s

P
h
o
to

N
o
=
0

#
写

真
番

号
=
0

R
G

B
_L

E
D

()
#
L
E
D

点
滅

1
回

#
準

備
完

了
の

印

w
h
ile

(T
ru

e
):

#
通

常
処

理
部

im
g 

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)
im

g.
dr

aw
_r

e
ct

an
gl

e
(1

2
0
,4

0
,8

0
,1

6
0,

c
o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
th

ic
kn

e
ss

=
1
)

im
g2

 =
 i
m

g.
c
o
py

((
1
2
0
,4

0
,8

0
,1

6
0
))
  
  

#
 Q

V
G

A
u
ar

t.
w

ri
te

(i
m

g2
)

if
 b

u
t_

a.
va

lu
e
()
 =

=
 0

:
#

A
ボ

タ
ン

押
下

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

im
g 

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)
#

画
像

取
り

込
み

im
g.

sa
ve

("
/
sd

/
im

g/
p
h
o
to

"
 +

 s
tr

(P
h
o
to

N
o
) 
+
 "

.jp
g"

, q
u
al

it
y=

9
5
)

P
h
o
to

N
o
=
P

h
o
to

N
o
+
1

#
 写

真
N

o
＋

１
R

G
B

_L
E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

if
 b

u
t_

b.
va

lu
e
()
 =

=
 0

:
#

B
ボ

タ
ン

押
下

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

R
G

B
_L

E
D

()
#
 L

E
D

 点
滅

br
e
ak

#
 ル

ー
プ

か
ら

抜
け

出
て

終
了

※
画
像
保
存

◇
ソ

ー
ス

コ
ー

ド
を

ID
E
で

記
述

し

適
当

な
名

称
で

保
存

す
る

※
拡

張
子

【
．

ｐ
ｙ
】
を

付
け

る

◇
こ

の
ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

を
【
b
o
o
t.
p
y】

と

い
う

フ
ァ

イ
ル

名
で

S
D

カ
ー

ド
の

ル
ー

ト
に

保
存

す
る

動
作
確
認

15

◇
Ｕ

ｎ
ｉｔ
Ｖ

と
Ｍ

５
Ｓ

ｔｉ
ｃ
ｋ
-
Ｃ

を
Ｇ

ｒｏ
ｖ
ｅ
ケ

ー
ブ

ル
で

接
続

す
る

右
図

※
こ

の
時

、
Ｕ

Ｓ
Ｂ

ケ
ー

ブ
ル

は
外

し
て

、
M

5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

は
O

F
F
に

し
て

お
く

◇
b
o
o
t.
p
yが

書
き

込
ま

れ
た

S
D

カ
ー

ド
が

差
し

込
ま

れ
て

い
る

こ
と

を
再

確
認

し
て

か
ら

M
5
S
ti
c
k-

C
の

左
側

面
に

あ
る

S
W

押
し

て
、

電
源

を
入

れ
る

と
以

下
の

よ
う

に
動

作
す

る

①
．

電
源

を
入

れ
て

2
～

3
秒

後
に

、
U

ni
tV

の
L
E
D

が
1回

点
滅

す
る

準
備

完
了

②
．

L
C

D
サ

イ
ズ

に
切

り
取

ら
れ

た
画

像
が

L
C

D
に

表
示

さ
れ

る

③
．

U
n
it
V

の
A

ボ
タ

ン
を

押
し

て
撮

影
す

る

※
こ

の
時

2
回

L
E
D

が
点

滅
し

て
J
pe

g画
像

が
保

存
さ

れ
る

④
．

何
枚

か
撮

影
す

る

⑤
．

U
n
it
V

の
B

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

L
E
D

が
素

早
く
数

回
点

滅
し

て
カ

メ
ラ

機
能

が
停

止

す
る

の
で

S
D

カ
ー

ド
を

取
り

外
す

◇
S
D

カ
ー

ド
に

J
pe

gフ
ァ

イ
ル

が
保

存
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

◇
フ

レ
ー

ム
が

ず
れ

た
り

、
色

が
お

か
し

い
表

示
に

な
る

場
合

が
あ

る

こ
れ

は
、

2
つ

の
マ

イ
コ

ン
双

方
の

通
信

が

同
期

し
て

い
な

い
た

め
に

発
生

す
る

！
！

◇
次

の
ス

テ
ッ

プ
で

、
こ

の
状

態
を

回
避

す
る

バ
ッ

テ
リ

駆
動

G
ro

ve
ケ

ー
ブ

ル
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同
期
ズ
レ
解
消
通
信
へ
の
改
善

16

◇
電

源
投

入
か

ら
U

n
it
V

の
準

備
完

了
の

L
E
D

点
滅

ま
で

、
数

秒
か

か
る

◇
こ

の
間

に
、

M
5
S
ti
c
k-

C
は

、
初

期
化

が
終

わ
り

既
に

受
信

を
始

め
て

い
る

◇
先

に
受

信
を

始
め

た
M

5
S
ti
c
k-

C
は

、
U

ni
tV

が
送

信
を

開
始

す
る

前
の

回
線

に
乗

っ
た

信
号

を
、

画
像

の

一
部

と
し

て
受

信
す

る
可

能
性

が
あ

る
（ご

み
を

拾
っ

て
し

ま
う

こ
と

に
な

る
）

◇
こ

れ
を

回
避

す
る

た
め

に
、

つ
ぎ

の
よ

う
な

簡
単

な
同

期
の

仕
組

み
を

組
み

込
む

②
＊
を
送
信

①
＊
受
信
待
ち

④
G
を
送
信
して
画
像
受
信
待
ち

⑥
撮
像
・画
像
送
信

③
＊
受
信

⑤
G
を
受
信

⑦
画
像
受
信
・表
示

U
ni

tV
M

5S
tic

k-
C

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
1
/
1
（
U
n
it
V
_
0
9
_
D
ig
iC
a
m
_
0
3
.p
y
）

17

P
h
o
to

N
o
=
0

＃
写

真
N

o
＝

0
に

初
期

設
定

R
G

B
_L

E
D

()
＃

L
E
D

点
滅

1
回

（
準

備
完

了
の

意
味

）

#
こ

こ
か

ら
追

加

b
 =

 u
ar

t.
re

ad
()

＃
シ

リ
ア

ル
通

信
ラ

イ
ン

上
の

不
要

な
デ

ー
タ

を
読

み
捨

て
る

u
ar

t.
w

ri
te

(‘
*
’
)

＃
＊

を
1
文

字
送

信

w
h
ile

(T
ru

e
):

＃
ず

っ
と

繰
り

返
す

if
 u

ar
t.
an

y(
) 
>
 0

:
＃

受
信

デ
ー

タ
が

あ
る

か
調

べ
る

re
s 

=
 u

ar
t.
re

ad
()

＃
受

信
デ

ー
タ

を
読

み
取

る
G

が
送

信
さ

れ
て

い
る

は
ず

p
ri
n
t(

re
s)

＃
受

信
し

た
デ

ー
タ

を
表

示
し

て
み

る

if
 r

e
s 

=
=
 b

‘
G

’
:

＃
1
文

字
の

G
か

？

p
ri
n
t(

‘
G

o
!’

)
＃

G
o
！

b
re

ak
＃

永
遠

の
ル

ー
プ

か
ら

抜
け

出
て

、
撮

影
・
画

像
送

信
へ

と
続

く

#
こ

こ
ま

で
追

加

w
h
ile

(T
ru

e
):

＃
通

常
処

理
部

im
g

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)

◇
U

ni
tV

用
ソ

ー
ス

コ
ー

ド
同

期
の

た
め

の
追

加
部

分
だ

け
を

青
色

で
示

す

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
1
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
1
）

18

#
in

c
lu

de
 <

M
5
S
ti
c
kC

.h
>

in
t 

x 
=
 8

0
, 
y 

=
 1

6
0
;

u
in

t8
_t

 r
x_

bu
ff
e
r[

2
5
6
0
0
];

u
in

t1
6
_t

 r
x_

bu
ff
e
r2

[1
2
8
0
0
];

u
in

t1
6
_t

 c
o
lo

r;

in
t 

fl
g=

tr
u
e
;  

  
/
/
 同

期
処

理
用

の
フ

ラ
グ

vo
id

 s
e
tu

p(
) 
{

M
5
.b

e
gi

n
()
;

S
e
ri
al

.b
e
gi

n
(1

1
5
2
00

);

S
e
ri
al

2
.b

e
gi

n(
9
2
1
60

0
, 
S
E
R

IA
L
_8

N
1
, 3

2
, 
3
3
);

}

◇
M

5S
tic

k-
C用

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

冒
頭

か
ら

初
期

設
定

部
分

（
追

加
部

分
を

青
色

で
示

し
て

い
る

）

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
2
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
1
）

19

vo
id

 l
o
o
p(

) 
{

/
/

通
常

処
理

部

c
h
ar

 c
; 
  
  
  

/
/
 受

信
デ

ー
タ

1
文

字
分

if
(f

lg
){

if
 (
S
e
ri
al

2
.a

va
ila

bl
e
()

) 
{

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
("

w
ai

t 
fo

r 
U

n
it
V

c
o
n
e
c
ti
o
n

!"
);

c
 =

 S
e
ri
al

2
.r
e
ad

()
;

if
( 
c
=
=
'*

')
{

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
(c

);

S
e
ri
al

2
.w

ri
te

(‘
G

‘
);

/
/

同
期

処
理

部
分

を
追

加

fl
g=

fa
ls

e
;

/
/

1
枚

画
像

を
受

信
す

る
前

に
同

期
処

理
を

実
施

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
("

G
o
 !
"
);

re
tu

rn
;

}

} re
tu

rn
;

}

◇
M

5S
tic

k-
C用

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

通
常

処
理

部
（
追

加
部

分
を

青
色

で
示

し
て

い
る

）
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド
3
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
0
8
_
D
ig
iC
a
m
_
0
1
）

20

・
・
・

・
・
・

・
・
・

/
/

lo
o
p(

)関
数

の
続

き

if
 (
S
e
ri
al

2
.a

va
ila

bl
e
()
) 
{

/
/

受
信

デ
ー

タ
有

り
か

？

in
t 

rx
_s

iz
e

=
 S

e
ri
al

2
.r
e
ad

B
yt

e
s(

rx
_b

u
ff
e
r,
 2

*
x*

y)
;

/
/

受
信

バ
ッ

フ
ァ

に
画

像
サ

イ
ズ

×
2
バ

イ
ト

受
信

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
(“

R
X
 f
ro

m
 U

n
it
V

!”
);

/
/

P
C

向
け

に
シ

リ
ア

ル
通

信
で

メ
ッ

セ
ー

ジ

fo
r(

in
t 

i
=
 0

; 
i
<
 x

*
y;

 i
+
+
){

/
/

画
像

サ
イ

ズ
分

繰
り

返
し

rx
_b

u
ff
e
r2

[i
] 

=
 (
u
in

t1
6
_t

)(
rx

_b
u
ff
e
r[

2
*
i]
 <

<
 8

) 
+
 r

x_
bu

ff
e
r[

2
*
i+

1]
;
/
/

1
バ

イ
ト

デ
ー

タ
を

2
バ

イ
ト

デ
ー

タ
に

！

} M
5
.L

c
d.

dr
aw

B
it
m

ap
(0

, 
0
, x

, 
y,

 r
x_

bu
ff
e
r2

);
/
/

出
来

た
画

像
デ

ー
タ

を
L
C

D
に

表
示

}

}

◇
M

5S
tic

k-
C用

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

通
常

処
理

部
（
こ

の
部

分
に

変
更

は
な

い
）

動
作
確
認

21

◇
U

n
it
V

は
、

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
b
o
o
t.
p
yと

し
て

S
D

カ
ー

ド
に

保
存

し
て

U
n
it
V

に
差

し
込

ん
で

お
く

※
こ

の
時

、
Ｕ

Ｓ
Ｂ

ケ
ー

ブ
ル

は
外

し
て

、
M

5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

は
O

F
F
に

し
て

お
く

◇
M

5
S
T
ic

k-
C

は
、

コ
ン

パ
イ

ル
し

て
書

き
込

む

◇
Ｕ

ｎ
ｉｔ
Ｖ

と
Ｍ

５
Ｓ

ｔｉ
ｃ
ｋ
－

Ｃ
を

Ｇ
ｒｏ

ｖ
ｅ
ケ

ー
ブ

ル
で

右
図

の
よ

う
に

接
続

す
る

※
こ

の
時

、
Ｕ

Ｓ
Ｂ

ケ
ー

ブ
ル

は
外

し
て

お
く

◇
以

下
の

動
作

を
確

認
す

る

M
5
S
ti
c
k-

C
の

左
側

面
の

S
W

押
下

し
、

電
源

を
入

れ
る

と
以

下
の

よ
う

に
動

作
す

る

①
．

電
源

を
入

れ
て

2
～

3
秒

後
に

、
U

ni
tV

の
L
E
D

が
1回

点
滅

す
る

準
備

完
了

②
．

L
C

D
サ

イ
ズ

に
切

り
取

ら
れ

た
画

像
が

L
C

D
に

表
示

さ
れ

る

③
．

U
n
it
V

の
A

ボ
タ

ン
を

押
し

て
撮

影
す

る

※
こ

の
時

2
回

L
E
D

が
点

滅
す

る
（
J
pe

g画
像

が
保

存
さ

れ
る

）

④
．

何
枚

か
撮

影
す

る

⑤
．

U
n
it
V

の
B

ボ
タ

ン
を

押
す

と
、

L
E
D

が
素

早
く
数

回
点

滅
す

る

カ
メ

ラ
機

能
の

停
止

S
D

カ
ー

ド
取

り
外

し

◇
S
D

カ
ー

ド
に

J
pe

gフ
ァ

イ
ル

が
保

存
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る

※
以

上
で

、
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

が
完

成
！

・
・
・

S
D

カ
ー

ド
の

撮
影

画
像

を
確

認
し

よ
う

！
！

バ
ッ

テ
リ

駆
動

G
ro

ve
ケ

ー
ブ

ル

Aボ
タン

Bボ
タン
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使
う
A
I

医
療

A
I連
携

AI
ナ
ー
ス
コー
ル
開
発

A
Iナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
開
発

1

◇
U

n
it
V

（
A

Iカ
メ

ラ
）と

M
5S

ti
c
kC

（
W

iF
i・

L
C

D
）
の

特
徴

を
活

用
し

て
、

手
指

の
パ

タ
ー

ン
を

認
識

す
る

【
A

Iナ
ー

ス
コ

ー
ル

】を
開

発
し

て
み

よ
う

◇
実

験
で

は
学

習
用

画
像

デ
ー

タ
を

背
景

を
含

め
て

4
ク

ラ
ス

に
分

け
て

、
各

4
5
枚

撮
影

し
た

（
3
5
枚

以
上

で
あ

れ
ば

よ
い

）

①
．

背
景

②
．

人
差

し
指

③
．

ピ
ー

ス
サ

イ
ン

④
．

O
K
サ

イ
ン

4
ク

ラ
ス

の
認

識
を

行
う

※
背

景
に

は
コ

ピ
ー

用
紙

を
2
枚

重
ね

て
使

用
し

、
影

が
出

な
い

よ
う

に
撮

影
す

る
（
下

図
は

机
上

で
撮

影
し

た
一

部
）

◇
M

5
S
ti
c
kC

の
L
C

D
サ

イ
ズ

に
合

わ
せ

て
、

認
識

領
域

外
を

塗
り

つ
ぶ

し
た

画
像

を
撮

影
す

る

マ
イ

コ
ン

シ
ス

テ
ム

単
独

で
（P

C
を

使
わ

な
い

）、
L
C

D
の

表
示

領
域

で
画

像
認

識
を

行
う

こ
と

を
目

標
に

し
た

た
め

◇
O

K
サ

イ
ン

は
、

指
を

伸
ば

さ
な

い
伸

ば
し

た
指

を
、

②
人

差
し

指
③

ピ
ー

ス
サ

イ
ン

と
認

識
す

る
の

を
防

ぐ
た

め

◇
撮

影
画

像
を

V
-
T
ra

in
in

gで
学

習
し

た
モ

デ
ル

を
作

成
す

る

学
習
用
画
像

背
景

2

◇
背

景
は

、
コ

ピ
ー

用
紙

を
2
枚

重
ね

に
し

た
も

の
を

使
用

し
た

（4
5
枚

）

学
習
用
画
像

１

3

◇
右

手
で

カ
メ

ラ
を

持
ち

、
左

手
の

人
差

し
指

を
い

ろ
い

ろ
な

角
度

か
ら

撮
影

し
た

（4
5
枚

）

※
で

き
る

だ
け

、
手

を
背

景
に

近
づ

け
て

、
影

が
出

な
い

よ
う

に
し

た
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学
習
用
画
像

２

4

◇
左

手
の

指
2
本

を
い

ろ
い

ろ
な

角
度

か
ら

撮
影

し
た

（
4
5
枚

）

※
で

き
る

だ
け

、
手

を
背

景
に

近
づ

け
て

、
影

が
出

な
い

よ
う

に
し

た

学
習
用
画
像

３

5

◇
指

を
丸

く
し

て
輪

を
作

り
い

ろ
い

ろ
な

角
度

か
ら

撮
影

し
た

（
45

枚
）

※
輪

の
中

に
背

景
が

見
え

る
よ

う
に

撮
影

し
た

シ
ス
テ
ム
構
想

6

◇
学

習
結

果
に

付
属

し
て

提
供

さ
れ

る
認

識
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
L
C

D
搭

載
カ

メ
ラ

用
な

の
で

、
そ

の
ま

ま
で

は
利

用
で

き
な

い

◇
M

5
S
ti
c
k-

C
と

連
携

し
て

認
識

画
像

を
表

示
し

、
結

果
を

B
lu

e
to

o
th

で
ホ

ス
ト

に
送

る

そ
の

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
に

改
良

し
、

M
5
S
ti
c
k-

C
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

変
更

す
る

①
．

撮
影

画
像

で
認

識
を

行
う

【
画

像
認

識
モ

デ
ル

】参
照

②
．

認
識

結
果

（
確

率
と

ク
ラ

ス
）を

画
像

に
オ

ー
バ

ー
レ

イ
す

る
【
図

形
描

画
】
参

照

③
．

認
識

対
象

領
域

を
切

取
り

M
5S

ti
c
k-

C
に

シ
リ

ア
ル

通
信

で
送

っ
て

L
C

D
に

表
示

す
る

【
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

】参
照

④
．

認
識

結
果

を
M

5
S
ti
c
k-

C
か

ら
、

B
lu

et
o
o
th

経
由

で
ホ

ス
ト

P
C

に
送

信
し

て
表

示
す

る
【
B

lu
et

o
o
th

】
参

照

◇
ホ

ス
ト

側
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
新

た
に

開
発

す
る

【
P

ro
c
e
ss

in
g】

（画
像

処
理

環
境

）
を

用
い

る

Bl
ue

to
ot

h【
認
識
結
果
】

１
．

O
ne

２
．

Tw
o

３
．

O
K

開
発
手
順

7

◇
カ

メ
ラ

側
（
U

n
it
V

）
・
画

像
表

示
（M

5
S
ti
c
k-

C
）・

ホ
ス

ト
P

C
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

必
要

と
な

る
の

で
、

次
の

手
順

で
開

発
を

進
め

る

①
．

カ
メ

ラ
側

と
画

像
表

示
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
同

時
に

開
発

す
る

□
大

き
な

サ
イ

ズ
の

画
像

デ
ー

タ
に

続
け

て
認

識
結

果
も

通
信

す
る

の
で

、
送

受
信

の
同

期
を

取
る

必
要

が
あ

る

し
っ

か
り

と
し

た
同

期
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

組
み

込
む

※
と

言
っ

て
も

、
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

の
応

用
版

ホ
ス

ト
P

C
に

は
、

1
バ

イ
ト

の
認

識
結

果
だ

け
を

B
lu

et
o
o
th

で
送

信
す

る

②
．

認
識

結
果

画
面

が
L
C

D
に

表
示

さ
れ

、
同

期
が

ズ
レ

な
い

こ
と

を
確

認
す

る

③
．

認
識

結
果

を
受

信
し

て
対

応
す

る
画

像
を

表
示

す
る

た
め

に
ホ

ス
ト

P
C

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
P

ro
c
e
ss

in
g）

を
開

発
す

る

④
．

以
下

の
順

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
起

動
す

る

※
初

め
に

M
5
S
ti
c
k-

C
を

起
動

し
て

【
＊

受
信

待
ち

】
に

す
る

１
．

M
5
S
ti
c
k-

C
【
＊

受
信

待
ち

】

２
．

U
n
it
V

【
＊

送
信

と
同

期
処

理
】

３
．

H
o
st

P
C

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
1
バ

イ
ト

ご
と

の
受

信
な

の
で

、
基

本
的

な
同

期
の

仕
組

み
が

機
能

す
る

）
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同
期
ズ
レ
解
消
通
信
へ
の
改
善

8

◇
認

識
画

像
1
枚

ご
と

に
、

U
n
it
V

と
M

5
S
ti
c
k-

C
の

間
で

同
期

を
取

る
（
こ

れ
ま

で
は

1
度

し
か

同
期

を
取

っ
て

い
な

か
っ

た
）

◇
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

で
行

っ
た

同
期

手
順

を
画

像
ご

と
に

行
う

※
同

期
を

取
り

、
1
枚

画
像

の
送

受
信

を
終

え
た

ら
認

識
結

果
（
1
バ

イ
ト

）
の

送
受

信
を

行
う

◇
M

5
S
ti
c
k-

C
と

P
C

間
の

通
信

は
、

認
識

結
果

を
表

す
1
バ

イ
ト

デ
ー

タ
な

の
で

シ
ス

テ
ム

に
組

み
込

ん
だ

同
期

の
仕

組
み

が

機
能

す
る

②
＊
を
送
信

①
＊
受
信
待
ち

④
G
を
送
信
して
画
像
受
信
待
ち

⑥
撮
像
・画
像
送
信

③
＊
受
信

⑤
G
を
受
信

⑦
画
像
受
信
・表
示

U
ni

tV
M

5S
tic

k-
C

⑧
認
識
結
果
送
信

⑨
認
識
結
果
受
信

１
．

O
ne

２
．

Tw
o

３
．

O
K

Bl
ue

to
ot

h
⑩
【認
識
結
果
】

PC

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1
/
5
（
3
cl
a
ss
e
s_
n
u
rs
e
_
ca
ll
.p
y
）

9

＃
ラ

イ
ブ

ラ
リ

取
得

部
分

im
po

rt
 o

s

im
po

rt
 i
m

ag
e

im
po

rt
 l
c
d

im
po

rt
 s

e
n
so

r

im
po

rt
 s

ys

im
po

rt
 t

im
e

im
po

rt
 K

P
U

 a
s 

kp
u

fr
o
m

 f
pi

o
a_

m
an

ag
e
r

im
po

rt
 *

fr
o
m

 f
pi

o
a_

m
an

ag
e
r

im
po

rt
 f
m

fr
o
m

 m
ac

h
in

e
 i
m

po
rt

 I
2
C

, 
U

A
R

T

fr
o
m

 M
ai

x
im

po
rt

 G
P

IO

fr
o
m

 m
o
du

le
s 

im
po

rt
 w

s2
8
1
2

＃
カ

メ
ラ

の
R

G
B

L
E
D

の
点

灯
関

数

＃
色

を
パ

ラ
メ

ー
タ

で
渡

す
よ

う
に

し
た

de
f 
R

G
B

_L
E
D

(r
, g

, 
b)

:

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

81
2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
r,
g,

b)
)

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

81
2
.d

is
pl

ay
()

ti
m

e
.s

le
e
p(

0
.2

)

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

81
2
.s

et
_l
e
d(

0
,(
0
,0

,0
))

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

81
2
.d

is
pl

ay
()

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2
/
5
（
3
cl
a
ss
e
s_
n
u
rs
e
_
ca
ll
.p
y
）

10

ta
sk

 =
 k

pu
.lo

ad
(“

/
sd

/
＊

＊
＊

＊
.k

m
o
de

l"
)

la
be

ls
=
["

B
ac

k"
,"

O
n
e
",

"
T
w

o
"
,"

O
K
"]

se
n
so

r.
re

se
t(

)

se
n
so

r.
se

t_
pi

xf
o
rm

at
(s

e
n
so

r.
R

G
B

56
5
)

se
n
so

r.
se

t_
fr

am
e
si

ze
(s

e
n
so

r.
Q

V
G

A
)

se
n
so

r.
se

t_
w

in
do

w
in

g(
(2

24
, 2

2
4
))

se
n
so

r.
se

t_
vf

lip
(1

)

se
n
so

r.
se

t_
h
m

ir
ro

r(
1
)

se
n
so

r.
ru

n
(1

)

se
n
so

r.
sk

ip
_f
ra

m
e
s(

)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

3
5,

 f
m

.f
pi

o
a.

U
A

R
T
1
_T

X
, f

o
rc

e
=
T
ru

e
)

fm
.r
e
gi

st
e
r(

3
4,

 f
m

.f
pi

o
a.

U
A

R
T
1
_R

X
, f

o
rc

e
=
T
ru

e
)

u
ar

t
=
 U

A
R

T
(U

A
R

T
.U

A
R

T
1,

 9
2
1
6
0
0
,8

,0
,0

, t
im

e
o
u
t=

1
0
0
0
, r

e
ad

_b
u
f_
le

n
=
4
0
9
6
)

a 
=
 c

la
ss

_w
s2

8
12

 =
 w

s2
8
1
2
(8

,1
)

＃
モ
デ
ル
ファ
イ
ル
名

＃
シ
リア
ル
出
力
す
る
クラ
ス
名
：
写
真
の
クラ
ス
番
号
に
対
応
して
い
る

＃
Q

VG
Aの
領
域
全
体
を
認
識
す
る
の
で
は
な
い
らし
い
：
正
方
形
領
域
の
切
取
りを
して
い
る

＃
M

5S
tic

k
–

C
との
シ
リア
ル
通
信
用
ポ
ー
ト指
定

＃
M

5S
tic

k
–

C
との
シ
リア
ル
通
信
用
ポ
ー
ト指
定

＃
通
信
用
ポ
ー
ト初
期
化

＃
LE

D
初
期
化
（
戻
り値
が
あ
る
の
で
、適
当
な
変
数
で
受
け
取
り廃
棄
）

b 
=
 u

ar
t.
re

ad
()

w
h
ile

(T
ru

e
):

im
g

=
 s

e
n
so

r.
sn

ap
sh

o
t(

)
＃

撮
像

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(1

2
0
, 4

0
, 
8
0
,1

6
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 0

),
th

ic
kn

e
ss

=1
) 
#
 Q

V
G

A

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
( 
 0

, 
 0

,3
2
0
, 4

0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
th

ic
kn

e
ss

=
1,

fi
ll=

T
ru

e
) 
#
 Q

V
G

A

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
( 
 0

,2
0
0
,3

2
0
, 
4
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
th

ic
kn

e
ss

=
1
,f
ill

=
T
ru

e
) 
#
 Q

V
G

A
＃

認
識

窓
の

外
を

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
( 
 0

, 
 0

,1
2
0
,2

4
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
th

ic
kn

e
ss

=
1
,f
ill

=
T
ru

e)
 #

 Q
V

G
A

＃
塗

り
つ

ぶ
し

im
g.

dr
aw

_r
e
ct

an
gl

e
(2

0
0
, 4

0
,1

2
0
,2

4
0
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
2
5
5
, 
0
),
th

ic
kn

e
ss

=
1
,f
ill

=T
ru

e
) 
#
 Q

V
G

A

fm
ap

=
 k

pu
.f
o
rw

ar
d(

ta
sk

, i
m

g)
＃

認
識

開
始

pl
is

t=
fm

ap
[:
]

＃
認

識
結

果
を

リ
ス

ト
に

す
る

pm
ax

=
m

ax
(p

lis
t)

＃
最

大
認

識
確

率
を

求
め

る

m
ax

_i
n
de

x=
pl

is
t.
in

de
x(

pm
ax

)
＃

最
大

確
率

の
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
を

求
め

る

if
 p

m
ax

>
 0

.9
5
:

＃
最

大
確

率
が

９
５

％
越

え

＃
認

識
確

率
が

95
%
を

超
え

た
場

合
に

認
識

し
た

と
判

断

＃
以

後
、

認
識

結
果

の
処

理
（
次

頁
で

解
説

）

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3
/
5
（
3
cl
a
ss
e
s_
n
u
rs
e
_
ca
ll
.p
y
）

11

＃
通
信
ライ
ン上
の
ご
み
を
読
み
捨
て
（
念
の
た
め
）
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

4
/
5
（
3
cl
a
ss
e
s_
n
u
rs
e
_
ca
ll
.p
y
）

12

＃
認

識
確

率
が

9
5%

以
上

の
場

合
の

処
理

（
認

識
し

た
場

合
）

＃
L
E
D

表
示

処
理

if
 m

ax
_i
n
de

x
=
=
 0

:
＃

背
景

R
G

B
_L

E
D

(0
,0

,0
)

＃
L
E
D

消
灯

rc
=
 ‘

0
’

＃
認

識
結

果
＝

‘
０

’

e
lif

m
ax

_i
n
de

x
=
=
 1

:
＃

指
１

本

R
G

B
_L

E
D

(1
0
,0

,0
)

＃
L
E
D

緑

rc
=
 ‘

1
’

＃
認

識
結

果
＝

‘
１

’

e
lif

m
ax

_i
n
de

x
=
=
 2

:
＃

指
2
本

R
G

B
_L

E
D

(0
,1

0
,0

)
＃

L
E
D

赤

rc
=
 ‘

2
’

＃
認

識
結

果
＝

‘
２

’

e
lif

m
ax

_i
n
de

x
=
=
 3

:
＃

O
K
サ

イ
ン

R
G

B
_L

E
D

(0
,0

,1
0
)

＃
L
E
D

青

rc
=
 ‘

3
’

＃
認

識
結

果
＝

‘
３

’

＃
同

期
処

理

u
ar

t.
w

ri
te

(‘
*
’
)

＃
＊

送
信

w
h
ile

(T
ru

e
):

if
 u

ar
t.
an

y(
) 
>
 0

:
＃

返
信

有
り

か
？

re
s 

=
 u

ar
t.
re

ad
()

＃
受

信

pr
in

t(
re

s)
＃

受
信

文
字

表
示

if
 r

e
s 

=
=
 b

‘
G

’
:

＃
受

信
文

字
＝

‘
G

’
か

？

pr
in

t(
‘
G

o
!’

)
＃

G
o
!表

示

br
e
ak

＃
同

期
完

了

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

5
/
5
（
3
cl
a
ss
e
s_
n
u
rs
e
_
ca
ll
.p
y
）

13

im
g2

 =
 i
m

g.
c
o
py

((
1
2
0
,4

0
,8

0
,1

6
0)

)
＃

M
5
S
T
ic

k-
C

へ
の

表
示

領
域

を
別

メ
モ

リ
に

切
り

出
す

im
g2

.d
ra

w
_s

tr
in

g(
5
, 5

, 
"
A

c
c
u
:%

.2
f"

 %
 p

m
ax

,c
o
lo

r
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
))

＃
切

出
し

画
像

に
確

率
と

結
果

を
オ

ー
バ

ー
レ

イ

im
g2

.d
ra

w
_s

tr
in

g(
5
, 1

5
, 
"
T
yp

e
:%

s"
 %

 l
ab

e
ls

[m
ax

_i
n
de

x]
.s

tr
ip

()
,c

o
lo

r 
=
 (
2
5
5
, 
0
, 
0
))

u
ar

t.
w

ri
te

(i
m

g2
) 
  
  

 
＃

シ
リ

ア
ル

通
信

で
画

像
を

M
5
S
ti
c
k-

C
に

送
信

u
ar

t.
w

ri
te

(r
c
) 
  

  
  
  

 
＃

認
識

結
果

（
1
バ

イ
ト

）
を

M
5
S
ti
c
k-

C
に

送
信

pr
in

t(
4
0
, 
6
0
, 
“
A

c
c
u
:%

.2
f 
T
yp

e
:%

s”
%
(p

m
ax

, l
ab

e
ls

[m
ax

_i
n
de

x]
.s

tr
ip

()
))
  
＃

シ
リ

ア
ル

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

結
果

表
示

以
上
の
ソ
ー
ス
コー
ドを

M
ai

xP
y

ID
E
に
入
力
す
る

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
1
0
_
D
ig
iC
a
m
_
0
3
）

14

#
in

c
lu

de
 <

M
5
S
ti
c
kC

.h
>

/
/

マ
イ

コ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

用
ラ

イ
ブ

ラ
リ

#
in

c
lu

de
 <

B
lu

e
to

o
th

S
e
ri
al

.h
>
  
  

/
/
 B

lu
e
to

o
th

 S
e
ri
al

 L
ib

B
lu

e
to

o
th

S
e
ri
al

bt
s;

  
  

  
  

  
  

/
/
 B

lu
e
to

o
th

 O
bj

e
c
t

in
t 

x 
=
 8

0
, 
y 

=
 1

6
0
;

/
/

L
C

D
フ

レ
ー

ム
サ

イ
ズ

u
in

t8
_t

 r
x_

bu
ff
e
r[

2
5
6
0
0
];

/
/

画
像

デ
ー

タ
受

信
用

バ
ッ

フ
ァ

u
in

t1
6
_t

 r
x_

bu
ff
e
r2

[1
2
8
0
0
];

/
/

L
C

D
表

示
用

バ
ッ

フ
ァ

u
in

t1
6
_t

 c
o
lo

r;

in
t 

fl
g=

tr
u
e
;  

  
/
/
 同

期
処

理
用

の
フ

ラ
グ

vo
id

 s
e
tu

p(
) 
{

/
/

初
期

化
部

M
5
.b

e
gi

n
()
;

/
/

ユ
ニ

ッ
ト

初
期

化

S
e
ri
al

.b
e
gi

n
(1

1
5
2
00

);
/
/

シ
リ

ア
ル

通
信

初
期

化
対

P
C

S
e
ri
al

2
.b

e
gi

n(
9
2
1
60

0
, 
S
E
R

IA
L
_8

N
1
, 3

2
, 
3
3
);

/
/

シ
リ

ア
ル

通
信

初
期

化
対

U
n
it
V

bt
s.

be
gi

n
(“

M
5
C

_U
n
it
V

”)
;  

  
 /

/
 P

C
側

で
ペ

ア
リ

ン
グ

す
る

デ
バ

イ
ス

名
称

（
B

lu
e
to

o
th

初
期

化
）

}

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
1
0
_
D
ig
iC
a
m
_
0
3
）

15

vo
id

 l
o
o
p(

) 
{ 

/
/
 通

常
処

理
部

c
h
ar

 c
,
rc

; 
  

  
  

/
/
c
：

受
信

デ
ー

タ
1
文

字
分

/
/
 r

c
：
認

識
結

果
'0

'、
'1

'、
'2

'、
’
3
’

if
(f
lg

){
  
  
  

/
/
 同

期
処

理

if
 (
S
e
ri
al

2
.a

va
ila

bl
e(

))
 {
  

/
/
 受

信
デ

ー
タ

有
り

か
？

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
("

w
ai

t 
fo

r 
U

n
it
V

c
o
n
e
c
ti
o
n

!"
);

c
 =

 S
e
ri
al

2
.r
e
ad

()
;  

  
  
 

/
/
 1

バ
イ

ト
受

信

if
( 
c
=
=
‘
*
’
){
  
  
  

  
  

  
  

/
/
 U

n
tV

か
ら

‘
*
‘

受
信

し
た

か
？

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
(c

);

S
e
ri
al

2
.w

ri
te

('
G

')
;  

  
 

/
/
 '
G

'返
信

fl
g=

fa
ls

e
;  

  
  
  

  
  
  

/
/
 カ

メ
ラ

と
の

同
期

完
了

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
("

G
o
 !
"
);

re
tu

rn
;

}

} re
tu

rn
;

} /
/
 画

像
受

信
・
認

識
結

果
受

信
・
画

像
表

示
・認

識
結

果
送

信
（
対

H
o
st

P
C

)
次

頁

}
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3
/
3
（
M
5
C
_
U
n
it
V
_
1
0
_
D
ig
iC
a
m
_
0
3
）

16

if
 (
S
e
ri
al

2
.a

va
ila

bl
e
()
) 
{ 
  
 

/
/
 カ

メ
ラ

か
ら

受
信

デ
ー

タ
有

り
か

？

in
t 

rx
_s

iz
e

=
 S

e
ri
al

2
.r
e
ad

B
yt

e
s(

rx
_b

u
ff
e
r,
 2

*
x*

y)
;  

/
/
 画

像
サ

イ
ズ

分
受

信

S
e
ri
al

.p
ri
n
tl
n
("

Im
ag

e
 d

at
a 

re
c
e
iv

e
d!

!"
);

rc
=
S
e
ri
al

2
.r
e
ad

()
;  

 
/
/
 認

識
結

果
受

信
（1

バ
イ

ト
）

fo
r(

in
t 

i
=
 0

; 
i
<
 x

*
y;

 i
+
+
){
  
 

/
/
 受

信
デ

ー
タ

を
1
ド

ッ
ト

＝
2バ

イ
ト

に
編

成

rx
_b

u
ff
e
r2

[i
] 

=
 (
u
in

t1
6
_t

)(
rx

_b
u
ff
e
r[

2
*
i]
 <

<
 8

) 
+
 r

x_
bu

ff
e
r[

2
*
i+

1]
;

} M
5
.L

c
d.

dr
aw

B
it
m

ap
(0

, 
0
, x

, 
y,

 r
x_

bu
ff
e
r2

);
 

/
/
 液

晶
表

示

bt
s.

w
ri
te

(r
c
);
 

/
/
 認

識
結

果
を

ホ
ス

ト
P

C
に

送
信

fl
g=

tr
u
e
;  

  
/
/
 同

期
処

理
フ

ラ
グ

セ
ッ

ト

/
/

次
の

画
像

処
理

の
た

め

}

}
以
上
の
ソ
ー
ス
コー
ドを

Ar
du

in
o

ID
E
に
入
力
し

コン
パ
イル
・書
込
み
を
行
う

P
ro
ce
ss
in
g
環
境
構
築

17

◇
ここ
で
、P

C側
環
境
を
作
る
（
画
像
を
取
り扱
うの
が
容
易
な

Pr
oc

es
si

ng
を
使
用
す
る
：

Ja
va
）

◇
ht

tp
s:

//p
ro

ce
ss

in
g.

or
g/
に
ア
クセ
ス
して
使
用
す
る

PC
の

O
Sに
応
じて
ファ
イル
を
ダウ
ンロ
ー
ドす
る

◇
ダウ
ンロ
ー
ドし
た
ファ
イル
を解
凍
して
で
き
る
フォ
ル
ダ中
の

を
実
行
して
、I

D
Eが
起
動
す
れ
ば
、

環
境
構
築
は
完
了

※
Pr

oc
es

si
ng

ID
E
は
、実
習
キ
ット
付
属

D
VD
の

ID
E
フォ
ル
ダに
入
って
い
る
も
の
を
利
用
して
も
良
い

※
も
しI

D
Eが
起
動
しな
い
場
合
は
、J

av
aを
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ドし
て
イ
ン
ス
トー
ル
す
る

P
ro
ce
ss
in
g
起
動
時
の
警
告
と
日
本
語
環
境
設
定

18

◇
イン
ス
トー
ル
で
左
図
の
よう
な
警
告
ウイ
ンド
ウが
表
示
され
た
場
合
は
、

チ
ェッ
クボ
ック
ス
を
確
認
して
、【
アク
セ
ス
を許
可
す
る
】を
クリ
ック
す
る

◇
ID

Eを
開
い
て
メニ
ュー
の
ファ
イル

設
定
とた
どり
、

右
図
の
言
語
を
日
本
語
に
設
定
して
、フ
ォン
トを
確
認
す
る

※
言
語
を
変
更
した
場
合
は
再
起
動
す
る

※
ス
ケ
ッチ
ブッ
クの
場
所
は
デ
フォ
ル
トで
構
わ
な
い

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

1
/
3
（
P
_
3
cl
a
ss
e
s_
n
a
rs
e
_
ca
ll
）

19

im
po

rt
 p

ro
c
e
ss

in
g.

se
ri
al

.*
;

/
/

シ
リ

ア
ル

通
信

用
モ

ジ
ュ

ー
ル

S
e
ri
al

 m
yP

o
rt

; 
  

 /
/
 シ

リ
ア

ル
通

信
用

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

P
Im

ag
e

im
g0

;  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'0

'用
画

像
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト

P
Im

ag
e

im
g1

;  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'1

'用
画

像
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト

P
Im

ag
e

im
g2

;  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'2

'用
画

像
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト

P
Im

ag
e

im
g3

;  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'3

'用
画

像
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト

S
tr

in
g 

ba
c
k 

=
 "

ba
c
k.

jp
g"

;  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'0

'用
画

像
フ

ァ
イ

ル
（ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

と
同

じ
フ

ォ
ル

ダ
）

S
tr

in
g 

o
n
e
 =

 "
o
n
e
.jp

g"
;  

  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'1

'用
画

像
フ

ァ
イ

ル
（
ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

と
同

じ
フ

ォ
ル

ダ
）

S
tr

in
g 

tw
o
 =

 "
tw

o
.jp

g"
;  

  
  

  
/
/
 認

識
結

果
'2

'用
画

像
フ

ァ
イ

ル
（
ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

と
同

じ
フ

ォ
ル

ダ
）

S
tr

in
g 

o
k 

=
 "

o
k.

jp
g"

;  
  

  
  
  

/
/
 認

識
結

果
'3

'用
画

像
フ

ァ
イ

ル
（
ソ

ー
ス

フ
ァ

イ
ル

と
同

じ
フ

ォ
ル

ダ
）

in
t 

w
=
8
0
;  

  
  

 /
/
 画

像
の

幅

in
t 

h
=
1
6
0
;  

  
  
/
/
 画

像
の

高
さ

in
t 

x;
  
  
  

  
  

/
/
 認

識
結

果
受

信
用
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ソ
ー
ス
コ
ー
ド

2
/
3
（
P
_
3
cl
a
ss
e
s_
n
a
rs
e
_
ca
ll
）

20

vo
id

 s
e
ri
al

E
ve

n
t(

S
e
ri
al

 p
){
  
  

/
/
 シ

リ
ア

ル
イ

ベ
ン

ト
（割

込
み

）
処

理

if
 (
p.

av
ai

la
bl

e
()
 >

 0
) 
{ 
  

  
/
/
 受

信
デ

ー
タ

有
り

か
？

x 
=
 p

.r
e
ad

()
; 
  
  
  

  
  

  
 

/
/
 1

バ
イ

ト
受

信

pr
in

tl
n
(x

);
/
/
 受

信
デ

ー
タ

表
示

}

} vo
id

 s
e
tu

p(
)

{
/
/
初

期
化

部

pr
in

tl
n
( 
S
e
ri
al

.li
st

()
 )
; 
  

  
  
 

/
/
 C

O
M

ポ
ー

ト
一

覧
表

示

m
yP

o
rt

=
 n

e
w

 S
e
ri
al

(t
h
is

, "
C

O
M

5
4
"
, 1

1
5
2
0
0
);
  
/
/
B

lu
e
to

o
th

用
C

O
M

ポ
ー

ト
指

定

si
ze

( 
3
2
0
,2

4
0
 )
; 
  

  
  

  
  
  

  
  

/
/
 描

画
ウ

イ
ン

ド
ウ

im
g0

 =
 l
o
ad

Im
ag

e
( 
"
ba

c
k.

jp
g"

 )
; 
 

/
/
 認

識
結

果
'0

'用
画

像
読

み
込

み

im
g1

 =
 l
o
ad

Im
ag

e
( 
"
o
n
e
.jp

g"
 )
; 
  

/
/
 認

識
結

果
'1

'用
画

像
読

み
込

み

im
g2

 =
 l
o
ad

Im
ag

e
( 
"
tw

o
.jp

g"
 )
; 
  

/
/
 認

識
結

果
'2

'用
画

像
読

み
込

み

im
g3

 =
 l
o
ad

Im
ag

e
( 
"
o
k.

jp
g"

 )
; 
  
 

/
/
 認

識
結

果
'3

'用
画

像
読

み
込

み

}

ソ
ー
ス
コ
ー
ド

3
/
3
（
P
_
3
cl
a
ss
e
s_
n
a
rs
e
_
ca
ll
）

21

vo
id

 d
ra

w
()
  
  

/
/
通

常
処

理
部

{

sw
it
c
h
(x

) 
{ 
  

  
  

  
  
  

  
 

/
/
 認

識
結

果
処

理

c
as

e
 4

8
: 
  

  
  
  

  
  
  

  
/
/
 '
0
'背

景

im
ag

e
( 
im

g0
, 0

, 
0
 )
;

/
/

対
応

画
像

表
示

br
e
ak

;

c
as

e
 4

9
: 
  

  
  
  

  
  
  

  
/
/
 '
1
'指

1
本

im
ag

e
( 
im

g1
, 0

, 
0
 )
; 

/
/

対
応

画
像

表
示

br
e
ak

;

c
as

e
 5

0
: 
  

  
  
  

  
  
  

  
/
/
 '
2
'指

2
本

im
ag

e
( 
im

g2
, 0

, 
0
 )
; 

/
/

対
応

画
像

表
示

br
e
ak

;

c
as

e
 5

1
: 
  

  
  
  

  
  
  

  
/
/
 O

K
サ

イ
ン

im
ag

e
( 
im

g3
, 0

, 
0
 )
; 

/
/

対
応

画
像

表
示

br
e
ak

;

}

}

以
上
の
ソ
ー
ス
コー
ドを

Pr
oc

es
si

ng
ID

E
に
入
力
す
る

動
作
確
認

準
備

22

◇
次

の
手

順
で

準
備

を
進

め
る

①
．

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
た

【
モ

デ
ル

フ
ァ

イ
ル

】
を

S
D

カ
ー

ド
の

ル
ー

ト
に

コ
ピ

ー
し

て
U

n
it
V

に
装

着
す

る

（
※

モ
デ

ル
フ

ァ
イ

ル
名

は
、

P
yt

h
o
n
ソ

ー
ス

コ
ー

ド
で

使
用

す
る

も
の

に
変

更
す

る
）

②
．

M
5
S
ti
c
k-

C
に

認
識

画
像

表
示

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
M

5
C

_U
n
it
V

_1
0
_D

ig
iC

am
_0

3
）
を

書
き

込
む

③
．

M
5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

を
O

F
F
に

す
る

※
U

S
B

ケ
ー

ブ
ル

で
電

源
供

給
す

る
場

合
は

、
ケ

ー
ブ

ル
を

接
続

後
に

電
源

を
O

F
F
に

す
る

④
．

U
n
it
V

と
M

5
S
ti
c
k-

C
を

G
ro

ve
ケ

ー
ブ

ル
で

接
続

す
る

⑤
．

U
n
it
V

を
P

C
と

U
S
B

接
続

し
て

、
M

ai
x

ID
E
で

C
O

M
ポ

ー
ト

を
選

択
す

る

⑥
．

M
5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

を
入

れ
て

数
秒

後
に

、
U

n
it
V

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
M

ai
X
P

y
ID

E
で

実
行

す
る

（
次

頁
に

再
掲

）

（
送

信
側

と
受

信
側

で
同

期
通

信
を

行
う

た
め

に
、

M
5S

ti
c
k-

C
を

先
に

立
ち

上
げ

て
、

同
期

待
ち

に
し

て
お

く
た

め
）

⑦
．

カ
メ

ラ
画

像
が

、
M

5
S
ti
c
k-

C
の

L
C

D
に

繰
り

返
し

表
示

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

す
る

【
動

作
確

認
１

】

⑧
．

【
動

作
確

認
2
】
の

た
め

に
B

lu
e
to

o
th

ペ
ア

リ
ン

グ
を

確
認

す
る

U
n
it
V
－
P
C
接
続
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行

23

◇
M

ai
xP

y
ID

E
は

、
M

ic
ro

Py
th

on
の

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
記

述
後

、
コ

ン
パ

イ
ル

す
る

こ
と

な
く
実

行
で

き
る

◇
動

作
確

認
の

前
に

、
次

の
手

順
で

準
備

を
行

う

①
．

U
SB

ケ
ー

ブ
ル

で
U

ni
tV

と
PC

を
接

続
す

る

②
．

U
SB

シ
リ

ア
ル

ド
ラ

イ
バ

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

れ
ば

、
C

O
M

ポ
ー

ト
が

認
識

さ
れ

る
の

で
、

W
in

do
w

sの
デ

バ
イ

ス
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
U

SB
Se

ria
lP

or
tの

番
号

を
確

認
す

る

③
．

ID
Eの

左
下

に
あ

る
、

緑
色

の
鎖

の
マ

ー
ク

を
ク

リ
ッ

ク
す

る

④
．

シ
リ

ア
ル

ポ
ー

ト
を

選
択

す
る

⑤
．

ID
E左

下
の

右
向

き
三

角
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
実

行
す

る
①

②

③ ④

⑤

PC
へ
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動
作
確
認

１

24

◇
学

習
画

像
を

得
た

背
景

の
上

で
、

撮
影

し
て

表
示

さ
れ

る
液

晶
画

面
を

観
察

す
る

※
認

識
確

率
と

認
識

結
果

が
表

示
さ

れ
て

い
る

動
作
確
認

2
ID
E
を
切
り
離
し
て
U
n
it
V
単
体
で
認
識
確
認

25

◇
M

ai
xP

y
ID

E
上

で
の

動
作

確
認

は
で

き
た

◇
次

に
、

M
ai

xP
y

ID
E
を

切
り

離
し

て
動

作
さ

せ
て

み
よ

う
以

下
の

手
順

で
行

う

①
．

P
ro

c
e
ss

in
g

ID
E
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

行
を

停
止

す
る

②
．

M
5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

を
切

る
（
S
W

長
押

し
）

③
．

M
ai

xP
y

ID
E
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

行
を

停
止

す
る

④
．

U
n
it
V

（
M

ai
xP

y
ID

E
）
の

シ
リ

ア
ル

接
続

を
切

り
離

す

⑤
．

U
n
it
V

と
P

C
間

の
U

S
B

ケ
ー

ブ
ル

を
、

切
り

離
す

⑥
．

M
ai

xP
y

ID
E
で

動
作

確
認

し
た

ソ
ー

ス
コ

ー
ド

を
b
o
o
t.
p
y

と
い

う
フ

ァ
イ

ル
名

に
変

更
す

る

⑦
．

b
o
o
t.
p
y

を
、

使
用

し
て

い
る

（
学

習
モ

デ
ル

が
保

存
さ

れ
て

い
る

）S
D

カ
ー

ド
の

ル
ー

ト
に

コ
ピ

ー
し

U
n
it
V

に
装

着
す

る
※

以
後

、
U

n
it
V

は
電

源
投

入
後

、
b
o
o
t.
py

で
起

動
す

る

電
源
供
給
は

U
SB
ケ
ー
ブ
ル
で
も
良
い

U
ni

tV
付
属

G
ro

ve
ケ
ー
ブ
ル

U
ni

tV
M

5S
tic

k-
C

PC
は
接
続
しな
い

動
作
確
認

3

26

◇
A

Iナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
最

終
動

作
確

認
を

行
う

①
．

M
5
S
ti
c
k-

C
の

電
源

O
K

数
秒

待
つ

と
、

L
C

D
に

繰
り

返
し

画
像

が
表

示
さ

れ
る

②
．

P
ro

c
e
ss

in
g

ID
E

で
H

o
st

P
C

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

起
動

す
る

認
識

結
果

に
対

応
す

る
画

像
が

P
C

画
面

上
に

表
示

さ
れ

る

PC
画
面

PC
画
面

PC
画
面

確
率
とク
ラス

確
率
とク
ラス

確
率
とク
ラス

ま
と
め

27

◇
A

I
と

Io
T

を
使

う
立

場
で

連
携

す
る

こ
と

が
で

き
た

◇
H

o
st

P
C

に
無

線
環

境
で

、
認

識
結

果
を

送
る

こ
と

が
で

き
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
使

え
ば

、
A

I
が

捕
え

た
リ

ア
ル

な
現

実
を

W
E
B

共
有

で
き

る

P
ro

c
e
ss

in
g

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
S
o
c
ke

t
や

M
Q

T
T

の
ラ

イ
ブ

ラ
リ

を
使

え
ば

よ
い

１
．

P
ro

c
e
ss

in
g

用
S
o
c
ke

t
ラ

イ
ブ

ラ
リ

を
用

い
れ

ば
T
C

P
/
IP

や
U

D
P

/
IP

通
信

が
で

き
る

公
式

ラ
イ

ブ
ラ

リ
が

公
開

さ
れ

て
い

る

２
．

P
ro

c
e
ss

in
g

用
M

Q
T
T

ラ
イ

ブ
ラ

リ
は

、
IB

M
が

公
開

し
て

い
る

以
下

が
参

考
に

な
る

：
ま

た
、

h
tt

ps
:/

/
do

c
s.

sh
if
tr

.io
/
m

an
ua

ls
/
pr

o
c
es

si
n
g/

に
も

情
報

が
あ

る

h
tt

ps
:/

/
ti
n
ge

n
e
k.

w
o
rd

pr
es

s.
c
o
m

/2
0
1
2/

1
2
/3

1
/
m

qt
t-

w
it
h
-
pr

o
ce

ss
in

g/

・・
・

・・
・

・・
・
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A
Iと
Io
T
を
駆
使
し
て
地
域
医
療
連
携
と

チ
ー
ム
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

高
度
IT
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

A
Iと
Io
T
を
駆
使
し
て
地
域
医
療
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

高
度
IT
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

医
療
情
報
の
定
義
診
療
情
報
の
種
類
や
特
性
に
つ
い
て
解
説
し
、
医
療
情
報
化
の
目
的
と
そ
の
進

展
の
歴
史
や
現
状
の
課
題
を
理
解
す
る

ま
た
、
診
療
記
録
の
電
子
化
の
概
念
と
そ
の
利
点
や
課
題
、
医
療
情
報
を
取
り
扱
う
者
が
理
解
し
実

践
す
べ
き
倫
理
に
つ
い
て
学
習
す
る

1
2
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医
療
全
般 に
関
連
す
る
情
報

診
療
、
薬
剤
、
医
療
機
関
、
医
学
知
識

さ
ら
に
は
行
政
が
発
す
る
医
療
に
関

係
す
る
も
の
な
ど
の
情
報
を
含
む

医
療
全
般

に
関
連
す
る
情
報
の
こ
と
で
す
。

診
療
、
薬
剤
、
医
療
機
関
、
医
学
知
識
、
さ
ら
に
は
行
政
が
発
す
る
医
療
に
関
係
す
る
も
の
な
ど
の

情
報
を
含
み
ま
す
。

3

・
情
報
の
管
理
と
連
携
の
推
進

・
電
子
化
の
推
進
・
技
術
指
導

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

診
療
所

地
域
病
院

調
剤
薬
局

保
健
所

民
間
事
業
者
-
N
P
O

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

在
宅
患
者

在
宅
患
者

在
宅
要
介
護
者

VPN

V
P
N

V
P
N

連
携

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

+
IC
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
携

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

+
IC
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

医
療

は
極

め
て

文
化

性
が

高
く

、
国

や
地

域
に

よ
り

、
時

代
に

よ
り

、
そ

の
内

容
は

大
き

く
異

な
り

ま
す

。

医
療

制
度

が
常

に
大

き
な

変
化

を
続

け
て

い
る

ゆ
え

ん
で

す
。

医
療

制
度

は
、

頻
繁

に
改

定
さ

れ
る

た
め

に
、

極
め

て
複

雑
に

な
り

、
一

般
国

民
は

も
と

よ
り

、
専

門
職

に
と

っ
て

も
理

解
し

に
く

い
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。

4

168



患
者
さ
ん
の

診
療
の
経
過
、
診
察
所
見
、
検
査
結
果
、

画
像
、
心
電
図
、
血
液
、
あ
る
い
は
手
術

な
ど
で
取
り
出
し
た
病
理
組
織
な
ど

患
者
さ
ん
の
診
療
の
経
過
、
診
察
所
見
、
検
査
結
果
、
画
像
、
心
電
図
、
血
液
、
あ
る
い
は

手
術
な
ど
で
取
り
出
し
た
病
理
組
織
な
ど
を
言
い
ま
す
。

5

病
院
内
で
の
診
療
記
録

地
域
内
で
の
診
療
情
報
連
携

個
人
の
健
康
情
報

P
H
R
（
P
e
rs
o
n
al
H
e
al
th
R
e
c
o
rd
：
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）
と
は
、

患
者
個
人
が
医
療
機
関
か
ら
診
療
情
報
な
ど
を
入
手
し
、
み
ず
か
ら
管
理
活
用
す
る
し
く
み
の
こ
と

で
す
。

国
民
各
人
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
医
療
の
記
録
の
こ
と
で
、
医
療
機
関
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
保

健
、
健
康
や
福
祉
に
か
か
わ
る
全
て
の
情
報
が
記
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
録
は
、
最
終
的
に
は
個
人
が
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
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病
院
内
で
の
診
療
記
録

地
域
内
で
の
診
療
情
報
連
携

個
人
の
健
康
情
報

電
子
健
康
記
録

（
E
H
R
：
E
le
c
tr
o
n
ic
H
e
al
th
R
e
c
o
rd
）
と
は
、
患
者
を

中
心
と
し
た
統
合
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
一
元
化
さ
れ
た
健
康
情
報
の
記
録
の
こ
と
で
す
。

従
来
、
医
療
機
関
な
ど
の
施
設
に
閉
じ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
医
療
情
報
を
、
地
域
レ
ベ
ル
、
ま
た
は

国
家
レ
ベ
ル
で
共
有
し
、
患
者
の
た
め
に
有
効
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

7

医
療
情
報
の

表
現
形
態
の
特
徴

医
療
情
報
の
表
現
形
態
の
特
徴

個
々
の
デ
ー
タ
か
ら
統
合
化
さ
れ
た
医
学
知
識
ま
で
の
階
層
を
も
つ
医
療
情
報
に
は

様
々
な
特
徴
が
あ
り
、

①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
性

②
内
容
の
多
層
性

③
内
容
の
連
続
性
・
時
系
列
デ
ー
タ

④
高
い
機
微
性

の
4つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、

・
医
療
情
報
の
表
現
形
態
の
種
類

・
医
療
情
報
の
特
性

・
医
療
情
報
の
一
次
利
用
と
二
次
利
用
の
違
い

に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
コ
ー
ド
情
報
、
数
値
情
報
、
音
情
報
、
文
字
情
報
、
図
形
情
報
、
波
形
情
報
、
画
像
情
報
、
多
層
性
、

連
続
性
、
時
系
列
性
、
機
微
性
、
守
秘
性
(プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
)、
一
次
利
用
、
二
次
利
用

8
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診
療
情
報
と
は
？

①
診
療
過
程
で
発
生
し
た
患
者
個
別
の
情
報

②
医
療
施
設
、
地
域
あ
る
い
は
国
レ
ベ
ル
で
の

疾
病
・
医
療
に
関
す
る
情
報

③
伝
達
的
価
値
が
高
い
診
断
・
治
療
に
関
す
る

医
学
知
識

医
療
情
報
の
特
性

医
療
情
報
の
特
性

診
療
情
報
と
は
？

①
診
療
過
程
で
発
生
し
た
患
者
個
別
の
情
報
で
あ
り
、

②
医
療
施
設
、
地
域
あ
る
い
は
国
レ
ベ
ル
で
の
疾
病
・
医
療
に
関
す
る
情
報
や

③
伝
達
的
価
値
が
高
い
診
断
・
治
療
に
関
す
る
医
学
知
識

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

9

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
：

文
字
、
画
像
、
図
形
、
波
形
、
音
な
ど

コ
ー
ド
情
報
：

患
者
番
号
、
診
療
科
番
号
、
IC
D
1
0
コ
ー
ド
、

検
査
項
目
コ
ー
ド

数
値
情
報
：

身
長
、
体
重
、
体
温
、
脈
拍

音
情
報
：

聴
診
器
で
聴
取
さ
れ
る
心
音
、
血
管
音
、

肺
呼
吸
音
、
患
者
の
話
言
葉

そ
の
特
性
は
次
の
通
り
で
す
。

医
療
情
報
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
性

各
種
診
断
・検
査
機
器
か
ら
出
力
さ
れ
る
情
報
は
多
種
類
で
、
文
字
情
報
数
値
情
報
の
ほ
か
、
コ
ー
ド
情
報
音
情
報
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
と
、

テ
キ
ス
ト
で
記
載
さ
れ
る
概
念
情
報
、
図
形
情
報
、
波
形
情
報
、
画
像
情
報
、
動
画
情
報
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
数
値
情
報
は
、
身
長
、
体
重
、
体
温
、
脈
拍
な
ど
の
患
者
身
体
情
報
や
、
検
査
結
果
、
薬
品
処
方
量
、
医
事
会

計
な
ど
、
診
断
か
ら
治
療
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
発
生
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
尿
検
査
の
よ
う
に
、

1+
あ
る
い
は
、

2+
と
い
う
よ
う
な
半
定
量
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
も
存
在
し
ま
す
。

音
情
報
は
、
聴
診
器
か
ら
聴
取
さ
れ
る
し
、
音
や
血
管
音
、
肺
呼
吸
音
な
ど
で
す
。

ま
た
、
医
療
者
と
患
者
と
の
会
話
を
録
音
し
た
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
心
音
を
心
音
図
と
し
て
表
現
す
る
と
波
形
情
報
の
形
に
な
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
・
概
念
情
報
に
は
、
診
療
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
種
の
文
書
図
略
図
レ
ポ
ー
ト
、
サ
マ
リ
ー
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
や
数
値
情
報
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
羅
列
だ
け
で
は
な
く
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
も
の
や
表
形
式
の
も
の
が
あ
り
、
連

続
性
を
も
つ
デ
ー
タ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
字
は
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
自
由
記
載
さ
れ
た
も
の
も
含
み
ま
す
。

さ
ら
に
波
形
情
報
や
、
各
種
の
画
像
情
報
も
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
は
、
多
く
の
場
合
、

電
子
カ
ル
テ
と
い
う
単
一
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、

PA
CA

(P
ict

ur
eA

rc
hi

vi
ng

an
dC

om
m

un
ica

tio
nS

ys
te

m
)を
は
じ
め
と
す
る

他
シ
ス
テ
ム
で
保
存
、
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
多
種
・
多
様
の
表
現
型
の
例
を
示
し
ま
す
。

10
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マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

文
字
情
報
：

文
字
で
記
述
さ
れ
た
情
報

図
形
情
報
：

シ
ェ
ー
マ
、
ス
キ
ー
マ

波
形
情
報
：

心
電

図
、

脳
波

、
脈

波

画
像
情
報
：

X
線

画
像

、
C
T
画

像
、

M
R

I、
超

音
波

画
像

ア
ナ

ロ
グ

医
療

情
報

デ
ジ

タ
ル

医
療

情
報

マ
ル
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
に
は

文
字
情
報
：
文
字
で
記
述
さ
れ
た
情
報

図
形
情
報
：
シ
ェ
ー
マ
、
ス
キ
ー
マ

波
形
情
報
：
心

電
図

、
脳

波
、

脈
波

画
像
情
報
：

X
線

画
像

、
C
T
画

像
、

M
R
I、

超
音

波
画

像

M
R
Iと

は
（

マ
グ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
・

レ
ゾ

ナ
ン

ス
・

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

：
M

a
g
n
e
ti
c 

R
e
so

n
a
n
ce

 
Im

a
g
in

g
）

と
い

い
磁

気
共

鳴
画

像
を

撮
影

す
る

装
置

の
事

で
す

。

ア
ナ

ロ
グ

医
療

情
報

デ
ジ

タ
ル

医
療

情
報

な
ど

が
あ

り
で

す
。

11
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診
察
サ
イ
ク
ル

観
察
・
観
測
・
検
査

分
析
・
評
価

目
標
設
定
・
治
療
計
画

治
療
・
処
置

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
情
報
学
会
医
療
情
報
技
師
育
成
部
会
：医
療
情
報
サ
ブ
ノ
ー
ト
よ
り

デ
ー
タ
は
診
療
や
治
療
の
過
程
を
連
続
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
時
系
列
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
図
は
、
短
期
的
な
例
と
し
て
診
療
サ
イ
ク
ル
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
期
的
な
例
と
し
て
は
、
健
診
情
報
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

13

医
療
情
報
の
利
用
環
境
の
種
類

①
病
院
②
医
院
・
診
療
所

③
健
診
施
設
/
集
団
健
診
所

④
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
⑤
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー

⑥
保
健
所
⑦
臓
器
バ
ン
ク
⑧
検
疫
所

⑨
消
防
署
/
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

⑩
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

⑪
老
人
保
健
施
設
⑫
特
別
養
老
人
ホ
ー
ム

⑬
公
害
監
視
セ
ン
タ
ー
⑭
厚
生
労
働
省
/
行
政
機
関

⑮
保
健
支
払
基
金
⑯
薬
品
製
造
販
売
企
業

⑰
医
療
機
器
/
医
療
材
料
/
製
造
販
売
企
業

⑱
在
宅
医
療
/
介
護
関
連
施
設

⑲
患
者
宅

医
療
の
情
報
化
は
、
医
療
機
関
に
お
け
る
業
務
処
理
を
中
心
に

進
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
受
精
か
ら
始
ま
り
、
胎
児
・
新
生
児
・
乳
児
・
学
校
・
職

場
・
地
域
と
生
涯
を
通
じ
た
健
康
管
理
や
、

救
急
医
療
、
急
性
期
医
療
・
慢
性
期
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

介
護
か
ら
終
末
期
ケ
ア
と
い
う
よ
う
に
、

疾
病
の
各
相
を
包
括
す
る
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
対

象
も
概
念
も
大
き
な
拡
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

14
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医
療
情
報
の
目
的
化

1
.医
療
関
連
機
関
内
で
日
常
業
務
の

効
果
・
効
率
の
向
上

2
.医
療
・
福
祉
・
保
健
・
介
護
等
の
機
関
間
の
連
携

3
.医
療
の
質
の
向
上

4
.個
人
の
健
康
管
理

5
.全
国
規
模
の
医
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の 構
築
と
利
活
用

6
.医
療
資
源
の
有
効
活
用

7
.継
続
可
能
な
医
療
の
実
現

8
.医
療
分
野
の
国
際
的
整
合
性
確
保

医
療
情
報
化
の
目
的

次
の

8つ
の
事
項
と
キ
ー
ワ
ー
ド
で
整
理
で
き
る
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

1.
各
医
療
機
関
内
で
部
門
の
業
務
、
部
門
間
の
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
で
業
務
効
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
内
の
経
営
状
態
を
把
握
す
る
各
指
標
抽
出
も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。

2.
医
療
・
福
祉
・
保
健
・
介
護
等
関
連
の
幅
広
い
施
設
間
や
機
関
間
の
連
携
で
す
。

3.
医
療
の
質
向
上
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
体
系
的
に
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
、
指
標
の
提
示
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
日
本
病
院
会
や
看
護
協
会
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

QI
活
動
（

Qu
al

ity
In

di
ca

to
r、

Qu
al

ity
 Im

pr
ov

em
en

t）
と
い
う
形
で
、

展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
こ
に
含
ま
ま
す
。

4.
個
人
の
健
康
管
理
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド

(P
HR

)の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

5.
全
国
規
模
の
医
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
の
利
活
用
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
等
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

(N
DB

:N
at

io
na

lD
at

aB
as

e)
や
、
が
ん
登
録
な
ど
の
疾
病
別
レ
ジ
ス
ト
リ
構
築
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

6.
医
療
資
源
の
有
効
活
用
と
は
、
医
療
機
器
や
医
療
に
係
る
人
材
の
有
効
活
用
、
地
域
医
療
連
携
、

遠
隔
医
療
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

7.
医
療
の
情
報
化
を
進
め
、
事
業
継
続
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

8.
医
療
分
野
の
標
準
化
を
す
す
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
整
合
性
確
保
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
実
際
の
現
場
で
利
用
で
き
な
く
て
は
意
味
が
な
い
た
め
、
実
際
の
医
療
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
や
デ
ー
タ
の
把
握
か
ら
始
め
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
後
、
デ
ー
タ
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
の
相
互
運
用
性
の
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

15
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1

2

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
歴

史

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
歴

史
医

療
情

報
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

に
、

ま
ず

、
そ

の
歴

史
に

つ
い

て
振

り
返

り
ま

す
。

2
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1
9
6
0
年

代
～

1
9
8
0
年

代
の

シ
ス

テ
ム

の
歴

史

1
9
6
0
年

代
終

盤
～

1
9
7
0
年

代

事
務

部
門

に
お

け
る

個
別

業
務

の
シ

ス
テ

ム
化

例
)

レ
セ

コ
ン

な
ど

1
9
7
0
年

代
後

半
～

1
9
8
0
年

代

検
査

・
薬

局
部

門
へ

の
発

注
を

中
心

と
し

た
総

合
病

院
で

の
情

報
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
導

入
例

）
オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
な

ど

(1
)1

96
0～

19
80

年
代

医
療

分
野

の
情

報
化

は
、

1
9
6
0
年

代
終

盤
か

ら
1
9
7
0
年

代
に

か
け

て
、

事
務

部
門

に
お

け
る

医
事

会
計

業
務

の
シ

ス
テ

ム
化

が
さ

れ
た

こ
と

が
は

じ
ま

り
で

す
。

そ
の

後
、

臨
床

検
査

部
門

を
は

じ
め

、
部

門
ご

と
に

シ
ス

テ
ム

化
が

独
自

に
進

め
ら

れ
、

業
務

の
効

率
化

が
図

ら
ま

し
た

。

こ
の

時
期

に
は

、
保

健
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
政

策
方

針
が

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

部
門

ご
と

に
構

築
さ

れ
た

情
報

シ
ス

テ
ム

が
相

互
に

連
携

し
な

い
形

で
普

及
し

た
た

め
、

部
門

間
の

や
り

と
り

に
は

伝
票

が
使

用
さ

れ
ま

し
た

。

1
9
8
0
年

代
は

部
門

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
医

療
機

関
が

増
え

、
大

病
院

で
は

、
部

門
間

で
の

や
り

と
り

に
情

報
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

動
き

が
み

ら
れ

ま
し

た
。

さ
ら

に
1
9
8
0
年

代
後

半
に

は
、

医
師

が
検

査
や

処
方

な
ど

の
指

示
を

該
当

部
門

に
電

子
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

開
発

さ
れ

、
大

病
院

な
ど

の
一

部
の

医
療

機
関

で
は

、
紙

の
伝

票
が

な
く
な

り
、

部
門

間
で

の
情

報
伝

達
が

迅
速

か
つ

正
確

に
行

わ
れ

、
会

計
や

薬
局

で
の

待
ち

時
間

が
短

縮
さ

れ
ま

し
た

。

し
か

し
、

1
9
8
0
年

代
の

オ
ー

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

は
非

常
に

高
額

で
、

操
作

性
が

悪
く
、

シ
ス

テ
ム

自
体

も
開

発
段

階
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
普

及
率

は
伸

び
ま

せ
ん

で
し

た
。

3

1
9
9
0
年

～
の

シ
ス

テ
ム

の
歴

史

1
9
9
0
年

代
～

2
0
0
0
年

代

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
診

療
情

報
の

シ
ス

テ
ム

化
へ

の
取

り
組

み
例

)
遠

隔
医

療
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
、

レ
セ

プ
ト

オ
ン

ラ
イ

ン
化

(2
)1

9
9
0
年

～
現

在
ま

で
の

情
報

化
の

動
き

1
9
9
0
年

代
に

入
る

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

シ
ス

テ
ム

価
格

の
低

下
、

機
能

性
や

操
作

性
の

向
上

、
医

療
の

質
を

向
上

さ
せ

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
活

発
化

し
、

多
く
の

医
療

機
関

で
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

動
き

が
み

ら
れ

ま
し

た
。

行
政

か
ら

も
院

内
院

外
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
や

デ
ー

タ
交

換
規

約
の

標
準

化
に

つ
い

て
方

針
が

出
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

普
及

し
、

さ
ら

に
遠

隔
医

療
な

ど
の

外
部

医
療

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
が

実
現

し
ま

し
た

。

1
9
9
9
年

4
月

に
は

「
診

療
録

の
電

子
媒

体
に

よ
る

保
存

に
つ

い
て

」
の

通
知

が
出

さ
れ

、
電

子
カ

ル
テ

の
実

現
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。

一
方

、
こ

れ
ら

の
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
が

病
院

外
へ

広
が

っ
た

も
の

と
し

て
は

、
地

域
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
が

あ
り

ま
す

。

ま
ず

、
特

定
の

機
能

に
特

化
し

た
形

で
、

遠
隔

医
療

や
救

急
医

療
情

報
の

シ
ス

テ
小

が
構

築
さ

れ
た

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
発

展
に

伴
い

、
シ

ス
テ

ム
に

蓄
積

さ
れ

る
診

療
情

報
は

、
質

・
量

と
も

に
増

加
す

る
こ

と
で

、
電

子
情

報
が

病
院

外
で

も
十

分
に

活
用

で
き

る
情

報
源

と
な

り
ま

し
た

。

19
90

年
代

に
は

、
診

療
情

報
を

個
人

の
カ

ー
ド

に
蓄

積
し

、
持

ち
歩

く
こ

と
で

情
報

共
有

を
図

つ
た

事
例

が
あ

り
ま

し
た

。

現
在

で
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

診
療

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
つ

つ
あ

り
、

地
域

医
療

連
携

シ
ス

テ
ム

が

各
地

で
構

築
さ

れ
て

い
ま

す
。

4
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5

医
療

情
報

の
取

り
扱

い

医
療

情
報

の
取

り
扱

い

医
療

情
報

は
、

こ
れ

ま
で

述
べ

た
よ

う
に

、
様

々
な

特
性

を
持

つ
た

め
、

そ
の

使
用

に
あ

た
っ

て
は

、
倫

理
的

側
面

に
も

十
分

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

こ
こ

で
は

利
用

目
的

に
つ

い
て

説
明

し
ま

す
。

大
き

く
は

、
一

次
利

用
と

二
次

利
用

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

5

一
次

利
用

：

本
来

の
目

的
で

あ
る

患
者

の
診

断
、

治
療

の
目

的
に

利
用

二
次

利
用

：

臨
床

医
学

の
研

究
な

ど
本

来
の

目
的

以
外

で
利

用

ま
ず

、
一

次
利

用
に

つ
い

て
、

診
療

情
報

を
例

に
し

て
説

明
し

ま
す

。

診
療

情
報

と
は

、
診

療
目

的
で

あ
る

患
者

、
あ

る
い

は
そ

の
家

族
か

ら
収

集
さ

れ
る

患
者

情
報

で
す

。

そ
の

患
者

の
主

治
医

の
診

断
や

医
療

行
為

の
記

録
、

医
療

費
の

請
求

情
報

な
ど

か
ら

構
成

さ
れ

ま
す

。

診
療

情
報

に
は

、
そ

の
患

者
の

診
療

に
用

い
ら

れ
る

す
べ

て
の

医
療

情
報

が
含

ま
れ

ま
す

。

診
療

の
過

程
を

情
報

処
理

の
側

面
か

ら
見

て
み

ま
す

と
、

・
問

診
や

診
察

で
患

者
か

ら
収

集
し

た
情

報
を

も
と

に
、

医
師

が
診

断
を

下
し

ま
す

。

・
診

断
の

結
果

を
詳

し
く
調

べ
ま

す
。

・
あ

る
い

は
治

療
に

と
り

か
か

る
な

ど
、

何
ら

か
の

医
療

行
為

を
行

い
ま

す
。

・
そ

し
て

情
報

を
再

び
収

集
し

ま
す

。

そ
の

結
果

、
同

じ
経

路
を

繰
り

返
す

と
い

う
診

断
サ

イ
ク

ル
が

存
在

し
ま

す
。

診
療

情
報

は
、

こ
の

よ
う

な
サ

イ
ク

ル
に

お
け

る
診

断
・
治

療
目

的
で

使
わ

れ
る

こ
と

の
ほ

か
、

患
者

へ
の

説
明

、
医

療
従

事
者

間
の

伝
達

、
さ

ら
に

は
医

療
機

関
間

で
の

連
携

に
も

用
い

ら
れ

ま
す

。

ま
た

、
そ

の
記

録
は

診
療

報
酬

の
請

求
な

ど
の

公
的

な
根

拠
に

も
な

り
ま

す
。

情
報

を
利

用
す

る
こ

と
は

不
可

欠
で

、
改

め
て

患
者

の
同

意
を

得
る

必
要

は
な

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

こ
の

よ
う

な
利

用
方

法
を

ま
と

め
て

、
診

療
情

報
の

一
次

利
用

と
呼

び
ま

す
。

一
次

利
用

さ
れ

た
診

療
情

報
は

、
そ

れ
で

役
割

が
終

わ
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

診
療

情
報

は
直

接
的

な
診

療
目

的
以

外
に

も
、

臨
床

医
学

の
研

究
な

ど
の

公
益

的
に

利
用

さ
れ

ま
す

。

回
り

回
っ

て
多

く
の

患
者

に
メ

リ
ッ

ト
を

及
ぼ

す
と

い
う

、
重

要
な

目
的

が
含

ま
れ

て
い

ま
す

。

こ
れ

を
診

療
情

報
の

二
次

利
用

と
呼

び
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
個

人
情

報
の

保
護

に
配

慮
し

て
、

患
者

本
人

の
同

意
を

得
る

な
ど

の
ル

ー
ル

が
必

要
で

す
。

診
療

情
報

が
二

次
利

用
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
も

大
切

で
す

。
6
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H
os

pi
ta

l:
 病
院

イ
ラ

ス
ト

図
解

病
院

の
し

く
み

：
日

本
実

業
出

版
社

こ
こ

で
は

、
医

療
の

情
報

化
に

よ
り

期
待

さ
れ

る
効

果
に

つ
い

て
、

い
く
つ

か
の

レ
ベ

ル
に

分
け

て
整

理
し

ま
す

。

(1
)

機
関

内
で

の
情

報
化

に
よ

り
、

各
部

署
の

業
務

改
善

や
、

部
署

間
で

の
情

報
共

有
化

が
進

み
ま

す
。

そ
の

結
果

、
業

務
の

効
率

化
が

図
ら

れ
、

ヒ
ト

・
モ

ノ
・
カ

ネ
の

有
効

活
用

が
可

能
と

な
り

ま
す

。

(2
)医

療
関

連
機

関
間

、
お

よ
び

地
域

医
療

従
来

か
ら

進
め

ら
れ

て
き

た
病

診
連

携
や

病
病

連
携

に
留

ま
ら

ず
、

保
健

・
医

療
・
福

祉
・
介

護
な

ど
関

連
機

関
間

で
の

情
報

共
有

が
進

み
、

連
携

強
化

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

が
地

域
や

国
レ

ベ
ル

で
広

が
る

こ
と

で
、

医
療

資
源

の
有

効
活

用
や

地
域

医
療

格
差

是
正

に
も

つ
な

が
る

と
期

待
さ

れ
ま

す
。

そ
の

結
果

と
し

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
レ

ベ
ル

の
情

報
が

収
集

・
共

有
さ

れ
、

医
療

の
透

明
性

が
高

ま
っ

て
い

く
も

の
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。

(3
)国

全
国

規
模

で
医

療
情

報
が

収
集

さ
れ

、
各

種
ND

Bが
構

築
さ

れ
れ

ば
、

そ
の

分
析

か
ら

国
民

の
健

康
に

関
す

る
各

種
情

報
や

医
療

関
連

機
関

の
運

営
情

報
が

得
ら

れ
ま

す
。

そ
の

結
果

、
医

療
資

源
配

分
な

ど
医

療
政

策
の

立
案

に
役

立
て

る
こ

と
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
情

報
を

各
機

関
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

、
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
な

ど
に

よ
る

各
機

関
で

の
自

己
評

価
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

国
全

体
と

し
て

医
療

水
準

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

DP
C関

連
情

報
の

蓄
積

と
分

析
は

具
体

的
に

成
果

を
上

げ
て

い
る

良
い

事
例

と
な

っ
て

い
ま

す
。

(4
)国

民

国
民

一
人

ひ
と

り
が

自
ら

の
健

康
に

関
す

る
情

報
を

一
貫

し
て

蓄
積

・
管

理
し

、
必

要
な

時
に

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

入
手

で
き

る
環

境
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
で

、
自

分
の

健
康

は
自

身
で

守
る

と
い

う
個

人
レ

ベ
ル

で
の

健
康

管
理

の
実

現
が

図
ら

れ
ま

す
。

(5
)グ

ロ
ー

バ
ル

対
応

国
際

的
な

視
点

も
忘

れ
て

は
な

り
ま

せ
ん

。

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
や

レ
ベ

ル
で

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
進

展
に

対
し

、
世

界
の

標
準

化
動

向
を

取
り

入
れ

た
形

で
医

療
の

情
報

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
、

医
療

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
対

応
に

寄
与

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

7

医
療

情
報

化
の

問
題

点
･課

題
・
技

術
的

側
面

1
. 
 デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

計
の

基
本

的
問

題
2
. 
標

準
化

の
必

要
性

･標
準

化
の

遅
れ

3
. 
医

療
用

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
・端

末
機

器
4
. 
デ

ー
タ

の
継

続
性

・
運

用
面

1
. 
デ

ー
タ

活
用

2
. 
保

健
医

療
福

祉
の

連
携

3
. 
地

域
医

療
連

携
4
. 
H

P
K
Iな

ど
の

基
盤

確
寸

・
人

的
側

面
1
. 
人

材
育

成
と

確
保

2
. 
隙

間
の

シ
ス

テ
ム

開
発

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
現

状
と

問
題

点
に

つ
い

て
整

理
し

て
お

く
と

こ
れ

ま
で

の
情

報
シ

ス
テ

ム
の

発
展

の
な

か
で

、
解

決
さ

れ
つ

つ
も

い
ま

だ
に

残
る

問
題

や
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
発

展
と

と
も

に
新

た
に

発
生

し
て

い
る

問
題

が
あ

り
ま

す
。

い
ず

れ
も

医
療

情
報

に
携

わ
る

も
の

と
し

て
対

時
し

、
解

決
し

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
問

題
ば

か
り

で
す

。

ま
た

、
医

療
情

報
技

師
と

し
て

は
、

常
に

新
し

い
技

術
開

発
を

知
見

し
、

自
分

が
担

当
し

て
い

る
仕

事
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
意

識
し

て
お

く
こ

と
も

大
切

で
す

。

・
技

術
的

側
面

で
は

、

1
. 
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

計
の

基
本

的
問

題

2
. 
標

準
化

の
必

要
性

･標
準

化
の

遅
れ

3
. 
医

療
用

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
・
端

末
機

器

4
. 
デ

ー
タ

の
継

続
性

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

・
運

用
面

で
は

、

1
.
デ

ー
タ

活
用

2
.
保

健
医

療
福

祉
の

連
携

3
. 
地

域
医

療
連

携

4
. 
H

P
K
Iな

ど
の

基
盤

確
寸

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

・
人

的
側

面

1
. 
人

材
育

成
と

確
保

2
. 
隙

間
の

シ
ス

テ
ム

開
発

が
が

あ
り

ま
す

。
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1
 患

者
の

選
択

の
尊

重
と

情
報

提
供

・
患

者
の

視
点

の
尊

重
と

自
己

責
任

・
情

報
提

供
の

た
め

の
環

境
整

備

・
質

の
高

い
効

率
的

な
医

療
の

提
供

・
医

療
の

質
の

向
上

・
地

域
医

療
の

確
保

・
医

療
の

情
報

化
等

医
療

の
目

指
す

べ
き

姿
の

実
現

2
 質

の
高

い
効

率
的

な
医

療
提

供
体

制
3
 国

民
の

安
心

の
た

め
の

基
盤

づ
く
り

1
医

療
の

課
題

と
情

報
化

(1
)医

療
提

供
の

姿

厚
生

労
働

省
で

は
、

日
本

の
医

療
が

目
ざ

す
べ

き
姿

と
進

め
る

べ
き

施
策

と
し

て

1
 患

者
の

選
択

の
尊

重
と

情
報

提
供

2
 質

の
高

い
効

率
的

な
医

療
提

供
体

制

3
 国

民
の

安
心

の
た

め
の

基
盤

づ
く
り

の
3
つ

を
柱

と
し

た
「
医

療
の

将
来

像
」
を

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

(2
0
0
7
年

)で
明

確
に

提
示

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
、

適
切

な
情

報
提

供
の

も
と

、
患

者
が

み
ず

か
ら

医
療

機
関

や
治

療
方

針
な

ど
を

選
択

す
る

な
ど

、
医

療
に

自
覚

と
責

任
を

も
っ

て
参

画
す

る
こ

と
を

医
療

の
目

ざ
す

べ
き

姿
と

し
て

い
ま

す
。

患
者

の
選

択
を

通
じ

て
医

療
の

質
の

向
上

と
効

率
化

・
重

点
化

が
図

ら
れ

る
、

と
い

う
考

え
方

を
基

本
と

し
て

い
ま

す
。

こ
の

医
療

提
供

の
姿

の
実

現
に

は
、

公
正

で
客

観
的

な
情

報
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
が

大
前

提
で

す
。

し
か

し
、

そ
の

基
盤

と
な

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

は
、

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

施
行

後
約

1
0
年

間
で

整
備

さ
れ

つ
つ

あ
り

ま
す

が
、

当
初

目
標

と
し

て
い

た
医

療
分

野
の

情
報

化
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
十

分
と

は
い

え
な

い
状

況
で

す
。

(2
)医

療
課

題
と

解
決

を
目

的
と

し
た

情
報

化

「
2
1
世

紀
の

医
療

提
供

の
姿

」
で

触
れ

ら
れ

て
い

る
個

別
の

課
題

と
の

関
連

性
を

み
て

も

患
者

へ
の

情
報

提
供

、

質
の

向
上

と
効

率
化

、

医
療

安
全

の
確

保

こ
れ

ら
の

課
題

と
情

報
技

術
を

活
用

し
た

手
段

と
の

対
応

関
係

は
、

相
互

に
密

接
に

関
連

し
て

い
ま

す
。

(3
)医

療
課

題
と

解
決

を
目

的
と

し
た

情
報

化

医
療

の
情

報
化

は
、

「
日

本
の

医
療

の
目

ざ
す

べ
き

姿
」
の

実
現

の
た

め
に

重
要

な
柱

の
ひ

と
つ

で
す

。

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

で
中

核
を

な
す

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

発
展

過
程

は
次

の
「
4
つ

の
段

階
」
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

第
一

段
階

の
医

療
施

設
の

情
報

化

医
療

施
設

に
お

け
る

情
報

化
は

、
医

療
用

語
や

コ
ー

ド
な

ど
の

標
準

化
を

図
る

と
と

も
に

、

施
設

内
の

各
部

門
が

連
携

し
、

一
つ

の
組

織
と

し
て

一
体

と
な

っ
て

情
報

化
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

第
二

段
階

の
医

療
施

設
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化

細
心

の
注

意
を

払
う

べ
き

個
人

の
医

療
情

報
を

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

介
し

て
扱

う
際

に
は

、
厳

重
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
医

療
施

設
は

地
域

で
の

役
割

を
自

覚
し

、
ほ

か
の

施
設

と
の

地
域

連
携

体
制

を
確

立
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

第
三

段
階

の
医

療
情

報
の

有
効

活
用

情
報

化
に

よ
っ

て
収

集
・
整

備
さ

れ
た

医
療

情
報

を
臨

床
研

究
な

ど
に

活
用

す
る

こ
と

は
、

国
民

の
健

康
や

医
学

の
進

歩
に

寄
与

す
る

も
の

で
あ

る
が

、
個

人
情

報
保

護
へ

の
十

分
な

配
慮

が
不

可
欠

で
す

。

第
四

段
階

の
根

拠
に

基
づ

く
医

療
支

援

根
拠

に
基

づ
く
医

療
を

臨
床

の
現

場
で

実
践

す
る

た
め

に
は

、

最
新

の
科

学
的

知
見

を
収

集
・
整

理
し

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

整
備

や
、

そ
れ

ら
を

医
療

従
事

者
や

患
者

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

で
迅

速
に

参
照

・
活

用
で

き
る

よ
う

な
体

制
の

整
備

が
必

要
で

す
。

現
在

、
整

備
が

す
す

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

9
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1

個
人
情
報
保
護
と

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

個
人
情
報
保
護
と
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

医
療
情
報
の
特
性
を
踏
ま
え
、
情
報
通
信
技
術
の
発
と
と
も
に
発

展
し
て
き
た
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

運
用
に
当
た
っ
て
は
紙
を
使
っ
た
運
用
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
考

え
方
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
医
療
情
報
は
、
紙
の
時
代
か
ら
守
秘
義
務
や
法
規
が

あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
も
考
え
ら
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
電
子
的
に
医
療
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
従
来
と
は

異
な
る
規
範
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
で
は
、
関
連
の
深
い
個
人
情
報
保
護
と
医
療
情
報
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て
説
明
し
ま
す
。

2
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自
己
の
責
任

自
己
責
任
と
は
、

当
該
施
設
が
運
用
す
る
電
子
保
存
シ
ス
テ
ム
の
説
明
責
任
、
管
理
責
任
、
結
果
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

電
子
保
存
シ
ス
テ
ム
と
は
、
「
法
令
で
保
存
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
診
療
録
お
よ
び
診
療
諸
記
録

の
、
電
子
媒
体
に
よ
る
保
存
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
お
よ
び
運
用
に
必
要
な

仕
組
み
全
般
」
を
い
い
ま
す
。

3

患
者
さ
ん
に
も
、
他
の
医
師
に
も
説
明
し
や
す
い
よ
う
に

当
該
シ
ス
テ
ム
が
電
子
保
存
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
第
三
者
に
説
明
す
る
説
明
責
任
や
、

当
該
シ
ス
テ
ム
の
運
用
面
の
管
理
を
施
設
が
行
う
管
理
責
任
、

当
該
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
発
生
し
た
問
題
点
や
損
失
に
対
す
る
結
果
責
任
を
行
い
ま
す
。

4
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平
成

17
年

3月
（
G

L）
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

3
原
則
＋
外
部
保
存

平
成

14
年

3月
（
通
知
）
診
療
録
等
の
保
存
を
行
う
場
所
に
つ
い
て

外
部
保
存

平
成

11
年

4月
（
通
知
）
診
療
録
等
の
電
子
媒
体
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て

3
原
則
１
:真
正
性
2
:見
読
性
３
:保
存
性

平
成
1
6
年
1
1月
e-

文
書
法
成
立

平
成
1
7
年
0
4月

全
面
施
行

O
R
C
A
P
ro
je
ct
認
定
事
業
所
会
議
資
料
よ
り

そ
の
た
め
に
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
、
「
診
療
の
諸
記
録
」
を
電
子
媒
体
に
保
存
す
る
場

合
に
満
た
す
べ
き
３
つ
の
基
準
（
電
子
保
存
の
３
基
準
）
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
つ
の
基
準
と
は
、
「
真
正
性
」
「
見
読
性
」
「
保
存
性
」
の
こ
と
で
す
。

こ
の
基
準
は
、
医
療
機
関
の
自
己
責
任
に
お
い
て
満
た
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
３
つ
の
基
準
」
は
「
３
原
則
」
や
「
３
条
件
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

5

真
正
性

正
当
な
人
が
記
録
し
確
認
さ
れ
た
情
報
に
関
し
、

第
三
者
か
ら
見
て
作
成
の
責
任
の
所
在
が
明
確
で
あ
る

こ
と

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
、
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
、
消

去
、
お
よ
び
混
同
が
防
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う

こ
こ
で
、
混
同
と
は
、
患
者
を
取
り
違
え
た
記
録
が
な
さ

れ
た
り
、
記
録
さ
れ
た
情
報
間
で
の
関
連
性
を
誤
っ
た
り

す
る
こ
と
を
い
う

真
正
性
と
は

正
当
な
人
が
記
録
し
確
認
さ
れ
た
情
報
に
関
し
、
第
三
者
か
ら
見
て
作
成
の
責
任
の
所
在
が
明
確

で
あ
る
こ
と
、

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
、
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
、
消
去
、
お
よ
び
混
同
が
防
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
混
同
と
は
、
患
者
を
取
り
違
え
た
記
録
が
な
さ
れ
た
り
、
記
録
さ
れ
た
情
報
間
で
の
関
連
性

を
誤
っ
た
り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

6
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丸
の
と
こ
ろ
よ
め
ま
す
か
？

＜
少
し
間
を
開
け
て
く
だ
さ
い
＞

な
か
な
か
読
め
な
い
！
で
す
よ
ね

7

ム
コ
ダ
イ
ン
ｓ
ｐ
6
m
l

ア
ス
ベ
リ
ン

6
m
l

ペ
リ
ア
ク
チ
ン

6
m
l

ト
ラ
ン
サ
ミ
ン

6
m
l

1
日
3
回
毎
食
後
5
日

ア
ン
ヒ
バ
1
0
0
5
個

発
熱
時
1
個
/
回

真
正
性
と
は

(1
)作
成
の
責
任
の
所
在
の
明
確
化

作
成
の
責
任
者
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
責
任
の
無
い
人
が
責
任
の
あ
る
人
に
な
り
す
ま
し
て
入
力
す
る
こ
と
、

お
よ
び
、
い
っ
た
ん
記
録
さ
れ
た
内
容
が
、
責
任
の
あ
る
人
に
よ
り
追
記
・
書
き
換
え
・
消
去
な
ど
に
よ
っ
て
、
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
つ
の
記
録
は
責
任
の
あ
る
人
だ
け
が
入
力
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

代
行
入
力
者
の
存
在
、
記
録
の
共
同
責
任
者
に
よ
る
追
記
・
書
き
換
え
.消
去
が
あ
り
え
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

作
成
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
は
、
以
下
の
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
)作
成
責
任
者
の
認
識
お
よ
び
認
証

作
成
責
任
者
、
も
し
作
成
責
任
者
と
入
力
者
と
が
異
な
る
時
は
入
力
者
も
で
す
が
、
認
識
お
よ
び
認
証
(I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
)が
行
わ
れ
る
こ
と

2
)確
定
操
作

作
成
責
任
者
に
よ
る
入
力
の
完
了
、
代
行
入
力
の
場
合
は
作
成
責
任
者
に
よ
る
確
認
の
完
了
、

お
よ
び
い
っ
た
ん
確
定
し
た
情
報
の
作
成
責
任
者
本
人
や
作
成
共
同
責
任
者
に
よ
る
情
報
の
追
記
、

書
き
換
え
お
よ
び
消
去
な
ど
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
確
定
」
操
作
が
行
わ
れ
る
こ
と

3
)識
別
情
報
の
記
録

「
確
定
」
操
作
に
際
し
、
そ
の
作
成
責
任
者
の
識
別
情
報
が
記
録
情
報
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と

4
)更
新
履
歴
の
保
存

い
っ
た
ん
確
定
さ
れ
た
情
報
は
、
後
か
ら
の
追
記
・
書
き
換
え
・
消
去
の
事
実
を
正
し
く
確
認
で
き
る
よ
う
、
当
該
事
項
の
履
歴
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と

(2
)過
失
に
よ
る
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
・
消
去
や
混
同
の
防
止

過
失
に
よ
る
誤
入
力
、
書
き
換
え
、
消
去
や
混
同
は
、
単
純
な
入
カ
ミ
ス
、
誤
っ
た
思
い
込
み
、
情
報
の
取
り
違
え
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
が
、

内
容
的
に
明
ら
か
な
過
失
で
あ
っ
て
も
技
術
的
に
過
失
と
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
確
定
操
作
を
行
う
前
に
十
分
に
内
容
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
運
用
規
定
な
ど
に
定
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

(3
)使
用
す
る
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
起
因
す
る
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
・
消
去
・
混
同
の
防
止
、
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
・
消
去
・
混
同
は
、

不
適
切
な
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
用
に
よ
っ
て
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
お
よ
び
更
新
に
際
し
て
、
医
療
機
関
が
自
ら
そ
の
品
質
管
理
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

(4
)故
意
に
よ
る
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
・
消
去
・
混
同
の
防
止

第
三
者
の
責
任
の
あ
る
人
へ
の
な
り
す
ま
し
に
よ
る
虚
偽
入
力
、
書
き
換
え
・
消
去
・
混
同
に
対
し
て
は
、
少
な
く
と
も
責
任
者
の
識
別
・
認
証
な
ど
に
よ
り
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
責
任
の
あ
る
人
の
不
正
の
意
を
も
っ
た
虚
偽
入
力
お
よ
び
改
ざ
ん
(確
定
さ
れ
た
情
報
に
対
す
る
書
き
換
え
、
消
去
、
混
同
)は
、
も
と
よ
り
違
法
行
為
で
す
。

8
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見
読
性

電
子
媒
体
に
保
存
さ
れ
た
内
容
を
、
権
限
保
有
者
か
ら

の
要
求
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
肉
眼
で
容
易
に
見

読
可
能
な
状
態
に
で
き
る
こ
と

必
要
に
応
じ
て
と
は
、
「
診
療
」
、
「
患
者
へ
の
説
明
」
、

「
監
査
」
、
「
訴
訟
」
等
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

支
障
の
な
い
応
答
時
間
や
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
と
、
操
作
方
法

で
と
い
う
こ
と
で
あ
る

特
に
監
査
の
場
合
に
お
い
て
は
、
監
査
対
象
の
情
報
の

内
容
を
直
ち
に
書
面
に
表
示
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

見
読
性
と
は

電
子
媒
体
に
保
存
さ
れ
た
内
容
を
、
権
限
保
有
者
か
ら
の
要
求
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
肉
眼
で

見
読
可
能
な
状
態
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
い
う
、
必
要
に
応
じ
て
と
は
、
「
診
療
」
、
「
患
者
へ
の
説
明
」
、
「
監
査
」
、
「
訴
訟
」
等
に
際
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
支
障
の
な
い
応
答
時
間
や
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
と
、
操
作
方
法
で
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
監
査
の
場
合
に
お
い
て
は
、
監
査
対
象
の
情
報
の
内
容
を
直
ち
に
書
面
に
表
示
で
き
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
容
易
に
」
と
は
、
「
目
的
に
合
っ
た
速
度
、
操
作
で
見
読
を
可
能
に
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
読
性
を
脅
か
す
原
因
を
除
去
し
、
必
要
に
応
じ
て
容
易
に
見
読
性
を
確
保
す
る
た
め
に

は
次
の
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

9

ム
コ
ダ
イ
ン
ｓ
ｐ
6
m
l

ア
ス
ベ
リ
ン

6
m
l

ペ
リ
ア
ク
チ
ン

6
m
l

ト
ラ
ン
サ
ミ
ン

6
m
l

1
日
3
回
毎
食
後
5
日

ア
ン
ヒ
バ
1
0
0
5
個

発
熱
時
1
個
/
回

見
読
性
に
は
、

(1
)情
報
の
所
在
管
理

分
散
さ
れ
た
情
報
で
あ
っ
て
も
、
患
者
別
な
ど
の
情
報
の
所
在
が
可
搬
型
媒
体
を
含
め
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

(2
)見
読
化
手
段
の
管
理

保
存
情
報
を
見
読
す
る
た
め
の
手
段
が
対
応
づ
け
ら
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

そ
の
た
め
に
、
保
存
情
報
に
対
応
し
た
、
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
関
連
情
報
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

(3
)情
報
区
分
管
理

情
報
の
確
定
状
態
、
利
用
範
囲
、
更
新
履
歴
、
機
密
度
な
ど
に
応
じ
た
管
理
区
分
を
設
定
し
、
ア
ク
セ
ス
権
な
ど
を
管
理

す
る
こ
と

(4
)シ
ス
テ
ム
運
用
管
理

運
用
手
順
を
明
確
に
し
、
適
切
で
安
全
な
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
保
証
す
る
こ
と

(5
)利
用
者
管
理

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
限
の
割
り
当
て
を
制
御
す
る
た
め
、
利
用
者
管
理
の
手
順
を
明
確
に
す
る
こ
と

利
用
者
の
管
理
手
順
で
は
、
利
用
者
の
登
録
か
ら
抹
消
ま
で
の
利
用
者
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
ア
ク
セ
ス
権
限
の
変

更
を
す
み
や
か
に
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
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保
存
性

記
録
さ
れ
た
情
報
が
法
令
等
で
定
め
ら
れ
た
期
間
に

渡
っ
て
真
正
性
を
保
ち
、
見
読
可
能
に
で
き
る
状
態
で

保
存
さ
れ
る
こ
と

保
存
性
と
は

記
録
さ
れ
た
情
報
が
法
令
等
で
定
め
ら
れ
た
期
間
に
渡
っ
て
真
正
性
を
保
ち
、
見
読
可
能
に
で
き
る

状
態
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

11

ム
コ
ダ
イ
ン
ｓ
ｐ
6
m
l

ア
ス
ベ
リ
ン

6
m
l

ペ
リ
ア
ク
チ
ン

6
m
l

ト
ラ
ン
サ
ミ
ン

6
m
l

1
日
3
回
毎
食
後
5
日

ア
ン
ヒ
バ
1
0
0
5
個

発
熱
時
1
個
/
回

保
存
性
と
は

記
録
さ
れ
た
情
報
が
、
法
令
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
期
間
に
わ
た
っ
て
、
真
正
性
を
保
ち
、
見
読
可
能
に
で
き
る
状
態
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

保
存
性
を
脅
か
す
原
因
と
し
て
は
、
下
記
の
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
不
適
切
な
保
管
・
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
診
療
情
報
お
よ
び
、
そ
の
真
正
性
、
見
読
性
を
確
保
す
る
た
め
の
情
報
の
減
失
、
破
壊

②
記
録
媒
体
の
劣
化
に
よ
る
読
み
取
り
不
能
ま
た
は
不
完
全
な
読
み
取
り

③
ウ
イ
ル
ス
や
不
適
切
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
に
よ
る
情
報
の
破
壊
お
よ
び
混
同
な
ど

④
シ
ス
テ
ム
の
移
行
、
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
移
行
時
の
不
整
合
、
機
器
・
媒
体
の
互
換
性
不
備
に
よ
る
情
報
復
元
の
不
完
全
、

見
読
可
能
な
状
態
へ
の
復
元
の
不
完
全
、
読
み
取
り
不
能

⑤
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
誤
操
作
に
基
づ
く
情
報
の
破
壊

⑥
業
務
継
続
計
画
の
不
備
に
よ
る
媒
体
・
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
整
合
性
不
備
に
よ
る
復
元
不
能

こ
れ
ら
の
保
存
性
を
脅
か
す
原
因
を
除
去
す
る
た
め
に
真
正
性
、
見
読
性
で
述
べ
た
対
策
を
施
す
こ
と
お
よ
び
以
下
に
述
べ
る
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

(1
)媒
体
の
劣
化
対
策

記
録
媒
体
の
劣
化
す
る
前
に
情
報
を
新
た
な
記
録
媒
体
に
複
写
す
る
こ
と

(2
)ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
機
器
・
媒
体
の
管
理

い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
不
適
切
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
情
報
の
破
壊
・
混
同
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
シ
ス
テ
ム
で
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
機
器
お

よ
び
媒
体
の
管
理
を
行
う
こ
と

(3
)継
続
性
の
確
保

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
際
し
て
、
以
前
の
シ
ス
テ
ム
で
蓄
積
し
た
情
報
の
効
果
的
利
用
を
図
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

な
お
、
シ
ス
テ
ム
導
入
時
に
デ
ー
タ
移
行
に
関
す
る
情
報
開
示
条
件
を
明
確
に
す
る
こ
と

(4
)情
報
保
護
機
能
の
確
保

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
情
報
の
破
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
情
報
保
護
機
能
を
備
え
る
こ
と

ま
た
、
万
一
破
壊
し
た
場
合
に
備
え
て
、
必
要
に
応
じ
て
回
復
で
き
る
機
能
を
備
え
る
こ
と

12
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（
参
考
）
３
原
則
を
と
り
ま
く
問
題

裁
判
で
は
、

い
ま
だ
に
電
子
カ
ル
テ
画
面
の
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー

O
S
変
更
に
よ
る
文
字
コ
ー
ド
の
問
題

更
新
さ
れ
る
マ
ス
タ
の
問
題

あ
る
D
ｒの
つ
ぶ
や
き

運
用
規
定
い
る
や
ろ

運
用
規
定
配
ら
な
あ
か
ん
や
ろ

ん
な
も
ん
誰
も
守
っ
て
な
い
や
ろ

そ
の
情
報
を
誰
が
書
い
た
の
か
わ
か
ら
ん
や
ろ
・
・

O
R
C
A
P
ro
je
ct
認
定
事
業
所
会
議
資
料
よ
り

３
原
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

裁
判
で
は
、
い
ま
だ
に
電
子
カ
ル
テ
画
面
の
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
で
は
、
O
S
変
更
に
よ
る
文
字
コ
ー
ド
の
問
題
や
更
新
さ
れ
る
マ
ス
タ
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

13

平
成

17
年

3月
（
G

L）
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

3
原
則
＋
外
部
保
存

平
成

14
年

3月
（
通
知
）
診
療
録
等
の
保
存
を
行
う
場
所
に
つ
い
て

外
部
保
存

平
成

11
年

4月
（
通
知
）
診
療
録
等
の
電
子
媒
体
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て

3
原
則
１
:真
正
性
2
:見
読
性
３
:保
存
性

平
成
1
6
年
1
1月
e-

文
書
法
成
立

平
成
1
7
年
0
4月

全
面
施
行

O
R
C
A
P
ro
je
ct
認
定
事
業
所
会
議
資
料
よ
り

組
織
的
安
全
管
理
対
策
：

物
理
的
安
全
対
策
：

技
術
的
安
全
対
策
：

人
的
安
全
対
策
：

様
々
な
な
対
策
を
し
た
結
果
、
平
成
17
年
に
は
３
つ
の
基
準
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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1

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

医
療

情
報

を
電

子
的

に
取

り
扱

う
際

の
注

意
義

務
を

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
示

し
た

厚
生

労
働

省
が

発
出

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

る

医
療

に
か

か
わ

る
情

報
を

扱
う

す
べ

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
お

よ
び

そ
れ

ら
の

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

運
用

、
利

用
、

保
守

、
廃

棄
に

関
わ

る
人

と
組

織
が

対
象

に
な

る

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
は

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

基
本

的
な

安
全

管
理

、
法

的
に

保
存

義
務

の
あ

る
診

療
録

等
の

電
子

保
存

お
よ

び
外

部
保

存
に

関
す

る
具

体
的

基
準

、
運

用
管

理
規

程
な

ど
が

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

改
訂

頻
度

が
多

い

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

医
療

情
報

を
電

子
的

に
取

り
扱

う
際

の
注

意
義

務
を

、
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

示
し

た
厚

生
労

働
省

が
発

出
し

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

す
。

医
療

に
か

か
わ

る
情

報
を

扱
う

す
べ

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
お

よ
び

そ
れ

ら
の

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

運
用

、
利

用
、

保
守

、
廃

棄
に

関
わ

る
人

と
組

織
が

対
象

に
な

り
ま

す
。

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
、

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理
、

法
的

に
保

存
義

務
が

あ
る

診
療

録
等

の
電

子
保

存
、

お
よ

び
外

部
保

存
に

関
す

る
具

体
的

基
準

、
運

用
管

理
規

程
な

ど
が

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

も
の

で
、

改
訂

頻
度

も
多

数
あ

り
ま

す
。

医
療

機
関

な
ど

の
責

任
者

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

管
理

者
や

シ
ス

テ
ム

導
入

業
者

を
対

象
と

し
た

指
針

で
す

。

平
成

17
年

に
初

版
が

発
行

さ
れ

、
現

在
で

は
平

成
28

年
3月

に
第

4.
3版

が
発

行
さ

れ
て

い
ま

す
。

第
4.

3版
で

は
、

電
子

処
方

菱
の

運
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
発

行
さ

れ
た

こ
と

に
対

応
し

て
記

載
が

変
更

さ
れ

て
い

ま
す

。

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

利
用

す
る

場
合

は
、

最
新

版
で

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

な
お

、
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」は
、

平
成

16
年

12
月

に
公

開
さ

れ
た 「
医

療
、

介
護

関
連

事
業

者
に

お
け

る
個

人
情

報
の

適
切

な
取

扱
い

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
と

参
照

関
係

に
あ

る
こ

と
も

認
識

し
て

お
か

ね
ば

な
り

ま
せ

ん
。

2
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IS
M

S
：

（
In

fo
rm

at
io

n
S
e
c
u
ri
ty

M
an

ag
e
m

e
n
t

S
ys

te
m

）

組
織

が
情

報
を

適
切

に
管

理
し

機
密

を
守

る
た

め
の

包
括

的
な

枠
組

み
の

こ
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
だ

け
で

な
く
、

情
報

を
扱

う
際

の
基

本
的

な
方

針
で

あ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ィ

や
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
計

画
、

計
画

の
実

施
・
運

用
、

一
定

期
間

ご
と

の
方

針
・
計

画
の

見
直

し
ま

で
含

め
た

、
ト

ー
タ

ル
な

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

系
の

こ
と

を
指

す

IS
M

S
：
（
In

fo
rm

at
io

n
S
e
c
u
ri
ty

M
an

ag
e
m

e
n
t

S
ys

te
m

）

組
織

が
、

情
報

を
適

切
に

管
理

し
て

、
機

密
を

守
る

た
め

の
包

括
的

な
枠

組
み

の
こ

と
で

す
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
だ

け
で

は
な

く
、

情
報

を
扱

う
際

の
基

本
的

な
方

針
で

あ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ィ

、

そ
れ

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
計

画
、

計
画

の
実

施
・
運

用
、

一
定

期
間

ご
と

の
方

針
・
計

画
の

見
直

し
ま

で
を

含
め

た
、

ト
ー

タ
ル

な
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
系

の
こ

と
を

指
し

ま
す

。

3

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

提
示

さ
れ

て
い

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

基
本

的
な

安
全

管
理

対
策

組
織

的
安

全
管

理
対

策
物

理
的

安
全

対
策

技
術

的
安

全
対

策
人

的
安

全
対

策

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

提
示

さ
れ

て
い

る
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理
対

策
と

は

・
組

織
的

安
全

管
理

対
策

・
物

理
的

安
全

対
策

・
技

術
的

安
全

対
策

・
人

的
安

全
対

策

で
す

。

4
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組
織

的
安

全
管

理
対

策
：

医
療

機
関

内
に

シ
ス

テ
ム

の
管

理
者

お
よ

び
管

理
組

織
を

設
置

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と

管
理

者
を

中
心

に
シ

ス
テ

ム
の

運
用

管
理

規
定

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
情

報
の

破
棄

方
法

や
廃

棄
手

順
書

な
ど

を
策

定
し

、
定

期
的

に
運

用
状

況
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
状

態
に

対
し

て
監

査
を

受
け

る
態

勢
を

整
え

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る

組
織

的
安

全
管

理
対

策
に

は
、

医
療

機
関

内
に

、
シ

ス
テ

ム
の

管
理

者
お

よ
び

管
理

組
織

を
設

置
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

管
理

者
を

中
心

に
、

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
規

定
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

情
報

の
破

棄
方

法
や

廃
棄

手
順

書
な

ど
を

策
定

し
ま

す
。

定
期

的
に

運
用

状
況

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

状
態

に
対

し
て

監
査

を
受

け
る

態
勢

を
整

え
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

5

物
理

的
安

全
対

策
：

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

安
全

管
理

対
策

の
１

つ

個
人

情
報

が
入

力
、

参
照

、
格

納
さ

れ
る

、
情

報
端

末
や

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
情

報
媒

体
等

を
物

理
的

な
方

法
に

よ
っ

て
保

護
す

る
こ

と
で

あ
る

具
体

的
に

は
、

火
事

や
浸

水
に

対
す

る
備

え
、

地
震

に
対

す
る

耐
震

設
備

の
設

置
、

停
電

時
に

備
え

た
非

常
電

源
の

設
置

、
個

人
情

報
が

保
管

さ
れ

て
い

る
機

器
の

設
置

場
所

お
よ

び
保

存
場

所
の

施
錠

、
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
、

入
退

室
管

理
な

ど
が

必
要

で
あ

る

物
理

的
安

全
対

策
と

は
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理
対

策
の

１
つ

で
す

。

個
人

情
報

が
入

力
、

参
照

、
格

納
さ

れ
る

情
報

端
末

や
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
、

情
報

媒
体

等
を

、
物

理
的

な
方

法
に

よ
っ

て
保

護
す

る
こ

と
で

す
。

具
体

的
に

は
、

・
火

事
や

浸
水

に
対

す
る

備
え

・
地

震
に

対
す

る
耐

震
設

備
の

設
置

・
停

電
時

に
備

え
た

非
常

電
源

の
設

置

・
個

人
情

報
が

保
管

さ
れ

て
い

る
機

器
の

設
置

場
所

お
よ

び
保

存
場

所
の

施
錠

・
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
、

入
退

室
管

理

な
ど

が
必

要
で

す
。

6
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技
術

的
安

全
対

策
：

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

安
全

管
理

対
策

の
１

つ

内
容

は
、

利
用

者
の

識
別

と
認

証
、

ア
ク

セ
ス

権
限

の
管

理
、

ア
ク

セ
ス

ロ
グ

の
監

査
、

ウ
イ

ル
ス

対
策

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

や
デ

ー
タ

暗
号

化
に

つ
い

て
言

及
さ

れ
て

い
る

技
術

的
安

全
対

策
と

は
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

安
全

管
理

対
策

の
１

つ
で

す
。

内
容

は
、

・
利

用
者

の
識

別
と

認
証

・
ア

ク
セ

ス
権

限
の

管
理

・
ア

ク
セ

ス
ロ

グ
の

監
査

・
ウ

イ
ル

ス
対

策
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
・

デ
ー

タ
暗

号
化

に
つ

い
て

言
及

さ
れ

て
い

ま
す

。

7

人
的

安
全

対
策

：

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

安
全

管
理

対
策

の
１

つ

人
に

よ
る

情
報

の
盗

難
や

不
正

行
為

、
情

報
設

備
の

不
正

利
用

な
ど

の
リ

ス
ク

軽
減

の
必

要
性

、
ユ

ー
ザ

に
対

し
て

シ
ス

テ
ム

の
正

し
い

利
用

・
運

用
方

法
を

教
育

す
る

こ
と

緊
急

時
対

策
の

た
め

の
訓

練
を

し
て

お
く
こ

と
、

ユ
ー

ザ
と

の
守

秘
義

務
契

約
お

よ
び

違
反

時
の

罰
則

な
ど

を
規

定
し

て
お

く
必

要
性

が
説

明
さ

れ
て

い
る

対
象

は
、

医
師

、
看

護
師

、
医

事
課

職
員

、
事

務
委

託
者

、
シ

ス
テ

ム
の

保
守

業
者

、
デ

ー
タ

管
理

業
務

に
携

わ
る

者
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る

人
的

安
全

対
策

と
は

、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

安
全

管
理

対
策

の
１

つ
で

す
。

・
人

に
よ

る
情

報
の

盗
難

や
不

正
行

為

・
情

報
設

備
の

不
正

利
用

な
ど

の
リ

ス
ク

軽
減

の
必

要
性

・
ユ

ー
ザ

に
対

し
て

シ
ス

テ
ム

の
正

し
い

利
用

、
運

用
方

法
を

教
育

す
る

こ
と

・
緊

急
時

対
策

の
た

め
の

訓
練

を
し

て
お

く
こ

と

・
ユ

ー
ザ

と
の

守
秘

義
務

契
約

・
違

反
時

の
罰

則
な

ど
を

規
定

し
て

お
く

な
ど

の
必

要
性

が
説

明
さ

れ
て

い
ま

す
。

対
象

は
、

医
師

、
看

護
師

、
医

事
課

職
員

、
事

務
委

託
者

、
シ

ス
テ

ム
の

保
守

業
者

、
デ

ー
タ

管
理

業
務

に
携

わ
る

者
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。

8
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プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

っ
て

な
に

？
pr

iv
ac

y

個
人

情
報

保
護

っ
て

な
に

？
pr

iv
ac

y 
pr

o
te

c
ti
o
n

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

っ
て

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

個
人

情
報

保
護

っ
て

何
で

し
ょ

う
か

？

「
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
」
に

は

個
人

や
家

庭
内

の
私

事
・
私

生
活

個
人

の
秘

密
、

ま
た

、
そ

れ
が

他
人

か
ら

干
渉

・
侵

害
を

受
け

な
い

権
利

と
い

う
意

味
が

あ
る

ほ
か

、

最
近

で
は

、
「
自

己
の

情
報

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

権
利

」
と

い
う

意
味

も
含

め
て

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。

「
個

人
情

報
」
と

は
、

本
人

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
住

所
な

ど
の

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
情

報
の

こ
と

で
す

。

管
理

者
は

、
利

用
者

に
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

意
識

の
徹

底
を

図
り

、
運

用
上

の
ア

ク
セ

ス
権

を
設

定
し

、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

侵
害

の
あ

る
場

合
に

は
、

調
査

し
適

切
な

対
応

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
起

源
は

、
18

90
年

に
出

さ
れ

た
論

文
の

Th
eR

ig
ht

to
Pr

iv
ac

y(
S.

D.
W

ar
re

n&
L.

D.
Br

an
de

is)
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

古
典

的
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
権

と
も

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

当
時

、
ゴ

シ
ッ

プ
報

道
の

行
き

過
ぎ

が
問

題
に

な
っ

て
お

り
、

医
療

関
係

者
か

ら
み

れ
ば

、
個

人
的

な
事

項
の

秘
密

を
守

る
、

す
な

わ
ち

、
守

秘
義

務
で

あ
り

、
個

人
か

ら
み

れ
ば

、
Th

er
ig

ht
to

be
le

ta
lo

ne
「
放

っ
て

お
い

て
も

ら
う

権
利

」で
し

た
。

し
か

し
、

現
在

の
考

え
方

で
は

、
自

分
の

情
報

は
、

自
分

自
身

が
管

理
す

る
、

す
な

わ
ち

、
自

己
情

報
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
権

を
含

ん
だ

も
の

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
己

情
報

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

権
と

し
て

の
概

念
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

発
達

に
伴

い
、

・
保

存
可

能
な

デ
ー

タ
量

の
増

大

・
デ

ー
タ

処
理

速
度

の
増

大

・
情

報
転

送
と

共
有

の
容

易
化

・
情

報
流

出
可

能
性

の
増

大

な
ど

に
よ

っ
て

生
じ

て
き

ま
し

た
。

9

最
初

に
、

「
個

人
情

報
」
の

定
義

に
つ

い
て

考
え

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

「
個

人
情

報
保

護
法

」
で

は
、

「
個

人
情

報
」
を

次
の

よ
う

に
定

義
し

て
い

ま
す

。

『
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
、

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
、

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

な
ど

に
よ

っ
て

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
も

の
。

ま
た

は
個

人
識

別
符

号
が

含
ま

れ
る

も
の

』

こ
れ

は
、

他
の

情
報

と
容

易
に

照
合

す
る

こ
と

が
で

き
、

そ
れ

に
よ

っ
て

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
も

含
み

ま
す

。

少
々

難
し

い
で

す
が

、
こ

こ
で

重
要

な
こ

と
は

次
の

2
つ

で
す

1
）

個
人

に
関

す
る

情
報

で
あ

る
こ

と
2
）

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
こ

と

た
と

え
ば

「
名

前
」
で

考
え

て
み

る
と

、
「
本

人
の

氏
名

」
の

み
で

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
場

合
は

「
個

人
情

報
」
と

な
り

ま
す

。

ま
た

、
姓

（
苗

字
）
だ

け
で

は
誰

か
を

特
定

で
き

ま
せ

ん
が

、
そ

の
姓

に
「
○

○
会

社
に

勤
務

」
「
東

京
都

○
○

区
○

○
町

○
番

地
在

住
」
な

ど
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

情
報

が
加

わ
れ

ば
、

そ
の

人
が

誰
で

あ
る

か
を

特
定

で
き

ま
す

。

つ
ま

り
、

「
個

人
情

報
」
と

な
り

ま
す

。

10
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プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

主
と

し
て

場
所

や
空

間
を

中
心

と
し

た
概

念

例
え

ば
、

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

の
例

で
す

が
、

ダ
イ

ニ
ン

グ
・
キ

ッ
チ

ン
は

共
有

部
、

各
部

屋
は

個
人

の
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
空

間
と

な
り

ま
す

。

11

そ
こ

を
覗

き
見

ら
れ

た
と

し
た

ら
・
・
・

そ
の

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

空
間

を
覗

き
見

ら
れ

た
と

し
た

ら

12
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カ
メ

ラ
や

盗
聴

器
を

仕
掛

け
ら

れ
・
・
・
盗

撮
さ

れ
て

し
ま

っ
た

な
ら

。

盗
撮

と
は

、

「
住
居
、
便
所
、
浴
場
そ
の
他
人
が
通
常
衣
服
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な
い
状
態
で
い
る
よ

う
な
場
所
」

ま
た
は
「
公
共
の
場
所
、
公
共
の
乗
物
、
学
校
、
事
務
所
、
タ
ク
シ
ー
そ
の
他
不
特
定
又
は
多

数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
出
入
り
す
る
場
所
又
は
乗
物
」

に
お
い
て
、
「
人
の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る
下
着
又
は
身
体
を
、
写
真
機
そ
の
他
の
機
器

を
用
い
て
撮
影
し
、
又
は
撮
影
す
る
目
的
で
写
真
機
そ
の
他
の
機
器
を
差
し
向
け
、
若
し
く
は

設
置
す
る
こ
と
」

と
定

義
さ

れ
て

い
ま

す
。

13

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

個
人

情
報

保
護

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
、

個
人

情
報

が
漏

洩
す

る
危

険
が

あ
る

場
合

に
、

法
律

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
、

個
人

情
報

保
護

で
ガ

ー
ド

、
ブ

ロ
ッ

ク
し

ま
し

ょ
う

！

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

」
は

2
0
0
3
年

5
月

に
公

布
さ

れ
、

2
0
0
5
年

4
月

に
施

行
さ

れ
ま

し
た

。

そ
れ

は
、

個
人

の
権

利
や

利
益

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

保
護

す
る

た
め

、
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

事
業

者
に

対
し

て
一

定
の

義
務

を
課

し
た

法
律

の
こ

と
で

す
。

同
法

は
、

施
行

後
1
0
年

を
経

過
し

て
、

情
報

通
信

技
術

の
発

展
や

事
業

活
動

の
急

速
な

変
化

等
に

よ
り

見
直

し
が

行
わ

れ
、

2
0
1
5
年

9
月

に
「
改

正
個

人
情

報
保

護
法

」
が

公
布

さ
れ

、
施

行
は

2
0
1
7
年

5
月

3
0
日

で
す

。

権
利

の
保

護
に

つ
い

て
も

、
昨

今
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

普
及

に
伴

い
、

知
的

創
造

活
動

か
ら

創
出

さ
れ

る
成

果
に

対
す

る
権

利
(知

的
財

産
権

)の
保

護
が

、
重

要
な

位
置

づ
け

と
さ

れ
ま

し
た

。

混
同

し
が

ち
な

「
個

人
情

報
」
と

「
個

人
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

」
で

す
が

、
そ

の
違

い
を

き
ち

ん
と

理
解

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

「
個

人
情

報
」
は

「
特

定
の

個
人

を
識

別
で

き
る

情
報

」
な

の
で

、
私

生
活

に
関

す
る

情
報

で
あ

る
か

否
か

、

開
示

し
な

い
で

欲
し

い
と

考
え

ら
れ

る
情

報
か

否
か

は
、

問
わ

れ
ま

せ
ん

。

「
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
」
に

か
か

わ
る

情
報

と
は

、
「
個

人
の

私
生

活
上

の
事

実
に

関
す

る
情

報
」
で

す
。

本
人

が
「
そ

の
情

報
を

開
示

し
な

い
で

ほ
し

い
」
と

考
え

ら
れ

る
情

報
の

こ
と

で
す

。

14
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個
人

情
報

保
護

法
の

用
語

生
存

す
る

個
人

に
関

す
る

情
報

医
療

の
場

合
は

死
者

の
情

報
も

該
当

す
る

法
定

の
保

存
年

限
を

過
ぎ

て
も

対
象

と
な

る

通
院

加
療

中
の

如
何

を
問

わ
ず

対
象

と
な

る

外
部

保
存

し
て

い
て

も
対

象
と

な
る

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
も

の
に

よ
っ

て

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
も

の

ス
タ

ッ
フ

の
履

歴
書

等
も

保
護

対
象

と
な

る

雇
用

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
別

に
存

在

個
人

情
報

保
護

法
の

用
語

に
つ

い
て

、

「
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
」
と

は
、

・
医

療
の

場
合

は
死

者
の

情
報

も
該

当
し

ま
す

。

・
法

定
の

保
存

年
限

を
過

ぎ
て

も
対

象
と

な
り

ま
す

。

・
通

院
加

療
中

の
如

何
を

問
わ

ず
対

象
と

な
り

ま
す

。

・
外

部
保

存
し

て
い

て
も

対
象

と
な

り
ま

す
。

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
も

の
に

よ
っ

て
、

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

る
も

の
、

ス
タ

ッ
フ

の
履

歴
書

等
も

保
護

対
象

と
な

り
ま

す
。

雇
用

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
別

に
存

在
し

ま
す

。

で
は

、
個

人
情

報
に

は
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？

15
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1

個
人
情
報
っ
て
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

一
般
的
に
は
、

本
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
の
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
の
こ
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
指
紋
デ
ー
タ
、
顔
認
証
デ
ー
タ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、
電

話
番
号

音
声
デ
ー
タ
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
ア
カ
ウ
ン
ト
、
人
種
、
病
歴
、
購
入
履
歴
、
位
置
情
報
、

乗
車
履
歴
な
ど
で
す
。

2
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医
療
で
は

個
人
情
報
の
利
用
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

個
人
情
報
が
適
正
に
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
、

医
療
機
関
側
が
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル

情
報
の
利
用
の
際
に
は
患
者
さ
ん
の
権
利
に
対
し
て
細
心
の

注
意
を
払
う
こ
と

個
人
情
報
の
取
扱
い
・
管
理
方
法
の
明
確
化
・
具
体
化
を
義

務
付
け
て
い
る

自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

＝
患
者
さ
ん
本
人
が
関
与
で
き
る
仕
組
み

医
療
で
は
、

診
療
情
報
は
、
取
扱
い
に
も
っ
と
も
配
慮
す
べ
き
患
者
の
個
人
情
報
で
す
。

外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
重
要
な
個
人
情
報
が
紛
失
・
破
損
し
な
い
よ
う
に
、
厳
重
な
安
全
管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

診
療
情
報
管
理
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
遵
守
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
守
秘
義
務
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
の
利
用
と
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

個
人
情
報
が
適
正
に
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
側
が
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
す
。

情
報
を
利
用
す
る
際
に
は
、
患
者
さ
ん
の
権
利
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
・
管
理
方
法
の
明
確
化
・
具
体
化
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
＝
患
者
さ
ん
本
人
が
関
与
で
き
る
仕
組
み
、
で
す
。

具
体
的
に
は
下
記
の
よ
う
な
事
項
に
留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
保
管
さ
れ
て
い
る
診
療
記
録
を
閲
覧
し
、
必
要
に
応
じ
て
外
部
に
貸
し
出
す
こ
と
を
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
格
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
明
確
な
規
則

に
基
づ
い
て
運
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
や
電
子
カ
ル
テ
・
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
お
い
て
は
、
関
係
者
に

ID
番
号
を
付
与
し
ま
す
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
て
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
権
限
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
務
端
末
か
ら
患
者
情
報
を
記
録
媒
体
へ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
よ
う
な
仕
様
と
す
べ
き
で
す
。

③
研
修
・
教
育
、
あ
る
い
は
学
術
的
研
究
・
報
告
の
目
的
で
患
者
の
診
療
情
報
を
外
部
の
情
報
機
器
や
メ
モ
リ
媒
体
に
入
力
・
保
存
す
る
場
合
に
は
、

姓
名
や
年
齢
に
よ
っ
て
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
匿
名
化
し
、
そ
れ
ら
の
紛
失
・
盗
難
に
は
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。

④
電
算
室
や
情
報
管
理
室
の
入
退
室
は
厳
重
に
管
理
し
て
、
情
報
の
保
全
や
機
器
の
盗
難
防
止
を
図
り
ま
す
。

情
報
機
器
の
廃
棄
や
移
転
の
場
合
は
、
個
人
情
報
が
再
現
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
完
全
な
消
去
処
分
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
か
ら
の
ハ
ッ
カ
ー
侵
入
防
止
や
、
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
の
使
用
禁
止
も
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
個
人
情
報
が
流
出
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
流
出
経
路
と
流
出
し
た
情
報
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当

事
者
で
あ
る
個
人
へ
の
連
絡
と
再
発
防
止
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

①
基
本
情
報
:氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

②
保
険
情
報
:保
険
者
番
号
、
記
号
・
番
号
、
そ
の
他
保
険
証
記
載
事
項
な
ど

③
診
療
管
理
情
報
:受
診
歴
、
受
診
診
療
科
、
予
約
記
録
、
入
退
院
情
報
な
ど

④
生
活
情
報
:喫
煙
歴
、
飲
酒
歴
、
生
活
歴
な
ど

⑤
医
学
的
情
報
:既
往
歴
、
家
族
歴
、
妊
娠
分
娩
歴
な
ど

⑥
診
療
記
録
情
報
:問
診
記
録
、
現
病
歴
、
身
体
所
見
、
診
療
計
画
な
ど

⑦
手
術
・
看
護
記
録
情
報
:手
術
記
録
、
助
産
録
、
看
護
記
録
な
ど

⑧
画
像
記
録
情
報
:エ
ッ
ク
ス
線
写
真

⑨
指
示
実
施
記
録
情
報
:検
査
実
施
結
果
、
処
方
せ
ん
実
施
記
録

⑩
要
約
情
報
:診
療
要
約
、
入
退
院
要
約

⑪
そ
の
他
情
報
:説
明
情
報
、
紹
介
情
報
、
診
療
情
報
提
供
書
、
死
亡
情
報
な
ど

医
療
で
の

①
基
本
情
報
:氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

②
保
険
情
報
:保
険
者
番
号
、
記
号
・
番
号
、
そ
の
他
保
険
証
記
載
事
項
な
ど

③
診
療
管
理
情
報
:受
診
歴
、
受
診
診
療
科
、
予
約
記
録
、
入
退
院
情
報
な
ど

④
生
活
情
報
:喫
煙
歴
、
飲
酒
歴
、
生
活
歴
な
ど

⑤
医
学
的
情
報
:既
往
歴
、
家
族
歴
、
妊
娠
分
娩
歴
な
ど

⑥
診
療
記
録
情
報
:問
診
記
録
、
現
病
歴
、
身
体
所
見
、
診
療
計
画
な
ど

⑦
手
術
・
看
護
記
録
情
報
:手
術
記
録
、
助
産
録
、
看
護
記
録
な
ど

⑧
画
像
記
録
情
報
:エ
ッ
ク
ス
線
写
真

⑨
指
示
実
施
記
録
情
報
:検
査
実
施
結
果
、
処
方
せ
ん
実
施
記
録

⑩
要
約
情
報
:診
療
要
約
、
入
退
院
要
約

⑪
そ
の
他
情
報
:説
明
情
報
、
紹
介
情
報
、
診
療
情
報
提
供
書
、
死
亡
情
報
な
ど

4
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5
6

個
人
情
報
保
護
と
守
秘
義
務
の
違
い

守
秘
義
務

秘
密
の
情
報

死
者
も
含
む

業
務
上
知
り
得
た
情
報

漏
ら
す
と
違
反

個
人
情
報
保
護

個
人
が
特
定
で
き
る
す
べ
て
の
情
報

死
者
は
含
ま
な
い

情
報
源
は
問
わ
な
い

不
正
な
取
得
・
保
有
も
違
反

不
正
ア
ク
セ
ス
や
盗
難
防
止
対
策

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止

個
人
情
報
保
護
と
守
秘
義
務
の
違
い
は
、
ま
っ
た
く
別
の
概
念
で
す
。

患
者
の
権
利
に
関
す
る
世
界
医
師
会
リ
ス
ボ
ン
宣
言
で
は
、
「
８
.守
秘
義
務
に
対
す
る
権
利
」
に
つ
い
て
、

a.
患
者
の
健
康
状
態
、
症
状
、
診
断
、
予
後
お
よ
び
治
療
に
つ
い
て
個
人
を
特
定
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
、
そ
の
他
個
人
の
す
べ
て
の
情
報
は
、
患
者
の
死
後
も
秘

密
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
患
者
の
子
孫
に
は
、
自
ら
の
健
康
上
の
リ
ス
ク
に
関
わ
る
情
報
を
得
る
権
利
も
あ
り
え
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
起
源
は
、

18
90
年
に
出
さ
れ
た
論
文
の

Th
eR

ig
ht

to
Pr

iv
ac

y(
S.

D.
W

ar
re

n&
L.

D.
Br

an
de

is)
と
さ
れ
い
ま
す
。

古
典
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
ゴ
シ
ッ
プ
報
道
の
行
き
過
ぎ
が
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
医
療
関
係
者
か
ら
み
れ
ば
、
個
人
的
な
事
項
の
秘
密
を
守
る
、
す
な
わ
ち
、
守
秘
義
務
で
あ
り
、
個
人

か
ら
み
れ
ば
、

Th
er

ig
ht

to
be

le
ta

lo
ne
「
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
考
え
方
で
は
、
自
分
の
情
報
は
自
分
自
身
が
管
理
す
る
、
す
な
わ
ち
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
含
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
概
念
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
伴
う
保
存
可
能
な
デ
ー
タ
量
の
増
大
、
デ
ー
タ
処
理
速
度
の
増
大
、
情
報
転
送
と
共
有
の

容
易
化
、
情
報
流
出
可
能
性
の
増
大
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
ま
し
た
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
混
同
し
が
ち
な
「
個
人
情
報
」
と
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
で
す
が
、
そ
の
違
い
を
き
ち
ん
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
個
人
情
報
」
は
「
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
」
な
の
で
、
私
生
活
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
か
否
か
、
開
示
し
な
い
で
欲
し
い
と
考
え
ら
れ
る
情
報
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
に
か
か
わ
る
情
報
と
は
「
個
人
の
私
生
活
上
の
事
実
に
関
す
る
情
報
」
で
あ
り
、
本
人
が
「
そ
の
情
報
を
開
示
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
考
え
ら
れ
る
情

報
の
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
あ
る
人
が
東
京
の
江
東
区
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
「
江
東
区
に
住
ん
で
い
る
相
撲
好
き
な
女
性
」
で
は
そ
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
の

で
、
こ
の
情
報
は
個
人
情
報
で
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
人
が
「
相
撲
が
大
好
き
」
で
あ
る
こ
と
を
公
開
し
な
い
で
欲
し
い
と
考
え
て
い
れ
ば
、
こ
の
情
報
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報
で
あ
り
、
そ
れ
を
本

人
の
承
諾
な
く
公
開
す
れ
ば
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」
の
観
点
か
ら
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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守
秘
義
務
と
は

『
業
務
上
知
り
得
た
他
人
の
秘
密
を

正
当
な
理
由
無
く

第
三
者
に
漏
ら
す
こ
と
』

を
禁
じ
た
規
定

医
師
と
薬
剤
師
と
助
産
師
は

医
師
法
で
は
な
く
『
刑
法
』
の
中
に
規
定
が
あ
り
、

他
人
の
秘
密
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
重
大
か
を

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る

守
秘
義
務

と
は

『
業
務
上
知
り
得
た
他
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
無
く
第
三
者
に

漏
ら
す
こ
と
』
を
禁
じ
た
規
定
で
す
。

医
師
と
薬
剤
師
と
助
産
師
は
、
医
師
法
で
は
な
く
『
刑
法
』
の
中
に
規
定
が
あ
り
、
他
人
の
秘
密
を
知

る
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
重
大
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

7

医
療
機
関
は
個
人
情
報
の
宝
庫

そ
の
た
め
医
療
従
事
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
に
対
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
の
中
で

『
守
秘
義
務
』
が
規
定
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関
は
個
人
情
報
の
宝
庫
で
す
。

そ
の
た
め
医
療
従
事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
に
対
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
の
中
で
『
守
秘

義
務
』
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

8
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あ
の
ね

今
日
来
た
患
者

さ
ん
・
・
・ う
ん

ど
う
し
た
の
？

例
え
ば
、
仲
の
い
い
同
僚
と
勤
務
帯
が
一
緒
で
勤
務
後
に
「
お
茶
に
行
こ
う
！
」
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
ね

「
あ
の
ね
、
今
日
来
た
患
者
さ
ん
・
・
・
」

「
う
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」

「
糖
尿
病
で
検
査
入
院
の
◯
◯
さ
ん
い
る
じ
ゃ
ん
、
今
日
抜
け
だ
し
て
タ
バ
コ
吸
っ
て
て
さ
」

「
え
、
け
っ
こ
う
大
き
い
会
社
の
部
長
と
か
い
う
人
で
し
ょ
？
」

「
検
査
結
果
が
良
く
な
い
の
よ
！
普
通
に
お
菓
子
食
べ
て
る
し
・
・
・
」

「
み
ん
な
糖
尿
病
な
の
に
何
で
入
院
し
て
る
か
わ
か
っ
て
な
い
の
か
な
」

9

N
G
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
所
で

個
人
情
報
を
話
し
て
い
る

・
単
独
で
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、

組
み
合
わ
せ
る
と

個
人
が
特
定
で
き
る

情
報
を
含
ん
で
い
る

N
G
ポ
イ
ン
ト
は

・
不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
所
で
個
人
情
報
を
話
し
て
い
る

・
単
独
で
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
組
み
合
わ
せ
る
と
個
人
が
特
定
で
き
る
情
報
を
含
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。

不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
所
で
同
僚
と
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
話
せ
ば
、
ま
わ
り
の
お
客
さ
ん
に
聞

こ
え
て
し
ま
う
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
病
院
の
近
所
の
場
合
は
、
患
者
さ
ん
と
身
内
の
方
や
、
知
り
合
い
が
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

10
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自
分
の
情
報
を
勝
手
に
使

わ
れ
た
り
漏
ら
さ
れ
た
り
す

る
と
困
り
ま
す
ね

な
ぜ
、
個
人
情
報
保
護
が
必
要
か
と
い
う
と
、
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
で
、
一
度
に
多

く
の
個
人
情
報
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
個
人

情
報
の
漏
え
い
や
不
適
正
な
取
扱
い
に
よ
る
個
人

の
権
利
利
益
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
防
ぐ
必

要
性
が
高
ま
っ
た
か
ら

そ
う
い
え
ば
、
さ
っ
き
、
個
人
情
報
保
護
の
勉
強
で
・
・
・

自
分
の
情
報
を
勝
手
に
使
わ
れ
た
り
漏
ら
さ
れ
た
り
す
る
と
困
り
ま
す
ね
。

な
ぜ
、
個
人
情
報
保
護
が
必
要
か
と
い
う
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
で
一
度
に

多
く
の
個
人
情
報
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
不
適
正
な
取
扱
い
に
よ
る

個
人
の
権
利
利
益
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
防
ぐ
必
要
性
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

11

他
の
個
人
の
知
り
え
た
情
報
は
す
べ
て
鍵
を
か
け
て
漏
ら
さ
な
い

12
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刑
罰
:6
月
以
下
の
懲
役

又
は
1
0
万
円
以
下
の
罰
金

そ
れ
を
守
ら
な
い
と
・
・
・
刑
罰
:6
月
以
下
の
懲
役
又
は
1
0
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

13

・
個
人
情
報
に
関
す
る
患
者
・
利
用
者
の
考
え
方
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々

・
考
え
方
は
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る

・
現
在
は
適
切
と
考
え
ら
れ
る
措
置
が
、

将
来
的
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性

・
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
不
断
の
検
証
と
改
善
が
求
め
ら
れ
る

・
個
人
情
報
に
関
す
る
患
者
・
利
用
者
の
考
え
方
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々
・
考
え
方
は
時
間
と

と
も
に
変
化
す
る

・
現
在
は
適
切
と
考
え
ら
れ
る
措
置
が
、
将
来
的
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る

・
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
不
断
の
検
証
と
改
善
が
求
め
ら
れ
る

事
が
あ
る
こ
と
は
、
と
ら
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

14
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当
然
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
見
直
す

何
気
な
く
書
い
た
メ
モ
や
日
常
の
会
話
も

今
ま
で
以
上
に
意
識
す
る

⇒
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る
の
か
？

過
去
の
情
報
漏
洩
事
件
⇒
『
８
割
は
内
部
か
ら
発
生
』

・
個
人
情
報
に
関
す
る
患
者
・
利
用
者
の
考
え
方
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々

・
考
え
方
は
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る

・
現
在
は
適
切
と
考
え
ら
れ
る
措
置
が
、

将
来
的
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性

・
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
不
断
の
検
証
と
改
善
が
求
め
ら
れ
る

当
然
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
見
直
す
、
何
気
な
く
書
い
た
メ
モ
や
日
常
の
会
話
も

今
ま
で
以
上
に
意
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⇒
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る
の
か
？

こ
れ
は

過
去
の
情
報
漏
洩
事
件
の
内
、
８
割
は
内
部
か
ら
発
生
で
す
。

15

内
部
者
の
不
正
行
為
に
よ
る
漏
洩

個
人
情
報
の
価
値
増
大

雇
用
形
態
や
就
業
意
識
の
変
化

情
報
保
護
に
関
す
る
教
育
の
不
足

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
先
か
ら
の
漏
洩

人
材
派
遣
・
請
負
者
に
よ
る
持
ち
出
し

委
託
管
理
の
不
徹
底
⇒
再
委
託
、
廃
棄
ミ
ス
等

内
部
者
の
不
正
行
為
に
よ
る
漏
洩
に
は

・
個
人
情
報
の
価
値
増
大

・
雇
用
形
態
や
就
業
意
識
の
変
化

・
情
報
保
護
に
関
す
る
教
育
の
不
足

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
先
か
ら
の
漏
洩
に
は

・
人
材
派
遣
・
請
負
者
に
よ
る
持
ち
出
し

・
委
託
管
理
の
不
徹
底
、
つ
ま
り
再
委
託
、
廃
棄
ミ
ス
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
か
に
は
自
分
か
ら
個
人
情
報
を
ば
ら
ま
い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

Tw
itt

er
や

Fa
ce

bo
ok
、

In
st

ag
ra

m
な
ど
の

SN
Sの
発
達
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ぐ
っ
と
気
軽
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
中
に
も
、

SN
Sの
た
め
に
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
な
ん
て
人
、
い
ま
す
よ
ね
？

あ
る
看
護
師
の

Tw
ee

tを
抜
き
出
し
て
み
ま
し
た
こ
の
手
の
投
稿
を
し
て
い
る
方
、
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A子
：
夜
勤
終
わ
っ
た
～
♪
や
っ
と
寝
れ
る
～
。

な
ん
か
私
の
と
き
っ
て
急
変
が
多
い
！

家
の
近
所
の
お
気
に
入
り
の
カ
フ
ェ
、
実
は
全
メ
ニ
ュ
ー
制
覇
し
て
い
る
（
笑
）

１
．
こ
れ
で
A
子
さ
ん
が
看
護
師
と
推
測
で
き
ま
す
。

夜
勤
だ
け
な
ら
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が
該
当
し
ま
す
が
、
「
急
変
」
と
な
る
と
看
護
師
が
候
補
に
な
り
ま
す
ね
。

さ
ら
に
、
今
か
ら
寝
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
「
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
自
宅
に
い
る
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

２
.写
真
に
店
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
カ
フ
ェ
が
特
定
で
き
、
「
家
の
近
所
」
と
あ
る
の
で
自
宅
の
住
所
も
あ
る
程
度
わ
か
り
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
内
容
は
何
気
な
い
も
の
で
す
が
、
組
み
合
わ
せ
る
と
個
人
情
報
が
は
っ
き
り
し
て
、
生
活
パ
タ
ー
ン
も
わ
か
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
写
真
投
稿
で
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

GP
S位
置
情
報
で
す
。

「
Ex

if」
イ
グ
ジ
フ
と
い
う
デ
ー
タ
が
同
時
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
場
所
は
簡
単
に
特
定
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

16
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・
企
業
に
よ
る
情
報
漏
洩
の
多
発

・
営
利
の
た
め
の
情
報
主
体
を
無
視
し
た
使
用

（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
は
便
利
な
反
面
、

一
瞬
に
し
て
大
量
の
情
報
が
漏
洩
す
る

・
住
民
基
本
台
帳
の
整
備

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
：
経
済
協
力
開
発
機
構

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
情
報
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

・
企
業
に
よ
る
情
報
漏
洩
の
多
発
・
営
利
の
た
め
の
情
報
主
体
を
無
視
し
た
使
用
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
な
ど
）

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
は
便
利
な
反
面
、
一
瞬
に
し
て
大
量
の
情
報
が
漏
洩
す
る

が
契
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
整
備
が
さ
れ
、

O
E
C
D
：
経
済
協
力
開
発
機
構
で
は
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
情
報
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

17
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1

2

O
E
C

D
O

rg
an

is
at

io
n

fo
r 

E
c
o
n
o
m

ic
 

C
o
-
o
pe

ra
ti
o
n
 a

n
d 

D
e
ve

lo
pm

e
n
t

経
済

協
力

開
発

機
構

O
E
C

D
と

は
、

O
rg

an
is

at
io

n
fo

r 
E
c
o
n
o
m

ic
 C

o
-
o
p
e
ra

ti
o
n
 a

n
d
 D

e
ve

lo
p
m

e
n
t

経
済

協
力

開
発

機
構

の
こ

と
で

す
。

自
己

情
報

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

権
は

、
積

極
的

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

権
と

も
呼

ば
れ

ま
す

が
、

こ
れ

を
具

体
的

に
示

し
た

も
の

が
OE

CD
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

8原
則

で
す

。

こ
れ

は
、

19
80

年
に

、
経

済
協

力
開

発
機

構
(O

EC
D)

が
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

保
護

と
個

人
デ

ー
タ

の
国

際
流

通
に

つ
い

て
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
示

し
た

も
の

で
す

。

世
界

的
に

も
個

人
情

報
保

護
の

標
準

と
な

っ
て

ま
す

。

2
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3

OE
CD

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
8原

則
と

は
、

1
.目

的
明

確
化

の
原

則
(P

u
rp

o
se

 S
pe

c
if
ic

at
io

n
 P

ri
n
c
ip

le
）

個
人

デ
ー

タ
の

収
集

目
的

を
明

確
に

し
、

デ
ー

タ
利

用
は

収
集

目
的

に
合

致
す

る
べ

き

2
.利

用
制

限
の

原
則

(U
se

 L
im

it
at

io
n
 P

ri
n
c
ip

le
)

デ
ー

タ
主

体
（
個

人
情

報
の

持
ち

主
）の

同
意

が
あ

る
場

合
や

法
律

の
規

定
に

よ
る

場
合

を
除

い
て

は
、

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

目
的

以
外

に
利

用
し

て
は

な
ら

な
い

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
1
5
条

（
利

用
目

的
の

特
定

）

利
用

目
的

を
で

き
る

限
り

特
定

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

第
1
6
条

（
利

用
目

的
に

よ
る

制
限

）

利
用

目
的

の
達

成
に

必
要

な
範

囲
を

超
え

て
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い

第
2
3
条

（
第

三
者

提
供

の
制

限
）

本
人

の
同

意
を

得
ず

に
第

三
者

に
提

供
し

て
は

な
ら

な
い

3
.収

集
制

限
の

原
則

(C
o
lle

c
ti
o
n
 L

im
it
at

io
n
 P

ri
n
c
ip

le
)

個
人

デ
ー

タ
は

、
適

法
・
公

正
な

手
段

に
よ

り
、

か
つ

情
報

主
体

に
通

知
ま

た
は

同
意

を
得

て
収

集
さ

れ
る

べ
き

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
1
7
条

（
適

正
な

取
得

）

偽
り

そ
の

他
の

不
正

の
手

段
に

よ
り

取
得

し
て

は
な

ら
な

い

4
.デ

ー
タ

内
容

の
原

則
(D

at
a 

Q
u
al

it
y 

P
ri
n
c
ip

le
)

収
集

す
る

個
人

デ
ー

タ
は

、
利

用
目

的
に

沿
っ

た
も

の
で

、
か

つ
、

正
確

・
完

全
・最

新
で

あ
る

べ
き

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
1
9
条

（
デ

ー
タ

内
容

の
正

確
性

の
確

保
）

正
確

か
つ

最
新

の
内

容
に

保
つ

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

5
.安

全
保

護
の

原
則

(S
e
c
ur

it
y 

S
af

e
gu

ar
ds

 P
ri
n
c
ip

le
)

合
理

的
安

全
保

護
措

置
に

よ
り

、
紛

失
・破

壊
・
使

用
・修

正
・開

示
等

か
ら

保
護

す
べ

き

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
2
0
条

（
安

全
管

理
措

置
）

安
全

管
理

の
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

第
2
1
条

（
従

業
者

の
監

督
）第

22
条

（
委

託
先

の
監

督
）

従
業

者
・
委

託
先

に
対

す
る

必
要

な
監

督
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

6
.公

開
の

原
則

(O
pe

n
ne

ss
 P

ri
n
c
ip

le
)

個
人

デ
ー

タ
収

集
の

実
施

方
針

等
を

公
開

し
、

デ
ー

タ
の

存
在

、
利

用
目

的
、

管
理

者
等

を
明

示
す

る
べ

き

7
. 
個

人
参

加
の

原
則

(I
n
di

vi
du

al
 P

ar
ti
c
ip

at
io

n
 P

ri
n
c
ip

le
)

自
己

(デ
ー

タ
主

体
)に

関
す

る
デ

ー
タ

の
所

在
及

び
内

容
を

確
認

さ
せ

、
ま

た
は

異
議

申
立

を
保

証
す

る
べ

き

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
1
8
条

（
取

得
に

際
し

て
の

利
用

目
的

の
通

知
等

）

取
得

し
た

と
き

は
利

用
目

的
を

通
知

ま
た

は
、

公
表

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

第
2
4
条

（
保

有
個

人
デ

ー
タ

に
関

す
る

事
項

の
公

表
等

）

利
用

目
的

等
を

本
人

の
知

り
得

る
状

態
に

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

第
2
5
条

（
開

示
）

本
人

の
求

め
に

応
じ

て
保

有
個

人
デ

ー
タ

を
開

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

第
2
6
条

（
訂

正
等

）

本
人

の
求

め
に

応
じ

て
訂

正
等

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

第
2
7
条

（
利

用
停

止
等

）

本
人

の
求

め
に

応
じ

て
利

用
停

止
等

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

8
. 
責

任
の

原
則

(A
c
c
o
u
n
ta

bi
lit

y 
P

ri
n
c
ip

le
)

個
人

デ
ー

タ
の

管
理

者
は

諸
原

則
実

施
の

責
任

を
有

す
る

べ
き

【
個

人
情

報
保

護
法

】

第
3
1
条

（
苦

情
処

理
）

苦
情

の
適

切
か

つ
迅

速
な

処
理

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

以
上

、
８

項
目

の
規

則
の

こ
と

で
す

。

わ
が

国
で

も
、

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
も

と
に

し
て

、
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
法

律
が

制
定

さ
れ

、
平

成
17

年
4月

に
全

面
施

行
さ

れ
ま

し
た

。

こ
こ

で
は

、
医

療
だ

け
で

は
な

く
、

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
適

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

流
通

業
金

融
業

を
は

じ
め

、
個

人
情

報
を

提
供

、
も

し
く
は

開
示

す
る

際
は

必
ず

こ
の

法
律

に
則

っ
た

措
置

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

。

個
人

情
報

保
護

を
考

え
る

上
で

は
、

こ
の

OE
CD

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
8原

則
を

理
解

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

8原
則

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
法

律
の

条
文

が
対

応
し

て
い

る

こ
の

法
律

は
、

19
80

年
に

提
示

さ
れ

た
OE

CD
の

｢O
EC

Dプ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

と
個

人
デ

ー
タ

の
国

際
流

通
に

つ
い

て
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(O
EC

DG
ui

de
lm

es
on

th
eP

ro
te

ct
io

no
fP

riv
ac

ya
nd

Tr
an

sb
or

de
rF

lo
w

so
fP

er
so

na
lD

at
a)

、
19

80
｣(

OE
CD

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
を

基
本

と
し

て
い

ま
す

。

い
わ

ゆ
る

「
O

E
C

D
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

含
ま

れ
る

個
人

情
報

の
取

扱
い

に
関

す
る

基
本

原
則

が
O

E
C

D
8
原

則
で

す
。

こ
の

８
原

則
が

そ
の

後
世

界
の

個
人

情
報

保
護

の
共

通
し

た
基

本
原

則
（ス

タ
ン

ダ
ー

ド
）
と

な
り

ま
し

た
。

わ
が

国
で

は
、

平
成

15
年

5月
、

「
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
法

律
｣(

以
下

、
個

人
情

報
保

護
法

）
が

制
定

さ
れ

、
2年

後
の

平
成

17
年

4月
1日

よ
り

全
面

施
行

さ
ま

し
た

。

こ
の

法
律

を
基

に
し

て
、

厚
生

労
働

省
は

平
成

16
年

に
「医

療
・介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
公

開
し

て
い

ま
す

。

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

は
後

述
し

ま
す

の
で

、
こ

こ
で

は
経

緯
の

み
把

握
し

て
く
だ

さ
い

。

さ
ら

に
平

成
27

年
9月

に
、

「
改

正
個

人
情

報
保

護
法

」

つ
ま

り
、

「
個

人
情

報
の

保
護

に
関

す
る

法
律

及
び

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」
が

成
立

し
ま

し
た

。

現
在

は
、

こ
の

｢改
正

個
人

情
報

保
護

法
」
を

ベ
ー

ス
に

し
た

各
種

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

訂
作

業
が

進
ん

で
い

ま
す

。

わ
れ

わ
れ

医
療

情
報

を
扱

う
も

の
は

、
個

人
情

報
だ

け
で

は
な

く
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
権

利
も

き
ち

ん
と

認
識

し
た

上
で

、
日

々
の

業
務

や
研

究
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

3
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ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

の
漏

洩
Ｗ

Ｅ
Ｂ

の
設

定
ミ

ス
に

よ
る

情
報

流
出

メ
ー

ル
の

誤
送

信
等

に
よ

る
漏

洩

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
管

理
体

制
の

不
備

ウ
イ

ル
ス

感
染

対
策

の
不

備

不
注

意
に

よ
る

漏
洩

パ
ソ

コ
ン

の
盗

難
、

置
き

忘
れ

ス
ク

リ
ー

ン
セ

ー
バ

の
未

設
定

に
よ

る 不
特

定
多

数
の

閲
覧

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

で
の

漏
洩

・
Ｗ

Ｅ
Ｂ

の
設

定
ミ

ス
に

よ
る

情
報

流
出

・
メ

ー
ル

の
誤

送
信

等
に

よ
る

漏
洩

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

管
理

体
制

の
不

備

・
ウ

イ
ル

ス
感

染
対

策
の

不
備

・
不

注
意

に
よ

る
漏

洩
・
パ

ソ
コ

ン
の

盗
難

、
置

き
忘

れ

・
ス

ク
リ

ー
ン

セ
ー

バ
の

未
設

定
に

よ
る

不
特

定
多

数
の

閲
覧

が
あ

る
た

め
、

注
意

を
し

な
く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。

4

重
要

な
情

報
を

取
扱

う
P

C
に

は
、

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

交
換

ｿ
ﾌ
ﾄ厳

禁

P
C

に
無

許
可

で
ｿ
ﾌ
ﾄｳ

ｪｱ
を

導
入

し
な

い

P
C

を
外

部
に

持
ち

出
さ

な
い

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
に

私
有

P
C

を
接

続
し

な
い

/で
き

な
い

よ
う

に
す

る

自
宅

に
仕

事
を

持
っ

て
帰

ら
な

く
て

済
む

よ
う

作
業

量
を

管
理

す
る

職
場

の
P

C
か

ら
電

子
媒

体
に

情
報

を
ｺ
ﾋ
ﾟｰ

し
な

い

漏
え

い
し

て
困

る
情

報
を

許
可

無
く
ﾒ
ｰ

ﾙ
で

送
ら

な
い

ｳ
ｲ
ﾙ

ｽ
対

策
ｿ
ﾌ
ﾄを

導
入

し
、

最
新

の
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
定

義
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

で
常

に
監

視
す

る

不
審

な
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

は
開

か
な

い

・
重

要
な

情
報

を
取

扱
う

パ
ソ

コ
ン

に
は

、
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

交
換

ｿ
ﾌ
ﾄを

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
な

い

・
パ

ソ
コ

ン
に

無
許

可
で

ｿ
ﾌ
ﾄｳ

ｪｱ
を

導
入

し
な

い

・
パ

ソ
コ

ン
を

外
部

に
持

ち
出

さ
な

い

・
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
に

私
有

パ
ソ

コ
ン

を
接

続
し

な
い

/
で

き
な

い
よ

う
に

す
る

・
自

宅
に

仕
事

を
持

っ
て

帰
ら

な
く
て

済
む

よ
う

作
業

量
を

管
理

す
る

・
職

場
の

パ
ソ

コ
ン

か
ら

電
子

媒
体

に
情

報
を

ｺ
ﾋ
ﾟｰ

し
な

い

・
漏

え
い

し
て

困
る

情
報

を
許

可
無

く
ﾒ
ｰ

ﾙ
で

送
ら

な
い

・
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
対

策
ｿ
ﾌ
ﾄを

導
入

し
、

最
新

の
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
定

義
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

で
常

に
監

視
す

る

・
不

審
な

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

は
開

か
な

い

将
来

的
に

は
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
管

理
、

お
よ

び
一

般
ユ

ー
ザ

へ
の

デ
ー

タ
提

供
も

病
院

業
務

の
一

環
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

ま
ず

は
、

デ
ー

タ
整

合
性

の
原

則
と

し
て

、
デ

ー
タ

を
正

確
完

全
、

最
新

に
保

つ
管

理
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

次
に

、
一

般
ユ

ー
ザ

に
対

し
て

は
、

目
的

明
確

化
の

原
則

、
お

よ
び

利
用

制
限

の
原

則
に

つ
い

て
の

チ
ェ

ッ
ク

が
必

要
で

す
。

す
な

わ
ち

、
利

用
目

的
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

か
、

目
的

外
の

利
用

を
し

て
い

な
い

か
、

等
で

す
。

い
ず

れ
の

場
合

で
も

、
組

織
内

の
規

定
を

熟
知

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

安
全

保
護

の
原

則
と

し
て

、

日
常

業
務

に
お

い
て

、
不

当
な

ア
ク

セ
ス

、
破

壊
使

用
、

修
正

、
開

示
と

い
っ

た
危

険
に

対
し

て
安

全
保

護
処

置
を

と
る

。

ま
た

、
公

開
の

原
則

と
は

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
や

個
人

デ
ー

タ
に

関
す

る
開

発
や

運
用

に
つ

い
て

公
開

さ
れ

て
い

る
こ

と
で

す
。

個
人

参
加

の
原

則
と

し
て

、
自

分
の

情
報

が
ど

の
よ

う
に

使
用

さ
れ

て
い

る
か

を
知

る
権

利
、

修
正

す
る

権
利

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

医
療

情
報

部
門

が
情

報
開

示
の

窓
口

と
な

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

5
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電
子

カ
ル

テ
な

ど
の

端
末

・
画

面
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ス
ク

リ
ー

ン
を

導
入

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

問
診

・
病

状
説

明
の

声

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
書

類
の

管
理

温
度

版
・
看

護
記

録
・検

査
記

録
・画

像
診

断
記

録
・

各
種

指
示

箋
・
サ

マ
リ

ー
・褥

創
危

険
因

子
評

価
票

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
・ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

・
保

険
証

・
入

院
申

込
書

、
保

証
書

・
診

察
券

・各
種

預
か

り
証

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
ネ

ー
ム

ボ
ー

ド

看
護

記
録

の
背

表
紙

な
ど

電
子

カ
ル

テ
な

ど
の

端
末

・
画

面
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ス
ク

リ
ー

ン
を

導
入

す
る

。

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

と
し

て
問

診
・
病

状
説

明
の

声
が

漏
れ

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
書

類
の

管
理

に
は

注
意

す
る

。

温
度

版
・
看

護
記

録
・
検

査
記

録
・
画

像
診

断
記

録
・
各

種
指

示
箋

・
サ

マ
リ

ー
・
褥

創
危

険
因

子
評

価
票

イ
ン

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

・
保

険
証

・
入

院
申

込
書

、
保

証
書

・
診

察
券

・
各

種
預

か
り

証
な

ど

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
ネ

ー
ム

ボ
ー

ド
に

注
意

す
る

。

看
護

記
録

の
背

表
紙

な
ど

6

電
話

で
の

問
い

合
わ

せ
の

対
応

に
は

要
注

意

入
院

・
通

院
の

事
実

自
賠

責
・
生

命
保

険
な

ど
保

険
会

社
か

ら
健

康
状

態
、

身
体

状
態

や
通

院
日

な
ど

の
照

会
へ

の
返

答

学
校

や
職

場
か

ら
患

者
様

の
症

状
や

復
学

・
復

職
の

見
込

み
な

ど
の

照
会

へ
の

返
答

保
険

者
か

ら
の

レ
セ

プ
ト

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ

不
要

な
書

類
等

の
破

棄
は

必
ず

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

に
か

け
る

保
険

証
の

コ
ピ

ー
を

取
る

際
は

患
者

様
に

こ
と

わ
る

※
厚

生
局

で
は

保
険

証
の

コ
ピ

ー
は

推
奨

し
て

い
ま

せ
ん

診
療

申
込

書
に

工
夫

を
す

る

電
話

で
の

次
の

よ
う

な
問

合
せ

の
対

応
に

は
注

意
す

る
。

・
入

院
・
通

院
の

事
実

・
自

賠
責

・
生

命
保

険
な

ど
保

険
会

社
か

ら
健

康
状

態
、

身
体

状
態

や
通

院
日

な
ど

の
照

会
へ

の
返

答

・
学

校
や

職
場

か
ら

患
者

様
の

症
状

や
復

学
・
復

職
の

見
込

み
な

ど
の

照
会

へ
の

返
答

・
保

険
者

か
ら

の
レ

セ
プ

ト
に

関
す

る
問

合
せ

な
ど

不
要

な
書

類
等

の
破

棄
は

必
ず

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー

に
か

け
る

。

保
険

証
の

コ
ピ

ー
を

取
る

際
は

患
者

様
に

こ
と

わ
る

。

※
厚

生
局

で
は

保
険

証
の

コ
ピ

ー
は

推
奨

し
て

い
ま

せ
ん

診
療

申
込

書
に

工
夫

を
す

る
。

7
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ス
タ

ッ
フ

の
履

歴
書

等
も

保
護

対
象

と
な

る

雇
用

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
別

に
存

在

ス
タ

ッ
フ

の
履

歴
書

等
も

保
護

対
象

と
な

る
雇

用
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

別
に

存
在

し
ま

す
。

・
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
を

扱
う

利
用

者
は

、
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
侵

害
し

な
い

・
参

照
し

た
情

報
は

目
的

外
に

利
用

し
な

い

・
与

え
ら

れ
た

ア
ク

セ
ス

権
限

を
越

え
た

操
作

を
行

わ
な

い

・
不

正
ア

ク
セ

ス
を

発
見

し
た

場
合

は
速

や
か

に
運

用
責

任
者

に
連

絡
す

る

な
ど

の
責

務
を

負
っ

て
い

ま
す

。

具
体

的
に

は
、

・
自

身
の

認
証

番
号

や
パ

ス
ワ

ー
ド

を
管

理
し

、
こ

れ
を

他
者

に
利

用
さ

せ
な

い

・
電

子
保

存
シ

ス
テ

ム
の

情
報

の
参

照
や

入
力

に
際

し
て

、
認

証
番

号
や

パ
ス

ワ
ー

ド
な

ど
に

よ
っ

て
、

シ
ス

テ
ム

自
身

を
認

識
さ

せ
る

・
電

子
保

存
シ

ス
テ

ム
へ

の
情

報
入

力
に

際
し

て
、

確
定

操
作

を
行

っ
て

、
入

力
情

報
に

対
す

る
責

任
を

明
示

す
る

・
代

行
入

力
の

場
合

、
入

力
権

限
を

持
つ

も
の

が
最

終
的

に
確

定
操

作
を

行
い

、
入

力
情

報
に

対
す

る
責

任
を

明
示

す
る

・
作

業
終

了
、

あ
る

い
は

離
席

の
際

は
、

ロ
グ

ア
ウ

ト
す

る

こ
こ

に
示

し
た

よ
う

な
事

項
は

、
常

に
順

守
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

医
療

機
関

に
勤

務
さ

れ
て

い
る

方
は

自
院

の
シ

ス
テ

ム
構

成
や

運
用

を
踏

ま
え

て
、

ベ
ン

ダ
や

メ
ー

カ
ー

の
方

は
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

ど
の

の
よ

う
な

こ
と

を
運

用
ル

ー
ル

と
す

る
か

、
機

能
と

し
て

提
供

す
る

か
を

整
理

し
て

お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
8

匿
名

化
：

個
人

情
報

か
ら

、
当

該
情

報
に

含
ま

れ
る

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

等
、

個
人

を
識

別
す

る
情

報
を

取
り

除
く
こ

と
で

、
特

定
の

個
人

を
識

別
で

き
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

匿
名

化
と

は

個
人

情
報

か
ら

、
当

該
情

報
に

含
ま

れ
る

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

等
、

個
人

を
識

別
す

る
情

報
を

取
り

除
く
こ

と
で

す
。

特
定

の
個

人
を

識
別

で
き

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
で

す
。

9
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ま
ず

は
、

こ
の

写
真

を
１

０
秒

間
見

て
く
だ

さ
い

。

10

？
？

？
？

？
？

匿
名
化

眼
鏡
を
か
け
て
い
た
人
は
何
人
い
た
か
？

さ
て

、
眼

鏡
を

か
け

て
い

た
人

は
何

人
い

た
で

し
ょ

う
か

？

顔
の

部
分

を
隠

し
て

し
ま

っ
た

の
で

わ
か

り
ま

せ
ん

ね
。

こ
れ

が
、

簡
単

に
言

う
と

匿
名

化
で

す
。

11
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ま
と

め
１

院
内

ル
ー

ル
を

明
確

化
・
具

体
化

す
る

患
者

様
の

同
意

を
取

る
か

迷
っ

た
時

個
人

情
報

を
院

内
で

利
用

利
用

目
的

の
特

定
・
公

表

利
用

目
的

外
の

場
合

は
同

意
が

必
要

個
人

情
報

を
院

外
で

利
用

第
三

者
提

供
＝

必
ず

同
意

が
必

要

法
で

定
め

る
例

外
規

定
が

あ
る

ま
と

め
１

院
内

ル
ー

ル
を

明
確

化
・
具

体
化

す
る

患
者

様
の

同
意

を
取

る
か

迷
っ

た
時

個
人

情
報

を
院

内
で

利
用

利
用

目
的

の
特

定
・
公

表

利
用

目
的

外
の

場
合

は
同

意
が

必
要

個
人

情
報

を
院

外
で

利
用

第
三

者
提

供
＝

必
ず

同
意

が
必

要

な
ど

、
法

で
定

め
る

例
外

規
定

が
あ

り
ま

す
。

12

ま
と

め
２

発
想

の
転

換

個
人

情
報

は
患

者
様

か
ら

の
預

か
り

物

立
ち

止
ま

っ
て

考
え

る
勇

気

「
何

か
に

使
え

る
」
よ

り
持

つ
こ

と
の

リ
ス

ク

善
意

は
合

法
を

担
保

し
な

い

ま
と

め
２

発
想

の
転

換

個
人

情
報

は
患

者
様

か
ら

の
預

か
り

物
で

す
。

立
ち

止
ま

っ
て

考
え

る
勇

気
、

「
何

か
に

使
え

る
」
よ

り
持

つ
こ

と
の

リ
ス

ク
が

あ
り

ま
す

。

善
意

は
合

法
を

担
保

し
ま

せ
ん

。

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

他
に

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
に

あ
た

っ
て

は
、

経
済

産
業

省
や

総
務

省
が

出
し

て
い

る
以

下
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
確

認
し

て
お

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

・
経

済
産

業
省

「
医

療
情

報
を

受
託

管
理

す
る

情
報

処
理

業
者

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

・
総

務
省

「
AS

P･
Sa

aS
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

・
総

務
省

「
AS

P･
Sa

aS
事

業
者

が
医

療
情

報
を

取
り

扱
う

際
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

を
準

拠
し

て
く
だ

さ
い

。

13
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2
0
2
0
年

度

「
専

修
学

校
に

よ
る

地
域

産
業

中
核

的
人

材
養

成
事

業
」

A
Iと

Io
T
を

駆
使

し
て

地
域

医
療

連
携

と
チ

ー
ム

医
療

を
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

高
度

IT
人

材
育

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

医
療

IT
シ

ス
テ

ム

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
機
能
や
典
型
的
な
シ
ス
テ
ム
構
成
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る

具
体
的
に
は
、
保
健
医
療
福
祉
連
携
基
盤
の
概
念
、
診
療
所
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
特
性
、

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
・
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
・
地
域
に
お
け
る
保
健
疾
療
福
祉
情
報
シ

ス
テ
ム
・
地
域
医
療
連
携
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
要
な
ど
を
理
解
す
る

1

１
．

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

と
は

2
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わ
た
し
た
ち
が
、
心
身
の
不
調
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の
時
の
診
療
の
記
録
や
検
査
結
果
な
ど
は
、

診
療
を
受
け
た
医
療
機
関
だ
け
に
カ
ル
テ

(診
療
記
録

)と
し
て
保
存
・
保
管
さ
れ
ま
す
。

処
方
さ
れ
た
お
薬
の
情
報
や
別
の
医
療
機
関
を
利
用
し
た
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
保
存
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
個
人
の
健
康
や
医
療
、
服
薬
に
関
わ
る
、
バ
ラ
バ
ラ
に
保
存
・
保
管
さ
れ
る
情
報
を
、

1か
所
に
集
約
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

個
人
健
康
医
療
記
録
（

パ
ー

ソ
ナ

ル
ヘ

ル
ス

レ
コ

ー
ド

）
（
P
H

R
）
P

er
so

n
al

 H
e
al

th
 R

e
c
o
rd

の
略

こ
れ
は
、
国
民
各
人
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
医
療
の
記
録
で
す
。

医
療
機
関
由
来
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
保
健
、
健
康
や
福
祉
に
か
か
わ
る
全
て
の
情
報
が
記
録
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
録
は
、
最
終
的
に
は
個
人
が
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
国
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

3つ
の
大
き
な
柱
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、

PH
R
を
中
心
と
し
た
医
療
デ
ー
タ
の
活
用
で
す
。

個
人
の
健
康
・
医
療
・
介
護
に
関
す
る
情
報
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
自
身
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
時
系
列
的
に
管
理
・
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
己
の
健
康
状
態
に
合
っ
た
優
良
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
健
康
や
医
療
に
関
す
る
情
報
を
、
種
々
の
手
帳
や
書
類
の
紙
媒
体
に
記
録
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
記
録
は
そ
の
時
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

(人
生
の
節
目

)に
よ
っ
て
、
記
録
が
残
る
媒
体
や
場
所
も
違
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
出
産
に
際
し
て
は
「
母
子
健
康
手
帳
」
、
学
校
教
育
を
受
け
る
時
期
に
は
「
学
校
健
康
診
断
の
結
果
」
、
就
職
に
際
し
て
は
「
定
期
健
康
診

断
の
結
果
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
体
調
に
よ
っ
て
は
「
疾
病
管
理
手
帳
」
や
「
お
薬
手
帳
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
身
の
健
康
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

高
齢
層
に
な
れ
ば
「
介
護
予
防
手
帳
」
や
「
か
か
り
つ
け
連
携
手
帳
」
に
記
録
す
る
、
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
も
と
も
と
あ
る
「
手
帳
文
化
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
一
元
的
に
ま
と
め
る
こ
と
で
自
分
で
管
理
・
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

3

電
子
健
康
記
録
は
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(E
H

R
)の
高
度
化
・
標
準
化
を
進
め
、
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
相
互
接
続
を
推
進
す
る
目
的
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

EH
R
と
は

El
ec

tro
ni

c 
H

ea
lth

 R
ec

or
dの
略
で
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
、
患
者
情
報
等
を
共
有
し
活
用
す
る
基
盤

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

従
来

、
医

療
機

関
な

ど
の

施
設

に
閉

じ
て

管
理

さ
れ

て
い

た
医

療
情

報
を

、
地

域
レ

ベ
ル

、
ま

た
は

国
家

レ
ベ

ル
で

共
有

し
、

患
者

の
た

め
に

有
効

活
用

し
よ

う
と

す
る

も
の

で
す

。

EH
R
の
捉
え
方

EH
R
は
、
「
縦
断
的
｣
、
「
生
涯
に
わ
た
る
｣、
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
当
初
は
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
日
々
の
診
療
に
利
用
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
中
に
、
合
わ
せ
て
標
準
化
を
ふ
ま
え
医
療
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
本
質
は
、
「
必
要
な
診
療
情
報
を
必
要
な
時
に
時
宜
を
得
て
、
情
報
を
必
要
と
し
利
用
が
認
め
ら
れ
る
相
手
に
渡
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

実
装
方
法
が
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
こ
の
手
法
で
な
い
と

EH
R
と
呼
べ
な
い
」
と
い
う
言
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

EH
R
に
関
す
る
国
際
規
格

EH
R
は
標
準
化
の
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
北
米
で
は

M
ea

ni
ng

fu
l U

se
（
ミ
ィ
ー
ニ
ィ
ン
フ
ァ
ル
・
ユ
ー
ズ
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
政
策
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
ル
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
事
業
と
し
て
平
成

23
年
か
ら
セ
ン
チ
ネ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
開
始
さ
れ
、
現
在
ミ
ッ
ド
ネ
ッ
ト

(M
ID

-N
ET

) と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

M
IH

AR
Iプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(M
IH

AR
I:M

ed
ic

al
ln

-fo
rm

at
io

nf
or

R
is

kA
ss

es
sm

en
tln

iti
at

iv
e)
は
、
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
展
開
し
て
き
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
電
子
診
療
情
報
を
用
い
て
副
作
用
の
発
現
リ
ス
ク
の
評
価
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
が
ん
登
録
に
加
え
て
、
多
数
の
診
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
レ
ジ
ス
ト
リ
の
構
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
情
報
登
録
は
、
情
報
収
集
側
か
ら
み
れ
ば
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
対
し
複
数
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
で
あ
り
、
情
報
提
供

側
か
ら
み
れ
ば
、

1機
関
が
複
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
医
療
情
報
の
標
準
化
は
重
要
な
項
目
で
す
。
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保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
概

要

わ
が
国
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

20
15
年

1月
現
在
、

全
病
院
の

5割
を
超
え
ま
し
た
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
広
が
り
、

N
D

B、
多
数
の
臨
床
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
・
レ
ジ
ス
ト
リ
の
構
築
が
進
む
中
、
医
療
情
報
化
基
盤
の
整
備
を
、

医
療
情
報
を
専
門
と
す
る
す
べ
て
の
人
が
担
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
情
報
化
の
基
盤
は
、
医
療
情
報
学
、
医
療
情
報
の
標
準
化
、
そ
し

て
医
療
情
報
の
専
門
職
と
し
て
の
医
療
情
報
技
師
の
観
点
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
医
療
情
報
化
基
盤
と
は
何
を
目
指
す
の
か
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。

5

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

は
大

別
す

る
と

・
地

域
保

健
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム

・
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム

・
医

療
情

報
サ

ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム

の
3
つ

の
概

念
に

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

6
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地
域

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

は

地
域

住
民

に
対

す
る

効
率

的
、

か
つ

効
果

的
な

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

目
的

と
し

、
多

様
な

保
健

医
療

情
報

を
管

理
し

、
活

用
す

る
た

め
の

情
報

シ
ス

テ
ム

で
す

。

1救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

2へ
き
地
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

3地
域
臨
床
検
査
情
報
シ
ス
テ
ム

4地
域
保
健
医
療
機
関
連
携
シ
ス
テ
ム

5健
康
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム

6健
康
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム

7地
域
医
療
計
画
支
援
シ
ス
テ
ム

8保
健
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム

9開
放
型
病
院
支
援
シ
ス
テ
ム

10
保
健
医
療
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

7

地
域
医
療
連
携
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
域
の
病
院
と
診
療
所
が
患
者
情
報
を
共
有
し
て
、
お
互
い
に
果
す
べ
き
地
域
医
療
の
役
割
を
各
々
行
っ
て
い
ま
す
。

連
携

(地
域
連
携

)を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

目
的
や
形
態
に
よ
り
差
は
あ
り
ま
す
が
、
主
な
機
能
と
し
て
、
医
療
機
関
間
の
紹
介
状
お
よ
び
資
料
（
フ
ィ
ル
ム
、
Ｃ
Ｄ
、
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
等
）
管
理
機
能
、

各
種
予
約
（
外
来
、
検
査
等
）
と
の
連
携
機
能
、
地
域
医
療
機
関
情
報
の
管
理
機
能
、
診
療
情
報
の
参
照
機
能
、
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
管
理
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
情
報
シ
ス
テ
ム
の
種
類
は
、

5つ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ
ま
す
。

(1
)救
急
医
療
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム

迅
速
に
的
確
に
処
置
を
施
す
た
め
、
救
急
車
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
か
ら
バ
イ
タ
ル
情
報
心
電
図
情
報
な
ど
を

救
急
病
院
に
無
線
電
送
し
、
正
確
な
患
者
状
態
の
把
握
し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
病
院
の
空
床
状
況
管
理
の
ほ
か
、

遠
隔
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
と
も
併
用
さ
れ
ま
す
。

(2
)診
療
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム

全
国
各
地
で
運
用
さ
れ
て
い
る
病
診
連
携
シ
ス
テ
ム
、
調
剤
薬
局
・
在
宅
医
療
で
利
用
が
進
ん
で
い
る
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

(3
)疾
病
管
理
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム

地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
脳
卒
中
や
大
腿
骨
骨
折
な
ど
の
急
性
期
病
院
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
目
的
な
ど
の
慢
性
期
病
院
へ
の
転
院
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

疾
病
管
理
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
専
門
病
院
と
、
地
域
の
診
療
所
と
で
の
連
携
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
糖
尿
病
や
慢
性
腎
疾
患
な
ど
の
検
査
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
共
有
し
ま
す
。

(4
)健
常
者
の
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム

健
診
情
報
の
共
有
や
高
齢
者
向
け
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

(5
)遠
隔
画
像
診
断

放
射
線
科
読
影
医
が
常
勤
し
て
い
な
い
医
療
機
関
か
ら
、
読
影
可
能
な
医
療
機
関
へ
画
像
を
電
送
し
、
読
影
後
、
読
影
レ
ポ
ー
ト
を
依
頼
施
設
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
り
ま
す
。

遠
隔
病
理
診
断
（
術
中
迅
速
病
理
診
断
を
行
う
、
遠
隔
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
）
も
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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２
．
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
１
）

1

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
機
関
に
お
け
る
様
々
な
情
報
を
市
民
・
救
急
隊
員
な
ど
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

各
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
、
救
急
医
療
に
関
す
る
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
と
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
、
消
防
本
部
と
の
間
を
通
信
回
線
で
結
ん
で
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
に
よ
る
、
救
急
隊
の
活
動
に
対
す
る
側
面
支
援
と
し
て
、
救
急
患
者
を
最
適
な
医
療
機
関
へ
収
容
す
る
た

め
に
必
要
な
医
療
機
関
応
需
情
報
（
診
療
科
目
、
診
療
・
手
術
の
可
否
、
男
女
別
空
き
ベ
ッ
ド
の
有
無
）
を
収
集
し

ま
す
。

医
療
機
関
に
設
置
し
て
あ
る
端
末
装
置
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
最
新
の
情
報
を
入
力
、
蓄
積
を
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
救
急
現
場
に
出
場
中
の
救
急
隊
か
ら
、
収
容
予
定
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
応
需
状
況
の
問
合
わ
せ
が
あ

っ
た
場
合
、
迅
速
か
つ
適
正
に
応
答
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
市
民
、
医
療
機
関
等
か
ら
の
問
合
わ
せ
に
対
し
て
も
案
内
を
行
い
ま
す
。

大
規
模
な
地
震
発
生
時
に
は
端
末
装
置
が
災
害
運
用
に
切
り
か
わ
り
、
被
災
地
内
の
各
医
療
機
関
か
ら
は
稼
働
状
況
、

傷
病
者
数
、
医
師
・
看
護
師
要
員
の
状
況
等
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
以
外
の
医
療
機
関
か
ら
は
受
け
入
れ
可
能
な
病
床
数
、
医
師
・
看
護
師
の
派
遣
な
ど
の
情
報
が
入
力

さ
れ
、
都
道
府
県
や
消
防
機
関
等
へ
提
供
さ
れ
ま
す
。

救
急
応
需
シ
ス
テ
ム
、
宿
日
直
情
報
シ
ス
テ
ム
、
休
日
当
番
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、
周
産
期
応
需
情
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

2

215



広
域
災
害
･救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、

県
全
域
を
対
象
と
す
る
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
救
急
医
療
情
報
の
収
集
・
提
供
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
医
療
機
関
の
情
報
収
集
な
ど
を
行
う
た
め
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、

(1
)
通
常
時
の
事
業

ア
情
報
収
集
事
業
（
随
時
更
新
し
ま
す
）

・
診
療
科
別
医
師
の
在
否

・
診
療
科
別
の
手
術
及
び
処
置
の
可
否

・
病
室
の
空
床
状
況
（
診
療
科
別
、
男
女
別
、
集
中
治
療
室
等
の
特
殊
病
室
及
び
そ
の
他
）

・
そ
の
他
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
等
が
必
要
と
認
め
る
情
報

イ
情
報
提
供
、
相
談
事
業
医
療
施
設
、
消
防
本
部
及
び
地
域
住
民
か
ら
の
問
合
せ
に
対
し
て
、
適
切
な
受
入
れ
施
設
の
選

定
、
確
認
又
は
回
答
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ウ
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催
を
す
る
。

(2
) 災
害
時
の
情
報
収
集
及
び
提
供
事
業

ア
医
療
施
設
状
況

イ
患
者
転
送
要
請

ウ
医
薬
品
等
備
蓄
状
況

エ
電
気
等
の
生
活
必
需
基
盤
の
確
保
状
況

オ
受
入
患
者
状
況

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

3

救
急
医
療
体
制
と
は
、

都
道
府
県
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
医
療
計
画
に
お
い
て
、
初
期
、
第
二
次
、
第
三
次
救
急

医
療
の

3段
階
に
分
か
れ
た
救
急
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
期
救
急
（
一
次
救
急
）
と
は
、

入
院
や
手
術
を
伴
わ
な
い
医
療
で
、
各
都
道
府
県
で
数
ヵ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
休

日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
、

地
域
の
病
院
や
医
院
が
交
替
で
診
療
す
る
在
宅
当
番
医
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

4
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初
期
救
急
は

入
院
治
療
の
必
要
が
な
く
、
外
来
で
対
処
し
う
る
帰
宅
可
能
な
軽
症
患
者
様
に
対
応
す
る
救
急

医
療
で
す
。

各
都
道
府
県
で
数
ヶ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
「
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
「
救
急
（
休

日
）
歯
科
診
療
室
」
の
ほ
か
、

そ
の
日
の
在
宅
当
番
に
な
っ
て
い
る
当
番
病
院
・
診
療
所
が
対
応
し
ま
す
。

病
態
に
応
じ
て
速
や
か
に
患
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
近
隣
の
医
療
機
関
や
精
神
科
救

急
医
療
体
制
等
と
連
携
し
て
対
応
を
し
ま
す
。

ま
た
、
休
日
・
夜
間
に
対
応
で
き
る
薬
局
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
等
と
の
連
携
の
上
、
診
療
可
能
時
間
や
対
応
、
可
能
な
診
療
科
等
に
つ
い
て
住

民
等
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

5

二
次
救
急
は
、

入
院
治
療
や
手
術
を
必
要
と
す
る
重
症
患
者
様
に
対
応
す
る
救
急
医
療
で
、
い
く
つ
か
の
病
院
が
当
番
日
を
決
め
て
救
急
医

療
を
行
な
い
ま
す
。

病
院
群
輪
番
制
や
、
共
同
利
用
型
病
院
方
式
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

通
常
、
入
院
や
手
術
を
必
要
と
し
て
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
二
次
救
急
指
定
病
院
で
、

24
時
間

36
5日
体
制
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
事
項
は

・
救
急
医
療
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
医
師
が
常
時
診
療
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

・
救
急
医
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

・
救
急
医
療
を
要
す
る
傷
病
者
の
た
め
に
優
先
的
に
使
用
さ
れ
る
病
床
又
は
専
用
病
床
を
有
す
る
こ
と
。

・
初
期
救
急
医
療
や
精
神
科
救
急
医
療
体
制
等
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
。

・
当
該
病
院
で
は
対
応
で
き
な
い
重
症
救
急
患
者
へ
の
対
応
に
備
え
、
近
隣
の
よ
り
適
切
な
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
る
こ

と
。

・
救
命
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
診
療
可
能
な
日
時
や
、
診
療
機
能
を
住
民
・
救
急
搬
送
機
関
に
周
知
し
て
い
る
こ

と
。

・
急
性
期
に
あ
る
患
者
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
医
師
、
看
護
師
、
救
急
救
命
士
等
の
医
療
従
事
者
に
対
し
、
必
要
な
研
修
を
行
う
こ
と
。

・
数
年
間
、
受
入
実
績
の
な
い
救
急
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
救
急
病
院
で
あ
る
こ
と
。

で
す
。

6
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三
次
救
急
は
、

初
期
、
第
二
次
救
急
で
は
対
応
が
不
可
能
な
重
篤
疾
患
や
多
発
外
傷
に
対
す
る
医
療
で
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
や
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
特
に
高
度
な
診
療
機
能
を
有

す
る
物
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
機
関
で
す
。

医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
事
項
は
、

・
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
重
症
外
傷
等
の
患
者
や
、
複
数
の
診
療
科
に
わ
た
る
重

篤
な
救
急
患
者
を
、
広
域
災
害
も
含
め
て

24
時
間

36
5日
必
ず
受
け
入
れ
る
事
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。

・
集
中
治
療
室
（

IC
U)
、
心
臓
病
専
門
病
室
（

CC
U)
、
脳
卒
中
専
門
病
室
（

SC
U)
等
を

備
え
、
常
時
、
重
篤
な
患
者
に
対
し
高
度
な
治
療
が
可
能
な
こ
と
。

・
救
急
医
療
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
医
師
が
常
時
診
療
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
。

・
必
要
に
応
じ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
用
い
た
救
命
救
急
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
。

・
実
施
基
準
の
円
滑
な
運
用
・
改
善
及
び
都
道
府
県
又
は
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
体
制
の
充
実
に
当
た
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

7

・
救
命
救
急
に
係
る
病
床
の
確
保
の
た
め
、
一
般
病
棟
の
病
床
を
含
め
、
医
療
機
関
全
体
と
し
て
ベ
ッ
ド

調
整
を
行
う
等
の
院
内
の
連
携
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

・
急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
急
性
期
を
経
た
後
も
、
重
度
の
脳
機
能
障
害
（
遷
延
性
意
識
障
害
等
）
の
後
遺
症
が
あ
る
患
者
、
精
神

疾
患
を
合
併
す
る
患
者
、

人
工
呼
吸
器
に
よ
る
管
理
を
必
要
と
す
る
患
者
等
の
、
特
別
な
管
理
が
必
要
な
た
め
退
院
が
困
難
な
患

者
を
転
棟
、
転
院
で
き
る
体
制
に
あ
る
こ
と
。

・
実
施
基
準
の
円
滑
な
運
用
・
改
善
及
び
都
道
府
県
又
は
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
充

実
に
当
た
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
機
能
を
持
つ
等
に
よ
り
、
災
害
に
備
え
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

・
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
診
療
機
能
を
住
民
・
救
急
搬
送
機
関
等
に
周
知
し
て
い
る
こ
と
。

・
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
に
対
し
、
必
要
な
研
修
を
行
う
体
制
を
有
し
、
研
修
等
を
通
じ
、
地

域
の
救
命
救
急
医
療
の
充
実
強
化
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
。

・
都
道
府
県
又
は
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
に
医
師
を
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
救
急
救

命
士
の
気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与
等
の
病
院
実
習
や
、

就
業
前
研
修
、
再
教
育
な
ど
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
。

・
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和

39
年
厚
生
省
令
第

8号
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
救
急
病
院
で
あ

る
こ
と
。

で
す
。

8
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

救
急
医
療
に
必
要
な
機
器
及
び
医
薬
品
を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
っ
て
、
救
急

医
療
の
専
門
医
及
び
看
護
師
等
が
同
乗
し
救
急
現
場
等
に
向
か
い
、

現
場
等
か
ら
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
ま
で
の
間
、
患
者
に
救
急
医
療
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

9

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
状
況
は
、
（
Ｈ
３
０

.３
.２
６
現
在
）
で
は
、
４
２
道
府
県
５
２
機
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
以
下
は
読
ま
ず
に
、
黙
読
で
き
る
程
度
の
時
間
を
空
け
て
終
了
し
て
く
だ
さ
い
】

平
成

13
年
度
岡
山
県
、
静
岡
県
、
千
葉
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県

平
成

14
年
度
神
奈
川
県
、
和
歌
山
県

平
成

17
年
度
北
海
道
、
長
野
県

平
成

18
年
度
長
崎
県

平
成

19
年
度
埼
玉
県
、
大
阪
府
、
福
島
県

平
成

20
年
度
青
森
県
、
群
馬
県
、
沖
縄
県

平
成

21
年
度
千
葉
県
（

2機
目
）
、
静
岡
県
（

2機
目
）
、
北
海
道
（

2機
目
、

3機
目
）
、
栃
木
県

平
成

22
年
度
兵
庫
県
、
茨
城
県
、
岐
阜
県
、
山
口
県
、
高
知
県

平
成

23
年
度
島
根
県
、
長
野
県
（

2機
目
）
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
、
秋
田
県
、
三
重
県

平
成

24
年
度
青
森
県
（

2機
目
）
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、
徳
島
県
、
大
分
県
、
宮

崎
県 平
成

25
年
度
広
島
県
、
兵
庫
県
、
（

2機
目
）
、
佐
賀
県

平
成

26
年
度
北
海
道
（

4機
目
）

平
成

27
年
度
滋
賀
県
、
富
山
県

平
成

28
年
度
宮
城
県
、
鹿
児
島
県
（

2機
目
）
、
愛
媛
県
、
奈
良
県
、
新
潟
県
（

2機
目
）

平
成

29
年
度
鳥
取
県

平
成

30
年
度
石
川
県
（
予
定
）

10
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神
奈
川
県
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
故
（
平
成

28
年
８
月
８
日
発
生
）
と
今
後
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

○ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
が
開
始
後
、
初
め
て
の
落
着
事
故
が
平
成

28
年
度
に
発
生
し
た

○全
国
的
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
関
す
る
安
全
運
航
を
示
す
必
要
が
あ
る

11
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３
．
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
２
）

1

救
急
告
示
医
療
機
関

厚
生
労
働
省
の
「
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
」
(昭
和
6
4
年
)に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
認
定
し
た
医
療
機
関
で
す
。

消
防
法
に
規
定
さ
れ
た
救
急
隊
に
よ
り
、
搬
送
さ
れ
る
傷
病
者
に
関
す
る
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
は
、

次
の
基
準
に
該
当
す
る
病
院
又
は
診
療
所
で
す
。

「
そ
の
開
設
者
か
ら
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
の
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、

都
道
府
県
知
事
が
、
医
療
法
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
内
容
（
以
下
「
医
療
計
画
の
内
容
」
と
い
う
。
）
、

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
救
急
業
務
の
対
象
と
な
る
、
傷
病
者
の
発
生
状
況
等
を
勘
案
し
て
、

必
要
と
認
定
し
た
も
の
（
以
下
「
救
急
病
院
」
又
は
「
救
急
診
療
所
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
」

「
た
だ
し
、
疾
病
又
は
負
傷
の
程
度
が
軽
易
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
傷
病
者
、
及
び
直
ち
に
応
急
的
な
診
療
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
と
、

認
め
ら
れ
た
傷
病
者
に
関
す
る
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
は
、
病
院
又
は
診
療
所
と
す
る
。

１
．
救
急
医
療
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
医
師
が
常
時
診
療
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

２
．
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
、
心
電
計
、
輸
血
及
び
輸
液
の
た
め
の
設
備
そ
の
他
救
急
医
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
設

備
を
有
す
る
こ
と
。

３
．
救
急
隊
に
よ
る
傷
病
者
の
搬
送
に
容
易
な
場
所
に
所
在
し
、
か
つ
、
傷
病
者
の
搬
入
に
適
し
た
構
造
設
備
を
有
す
る
こ

と
。

４
．
救
急
医
療
を
要
す
る
傷
病
者
の
た
め
の
専
用
病
床
又
は
当
該
傷
病
者
の
た
め
に
優
先
的
に
使
用
さ
れ
る
病
床
を
有
す
る

こ
と
。
」

以
上
の
の
要
件
を
満
た
し
た
医
療
機
関
が
、
救
急
指
定
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
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メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

傷
病
者
の
救
命
率
や
予
後
の
向
上
の
た
め
、

①
業
務
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
作
成

②
医
師
の
指
示
、
指
導
・
助
言

③
救
急
活
動
の
事
後
検
証

④
救
急
救
命
士
等
の
教
育

な
ど
に
よ
り
、
医
学
的
観
点
か
ら
、
救
急
救
命
士
の
救
急
救
命
処
置
等
の
質
を
保
障
し

て
い
ま
す
。

3

休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
は
、

休
日
及
び
夜
間
の
診
療
を
行
う
急
患
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
地
域
住
民
の
急
病
患
者
の
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

整
備
基
準

１
．
休
日
の
診
療
と
は
、
次
の
ア
か
ら
エ
に
掲
げ
る
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
間

に
診
療
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

夜
間
の
診
療
と
は
午
後
６
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
間
に
診
療
を
行
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。

ア
日
曜
日

イ
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
祝
日
及
び
休
日

ウ
年
末
年
始
の
日
（
１
２
月
２
９
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
）

エ
週
休
二
日
制
に
伴
う
土
曜
日
又
は
そ
の
振
替
日

２
．
施
設

○
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
と
し
て
必
要
な
診
療
部
門
等
及
び
医
療
機
器
等
を
備
え
る
も

の
と
す
る

３
．
地
域
住
民
に
対
し
て
救
急
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う

4
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在
宅
当
番
医
制

地
区
医
師
会
が
実
施
す
る
在
宅
当
番
医
制
の
定
着
化
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
未
実
施
地
区

へ
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
休
日
又
は
夜
間
に
お
け
る
地
域
住
民
の
急
病
患
者
の
医
療
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

地
区
医
師
会
（
郡
市
医
師
会
、
指
定
都
市
の
区
医
師
会
）
が
、
当
該
地
区
医
師
会
の
区
域
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
委
託
等
に
よ
り
実
施
す
る
事
業

１
．
休
日
お
よ
び
夜
間
の
診
療
を
行
う
在
宅
当
番
医
の
当
番
日
の
調
整
事
業
及
び
在
宅
当
番
医

の
実
施
事
業

２
．
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
す
る
医
師
の
調
整
を
行
う
事
業

３
．
地
域
住
民
に
対
す
る
救
急
医
療
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
行
う
事
業

5

災
害
時
医
療

災
害
時
に
被
災
し
た
都
道
府
県
を
越
え
て
医
療
機
関
の
稼
動
状
況
な
ど
災
害
医
療
に
関
わ
る
情
報
を
共
有
し
、

被
災
地
域
で
の
迅
速
且
つ
適
切
な
医
療
・
救
護
に
関
わ
る
各
種
情
報
を
集
約
・
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
各
都
道
府
県
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
全
国
共
通
の
災
害
医
療
情
報
の
収
集

・
医
療
機
関
の
災
害
医
療
情
報
を
収
集
、
災
害
時
の
患
者
搬
送
な
ど
の
医
療
体
制
の
確
保

で
す
。

「
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ

isa
st

er
Ｍ

ed
ica

lＡ
ss

ist
an

ce
Ｔ

ea
m
の
頭
文
字
を
と
っ
て
略
し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

※
平
成

13
年
度
厚
生
科
学
特
別
研
究
「
日
本
に
お
け
る
災
害
時
派
遣
医
療
チ
ー
ム

(D
M

AT
)の
標
準
化
に
関
す
る
研
究
」
報
告
書
よ
り

こ
れ
は
、
医
師
、
看
護
師
、
業
務
調
整
員
（
医
師
・
看
護
師
以
外
の
医
療
職
及
び
事
務
職
員
）
で
構
成
さ
れ
、

大
規
模
災
害
や
多
傷
病
者
が
発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
に
、
急
性
期
（
お
お
む
ね

48
時
間
以
内
）
か
ら
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
、

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で
す
。

19
95
年

1月
17
日
、
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
最
大
の
自
然
災
害
で
あ
る
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

＜
被
害
概
要
＞

19
95
年

1月
17
日
午
前

5時
46
分
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.
2

全
壊
家
屋
：

10
4、

90
6棟
被
災
家
屋
：

51
2、

88
2棟

死
者
・
行
方
不
明
者

6、
42

5名
負
傷
者

43
、

77
2名

こ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
、
初
期
医
療
体
制
の
遅
れ
が
考
え
ら
れ
、
平
時
の
救
急
医
療
レ
ベ
ル
の
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
、

救
命
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
「
避
け
ら
れ
た
災
害
死
」
が

50
0名
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
後
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
災
害
医
療
に
つ
い
て
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、

各
行
政
機
関
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
と
連
携
し
な
が
ら
救
助
活
動
と
並
行
し
、
医
師
が
災
害
現
場
で
医
療
を
行
う
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

“一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
よ
う

”
※
平
成

13
年
度
厚
生
科
学
特
別
研
究
報
告
書
「
日
本
に
お
け
る
災
害
時
派
遣
医
療
チ
ー
ム

(D
M

AT
)の
標
準
化
に
関
す
る
研
究
」
報
告
書
よ
り

と
厚
生
労
働
省
に
よ
り
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
、
日
本

DM
AT
が
平
成

17
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た

研
修
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
開
始
さ
れ
、
平
成

18
年

9月
に
は
西
日
本
の
拠
点
と
し
て
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
現
場
の
医
療
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
多
く
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ
る
被
災
地
の
病
院
機
能
を
維
持
、
拡
充
す
る
た
め
に
、

病
院
の
指
揮
下
に
入
り
病
院
の
医
療
行
為
を
支
援
さ
せ
て
頂
く
病
院
支
援
や
、

首
都
直
下
型
、
東
海
、
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
大
地
震
で
多
数
の
重
症
患
者
が
発
生
し
た
際
に
、

平
時
の
救
急
医
療
レ
ベ
ル
を
提
供
す
る
た
め
、
被
災
地
の
外
に
搬
送
す
る
、
広
域
医
療
搬
送
な
ど
、
機
動
性
、
専
門
性
を
生
か
し
た

多
岐
に
わ
た
る
医
療
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

6
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大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、
病
院
に
は
大
勢
の
負
傷
者
が
搬
送
さ
れ
る
た
め
、
医
療
機
関
は
リ
ソ
ー
ス
の
確
保
が

追
い
付
か
ず
に
パ
ン
ク
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
災
害
時
に
人
で
も
多
く
の
負
傷
者
へ
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、
病
院
の
被
災
状
況
・
稼
働

状
況
を
把
握
す
る
機
能
を
持
っ
た
、

（
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
）

Em
er

ge
nc

y M
ed

ica
l I

nf
or

m
at

io
n 

Sy
st

em
で
す
。

（
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
）
は
、
災
害
時
に
お
け
る
「
適
切
な
情
報
の
収
集
・
提
供
」
を
目
的
と
し
た
シ

ス
テ
ム
で
す
。

医
療
機
関
の
患
者
受
け
入
れ
可
否
の
照
会
、
病
院
の
被
災
状
況
や
稼
働
可
能
な
職
員
の
確
認
を
可
能
と
し
て
お
り
、

医
療
機
関
の
混
乱
に
よ
り
患
者
対
応
が
で
き
な
い
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
機
能
し
ま
す
。

で
共
有
で
き
る
情
報
・
機
能
は
、
一
般
市
民
向
け
と
関
係
者
向
け
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
一
般
市
民
向
け
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
各
地
域
に
お
け
る
災
害
・
警
戒
情
報

・
条
件
を
指
定
し
た
医
療
機
関
の
検
索

・
災
害
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
対
応
事
例

・
地
震
や
火
災
時
に
活
用
で
き
る
災
害
の
知
識

た
と
え
ば
、

年
月
時
点
で
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影
響
を
反
映
し
、

で
は
下
記
画
像
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
患
者
搬
送
や
警
戒
地
域
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

7

災
害
時
等
に
お
い
て
、
現
存
す
る
限
ら
れ
た
医
療
資
源
（
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
医
薬
品
等
）
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、

救
助
可
能
な
傷
病
者
を
確
実
に
救
い
、
可
能
な
限
り
多
数
の
傷
病
者
の
治
療
を
行
う
た
め
に
は
、

傷
病
者
の
傷
病
の
緊
急
性
や
重
症
度
に
応
じ
て
、
治
療
の
優
先
順
位
を
決
定
し
、

こ
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
患
者
搬
送
、
病
院
選
定
、
治
療
の
実
施
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
（

Tr
ia

ge
）
と
は
、
負
傷
者
を
重
症
度
、
緊
急
度
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
し
、

治
療
（

Tr
ea

tm
en

t）
や
搬
送
（

Tr
an

sp
or

t）
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、

救
助
、
応
急
処
置
、
搬
送
、
病
院
で
の
治
療
の
際
に
行
い
ま
す
。

第
１
順
位
最
優
先
治
療
群
（
重
症
群
）
赤
色
（
Ⅰ
）

・
直
ち
に
処
置
を
行
え
ば
、
救
命
が
可
能
な
者

第
２
順
位
非
緊
急
治
療
群
（
中
等
症
群
）
黄
色
（
Ⅱ
）

・
多
少
治
療
の
時
間
が
遅
れ
て
も
生
命
に
は
危
険
が
な
い
者

・
基
本
的
に
は
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
安
定
し
て
い
る
者

第
３
順
位
軽
処
置
群
（
軽
症
群
）
緑
色
（
Ⅲ
）

・
上
記
以
外
の
軽
易
な
傷
病
で
、
ほ
と
ん
ど
専
門
医
の
治
療
を
必
要
と
し
な
い
者

第
４
順
位
不
処
置
群
（
死
亡
群
）
黒
色
（
０
）

・
既
に
死
亡
し
て
い
る
者
又
は
直
ち
に
処
置
を
行
っ
て
も
明
ら
か
に
救
命
が
不
可
能
な
者

8
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地
域
連
携
パ
ス
と
は
、
病
院
で
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
医
と
そ
の

病
院
の
双
方
が
連
携
し
、

治
療
計
画
に
沿
っ
て
継
続
的
に
診
療
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

現
在
、
地
域
連
携
パ
ス
は
、
大
腿
骨
頸
部
骨
折
、
脳
卒
中
、
が
ん
（
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
肝

が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
）
、

糖
尿
病
、
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
パ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

9

病
診
連
携
と
は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
診
療
所
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
患
者
の
診
察

に
あ
た
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
病
診
連
携
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
病
診

連
携
シ
ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。

医
療
機
関
同
士
で
患
者
を
紹
介
す
る
際
、
地
域
の
病
院
の
診
療
科
一
覧
や
専
門
医
の
数
、

医
師
の
専
門
分
野
の
詳
細
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
確
認
で
き
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
病

院
を
み
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
紹
介
を
受
け
た
医
療
機
関
で
検
査
や
服
薬
指
導
を
行
う
際
に
、
紹
介
元
の
医
療

機
関
で
受
け
た
検
査
結
果
や
服
薬
状
況
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、

重
複
検
査
や
相
性
の
悪
い
薬
の
処
方
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

10
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保
健
福
祉
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、

病
院
と
診
療
所
に
加
え
、
保
健
所
や
介
護
施
設
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

患
者
の
診
療
情
報
だ
け
で
な
く
、
健
康
管
理
情
報
や
介
護
情
報
を
含
ん
だ
総
合
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
で
、

地
域
保
健
所
で
の
検
診
デ
ー
タ
、
病
院
や
診
療
所
で
の
検
査
デ
ー
タ
、
そ
の
他
の
個
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

EB
H

(E
vi

de
nc

eB
as

ed
H

ea
lth

ca
re

)は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
の
ミ
ュ
ア
・
グ
レ
イ
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
根
拠
は
、
次
の

3点
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

①
患
者
の
選
択
・
医
療
協
働
参
画
の
向
上

②
臨
床
医
学
・
診
療
行
為
の
向
上

③
医
療
提
供
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

患
者
中
心
の
医
療
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
と
い
う
点
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

PH
R
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、
疾
病
管
理
へ
の
利
活
用
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
患
者
自
身
の
医
療
協
働
参
画
の
推
進
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

あ
ら
た
め
て
、
保
健
医
療
福
祉
情
報
化
基
盤
と
し
て
の
医
療
情
報
化
を
考
え
れ
ば
、

介
護
・
福
祉
を
含
め
た
、
患
者
・
家
族
医
療
職
・
介
護
職
行
政
、
民
生
委
員
を
含
む
多
職
種
参
加
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
必
要
が

あ
り
、

現
在
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
や
介
護
シ
ス
テ
ム
、
在
宅
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
個
々
の
シ
ス
テ
ム

分
類
に
収
ま
ら
な
い

「
包
括
的
な
保
健
医
療
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

11

健
康
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
診
断
や
、
健
康
診
断
よ
り
詳
細
な
検
査
を
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
、
健
診
契
約
や
予
約
か
ら
当
日
の
健
診
実
施
、
結
果
表
作
成
と

送
付
、
デ
ー
タ
保
管
ま
で
を
一
元
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

利
用
者
と
し
て
、
健
診
事
務
を
担
当
す
る
職
員
、
面
接
や
結
果
判
定
を
行
う
医
師
、
検
査
等
を
担
当
す
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
健
康
診
断
を
受
診
し
て
結
果

報
告
書
を
受
け
取
る
健
診
受
診
者
が
い
ま
す
。

地
域
保
健
所
や
企
業
で
の
健
康
診
断
の
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
し
、
患
者
ご
と
の
結
果
表
示
や
デ
ー
タ
の
統
計
処
理
を
、

異
な
る
シ
ス
テ
ム
間
で
の
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
、
統
一
し
た
デ
ー
タ
フ
オ
ー
マ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
が
標
準
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

個
人
の
健
診
デ
ー
タ
や
病
歴
情
報
を

IC
カ
ー
ド
に
記
録
し
個
人
が
携
帯
で
き
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、
一
部
実
現
し
て
い
ま

す
。

健
診
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
背
景
と
し
て
、
平
成

20
年
よ
り
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
焦
点
を
あ
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
実
現
し
、
医
療
費
の
増
加
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

IC
T活
用
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、

3つ
の
業
務
の
要
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
側
面
と
し
て
の
特
徴
は
、

1つ
は
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
に

H
L7
の

C
D

AR
2が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
検
査
項
目
コ
ー
ド
と
し
て
は

JL
AC

10
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

C
D

AR
2は
、

XM
L形
式
の
フ
ァ
イ
ル
に
な
る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
間
で
実
際
に
流
れ
て
い
る
情
報
は

XM
Lと
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
査
項
目
コ
ー
ド
の

JL
AC

10
に
つ
い
て
は
、
現
在

JL
AC

llが
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
確
定
状
況
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
へ
の

影
響
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

12
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４
．
遠
隔
医
療

1

遠
隔
医
療
の
種
類
と
し
て

･
テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー

(病
理
画
像
診
断
、
術
中
迅
速
病
理
診

断
）

･
テ
レ
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
－

(放
射
線
画
像
診
断
）

・
テ
レ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（
遠
隔
相
談
）

･
テ
レ
ホ
ー
ム
ケ
ア

(在
宅
医
療
支
援
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

2
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対
面
診
療

昭
和

22
年
に
制
定
さ
れ
た
医
師
法
、
あ
る
い
は
昭
和

23
年
の
歯
科
医
師
法
で
は
、

い
ず
れ
も
、
自
ら
診
察
し
な
い
で
治
療
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
信
技
術
は
あ
っ
て
も
、
医
療
に
使
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
法
律
な
の
で
、

治
療
以
外
に
も
処
方
菱
や
出
生
証
明
書
の
交
付
な
ど
を
含
め
て
無
診
察
治
療
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
直
接
患
者
と
対
面
し
な
い
で
診
療
す
る
こ
と
は
法
律
違
反
で
し
た
。

そ
の
後
の
通
信
技
術
発
展
に
伴
い
、
医
師
、
ま
た
は
、
歯
科
医
師
が
患
者
の
病
理
画
像
な
ど
を
専
門
医
の
も
と
に
伝
送
し
、

診
療
上
の
支
援
を
求
め
る
ケ
ー
ス
な
ど
で
遠
隔
医
療
が
広
が
り
だ
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
時
の
厚
生
省
は
、
平
成

9年
の
健
康
政
策
局
長
通
知
で
、

「
医
療
機
関
と
医
師
、
ま
た
は
、
歯
科
医
師
相
互
間
で
行
わ
れ
る
も
の
は
、
患
者
と
対
面
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

た
だ
ち
に
、
医
師
法
上
の
問
題
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
通
達
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
に
よ
る
直
接
の
対
面
診
療
を
受
け
る
の
が
困
難
な
離
島
や
へ
き
地
な
ど
に
お
い
て
、

患
者
の
居
宅
等
と
の
間
で
診
療
を
行
う
ケ
ー
ス
も
、
基
本
的
に
認
め
る
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

遠
隔
医
療
を
推
進
す
る
方
向
で
法
的
な
整
備
が
行
わ
れ
、
平
成

23
年
に
は
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
が
出
さ
れ
、

遠
隔
医
療
の
対
象
患
者
と
内
容
が
定
ま
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
在
宅
高
血
圧
患
者
に
対
し
て
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
を
通
し
て
、
血
圧
、
脈
拍
等
の
観
察
を
行
い
、

高
血
圧
の
療
養
上
必
要
な
継
続
的
助
言
・
指
導
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3

日
本
は
大
小
合
わ
せ
て

6,
85

2の
島
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
有
人
離
島
は

43
2島
、
無
人
島
の
総
数
は

6,
41

5島
で
す
。

遠
隔
医
療
は
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
、
機
器
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
低
価
格
化
に
よ
り
、

19
90
年
代
後
半
か
ら
次
第
に
広
ま
っ
た
医
療
の
一
形
態
で
す
。

平
成

8年
度
に
は
厚
生
労
働
省
研
究
費
補
助
金
研
究
班
に
よ
り
、

「
映
像
を
含
む
患
者
情
報
の
伝
送
に
基
づ
い
て
遠
隔
地
か
ら
診
断
、
指
示
な
ど
の
医
療
行
為

お
よ
び
医
療
に
関
連
し
た
行
為
を
行
う
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
遠
隔
医
療
学
会
で
は
、
「
通
信
技
術
を
活
用
し
た
健
康
増
進
、
医
療
、
介
護
に
資
す
る
行
為
を
い

う
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
通
信
技
術
を
利
用
し
少
な
い
資
源
を
有
効
活
用
し
て
、
医
療
の
地
域
格
差
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
医
療
の
均
て
ん
化
に
資
す
る
こ
と
が
、
目
的
と
な
り
実
現
す
る
仕
組
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
蓄
積
し
た
患
者
情
報
を
用
い
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始
ま
っ
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
的
手
段
に
よ
る

診
療
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
な
ど
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
患
者
の
重
症
化
や
再
入
院
の
抑
制
も
重
要
な
目
的
で
す
。

4
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遠
隔
医
療
の
シ
ス
テ
ム
（
テ
レ
メ
デ
ィ
ス
ン
）
と
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
画
像
の
や
り
取
り
を
行
い
な
が
ら
、
遠
隔
地
に
あ
る
医
療
機
関
同
士
が
接
続
し
て
、

専
門
医
が
一
般
医
に
対
し
て
助
言
を
行
つ
た
り
、
医
療
機
関
と
患
者
宅
を
接
続
し
て
医
師
が
患
者
を
診
察
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

遠
隔
医
療
の
シ
ス
テ
ム
の
形
態
は
大
き
く

2つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1つ
は

D
 to

 D
(D

oc
to

r t
o 

D
oc

to
r)で
、
医
療
機
関
と
医
療
機
関
の
間
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
テ
レ
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
－
、
テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー
、
遠
隔
診
療
、
テ
レ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

も
う

1つ
は

D
 to

 P
(D

oc
to

r t
o 

Pa
tie

nt
)の
形
態
で
、
医
療
機
関
と
患
者
・
支
援
者
対
象
者
宅
で
実
施
し
ま
す
。

医
師
に
代
わ
っ
て
看
護
師
が
入
る
手
法
も
あ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
医
療
行
為
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

使
用
機
器
と
し
て
は
、

パ
ソ
コ
ン
、
サ
ー
バ
、
テ
レ
ビ
電
話
・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

バ
イ
タ
ル
計
測
機
器
、
モ
バ
イ
ル
端
末
、

DI
CO

M
機
器
や
顕
微
鏡
・
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

通
信
回
線
と
し
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
携
帯
電
話
回
線
な
ど
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

5

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
、
病
院
の
予
約
か
ら
決
済
ま
で
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
行
う
診
察
・
治
療
方
法
で
、

医
院
に
足
を
運
び
、
診
察
し
て
も
ら
う
方
法
を
「
対
面
診
療
」
と
呼
び
、
ビ
デ
オ
通
話
の
よ
う
に
情
報
通
信
機
器
を
通
し
て

診
察
す
る
方
法
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
と
呼
び
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

■受
付
や
会
計
の
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

診
察
が
予
約
制
に
な
る
の
で
、
待
合
室
で
の
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
計
や
処
方
薬
の
手
配
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
た
め
そ
れ
ら
に
か
か
る
待
ち
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■自
宅
や
外
出
先
で
診
察
が
受
け
ら
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
足
を
運
ば
ず
に
自
宅
や
外
出
先
か
ら
も
利

用
で
き
ま
す
。

■院
内
処
方
の
場
合
く
す
り
が
自
宅
に
届
く
（
※
注
意
：
院
外
処
方
の
場
合
処
方
箋
が
届
く
）

処
方
薬
に
関
し
て
は
、
自
宅
へ
の
郵
送
も
し
く
は
薬
局
で
の
受
け
取
り
の
二
つ
の
方
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
の
場
合
、
処
方
薬
が
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
す
。

薬
局
で
の
受
け
取
り
の
場
合
は
、
都
合
の
良
い
調
剤
薬
局
へ
処
方
箋
を
提
出
し
、
受
け
取
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

■院
内
感
染
・
二
次
感
染
の
リ
ス
ク
が
な
い

病
院
へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
な
い
の
で
、
他
の
患
者
と
接
触
・
二
次
感
染
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

6
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今
回
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
防
止
に
よ
り
、
「
受
診
歴
が
な
い
初
診
患
者
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
行
え
る
」
こ
と
が
正
式
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
機
関
の
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

初
診
ま
た
は
通
院
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
い
た
い
方
は
、
ま
ず
は
近
隣
も
し
く
は
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
へ
ご
確
認
い
た
だ
く
の
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

※
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
探
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
っ
た
後
も
医
療
機
関
に
足
を
運
べ
る

医
療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
す
べ
て
の
疾
患
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
状
態
な
ど
を
お
伝

え
し
先
生
の
ご
判
断
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
内
容
が
現
段
階
で
お
伝
え
で
き
る
内
容
に
な
り
ま
す
。

政
府
な
ら
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
指
針
や
見
解
、
ど
う
い
っ
た
状
態
だ
と
受
診
で
き
る
か
な

ど
発
表
さ
れ
た
際
は
す
ぐ
に
最
新
情
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

7

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
か
ら
く
す
り
の
受
け
取
り
ま
で
の
手
順
は
、

お
使
い
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療
機
関
の
診
療
方
針
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
か
ら
の
説
明
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
方
法
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
し
て
診
療
し
て
も
ら
う
予
約
診
療
イ
メ
ー
ジ
と
似
て
い
ま
す

【
初
診
】
→
【
準
備
】
→
【
診
察
】
→
【
決
済
】
→
【
処
方
】

【
初
診
】

１
．
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
初
診

(対
面
診
療

)を
受
け
る
（
禁
煙
外
来
や

の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
初
診

）
２
．
医
師
と
相
談
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
移
行
す
る

【
準
備
】

３
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

※
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
名
か
お
伺
い
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

４
．
問
診
票
の
入
力
・
保
険
証
の
登
録
等
の
ユ
ー
ザ
ー
設
定
を
行
う
。

５
．
診
療
予
約
を
と
る
。

【
診
察
】

６
．
予
約
の
時
間
に
な
る
と
医
療
機
関
の
医
師
か
ら
発
信
さ
れ
ま
す

ビ
デ
オ
通
話
を
開
始
す
る

７
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
る

【
決
済
】

８
．
診
察
が
終
了
し
た
ら
決
済
に
進
む
。

【
処
方
】

９
１
．
く
す
り
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
、
自
宅
に
く
す
り
が
届
く
。

９
２
．
薬
局
へ
受
け
取
り
に
行
く
場
合
は
、
自
宅
に
届
い
た
処
方
箋
を
持
ち
、
調
剤
薬
局
で
く
す
り
を
受
け
取
る
。

8
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テ
レ
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー

:T
el

er
ad

io
lo

gy
（
遠
隔
放
射
線
診

断
）
は
、

M
RI
、

CT
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
超
音
波
エ
コ
ー
、

PE
T、

SP
EC

T、
RI
な
ど
の
各
種
の
画
像
診
断
装
置
か
ら
の
、

画
像
を
専
門
医
に
送
信
し
、
診
断
、
も
し
く
は
そ
の
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

医
療
機
関
で
撮
影
さ
れ
た

C
T（
コ
ン
ピ
ュ
－
タ
断
層
撮
影
法
）
や

M
R

I（
磁
気
共
鳴
影
像

法
）
な
ど
の
医
療
画
像
、

さ
ら
に
は
検
診
画
像
を
イ
ン
タ
－
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
を
利
用
し
て
、
画
像
診

断
専
門
医
が
診
断
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
放
射
線
科
常
勤
医
の
い
な
い
施
設
に
お
い
て
も
医
療
画
像
の
効
率
的
な
活
用
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

9

テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー

:T
el

ep
at

ho
lo

gy
（
遠
隔
病
理
診
断
）
は
、

病
理
診
断
を
遠
隔
環
境
で
行
う
こ
と
、
も
し
く
は
そ
の
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

依
頼
側
施
設
で
は
、
手
術
中
に
切
除
部
か
ら
組
織
標
本
を
作
る
＝
そ
れ
を
カ
メ
ラ
が
付

い
た
顕
微
鏡
に
か
け
て
画
像
を
生
成
＝
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
し
、
支
援
側
に
送

り
ま
す
。

専
門
医
の
い
る
支
援
側
施
設
院
で
は
、
受
信
し
た
画
像
を
専
門
医
が
診
断
し
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
も
っ
と
切
除
す
べ
き
か
、
十
分
に
切
除
し
た
か
、
依
頼
側
施
設
に

迅
速
に
指
導
す
べ
き
内
容
を
伝
え
ま
す
。

10
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テ
レ
サ
ー
ジ
ェ
リ
ー

:T
el

es
ur

ge
ry
（
遠
隔
手
術
支
援
）
は
、

遠
隔
操
作
に
よ
る
外
科
手
術
の
こ
と
で
す
。

従
来
の
外
科
手
術
は
、
患
部
を
大
き
く
切
り
取
る
方
法
が
主
で
し
た
そ
れ
が

20
世
紀
の

終
わ
り
頃
か
ら
、

傷
の
小
さ
い
、
体
に
や
さ
し
い
手
術
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
こ
れ
を
低
侵
襲
手
術
と
呼

び
ま
す
。

今
ま
で
は
、

・
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
前
立
腺
癌
全
摘
術

=7
2万
円

・
良
性
膵
臓
腫
瘍
の
腹
腔
鏡
手
術

=3
2万
円

・
低
侵
襲
の
子
宮
体
癌
全
摘
術

=4
6万
円

の
費
用
が
掛
か
っ
て
ま
し
た

11

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
」
は
こ
れ
ま
で
の
腹
腔
鏡
手
術
の
弱
点
を
克
服
し
、
利
点
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
た
手
術
方
法
で
す
が
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
体
の
中
を
観
察
し
、
鉗
子
と
呼
ば
れ
る
複
数
の
手
術
器
具
で
手
術
を
す
る
点

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
腹
腔
鏡
手
術
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

12
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テ
レ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
：

Te
le

co
nf

er
en

ce
（
遠

隔
会
議
）
は
、

遠
隔
環
境
で
、
症
例
検
討
を
行
う
こ
と
で
す
。

参
加
者
は
医
師
同
士
だ
け
に
限
ら
ず
、
運
用
や
目
的
に
よ
り
診
療
放
射
線
技
師
や
看
護

師
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ
え
い
ま
す
。

テ
レ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
：

Te
le

Co
ns

ul
ta

tio
n（
遠

隔
相
談
）
は
、

遠
隔
環
境
で
、
専
門
医
に
よ
る
遠
隔
診
療
支
援
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。

13

テ
レ
ホ
ー
ム
ケ
ア
：

Te
le

ho
m

ec
ar

e（
在
宅
医
療
支
援
）

は
、

在
宅
患
者
向
け
に
行
う
遠
隔
医
療
で
す
。

寝
た
き
り
老
人
な
ど
、
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
電
話
、

血
圧
計
・
心
電
図
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
専
用
端
末
装
置
が
、

利
用
医
療
機
関
と
患
者
宅
、
地
域
の
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
医
療

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
各
地
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
医
療
費
の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
と
一
緒
に

暮
ら
し
な
が
ら
療
養
で
き
る
在
宅
医
療
が
、

Q
O

Lの
面
か
ら
も
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
電
話
な
ど
を
利
用
し
、
診
察
室
で
外
来
診
察
を
受
け
る
こ
と
と
同
様
に
、
直
接

に
相
談
し
て
診
断
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

14
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５
．

医
療

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

1

要
介

護
度

認
定

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：

要
介

護
度

の
1
次

判
定

、
2
次

判
定

支
援

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

で
す

。

利
用

者
へ

の
訪

問
調

査
項

目
の

結
果

を
シ

ス
テ

ム
に

入
力

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
一

次
判

定
が

な
さ

れ
ま

す
。

利
用

者
の

身
体

状
況

･精
神

状
況

と
介

護
サ

ー
ビ

ス
時

間
等

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

そ
れ

を
元

に
判

定
す

る
仕

組
み

で
す

。

2
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介
護

報
酬

請
求

情
報

シ
ス

テ
ム

：

介
護

実
施

記
録

を
も

と
に

介
護

保
険

の
請

求
を

行
う

た
め

に
必

要
な

情
報

を
生

成
し

、
伝

送
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す
。

標
準

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
し

て
、

国
民

健
康

保
険

中
央

会
が

提
供

し
て

い
る

、
「
介

護
伝

送
ソ

フ
ト

」
が

あ
り

ま
す

。

保
険
支
払
い
機
関
に
対
し
て
、
医
療
保
険
で
は
療
養
費
明
細
書
を
、
介
護
保
険
で
は
介

護
給
付
明
細
書
を
提
出
し
て
、

給
付
を
受
け
る
一
方
、
保
険
支
払
い
機
関
は
、
行
わ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
給
付
実
績
に
よ
り

各
自
治
体
か
ら
介
護
給
付
支
払
い
を
受
け
ま
す
。

3

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
・
管

理
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

で
す

。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
利
用
者
の
基
本
属
性
、
要
介
護
度
、
サ
ー
ビ
ス
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
管
理
す

る
基
本
情
報
管
理
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
支
援
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
な
ど
か
ら
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
報
酬
管
理
・
経
営
管
理
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
都
道
府
県
に
よ
る
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
従
業
者
と
、

そ
の
運
営
方
針
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
紹
介
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

提
供

さ
れ

て
い

る
機

能
と

し
て

は
、

要
介

護
認

定
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
、

介
護

事
業

支
援

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、

介
護

保
険

請
求

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
情

報
の

公
表

を
実

現
す

る
シ

ス
テ

ム
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。

こ
の

う
ち

、
介

護
事

業
支

援
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
は

、
勤

務
管

理
・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
機

能
、

記
録

入
力

・
作

成
支

援
機

能
、

事
務

処
理

の
効

率
化

支
援

機
能

、
教

育
・
研

修
支

援
機

能
な

ど
を

持
ち

ま
す

。

在
宅
医
療
に
は
、
医
師
に
よ
る
訪
問
医
療
理
学
療
士
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
ほ
か
、

看
護
師
や
保
健
師
が
患
者
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
健
康
状
を
把
握
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
や
、
入
浴
・
食
事
・
排
泄
な
ど

日
常
生
活
の
介
助
や
指
導
を
行
う
訪
問
看
護
が
あ
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る
の
が
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

看
護
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
が
、
訪
問
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
、
そ
の
指
示
書
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
票
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

4
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ま
た
、
介
護
な
の
か
、
医
療
な
の
か
で
関
連
制
度
が
異
な
る
た
め
、
費
用
請
求
も
異
な
り
ま
す
。

訪
問
看
護
の
シ
ス
テ
ム
化
に
つ
い
て

訪
問
看
護
に
お
け
る
運
用
は
、
主
治
医
や
介
護
支
援
事
業
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
れ
を
元
に
訪
問
し
て
、
患
者
に
看
護
あ
る
い
は
介
護
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
、
患
者
の
健
康
状
態
の
観
察
内
容
や
入
浴
・
食
事
、
排
泄
、
日
常
生
活
の
介
助
や
助
言
・
指
導

な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、

連
携
す
る
医
師
等
に
報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

訪
問
看
護
情
報
シ
ス
テ
ム
は
訪
問
看
護
を
情
報
面
か
ら
支
援
す
る
も
の
で
、
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
機
能

要
件
の
一
つ
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
機
能
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
利
用
者
や
職
員
の
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
す
る
も
の
で
、
あ
わ
せ
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
後
に
訪
問
実
績
を
入
力
し
、

請
求
情
報
を
自
動
生
成
す
る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
計
画
書
の
作
成
、
お
よ
び
、
経
過
記
録
報
告
書
の
作
成
な
ど
の
支
援
機
能
が
あ
り
ま
す
。

2つ
め
は
訪
問
看
護
記
録
の
管
理
機
能
で
、
訪
問
看
護
を
行
う
な
か
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
入

力
・
管
理
し
ま
す
。

対
象
は
、
訪
問
看
護
指
示
書
、
利
用
者
の
身
体
・
生
活
に
か
か
わ
る
情
報
看
護
介
入
の
計
画
評
価
な
ど

の
看
護
過
程
の
記
録
や
訪
問
看
護
実
施
記
録
な
ど
で
す
。

ま
た
、
訪
問
看
護
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
在
宅
医
療
の
主
治
医
や
在
宅
介
護
支
援

事
業
者
な
ど
、
異
な
る
職
種
や
施
設
間
の
連
携
支
援
の
ほ
か
、

訪
問
看
護
事
業
の
運
営
そ
の
も
の
の
支
援
も
機
能
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
経
営
管
理
情
報
を
得
る
た
め
の
各
種
集
計
、
統
計
処
理
の
ほ
か
、
訪
問
看
護
の
保
険
請
求

業
務
に
関
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。

4

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

厚
生
労
働
省
が
平
成

26
年

9月
に
告
示
し
た
「
医
療
及
び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
の
中
で
、

情
報
通
信
技
術
の
活
用
と
し
て
、
「
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
は
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を
含
め
た
関
係
者
間
で
の
適
時
適
切
な
情
報
共
有
が
不
可
欠
で
あ
り
、

IC
Tの
活
用
は
情
報
共
有
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
進
展
し
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
改
正
介
護
保
険
法
は
、
市
町
村
の
地
域
支
援
事
業
と
し
て

8つ
の
取
り
組
み
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で

IC
Tに
関
連
す
る
事
業
は
、

①
地
域
の
医
療
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
資
源
の
把
握
。
（
地
域
の
医
療
機
関
の
分
布
．
医
療
機
能
を
把
握
し
、
リ
ス
ト
、
マ
ッ
プ
化

)

②
医
療
。
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援
。
（
情
報
共
有
シ
ー
ト
．
地
域
連
携
パ
ス
な
ど
の
活
用
、
看
取
り
、
急
変
時
の
情
報
共

有
)

③
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発
。
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
在
宅
医
療
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
）

こ
の

3点
で
す
。

ま
た
、
こ
の
包
括
ケ
ア
を
支
援
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
医
療
と
介
護
で
共
有
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
項
目
群

と
し
て
、

JA
H

IS
技
術
文
書
「
在
宅
医
療
と
介
護
間
の
情
報
連
携
に
お
け
る
デ
ー
タ
項
目
仕
様
書

Ve
r. 

1.
0」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成

24
年
度
厚
生
労
働
特
別
研
究
「
在
宅
医
療
．
介
護
の
連
携
に
お
け
る

IC
T活
用
に
関
す
る
研
究
班
報
告
｣
、

そ
の
第

5章
の
「
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
。
介
護
連
携
を
進
め
る
た
め
に
～
市
町
村
主
体
で
、
医
師
会
と
連
携
し
て

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

IC
Tシ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
た
め
の
考
え
方
と
進
め
方
～
」
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
最
新
版
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
、
医
療
情
報
に
か
か
わ

5
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る
も
の
と
し
て
大
切
な
業
務
の
一
つ
で
す
。

医
療
・
介
護
連
携
と
い
っ
て
も
、
立
場
に
よ
っ
て
想
定
す
る
場
面
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
議
論
が
噛
み
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、

4つ
の
場
面
の
う
ち
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム
構
築
や
運
用
を
議
論
す
る
際
に
ど
の
場

面
を
対
象
と
し
シ
ス
テ
ム
な
の
か
を
ま
ず
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
具
体
的
に
整
理
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
医
と
介
護
と
い
う
異
な
る
分
野
の
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
、

特
徴
的
な
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス
タ
ー
項
目
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
複
数
施
設
が
連
携
す
る
な
で
、
今
ま
で
は
個
々
に
採
用
、
記
録
し
て
い
た
評
価
ケ
ー
ス
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
連
携
目
の
入
力
値
と
し
て
コ
ー
ド
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
コ
ー
ド
体
系
に
つ
い
て
も
確
認

し
な
け
れ
ば
な
な
り
ま
せ
ん
。

場
合
に
よ
っ
て
は
変
換
や
マ
ッ
ピ
ン
グ
処
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

5

ワ
ム

ネ
ッ

ト
：
W

A
M

N
E
T
：
W

e
lf
ar

e
 A

n
d 

M
e
di

c
al

 s
e
rv

ic
e
 N

E
T
w

o
rk

 s
ys

te
m

保
健

・
福

祉
活

動
を

支
援

す
る

情
報

提
供

ポ
ー

タ
ル

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

が
運

営
し

て
提

供
し

て
い

る
コ

ン
テ

ン
ツ

は
、

政
府

・
行

政
の

動
向

に
関

す
る

情
報

、
介

護
様

式
の

事
例

集
、

な
ど

日
常

の
介

護
業

務
に

利
用

で
き

る
情

報
、

セ
ミ

ナ
や

講
演

会
に

関
す

る
情

報
や

、
保

健
・
福

祉
に

関
す

る
業

務
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

製
品

情
報

な
ど

で
す

。

訪
問
看
護
の

IT
化
へ
の
課
題
と
し
て
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
整
備
や
マ
ス
タ
ー
の
標
準

化
、
多
職
種
間
の
情
報
共
有
、
紙
媒
体
と
の
混
在
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
、

IC
T基
盤
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の

効
率
化
多
職
種
間
で
の
情
報
共
有
が
推
進
さ
れ

、
訪
問
看
護
業
務
や
看
護
の
質
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

6
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地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
実
運
用
の
難
し
さ
で
す
。

導
入
に
関
し
て
は
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
が
、
実
運
用
後
の
高
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
情
報
源
で
あ
る
診
療
所
で
の
紙
カ
ル
テ
と
シ
ス
テ
ム
入
力
の
二
重
入
力
は
、
医
療
者
側
の
負
担
を
大
き
く
し
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
在
宅
医
療
で
の
利
用
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
在
宅
患
者
、
訪
問
看
護
師
、
訪
問
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

在
宅
理
学
療
法
士
、
介
護
職
員
な
ど
が

情
報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
負
担
軽
減
も
課
題
で
す
。

現
在
、
す
で
に
全
国
で

25
0余
り
の
大
小
地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
多
く
が
補
助
金
の
支
援
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
補
助
金
の
終
了
時
点
で
そ
の
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
シ
ス
テ
ム
更
新
費
用
を
検
討
し
て
い
な
い
取
り
組
み
が
多
く
、
継
続
運
用
が
難
し
い
実
情
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
増
加
に
伴
い
、
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ま
た
が
る
患
者
の
運
用
に
関
す
る
問
題

が
発
生
し
て
き
て
お
り
、

今
後
シ
ス
テ
ム
の
広
域
利
用
に
む
け
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
や
運
用
方
法
の
標
準
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
は
、
そ
の
必
要
性
の
理
解
、
そ
し
て
臨
床
現
場
で
の
業
務
負
担
が
少
な
く
、

同
時
に
業
務
支
援
効
果
の
高
い
運
用
モ
デ
ル
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

7

意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム

(D
SS

 : 
De

cis
io

n
Su

pp
or

tS
ys

te
m

)は

人
間
が
判
断
す
る
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
で
意
思
決
定
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

医
療
現
場
で
は
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
)医
師
が
薬
を
処
方
す
る
際
に
処
方
薬
に
関
す
る
有
効
性
や
副
作
用
の
情
報
を
提
示

す
る
シ
ス
ム
な
ど

8
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エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

(E
S:

Ex
pe

rt
 S

ys
te

m
)

あ
る
特
定
分
野
に
お
い
て
、
専
門
家
と
同
様
の
知
識
と
思
考
方
法
を
備
え
た
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

例
)心
電
図
解
析
、
脳
波
解
析
、
呼
吸
機
能
解
析
等
の
生
体
検
査
シ
ス
テ
ム
な
ど

9

医
療

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

は

医
療

に
関

す
る

最
新

の
情

報
を

収
集

・
整

理
し

て
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

必
要

時
に

迅
速

に
医

療
関

係
者

に
提

供
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

で
す

。

1.
医
学
文
献
情
報
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

2.
心
電
図
伝
送
解
析
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

3.
腎
移
植
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

4.
耐
性
菌
情
報
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

5.
医
薬
品
情
報
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

6.
セ
ル
フ
ケ
ア
支
援
シ
ス
テ
ム

7.
地
域
住
民
保
健
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

10
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医
学
文
献
情
報
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
コ
ク
ラ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ

(T
he

 C
oc

hr
an

e 
Lib

ra
ry

)

に
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
コ
ク
ラ
ン
共
同
計
画
が
、
疾
病
の
治
療
、
予
防
に
関
す
る
医
療
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(医
療
技
術
評
価

)の
結
果
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

世
界
中
の
学
術
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
臨
床
試
験
の
結
果
を
評
価
し
、
統
計
学
的
に
ま
と

め
た
結
果
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

11

パ
ブ
メ
ド

(P
ub

M
ed

)は
、

ア
メ
リ
カ
国
立
医
学
図
書
館
が
運
営
。
世
界
各
国
で
出
版
さ
れ
た
医
学
文
献
の
検
索
が

可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

W
eb
サ
イ
ト
で
一
般
無
料
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
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大
学
病
院
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(U
M

lN
:U

ni
ve

rs
ity

Ho
sp

ita
lM

ed
ica

lI
nf

or
m

at
io

n
Ne

tw
or

k)
は
、

大
学
病
院
の
業
務
と
医
学
・
生
物
学
研
究
者
の
研
究
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

UR
L:

 h
ttp

://
w

w
w

.u
m

in
.a

c.
jp

/

13

医
薬
品
医
療
機
器
総
含
機
構

(P
M

DA
:P

ha
rm

ac
eu

tlc
al

sa
nd

 M
ed

ica
lD

ev
ice

sA
ge

nc
y)
で
は
、

・
医
薬
品
の
副
作
用
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
業
務

・
医
薬
品
や
医
療
機
器
な
ど
の
審
査
関
連
業
務

・
医
薬
品
や
医
療
機
器
な
ど
の
安
全
対
策
及
び
情
報
提
供
業
務

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
医
療
関
係
者
向
け
、
一
般
者
向
け
情
報
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

14
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特
定

の
疾

病
に

関
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
と

し
て

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

(N
CC

-C
IS

)が
あ
り
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
運
営
が
ん
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
一

般
向
け
情
報
と
、

医
療
従
事
者
向
け
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る

W
eb
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
と

FA
Xで
の

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ht
tp

s:/
/g

an
jo

ho
.jp

/p
ub

lic
/in

de
x.

ht
m

l

15

日
本
臨
床
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
構

NC
D(

Na
tlo

na
l C

lin
ica

l D
at

ab
as

e)

国
内
の
手
術
・
治
療
情
報
を
登
録
し
、
集
計
、
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
最
善
の
医
療
を

提
供
し
適

IE
な
医
療
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

が
ん
登
録
デ
ー
タ
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

医
療
の
質
向
上
を
目
的
と
し
た
臨
床
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
で
、

20
11
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
が
ん
登
録
デ
ー
タ
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
お
り
、

乳
癌
、
膵
癌
、
肝
癌
の
全
国
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
が
ん
診
療
の

質
を
評
価
で
き
ま
す
。

指
標
の
開
発
や
が
ん
医
療
へ
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

16
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循
環
器
病
情
報
サ
ー
ビ
ス

独
立
行
政
法
人
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
運
営
循
環
器
病
の
原
因
や
治
療

方
法
、
予
防
、
日
常
生
活
の
注
意
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
一
般
向
け
情
報
と
、
医

療
従
事
者
向
け
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

17

日
本
心
臓
血
管
外
科
手
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
構

（
JC

VS
DO
：

Ja
pa

n 
Ca

rd
io

va
sc

ul
ar

 S
ur

ge
ry

 D
at

ab
as

e 
Or

ga
ni

za
tio

n)

日
本
に
お
け
る
心
臓
血
管
外
科
関
連
の
手
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、

心
臓
血
管
外
科
学
の
進
歩
、
国
民
全
体
の
福
祉
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

JC
VS

Dは
日
本
成
人
心
臓
血
管
外
科
手
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

JC
CV

SD
は
日
本
先
天
性
心

臓
血
管
外
科
手
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
こ
と
で
す
。

18
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HI
V診
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

(A
-n

et
)

厚
生
労
働
省
が
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

(1
99

9年
12
月
～

)国
内
の
エ

イ
ズ
拠
点
病
院
の
う
ち
、

厚
生
労
働
省
所
轄
の
国
立
拠
点
病
院
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
患
者

情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で

A-
ne

tと
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
患
者
の
診
療
情
報
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集
中
管
理
さ

れ
、
患
者
が
全
国
の
ど
こ
に
い
て
も
常
に
高
度
な
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

19
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６
．
医
療
情
報
の
標
準
化
（
１
）

1

医
療
情
報
の
標
準
化
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
な
ぜ
標
準
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

標
準
化
を

“最
適
な
秩
序
を
得
る
こ
と
が
必
要
な
事
柄
や
領
域
に
対
し
て
、
共
通
に
繰
返
し
て
利
用
で
き
る
取
り
決
め
を
確
立

す
る
こ
と

”と
定
義
し
て
い
ま
す
。

医
療
情
報
に
は
、
情
報
を
交
換
共
有
す
べ
き
関
係
者
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
や
、
情
報
の
種
類
や
量
が
多
い
こ
と
、

あ
る
い
は
長
期
間
に
わ
た
る
情
報
の
利
活
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
標
準
化
の
効
果
は
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
標
準
規
約
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
規
約
の
使
い
方
に
制
限
を
加
え
、
現
場
で
の
食
い
違
い
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
方
向
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
前
後
で
病
名
コ
ー
ド
が
異
な
っ
て
い
る
と
、
デ
ー
タ
の
連
続
性
を
保
つ
た
め

に
は
、
コ
ー
ド
を
相
互
に
紐
付
け
す
る
膨
大
な
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

1回
の
更
新
で
あ
れ
ば
何
と
か
対
応
で
き
る
が
、
更
新
が
重
な
る
と
デ
ー
タ
の
後
利
用
や
検
索
の
効
率
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
同
士
の
デ
ー
タ
交
換
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
も
相
互
の
コ
ー
ド
を
紐
付
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

一
医
療
機
関
内
の
部
門
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
と
も
同
様
、
粒
度
が
異
な
る
と
紐
付
け
ら
れ
な
い
コ
ー
ド
が
必
ず
表
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
連
携
し
よ
う
と
す
る
医
療
機
関
ご
と
の
紐
付
け
は
、
数
が
増
え
る
と
級
数
的
に
作
業
が
増
加
し
て
し
ま
い
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
共
通
の
標
準
的
な
コ
ー
ド
を

1つ
持
っ
て
お
き
、
そ
れ
と
各
医
療
機
関
固
有
の
情
報
と
の
紐
付
け
を
行
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
シ
ス
テ
ム
開
発
と
い
う
側
面
か
ら
み
ま
す
と
、
同
じ
コ
ー
ド
を
使
う
こ
と
で
開
発
コ
ス
ト
が
下
方
修
正
さ
れ
、
競

争
に
よ
る
低
廉
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

2
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人
間
が
罹
る
病
気
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
名
称

(=
病
名

)で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
）
風
邪

身
体
の
発
病
箇
所
に
よ
っ
て
病
名
が
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う

3

私
達
が
呼
吸
を
す
る
時
、
空
気
は
鼻
や
口
か
ら
入
り
、
肺
に
達
し
ま
す
。

こ
の
空
気
の
通
り
道
を
気
道
と
い
い
ま
す
。

気
道
は
大
き
く
上
気
道
と
下
気
道
に
分
け
ら
れ
、
鼻
・
咽
頭
・
喉
頭
は
上
気
道
、
気
管
・
気
管

支
・
肺
を
下
気
道
と
い
い
ま
す
。

カ
ゼ
は
上
気
道
等
の
炎
症
の
総
称
で
す
。

鼻
炎
は
、

鼻
の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ
し
て
腫
れ
た
状
態
で
、
鼻
水
と
鼻
づ
ま
り
を
特
徴
と
し
、
通
常
は
か

ぜ
（
感
冒
）
ま
た
は
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

鼻
炎
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
と
非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
通
常
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
す
が
、
刺
激
物
質
に
よ
っ
て
生
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鼻
は
上
気
道
の
中
で
最
も
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
部
位
で
す
。

4
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咽
頭
炎

の
ど
が
炎
症
を
起
こ
す
と
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

か
ぜ
の
ほ
か
、
の
ど
の
炎
症
に
は
、
の
ど
の
粘
膜
が
腫
れ
た
咽
頭
炎
・
扁
桃
腺
が
腫
れ
た
扁
桃

炎
・
扁
桃
の
ま
わ
り
に
膿
が
た
ま
っ
た
扁
桃
周
囲
膿
瘍
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

5

喉
頭
炎

の
ど
の
奥
の
喉
頭
が
腫
れ
た
喉
頭
炎
・
喉
頭
の
入
口
に
あ
る
喉
頭
蓋
が
腫
れ
た
急
性
喉
頭
蓋

（
が
い
）
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

6
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気
管
支
炎

気
管
支
炎
と
は
、
下
気
道
（
気
管
、
気
管
支
、
細
気
管
支
、
終
末
細
気
管
支
）
に
炎
症
を
起
こ

す
こ
と
で
す
。

咽
頭
炎
や
喉
頭
炎
を
起
こ
し
な
が
ら
、
菌
が
さ
ら
に
奥
の
気
管
支
に
行
く
と
「
気
管
支
炎
」
を

生
じ
ま
す
。

人
間
で
あ
れ
ば
「
名
称
は
違
っ
て
も
実
は
同
じ
病
気
」
と
判
断
で
き
ま
す
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
こ
の
よ
う
な
処
理
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

7

そ
こ
で
、
病
名
を
か
な
文
字
で
表
す
の
で
は
な
く
、
病
名
に
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
数
桁
の
英
数
字
を
割
り
当
て
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。

コ
ー
デ
イ
ン
グ
に
よ
り
、

1つ
の
病
気
に

1つ
の
コ
ー
ド
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
個
有
化
や
体
系
化
が
可
能
と
な
り
、
統
計
や
コ
ス
ト
算
出
等
の
処
理
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
病
院
が
独
自
に
コ
ー
ド
を
考
え
バ
ラ
バ
ラ
の
コ
ー
デ
イ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
、

国
内
の
疾
病
統
計
な
ど
、
情
報
を
収
集
し
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
の
た
め
、

日
本
国
内
、
で
き
れ
ば
世
界
全
体
で
、
病
名
の
コ
ー
デ
イ
ン
グ
方
法
を
統
一
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
情
報
の
標
準
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
取
り
扱
い
が
簡
単
に
な
り
、
デ
ー
タ
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
で
す
。

医
療
分
野
に
お
け
る
標
準
化
と
は
、

医
療
行
為
や
医
療
用
語
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
の
表
現
方
法
な
ど
を
統
一
す
る
こ
と
で
す
。

全
世
界
で
統
一

(世
界
標
準

:グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

)を
図
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
日
本
国
内
で
統
一
を
図
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

例
え
ば
、

病
名
を
分
類
す
る
方
法
で
あ
る
国
際
疾
病
分
類

(IC
D)
は
世
界
レ
ベ
ル
の
標
準
、
診
療
報
酬
請
求
を
想
定
し
た
病
名
集
で
あ
る
レ

セ
プ
ト
電
算
用
傷
病
名
マ
ス
タ

(厚
生
労
働
省

)は
日
本
国
内
の
標
準
病
名
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8
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７
．

医
療

情
報

の
標

準
化

（
２

）

1

標
準
化
組
織
は
、

標
準

化
を

進
め

る
た

め
に

必
要

な
標

準
規

格
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

普
及

・
推

進
活

動
を

す
る

組
織

で
す

。

国
際
規
格
か
ら
国
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
、
国
内
の
各
種
学
会
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
際
的
な
組
織
と
し
て

IS
O、

CE
N、

HL
7、

DI
CO

M
、

IH
Eが
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、

H
E
L
IC

S
、

M
E
D

IS
-
D

C
、

J
IR

A
、

J
A

H
IS

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
係
す
る
者
は
、
す
べ
て
標
準
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、
実
装

に
向
け
た
努
力
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
り
ま
せ
ん
。

2
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IS
Oは
、

In
te

rn
at

io
na

lO
rg

an
iza

tio
nf

or
St

an
da

rd
iza

tio
nの
略
称
で
、
国
際
標
準
化
機
構
と
訳
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
本
部
を
置
く
非
営
利
法
人
で
、
電
気
分
野
を
除
く
、
工
業
分
野
の
国

際
的
な
標
準
と
な
る
、

国
際
規
格
を
策
定
す
る
た
め
の
民
間
に
よ
る
非
政
府
組
織
で
す
。

世
界
中
の
製
品
が
「
標
準
化
」
さ
れ
、
継
続
的
に
安
全
・
安
心
で
信
頼
性
の
高
い
製
品
や
食
品

が
生
産
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
こ
と
目
指
し
て
い
ま
す
。

電
気
分
野
は
、

nt
er

na
tio

na
l T

el
ec

om
m

un
ic

at
io

n 
U

ni
on
と

い
い
、

IT
U
と
略
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

IT
U
は
、
国
際
電
気
通
信
連
合
と
訳
さ
れ
、
国
際
連
合
の
一

専
門
機
関
と
し
て
、

電
波
の
国
際
的
管
理
通
信
の
世
界
的
拡
充
と
円
滑
化
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

3

AN
SI
は
、

Am
er

ic
an

N
at

io
na

l S
ta

nd
ar

ds
In

st
itu

te
の
略
称
で
、
ア

メ
リ
カ
規
格
協
会
と
訳
さ
れ
、

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
の

国
内

の
工

業
分

野
の

標
準

化
組

織
で

あ
り

、
合

意
形

成
の

た
め

に
さ

ま
ざ

ま
な

規
格

開
発

を
担

っ
て

い
ま

す
。

4
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C
EN

(E
ur

op
ea

n 
C

om
m

itt
ee

 fo
r S

ta
nd

ar
di

za
tio

n)
は
、

欧
州
標
準
化
委
員
会
と
訳
さ
れ
、
欧
州
の

標
準

規
格

と
仕

様
の

開
発

・
保

守
・
配

布
を

行
う

私
的

な
非

営
利

組
織

で
す

。

5

JI
Sは
、

Ja
pa

ne
se

 ln
du

st
ria

l S
ta

nd
ar

ds
の
略
称
で
、
日
本
産
業
規
格
の
こ
と
で
す
。

産
業
標
準
化
法
に
基
づ
き
、
認
定
標
準
作
成
機
関
の
申
し
出
又
は
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（

JI
SC
）
の
答
申
を
受

け
て
、

主
務
大
臣
が
制
定
す
る
規
格
で
あ
り
、
日
本
の
国
家
標
準
の
一
つ
で
す
。

JI
S（
ジ
ス
）
ま
た
は

JI
S規
格
（
ジ
ス
き
か
く
）
と
通
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

19
49
年
以
来
、
長
ら
く
日
本
工
業
規
格
（
に
ほ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う
き
か
く
）
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
法
改
正
に
伴
い

20
19
年

7月
1日
よ
り
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
規
格
は
、
策
定
さ
れ
る
前
に
学
会
、
工
業
会
、
協
会
レ
ベ
ル
で
の
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

こ
の
レ
ベ
ル
で
の
規
格
が
事
実
上
の
国
際
標
準
に
な
る
例
も
あ
り
、

H
L7
や

D
IC

O
M
、

IH
Eな
ど
が
そ
の
例
で
あ

り
ま
す
。

6
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EA
Nコ
ー
ド
（
イ
ア
ン
コ
ー
ド
、

Eu
ro

pe
an

 A
rt

icl
e 

Nu
m

be
r）
は
、

商
品
識
別
コ
ー
ド
お
よ
び
バ
ー
コ
ー
ド
規
格
の
ひ
と
つ
で
、
日
本
の
規
格
は
「

JA
Nコ
ー
ド
」
（

Ja
pa

ne
se

 A
rt

icl
e 

Nu
m

be
r）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

日
本
で
最
も
普
及
し
て
い
る
商
品
識
別
コ
ー
ド
で
あ
り
、

EA
Nコ
ー
ド
か
ら
生
成
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ン
ボ
ル
は
、

市
販
さ
れ
る
多
く
の
商
品
に
印
刷
ま
た
は
貼
付
さ
れ
て
お
り
（
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
）
、

PO
Sシ
ス
テ
ム
や
在
庫
管

理
、

受
発
注
シ
ス
テ
ム
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
で
価
格
や
商
品
名
を
検
索
す
る
た
め
の
キ
ー

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

EA
Nコ
ー
ド
の
前
に

1桁
あ
る
い
は
拡
張
型
と
し
て

0で
始
ま
る

3桁
の
物
流
識
別
用
の
数
字
を
付
加
し
た
も

の
は
、

集
合
包
装
用
コ
ー
ド
、
あ
る
い
は
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ン
ボ
ル
の
体
系
を
そ
の
ま
ま
呼
称
に
利
用
し
て
、

IT
Fコ
ー
ド
と

呼
ば
れ
ま
す
。

（
正
確
に
は
チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ッ
ト
部
は
元
の

EA
Nコ
ー
ド
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
す
。
）

EA
Nコ
ー
ド
自
体
は
単
な
る
「
コ
ー
ド
」
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
こ
れ
単
体
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
商
品
名
や
価
格
な
ど
の
情
報
を
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
と
連
動
し
、

こ
れ
を
検
索
す
る
た
め
の
キ
ー
情
報
の
入
力
作
業
を
機
械
化
す
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

7

H
E
L
IC

S
：
ヘ

リ
ッ

ク
ス

は
、

H
E
aL

th
In

fo
rm

at
io

n
 a

n
d

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
S
ta

n
d
ar

d
s 

b
o
ar

d
の

略
称

で
、
一
般
社
団
法

人
医
療
情
報
標
準
化
協
議
会
（

H
EL

IC
S協
議
会
）
の
こ
と
で
す
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
、
日
本
医
療
情
報
学
会
、
日
本

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
工
業
会
、

日
本
放
射
線
技
術
学
会
、
保
健
医
療
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム
工
業
会
、
日
本

IH
E協
会
、
日
本
放

射
線
腫
瘍
学
会
、

流
通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
（

G
S1
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
協
議
会
）
、
日
本

H
L7
協
会
が

社
員
で
あ
る
医
療
情
報
標
準
化
の
推
進
団
体
で
す
。

8
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H
E
L
IC

S
協

議
会

で
採

択
さ

れ
た

「
医

療
情

報
標

準
化

指
針

」
か

ら
「
保

健
医

療
情

報
分

野
の

標
準

規
格

（
厚

生
労

働
省

標
準

規
格

）
」
が

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

保
健
医
療
行
政
を
所
轄
す
る
厚
生
労
働
省
も
保
健
医
療
情
報
分
野
標
準
規
格
を
定
め
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
標
準
規
格
を
実
装
す
る
こ
と
は
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
や
相
互
運
用
性

の
確
保
に
つ
な
が
り
、

地
域
医
療
連
携
や
医
療
安
全
の
た
め
に
有
用
で
す
。

そ
の
実
装
は
強
制
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
装
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
考

慮
す
る
こ
と
が
厚
生
労
働
省
の
通
知
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9

J
A

H
IS

：
ジ

ェ
イ

ヒ
ス

は
、

J
ap

an
e
se

 A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
H

e
al

th
c
ar

e
 I
n
fo

rm
at

io
n
 S

ys
te

m
s 

in
du

st
ry

の
略

称
で

、
一

般
社

団
法

人
保

健
医

療
福

祉
情

報
シ

ス
テ

ム
工

業
会

の
こ

と
で

す
。

保
健

医
療

福
祉

情
報

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

技
術

の
向

上
、

品
質

、
安

全
性

の
確

保
、

標
準

化
の

推
進

、

業
界

の
健

全
な

発
展

と
国

民
の

保
健

・
医

療
・
福

祉
に

寄
与

し
、

も
っ

て
健

康
で

豊
か

な
国

民
生

活
の

維
持

向
上

に
貢

献
す

る
活

動
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

10
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IH
E

：
ア

イ
・
エ

ッ
チ

・
イ

ー
は

、

In
te

gr
at

in
g 

th
e

H
e
al

th
c
ar

e
E
n
te

rp
ri
se

の
略

称
で

、
標

準
化

普
及

活
動

推
進

団
体

の
こ

と
で

す
。

多
く
の

標
準

規
格

は
様

々
な

選
択

肢
（
オ

プ
シ

ョ
ン

）
を

用
意

し
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
が

相
互

運
用

性
を

損
な

う
場

合
が

あ
る
医

療
の

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

を
標

準
化

し
、

そ
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
た

め
の

標
準

規
格

の
使

用
方

法
を

規
定

し
ま

す
。

11

学
会
と
工
業
界
、

言
い
換
え
る
と
医
療
機
関
と
ベ
ン
ダ
の
双
方
が

IT
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
手
段
を
共
有
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。

IH
Eは
、

北
米
放
射
線
学
会

(R
SN

A:
Ra

di
ol

og
ica

lS
oc

ie
ty

of
No

rt
hA

m
er

ica
)と
米
国
病
院
情
報
学
会

(H
IM

SS
:H

ea
lth

ca
re

ln
fo

rm
at

io
na

nd
M

an
ag

em
en

tS
ys

te
m

sS
oc

ie
ty

)が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
り
、

19
99
年
に
設
立
さ
れ
、

20
04
年
に
は
米
国
心
臓
学
会
も
加
わ
り
、

5年
間
の
予
定
を
延
長
し
継
続
的
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

IH
Eの
特
徴
は
、

標
準
規
格
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
申
し
合
わ
せ
、

実
際
に
コ
ネ
ク
タ
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
接
続
試
験
を
し
て
検
証
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。

組
織
は
北
米
か
ら
各
国
に
広
が
り
、
わ
が
国
も

20
01
年
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

IH
Eの
目
指
す
標
準
化
は
、

画
一
化
と
は
異
な
り
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
行
う
部
分
を
共
通
的
に
構
築
し
、
施
設
ご
と
、

あ
る
い
は
各
国
の
特
徴
あ
る
部
分
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付
加
的
に
採
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

実
現
例
と
し
て
は
、
救
急
医
療
の
現
場
に
お
い
て
氏
名
不
詳
の
患
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、

胸
部

CT
と
腹
部

CT
の
依
頼
を

1回
の
検
査
で
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

20
04
年
に
開
催
さ
れ
た
欧
州
の
コ
ネ
ク
タ
ソ
ン
に
は
、

9カ
国
、

33
社
、

57
シ
ス
テ
ム
が
集
ま
り
、

互
い
に
連
携
し
接
続
試
験
を
実
施
す
る
な
ど
の
実
績
を
得
て
い
ま
す
。

12
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運
用
を
含
め
た
標
準
化
と
し
て

IH
Eを
導
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
接
続
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
構
成
の
選
択
肢
が
増
え
る

②
理
想
的
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
実
現
で
き
る

③
デ
ー
タ
入
力
の
二
度
手
間
が
な
く
な
る

④
打
ち
合
わ
せ
や
仕
様
書
作
成
が
容
易
に
な
る

⑤
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
手
間
と
開
発
費
用
が
削
減
さ
れ
る

⑥
シ
ス
テ
ム
更
新
が
円
滑
に
行
え
る

な
ど
で
す
。

13

IH
Eの
概
要

異
な
る
ベ
ン
ダ
の
異
な
る
機
種
を
接
続
す
る
に
は
、
コ
ー
ド
や
手
順
の
標
準
化
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

医
療
現
場
の

IT
化
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
種
の
装
置
、
シ
ス
テ
ム
が
ば
ら
ば
ら
に
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
接
続
す
る
た
び
に
時
間
、
労
力
、
費
用
が
か
か
り
、
特
定
の
ベ
ン
ダ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
が
替
わ
る
と
デ
ー
タ
を
失
っ
た
り
、
業
務
の
流
れ
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

IH
Eで
は
標
準
化
し
た
業
務
手
順
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
統
合
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
医
療
機
関
に
お
い
て
利
用
で
き
る
共
通
の
業
務
フ
ロ
ー
モ
デ
ル
の
こ
と
で
す
。

次
に
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
成
し
ま
す
。

こ
れ
は

HL
7、

DI
CO

M
な
ど
の
標
準
規
格
を
用
い
て
、
統
合
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
実
装
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。

そ
し
て
、
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
公
開
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
修
正
し
て
確
定
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
ベ
ン
ダ
は
、
通
称
コ
ネ
ク
タ
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
接
続
試
験
に
参
加
し
、
自
社
製
品
に
実
装
し
た
テ
ク
土
カ
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
、

接
続
が
実
際
に
行
え
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

コ
ネ
ク
タ
ソ
ン
の
結
果
は
公
表
さ
れ
る
の
で
、
各
ベ
ン
ダ
が
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
え
る
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
も
要
求
仕
様

書
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
、
統
合
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
テ
ク
ニ
カ
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
、

ベ
ン
ダ
も
完
成
度
の
高
い
製
品
を
ユ
ー
ザ
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を

IH
Eサ
イ
ク
ル
と
呼
び
、
そ
の
内
容
は
統
合
宣
言
書
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

IH
Eの
統
合
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

統
合
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
策
定
す
る
に
は
、
ま
ず
臨
床
現
場
で
共
通
と
な
る
問
題
を
特
定
し
ま
す
。

標
準
的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
べ
き
業
務
の
全
体
を
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

い
く
つ
か
の
小
業
務
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
分
割
し
、
整
理
し
て
、
問
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。

14
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８
．
医
療
情
報
の
標
準
化
（
３
）

1

病
名
に
関
す
る
標
準
化

IC
Dは
、

In
te

rn
at

io
na

l S
ta

tis
tic

al
 C

la
ss

in
ca

tio
n 

of
 D

ise
as

es
 a

nd
 R

el
at

ed
 H

ea
lth

 P
ro

bl
em

sの
略
称
で
、

疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
の
こ
と
で
す
。

別
名
：
国
際
疾
病
分
類
と
い
い
ま
す
。

世
界
保
健
機
関

(W
HO

)に
よ
り
制
定
さ
れ
た
病
名
に
関
す
る
標
準
で
す
。

20
世
紀
初
頭
か
ら
国
際
的
に
死
因
を
分
類
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
。

用
語
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
標
準
化
す
る

こ
と
を
コ
ー
ド
化
と
呼
び
、

ま
た
、
コ
ー
ド
を
付
け
る
こ
と
を
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

死
因
や
疾
病
の
国
際
的
な
比
較
や
診
療
記
録
の
管
理
な
ど
活
用
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
コ
ー
ド
の
表
現
自
体
に
分
類
概
念
を
持
た
な
い
場
合
と
持
つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

前
者
は
た
と
え
ば
患
者
番
号
や
診
療
科
番
号
、
後
者
に
は

JL
AC

10
や

IC
D

-1
0な
ど
が
あ
り
ま
す
。

後
者
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ド
に
は
意
味
上
の
疾
患
オ
ン
ト
ロ
ジ
､
一
階
層
構
造
が
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

2
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こ
こ
で
は

IC
D

-1
0を
例
に
し
ま
す
。

IC
D

-1
0(

In
te

rn
at

io
na

l S
ta

tis
tic

al
 C

la
ss

ifi
ca

tio
n 

of
 D

is
ea

se
s 

an
d 

R
el

at
ed

 H
ea

lth
 P

ro
bl

em
s 

10
th

 re
vi

si
on

)は
、

疾
病
お
よ
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
と
訳
さ
れ
ま
す
。

死
因
や
疾
病
に
関
す
る
国
際
的
な
統
計
基
準
と
し
て
、
世
界
保
健
機
構

(W
H

O
)に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

初
版
は

19
00
年
に
国
際
統
計
協
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
お
よ
そ

10
年
ご
と
に
改
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
10
版
は

19
90
年
の
第

43
回
世
界
保
健
機
構
総
会
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
現
在
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
版
は

20
13
年
版
で
す
。

コ
ー
ド
は

4桁
で
、

1桁
目
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
大
分
類
、

2桁
目
か
ら

4桁
目
に
数
字
を
使
っ
た
中
小
分
類
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
分
類
が
固
定
で
あ
る
と
い
う
欠
点
か
ら
、
た
と
え
ば
悪
性
腫
瘍
に
分
類
さ
れ
て
い
た
疾
患
が
、

医
学
の
発
展
に
よ
っ
て
感
染
症
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
コ
ー
ド
の
変

更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
点
に
対
応
す
る
た
め
、

30
年
ぶ
り
、

20
18
年
６
月

18
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
時
間

12
時
（
日
本
時
間

18
日

19
時
）
、

世
界
保
健
機
関
（

W
HO
）
が
、
国
際
疾
病
分
類
の
第

11
回
改
訂
版
（

IC
D-

11
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

IC
D

-1
1で
は
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
た
め
の
明
確
な
情
報
モ
デ
ル
作
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

3

SN
O

M
ED

-C
T(

Sy
st

em
at

iz
ed

 N
om

en
cl

at
ur

e 
of

 M
ed

ic
in

e-
C

lim
ca

l T
er

m
s)
は
、
概
念
指
向
型
の
用
語
集
と
呼
ば
れ
ま
す
。

当
初
は
、
米
国
臨
床
病
理
医
協
会

(C
AP

)が
作
成
し
た
病
理
用
語
集
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
々
で
先
進
的
な
構
造
を
採
用
し
た
結
果
、

医
療
用
語
全
体
を
網
羅
し
、
国
際
的
な
機
関
で
管
理
さ
れ
て
い
る
最
も
大
き
な
医
療
用
語
集
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、

34
万
概
念
に
対
し
、

10
0万
語
彙
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

用
語
を
一
次
元
的
に
羅
列
し
た
用
語
集
で
は
な
く
、
あ
る
概
念
に
対
す
る
同
義
語
や
類
義
語
、

あ
る
い
は
概
念
と
概
念
の
リ
ン
ク
を
含
ん
だ
階
層
構
造
な
ど
の
多
軸
構
造
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

英
国
の
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
用
語
と
し
て
統
一
さ
れ
た
こ
と
や
、
米
・
英
・
豪
な
ど

9カ
国
か
ら
な
る

IH
TS

D
O

(In
te

rn
at

io
na

l H
ea

lth
 T

er
m

in
ol

og
yS

ta
nd

ar
ds

 D
ev

el
op

m
en

t O
rg

an
iza

tio
n)
が

管
理
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
国
際
的
な
医
療
用
語
集
と
し
て
多
国
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
概
念
の
部
分
を
単
に
和
訳
し
た
だ
け
で
は
使
え
な
い
こ
と
や
、

使
用
に
関
し
て

G
D

Pと
比
例
し
た
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

国
際
医
療
用
語
集
で
医
療
分
野
の
最
も
大
き
な
用
語
集
で
す
。

「
概
念
（
C
o
n
c
e
pt
）
」

「
表
記
（
D
e
sc
ri
pt
io
n
）
」

「
関
連
（
R
e
la
ti
o
n
sh
ip
）
」

と
い
う
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
同
義
語
や
意
味
の
関
連
を
定
義
で
き
ま
す
。

4
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M
E
D
IS
-
D
C
：
メ
デ
ィ
ス
・
デ
ィ
ー
・
シ
ー

M
E
D
ic
al
In
fo
rm
at
io
n
S
ys
te
m
D
e
ve
lo
pm
e
n
t
C
e
n
te
r
と
は
、

一
般
財
団
法
人
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
で
す
。

医
療
情
報
の
継
続
性
の
た
め
の
用
語
コ
ー
ド
の
標
準
化
、
個
人
情
報
保
護
、

シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
取
組
み
や
医
療
安
全
の
取
組
み
を
続
け
、
医

療
の
質
の
向
上
の
活
動
行
っ
て
い
ま
す
。

5

標
準
病
名
集
は
、

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー

(M
ED

IS
-D

C)
が
開
発
し
た
、
標
準
病
名
集
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
用
傷
病
マ
ス
タ
と
、

IC
D-

10
準
拠
の
病
名
マ
ス
タ
を
統
合
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る

い
く
つ
か
あ
る
標
準
コ
ー
ド
の
中
で
最
も
基
本
的
な
も
の
が
標
準
病
名
集
で
、
標
準
病
名
マ
ス
タ
ー
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

日
常
よ
く
使
用
す
る
慣
用
病
名
を
約

22
、

00
0語
集
め
て
整
理
し
、
電
子
的
に
扱
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、

用
語
の
追
加
や
削
除
も
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
標
準
で
あ
る

IC
D

-1
0は
、
元
々
死
因
統
計
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
日
常
の
臨
床
現
場
、

と
り
わ
け
我
が
国
の
保
険
診
療
で
用
い
ら
れ
て
い
る
病
名
と
馴
染
ま
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
常
使
用
す
る
病
名
を
同
義
語
や
類
義
語
に
つ
い
て
整
理
し
、
さ
ら
に

IC
D

-1
0と
の
関
連
も
明
示
し
た
も
の
が
標

準
病
名
集
で
す
。

現
在
は
、

20
17
年

1月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン

4.
00
が
最
新
で
す
。

20
02
年

4月
か
ら
、
診
療
報
酬
請
求
書
に
記
載
す
る
病
名
用
語
に
は
標
準
病
名
集
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
国
の
保
険
制
度
は
ま
ず
病
名
あ
り
き
な
た
め
、
標
準
病
名
集
の
意
義
は
大
き
く
、
レ
セ
プ
ト
電
算
請
求
や

D
PC
で
も
広

く
普
及
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
領
域
で
も
標
準
病
名
集
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
歯
科
の
特
徴
で
あ
る
歯
式
情
報
や
手
術
・
処
置
に
関
し
て
も
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
、
医
療
情
報
の
交
換
が
相
当
効

率
的
に
な
り
ま
し
た
。

日
常
診
療
、
統
計
処
理
、
レ
セ
プ
ト
処
理
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
統
一
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

6
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レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
マ
ス
タ
ー
は
、

レ
セ
電
算
マ
ス
タ
ー
、
レ
セ
電
算
コ
ー
ド
、
レ
セ
コ
ン
コ
ー
ド
、
請
求
コ
ー
ド
、
支
払
い
基
金
コ
ー
ド
と
も
呼
ば

れ
、

19
88
年
の
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
始
と
と
も
に
医
科
診
療
報
酬
請
求
用
の
マ
ス
タ
ー
と
し
て
整
備
さ

れ
、

20
01
年
に
調
剤
報
酬
、

20
09
年
に
歯
科
診
療
報
酬
の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

レ
セ
電
算
マ
ス
タ
ー
は
、

傷
病
名
マ
ス
タ
ー
（
約

25
,0

00
側
件

)、
修
飾
語
マ
ス
タ
ー
（
約

2,
25

0件
)、
歯
式
マ
ス
タ
ー
（
約

90
0件

)、
医
薬
品
マ
ス
タ
ー
（
約

18
,0

00
件

)、
特
定
器
材
マ
ス
タ
ー
（
約

1,
00

0件
)、
コ
メ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
（
約

30
0件

)、
医
科
診
療
行
為
マ
ス
タ
ー
（
約

6,
70

0件
)、
歯
科
診
療
行
為
マ
ス
タ
ー

(基
本
テ
ー
ブ
ル
部
分
と
し
て
約

1,
60

0件
)、

調
剤
行
偽
マ
ス
タ
ー

(約
80
件

)か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
が
審
査
支
払
機
関
に
電
子
レ
セ
プ
ト
を
提
出
す
る
際
な
ど
に
、
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
で
使
用

す
る
桁
の
コ
ー
ド
で
、

薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ド
の
各
桁
の
意
味
を
、
ロ
サ
ル
タ
ン
カ
リ
ウ
ム
錠
２
５
ｍ
ｇ
「
ア
メ
ル
」
を
例
に
説
明
す
る
と
、
桁
目
は
医

薬
品
区
分
を
示
す
「
」
、

～
桁
目
は
医
薬
品
ご
と
に
重
複
し
な
い
数
字
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

7

診
断
群
分
類
番
号

(D
PC
コ
ー
ド

:D
ia

gn
od

s P
ro

ce
du

re
 C

om
bi

na
tio

n）
は
、

日
本
に
お
け
る
診
断
群
分
類
で
、

IC
D-

10
に
基
づ
き
医
療
資
源
を
最
も
投
入
し
た
傷
病
名
に
よ
り
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
診
療
行
為

(手
術
、
処
置
等

)等
に
よ
る
分
類
を
行
う
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
診
断
群
分
類
を
用
い
た
支
払
制
度
は

DP
C/

PD
PS

(D
ia

gn
os

is 
Pr

oc
ed

ur
e 

Co
m

bi
na

tio
n/

Pe
r-D

ie
m

 P
ay

m
en

t S
ys

te
m

)と
呼

ば
れ
、

入
院

1日
あ
た
り
の
定
額
支
払
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

DP
Cで
は
、
患
者
に
割
り
振
る

14
桁
の

DP
Cコ
ー
ド
が

4,
55

7あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

3,
99

0（
支
払
い
分
類
数
は

2,
26

0）
の
コ
ー
ド
（
診
断
群
分
類
番
号
）
に
包
括
点
数
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

20
20
年

3月
23
日
付
の
官
報
で
告
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

14
桁
の

DP
Cコ
ー
ド
に
は
、
下
図
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
最
初
の

6桁
は
傷
病
名
に
相
当
し
ま
す
。

DP
Cコ
ー
ド
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
医
が
「
一
入
院
当
た
り
医
療
資
源
を
最
も
投
入
し
た
傷
病
名
」
に
基
づ
き
、

1つ
だ
け
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
「
主
傷
病
名
」
と
「
入
院
の
契
機
と
な
っ
た
傷
病
名
」
「
入
院
後
に
発
症
し
た
合
併
症
」
が
全
て
異
な
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、

1回
の
入
院
に
お
い
て

1つ
の

DP
Cコ
ー
ド
し
か
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
「
胃
が
ん
」
全
摘
で
入
院
し
た
患
者
が
「
敗
血
症
」
に
な
っ
た
場
合
、
敗
血
症
が
医
療
資
源
を
最
も
投
入
し
た
傷

病
で
あ
れ
ば
、

医
療
資
源
病
名
は
「
敗
血
症
」
と
な
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

DP
Cコ
ー
ド
を
選
択
し
、
こ
の
選
択
（
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
に
よ

っ
て
、

包
括
点
数
が
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、

DP
Cコ
ー
ド
の
決
定
を
行
う
医
師
へ
の
支
援
も
含
め
た
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
を
、

い
か
に
整
え
る
か
が
重
要
で
す
。

8
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９
．

医
療

情
報

の
標

準
化

（
４

）

1

医
薬

品
に

関
す

る
標

準
化

医
薬
品
マ
ス
タ
ー
は
、
医
療
機
関
で
汎
用
的
に
使
用
さ
れ
る

4つ
の
医
薬
品
コ
ー
ド
を
相
互
に
対
応
づ
け
る
、
コ
ー
ド
マ
ッ
ピ

ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
こ
と
で
す
。

管
理
番
号
と
し
て
、

13
桁
の

H
O

Tコ
ー
ド
を
用
い
ま
す
。

H
O

T番
号
の
コ
ー
ド
体
系
は
、
チ
ェ
ッ
ク
デ
ジ
ッ
ト
を

1桁
含
ん
で
お
り
、
処
方
用

7桁
、
会
社
判
別
用

2桁
、
包
装
形
態
判

別
用

2桁
、

流
通
コ
ー
ド
対
応
用

2桁
の
合
計

13
桁
で
す
。

4つ
の
汎
用
医
薬
品
コ
ー
ド
は
、
薬
価
基
準
収
載
医
薬
品
コ
ー
ド
と
し
て

12
桁
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
コ
ー
ド
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。

次
に
、
個
別
医
薬
品
コ
ー
ド
と
し
て

12
桁
あ
り
、

Y･
Jコ
ー
ド
と
呼
ば
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ド
と
し
て

9桁
が
あ
り
、
レ
セ
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
ま
す
。

最
後
が

JA
N
コ
ー
ド
の

13
桁
で
す
。

汎
用
コ
ー
ド
と
の
対
応
か
ら
、

H
O

T7
、

H
O

T9
、

H
O

T1
1、

H
O

T1
3と
い
う
よ
う
に
、
使
用
目
的
に
よ
り
使
い
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
の

7や
9と
い
う
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
汎
用
コ
ー
ド
の
何
を
表
現
で
き
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

医
薬
品
コ
ー
ド
は
医
薬
機
関
ご
と
に
独
自
の
コ
ー
ド
体
系
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
わ
が
国
で
は
、
医
薬
品
の
承
認
か
ら
市
販
後
調
査
、
副
作
用
報
告
、
流
通
薬
価
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
に
至
る
ま
で
、

目
的
も
管
理
主
体
も
異
な
る

10
種
類
以
上
の
コ
ー
ド
体
系
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
が
、
他
の
病
院
や
診
療
所
と
診
療
情
報
を
共
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る
病
病
連
携
、
病
診
連
携
の
形
態
に
加
え
、

保
険
薬
局
と
の
間
で
薬
剤
情
報
を
や
り
取
り
す
る
病
薬
連
携
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
を
見
せ
る
な
か
、

厚
生
労
働
省
が
、
平
成

9年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
「
高
度
情
報
社
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、

医
薬
品
コ
ー
ド
の
標
準
化
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
、

H
O

Tコ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
で
す
。

2
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例
と
し
て
コ
ー
ド
の
各
桁
の
意
味
を
、
ロ
サ
ル
タ
ン
カ
リ
ウ
ム
錠
２
５
ｍ
ｇ
「
ア
メ
ル
」
を

例
に
下
図
で
説
明
し
ま
す
。

～
桁
目
が
処
方
用
番
号
、
桁
目
が
チ
ェ
ッ
ク
デ
ジ
ッ
ト
、
～
桁
目
が
会
社
識
別
用
番
号
、

～
桁
目
が
調
剤
用
番
号
、

～
行
目
が
物
流
用
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

下
図
の
よ
う
に
、
先
頭
か
ら
の
桁
（

）
、
桁
（

）
、

桁
（

）
、

桁
（

）
で

意
味
す
る
情
報
が
異
な
り
、
使
用
目
的
別
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3

バ
ー

コ
ー

ド
（
J
A

N
シ

ン
ボ

ル
）
と

し
て

商
品

な
ど

に
表

示
さ

れ
、

各
種

情
報

シ
ス

テ
ム

へ
の

入
力

作
業

の
支

援
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

国
際

的
に

は
E
A

N
コ

ー
ド

（
E
u
ro

p
e
an

 A
rt

ic
le

 N
u
m

b
e
r）

と
呼

称
さ

れ
ま

す
。

JA
Nは
日
本
独
自
の
呼
び
方
で
、
国
際
標
準
の
呼
び
方
は

EA
N-

13
で
す
。

日
本
の
共
通
商
品
コ
ー
ド
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
流
通
す
る
多
く
の
商
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

13
桁
の
コ
ー
ド
と
バ
ー
コ
ー
ド
と
が
あ
わ
せ
て
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ド
に
は
、
製
造
会
社
と
製
品
名
を
含
ん
で
い
る
ほ
か
、
チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

1桁
の
数
字
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ッ
ト
と
は
、
誤
読
を
防
止
す
る
た
め
の
検
査
数
字
で
す
。

不
完
全
な
印
刷
面
や
、
読
み
取
り
装
置
の
誤
作
動
に
よ
リ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
が
別
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
と
し
て
認
識
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
き
、

そ
の
誤
り
を
検
知
す
る
た
め
に
付
加
さ
れ
る
数
字
の
こ
と
で
す
。

4
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GS
1-

12
8は
、

EA
N-

13
を
拡
張
し
た
、
汎
用
標
準
バ
ー
コ
ー
ド
に
関
す
る
国
際
標
準
規
格
で
す
。

製
造
会
社
と
製
品
名
の
ほ
か
、
消
費
期
限
や
ロ
ッ
ト
番
号
な
ど
の
情
報
を
含
み
ま
す
。

電
子
商
取
引
に
関
す
る
標
準

ED
Iの
基
盤
と
な
る
標
準
規
格
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

医
薬
品
の
場
合
、
消
費
期
限
や
ロ
ッ
ト
番
号
は
品
質
管
理
の
た
め
に
重
要
な
情
報
で
あ
る
の
で
、

EA
N-

12
8を
利
用

す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
日
本
医
療
機
器
関
係
団
体
協
議
会
は

19
99
年
に
「
医
療
材
料
品
コ
ー
ド
標
準
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

EA
N-

12
8を
用
い
た
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
バ
ー
コ
ー
ド
表
示
の
導
入
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
際

EA
N協
会
は

20
05
年
に
組
織
名
が

GS
1に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

EA
N-

12
8は
、
現

在
、

GS
1-

12
8の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

G
S
1
 ：

G
lo

b
al

 S
ta

n
d
ar

d
 O

n
e
S
ys

te
m

 は
、

複
数

の
地

域
に

ま
た

が
る

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
効

率
と

透
明

性
を

高
め

る
た

め
4
つ

の
規

格
を

定
め

て
い
ま
す
。

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

分
野

で
最

も
普

及
し

て
い

る
規

格
を

開
発

し
て
い
ま
す
。

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

と
は

、
例

え
ば

原
料

調
達

か
ら

製
品

提
供

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

い
く
つ

か
の

企
業

で
担

う
場

合
、

情
報

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

そ
の

企
業

間
の

連
携

を
し

、
在

庫
管

理
や

流
通

を
効

率
化

す
る

仕
組

み
で

す
。

5

日
本

臨
床

検
査

医
学

会
と

社
会

保
険

診
療

報
酬

支
払

基
金

な
ど

の
協

力
を

得
な

が
ら

M
E
D

IS
-
D

C
が

維
持

管
理

を
行

っ
て
い
ま
す
。

JL
AC

10
は
、
検
査
内
容
を
整
理
す
る
コ
ー
ド
で
あ
り
、

JL
AC

10
コ
ー
ド
は

5つ
の
要
素
を
も
つ

17
桁
の
コ
ー
ド

で
す
。

こ
の

5つ
の
要
素
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
析
物
コ
ー
ド

5桁
、
識
別
コ
ー
ド

4桁
、
材
料
コ
－
ド

3桁
、
測
定
法
コ
ー
ド

3桁
、
そ
し
て
結
果
識
別
コ
ー
ド

2桁
で
す
。

JL
AC

10
は
標
準
コ
ー
ド
で
す
が
、
院
内
検
査
の
よ
う
に
特
定
の
医
療
機
関
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
施
設
固
有
の

も
の
へ
の
対
応
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

M
ED

IS
-D

C
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
標
準
臨
床
検
査
マ
ス
タ
は

JL
AC

10
以
外
に
も
、
保
険
請
求
コ
ー
ド
に
も

対
応
し
て
い
る
の
で
、

臨
床
検
査
オ
ー
ダ
か
ら
医
事
会
計
処
理
ま
で
を
一
元
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

6
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JJ
10

17
指
針
は
、

DI
CO

M
規
格
に
お
け
る
「
予
約
情
報
」
お
よ
び
「
検
査
実
施
情
報
」
の
利
用
手
法
と
併
せ
て
、
放
射
線
領
域
に
お
い

て
、

情
報
連
携
さ
れ
る
手
技
・
行
為
を
表
現
す
る
コ
ー
ド
と
そ
の
マ
ス
タ
を
提
供
す
る
指
針
で
す
。

D
IC

O
M
の

su
pp

le
m

en
t1

0と
su

pp
le

m
en

t1
7と
い
う

2つ
の
補
遺
文
章
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
設
計
さ
れ
、

JJ
10

17
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
式
名
称
は
「

H
IS
、

R
IS
、

PA
C

S、
モ
ダ
リ
テ
イ
間
予
約
、
会
計
、
照
射
録
情
報
連
携
指
針
」
で
す
。

標
準
規
格

(H
L7
、

D
IC

O
M

)を
利
用
し
て
、
国
内
法
規
に
則
っ
た
適
切
な
情
報
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
、

規
格
の
利
用
方
法
お
よ
び
コ
ー
ド
値
を
定
め
て
い
ま
す
。

会
計
と
は
、
実
施
実
績
の
返
信
を
指
し
て
お
り
、

JJ
10

17
は
対
象
と
な
る

H
IS
、

R
IS
、

PA
C

Sお
よ
び
モ
ダ
リ
テ

イ
相
互
間
で
、
予
約
、
会
計
お
よ
び
照
射
録
情
報
を
、

共
通
の
コ
ー
ド
値
を
用
い
て
円
滑
に
連
携
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

な
お
、

JJ
10

17
指
針
に
は
、
頻
用
さ
れ
る
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
を
集
め
た
頻
用
コ
ー
ド
集
が
併
せ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

7

平
成

11
年

度
に

厚
生

省
が

M
ED

IS
-D

C
に

委
託

し
、

電
子

保
存

さ
れ

た
診

療
録

情
報

の
交

換
の

た
め

の
デ

ー
タ

項
目

セ
ッ

ト
検

討
委

員
会

の
も

と
で

作
成

さ
れ

た
の

が
、

J-
M

IX
で

あ
り

、
そ

の
正

式
名

称
は

、
「
電

子
保

存
さ

れ
た

診
療

録
情

報
の

交
換

の
た

め
の

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

」
で

す
。

こ
れ

は
、

医
療

機
関

（
診

療
所

、
病

院
な

ど
）
に

電
子

保
存

さ
れ

て
い

る
診

療
デ

ー
タ

の
一

部
ま

た
は

全
部

を
、

他
の

医
療

機
関

に
電

子
的

に
送

信
す

る
場

面
に

お
い

て
、

送
信

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

デ
ー

タ
項

目
の

一
覧

で
あ

り
、

各
デ

ー
タ

項
目

に
は

名
称

、
デ

ー
タ

型
な

ど
の

属
性

が
付

与
さ

れ
て

い
ま

す
。

多
く
の

既
存

の
医

療
文

書
、

医
療

情
報

交
換

用
の

規
格

さ
ま

ざ
ま

な
カ

ル
テ

の
記

載
用

紙
な

ど
で

使
用

さ
れ

て
い

る
デ

ー
タ

項
目

が
、

収
集

・
整

理
取

捨
選

択
さ

れ
た

結
果

、
診

療
録

情
報

交
換

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

は
、

最
終

的
に

1、
67

3項
目

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

は
、

例
え

ば
｢身

体
所

見
｣と

い
っ

た
見

出
し

語
の

レ
ベ

ル
で

の
デ

ー
タ

項
目

収
集

に
と

ど
め

て
お

り
、

｢血
圧

｣｢
体

温
｣な

ど
の

検
査

デ
ー

タ
項

目
や

、
「
腹

部
圧

痛
」
「
胸

部
打

診
」
と

い
っ

た
身

体
所

見
に

記
載

さ
れ

る
実

際
の

所
見

項
目

な
ど

は
、

「
身

体
所

見
」
と

い
う

デ
ー

タ
項

目
に

格
納

さ
れ

る
デ

ー
タ

そ
の

も
の

（
値

）
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

診
療

録
情

報
交

換
デ

ー
タ

項
目

セ
ッ

ト
に

は
含

め
て

い
ま

せ
ん

。

こ
の

よ
う

に
診

療
録

情
報

交
換

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

は
、

交
換

さ
れ

る
べ

き
診

療
録

情
報

を
細

分
化

し
て

格
納

す
る

た
め

の
、

い
わ

ば
「
引

き
出

し
」
の

集
合

を
作

成
し

た
も

の
で

あ
り

、
そ

の
引

き
出

し
の

名
前

や
、

そ
こ

に
入

れ
る

べ
き

デ
ー

タ
の

種
類

に
つ

い
て

説
明

し
た

も
の

で
す

が
、

引
き

出
し

の
中

に
更

に
必

要
と

な
る

小
さ

な
間

仕
切

り
の

仕
方

や
、

そ
こ

へ
の

デ
ー

タ
の

格
納

の
仕

方
に

つ
い

て
は

取
り

決
め

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

こ
の

よ
う

に
診

療
録

情
報

交
換

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

は
、

診
療

録
情

報
の

さ
ま

ざ
ま

な
電

子
的

交
換

の
場

面
で

交
換

さ
れ

る
デ

ー
タ

項
目

の
、

プ
ー

ル
の

よ
う

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
を

想
定

し
て

お
り

、
具

体
的

な
情

報
交

換
の

場
面

で
は

、
交

換
し

た
い

デ
ー

タ
項

目
が

こ
こ

に
収

載
さ

れ
て

い
る

な
ら

ば
、

そ
れ

を
採

択
し

、
不

足
し

て
い

る
デ

ー
タ

項
目

だ
け

を
そ

れ
ら

に
追

加
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

交
換

す
べ

き
デ

ー
タ

項
目

セ
ッ

ト
を

作
成

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

考
え

方
で

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

決
し

て
、

電
子

化
診

療
録

に
記

録
す

べ
き

デ
ー

タ
項

目
を

す
べ

て
列

挙
し

た
も

の
で

も
、

診
療

録
情

報
を

交
換

す
る

際
に

必
ず

交
換

さ
れ

る
べ

き
デ

ー
タ

項
目

の
セ

ッ
ト

を
規

定
す

る
も

の
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。

ま
た

、
実

際
の

電
子

的
情

報
交

換
に

は
、

よ
り

詳
細

な
取

決
め

が
必

要
と

な
り

ま
す

が
、

そ
れ

に
つ

い
て

も
こ

の
診

療
録

情
報

交
換

デ
ー

タ
項

目
セ

ッ
ト

で
は

規
定

せ
ず

、
電

子
的

情
報

交
換

規
格

を
策

定
す

る
標

準
化

団
体

等
に

委
ね

る
も

の
で

す
。

8
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１
０
．
医
療
情
報
の
標
準
化
（
５
）

1

バ
ー
コ
ー
ド
は
、
縞
模
様
状
の
線
の
太
さ
に
よ
っ
て
数
値
や
文
字
を
表
す
識
別
子
で
す
。

数
字
、
文
字
、
記
号
な
ど
の
情
報
を
一
定
の
規
則
に
従
い
一
次
元
の
コ
ー
ド
に
変
換
し
、
レ
ジ

ス
タ
ー
な
ど
の
機
械
が
読
み
取
り
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
入
出
力
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

2
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Q
R
コ
ー
ド
と
は
、
以
前
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
拡
張
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た

2次
元
コ
ー
ド
で
す

。 19
94
年
に
デ
ン
ソ
ー
（
現
：
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
バ
ー
コ
ー
ド
は
白
黒
ラ
イ
ン
の
幅
や

並
び
に
よ
っ
て
数
字
や
文
字
を
表
現
し
て
い
た
の
に
対
し
、

Q
R
コ
ー
ド
は
平
面
上
に
縦
横
に
配
置
さ
れ
た
白
黒
の

ド
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
を
用
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
格
納
で
き
る
デ
ー
タ
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
利
便
性
か
ら

20
00
年
に
は
国
際
規
格
化
さ
れ
世
界

に
広
が
り
ま
し
た
。

Q
R
コ
ー
ド
を
用
い
て
表
現
で
き
る
デ
ー
タ
は
、
数
字
、
英
数
、

8ビ
ッ
ト
バ
イ
ナ
リ
デ
ー
タ
、
漢
字
・
か
な
が
規
格

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
表
示
領
域
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

1の
21

×2
1セ
ル
か
ら
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

40
の

17
7×

17
7セ
ル
ま
で
多
岐
に
渡
り
、
バ

ー
ジ
ョ
ン
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
が
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
格
納
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

も
っ
と
も
容
量
の
大
き
い
バ
ー
ジ
ョ
ン

40
で
は
、
最
大
で
漢
字
・
か
な
で

18
17
文
字
、
数
字
の
み
で
は

70
89
文
字

を
格
納
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
任
意
の
文
字
列
も
格
納
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
即
時
に
指
定
の

サ
イ
ト
へ
遷
移
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
た

SQ
R

C
、
表
示
面
積
を
減
ら
す
た
め
に
表
示
方

式
を
小
型
化
し
た
マ
イ
ク
ロ

Q
R
コ
ー
ド
、

Q
R
コ
ー
ド
自
体
に
意
匠
性
を
付
加
す
る
為
、
ロ
ゴ
や
画
像
を
重
ね
合
わ
せ
た
ロ
ゴ

Q
や
、
フ
レ
ー
ム

Q
R
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
派
生
規
格
も
開
発
さ
れ
、

現
在
も
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3

た
と
え
ば
、
日
本
語
で
日
常
会
話
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
使
う
用
語
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
、

用
語
を
や
り
と
り
す
る
順
序
で
あ
る
日
本
語
の
文
法
を
お
互
い
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
面
で
会
話
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
文
脈
を
わ
き
ま
え
て
い
な
け
れ
ば
、
敬
語
の
必
要
な
場
面
で
そ
れ
が
使
え
な
か
っ
た
り
、

逆
に
不
必
要
な
敬
語
を
使
っ
た
り
す
る
と
会
話
が
円
滑
に
進
み
ま
せ
ん
。

医
療
情
報
交
換
の
場
面
で
も
同
様
で
、
交
換
す
る
用
語
、
文
法
、
そ
し
て
規
約
を
使
う
文
脈
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
同
士
が
機
械
的
か
つ
電
子
的
に
情
報
を
交
換
す
る
場
合
に
こ
の
よ
う
な
規
則
は
必
須
で
す
。

こ
れ
ま
で
用
語
に
あ
た
る
標
準
コ
ー
ド
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
文
法
に
あ
た
る
医
療
情
報
交
換
規
約
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

H
L7
は
、
入
退
院
や
診
療
受
付
、
各
種
オ
ー
ダ
や
結
果
参
照
な
ど
、
文
字
や
計
測
値
と
し
て
や
り
取
り
さ
れ
る
医
療
情
報
の
標
準
交
換
規
則
で
す
。

H
L7
は

H
ea

lth
Le

ve
l7
の
略
で
、
米
国
に
設
立
さ
れ
て
い
る
国
際
組
織
で
あ
る

H
L7

m
cに
よ
っ
て
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
的
に
広
く
普
及
し
て
い
る
標
準
規
格
の
１
つ
で
す
。

O
S
1
参
照
モ
デ
ル
の
第
7
層
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
層
）
だ
け
を
定
義
し
た
の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
、
通
信
手
段
は
定
義
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

当
初
は
シ
ス
テ
ム
間
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
定
義
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
保
管
す
る
情
報
に
つ
い
て
の
標
準
規
格
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
に
、
病
院
内
で
の
デ
ー
タ
交
換

(臨
床
検
査
デ
ー
タ
な
ど

)に
利
用
さ
れ
、
医
療
情
報
の
中
で
も
、
特
に
臨
床
検
査
デ
ー
タ
の
交
換
に
使
わ
れ
る
事
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。

H
L7

Ve
r.3
で
は
、

R
IM

(R
ef

er
en

ce
ln

fo
rm

at
io

nM
od

el
) と
呼
ぶ
モ
デ
ル
で
考
え
る
手
法
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
々
の
情
報
間
の
関
係
を
モ
デ
ル
化
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
情
報
交
換
す
る
か
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
共
有
す
る
か
を
明
確
に
示
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
間
で
高
い
相
互
運
用
性
を
保
つ
た
め
で
す
。

Ve
r､

2で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
交
換
す
る
か
は
、
ど
の
よ
う
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
構
築
す
る
か
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
設
計
時
の
仮
定
を
前
提
に
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
単
に
受
け
取
っ
た
デ
ー
タ
を

手
順
に
沿
っ
て
当
て
は
め
る
だ
け
で
は
正
し
く
機
能
し
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
再
構
築
す
る
労
力
が
別
途
必
要
で

し
た
。

Ve
r.3
の
特
徴
と
し
て
、

C
D

A(
C

lin
ic

al
 D

oc
um

en
t A

rc
hi

te
ct

ur
e)
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

入
院
退
院
記
録
、
経
過
記
録
手
術
記
録
な
ど
、
臨
床
に
利
用
さ
れ
る
文
書
を
構
造
的
に
記
述
す
る
た
め
の
規
格
で
あ
る

R
IM
は

C
D

Aの
基
本
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

C
D

Aは
XM

Lに
よ
る
表
現
を
行
っ
て
お
り
、
日
本

H
L7
協
会
で
は
、

C
D

A-
SI

G
(S

pe
ci

al
ln

te
re

st
G

ro
up

)を
作
成
し
て

C
D

Aを
適
用
し
た
規

格
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

診
療
情
報
提
供
書
と
退
院
時
患
者
要
約
の
よ
う
に
、
導
入
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
な
領
域
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
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D
IC

O
M

(D
ig

ita
l l

m
ag

ea
nd

C
om

m
um

ca
tio

n
in

 M
ed

ic
in

e)
は
、
米
国
放
射
線
医
学
会

(A
C

R
:A

m
er

ic
an

C
ol

le
ge

 o
f R

ad
io

lo
gy

)と
米
国
電
機
工
業

会
(N

EM
A:

N
at

io
na

lE
le

ct
ric

al
 M

an
uf

ac
tu

re
rs

 A
ss

oc
ia

tio
n)
が
合
同
で
組
織
す
る

D
IC

O
M
標
準
化
委
員
会
に
よ
っ
て
開
発
し
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

D
IC

O
M
は
、
画
像
デ
ー
タ
、
画
像
検
査
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
通
信
の
た
め
の
規
格
で
、

19
93
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
患
者
情
報
部
分
と
画
像
デ
ー
タ
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

操
作
対
象
を
情
報
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
定
義

(IO
D

:In
io

rm
at

io
n

O
bj

ec
t D

ef
In

iti
on

)と
呼
び
ま
す
。

医
用
画
像

(X
線
画
像
、

C
T画
像
等

)と
そ
れ
に
伴
う
情
報

(患
者
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
撮
影
部
位
等

)を
伝
送
、
交
換
、
保
存
す
る
た
め
の
手
段
を
定
め
て

い
ま
す
。

単
純

X線
撮
影
や

C
T、

M
R

Iだ
け
で
は
な
く
、
造
影
を
伴
う
動
画
や
病
理
画
像
、
あ
る
い
は
内
視
鏡
画
像
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
読
影
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
じ
ま
り
、
構
造
化
さ
れ
た
診
断
報
告
書
の
規
格
を
も
つ
な
ど
、
適
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

IO
D
と
操
作
コ
マ
ン
ド
の
組
合
せ
を
用
い
る
こ
と
で
、
関
連
す
る
機
器
や
シ
ス
テ
ム
間
で
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

IO
D
と
し
て
は
、
画
像
デ
ー
タ
の
他
に
放
射
線
治
療
の
照
射
計
画
照
射
情
報
濃
度
変
換
テ
ー
ブ
ル
、
画
像
診
断
レ
ポ
ー
ト
、
画
像
検
査
の
依
頼
情
報
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
群
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
操
作
コ
マ
ン
ド
に
相
当
す
る
も
の
を
サ
ー
ビ
ス
と
呼
び
、
個
々
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
ひ
と
組
の
ペ
ア
と
な
っ
て
定
義
さ
れ
る

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
ペ
ア

(S
O

P:
Se

rv
ic

eO
bj

ec
tP

ai
r) 
と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
要
求
側

(S
C

U
:S

er
vi

ce
C

la
ss

U
se

r)と
サ
ー
ビ
ス
提
供
側

(S
C

P:
Se

rv
ic

eC
la

ss
Pr

ov
id

er
)で
一
組
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
多
様
な
機
能
を
持
た
せ
つ
つ
国
際
的
な
標
準
プ
ロ
ト
コ
ル
と
し
て
使
う
た
め
、

D
IC

O
M
は
地
域
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
拡
張
で
き
る
部
分
も

持
ち
ま
す
。

逆
に
そ
の
部
分
が
あ
る
た
め
、

D
IC

O
M
規
格
に
準
じ
た
機
器
と
い
え
ど
も
簡
単
に
接
続
で
き
な
い
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
避
け
る
た
め

D
IC

O
M
規
格
で
は
、
ど
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
実
装
し
た
か
を
記
述
し
、
適
合
性
の
宣
言
を
行
う
こ
と
も
定
め
て
い
ま

す
。

さ
ら
に
、
こ
の
適
合
性
の
宣
言
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
も
定
め
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
実
装
し
た
か
を
表
す

SO
Pク
ラ
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
か
を
表
す

SC
U

/S
C

P
が
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
利
用
し
て
い
る
か
、
ま
た
独
自
に
設
定
し
た

SO
Pに
何
が
あ
る
か
な
ど
を
記
述
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
ザ
は
こ
の
適
合
宣
言
書

(C
on

fb
rm

3n
ce

St
at

em
en

t)の
記
述
を
比
べ
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
同
士
が
目
的
と
す
る
情
報
交
換
を
行
え

る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
ま
す
。

国
際
規
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
は
世
界
各
国
に
お
い
て
事
実
上
の
世
界
標
準

(デ
フ
ア
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

)と
な
っ
て
い
ま
す
。

5

IS
&

C規
格
と
は
、

Im
ag

e
Sa

ve
 a

nd
Ca

rr
yの
略
で
す
。

医
用
画
像
の
電
子
保
存
方
法
を
定
め
た
規
格

(1
99

3年
、
日
本

IS
&

C委
員
会

)で
す
。

IS
&

Cは
、
持
ち
運
び
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
、
安
全
に
医
用
画
像
を
保
存
し
、
共

通
利
用
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム

(=
医
用
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

)の
こ
と
で
す

。

6
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IS
O/

TC
21

5と
は

Te
ch

ni
ca

l C
om

m
itt

ee
21

5の
略
で
す
。

国
際
標
準
化
機
構

(IS
O:

In
te

rn
at

io
na

lO
rg

an
iza

tio
n 

fo
r S

ta
nd

ar
di

za
uo

n)
に
よ
り
策
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
保
健
医
療
情
報
分
野
に
お
け
る
国
際
標
準
規
格
で
す
。

7
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１
１
．
医
療
情
報
の
標
準
化
（
６
）

1

M
ER

IT
-9
と
は
、

M
ed

ica
l R

ec
or

d、
Im

ag
e、

Te
xt

-In
fo

rm
at

io
n

eX
ch

an
ge
の
略
で
す
。

複
数
の
標
準
規
格
を
、
利
用
形
態
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
方
法
を
定
め

た
運
用
指
針

(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

)で
す
。

現
在
は
、
「
診
療
情
報
提
供
紹
介
状
」
「
外
注
検
査
依
頼

/結
果
報
告
」
「
院
外
処
方

せ
ん
」
等
に
つ
い
て
実
用
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
医
療
情
報
学
会

M
ER

IT
9研
究
会
で
策
定
さ
れ
た
、
日
本
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

す
。

2
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XM
Lと
は
、

Ex
te

ns
ib

le
M

ar
ku

p 
La

ng
ua

ge
の
略
で
す
。

XM
Lは
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
記
述
言
語
で
す
が
、
医
療
分
野
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
情
報
交
換
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

M
M

Lと
は
、

M
ed

ica
lM

ar
ku

p 
La

ng
ua

ge
の
略
で
す
。

異
な
る
医
療
機
関
同
士
で
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
交
換
す
る
た
め
の
標
準
規
格
で
す
。

日
本
独
自
の
規
格

(日
本
医
療
情
報
学
会
電
子
カ
ル
テ
研
究
会

)で
、
最
新
バ
ー
ジ
ヨ
ン

M
M

L(
M

ed
ica

l M
ar

ku
p 

La
ng

ua
ge

)は
XM

L技
術
を
用
い
て
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
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HD
M

Lと
は

He
al

th
Da

ta
 M

ar
ku

p 
La

ng
ua

ge
の
略
で
す
。

健
診
デ
ー
タ
の
情
報
交
換
の
た
め
の
デ
ー
タ
フ
オ
ー
マ
ッ
ト
で
す
。

SG
M

L(
電
子
出
版
の
た
め

IS
Oで
規
格
化
さ
れ
た
文
書
構
造
な
ど
を
記
述
す
る
言
語

)に
則
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

5

DR
Gと
は
、

Di
ag

no
sis

Re
la

te
d 

Gr
ou

pの
略
で
す
。

19
68
年
に
効
率
的
な
病
院
運
営
を
行
う
た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

DR
Gは

IC
D(
国
際
疾
病
分
類

)で
1万
以
上
あ
る
病
名
を
、
患
者
に
対
す
る
医
療
行
為
に
応
じ
て

50
0程
度
の
病
名
グ

ル
ー
プ
に
整
理
し
て
開
発
さ
れ
た
診
断
群
分
類
の
こ
と
で
す
。

患
者
に
つ
け
ら
れ
た
診
断
名

(病
名

)と
、
患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
医
療
行
為

(処
置

)を
基
準
と
し
て
、
患
者
を

分
類
す
る
方
法
で
す
。

分
類
上
の
視
点
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

①
ど
の
よ
う
な
病
気
の
患
者
が
ど
の
く
ら
い
来
院
す
る
の
か

(ケ
ー
ス
ミ
ッ
ク
ス

)を
分
析
す
る
場
合

②
患
者
を
治
療
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
と
治
療
効
果
、
他
病
院
の
そ
れ
ら
と
比
較
検
討

(ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
)す
る
場
合

6
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PP
Sと
は

Pr
os

pe
ct

iv
e

Pa
ym

en
t S

ys
te

m
の
略
で
す
。

現
在
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
診
療
報
酬
の
方
法
は
、
「
出
来
高
方
式
」
の
支
払
い
方
式
で
、
疾
患
の
診
断
や
治
療

に
対
し
保
険
で
認
め
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
に
診
療
費
が
支
払
わ
れ
る
方
式
で
す
。

PP
Sは
包
括
支
払
い
方
式
の
こ
と
で
す
。

包
括
支
払
方
式
は
、
実
際
に
か
か
っ
た
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
診
断
名
や
、
大
態
に
対
し
て
の
ひ
と
ま
と
ま

り
の
医
療
行
為
に
一
定
の
診
療
費
が
支
払
わ
れ
る
方
式
の
こ
と
で
す
。

「
DR

G分
類
に
基
づ
く
包
括
支
払
い
方
式
」
は

DR
G/

PP
Sと
呼
ば
れ
、
患
者
の
病
気
に
応
じ
て
一
定
の
診
療
報
酬
を

支
払
う
仕
組
み
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
管
理
型
医
療

(マ
ネ
ー
ジ
ド
・
ケ
ア

:M
an

ag
ed

Ca
re

)の
根
幹
を
な
す
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

7

ク
リ
テ
イ
カ
ル
パ
ス
と
は
、

Cr
iti

ca
lP

at
hで
す
。

疾
病
や
診
断
群
ご
と
に
、
患
者
の
容
態
に
従
っ
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
治
療

を
行
う
か
を
時
系
列
に
表
示
し
た
計
画
書
の
こ
と
で
す
。

ク
リ
テ
イ
カ
ル
パ
ス
の
利
点
と
し
て

①
医
療
の
質
の
向
上

②
医
療
の
効
率
化

:入
院
日
数
の
短
縮
な
ど

③
チ
ー
ム
医
療
の
促
進

④
医
療
評
価
へ
の
応
用

:ア
ウ
ト
カ
ム

(O
ut

co
m

e:
医
療
の
効
果

)の
他
施
設
と
の
比
較
検
討

(ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

)が
容
易
に

な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

8
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診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

CP
Gと
は
、

Cl
in

ica
lP

ra
ct

ice
Gu

id
el

in
eの
略
で
す
。

各
疾
病
の
標
準
的
な
治
療
方
法
を
専
門
的
に
解
説
し
た
情
報
の
こ
と
で
す
。

世
界
各
国
の
機
関
が
こ
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

医
師
は
「
科
学
的
根
拠
」
に
基
づ
い
て
患
者
の
治
療
法
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
考
え

(E
BM

:E
vi

de
nc

e
Ba

se
d 

M
ed

ici
ne

)が
あ
る
が
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

EB
M
の

拠
り
所
と
な
る
情
報
で
す
。

9

K
コ
ー
ド
と
は
、
診
療
報
酬
点
数
表
の
診
療
行
為
の
う
ち
、
手
術
・
処
置
の
領
域
に
ふ
ら
れ
た

コ
ー
ド
で
す
。

１
桁
目
を
「
K
」
と
し
て
い
る
た
め
K
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
ま
す
。

10
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SS
-M

IX
と
は
、

St
ru

ct
ur

ed
St

an
da

rd
ize

d 
M

ed
ica

l ln
fo

rm
at

io
n

eX
ch

an
ge
の
略
で
す
。

20
04
年
、
静
岡
県
の
予
算
で
静
岡
県
版
電
子
カ
ル
テ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
浜
松
医
科
大
学
を
中
心
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

各
病
院
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら

H
L7
標
準
形
式
で
出
力
さ
れ
た
処
方
、
注
射
、
検
体
検
査

結
果
、
病
名
登
録
と
そ
れ
に
付
随
す
る
患
者
基
本
情
報
を
ス
ト
レ
ー
ジ
に
置
き
，
そ
れ
ら
の
情
報
を
用
い
て
患
者
へ
の
情
報

提
供

C
D
作
成
と
受
取
シ
ス
テ
ム
、
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
、
臨
床
研
究
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
製
作
し
使
用
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
し
て

20
06
年
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら
標
準
的
電
子
カ
ル
テ
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
が
静
岡
県
に
対
し
て
な
さ
れ
、

こ
の
ス
ト
レ
ー
ジ
は
全
国
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が

SS
M

IX
(S

tru
ct

ur
ed

St
an

da
rd

iz
ed

M
ed

ic
al

ln
fo

rm
at

io
n

eX
ch

an
ge

)ス
ト
レ
ー
ジ
で
す
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
受
け
て
、
医
療
情
報
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
際
の
保
存
方
法
と
し
て

SS
-

M
IX
が
採
用
さ
れ
、
国
立
大
学

2カ
所
の
サ
ー
バ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
置
か
れ
ま
し
た
。

20
14
年
に
日
本
医
療
情
報
学
会
標
準
策
定
・
維
持
管
理
部
会
は
、

JA
H

IS
と
の
協
力
で
、

SS
-M

IX
2ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
平
成

28
年

3月
28
日
に
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
、
政
策
統
括
官

(社
会
保
障
担
当
）
通
知
で
、
保
険
医
療
情
報
分
野
の
標
準
規

格
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成

18
年
度
、
厚
生
労
働
省
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
か
ら
配
信
さ
れ
る
情
報
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、

標
準
的
な
診
療
情
報
提
供
書
が
編
集
で
き
る
「
標
準
化
ス
ト
レ
ー
ジ
」
と
い
う
概
念
に
着
目
し
、

す
べ
て
の
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た
医
療
情
報
の
交
換
・
共
有
に
よ
る
医
療
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
厚
生
労
働
省
電

子
的
診
療
情
報
交
換
推
進
事
業
」
（

S
S-

M
IX
：

St
an

da
rd

iz
ed

S
tr

uc
tu

re
d 

M
ed

ic
al

 I
nf

or
m

at
io

n 
eX

ch
an

ge
）

を
開
始
し
ま
し
た
。

S
S
-M

IX
は
、
記
録
さ
れ
た
医
療
情
報
の
電
子
化
・
標
準
化
に
向
け
た
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
具
体
化
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ウ
ェ
ア
の
普
及
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ウ
ェ
ア
の
開
発

・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
整
備

11

・
各
ベ
ン
ダ
に
よ
る
同
一
の
規
格
を
実
装
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
普
及
を
行
う
事
業
で
す
。

電
子
的
に
診
療
情
報
が
交
換
さ
れ
る
た
め
に
は
、
標
準
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
標
準
化
の
た

め
の
費
用
負
担
が
医
療
機
関
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
子
化
と
標
準
化
を
併
せ
て
推
進
す
る
も
の
で
す
。

図
は
ス
ト
レ
ー
ジ
の
位
置
付
け
を
示
し
て
い
ま
す
。

上
流
の
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
は

H
L7

v2
.5
で
処
方
、
注
射
、
検
体
検
査
結
果
、
病
名
、
そ
し
て

そ
れ
ら
に
付
随
し
て
患
者
基
本
情
報
を
送
り
、
ス
ト
レ
ー
ジ
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

送
信
タ
イ
ミ
ン
グ
は
即
時
、
あ
る
い
は
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
と
施
設
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
紹

介
状

C
D
を
即
時
発
行
し
た
け
れ
ば
即
時
送
信
が
必
要
で
す
。

下
流
の
各
シ
ス
テ
ム
は
、
上
流
の
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
と
直
接
通
信
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
ス
ト
レ
ー
ジ
か
ら
得
て
、

患
者
に
渡
す

C
D
，
電
子
紹
介
状
，
各
種
文
書
な
ど
を
作
成
し
た
り
、
臨
床
研
究
検
索
を
行
い
ま
す
。

医
用
画
像
は
、
す
で
に

D
IC

O
M
準
拠
の

PA
C

Sが
普
及
し
て
い
る
の
で
、

PA
C

Sと
の

D
IC

O
M
通
信
で

画
像
を
得
て
、
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
や
電
子
紹
介
状
を
作
り
ま
す
。

取
扱
う
情
報
に
は
、
患
者
に
関
す
る
情
報
食
事
オ
ー
ダ
情
報
処
方
・
投
薬
に
関
す
る
情
報
検
体
検
査
の

オ
ー
ダ
、
お
よ
び
検
査
結
果
情
報
放
射
線
検
査
情
報
内
視
鏡
検
査
情
報
生
理
検
査
情
報
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

診
療
情
報
の
保
存
シ
ス
テ
ム
は
、
標
準
ス
ト
レ
ー
ジ

(標
準
化
さ
れ
た
医
療
情
報

) 、
拡
張
ス
ト
レ
ー
ジ

(X
M

L,
W

O
R

D
, P

D
Fな
ど
の
形
式
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

11
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SS
-M

IX
２
と
は
、
ス
ト
レ
ー
ジ
構
造
で
す
。

フ
ァ
イ
ル
ス
テ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
構
造
を
利
用
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
大
変
安
価
に
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
検
索
は
患
者

ID
，
付
，
種
別
の
順
に
な
り
ま
す
。

階
層
構
造
の
途
中
に
、
３

(lm
0か
ら

1つ
を
探
す
）
な
ど
の
中
間
点
が
設
定
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
順
で
す
れ
ば
速
度
は
十
分
に
早
く
検

索
で
き
ま
す
。

標
準
化
さ
れ
た
内
容
、
つ
ま
り
厚
生
労
働
省
標
準
と
っ
た

H
L7

v2
.5
の
処
方
，
注
射
，
検
体
検
査
結
果
，
名
は
，
標
準
化
ス
ト
レ
ー
ジ
に

置
か
れ
ま
す
。

一
方
、

JP
EG
画
像

EX
C

EL
フ
ァ
イ
ル
な
ど
、
わ
が
国
全
体
で
詳
細
に
至
る
ま
で
標
準
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
内
容
に
つ
い
て
は

、 置
く
側
，
取
り
出
す
側
で
相
互
に
合
意
し
て
い
る
場
合
に
利
用
す
る
こ
と
が
前
提
で
、
同
じ
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
構
造
を
同
じ

ro
ot
デ
ィ
レ
ク

ト
リ
か
ら
持
つ

拡
張
ス
ト
レ
ー
ジ
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
例
が
下
部
に
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

紹
介
状
、
返
書
、
事
務
的
書
類
な
ど
の
書
類
作
成
に
お
い
て
、
患
者
基
本
情
報
病
名
，
処
方
歴
，
検
査
結
果
な
ど
を
ス
ト
レ
ー
ジ
か
ら
得

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
に
入
力
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
る
こ
と
も
可
能
で
す
る
が
、

SS
-M

IX
は
標
準
化
さ
れ
て
い
る
の
で
シ
ス
テ
ム
変
更

が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
ま
す
。

多
施
設
と
の
患
者
情
報
連
携
で
は
、
業
務
用
サ
ー
バ
で
な
く
連
携
用
サ
ー
バ
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
標
準
化
済
み
規
格
を
保
存
す

る
場
合
は
標
準
ス
ト
レ
ー
ジ
に
、
そ
れ
以
外
は
拡
張
ス
ト
レ
ー
ジ
に
と
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
種
々
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
応
で
き
ま
す
。

臨
床
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
提
供
は
、
標
準
的
に
可
能
で
す
。

院
内
各
部
門
シ
ス
テ
ム
へ
の
情
報
提
供
も
独
自
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
作
ら
ず
、
標
準
ス
ト
レ
ー
ジ
を
介
す
る
こ
と
で
接
続
が
容
易
に
な

り
、
シ
ス
テ
ム
更
新
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
ま
す
。

災
害
対
策
と
し
て
は
、
標
準
的
な
ス
ト
レ
ー
ジ
で
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
安
価
な
ブ
ラ
ウ
ザ
で
内
容
確
認
が
で
き
ま
す
。

仮
に
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
し
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
過
去
デ
ー
タ
を
参
照
し
て
診
療
継
続
が
可
能
で
す
。

20
15
年

3月
時
点
で
の
ス
ト
レ
ー
ジ
普
及
状
況
は
病
名
だ
け
で
あ
れ
ば

84
4施
設
、
処
方
注
射
，
検
査
結
果
も
含
め
て
い
る
施
設
は

51
8施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12
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1

病
院

IT
シ

ス
テ

ム
の

機
能

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
具

体
的

な
機

能
や

典
型

的
な

シ
ス

テ
ム

構
成

を
把

握
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

具
体

的
に

は
、

病
院

全
体

に
関

わ
る

情
報

シ
ス

テ
ム

、
中

央
診

療
部

門
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
歯

科
・
口

腔
領

域
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
各

科
で

行
う

検
査

・
処

置
に

関
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
、

入
院

診
療

・
病

棟
運

用
に

関
わ

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

や
機

能
な

ど
で

す

1

地
域

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

医
療

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

内
の
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
電

子
化

診
療

録
の

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
、

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

、
病

院
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

部
門

・
部

署
の

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
部

門
シ

ス
テ

ム
、

院
内

で
利

用
さ

れ
る

各
種

物
品

の
物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

英
語

で
は

、
HI

S(
Ho

sp
ita

l
In

fo
rm

at
io

n 
Sy

st
em

)と
呼

ば
れ

、
病

院
の

業
務

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
全

体
の

こ
と

を
指

し
て

い
ま

す

2
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病
院

管
理

業
務

に
関

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

診
療

業
務

に
関

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

内
で

発
生

す
る

複
雑

、
多

様
化

し
た

情
報

の
蓄

積
・
整

理
・
統

合
を

行
い

、
必

要
情

報
を

速
や

か
に

提
供

す
る

た
め

の
情

報
シ

ス
テ

ム
で

す

3

病
院

管
理

業
務

に
関

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

1
患

者
登

録
シ

ス
テ

ム
2
窓

口
会

計
シ

ス
テ

ム
3
診

療
報

酬
請

求
シ

ス
テ

ム
4
管

理
統

計
シ

ス
テ

ム
5
薬

品
在

庫
管

理
シ

ス
テ

ム
6
ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

患
者

登
録

、
窓

口
会

計
、

診
療

報
酬

請
求

、
管

理
統

計
等

の
「
病

院
管

理
業

務
に

関
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
」
と

、

4
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診
療

業
務

に
関

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

1
病

歴
管

理
シ

ス
テ

ム
2
給

食
シ

ス
テ

ム
3
院

内
臨

床
検

査
シ

ス
テ

ム
4
放

射
線

線
量

計
算

シ
ス

テ
ム

5
臨

床
医

薬
品

情
報

シ
ス

テ
ム

病
歴

管
理

、
給

食
、

院
内

臨
床

検
査

等
の

「
診

療
業

務
に

関
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
」
に

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

5

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

：

H
IS

：
H

o
sp

it
al

In
fo

rm
at

io
n

S
ys

te
m

病
院

の
診

療
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

部
門

間
の

情
報

の
伝

達
と

部
門

内
で

の
情

報
の

処
理

を
行

う
要

件
と

し
て

、
以

下
の

項
目

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
シ

ス
テ

ム
自

身
が

安
全

で
あ

る
と

と
も

に
医

療
安

全
を

支
援

す
る

仕
組

み
を

提
供

し
ま

す
医

療
機

関
は

そ
の

業
務

の
性

質
上

、
2
4
時

間
休

み
な

く
稼

動
し

て
い

ま
す

の
で

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
も

2
4
時

間
3
6
5
日

連
続

し
て

稼
動

し
て

い
ま

す

事
前

に
特

別
の

訓
練

を
受

け
な

く
と

も
容

易
に

シ
ス

テ
ム

を
利

用
可

能
復

旧
ま

で
の

時
間

を
最

短
に

す
る

な
ど

故
障

に
強

い
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

蓄
積

し
た

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

継
続

し
て

利
用

す
る

た
め

に
、

移
植

性
、

継
承

性
、

拡
張

性
が

あ
り

ま
す

HI
S(

Ho
sp

ita
lI

nf
or

m
at

io
n 

Sy
st

em
)は

、
近

年
で

は
、

情
報

管
理

お
よ

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

向
上

に
伴

い
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
や

院
内

部
門

シ
ス

テ
ム

、
部

門
と

部
門

を
つ

な
ぐ

オ
ー

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
合

わ
せ

た
シ

ス
テ

ム
全

体
を

示
し

て
い

ま
す

部
門

間
の

情
報

の
伝

達
と

部
門

内
で

の
情

報
の

処
理

を
行

う
要

件
と

し
て

、
以

下
の

項
目

が
挙

げ
ら

れ
ま

す

シ
ス

テ
ム

自
身

が
安

全
で

あ
る

と
と

も
に

医
療

安
全

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
提

供
し

ま
す

医
療

機
関

は
そ

の
業

務
の

性
質

上
、

2
4
時

間
休

み
な

く
稼

動
し

て
い

ま
す

の
で

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
も

2
4
時

間
3
6
5
日

連
続

し
て

稼
動

し
て

い
ま

す

事
前

に
特

別
の

訓
練

を
受

け
な

く
と

も
容

易
に

シ
ス

テ
ム

を
利

用
可

能
、

復
旧

ま
で

の
時

間
を

最
短

に
す

る
な

ど
故

障
に

強
い

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

蓄
積

し
た

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

継
続

し
て

利
用

す
る

た
め

に
、

移
植

性
、

継
承

性
、

拡
張

性
が

あ
り

ま
す

6
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H
IS

：
H

o
sp

it
al

In
fo

rm
at

io
n

S
ys

te
m

：

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

診
療

記
録

の
電

子
保

存

部
門

シ
ス

テ
ム

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

オ
ー

ダ
情

報

オ
ー

ダ
情

報

診
療

記
録

情
報

オ
ー

ダ
情

報

レ
ポ

ー
ト

情
報

請
求

実
施

行
為

情
報

使
用

物
品

情
報

実
施

情
報

レ
ポ

ー
ト

情
報

物
品

搬
送

こ
の

図
は

、
HI

Sを
構

成
す

る
主

要
な

シ
ス

テ
ム

の
構

成
と

、
情

報
の

流
れ

を
示

し
て

い
ま

す

HI
Sは

、
先

に
述

べ
た

よ
う

に
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

、
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
、

病
院

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
部

門
・
部

署
の

業
務

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
部

門
シ

ス
テ

ム
、

院
内

で
利

用
さ

れ
る

各
種

物
品

の
物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

こ
れ

ら
の

HI
Sは

、
医

療
機

関
で

働
く
医

師
、

看
護

師
を

は
じ

め
と

し
た

、
さ

ま
ざ

ま
な

医
療

専
門

職
の

間
に

お
け

る
情

報
連

携
、

情
報

共
有

を
実

現
し

、
患

者
に

対
し

て
保

健
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

ま
す

部
門

シ
ス

テ
ム

は
、

一
連

の
外

来
ま

た
は

入
院

診
療

の
課

程
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

部
門

に
特

有
の

業
務

を
専

門
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
個

別
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
．

診
療

の
課

程
の

中
で

、
そ

の
一

部
分

の
業

務
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

か
ら

、
自

部
門

の
業

務
遂

行
の

た
め

に
他

部
門

の
情

報
を

入
手

し
た

り
、

自
部

門
の

情
報

を
他

部
門

へ
伝

達
し

た
り

す
る

、
部

門
を

結
ぶ

情
報

連
携

の
し

く
み

が
必

須
と

な
る

．

部
門

側
か

ら
見

て
部

門
シ

ス
テ

ム
が

接
続

す
る

上
位

の
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

の
こ

と
を

、
狭

義
的

に
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
と

呼
ぶ

こ
と

も
あ

る
．

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
主

な
機

能
に

は
、

部
門

間
の

情
報

の
伝

達
診

療
情

報
の

蓄
積

、
部

門
内

で
の

情
報

の
処

理
が

あ
る

．

診
療

室
で

発
生

す
る

処
方

オ
ー

ダ
や

検
査

オ
ー

ダ
の

情
報

を
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
し

て
瞬

時
に

相
手

先
に

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
オ

ー
ダ

入
力

は
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
が

パ
ソ

コ
ン

を
用

い
て

行
い

、
オ

ー
ダ

が
発

生
し

た
時

点
で

そ
の

場
で

オ
ー

ダ
情

報
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
入

力
さ

れ
る

(発
生

源
入

力
方

式
)そ

の
た

め
、

従
来

ま
で

の
紙

伝
票

の
作

成
や

伝
票

手
渡

し
に

よ
る

伝
達

、
カ

ル
テ

ヘ
の

転
記

等
の

業
務

が
不

要
と

な
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
各

シ
ス

テ
ム

は
、

1つ
の

部
門

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
（
部

門
シ

ス
テ

ム
）
で

あ
る

の
か

、
部

門
を

ま
た

ぎ
部

門
間

で
情

報
を

交
換

す
る

シ
ス

テ
ム

（
部

門
を

結
ぶ

シ
ス

テ
ム

）
で

あ
る

の
か

で
分

類
す

る
こ

と
が

で
き

る

7

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.ih
e
-
j.o

rg
/
ba

si
c
s/

部
門

側
か

ら
見

て
部

門
シ

ス
テ

ム
が

接
続

す
る

上
位

の
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

の
こ

と
を

、
狭

義
的

に
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
と

呼
ぶ

こ
と

も
あ

り
ま

す

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
主

な
機

能
に

は
、

部
門

間
の

情
報

の
伝

達
診

療
情

報
の

蓄
積

、
部

門
内

で
の

情
報

の
処

理
が

あ
り

ま
す

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
各

シ
ス

テ
ム

は
、

1つ
の

部
門

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
（
部

門
シ

ス
テ

ム
）
で

あ
る

か
、

部
門

を
ま

た
ぎ

部
門

間
で

情
報

を
交

換
す

る
シ

ス
テ

ム
（
部

門
を

結
ぶ

シ
ス

テ
ム

）
で

あ
る

か
で

分
類

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

部
門

を
結

ぶ
シ

ス
テ

ム
に

は

●
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

●
診

療
記

録
管

理
シ

ス
テ

ム
（
狭

義
の

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
）

●
医

用
画

像
管

理
シ

ス
テ

ム
(P

AC
S)

●
予

約
シ

ス
テ

ム

●
物

流
管

理
シ

ス
テ

ム

な
ど

が
あ

り
ま

す

8
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オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
：

診
療

現
場

で
入

力
さ

れ
た

指
示

情
報

や
依

頼
情

報
な

ど
を

各
部

門
に

伝
達

す
る

シ
ス

テ
ム

病
院

で
は

、
患

者
の

診
療

や
治

療
を

色
々

な
部

門
や

機
能

が
連

結
し

て
い

ま
す

処
方

や
検

査
依

頼
情

報
な

ど
を

入
力

す
る

こ
と

を
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

と
言

い
ま

す
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

に
入

力
す

る
情

報
を

、
オ

ー
ダ

情
報

あ
る

い
は

指
示

情
報

と
言

い
ま

す

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

は
、

診
療

の
過

程
で

発
生

し
た

オ
ー

ダ
は

即
座

に
担

当
部

門
に

伝
達

さ
れ

、
指

示
を

与
え

る
者

が
直

接
オ

ー
ダ

入
力

す
る

た
め

、
転

記
や

搬
送

な
ど

が
生

じ
ま

せ
ん

、
そ

の
結

果
、

待
ち

時
間

の
短

縮
な

ど
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

繋
が

っ
て

い
ま

す

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
は

、
診

療
室

で
発

生
す

る
処

方
オ

ー
ダ

や
検

査
オ

ー
ダ

の
情

報
を

、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
し

て
瞬

時
に

相
手

先
に

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
オ

ー
ダ

入
力

は
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
が

パ
ソ

コ
ン

を
用

い
て

行
い

、
オ

ー
ダ

が
発

生
し

た
時

点
で

そ
の

場
で

オ
ー

ダ
情

報
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
入

力
さ

れ
る

(発
生

源
入

力
方

式
)そ

の
た

め
、

従
来

ま
で

の
紙

伝
票

の
作

成
や

伝
票

手
渡

し
に

よ
る

伝
達

、
カ

ル
テ

ヘ
の

転
記

等
の

業
務

が
不

要
と

な
り

ま
す

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

は
、

診
療

の
過

程
で

発
生

し
た

オ
ー

ダ
は

即
座

に
担

当
部

門
に

伝
達

さ
れ

、
オ

ー
ダ

を
与

え
る

者
が

直
接

オ
ー

ダ
入

力
す

る
た

め
、

転
記

や
搬

送
な

ど
が

生
じ

ま
せ

ん
、

そ
の

結
果

、
待

ち
時

間
の

短
縮

な
ど

、
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
繋

が
っ

て
い

ま
す

9

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
：

E
M

R
：
E
le

c
tr

o
n
ic

M
e
di

c
al

R
e
c
o
rd

電
子

カ
ル

テ
を

実
現

さ
せ

る
た

め
の

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
は

、
広

義
に

は
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
を

、
狭

義
に

は
診

療
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
を

指
す

電
子

化
診

療
記

録
（
電

子
診

療
録

）
=
電

子
化

さ
れ

た
診

療
記

録
の

こ
と

日
本

国
内

で
は

「
電

子
カ

ル
テ

」
と

い
う

言
葉

で
普

及
し

て
い

ま
す

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
：
E
le

c
tr

o
n
ic

M
e
d
ic

al
R

e
c
o
rd

と
い

い
、

E
M

R
と

略
さ

れ
て

い
ま

す

E
M

R
は

、
広

義
に

は
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
を

、
狭

義
に

は
診

療
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
を

指
し

て
い

ま
す

狭
義

の
電

子
カ

ル
テ

（
電

子
化

診
療

録
）

と
し

て
紙

の
診

療
録

と
同

等
以

上
の

機
能

を
実

現
し

て
ま

す

特
定

の
患

者
を

キ
ー

と
し

て
、

診
療

録
と

し
て

記
録

さ
れ

る
べ

き
各

種
の

診
療

情
報

を
参

照
す

る
こ

と
が

で
き

、
診

療
録

に
記

載
す

べ
き

現
時

点
で

の
診

療
情

報
を

新
た

に
入

力
（
記

録
)す

る
機

能
を

持
っ

て
い

ま
す

さ
ら

に
、

広
義

の
電

子
カ

ル
テ

と
し

て
の

機
能

も
こ

の
画

面
の

中
で

実
現

し
て

い
ま

す
．

主
に

診
療

業
務

に
携

わ
る

医
療

専
門

職
（
医

師
・
看

護
師

な
ど

）
が

利
用

す
る

こ
と

を
想

定
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
に

必
要

な
機

能
を

提
供

す
る

よ
う

に
設

計
さ

れ
て

い
ま

す

た
と

え
ば

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

の
さ

ま
ざ

ま
な

機
能

を
呼

び
出

し
た

り
、

連
携

す
る

部
門

シ
ス

テ
ム

が
保

持
す

る
情

報
を

参
照

し
た

り
す

る
た

め
の

、
ポ

ー
タ

ル
と

し
て

機
能

し
て

お
り

、
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

画
面

に
よ

っ
て

患
者

の
診

療
情

報
全

般
へ

ア
ク

セ
ス

で
き

ま
す

電
子

化
診

療
記

録
（
電

子
診

療
録

）
=
電

子
化

さ
れ

た
診

療
記

録
の

こ
と

を
日

本
国

内
で

は
「
電

子
カ

ル
テ

」
と

い
う

言
葉

で
普

及
し

て
い

ま
す

電
子

カ
ル

テ
に

は
、

保
険

診
療

用
１

号
用

紙
の

記
載

項
目

（
患

者
名

、
生

年
月

日
、

住
所

な
ど

、
保

険
関

係
情

報
、

病
名

と
転

帰
、

既
往

歴
、

主
要

症
状

経
過

等
、

処
方

、
手

術
処

置
等

）
、

各
種

報
告

書
、

紹
介

状
、

指
導

内
容

書
、

説
明

書
、

同
意

書
、

看
護

記
録

、
手

術
記

録
、

画
像

、
波

形
デ

ー
タ

な
ど

が
含

ま
れ

て
い

ま
す
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患
者

基
本

情
報

：

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

・
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

と
各

部
門

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

で
共

通
に

使
用

さ
れ

る
患

者
情

報

内
容

は
、

患
者

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

、
電

話
番

号
、

保
険

情
報

な
ど

の
管

理
的

情
報

と
、

感
染

症
情

報
、

身
体

障
害

情
報

、
身

長
・
体

重
、

血
液

型
、

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
な

ど
の

医
療

的
情

報
が

あ
る

患
者

基
本

情
報

・
患

者
の

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

は
、

「
患

者
基

本
情

報
｣、

ま
た

は
「
患

者
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
情

報
」と

呼
ば

れ
る

機
能

が
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
に

は
求

め
ら

れ
ま

す
。

近
年

、
医

療
は

医
師

だ
け

で
提

供
で

き
る

も
の

で
は

な
く
、

さ
ま

ざ
ま

な
医

療
専

門
職

そ
し

て
患

者
自

身
も

診
療

・治
療

に
参

加
す

る
チ

ー
ム

医
療

で
提

供
さ

れ
る

も
の

と
な

っ
て

き
て

い
た

め
、

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
患

者
に

関
す

る
医

療
を

遂
行

す
る

う
え

で
必

要
と

な
る

診
療

情
報

の
共

有
が

重
要

で
あ

り
、

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

は
、

部
門

や
診

療
科

間
に

お
け

る
医

療
専

門
職

同
士

で
共

有
す

る
必

要
で

す ○
管

理
的

情
報

は
、

従
来

は
紙

カ
ル

テ
の

1号
用

紙
に

記
載

し
て

い
た

も
の

で
、

氏
名

、
性

別
、

生
年

月
日

、
住

所
、

電
話

番
号

、
保

険
情

報
病

名
情

報
な

ど
○

部
門

間
で

の
共

有
が

必
要

な
情

報
は

、
血

液
型

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
体

内
金

属
な

ど
○

医
療

的
情

報
は

、
各

診
療

科
で

共
有

可
能

な
診

療
情

報
既

往
歴

家
族

歴
、

生
活

歴
、

イ
ン

フ
オ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

、
告

知
情

報
入

院
歴

、
手

術
歴

、
紹

介
情

報
特

殊
な

治
療

歴
（放

射
線

治
療

輸
血

有
無

イ
ン

プ
ﾗ
ﾝ
ﾄ有

無
な

ど
)、

治
験

情
報

な
ど

で
す

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

は
、

で
き

る
だ

け
簡

単
に

入
力

で
き

、
参

照
し

や
す

い
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
ベ

ン
ダ

に
よ

っ
て

、
項

目
の

ま
と

め
方

や
入

力
用

画
面

の
レ

イ
ア

ウ
ト

も
異

な
る

が
、

ど
の

よ
う

な
情

報
が

使
わ

れ
て

い
る

か
に

注
意

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す

登
録

さ
れ

た
項

目
の

う
ち

、
た

と
え

ば
血

液
型

や
ア

レ
ル

ギ
ー

情
報

な
ど

は
、

輸
血

オ
ー

ダ
や

処
方

オ
ー

ダ
の

と
き

に
オ

ー
ダ

内
容

の
チ

ェ
ッ

ク
に

利
用

さ
れ

る
、

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

が
更

新
さ

れ
、

適
切

に
維

持
さ

れ
る

た
め

に
は

、
入

力
お

よ
び

更
新

の
運

用
体

制
が

重
要

で
す

た
と

え
ば

、
身

体
情

報
と

し
て

、
①

身
長

体
重

医
療

ス
タ

ッ
フ

、
も

し
く
は

医
事

ク
ラ

ー
ク

が
入

力
(時

に
は

初
診

時
に

問
診

ス
キ

ャ
ナ

読
み

込
み

）
BM

I
、

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
自

動
計

算
、

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
結

果
受

信
時

に
更

新
④

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
障

害
情

報
他

院
の

感
染

症
情

報

医
療

専
門

職
に

よ
る

都
度

入
力

ま
た

、
保

険
医

療
機

関
と

し
て

保
険

診
療

を
行

う
場

合
に

必
須

と
な

る
管

理
的

情
報

も
含

ま
れ

ま
す

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

の
信

頼
性

の
担

保
に

は
、

留
意

す
る

必
要

が
あ

り
、

常
に

最
新

の
情

報
に

更
新

さ
れ

る
運

用
体

制
の

構
築

や
、

情
報

の
入

力
源

が
何

か
、

い
つ

入
力

さ
れ

た
情

報
か

な
ど

、
ど

の
よ

う
な

文
脈

・
コ

ン
テ

キ
ス

ト
で

作
ら

れ
た

情
報

で
あ

る
か

が
把

握
で

き
る

仕
組

み
も

必
要

と
な

り
ま

す
さ

ら
に

、
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

自
動

計
算

や
部

門
シ

ス
テ

ム
か

ら
の

情
報

受
信

に
よ

る
自

動
更

新
な

ど
を

行
う

場
合

、
当

該
情

報
が

、
そ

も
そ

も
患

者
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
情

報
の

あ
る

1項
目

の
情

報
と

し
て

利
用

し
て

よ
い

情
報

で
あ

る
か

ど
う

か
、

精
査

し
て

お
き

、
医

療
の

遂
行

の
た

め
に

は
、

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

に
よ

る
情

報
共

有
が

必
須

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

医
療

専
門

職
が

最
新

情
報

を
見

落
と

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

何
ら

か
の

問
題

重
大

な
場

合
は

医
療

事
故

が
発

生
す

る
可

能
性

も
あ

る
た

め
、

正
確

に
最

新
の

情
報

に
更

新
さ

れ
る

仕
組

み
、

見
落

と
し

を
防

止
す

る
仕

組
み

が
、

運
用

と
し

て
、

さ
ら

に
シ

ス
テ

ム
の

機
能

と
し

て
も

要
求

さ
れ

て
い

ま
す

11

事
務

部
門

シ
ス

テ
ム

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
各

シ
ス

テ
ム

は
、

1つ
の

部
門

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
（
部

門
シ

ス
テ

ム
）
で

あ
る

の
か

、
部

門
を

ま
た

ぎ
部

門

間
で

情
報

を
交

換
す

る
シ

ス
テ

ム
（
部

門
を

結
ぶ

シ
ス

テ
ム

）
で

あ
る

の
か

で
分

類
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

お
話

い
た

し
ま

し
た

各
部

門
業

務
を

支
援

す
る

部
門

シ
ス

テ
ム

の
お

話
を

い
た

し
ま

す ま
ず

は
、

事
務

部
門

シ
ス

テ
ム

で
す

12
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

事
務

部
門

シ
ス

テ
ム

に
は

、

1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム

2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム

3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム

4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)

5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム

6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム

7
)情

報
入

力

を
説

明
し

ま
す

13

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

：

病
院

の
会

計
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

支
援

す
る

主
な

業
務

受
付

業
務

窓
口

会
計

業
務

レ
セ

プ
ト

作
成

業
務

診
療

報
酬

請
求

業
務

ま
ず

は
、

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

で
す

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

機
能

を
あ

げ
て

み
ま

す

典
型

的
な

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

の
機

能
と

「
部

門
を

結
ぶ

シ
ス

テ
ム

」
と

の
情

報
連

携
の

役
割

が
あ

り
ま

す

「
レ

セ
コ

ン
」
ま

た
は

「
医

事
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

」
の

呼
び

名
で

知
ら

れ
、

今
で

は
医

療
機

関
で

当
た

り
前

の
よ

う
に

使
わ

れ
て

い
る

レ
セ

プ
ト

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
は

、
病

院
・
診

療
所

・
調

剤
薬

局
に

お
け

る
普

及
率

は
96

％
に

も
の

ぼ
り

ま
す

レ
セ

コ
ン

と
は

、
医

療
施

設
か

ら
健

康
保

険
組

合
な

ど
の

支
払

い
機

関
に

対
し

、
診

療
報

酬
を

請
求

す
る

た
め

に
「
レ

セ
プ

ト
（
診

療
報

酬
明

細
書

）
」
を

作
成

す
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

で
す

14
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レ
セ

コ
ン

は
、

明
細

書
を

作
成

し
て

請
求

を
行

う
だ

け
に

限
っ

た
シ

ス
テ

ム
で

は
あ

り
ま

せ
ん

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

な
会

計
業

務
を

は
じ

め
、

患
者

の
登

録
や

受
付

、
保

険
証

の
確

認
な

ど
、

日
々

の
さ

ま
ざ

ま
な

業
務

の
効

率
化

や
サ

ポ
ー

ト
を

担
う

医
院

経
営

に
欠

か
せ

な
い

シ
ス

テ
ム

で
す

。
患

者
満

足
度

の
向

上
に

も
非

常
に

役
立

ち
ま

す

レ
セ

コ
ン

に
は

、
医

科
用

、
歯

科
用

、
調

剤
用

の
3種

類
が

あ
り

、
各

分
野

の
専

門
性

に
特

化
し

た
運

用
が

で
き

る
よ

う
シ

ス
テ

ム
構

築
さ

れ
て

い
ま

す

レ
セ

コ
ン

に
、

各
診

療
科

の
ド

ク
タ

ー
が

使
い

や
す

い
電

子
カ

ル
テ

を
接

続
し

、
画

像
診

断
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

診
療

関
連

部
門

シ
ス

テ
ム

と
の

連
動

性
を

も
た

せ
る

こ
と

で
、

業
務

品
質

の
向

上
か

つ
効

率
化

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。

基
幹

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

親
和

性
も

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
と

な
り

ま
す

電
子

カ
ル

テ
に

は
情

報
を

蓄
積

し
て

検
索

で
き

る
強

み
が

あ
り

ま
す

し
、

見
や

す
く
て

、
追

加
や

修
正

も
簡

単
、

情
報

の
管

理
が

便
利

で
す

ま
だ

電
子

カ
ル

テ
を

導
入

し
て

い
な

い
医

療
機

関
で

も
、

将
来

的
に

電
子

カ
ル

テ
を

導
入

す
る

可
能

性
が

あ
る

な
ら

、
使

い
た

い
電

子
カ

ル
テ

に
互

換
性

の
あ

る
レ

セ
コ

ン
を

選
ん

で
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

電
子

カ
ル

テ
は

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

特
徴

・
処

理
の

ス
ピ

ー
ド

な
ど

、
優

位
性

が
異

な
り

ま
す

の
で

、
ド

ク
タ

ー
自

身
が

使
い

勝
手

の
よ

い
電

子
カ

ル
テ

を
選

び
、

レ
セ

コ
ン

と
連

動
性

を
も

た
せ

る
こ

と
で

、
業

務
改

革
を

図
れ

ま
す

ま
た

、
実

際
に

レ
セ

コ
ン

を
扱

う
医

療
事

務
の

専
門

知
識

を
も

つ
ス

タ
ッ

フ
が

使
い

や
す

い
レ

セ
コ

ン
を

導
入

す
る

こ
と

も
、

業
務

の
効

率
化

や
職

場
の

環
境

改
善

に
役

立
ち

ま
す

医
療

現
場

の
声

を
活

か
し

、
利

便
性

の
高

い
レ

セ
コ

ン
を

選
ぶ

こ
と

が
導

入
を

成
功

さ
せ

る
ポ

イ
ン

ト
と

い
え

る
で

し
ょ

う

15

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

は
診

療
報

酬
請

求
に

関
す

る
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

主
要

機
能

は
、

診
療

報
酬

明
細

書
の

作
成

で
す

診
療

報
酬

明
細

書
（
レ

セ
プ

ト
）に

よ
る

保
険

者
へ

の
請

求
は

、
患

者
ご

と
の

保
険

者
に

対
し

医
療

費
を

請
求

す
る

た
め

の
書

類
で

あ
り

、
月

次
に

作
成

し
て

審
査

支
払

機
関

に
提

出
す

ま
す

そ
し

て
、

診
療

報
酬

点
数

表
は

2年
ご

と
に

大
幅

改
訂

さ
れ

る
た

め
、

点
数

改
定

に
伴

う
対

応
（マ

ス
タ

ー
変

更
・プ

ロ
グ

ラ
ム

改
造

）
が

必
要

で
す

保
険

医
療

機
関

の
請

求
方

法
に

は
、

「
出

来
高

払
い

方
式

」
と

「D
PC

/P
DP

S(
診

断
群

分
類

別
包

括
評

価
支

払
い

制
度

）」
が

あ
り

ま
す ・
出

来
高

払
い

方
式

は
・
・
・入

院
・
外

来
別

に
傷

病
名

、
査

項
目

な
ど

が
記

載
さ

れ
ま

す
・
包

括
評

価
方

式
･･

･D
PC

(診
断

群
分

類
）
に

よ
る

包
括

評
価

方
式

、
DP

C/
PD

PS
(診

断
群

分
類

別
包

括
評

価
支

払
い

制
度

)．
入

院
患

者
に

対
し

て
、

最
も

医
療

費
を

投
入

し
た

傷
病

名
、

そ
の

他
の

治
療

に
影

響
す

る
傷

病
名

、
手

術
・
処

置
状

態
・
重

症
度

か
ら

DP
C

分
類

が
決

め
ら

れ
て

い
ま

す

レ
セ

プ
ト

と
は

、
ド

イ
ツ

語
で

レ
シ

ー
ト

、
つ

ま
り

「
領

収
書

」
の

意
味

を
も

つ
言

葉
で

す
現

在
、

電
子

レ
セ

プ
ト

を
導

入
し

て
い

る
医

療
機

関
・
薬

局
は

94
％

（
厚

生
労

働
省

「
レ

セ
プ

ト
請

求
状

況
」
平

成
31

年
3月

診
療

分
よ

り
）
。

今
で

は
紙

の
レ

セ
プ

ト
の

使
用

率
は

、
わ

ず
か

6％
に

過
ぎ

ま
せ

ん

医
療

機
関

か
ら

レ
セ

プ
ト

に
よ

り
請

求
を

う
け

る
と

、
支

払
い

機
関

に
よ

っ
て

保
険

診
療

な
ど

が
正

確
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
審

査
さ

れ
、

適
正

で
あ

れ
ば

診
療

報
酬

が
支

払
わ

れ
ま

す

請
求

業
務

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

経
営

分
析

に
つ

い
て

の
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

機
能

な
ど

も
有

し
て

い
ま

す

レ
セ

コ
ン

は
、

患
者

の
セ

ン
シ

テ
ィ

ブ
な

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
こ

と
か

ら
、

特
に

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

や
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

徹
底

を
要

す
る

シ
ス

テ
ム

で
す

16
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

レ
セ

プ
ト

電
算

シ
ス

テ
ム

は
、

17

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

：

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）を
紙

媒
体

で
は

な
く

電
子

媒
体

あ
る

い
は

オ
ン

ラ
イ

ン
で

提
出

す
る

方
式

を
実

現
す

る
シ

ス
テ

ム

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）
を

紙
媒

体
で

は
な

く
電

子
媒

体
あ

る
い

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
提

出
す

る
方

式
を

実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る

2
0
1
0
年

度
か

ら
レ

セ
プ

ト
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

あ
る

い
は

電
子

媒
体

に
よ

る
請

求
が

原
則

義
務

化
さ

れ
た

提
出

す
る

情
報

は
、

レ
セ

プ
ト

電
算

コ
ー

ド
（
診

療
行

為
コ

ー
ド

、
傷

病
名

コ
ー

ド
、

医
薬

品
コ

ー
ド

に
関

す
る

レ
セ

プ
ト

用
の

標
準

コ
ー

ド
）
で

表
記

す
る

必
要

が
あ

る

診
療

報
酬

明
細

書
（
レ

セ
プ

ト
）
を

紙
媒

体
で

な
く
、

電
子

デ
ー

タ
で

作
成

し
、

電
子

媒
体

あ
る

い
は

オ
ン

ラ
イ

ン
で

提
出

す
る

方
式

を
「
レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
｣、

｢オ
ン

ラ
イ

ン
レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
」
、

ま
た

は
、

｢レ
セ

電
算

」
と

略
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す

平
成

22
年

度
か

ら
は

原
則

義
務

化
さ

れ
て

い
る

が
、

一
部

例
外

も
あ

り
ま

す

18
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レ
セ

プ
ト

電
子

化
の

普
及

状
況

レ
セ

プ
ト

の
電

子
化

率
は

、

2
0
0
8
年

4
月

(2
0
.4

)時
点

で
調

剤
薬

局
が

6
7
%
、

医
科

病
院

が
3
3
%
、

診
療

所
が

1
7
%
で

し
た

し
か

し
、

2
0
1
5
年

4
月

(2
7
.4

)に
は

調
剤

薬
局

9
6
%
、

医
科

病
院

が
9
9
%
と

電
子

化
が

ほ
ぼ

完
了

し
て

お
り

、
診

療
所

に
つ

い
て

も
8
9
%
、

歯
科

医
院

で
も

8
3
%
と

向
上

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
に

つ
い

も
、

2
0
1
6
年

3
月

時
点

で
、

医
療

機
関

総
計

で
5
5
%
と

な
っ

て
お

り
、

4
0
0
床

以
上

の
病

院
で

は
9
8
%
、

4
0
0
床

未
満

の
病

院
に

つ
い

て
9
6
%
、

調
剤

薬
局

9
6
%
と

非
常

に
高

い
導

入
状

況
で

す

19

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
提

出
先

は
、

社
会

保
険

診
療

報
酬

支
払

基
金

や
国

保
連

合
会

が
運

営
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

シ
ス

テ
ム

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
で

は
、

提
出

し
た

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ
の

事
務

的
な

記
載

誤
り

な
ど

を
、

提
出

側
医

療
臓

関
が

事
前

に
確

認
で

き
る

｢受
事

務
点

検
AS

Pサ
ー

ビ
ス

」
が

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

そ
し

て
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

は
、

支
払

基
金

や
M

ED
IS

-D
C等

に
よ

っ
て

標
準

化
さ

れ
て

い
る

「
レ

セ
プ

ト
電

算
コ

ー
ド

」
を

用
い

て
作

成
す

る
必

要
が

あ
り

、
診

療
行

為
コ

ー
ド

、
傷

病
名

コ
ー

ド
、

医
薬

品
コ

ー
ド

を
レ

セ
プ

ト
用

の
標

準
コ

ー
ド

で
あ

る
レ

セ
電

算
コ

ー
ド

で
表

記
し

て
提

出
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん

レ
セ

プ
ト

電
算

コ
ー

ド
は

、
「
診

療
報

酬
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
」
の

W
eb

サ
イ

ト
よ

り
、

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

マ
ス

タ
ー

（
レ

セ
電

算
マ

ス
タ

ー
）
と

し
て

入
手

で
き

、
院

内
審

査
に

は
、

従
来

通
り

の
紙

出
力

を
行

い
実

施
す

る
場

合
と

、
電

子
的

に
審

査
を

行
う

場
合

が
あ

り
ま

す

紙
出

力
を

行
っ

て
院

内
審

査
を

実
施

す
る

場
合

は
、

レ
セ

プ
ト

の
内

部
整

合
性

を
高

め
る

た
め

に
、

事
前

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
の

整
備

が
望

ま
れ

て
い

ま
す
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

経
営

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

21

経
営

管
理

シ
ス

テ
ム

：

経
営

の
意

思
決

定
と

業
績

向
上

に
役

立
て

る
経

営
計

画
と

実
行

評
価

の
仕

組
み

を
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム

医
療

分
野

に
お

け
る

経
営

管
理

の
観

点
と

し
て

は
、

部
署

や
診

療
科

ご
と

の
利

益
計

画
、

収
支

分
析

や
D

P
C

別
の

診
療

プ
ロ

セ
ス

分
析

、
そ

れ
ら

の
情

報
を

も
と

に
し

た
要

員
計

画
や

設
備

計
画

な
ど

が
あ

る

経
営

の
意

思
決

定
と

業
績

向
上

に
役

立
て

る
経

営
計

画
と

実
行

評
価

の
仕

組
み

を
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す

医
療

分
野

に
お

け
る

経
営

管
理

の
観

点
と

し
て

は
、

部
署

や
診

療
科

ご
と

の
利

益
計

画
、

収
支

分
析

や
D

P
C

別
の

診
療

プ
ロ

セ
ス

分
析

、
そ

れ
ら

の
情

報
を

も
と

に
し

た
要

員
計

画
や

設
備

計
画

な
ど

が
あ

り
ま

す
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経
営

管
理

シ
ス

テ
ム

病
院

の
経

営
環

境
は

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
で

悪
化

す
こ

と
が

あ
り

、
経

営
管

理
の

た
め

の
原

価
計

算
に

よ
る

コ
ス

ト
管

理
具

体
的

に
は

、
患

者
別

、
診

療
科

別
、

DP
C疾

患
分

類
別

な
ど

の
原

価
計

算
に

よ
る

コ
ス

ト
管

理
が

常
に

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

そ
の

た
め

に
、

原
価

計
算

を
行

う
シ

ス
テ

ム
と

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
が

必
要

で
、

原
価

計
算

に
よ

る
コ

ス
ト

管
理

は
、

診
療

科
や

部
門

別
の

収
入

に
対

し
、

減
価

償
却

や
人

件
費

な
ど

を
ど

う
各

部
門

部
署

へ
按

分
す

る
か

な
ど

、
難

し
い

調
整

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す

医
療

分
野

に
お

け
る

経
営

管
理

の
観

点
と

し
て

は
、

部
署

や
診

療
科

ご
と

の
利

益
計

画
、

収
支

分
析

や
D

P
C

別
の

診
療

プ
ロ

セ
ス

分
析

、
そ

れ
ら

の
情

報
を

も
と

に
し

た
要

員
計

画
や

設
備

計
画

な
ど

が
あ

り
ま

す

23

1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

病
床

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

入
院

予
約

オ
ー

ダ
を

も
と

に
、

病
棟

の
ベ

ッ
ド

管
理

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す

24
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病
床

管
理

シ
ス

テ
ム

：

入
院

予
約

オ
ー

ダ
を

も
と

に
、

病
棟

の
ベ

ッ
ド

管
理

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム

病
床

稼
働

率
を

上
げ

る
た

め
に

、
診

療
科

ご
と

に
把

握
し

て
い

る
病

床
群

か
ら

一
定

数
の

病
床

を
プ

ー
ル

し
て

集
中

管
理

す
る

運
用

を
行

う
こ

の
た

め
に

、
あ

る
時

点
で

の
入

院
患

者
数

、
入

退
院

予
定

を
把

握
し

、
病

床
数

の
割

り
当

て
等

を
行

う
機

能
を

持
つ

一
般

的
に

、
病

床
稼

働
率

を
上

げ
る

た
め

に
、

診
療

科
ご

と
に

把
握

し
て

い
る

病
床

群
か

ら
一

定
数

の
病

床
を

プ
ー

ル
し

て
集

中
管

理
す

る
運

用
を

行
っ

て
お

り
、

こ
の

た
め

に
、

あ
る

時
点

で
の

入
院

患
者

数
、

入
退

院
予

定
を

把
握

し
、

病
床

数
の

割
り

当
て

等
を

行
う

機
能

を
持

っ
て

い
ま

す

25

病
床

管
理

シ
ス

テ
ム

入
院

患
者

の
ベ

ッ
ド

に
備

え
付

け
る

情
報

表
示

シ
ス

テ
ム

で
、

①
患

者
基

本
情

報
表

示
や

実
施

入
力

に
利

用
す

る
な

ど
医

療
ス

タ
ッ

フ
向

け
の

機
能

②
テ

レ
ビ

や
ビ

デ
オ

オ
ン

デ
マ

ン
ド

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ア
ク

セ
ス

、
入

院
や

病
院

関
連

情
報

の
案

内
表

示
な

ど
、

患
者

ア
メ

ニ
テ

イ
機

能
の

実
現

を
目

的
と

し
て

い
ま

す

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

入
院

患
者

か
ら

の
呼

び
出

し
を

、
PH

Sな
ど

の
携

帯
電

話
に

連

携
さ

せ
て

担
当

看
護

師
に

通
知

す
る

シ
ス

テ
ム

で
、

病
床

管
理

シ
ス

テ
ム

と
連

携
し

、
ベ

ッ
ド

の
呼

び
出

し
ス

イ
ッ

チ
と

患
者

を
紐

付
け

て
、

看
護

師
の

携
帯

電
話

に
通

知
す

る
な

ど
の

機
能

が
あ

り
ま

す
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

病
院

内
で

使
用

さ
れ

る
薬

剤
・
医

療
材

料
・
そ

の
他

物
品

に
つ

い
て

在
庫

管
理

、
発

注
管

理
、

購
入

管
理

物
品

請
求

と
払

い
出

し
の

管
理

を
行

い
ま

す

27

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

：
S
P

D

S
u
p
p
ly

P
ro

c
e
ss

in
g

&
D

is
tr

ib
u
ti
o
n

の
略

物
流

部
門

の
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

院
内

各
所

へ
の

物
品

の
供

給
や

、
業

者
へ

の
発

注
、

納
入

を
含

む
在

庫
管

理
な

ど

こ
れ

ら
の

業
務

を
一

元
化

す
る

S
P

D
が

普
及

し
て

い
ま

す

主
な

配
送

方
式

①
各

部
署

が
使

用
物

品
を

都
度

請
求

し
て

、
倉

庫
部

門
か

ら
配

送
す

る
方

式
②

部
署

に
一

定
量

の
物

品
を

在
庫

と
し

て
配

置
し

、
消

費
分

を
補

充
す

る
方

式

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

機
能

と
し

て
は

、
①

在
庫

情
報

の
管

理
、

②
発

注
点

管
理

、
③

購
入

管
理

④
診

療
現

場
か

ら
の

物
品

請
求

と
払

い
出

し
、

⑤
物

品
の

消
費

情
報

の
収

集

対
象

と
な

る
の

は
、

薬
剤

、
医

療
材

料
、

デ
ィ

ス
ポ

ー
ザ

ブ
ル

製
品

、
滅

菌
器

材
な

ど
で

、
こ

れ
ら

の
管

理
の

た
め

、
オ

ー
ダ

情
報

実
施

情
報

か
ら

物
品

の
消

費
情

報
を

得
る

必
要

が
あ

り
ま

す

そ
の

た
め

に
、

物
品

管
理

コ
ー

ド
と

オ
ー

ダ
コ

ー
ド

、
医

事
会

計
コ

ー
ド

が
紐

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

主
な

配
送

方
式

し
て

は
、

①
各

部
署

が
使

用
物

品
を

都
度

請
求

し
て

、
倉

庫
部

門
か

ら
配

送
す

る
方

式

②
部

署
に

一
定

量
の

物
品

を
在

庫
と

し
て

配
置

し
、

消
費

分
を

補
充

す
る

方
式

で
す

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

に
必

要
な

機
能

と
し

て
は

、

①
在

庫
情

報
の

管
理

（
各

棚
の

在
庫

数
を

情
報

と
し

て
管

理
）

②
発

注
点

管
理

（
在

庫
が

少
な

く
な

る
と

購
入

の
指

示
）

③
購

入
管

理
（
発

注
し

た
も

の
が

納
品

さ
れ

た
か

の
確

認
）

④
診

療
現

場
か

ら
の

物
品

請
求

と
払

い
出

し

⑤
物

品
の

消
費

情
報

の
収

集
（
オ

ー
ダ

情
報

／
医

事
会

計
情

報
）

の
5つ

が
あ

り
ま

す

SP
Dは

Su
pp

ly
 P

ro
ce

ss
in

g 
&

 D
ist

rib
ut

io
n 

の
略

で
す
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

と
は

、

患
者

が
病

院
や

ク
リ

ニ
ッ

ク
の

予
約

を
W

eb
か

ら
自

由
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

で
す

29

診
療

予
約

シ
ス

テ
ム

：

外
来

診
察

の
予

約
を

管
理

す
る

シ
ス

テ
ム

外
来

診
察

予
約

で
は

、
予

約
な

し
の

患
者

や
変

更
し

た
患

者
を

受
け

入
れ

る
だ

け
の

余
裕

あ
る

枠
の

設
定

が
で

き
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

予
約

の
設

定
に

は
、

時
間

枠
と

人
数

の
設

定
、

枠
を

超
え

た
予

約
の

可
否

、
予

約
を

取
る

こ
と

の
で

き
る

ユ
ー

ザ
の

制
限

、
な

ど
を

定
義

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

病
院

や
ク

リ
ニ

ッ
ク

を
訪

れ
る

際
に

、
診

察
予

約
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

経
験

が
あ

る
と

い
う

人
も

多
い

と
思

い
ま

す

PC
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
予

約
で

き
る

の
で

、
外

出
先

か
ら

で
も

予
約

が
可

能
で

す

院
内

の
ス

タ
ッ

フ
に

と
っ

て
も

、
業

務
を

効
率

化
で

き
る

と
い

う
大

き
な

メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
、

診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

が
増

え
て

い
ま

す

こ
れ

ま
で

の
診

察
予

約
は

、
受

付
時

間
内

に
病

院
や

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

電
話

を
か

け
た

り
、

通
院

時
に

次
回

の
予

約
を

取
っ

て
お

い
た

り
す

る
方

法
が

主
流

で
し

た
、

そ
の

た
め

、
受

付
時

間
内

に
予

約
が

で
き

な
い

人
は

早
い

時
間

か
ら

来
院

し
た

り
、

体
調

が
優

れ
な

い
中

、
待

合
室

で
長

い
待

ち
時

間
を

過
ご

し
た

り
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
で

し
た

し
か

し
、

診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
り

、
病

院
の

受
付

時
間

に
関

係
な

く
い

つ
で

も
予

約
が

可
能

に
な

り
、

自
分

の
診

察
時

間
に

合
わ

せ
て

来
院

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た

そ
の

結
果

、
待

ち
時

間
が

大
き

く
短

縮
さ

れ
、

待
合

室
で

の
ウ

イ
ル

ス
の

飛
散

や
院

内
感

染
の

予
防

に
も

効
果

を
発

揮
し

て
い

ま
す

30
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診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

は
、

病
院

や
ク

リ
ニ

ッ
ク

な
ど

の
形

態
ご

と
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

で
き

ま
す

総
合

病
院

や
個

人
病

院
、

ク
リ

ニ
ッ

ク
な

ど
規

模
に

合
わ

せ
た

り
、

診
察

だ
け

で
な

く
予

防
接

種
や

検
査

と
い

っ
た

治
療

内
容

を
選

ん
で

予
約

し
た

り
も

で
き

ま
す

31

検
査

予
約

シ
ス

テ
ム

：

医
療

機
関

内
で

実
施

さ
れ

る
検

査
の

予
約

を
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム

対
象

と
な

る
検

査
に

は
、

放
射

線
や

内
視

鏡
、

超
音

波
等

の
診

断
検

査
や

生
理

機
能

検
査

な
ど

が
あ

る

検
査
予
約
シ
ス
テ
ム
と
は

高
度

医
療

機
器

（
C

T
、

M
R

、
R

I、
P

E
T
な

ど
）
を

利
用

す
る

検
査

の
予

約
を

希
望

さ
れ

る
地

域
の

医
療

機
関

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

予
約

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す

今
ま

で
は

F
A

X
や

電
話

で
希

望
日

時
を

伝
え

、
検

査
受

付
で

は
空

き
を

確
認

し
て

折
り

返
し

の
連

絡
を

行
っ

て
い

ま
し

た
。

そ
の

た
め

、
あ

る
程

度
の

時
間

、
希

望
日

時
で

予
約

が
出

来
る

の
か

確
認

を
待

つ
必

要
が

あ
り

ま
し

た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
予

約
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
希

望
検

査
を

選
択

す
る

と
予

約
可

能
日

時
を

す
ぐ

に
確

認
で

き
、

そ
の

場
で

予
約

が
完

了
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

患
者

様
の

都
合

を
確

認
し

な
が

ら
ス

ム
ー

ズ
な

予
約

が
可

能
、

検
査

受
付

病
院

な
ど

で
は

問
い

合
わ

せ
対

応
の

手
間

が
軽

減
さ

れ
ま

す
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1
)医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
2
)レ

セ
プ

ト
電

算
処

理
シ

ス
テ

ム
3
)経

営
支

援
シ

ス
テ

ム
4
)病

床
管

理
シ

ス
テ

ム
(ベ

ッ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

)
5
)物

流
管

理
シ

ス
テ

ム
6
)診

療
予

約
シ

ス
テ

ム
7
)情

報
入

力

情
報

入
力

で
す

33

患
者

基
本

情
報

：

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

・
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

と
各

部
門

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

で
共

通
に

使
用

さ
れ

る
患

者
情

報

内
容

は
、

患
者

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

、
電

話
番

号
、

保
険

情
報

な
ど

の
管

理
的

情
報

と
、

感
染

症
情

報
、

身
体

障
害

情
報

、
身

長
・
体

重
、

血
液

型
、

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
な

ど
の

医
療

的
情

報
が

あ
る

患
者

基
本

情
報

は

「
患

者
基

本
情

報
｣、

ま
た

は
「
患

者
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
情

報
」
と

呼
ば

れ
る

機
能

が
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
に

は
求

め
ら

れ
て

い
ま

す

近
年

、
医

療
は

医
師

だ
け

で
提

供
で

き
る

も
の

で
は

な
く
、

さ
ま

ざ
ま

な
医

療
専

門
職

そ
し

て
患

者
自

身
も

診
療

・
治

療
に

参
加

す
る

チ
ー

ム
医

療
で

提
供

さ
れ

る
も

の
と

な
っ

て
き

て
い

ま
す

チ
ー

ム
医

療
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
患

者
に

関
す

る
医

療
を

遂
行

す
る

う
え

で
必

要
と

な
る

診
療

情
報

の
共

有
が

重
要

で
あ

り
、

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

は
、

部
門

や
診

療
科

間
に

お
け

る
医

療
専

門
職

同
士

で
共

有
す

る
必

要
の

あ
る

情
報

で
あ

る
具

体
的

に
は

下
記

の
と

お
り

で
す

○
管

理
的

情
報

従
来

は
紙

カ
ル

テ
の

1号
用

紙
に

記
載

し
て

い
た

も
の

で
、

氏
名

、
性

別
、

生
年

月
日

、
住

所
、

電
話

番
号

、
保

険
情

報
病

名
情

報
な

ど

○
部

門
間

で
の

共
有

が
必

要
な

情
報 、

、
血

液
型

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
体

内
金

属
な

ど

○
医

療
的

情
報

各
診

療
科

で
共

有
可

能
な

診
療

情
報

、
既

往
歴

家
族

歴
、

生
活

歴
、

イ
ン

フ
オ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

、
告

知
情

報
入

院
歴

、
手

術
歴

、
紹

介
情

報
特

殊
な

治
療

歴
（
放

射
線

治
療

輸
血

有
無

イ
ン

プ
ﾗ
ﾝ
ﾄ有

無
な

ど
)、

治
験

情
報

な
ど

ま
た

，
保

険
医

療
機

関
と

し
て

保
険

診
療

を
行

う
場

合
に

必
須

と
な

る
管

理
的

情
報

も
含

ま
れ

る
．

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

は
、

で
き

る
だ

け
簡

単
に

入
力

で
き

、
参

照
し

や
す

い
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す
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オ
ー

ダ
情

報
の

入
力

：

紙
伝

票
で

行
わ

れ
て

い
た

部
門

間
の

指
示

伝
達

を
電

子
化

し
た

も
の

が
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

オ
ー

ダ
情

報
の

入
力

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
上

で
行

わ
れ

る

オ
ー

ダ
種

と
し

て
は

、
検

体
検

査
、

投
薬

、
給

食
、

画
像

検
査

、
注

射
、

手
術

処
置

、
入

退
院

予
約

な
ど

が
あ

る

入
力

す
る

情
報

と
し

て
は

、
各

オ
ー

ダ
種

に
あ

っ
た

指
示

内
容

（
検

査
な

ら
検

査
種

別
や

検
査

項
目

、
手

技
等

）
、

患
者

基
本

情
報

、
補

足
コ

メ
ン

ト

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
ベ

ン
ダ

に
よ

っ
て

、
項

目
の

ま
と

め
方

や
入

力
用

画
面

の
レ

イ
ア

ウ
ト

も
異

な
る

が
、

ど
の

よ
う

な
情

報
が

使
わ

れ
て

い
る

か
に

注
意

を
し

、
登

録
さ

れ
た

項
目

の
う

ち
、

た
と

え
ば

血
液

型
や

ア
レ

ル
ギ

ー
情

報
な

ど
は

、
輸

血
オ

ー
ダ

や
処

方
オ

ー
ダ

の
と

き
に

オ
ー

ダ
内

容
の

チ
ェ

ッ
ク

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す

紙
伝

票
で

行
わ

れ
て

い
た

部
門

間
の

指
示

伝
達

を
電

子
化

し
た

も
の

が
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

で
す

オ
ー

ダ
情

報
の

入
力

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
、

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
上

で
行

わ
れ

て
い

ま
す

オ
ー

ダ
種

と
し

て
は

、
検

体
検

査
、

投
薬

、
給

食
、

画
像

検
査

、
注

射
、

手
術

処
置

、
入

退
院

予
約

な
ど

で
、

入
力

す
る

情
報

と
し

て
は

、
各

オ
ー

ダ
種

に
あ

っ
た

指
示

内
容

（
検

査
な

ら
検

査
種

別
や

検
査

項
目

、
手

技
等

）
、

患
者

基
本

情
報

、
補

足
コ

メ
ン

ト
な

ど
が

あ
り

ま
す

35

実
施

情
報

の
入

力
：

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
／

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
で

入
力

・
発

行
さ

れ
た

オ
ー

ダ
は

部
門

シ
ス

テ
ム

に
受

け
渡

さ
れ

、
実

施
さ

れ
る

実
施

時
に

各
部

門
シ

ス
テ

ム
で

入
力

さ
れ

る
の

が
、

オ
ー

ダ
の

実
施

情
報

で
あ

る
入

力
さ

れ
た

実
施

情
報

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
／

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
に

送
信

さ
れ

、
実

施
記

録
と

し
て

保
存

さ
れ

る
さ

ら
に

会
計

に
必

要
な

情
報

は
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
ま

で
連

携
さ

れ
る

患
者

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

情
報

が
更

新
さ

れ
，

適
切

に
維

持
さ

れ
る

た
め

に
は

、
入

力
お

よ
び

更
新

の
運

用
体

制
が

重
要

で
す

た
と

え
ば

，
身

体
情

報
と

し
て

、

①
身

長
体

重
：
医

療
ス

タ
ッ

フ
，

も
し

く
は

医
事

ク
ラ

ー
ク

が
入

力
(時

に
は

初
診

時
に

問
診

ス
キ

ャ
ナ

読
み

込
み

）

BM
I、

：
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

自
動

計
算

：
検

査
部

門
シ

ス
テ

ム
か

ら
の

結
果

受
信

時
に

更
新

④
ア

レ
ル

ギ
ー

情
報

障
害

情
報

他
院

の
感

染
症

情
報

：
医

療
専

門
職

に
よ

る
都

度
入

力

で
す

実
施

時
に

各
部

門
シ

ス
テ

ム
で

入
力

さ
れ

る
の

が
、

オ
ー

ダ
の

実
施

情
報

で
、

入
力

さ
れ

た
実

施
情

報
は

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

／
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

に
送

信
さ

れ
、

実
施

記
録

と
し

て
保

存
さ

れ
、

さ
ら

に
会

計
に

必
要

な
情

報
は

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

ま
で

連
携

さ
れ

ま
す
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予
約

情
報

：

医
療

機
関

内
で

施
設

内
の

設
備

（
病

棟
ベ

ッ
ド

、
検

査
機

器
等

）
を

効
率

的
に

利
用

す
る

た
め

に
、

設
備

ご
と

に
予

約
し

て
利

用
す

る
運

用
を

行
う

こ
の

と
き

シ
ス

テ
ム

間
で

や
り

と
り

さ
れ

る
情

報
が

予
約

情
報

で
あ

る
予

約
に

は
、

診
療

予
約

と
検

査
予

約
の

２
種

類
が

あ
る

予
約

情
報

は
、
医

療
機

関
内

で
施

設
内

の
設

備
（
病

棟
ベ

ッ
ド

、
検

査
機

器
等

）
を

効
率

的
に

利
用

す
る

た
め

に
、

設
備

ご
と

に
予

約
し

て
利

用
す

る
運

用
を

行
い

ま
す

こ
の

と
き

シ
ス

テ
ム

間
で

や
り

と
り

さ
れ

る
情

報
が

予
約

情
報

で
で

す

予
約

に
は

、
診

療
予

約
と

検
査

予
約

の
２

種
類

が
あ

ま
す

37

検
査

結
果

情
報

：

当
該

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

検
査

の
結

果
そ

の
も

の

医
療

機
関

内
で

実
施

し
た

検
査

の
他

、
他

医
療

機
関

か
ら

持
ち

込
ま

れ
た

患
者

に
関

す
る

検
査

結
果

も
含

ま
れ

る
主

な
も

の
と

し
て

検
体

検
査

結
果

、
放

射
線

診
断

検
査

結
果

、
病

理
検

査
結

果
な

ど
が

あ
り

、
デ

ー
タ

形
式

と
し

て
は

テ
キ

ス
ト

、
画

像
、

波
形

な
ど

が
あ

る

参
照

方
法

と
し

て
は

、
各

部
門

シ
ス

テ
ム

か
ら

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
等

に
実

体
が

連
携

さ
れ

る
も

の
や

、
診

断
レ

ポ
ー

ト
の

よ
う

に
検

査
結

果
を

生
成

す
る

シ
ス

テ
ム

側
に

保
管

さ
れ

て
い

る
も

の
を

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
か

ら
参

照
す

る
も

の
な

ど
が

あ
る

検
査

結
果

情
報

は
、

当
該

患
者

に
対

し
て

実
施

し
た

検
査

の
結

果
そ

の
も

の
で

す

医
療

機
関

内
で

実
施

し
た

検
査

の
他

、
他

医
療

機
関

か
ら

持
ち

込
ま

れ
た

患
者

に
関

す
る

検
査

結
果

も
含

ま
れ

る
主

な
も

の
と

し
て

検
体

検
査

結
果

、
放

射
線

診
断

検
査

結
果

、
病

理
検

査
結

果
な

ど
が

あ
り

、
デ

ー
タ

形
式

と
し

て
は

テ
キ

ス
ト

、
画

像
、

波
形

な
ど

が
あ

り
ま

す

参
照

方
法

と
し

て
は

、
各

部
門

シ
ス

テ
ム

か
ら

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
等

に
実

体
が

連
携

さ
れ

る
も

の
や

、
診

断
レ

ポ
ー

ト
の

よ
う

に
検

査
結

果
を

生
成

す
る

シ
ス

テ
ム

側
に

保
管

さ
れ

て
い

る
も

の
を

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
か

ら
参

照
す

る
も

の
な

ど
が

あ
り

ま
す
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医
療

安
全

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

安
全

管
理

対
策

は
技

術
的

対
策

と
運

用
的

対
策

の
両

面
で

な
さ

れ
て

初
め

て
有

効
な

も
の

と
な

る
が

、
技

術
的

対
策

に
は

複
数

の
選

択
肢

が
あ

る
こ

と
が

多
く
、

採
用

し
た

技
術

的
対

策
に

対
し

て
、

相
応

し
た

運
用

的
な

対
策

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

39

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

医
療

情
報

を
電

子
的

に
取

り
扱

う
際

の
注

意
義

務
を

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
示

し
た

厚
生

労
働

省
が

発
出

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

る

医
療

に
か

か
わ

る
情

報
を

扱
う

す
べ

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
お

よ
び

そ
れ

ら
の

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

運
用

、
利

用
、

保
守

、
廃

棄
に

関
わ

る
人

と
組

織
が

対
象

に
な

る

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
は

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

基
本

的
な

安
全

管
理

、
法

的
に

保
存

義
務

の
あ

る
診

療
録

等
の

電
子

保
存

お
よ

び
外

部
保

存
に

関
す

る
具

体
的

基
準

、
運

用
管

理
規

程
な

ど
が

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

改
訂

頻
度

が
多

い

医
療

情
報

を
電

子
的

に
取

り
扱

う
際

の
注

意
義

務
を

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
示

し
た

厚
生

労
働

省
が

発
出

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
す

医
療

に
か

か
わ

る
情

報
を

扱
う

す
べ

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

、
お

よ
び

そ
れ

ら
の

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

運
用

、
利

用
、

保
守

、
廃

棄
に

関
わ

る
人

と
組

織
が

対
象

に
な

り
ま

す

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
は

、

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理
、

法
的

に
保

存
義

務
の

あ
る

診
療

録
等

の
電

子
保

存
お

よ
び

外
部

保
存

に
関

す
る

具
体

的
基

準
、

運
用

管
理

規
程

な
ど

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

て
い

ま
す

推
奨

さ
れ

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
実

施
し

な
く
て

も
要

求
事

項
を

満
た

す
こ

と
は

可
能

で
す

が
、

説
明

責
任

の
観

点
か

ら
実

施
し

た
方

が
理

解
を

得
や

す
い

対
策

を
記

載
し

て
い

ま
す

ま
た

、
最

低
限

の
シ

ス
テ

ム
で

は
使

用
さ

れ
て

い
な

い
技

術
で

、
そ

の
技

術
を

使
用

す
る

上
で

一
定

の
留

意
が

必
要

と
な

る
場

合
に

つ
い

て
の

記
載

も
含

ん
で

い
ま

す
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相
互

利
用

電
子

保
存

さ
れ

た
情

報
の

効
率

的
な

相
互

利
用

を
可

能
と

す
る

た
め

に
、

シ
ス

テ
ム

間
の

デ
ー

タ
互

換
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い

効
率

的
な

相
互

利
用

と
は

、
同

一
施

設
内

ま
た

は
異

な
る

施
設

間
で

複
数

の
シ

ス
テ

ム
が

存
在

す
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

シ
ス

テ
ム

内
の

情
報

を
交

換
し

て
、

よ
り

効
率

的
な

情
報

の
利

用
を

行
う

こ
と

を
い

う

相
互

利
用

電
子

保
存

さ
れ

た
情

報
の

効
率

的
な

相
互

利
用

を
可

能
と

す
る

た
め

に
、

シ
ス

テ
ム

間
の

デ
ー

タ
互

換
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

く
、

効
率

的
な

相
互

利
用

と
は

、
同

一
施

設
内

ま
た

は
異

な
る

施
設

間
で

複
数

の
シ

ス
テ

ム
が

存
在

す
る

場
合

、
そ

れ
ぞ

れ
の

シ
ス

テ
ム

内
の

情
報

を
交

換
し

て
、

よ
り

効
率

的
な

情
報

の
利

用
を

行
う

こ
と

を
い

い
ま

す

41

運
用

管
理

規
定

各
施

設
に

合
っ

た
運

用
管

理
規

定
を

作
成

し
、

遵
守

す
る

こ
と

運
用

管
理

規
定

に
は

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

際
し

て
、

「
法

令
に

保
存

義
務

が
規

定
さ

れ
て

い
る

診
療

録
及

び
診

療
諸

記
録

の
電

子
媒

体
に

よ
る

保
存

に
関

す
る

基
準

」
を

満
足

す
る

た
め

に
技

術
的

に
対

応
す

る
か

、
運

用
に

よ
っ

て
対

応
す

る
か

を
判

定
し

、
そ

の
内

容
を

公
開

可
能

な
状

態
で

保
存

す
る

旨
の

規
定

を
盛

り
込

む
必

要
が

あ
る

運
用

管
理

規
定

各
施

設
に

合
っ

た
運

用
管

理
規

定
を

作
成

し
、

遵
守

す
る

こ
と

運
用

管
理

規
定

に
は

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

際
し

て
、

「
法

令
に

保
存

義
務

が
規

定
さ

れ
て

い
る

診
療

録
及

び
診

療
諸

記
録

の
電

子
媒

体
に

よ
る

保
存

に
関

す
る

基
準

」
を

満
足

す
る

た
め

に
技

術
的

に
対

応
す

る
か

、
運

用
に

よ
っ

て
対

応
す

る
か

を
判

定
し

、
そ

の
内

容
を

公
開

可
能

な
状

態
で

保
存

す
る

旨
の

規
定

を
盛

り
込

む
必

要
が

あ
り

ま
す

42
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診
療

部
門

系
の

情
報

シ
ス

テ
ム

診
療

部
門

の
各

種
部

門
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
解

説
し

ま
す

部
門

シ
ス

テ
ム

は
，

部
門

の
業

務
を

支
援

す
細

薬
剤

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

で
で

す

43

薬
剤

部
門

シ
ス

テ
ム

：

病
院

の
薬

剤
部

門
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

支
援

す
る

主
な

業
務

調
剤

関
連

業
務

薬
剤

管
理

指
導

業
務

D
I（

ド
ラ

ッ
グ

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
）
業

務
薬

剤
在

庫
管

理
業

務

薬
剤

部
門

シ
ス

テ
ム

は
，

内
用

薬
・
外

用
薬

の
処

方
オ

ー
ダ

、
注

射
薬

の
注

射
オ

ー
ダ

と
い

っ
た

薬
剤

部
門

へ
の

オ
ー

ダ
依

頼
を

受
け

て
、

オ
ー

ダ
に

基
づ

く
調

剤
や

、
薬

剤
を

各
部

署
へ

払
い

出
す

義
務

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
で

す
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従
来

，
処

方
菱

に
記

載
し

て
い

た
情

報
は

，
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

で
登

録
さ

れ
，

登
録

さ
れ

た
オ

ー
ダ

情
報

は
薬

剤
部

門
シ

ス
テ

ム
へ

処
方

依
頼

と
し

て
伝

達
さ

れ
て

，
医

事
会

計
部

門
へ

は
請

求
情

報
が

送
信

さ
れ

ま
す

ま
た

，
院

外
処

方
や

麻
薬

の
依

頼
が

あ
る

場
合

は
、

院
外

処
方

菱
・
麻

薬
処

方
菱

が
発

行
さ

れ
、

特
に

入
院

患
者

へ
の

オ
ー

ダ
の

場
合

は
、

薬
剤

部
か

ら
薬

剤
の

払
い

出
し

と
、

看
護

師
へ

の
与

薬
・
投

与
指

示
を

行
う

た
め

の
機

能
な

ど
が

あ
り

ま
す

薬
剤

部
門

シ
ス

テ
ム

で
は

、
さ

ら
に

調
剤

支
援

シ
ス

テ
ム

へ
の

オ
ー

ダ
情

報
の

伝
達

各
部

署
へ

の
払

い
出

し
情

報
の

管
理

が
行

わ
れ

ま
す

処
方

オ
ー

ダ
の

運
用

は
、

外
来

と
入

院
で

大
き

く
異

な
っ

て
い

ま
す

、
ま

た
外

来
処

方
で

は
、

院
内

の
薬

剤
部

門
で

調
剤

す
る

場
合

と
外

部
の

保
険

調
剤

薬
局

で
調

剤
す

る
場

合
で

は
、

処
方

菱
の

運
用

に
大

き
な

違
い

が
あ

り
ま

す

処
方

す
る

薬
剤

が
麻

薬
の

場
合

に
は

、
麻

薬
処

方
菱

の
特

別
な

運
用

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

ま
た

、
患

者
へ

の
服

薬
指

導
や

投
与

記
録

を
薬

剤
師

が
記

録
す

る
た

め
の

機
能

が
求

め
ら

れ
ま

す
が

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

や
電

子
カ

ル
テ

の
機

能
と

し
て

、
ま

た
薬

剤
部

門
シ

ス
テ

ム
の

機
能

と
し

て
実

現
し

た
り

さ
ま

ざ
ま

で
す

45

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
か

ら
処

方
あ

る
い

は
注

射
オ

ー
ダ

情
報

が
伝

達
さ

れ
、

薬
剤

部
で

受
付

、
あ

る
い

は
調

剤
が

完
了

す
る

と
調

剤
済

み
フ

ラ
グ

情
報

が
伝

送
さ

れ
ま

す

薬
剤

部
門

シ
ス

テ
ム

の
内

部
に

は
、

さ
ら

に
処

方
監

査
シ

ス
テ

ム
、

自
動

錠
剤

分
包

機
自

動
注

射
薬

払
い

出
し

機
薬

袋
作

成
シ

ス
テ

ム
、

薬
品

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

な
ど

が
あ

り
ま

す

ま
た

、
そ

の
機

能
を

ま
と

め
る

と
、

内
服

薬
・
外

用
薬

（
処

方
）
調

剤
支

援
機

能
注

射
薬

、
、

指
導

業
務

支
援

機
能

、
病

棟
薬

剤
業

務
支

援
機

能
な

ど
に

大
別

さ
れ

ま
す

調
剤

支
援

機
能

と
し

て
は

、
処

方
監

査
や

散
剤

、
水

剤
監

査
の

シ
ス

テ
ム

、
自

動
錠

剤
・
カ

プ
セ

ル
剤

分
包

機
と

の
連

携
、

自
動

注
射

薬
払

い
出

し
機

と
の

連
携

、
薬

袋
作

成
シ

ス
テ

ム
、

医
薬

品
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
、

調
剤

監
査

の
支

援
機

能
な

ど
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

46
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臨
床

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

：

（
L
IS

：
L
ab

o
ra

to
ry

 I
n
fo

rm
at

io
n
 S

ys
te

m
）
：

臨
床

検
査

部
門

の
運

用
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

管
理

対
象

と
な

る
も

の
に

は
、

検
体

検
査

（
生

化
学

検
査

、
血

液
検

査
免

疫
・
血

清
検

査
一

般
検

査
、

微
生

物
検

査
、

特
殊

検
査

、
骨

髄
検

査
、

負
荷

検
査

ど
）
、

病
理

検
査

や
生

理
機

能
検

査
な

ど
が

あ
る

検
査

業
務

の
流

れ
が

大
き

く
異

な
る

た
め

、
微

生
物

検
査

・輸
血

検
査

・
病

理
細

胞
検

査
は

独
自

の
部

門
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

一
般

的
な

検
体

検
査

を
対

象
と

し
た

臨
床

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

に
は

含
め

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

臨
床

検
査

部
門

で
臨

床
検

査
技

師
が

従
事

す
る

検
査

業
務

は
、

検
体

検
査

、
生

理
機

能
検

査
病

理
検

査
に

大
別

さ
れ

ま
す

臨
床

検
査

部
門

の
部

門
シ

ス
テ

ム
は

、
こ

れ
ら

の
す

べ
て

を
一

つ
の

シ
ス

テ
ム

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
の

で
な

く
，

複
数

の
サ

ブ
シ

ス
テ

ム
の

組
み

合
わ

せ
で

構
成

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

多
く
、

検
体

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

は
，

L
IS

：
L
ab

o
ra

to
ry

 I
n
fo

rm
at

io
n
 

S
ys

te
m

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す
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検
体

検
査

は
、

生
化

学
検

査
、

血
液

検
査

免
疫

・
血

清
検

査
一

般
検

査
、

微
生

物
検

査
、

特
殊

検
査

、
骨

髄
検

査
、

負
荷

検
査

な

ど
に

分
け

ら
れ

、
ほ

と
ん

ど
の

検
体

の
自

動
分

析
機

器
は

検
査

情
報

シ
ス

テ
ム

と
オ

ン
ラ

イ
ン

接
続

さ
れ

、
測

定
値

は
自

動
で

シ
ス

テ
ム

に
取

り
込

ま
れ

、
検

体
検

査
オ

ー
ダ

情
報

と
紐

付
け

ら
れ

て
お

り
、

用
手

法
検

査
の

場
合

は
、

臨
床

検
査

技
師

が
分

析
結

果
デ

ー
タ

を
シ

ス
テ

ム
に

手
入

力
し

て
い

ま
す

検
体

検
査

で
使

用
さ

れ
る

分
析

機
の

メ
ー

カ
ー

や
機

種
、

使
用

す
る

試
薬

な
ど

が
異

な
れ

ば
、

同
じ

検
体

で
あ

っ
て

も
分

析
結

果
の

測
定

値
は

異
な

る
た

め
、

精
度

管
理

は
臨

床
検

査
技

師
の

重
要

な
業

務
と

な
り

ま
す

内
部

精
度

管
理

は
、

特
定

の
検

体
を

定
期

的
に

測
定

し
、

日
々

の
測

定
値

の
精

度
が

保
た

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
も

の
で

あ
り

、
外

部
精

度
管

理
は

施
設

間
で

の
検

査
値

の
違

い
を

評
価

し
ま

す

患
者

デ
ー

タ
を

用
い

た
精

度
管

理
は

、
あ

る
検

査
に

つ
い

て
複

数
の

患
者

の
測

定
値

の
分

布
を

求
め

て
長

期
的

な
測

定
値

の
変

化
の

傾
向

を
把

握
し

た
り

、
異

常
値

を
検

出
し

た
り

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す

検
査

業
務

の
流

れ
が

大
き

く
異

な
る

た
め

、
微

生
物

検
査

・
輸

血
検

査
・
病

理
細

胞
検

査
は

独
自

の
部

門
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

一
般

的
な

検
体

検
査

を
対

象
と

し
た

臨
床

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

に
は

含
め

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

で
す

48
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生
理

機
能

検
査

部
門

シ
ス

テ
ム

：

生
理

機
能

検
査

部
門

業
務

の
支

援
を

行
う

シ
ス

テ
ム

主
な

機
能

は
、

受
付

、
検

査
、

報
告

な
ど

で
あ

る
患

者
到

着
後

受
付

処
理

を
行

い
、

電
子

カ
ル

テ
／

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
か

ら
取

得
し

た
オ

ー
ダ

情
報

を
元

に
検

査
を

実
施

し
、

実
施

後
、

医
事

会
計

情
報

の
送

信
を

行
う

各
検

査
機

器
で

発
生

し
た

画
像

や
波

形
な

ど
の

情
報

を
画

像
管

理
シ

ス
テ

ム
（
医

療
機

関
に

よ
り

電
子

カ
ル

テ
／

P
A

C
S
等

運
用

は
異

な
る

）
に

送
信

す
る

結
果

（
レ

ポ
ー

ト
）が

必
要

な
検

査
に

は
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

生
理

機
能

検
査

部
門

業
務

の
支

援
を

行
う

シ
ス

テ
ム

の
、

主
な

機
能

は
、

受
付

、
検

査
、

報
告

な
ど

で
す

患
者

到
着

後
受

付
処

理
を

行
い

、
電

子
カ

ル
テ

／
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

か
ら

取
得

し
た

オ
ー

ダ
情

報
を

元
に

検
査

を
実

施
し

、

実
施

後
、

医
事

会
計

情
報

の
送

信
を

行
い

ま
す

各
検

査
機

器
で

発
生

し
た

画
像

や
波

形
な

ど
の

情
報

を
画

像
管

理
シ

ス
テ

ム
（
医

療
機

関
に

よ
り

電
子

カ
ル

テ
／

P
A

C
S
等

運
用

は
異

な
る

）
に

送
信

し
ま

す

結
果

（
レ

ポ
ー

ト
）
が

必
要

な
検

査
に

は
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

ま
す

49

臨
床

検
査

部
で

、
心

電
図

、
呼

吸
機

能
、

脳
波

、
筋

電
図

な
ど

の
検

査
を

扱
う

こ
と

が
あ

り
、

こ
れ

ら
の

検
査

を
生

理
機

能
検

査
と

呼
び

ま
す

た
と

え
ば

心
電

図
に

は
、

安
静

時
心

電
図

だ
け

で
な

く
、

負
荷

心
電

図
、

小
型

の
心

電
計

を
長

時
間

身
に

つ
け

て
測

定
す

る
ホ

ル
ダ

ー
心

電
図

な
ど

が
含

ま
れ

て
お

り
、

病
院

に
よ

っ
て

は
、

超
音

波
内

視
鏡

検
査

な
ど

も
臨

床
検

査
部

で
担

当
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

こ
の

特
徴

を
簡

単
に

列
挙

す
る

と
、

安
静

時
心

電
図

は
予

約
な

し
で

運
用

さ
れ

る
が

、
そ

れ
以

外
の

検
査

で
は

、
通

常
、

予
約

を
必

要
と

し
ま

す

検
査

が
実

施
さ

れ
る

と
、

そ
の

実
施

情
報

を
受

け
て

医
事

会
計

の
処

理
が

な
さ

れ
ま

す

生
理

機
能

検
査

で
は

、
専

用
の

測
定

機
器

で
波

形
デ

ー
タ

な
ど

が
測

定
さ

れ
、

結
果

は
グ

ラ
フ

表
示

な
ど

で
出

力
さ

れ
ま

す 従
来

の
運

用
で

は
、

こ
れ

ら
は

紙
に

出
力

し
て

レ
ポ

ー
ト

が
作

成
さ

れ
生

理
検

査
室

に
保

管
さ

れ
、

紙
運

用
の

場
合

、
シ

ス
テ

ム
で

保
管

台
紙

用
ラ

ベ
ル

を
出

力
し

ま
す

最
近

で
は

、
こ

れ
ら

を
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

と
し

て
管

理
す

る
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

る
場

合
が

増
え

て
き

て
お

り
、

外
来

、
病

棟
か

ら
の

波
形

情
報

や
レ

ポ
ー

ト
情

報
の

閲
覧

に
対

応
す

る
た

め
、

W
eb

型
の

レ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

を
用

い
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
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内
視

鏡
部

門
シ

ス
テ

ム
：

内
視

鏡
診

療
業

務
を

行
う

シ
ス

テ
ム

主
な

機
能

は
、

受
付

業
務

、
検

査
依

頼
確

認
、

前
処

置
入

力
、

検
査

室
管

理
（振

り
分

け
）
、

検
査

実
施

、
実

施
入

力
、

レ
ポ

ー
ト

入
力

、
病

理
検

査
オ

ー
ダ

発
行

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

支
援

な
ど

で
あ

る

内
視

鏡
検

査
は

、
そ

の
取

り
扱

う
範

囲
や

業
務

内
容

が
病

院
に

よ
り

大
き

く
異

な
り

ま
す

比
較

的
大

規
模

な
施

設
で

は
、

内
視

鏡
部

あ
る

い
は

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
と

い
っ

た
独

立
し

た
部

門
と

し
て

内
視

鏡
業

務
の

全
般

を
取

り
扱

う
の

が
一

般
的

で
す

が
、

検
査

部
・
放

射
線

部
で

扱
う

と
こ

ろ
、

あ
る

い
は

消
化

器
内

科
や

外
科

で
担

当
す

る
と

こ
ろ

も
あ

り
，

そ
れ

ぞ
れ

に
よ

っ
て

シ
ス

テ
ム

の
位

置
づ

け
も

変
わ

っ
て

き
ま

す

主
な

対
象

臓
器

は
，

上
部

・
下

部
消

化
管

で
消

化
器

内
視

鏡
検

査
と

呼
ば

れ
、

そ
の

他
に

、
気

管
支

、
膀

胱
、

『
宮

な
ど

も
内

視
鏡

検
査

の
対

象
と

な
り

ま
す

内
視

鏡
検

査
オ

ー
ダ

は
、

検
査

体
制

や
準

備
が

異
な

る
た

め
検

査
対

象
臓

器
単

位
で

作
成

し
、

前
処

置
や

検
査

準
備

が
必

要
な

た
め

、
基

本
的

に
予

約
検

査
と

な
る

検
査

中
に

組
織

診
断

な
ど

を
行

う
こ

と
も

あ
る

た
め

、
患

者
へ

の
説

明
・
同

意
が

必
要

と
な

り
ま

す

51

内
視

鏡
部

門
シ

ス
テ

ム
が

他
の

部
門

シ
ス

テ
ム

と
異

な
る

特
徴

と
し

て
は

、
検

査
業

務
の

中
に

病
理

検
査

オ
ー

ダ
を

発
行

す
る

機
能

が
求

め
ら

れ
ま

す

内
視

鏡
の

操
作

は
医

師
が

行
う

た
め

、
検

査
中

に
そ

の
場

で
オ

ー
ダ

入
力

で
き

る
こ

と
が

要
求

さ
れ

ま
す

部
門

シ
ス

テ
ム

に
オ

ー
ダ

発
行

機
能

が
な

い
場

合
に

は
、

医
師

は
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

端
末

も
同

時
に

操
作

す
る

必
要

が
生

じ
、

ま
た

、
検

査
時

の
経

過
記

録
は

部
門

シ
ス

テ
ム

で
直

接
入

力
で

き
る

こ
と

は
少

な
く
、

電
子

カ
ル

テ
端

末
を

利
用

し
て

入
力

す
る

運
用

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す

52
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病
理

部
門

シ
ス

テ
ム

：

病
理

検
査

業
務

を
行

う
シ

ス
テ

ム

対
象

と
な

る
病

理
オ

ー
ダ

は
、

組
織

診
・
細

胞
診

・
術

中
迅

速
診

断
で

あ
る

ま
た

、
病

理
解

剖
時

の
病

理
解

剖
オ

ー
ダ

や
、

紹
介

患
者

が
持

参
し

た
標

本
の

診
断

を
行

う
こ

と
も

あ
る

主
な

機
能

は
、

部
門

内
オ

ー
ダ

管
理

業
務

、
報

告
書

作
成

機
能

、
標

本
管

理
機

能
な

ど

病
理

検
査

部
門

で
は

，
病

理
検

査
，

お
よ

び
病

理
医

に
よ

る
病

理
診

断
を

行
い

ま
す

病
理

診
断

は
、

病
名

や
病

気
の

進
行

度
、

病
気

の
原

因
な

ど
を

確
定

診
断

す
る

た
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

方
法

で
採

取
さ

れ
た

組
織

細
胞

な
ど

を
対

象
に

顕
微

鏡
な

ど
用

い
て

観
察

す
る

こ
と

で
診

断
を

行
っ

て
い

ま
す

病
理

オ
ー

ダ
は

項
目

が
多

様
で

複
雑

で
あ

り
、

業
務

内
容

に
合

わ
せ

た
特

殊
な

機
能

が
必

要
で

あ
り

、
報

告
書

作
成

の
支

援
機

能
も

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

一
定

規
模

以
上

の
施

設
で

は
病

理
部

門
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

こ
と

が
多

く
、

病
理

診
断

に
は

、
細

胞
診

断
、

生
検

組
織

診
断

、
手

術
で

摘
出

さ
れ

た
臓

器
・
組

織
の

診
断

，
手

術
中

の
迅

速
診

断
(術

中
迅

速
診

断
)、

病
理

解
剖

が
あ

り
ま

す

ま
た

、
現

在
は

病
理

医
の

数
が

少
な

く
、

一
人

で
多

施
設

か
ら

病
理

診
断

依
頼

に
対

応
す

る
た

め
の

，
遠

隔
病

理
診

の
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

53

病
理

診
断

の
対

象
と

な
る

検
体

は
、

そ
の

採
取

部
位

力
言

重
要

な
情

報
と

な
る

こ
と

か
ら

、
ス

ケ
ッ

チ
な

ど
の

画
像

情
報

を
取

り
扱

う
必

要
が

あ
り

ま
す

ま
た

，
1つ

の
検

体
が

複
数

の
部

位
に

分
け

ら
れ

、
顕

微
鏡

で
観

察
で

る
よ

う
に

包
埋

さ
れ

、
薄

切
り

の
切

片
が

多
数

作
成

れ
る

な
ど

、
検

体
の

統
合

的
な

管
理

の
仕

組
み

が
求

め
ら

れ
ま

す

54
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病
理

部
門

で
は

，
臨

床
検

査
技

師
に

よ
り

検
体

か
ら

微
鏡

観
察

す
る

た
め

の
プ

レ
パ

ラ
ー

ト
が

作
成

さ
れ

、
観

察
の

目
的

に
よ

っ
て

多
様

な
染

色
が

用
い

ら
れ

る
検

体
の

全
容

は
カ

メ
ラ

撮
影

（
マ

ク
ロ

画
像

）
し

保
存

し
ま

す

プ
レ

パ
ラ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
に

切
り

出
し

た
部

分
は

、
切

り
出

し
図

を
作

成
し

て
把

握
で

き
る

よ
に

し
ま

す

そ
し

て
病

理
医

は
、

顕
微

鏡
で

プ
レ

パ
ラ

ー
ト

を
観

し
て

病
理

診
断

を
行

い
ま

す
、

最
近

は
、

プ
レ

パ
ラ

ー
ト

事
前

に
拡

大
ス

キ
ャ

ン
し

て
デ

ジ
タ

ル
カ

ラ
ー

画
像

デ
一

タ
と

し
て

保
存

し
，

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
画

面
（
画

像
ビ

ュ
ー

ア
）
で

観
察

し
て

病
理

診
断

を
行

う
バ

ー
チ

ャ
ル

レ
ス

ラ
イ

ド
方

式
も

普
及

し
て

い
ま

す

55

放
射

線
部

門
シ

ス
テ

ム
：

（
R

IS
：
R

ad
io

lo
gy

 I
n
fo

rm
at

io
n
 S

ys
te

m
）
：

放
射

線
診

断
検

査
部

門
業

務
の

支
援

を
行

う
シ

ス
テ

ム

放
射

線
部

門
シ

ス
テ

ム
の

主
な

機
能

は
、

患
者

受
付

、
検

査
等

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
、

実
施

入
力

、
照

射
記

録
管

理
、

読
影

結
果

管
理

な
ど

で
あ

る

放
射

線
検

査
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
に

は
、

放
射

線
オ

ー
ダ

、
放

射
線

部
門

情
報

シ
ス

テ
ム

(R
IS

)、
画

像
管

理
シ

ス
テ

ム
(P

AC
SP

AC
S(

Pi
ct

ur
e

Ar
ch

iv
in

g
an

d
Co

m
m

un
ica

tio
n

Sy
st

em
)、

画
像

レ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

が
あ

り
ま

す

放
射

線
部

門
シ

ス
テ

ム
は

、
Ra

di
ol

og
y 

In
fo

rm
at

io
n 

Sy
st

em
を

RI
Sと

略
記

し
て

「
リ

ス
」
と

呼
び

、
通

常
、

放
射

線
画

像
診

断

装
置

に
よ

る
放

射
線

画
像

検
査

の
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
を

制
御

す
る

シ
ス

テ
ム

の
こ

と
言

い
ま

す

高
機

能
病

院
で

は
、

放
射

線
治

療
部

門
が

あ
り

診
断

部
門

と
は

異
な

る
機

器
構

成
、

要
件

が
存

在
す

る
場

合
も

あ
り

ま
す

56
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医
用

画
像

管
理

シ
ス

テ
ム

：
（
P

A
C

S
：
P

ic
tu

re
 A

rc
h
iv

in
g 

an
d
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 S

ys
te

m
）
：

医
用

画
像

を
蓄

積
･管

理
･参

照
す

る
シ

ス
テ

ム

放
射

線
検

査
結

果
、

内
視

鏡
検

査
、

超
音

波
検

査
や

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
撮

影
画

像
な

ど
が

保
管

さ
れ

、
診

断
レ

ポ
ー

ト
作

成
機

能
や

外
来

・
病

棟
に

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

電
子

カ
ル

テ
端

末
か

ら
、

格
納

し
た

画
像

を
参

照
す

る
仕

組
み

が
提

供
さ

れ
る

画
像

管
理

シ
ス

テ
ム

(P
AC

SP
AC

S(
Pi

ct
ur

e
Ar

ch
iv

in
g

an
d

Co
m

m
un

ica
tio

n
Sy

st
em

)、
PA

CS
は

、
医

用
画

像
を

デ
ジ

タ
ル

画
像

デ
ー

タ
の

ま
ま

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

て
管

理
し

、
電

子
カ

ル
テ

端
末

や
放

射
線

科
医

の
読

影
端

末
で

画
像

を
検

索
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
経

由
で

伝
送

・
取

得
し

て
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
す

る
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

で
、

従
来

、
PA

CS
は

放
射

線
部

門

の
画

像
検

査
装

置
よ

り
生

成
さ

れ
る

放
射

線
画

像
を

対
象

と
す

る
シ

ス
テ

ム
を

指
し

て
い

た
が

、
近

年
で

は
そ

れ
だ

け
に

留
ま

ら
ず

、
内

視
鏡

画
像

な
ど

の
カ

ラ
ー

デ
ジ

タ
ル

画
像

や
動

画
像

デ
ー

タ
な

ど
、

病
院

内
で

取
り

扱
わ

れ
る

医
用

画
像

全
般

を
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム
と

し
て

利
用

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

ま
し

た

【
発

展
】

元
々

は
、

放
射

線
診

断
検

査
部

門
に

お
い

て
放

射
線

検
査

結
果

画
像

を
管

理
す

る
目

的
で

開
発

さ
れ

た
、

簡
易

な
R

IS
が

付
随

す
る

か
R

IS
と

併
せ

て
販

売
さ

れ
る

こ
と

が
多

い

57

医
用

画
像

管
理

シ
ス

テ
ム

（
P

A
C

S
：
P

ic
tu

re
A

rc
h
iv

in
g 

an
d
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
S
ys

te
m

）

汎
用

の
JP

EG
画

像
デ

ー
タ

な
ど

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

管
理

す
る

「
画

像
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
」
を

PA
CS

と
別

に
導

入
す

る
こ

と
も

あ
り

、
PA

CS
が

さ
ま

ざ
ま

な
医

用
画

像
を

対
象

と
す

る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

背
景

に
は

、
医

用
画

像
の

標
準

化
が

あ
り

、
デ

ジ
タ

ル
医

用
画

像
の

国
際

標
準

が
DI

CO
M

(D
ig

ita
l

Im
ag

in
g

an
d

co
m

m
un

ica
tio

n
M

ed
ici

ne
)規

格
で

す

DI
CO

M
は

デ
ジ

タ
ル

医
用

画
像

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
と

通
信

プ
ロ

ト

コ
ル

が
メ

イ
ン

の
規

格
で

、
画

像
検

査
全

般
の

情
報

シ
ス

テ
ム

化
に

対
応

し
て

お
り

、
PA

CS
は

DI
CO

M
が

広
ま

る
こ

と
に

よ
っ

て
急

速
に

発
展

・
普

及
し

て
き

ま
し

た
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輸
血

部
門

シ
ス

テ
ム

：

輸
血

製
剤

の
依

頼
に

対
応

す
る

た
め

の
業

務
や

、
輸

血
の

た
め

の
血

液
検

査
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

シ
ス

テ
ム

主
な

機
能

は
、

患
者

の
検

査
デ

ー
タ

管
理

、
血

液
製

剤
の

管
理

、
患

者
輸

血
歴

の
管

理
、

輸
血

副
作

用
の

管
理

、
輸

血
前

後
感

染
症

検
査

、
自

己
血

輸
血

管
理

な
ど

で
あ

る

輸
血

部
門

シ
ス

テ
ム

血
液

型
に

は
様

々
な

形
が

あ
り

、
AB

O式
血

液
型

や
Rh

式
血

液
型

が
よ

く
知

ら
れ

て
い

ま
す

こ
の

他
に

も
多

く
の

血
液

型
が

あ
り

、
同

じ
A型

Rh
+の

血
液

型
同

士
で

も
適

合
し

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す

そ
こ

で
，

輸
血

前
に

交
差

適
合

試
験

（
ク

ロ
ス

マ
ッ

チ
）

と
呼

ば
れ

る
検

査
を

行
い

適
合

性
の

確
認

を
行

い
、

こ
れ

に
よ

っ
て

輸
血

に
問

題
の

な
い

血
液

が
選

択
さ

れ
ま

す

つ
ま

り
，

輸
血

部
門

シ
ス

テ
ム

に
求

め
ら

れ
る

最
も

重
要

な
機

能
は

、
血

液
型

不
適

合
輸

血
を

防
止

す
る

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
ク

ロ
ス

マ
ッ

チ
に

よ
っ

て
、

輸
血

の
取

り
違

え
ミ

ス
の

防
止

を
支

援
し

ま
す

ウ
イ

ル
ス

感
染

し
た

血
液

製
剤

の
輸

血
に

よ
る

感
染

症
の

発
生

に
対

処
す

る
た

め
、

輸
血

前
後

感
染

症
検

査
を

実
施

し
て

記
録

に
残

す
機

能
や

、
輸

血
管

理
料

算
定

の
た

め
の

血
液

製
剤

の
管

理
情

報
を

取
り

扱
え

る
こ

と
、

自
己

血
輸

血
の

管
理

機
能

な
ど

も
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
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血
液

浄
化

部
門

シ
ス

テ
ム

：

血
液

透
析

や
腹

膜
透

析
な

ど
を

行
う

シ
ス

テ
ム

対
象

と
な

る
の

は
血

液
浄

化
オ

ー
ダ

で
あ

る
主

な
機

能
は

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
調

整
、

透
析

指
示

・
透

析
装

置
連

携
、

透
析

準
備

、
透

析
実

施
・
記

録
・
参

照
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

連
携

、
モ

ニ
タ

・
部

門
内

連
携

、
他

施
設

連
携

、
全

体
管

理
な

ど
で

あ
る

血
液

浄
化

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
の

血
液

浄
化

オ
ー

ダ
と

、
そ

れ
に

連
携

す
る

透
析

部
門

シ
ス

テ
ム

（
血

液
浄

化
シ

ス
テ

ム
）
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

血
液

浄
化

オ
ー

ダ
に

は
、

方
法

実
施

場
所

、
臨

時
／

維
持

透
析

条
件

と
予

約
情

報
が

入
力

さ
れ

ま
す

透
析

部
門

シ
ス

テ
ム

に
は

、
透

析
中

お
よ

び
そ

の
前

後
の

病
態

記
録

が
重

要
な

た
め

、
時

系
列

で
記

録
を

残
す

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

が
求

め
ら

れ
、

さ
ら

に
は

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
調

整
機

能
、

透
析

指
示

機
能

・
透

析
装

置
連

携
機

能
透

析
準

備
機

能
（
薬

剤
・
器

材
の

準
備

、
透

析
ベ

ッ
ド

の
予

約
管

理
)、

透
析

実
施

・
記

録
・
参

照
、

検
体

検
査

結
果

、
処

方
オ

ー
ダ

等
と

の
連

携
、

医
事

請
求

情
報

の
送

信
、

レ
ポ

ー
ト

送
信

機
能

な
ど

も
必

要
と

な
り

ま
す

ま
た

，
透

析
機

器
へ

設
定

す
る

透
析

条
件

と
し

て
各

種
患

者
情

報
が

必
要

で
あ

り
、

透
析

機
器

か
ら

得
ら

れ
る

実
施

情
報

も
記

録
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
透

析
部

門
シ

ス
テ

ム
と

血
液

透
析

機
器

を
接

続
す

る
こ

と
も

行
わ

れ
て

い
ま

す

透
析

の
実

施
情

報
は

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

を
経

由
し

て
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
へ

伝
達

さ
れ

会
計

処
理

に
用

い
ら

れ
る

ほ
か

、
血

液
透

析
記

録
の

レ
ポ

ー
ト

の
形

式
で

電
子

カ
ル

テ
端

末
か

ら
参

照
さ

れ
ま

す
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手
術

部
門

シ
ス

テ
ム

：

手
術

部
門

の
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

主
な

機
能

は
、

手
術

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

、
機

器
の

準
備

支
援

、
実

施
記

録
な

ど
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
手

術
予

約
オ

ー
ダ

を
基

に
、

手
術

室
ご

と
の

手
術

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
し

、
使

用
す

る
機

器
の

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

な
ど

手
術

の
た

め
の

準
備

を
支

援
す

る

術
式

・
麻

酔
、

薬
剤

・
材

料
な

ど
を

記
録

し
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
や

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

に
伝

達
す

る

手
術

を
行

う
に

は
、

多
種

多
様

な
医

療
材

料
や

医
薬

品
の

準
備

多
種

多
様

な
手

術
器

械
の

滅
菌

管
理

を
含

め
た

準
備

、
術

者
を

は
じ

め
と

す
る

手
術

に
対

応
す

る
多

様
な

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
手

配
適

切
な

環
境

と
多

数
の

高
度

医
療

機
器

が
整

備
さ

れ
た

手
術

室
が

必
要

で
す

ま
た

、
手

術
は

予
定

通
り

の
時

間
で

進
行

す
る

わ
け

で
は

な
く
、

緊
急

手
術

に
も

対
応

す
る

必
要

が
あ

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

は
複

雑
で

、
そ

の
た

め
、

手
術

を
円

滑
か

つ
安

全
に

実
施

す
る

た
め

の
手

術
部

門
の

業
務

を
支

援
す

の
が

手
術

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

で
す

手
術

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

手
術

部
門

業
務

の
中

核
シ

ス
テ

ム
で

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

よ
り

受
信

し
た

手
術

オ
ー

ダ
を

起
点

に
手

術
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

を
支

援
し

、
手

術
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

実
施

情
報

を
収

集
・
登

録
す

る
機

能
を

持
っ

て
い

ま
す

他
部

門
の

部
門

シ
ス

テ
ム

や
手

術
部

門
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

と
連

携
す

る
必

要
が

あ
り

、
デ

ー
タ

連
携

が
必

要
と

な
る

他
部

門
の

部
門

シ
ス

テ
ム

と
し

て
は

、
輸

血
部

門
シ

ス
テ

ム
、

物
流

管
理

シ
ス

テ
ム

、
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
な

ど
で

す
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リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

門
シ

ス
テ

ム
：

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

門
の

業
務

を 支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

患
者

の
治

療
受

付
業

務
と

治
療

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
作

成
、

治
療

内
容

の
実

施
結

果
の

報
告

で
あ

る

入
力

さ
れ

た
実

施
情

報
は

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

に
送

信
さ

れ
て

会
計

に
利

用
さ

れ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

，
主

治
医

な
ど

が
そ

の
必

要
性

を
判

断
し

た
と

き
に

，
患

者
を

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

医
師

へ
紹

介
，

あ
る

い
は

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

を
併

科
受

診
さ

せ
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

医
師

が
患

者
の

疾
患

、
障

害
社

会
的

背
景

な
ど

を
考

慮
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
訓

練
の

計
画

を
策

定
し

ま
す

こ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
訓

練
の

計
画

を
、

リ
ハ

依
頼

箋
、

あ
る

い
は

リ
ハ

処
方

箋
と

呼
び

、
リ

ハ
処

方
箋

は
、

(P
T)

、
(O

T)
、

覚
士

(S
T)

へ
の

リ
ハ

訓
練

の
指

示
書

と
な

り
、

こ
れ

に
基

づ
い

て
療

法
士

が
患

者
に

対
し

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
い

た
し

ま
す

．

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

医
師

と
療

法
師

の
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
を

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

で
支

援
す

る
場

合
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
で

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

医
師

に
よ

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

オ
ー

ダ
入

力
と

、
そ

れ
に

対
す

る
療

法
士

の
実

施
入

力
を

行
い

、
電

子
カ

ル
テ

の
経

過
記

録
で

訓
練

記
録

を
記

載
を

す
る

と
い

っ
た

対
応

が
行

わ
れ

ま
す

こ
の

よ
う

な
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
門

内
の

さ
ま

ざ
ま

な
業

務
ま

で
を

シ
ス

テ
ム

で
支

援
す

る
た

め
に

は
、

専
用

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

部
門

シ
ス

テ
ム

が
必

要
で

す
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栄
養

部
門

シ
ス

テ
ム

：

給
食

・
栄

養
部

門
の

業
務

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム

給
食

オ
ー

ダ
管

理
：
電

子
カ

ル
テ

／
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

よ
り

食
事

せ
ん

、
食

事
変

更
、

食
事

止
め

な
ど

の
オ

ー
ダ

を
取

り
込

む
食

数
管

理
：
各

病
棟

か
ら

の
オ

ー
ダ

に
従

っ
て

、
食

事
毎

に
食

数
・
食

札
・
変

更
者

リ
ス

ト
・
病

棟
配

膳
表

等
を

作
成

す
る

献
立

管
理

：
食

事
せ

ん
を

基
準

と
し

て
、

各
食

種
に

対
し

て
の

献
立

を
作

成
す

る
材

料
管

理
：
予

定
献

立
と

予
定

食
数

か
ら

、
業

者
毎

に
発

注
書

を
作

成
す

る

食
事

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

で
は

、
オ

ー
ダ

エ
ン

ト
リ

シ
ス

テ
ム

と
栄

養
部

門
シ

ス
テ

ム
の

連
携

が
必

要
で

す

主
治

医
が

食
事

を
治

療
の

一
環

と
し

て
、

食
事

オ
ー

ダ
や

栄
養

指
導

オ
ー

ダ
を

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
に

入
力

す
る

と
、

栄
養

管
理

部
門

シ
ス

テ
ム

は
そ

の
オ

ー
ダ

を
受

け
て

、
指

示
内

容
に

合
致

し
た

食
事

を
患

者
へ

提
供

で
き

る
よ

う
に

食
事

を
手

配
し

、
管

理
栄

養
士

が
食

事
指

導
を

実
施

し
ま

す

食
事

は
一

般
食

，
特

別
食

の
区

分
が

あ
り

、
治

療
を

目
的

と
し

た
特

別
食

は
、

厚
生

労
働

省
の

基
準

を
満

た
す

場
合

、
診

療
報

酬
上

の
加

算
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

す
し

、
食

事
オ

ー
ダ

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

食
事

を
提

供
し

た
か

と
い

う
実

施
入

力
が

必
要

と
な

り
ま

す

患
者

の
治

療
の

一
環

と
し

て
食

事
に

よ
る

栄
養

状
態

の
維

持
・
改

善
が

重
要

と
考

え
ら

れ
、

医
師

・
看

護
師

・
管

理
栄

養
士

ら
に

よ
る

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
(N

ST
:N

ut
rit

io
nS

up
po

rt
Te

am
)で

患
者

に
対

し
栄

養
面

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

入
院

患
者

の
状

態
に

よ
っ

て
、

食
事

の
予

定
を

変
更

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す

た
と

え
ば

、
検

査
の

た
め

絶
食

が
必

要
と

な
っ

た
り

、
外

泊
す

る
こ

と
に

な
り

食
事

が
不

要
と

な
っ

た
場

合
、

そ
の

都
度

食
事

オ
ー

ダ
の

変
更

を
入

力
し

、
看

護
記

録
と

し
て

も
、

摂
食

量
な

ど
を

記
録

し
ま

す

栄
養

管
理

部
門

シ
ス

テ
ム

に
は

、
食

事
オ

ー
ダ

の
指

示
を

受
け

て
、

患
者

へ
提

供
す

る
食

事
の

献
立

を
管

理
す

る
機

能
、

食
事

に
用

い
る

食
材

の
発

注
・
納

品
の

管
理

機
能

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す

献
立

は
、

患
者

ご
と

に
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

や
治

療
上

の
禁

忌
と

な
る

食
品

を
除

外
し

て
管

理
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
食

事
を

患
者

に
配

膳
す

る
と

き
の

取
り

違
え

を
防

止
す

る
た

め
に

、
患

者
名

、
病

棟
・
病

室
・
ベ

ッ
ド

番
号

、
食

事
の

禁
忌

情
報

食
種

を
記

載
し

た
食

札
を

作
成

す
る

機
能

、
作

ら
れ

た
食

事
の

数
を

管
理

集
計

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す

63

看
護

部
門

シ
ス

テ
ム

：

病
院

の
看

護
部

門
業

務
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

看
護

支
援

シ
ス

テ
ム

と
看

護
管

理
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

看
護

支
援

シ
ス

テ
ム

に
は

患
者

ケ
ア

情
報

の
管

理
、

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
、

看
護

度
、

安
静

度
な

ど
の

管
理

、
看

護
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

作
成

、
看

護
過

程
支

援
、

病
床

管
理

な
ど

の
機

能
が

あ
る

看
護

管
理

シ
ス

テ
ム

に
は

、
看

護
職

員
の

勤
務

表
の

作
成

、
病

床
運

営
に

利
用

す
る

管
理

報
告

書
の

作
成

な
ど

が
あ

る

看
護

支
援

シ
ス

テ
ム

と
看

護
管

理
シ

ス
テ

ム
が

あ
り

、
看

護
支

援
シ

ス
テ

ム
に

は
、

患
者

ケ
ア

情
報

の
管

理
、

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
、

看
護

度
、

安
静

度
な

ど
の

管
理

、
看

護
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

作
成

、
看

護
過

程
支

援
、

病
床

管
理

な
ど

の
機

能
が

あ
り

ま
す

看
護

業
務

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
は

、
病

棟
な

ど
で

患
者

に
対

し
「
診

療
の

補
助

」
と

「療
養

上
の

世
話

」
の

｢直
接

看
護

業
務

」を
行

う
看

護
職

員
に

対
し

て
、

そ
の

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
の

機
能

を
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
で

、
一

般
に

「
看

護
支

援
シ

ス
テ

ム
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す

看
護

支
援

シ
ス

テ
ム

に
求

め
ら

れ
る

機
能

に
は

、
看

護
過

程
の

流
れ

に
そ

っ
て

看
護

計
画

の
作

成
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

機
能

、
直

接
看

護
業

務
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

を
支

援
す

る
機

能
、

看
護

記
録

を
作

成
す

る
機

能
、

与
薬

管
理

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

医
師

の
指

示
に

基
づ

く
「
診

療
の

補
助

」
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

機
能

な
ど

が
あ

り
ま

す

ま
た

、
患

者
に

治
療

や
ケ

ア
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

実
施

入
力

す
る

必
要

が
生

じ
る

た
め

、
病

棟
な

ど
で

看
護

業
務

の
実

施
入

力
を

直
接

行
え

ば
効

率
的

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ベ
ッ

ド
サ

イ
ド

端
末

に
よ

る
実

施
入

力
機

能
な

ど
も

求
め

ら
れ

、
看

護
過

程
を

支
援

す
る

機
能

も
必

要
で

す

看
護

管
理

者
の

業
務

を
支

援
す

る
、

看
護

管
理

の
シ

ス
テ

ム
の

主
な

も
の

を
以

下
に

あ
げ

る
と

○
看

護
職

員
管

理
シ

ス
テ

ム
看

護
職

員
の

個
人

ご
と

の
学

歴
、

卒
業

年
度

保
有

免
許

、
経

験
、

役
職

業
績

な
ど

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
管

理
し

、
配

属
や

人
事

異
動

の
際

の
参

考
情

報
な

ど
○

看
護

勤
務

管
理

シ
ス

テ
ム

本
人

の
希

望
や

勤
務

間
隔

、
経

験
年

数
の

バ
ラ

ン
ス

な
ど

の
要

件
を

満
た

す
勤

務
表

作
成

を
支

援
し

ま
す

交
代

制
勤

務
の

勤
務

割
り

当
て

、
勤

務
状

況
把

握
○

看
護

業
務

の
管

理
に

関
す

る
記

録
の

作
成

支
援

・
看

護
管

理
日

誌
各

部
署

の
患

者
数

入
退

院
数

、
手

術
件

数
、

重
症

者
数

や
勤

務
者

数
な

ど
を

集
約

し
た

帳
票

・
病

棟
管

理
日

誌
患

者
の

移
動

患
者

状
態

と
そ

れ
に

伴
う

診
療

の
概

要
看

護
要

員
の

勤
務

状
況

、
勤

務
帯

ご
と

の
申

送
り

事
項

の
記

録

そ
の

他
に

は
、

看
護

勤
務

表
の

作
成

や
勤

務
状

況
の

把
握

を
支

援
す

る
看

護
勤

怠
管

理
シ

ス
テ

ム
、

作
成

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

看
護

管
理

日
誌

病
棟

管
理

日
誌

の
作

成
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

な
ど

も
あ

り
ま

す
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医
療

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

・
医

学
文

献
情

報
サ

ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム
・
心

電
図

伝
送

解
析

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

・
腎

移
植

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

・
耐

性
菌

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

・
医

薬
品

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

・
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

シ
ス

テ
ム

・
地

域
住

民
保

健
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム

65

(1
)コ

ク
ラ

ン
ラ

イ
ブ

ラ
リ

(T
h
e
 C

o
c
h
ra

n
e
 L

ib
ra

ry
)

イ
ギ

リ
ス

の
コ

ク
ラ

ン
共

同
計

画
が

、
疾

病
の

治
療

、
予

防
に

関
す

る
医

療
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
ア

セ
ス

メ
ン

ト
(医

療
技

術
評

価
)の

結
果

を
ま

と
め

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス

世
界

中
の

学
術

論
文

に
掲

載
さ

れ
た

臨
床

試
験

の
結

果
を

評
価

し
,統

計
学

的
に

ま
と

め
た

結
果

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

公
表

さ
れ

て
い

ま
す

(1
)コ

ク
ラ

ン
ラ

イ
ブ

ラ
リ

(T
h
e
 C

o
c
h
ra

n
e
 L

ib
ra

ry
)

イ
ギ

リ
ス

の
コ

ク
ラ

ン
共

同
計

画
が

、
疾

病
の

治
療

、
予

防
に

関
す

る
医

療
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
ア

セ
ス

メ
ン

ト
(医

療
技

術
評

価
)の

結
果

を
ま

と
め

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

す

66
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(2
)パ

ブ
メ

ド
(P

u
bM

e
d)

ア
メ

リ
カ

国
立

医
学

図
書

館
が

運
営

。
世

界
各

国
で

出
版

さ
れ

た
医

学
文

献
の

検
索

が
可

能
な

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

W
e
bサ

イ
ト

で
一

般
無

料
公

開
さ

れ
て

い
る

(2
)パ

ブ
メ

ド
(P

u
b
M

e
d
)

ア
メ

リ
カ

国
立

医
学

図
書

館
が

運
営

。
世

界
各

国
で

出
版

さ
れ

た
医

学
文

献
の

検
索

が
可

能
な

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
す

W
e
b
サ

イ
ト

で
一

般
無

料
公

開
さ

れ
て

い
ま

す

67

大
学

病
院

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(U
M

lN
:U

n
iv

e
rs

it
y

H
o
sp

it
al

M
e
d
ic

al
In

fo
rm

at
io

n
N

e
tw

o
rk

)

大
学

病
院

の
業

務
と

医
学

・
生

物
学

研
究

者
の

研
究

活
動

の
支

援
を

目
的

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
組

織
で

あ
る

U
R

L
: 
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.u
m

in
.a

c
.jp

/

大
学

病
院

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(U
M

lN
:U

n
iv

e
rs

it
y

H
o
sp

it
al

M
e
di

c
al

In
fo

rm
at

io
n

N
e
tw

o
rk

)

大
学

病
院

の
業

務
と

医
学

・
生

物
学

研
究

者
の

研
究

活
動

の
支

援
を

目
的

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
組

織
で

す

U
R

L
: 
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.u
m

in
.a

c
.jp

/
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医
薬

品
医

療
機

器
総

含
機

構
(P

M
D

A
:P

h
ar

m
ac

e
u
tl
c
al

s
an

d
 M

e
d
ic

al
D

e
vi

c
e
s

A
ge

n
c
y)

・
医

薬
品

の
副

作
用

な
ど

に
よ

る
健

康
被

害
救

済
業

務

・
医

薬
品

や
医

療
機

器
な

ど
の

審
査

関
連

業
務

・
医

薬
品

や
医

療
機

器
な

ど
の

安
全

対
策

及
び

情
報

提
供

業
務

(P
M

D
A

:P
h
ar

m
ac

e
u
tl
c
al

s
an

d 
M

e
di

c
al

D
e
vi

c
e
s

A
ge

n
c
y)

フ
ァ

ー
マ

ス
ー

テ
ィ

カ
ル

・
医

薬
品

の
副

作
用

な
ど

に
よ

る
健

康
被

害
救

済
業

務
,

・
医

薬
品

や
医

療
機

器
な

ど
の

審
査

関
連

業
務

・
医

薬
品

や
医

療
機

器
な

ど
の

安
全

対
策

及
び

情
報

提
供

業
務

そ
れ

ぞ
れ

の
情

報
を

医
療

関
係

者
向

け
,一

般
者

向
け

情
報

と
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
て

公
開

し
て

い
ま

す

69

(1
)が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
(N

C
C

-
C

IS
)

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

が
運

営
が

ん
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
う

一
般

向
け

情
報

と
医

療
従

事
者

向
け

情
報

が
公

開
さ

れ
て

い
る

W
e
bサ

イ
ト

で
の

情
報

提
供

と
F
A

X
で

の
情

報
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

h
tt

ps
:/

/
ga

n
jo

h
o
.jp

/
pu

bl
ic

/
in

de
x.

h
tm

l

特
定

の
疾

病
に

関
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム

(1
)が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
(N

C
C

-
C

IS
)

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

が
運

営
が

ん
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
う

一
般

向
け

情
報

と
医

療
従

事
者

向
け

情
報

が
公

開
さ

れ
て

い
ま

す

W
e
b
サ

イ
ト

で
の

情
報

提
供

と
F
A

X
で

の
情

報
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
ま

す

h
tt

p
s:

/
/
ga

n
jo

h
o
.jp

/
p
u
b
lic

/
in

d
e
x.

h
tm

l

70
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(2
)日

本
臨

床
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
機

構
N

C
D

(N
at

lo
n
al

C
lin

ic
al

 D
at

ab
as

e
)

国
内

の
手

術
・
治

療
情

報
を

登
録

し
、

集
計

、
分

析
を

行
う

こ
と

で
、

最
善

の
医

療
を

提
供

し
適

IE
な

医
療

水
準

を
維

持
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る

が
ん

登
録

デ
ー

タ
の

機
能

も
あ

る

(2
)日

本
臨

床
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
機

構
N

C
D

(N
at

lo
n
al

C
lin

ic
al

 D
at

ab
as

e
)

医
療

の
質

向
上

を
目

的
と

し
た

臨
床

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

事
業

で
、

2
0
1
1
年

に
設

立
さ

れ
、

が
ん

登
録

デ
ー

タ
と

し
て

の
機

能
を

も
っ

て
お

り
、

乳
癌

、
膵

癌
、

肝
癌

の
全

国
デ

ー
タ

が
集

積
さ

れ
、

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
が

が
ん

診
療

の
質

を
評

価
す

る

指
標

の
開

発
や

が
ん

医
療

へ
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す

71

(3
)循

環
器

病
情

報
サ

ー
ビ

ス

独
立

行
政

法
人

国
立

循
環

器
病

研
究

セ
ン

タ
ー

が
運

営
循

環
器

病
の

原
因

や
治

療
方

法
、

予
防

、
日

常
生

活
の

注
意

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
一

般
向

け
情

報
と

医
療

従
事

者
向

け
情

報
が

公
開

さ
れ

て
い

る

(3
)循

環
器

病
情

報
サ

ー
ビ

ス

独
立

行
政

法
人

国
立

循
環

器
病

研
究

セ
ン

タ
ー

が
運

営
循

環
器

病
の

原
因

や
治

療
方

法
、

予
防

、
日

常
生

活
の

注
意

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
一

般
向

け
情

報
と

医
療

従
事

者
向

け
情

報
が

公
開

さ
れ

て
い

ま
す

72
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(4
) 
日

本
心

臓
血

管
外

科
手

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
機

構
（
J
C

V
S
D

O
：
J
ap

an
 C

ar
di

o
va

sc
u
la

r
S
u
rg

e
ry

 D
at

ab
as

e
 O

rg
an

iz
at

io
n
)

日
本

に
お

け
る

心
臓

血
管

外
科

関
連

の
手

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

し
,心

臓
血

管
外

科
学

の
進

歩
,国

民
全

体
の

福
祉

健
康

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

(4
) 

日
本

心
臓

血
管

外
科

手
術

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

機
構

（
J
C

V
S
D

O
：
J
ap

an
 C

ar
d
io

va
sc

u
la

r 
S
u
rg

e
ry

 D
at

ab
as

e
 O

rg
an

iz
at

io
n
)

日
本

に
お

け
る

心
臓

血
管

外
科

関
連

の
手

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

し
、

心
臓

血
管

外
科

学
の

進
歩

、
国

民
全

体
の

福
祉

健
康

の
増

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す

カ
ル

デ
ィ

オ
バ

ス
キ

ュ
ラ

ー

A
C

V
S
D

は
日

本
成

人
心

臓
血

管
外

科
手

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
,J

C
C

V
S
D

は
日

本
先

天
性

心
臓

血
管

外
科

手
術

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
こ

と
で

す

73

(5
)H

IV
診

療
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
(A

-
n
e
t)

厚
生

労
働

省
が

運
営

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

(1
9
9
9
年

1
2
月

～
)国

内
の

エ
イ

ズ
拠

点
病

院
の

う
ち

、
厚

生
労

働
省

所
轄

の
国

立
拠

点
病

院
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

び
、

患
者

情
報

を
共

有
す

る
シ

ス
テ

ム
で

A
-
n
e
tと

も
呼

ば
れ

る

(5
)H

IV
診

療
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
(A

-
n
e
t)

厚
生

労
働

省
が

運
営

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

(1
9
9
9
年

1
2
月

～
)国

内
の

エ
イ

ズ
拠

点
病

院
の

う
ち

、
厚

生
労

働
省

所
轄

の
国

立
拠

点
病

院
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

び
,患

者
情

報
を

共
有

す
る

シ
ス

テ
ム

で
A

-
n
e
tと

も
呼

ば
れ

て
い

ま
す

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
登

録
さ

れ
た

患
者

の
診

療
情

報
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

集
中

管
理

さ
れ

、
患

者
が

全
国

の
ど

こ
に

い
て

も
常

に
高

度
な

治
療

が
受

け
ら

れ
ま

す

74
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7
5

地
域

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

最
後

に
、

地
域

保
健

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

を
示

し
ま

す

75

要
介

護
度

認
定

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：

要
介

護
度

の
1
次

判
定

,
2
次

判
定

支
援

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

利
用

者
へ

の
訪

問
調

査
項

目
の

結
果

を
シ

ス
テ

ム
に

入
力

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
一

次
判

定
が

な
さ

れ
る

要
介

護
度

認
定

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：

要
介

護
度

の
1
次

判
定

、
2
次

判
定

支
援

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

利
用

者
へ

の
訪

問
調

査
項

目
の

結
果

を
シ

ス
テ

ム
に

入
力

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
一

次
判

定
が

な
さ

れ
ま

す

76
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要
介
護
度
認
定
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
：

よ
う
か
い
ご
ど
に
ん
て
い
し
え
ん
じ
ょ
う
ほ
う
シ
ス
テ
ム

要
介
護
度
の
1
次
判
定
,2
次
判
定
支
援
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム

利
用
者
へ
の
訪
問
調
査
項
目
の
結
果
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
,

一
次
判
定
が
な
さ
れ
る

利
用
者
の
身
体
状
況
･精
神
状
況
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
時
間
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
,

そ
れ
を
元
に
判
定
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

利
用

者
の

身
体

状
況

･精
神

状
況

と
介

護
サ

ー
ビ

ス
時

間
等

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

そ
れ

を
元

に
判

定
す

る
仕

組
み

で
す

77

介
護

報
酬

請
求

情
報

シ
ス

テ
ム

：

介
護

実
施

記
録

を
も

と
に

介
護

保
険

の
請

求
を

行
う

た
め

に
必

要
な

情
報

を
生

成
し

,伝
送

す
る

シ
ス

テ
ム

標
準

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
し

て
,国

民
健

康
保

険
中

央
会

が
提

供
し

て
い

る
「
介

護
伝

送
ソ

フ
ト

」
が

あ
る

介
護

報
酬

請
求

情
報

シ
ス

テ
ム

：

介
護

実
施

記
録

を
も

と
に

介
護

保
険

の
請

求
を

行
う

た
め

に
必

要
な

情
報

を
生

成
し

,伝
送

す
る

シ
ス

テ
ム

標
準

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
し

て
,国

民
健

康
保

険
中

央
会

が
提

供
し

て
い

る
「
介

護
伝

送
ソ

フ
ト

」
が

あ
り

ま
す

78
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ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
・
管

理
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

提
供

さ
れ

て
い

る
機

能
と

し
て

は
,要

介
護

認
定

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
介

護
事

業
支

援
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
,介

護
保

険
請

求
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

情
報

の
公

表
を

実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

が
挙

げ
ら

れ
る

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

情
報

シ
ス

テ
ム

：
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

・
管

理
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

提
供

さ
れ

て
い

る
機

能
と

し
て

は
,要

介
護

認
定

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
介

護
事

業
支

援
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
、

介
護

保
険

請
求

に
関

わ
る

シ
ス

テ
ム

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
情

報
の

公
表

を
実

現
す

る
シ

ス
テ

ム
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

79

ワ
ム

ネ
ッ

ト
：

W
A

M
N

E
T
：
W

e
lf
ar

e
 A

n
d
 M

e
d
ic

al
 s

e
rv

ic
e
 N

E
T
w

o
rk

sy
st

e
m

保
健

・
福

祉
活

動
を

支
援

す
る

情
報

提
供

ポ
ー

タ
ル

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

が
運

営
し

て
提

供
し

て
い

る
コ

ン
テ

ン
ツ

は
,政

府
・
行

政
の

動
向

に
関

す
る

情
報

,介
護

様
式

の
事

例
集

な
ど

日
常

の
介

護
業

務
に

利
用

で
き

る
情

報
,セ

ミ
ナ

や
講

演
会

に
関

す
る

情
報

や
,保

健
・
福

祉
に

関
す

る
業

務
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

製
品

情
報

な
ど

で
あ

る

ワ
ム

ネ
ッ

ト
：
W

A
M

N
E
T
：
W

e
lf
ar

e
 A

n
d 

M
e
di

c
al

 s
e
rv

ic
e
 N

E
T
w

o
rk

sy
st

e
m

保
健

・
福

祉
活

動
を

支
援

す
る

情
報

提
供

ポ
ー

タ
ル

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

が
運

営
し

て
提

供
し

て
い

る
コ

ン
テ

ン
ツ

は
、

政
府

・
行

政
の

動
向

に
関

す
る

情
報

、
介

護
様

式
の

事
例

集
な

ど
日

常
の

介
護

業
務

に
利

用
で

き
る

情
報

、
セ

ミ
ナ

や
講

演
会

に
関

す
る

情
報

や
、

保
健

・
福

祉
に

関
す

る
業

務
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

製
品

情
報

な
ど

で
す

80
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地
域

連
携

パ
ス

：
病

診
連

携
・
病

病
連

携
：

地
域

連
携

の
１

つ
と

し
て

,
病

診
連

携
：
病

院
と

診
療

所
が

連
携

し
て

患
者

の
診

療
に

当
た

る
こ

と
病

病
連

携
：
病

院
と

病
院

が
連

携
す

る
場

合
の

こ
と

地
域

連
携

パ
ス

：

病
院

と
診

療
所

、
病

院
と

病
院

の
間

で
連

携
し

た
診

療
を

行
う

た
め

に
、

関
係

す
る

医
療

機
関

が
共

有
し

て
用

い
る

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

こ
と

で
す

病
診

連
携

と
は

、
地

域
の

中
核

病
院

と
診

療
所

が
互

い
に

協
力

し
合

っ
て

患
者

の
診

察
に

あ
た

る
こ

と
で

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
て

病
診

連
携

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

病
診

連
携

シ
ス

テ
ム

と
い

い
ま

す

医
療

機
関

同
士

で
患

者
を

紹
介

す
る

際
、

地
域

の
病

院
の

診
療

科
一

覧
や

専
門

医
の

数
、

医
師

の
専

門
分

野
の

詳
細

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

で
確

認
で

き
る

こ
と

に
よ

り
適

切
な

病
院

を
み

つ
け

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す

ま
た

,紹
介

を
受

け
た

医
療

機
関

で
検

査
や

服
薬

指
導

を
行

う
際

に
、

紹
介

元
の

医
療

機
関

で
受

け
た

検
査

結
果

や
服

薬
状

況
を

参
照

す
る

こ
と

に
よ

り
、

重
複

検
査

や
相

性
の

悪
い

薬
の

処
方

の
防

止
に

つ
な

が
り

ま
す

81

地
域

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

：

地
域

の
病

院
と

診
療

所
が

患
者

情
報

を
共

有
し

て
、

お
互

い
に

果
す

べ
き

地
域

医
療

の
役

割
を

各
々

行
う

連
携

(地
域

連
携

)を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム

主
な

機
能

と
し

て
、

医
療

機
関

間
の

紹
介

状
、

資
料

（
フ

ィ
ル

ム
,Ｃ

Ｄ
,プ

レ
パ

ラ
ー

ト
等

）
管

理
機

能
、

各
種

予
約

（
外

来
,検

査
等

）
と

の
連

携
機

能
、

地
域

医
療

機
関

情
報

の
管

理
機

能
,診

療
情

報
の

参
照

機
能

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

管
理

機
能

な
ど

が
あ

る

地
域

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

：

地
域

の
病

院
と

診
療

所
が

患
者

情
報

を
共

有
し

て
、

お
互

い
に

果
す

べ
き

地
域

医
療

の
役

割
を

各
々

行
う

連
携

(地
域

連
携

)を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム

目
的

や
形

態
に

よ
り

差
は

あ
る

が
、

主
な

機
能

と
し

て
、

医
療

機
関

間
の

紹
介

状
お

よ
び

資
料

（
フ

ィ
ル

ム
,Ｃ

Ｄ
,プ

レ
パ

ラ
ー

ト
等

）
管

理
機

能
、

各
種

予
約

（
外

来
,検

査
等

）
と

の
連

携
機

能
、

地
域

医
療

機
関

情
報

の
管

理
機

能
、

診
療

情
報

の
参

照
機

能
、

地
域

連
携

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
管

理
機

能
な

ど
が

あ
り

ま
す

82
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保
健

福
祉

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

と
診

療
所

に
加

え
,保

健
所

や
介

護
施

設
を

含
め

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

患
者

の
診

療
情

報
だ

け
で

な
く
、

健
康

管
理

情
報

や
介

護
情

報
を

含
ん

だ
総

合
的

な
情

報
シ

ス
テ

ム
で

、
地

域
保

健
所

で
の

検
診

デ
ー

タ
、

病
院

や
診

療
所

で
の

検
査

デ
ー

タ
、

そ
の

他
の

個
人

の
さ

ま
ざ

ま
な

健
康

デ
ー

タ
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
る

保
健

福
祉

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

病
院

と
診

療
所

に
加

え
,保

健
所

や
介

護
施

設
を

含
め

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

患
者

の
診

療
情

報
だ

け
で

な
く
、

健
康

管
理

情
報

や
介

護
情

報
を

含
ん

だ
総

合
的

な
情

報
シ

ス
テ

ム
で

、
地

域
保

健
所

で
の

検
診

デ
ー

タ
、

病
院

や
診

療
所

で
の

検
査

デ
ー

タ
、

そ
の

他
の

個
人

の
さ

ま
ざ

ま
な

健
康

デ
ー

タ
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

83
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1

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
適
切
に
導
入
す
る
た
め
に
必
要
な
戦
略
的
内
容
を
も
と
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・

プ
ロ
セ
ス
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
わ
る
組
織
と
そ
れ
ら
の
特
徴
、
そ
し
て
組
織
間
の
調
整
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す

具
体
的
に
は
，
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
戦
略
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

導
入
に
関
わ
る
組
織
体
制
、
組
織
間
の
調
整
な
ど
を
理
解
し
ま
す

情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
は
、
目
的
志
向
す
な
わ
ち
運
用
重
視
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

市
販
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
、
現
在
の
業
務
、
お
よ
び
、
今
後
実
施
し
た
い
業
務
が
運
用
で
き
れ
ば
導
入
を
実
現
し
、
業
務

の
実
態
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
運
用
に
合
う
よ
う
に
開
発
あ
る
い
は
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん

し
か
し
、
独
自
の
開
発
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
の
で
、
十
分
な
検
討
と
周
到
な
準
備
が
必
要
で
す

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
こ
れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
継
続
的
な
改
善
が
必
要
で
す

社
会
制
度
、
医
療
制
度
、
医
療
の
内
容
、
人
々
の
価
値
観
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
目
的
は
、
病
院
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

具
体
的
な
目
標
事
項
を
次
に
に
示
し
ま
す

1

2

診
療
精
度
の
向
上

医
師
に
よ
っ
て
発
生
源
で
入
力
さ
れ
た
指
示
内
容

が
部
門
ス
タ
ッ
フ
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判

読
や
転
記
の
際
の
間
違
い
が
減
り
、
診
療
精
度
が

向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
る

レ
セ
プ
ト
精
度
の
向
上
に
も
結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ

る

診
療
精
度
の
向
上

医
師
に
よ
っ
て
発
生
源
で
入
力
さ
れ
た
指
示
内
容
が
部
門
ス
タ
ッ
フ
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判

読
や
転
記
の
際
の
間
違
い
が
減
り
、
診
療
精
度
が
向
上
す
る
と
期
待
さ
れ
、
レ
セ
プ
ト
精
度
の
向
上

に
も
結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ
ま
す

2
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3

レ
セ
プ
ト
請
求
の
精
度
向
上

診
療
現
場
の
コ
ス
ト
意
識
向
上

ほ
ぼ
2
年
ご
と
の
医
療
保
険
制
度
や
診
療
報
酬
の

改
定
等
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
医
療
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
複
雑
化
し
て
お
り
、
医
療

費
抑
制
の
動
き
も
進
ん
で
い
る

レ
セ
プ
ト
請
求
の
精
度
向
上
、
診
療
現
場
の
コ
ス
ト
意
識
向
上
を
図
り
ま
す

ほ
ぼ
2
年
ご
と
の
医
療
保
険
制
度
や
診
療
報
酬
の
改
定
等
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
医
療
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
複
雑
化
し
て
お
り
、
医
療
費
抑
制
の
動
き
も
進
ん
で
い
ま
す

3

4

レ
セ
プ
ト
請
求
の
精
度
向
上

診
療
現
場
の
コ
ス
ト
意
識
向
上

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
病
院
経
営
の
状
況

を
正
確
に
把
握
し
、
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る

そ
の
な
か
で
、
適
正
な
保
険
請
求
を
す
る
こ
と
は

病
院
経
営
健
全
化
の
第
一
歩
と
な
る

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
病
院
経
営
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す

そ
の
な
か
で
、
適
正
な
保
険
請
求
を
す
る
こ
と
は
病
院
経
営
健
全
化
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す

4
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5

医
療
の
適
正
化

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
医
師
が
指
示
を

入
力
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
側
に
監
査
機
構
を
組

み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
種
々
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
と

な
る
処
方
や
検
査
の
重
複
の
防
止
と
い
っ
た
比
較
的
単

純
な
監
査
か
ら
、
検
査
デ
ー
タ
や
疾
患
名
を
参
照

す
る
こ
と
に
よ
る
禁
忌
薬
剤
の
チ
ェ
ッ
ク
の
よ
う
な

高
度
な
も
の
ま
で
、
医
学
的
に
不
適
正
な
医
療
を

防
ぐ
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る

医
療
の
適
正
化

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
医
師
が
指
示
を
入
力
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
側
に
監
査
機
構
を

組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
種
々
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
と
な
り
ま
す

処
方
や
検
査
の
重
複
の
防
止
と
い
っ
た
比
較
的
単
純
な
監
査
か
ら
、
検
査
デ
ー
タ
や
疾
患
名
を
参

照
す
る
こ
と
に
よ
る
禁
忌
薬
剤
の
チ
ェ
ッ
ク
の
よ
う
な
高
度
な
も
の
ま
で
、
医
学
的
に
不
適
正
な
医
療

を
防
ぐ
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

5

6

医
療
の
適
正
化

あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
保
険
診
療
上
の
不
適
正
な
医
療
を

防
ぐ
こ
と
も
可
能
と
な
る

な
お
、
医
師
に
よ
る
発
生
源
入
力
で
は
そ
う
で
な
い

場
合
に
比
べ
て
介
在
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
失
わ
れ
る
た
め
、
入
力
時
の
チ
ェ
ッ
ク
機

構
は
重
要
な
意
味
を
持
つ

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
保
険
診
療
上
の
不
適
正
な

医
療
を
防
ぐ
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す

な
お
、
医
師
に
よ
る
発
生
源
入
力
で
は
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
介
在
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
失
わ
れ
る
た
め
、
入
力
時
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す

6
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7

病
院
医
療
の
評
価

医
療
の
結
果
を
定
量
的
に
評
価
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
評
価
方
法
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
う
え
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
定
期
的
に
評
価
さ
れ
て
い

る
も
の
に
は
、
各
種
の
一
般
的
な
病
院
管
理
統
計

の
ほ
か
に
病
診
連
携
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
な
ど

が
あ
る

病
院
医
療
の
評
価

医
療
の
結
果
を
定
量
的
に
評
価
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
評
価
方
法
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
う
え
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
定
期
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
各
種
の
一
般
的
な
病
院
管
理
統

計
の
ほ
か
に
病
診
連
携
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
状
況
な
ど
が
あ
り
ま
す

7

8

病
院
医
療
の
評
価

オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
評
価
で
き
る
事
項
が

拡
大
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
評
価
で
き
る
事
項
が

拡
大
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
い
ま
す

8
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9

チ
ー
ム
医
療
の
支
援

比
較
的
緊
急
性
が
低
い
連
絡
の
手
段
と
し
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
非
常
に
有
効
な
手
段

で
、
診
療
科
を
ま
た
ぐ
医
師
同
士
の
連
絡
手
段
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
含
め
た
院
内

の
連
絡
を
円
滑
化
し
て
情
報
の
共
有
化
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
統
合
さ
れ
た
チ
ー
ム
医
療

を
医
療
受
給
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

チ
ー
ム
医
療
の
支
援

比
較
的
緊
急
性
が
低
い
連
絡
の
手
段
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
非
常
に
有
効
な
手
段

で
、
診
療
科
を
ま
た
ぐ
医
師
同
士
の
連
絡
手
段
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
含
め
た
院
内

の
連
絡
を
円
滑
化
し
て
情
報
の
共
有
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
統
合
さ
れ
た
チ
ー
ム
医

療
を
医
療
受
給
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す

9

1
0

積
極
的
な
患
者
管
理

患
者
管
理
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
支
援
や
、
薬
剤

の
副
作
用
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
る

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
法
に
よ
っ
て
は
、

必
要
な
場
合
に
は
外
来
患
者
の
検
査
結
果
を
次

回
受
診
を
待
た
ず
に
医
師
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
シ
ス
テ
ム
が
実
現
可
能
で
あ
る

積
極
的
な
患
者
管
理

患
者
管
理
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
支
援
や
、
薬
剤
の
副
作
用
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
が
考
え

ら
れ
、
ま
た
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
法
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
場
合
に
は
外
来
患
者
の
検

査
結
果
を
次
回
受
診
を
待
た
ず
に
医
師
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
が
実
現
可
能
で

す

10
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1
1

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
部
門
間
の
情
報
伝
達

の
迅
速
化
や
部
門
内
業
務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
っ

て
患
者
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
再
診
予

約
率
の
向
上
は
直
ち
に
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

く
も
の
と
期
待
で
き
る

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
部
門
間
の
情
報
伝
達
の
迅
速
化
や
部
門
内
業
務
の
効
率
化
な
ど
に
よ
っ

て
患
者
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
再
診

予
約
率
の
向
上
は
直
ち
に
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
く
も
の
と
期
待
で
き
ま
す

11

1
2

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
患
者
へ
の
提
供

情
報
の
充
実
や
患
者
管
理
の
質
の
向
上
も
、
重
要

な
患
者
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
ら
れ
る

さ
ら
に
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
患
者
へ
の
提
供
情
報
の
充
実
や
患
者
管
理
の
質
の
向

上
も
、
重
要
な
患
者
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

12
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1
3

社
会
的
責
任
の
遂
行

診
療
行
為
の
記
録
を
利
用
可
能
な
状
態
で
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め

に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
う
え
で

診
療
行
為
に
関
わ
る
事
柄
を
記
録
す
る
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る

社
会
的
責
任
の
遂
行

昨
今
の
社
会
が
病
院
に
要
求
し
て
い
る
新
た
な
役
割
、
す
な
わ
ち
診
療
行
為
の
記
録
を
利
用
可
能

な
状
態
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
う
え
で
診
療
行
為
に
関
わ
る
事
柄
を
記
録
す
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

13

1
4

社
会
的
責
任
の
遂
行

近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
電
子
化
さ
れ
た
診
療
情

報
の
医
療
機
関
相
互
の
共
有
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
医
療
機
関
内
部
で
情
報
を
電
子
化
し
て

扱
う
体
制
を
整
備
し
た
う
え
で
、
標
準
化
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る

ま
た
、
近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
電
子
化
さ
れ
た
診
療
情
報
の
医
療
機
関
相
互
の
共
有
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
内
部
で
情
報
を
電
子
化
し
て
扱
う
体
制
を
整
備
し
た
う
え
で
、
標
準
化

に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す

14
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1
5

病
院
経
営
の
支
援

オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
入
退
院

登
録
シ
ス
テ
ム
や
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
電

子
的
に
蓄
積
さ
れ
る
情
報
を
有
効
に
活
用
で
き
る

な
ら
ば
、
病
院
経
営
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基

礎
情
報
の
一
部
と
し
て
重
要
な
資
料
と
な
る

病
院
経
営
の
支
援

オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
入
退
院
登
録
シ
ス
テ
ム
や
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

電
子
的
に
蓄
積
さ
れ
る
情
報
を
有
効
に
活
用
で
き
る
な
ら
ば
、
病
院
経
営
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

基
礎
情
報
の
一
部
と
し
て
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

15

1
6

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
理
解
し
ま
す

シ
ス
テ
ム
導
入
戦
略
で
は
、
医
療
機
関
の
経
営
戦
略
、
事
業
戦
略
と
の
整
合
性
と
と
も
に
、
情
報
シ

ス
テ
ム
導
入
そ
の
も
の
に
関
わ
る
内
部
環
境
要
因
、
外
部
環
境
要
因
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

16
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1
7

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援

内
部
環
境
要
因

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更

新
時
期
の
問
題
が
重
要

情
報
シ
ス
テ
ム
以
外
の
要
因
と
し
て
、

病
院
の
財
務
状
況
、
職
員
の
IT
リ
テ
ラ
シ
ー
、

施
設
の
建
て
替
え
計
画
な
ど
も
関
係
す
る

内
部
環
境
要
因
と
し
て
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更

新
時
期
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
以
外
の
要
因
と
し
て
、

病
院
の
財
務
状
況
、
職
員
の

IT
リ
テ
ラ
シ
ー
、
施
設
の
建
て
替
え
計
画
な
ど
も
関

係
し
ま
す

17

1
8

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援

外
部
環
境
要
因

近
年
で
は
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
が
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
に
導
入
さ
れ
て
い
る

外
部
環
境
要
因
と
し
て
は
，
情
報
技
術
の
革
新
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

た
と
え
ば
，
近
年
で
は
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
が
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
導
入
さ

れ
て
い
ま
す

18
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1
9

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援

政
策
的
な
面

保
険
医
療
制
度
の
動
向
が
重
要
で
，
診
療
報
酬

の
改
定
は
直
接
的
な
影
響
と
な
る

医
療
圏
の
広
さ
は
，
地
域
医
療
連
携
の
戦
略
要
因

と
な
り
，
高
齢
化
率
は
医
療
需
要
の
量
と
質
の
変

化
を
も
た
ら
し
，
導
入
シ
ス
テ
ム
と
し
て
重
視
す
る

機
能
に
も
影
響
を
与
え
る

政
策
的
な
面
で
は
、
保
険
医
療
制
度
の
動
向
が
重
要
で
、
診
療
報
酬
の
改
定

は
直
接
的
な
影
響
と
な
り
ま
す

ま
た
、
医
療
圏
の
広
さ
は
、
地
域
医
療
連
携
の
戦
略
要
因
と
な
り
、
高
齢
化
率

は
医
療
需
要
の
量
と
質
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
導
入
シ
ス
テ
ム
と
し
て
重
視
す
る

機
能
に
も
影
響
を
与
え
ま
す

こ
れ
ら
内
部
環
境
お
よ
び
外
部
環
境
の
要
因
分
析
を
通
じ
て
，
成
功
要
因
の
抽

出
を
行
い
，
具
体
的
な

IT
導
入
戦
略
を
立
案
し
ま
す

19

2
0

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•経
営
計
画
と
整
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
基
本

計
画
を
策
定

IT
戦
略
計
画
に
基
づ
い
た

IT
資
源
調
達
計
画
が
策

定
さ
れ
、
提
案
依
頼

(R
FP

:R
eq

ue
st

Fo
rP

ro
po

sa
l)

を
発
行
し
ま
す

調
達
先
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
最
後
に
契
約

を
交
わ
す
ま
で
の
過
程
が
「

IT
資
源
調
達
フ
ェ
ー

ズ
」
で
す

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•経
営
計
画
と
整
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
基
本
計
画
を
策
定

IT
戦
略
計
画
に
基
づ
い
た

IT
資
源
調
達
計
画
が
策
定
さ
れ
、
提
案
依
頼
書

(R
FP

:R
eq

ue
st

Fo
rP

ro
po

sa
l)を
発
行
し
ま
す

調
達
先
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
最
後
に
契
約
を
交
わ
す
ま
で
の
過
程
が
「

IT
資
源
調
達
フ
ェ
ー

ズ
」
で
す

IT
資
源
調
達
フ
ェ
ー
ズ
の
立
ち
上
げ
で
は
、

IT
戦
略
実
行
計
画
書
の
基
本
方
針
を
も
と
に
推
進
体
制

を
構
築
す
し
ま
す

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
制
限
か
ら
、

IT
戦
略
策
定
･I

T資
源
調
達
・

IT
導
入
の
そ

れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
実
行
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ズ
ご
と

に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
成
果
物
が
異
な
る
た
め
、
立
ち
上
げ
プ
ロ
セ
ス
を
確
実
に
実
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
適
し
た
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す

20
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2
1

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•ベ
ン
ダ
に
対
す
る
要
求
仕
様
書
を
作
成

要
求
仕
様
書

(R
FP

:R
eq

ue
st

fb
rP

ro
po

sa
l)の
範
囲

は
広
く
、
調
達
側
の
経
営
理
念
や
経
営
の
大
ま
か

現
況
、
環
境
、
課
題
と
達
成
す
べ
き
目
標
調
達
内

容
と
範
囲
、
予
算
、
現
行
の
組
織
構
成
と
現
行

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
、
新
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
、
デ
ー
タ
移
行

方
針
、
医
療
従
事
者
の
教
育
・
訓
練
運
用
維
持

(保
守

)条
件
、
保
証
要
件
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
、

ベ
ン
ダ
評
価
基
準
を
含
ん
で
い
ま
す

•ベ
ン
ダ
に
対
す
る
要
求
仕
様
書
を
作
成

病
院
が
導
入
し
た
い
シ
ス
テ
ム
内
容
を
、
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
で
す

要
求
仕
様
書

(R
FP

:R
eq

ue
st

fb
rP

ro
po

sa
l)の
範
囲
は
広
く
、
調
達
側
の
経
営
理
念
や
経
営
の
大
ま

か
現
況
、
環
境
、
課
題
と
達
成
す
べ
き
目
標
調
達
内
容
と
範
囲
、
予
算
、
現
行
の
組
織
構
成
と
現
行

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
、
新
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
、
デ
ー
タ
移
行
方
針
、
医
療
従
事
者
の
教
育
・
訓
練
運
用
維
持

(保
守

)条
件
、
保
証
要
件
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
、
ベ
ン
ダ
評
価
基
準
を
含
ん
で
い
ま
す

21

2
2

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•ベ
ン
ダ
選
定
支
援
業
務

（
価
格
だ
け
で
な
く
、
病
院
が
希
望
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
く
れ
る
ベ
ン
ダ
を
選
定
し
ま
す
）

ベ
ン
ダ
選
定
リ
ス
ト
は
、
外
部
情
報
や
情
報
提
供

依
頼
で
情
報
収
集
し
た
中
か
ら
、
実
績
、
開
発
能

力
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
能
力
、
財
務
状
況
な
ど
を

ベ
ン
ダ
評
価
基
準
に
従
っ
て
作
成
す
る

•ベ
ン
ダ
選
定
支
援
業
務

価
格
だ
け
で
な
く
、
病
院
が
希
望
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
く
れ
る
ベ
ン
ダ
を
選
定
し
ま
す

ベ
ン
ダ
選
定
リ
ス
ト
は
、
外
部
情
報
や
情
報
提
供
依
頼
で
情
報
収
集
し
た
中
か
ら
、
実
績
、

開
発
能
力
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
能
力
、
財
務
状
況
な
ど
を
ベ
ン
ダ
評
価
基
準
に
従
っ
て
作
成

し
ま
す

22

327



2
3

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•シ
ス
テ
ム
開
発
支
援

（
業
務
効
率
改
善
、
操
作
研
修
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
、
運
営
会
議
支
援
な
ど
）

RF
Pを
発
行
す
る
際
に
は
、

RF
Pを
選
定
ベ
ン
ダ
に

説
明
し
、
ベ
ン
ダ
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
窓
口
と

回
答
期
限
を
明
確
に
伝
え
、
原
則
的
に
す
べ
て
の

ベ
ン
ダ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
質
疑
や
補
足
を
伝
達

し
ま
す

•シ
ス
テ
ム
開
発
支
援

業
務
効
率
改
善
、
操
作
研
修
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
運
営
会
議
支
援
な
ど

RF
Pを
発
行
す
る
際
に
は
、

RF
Pを
選
定
ベ
ン
ダ
に
説
明
し
、
ベ
ン
ダ
か
ら
の
質
問
に
対
す
る

窓
口
と
回
答
期
限
を
明
確
に
伝
え
、
原
則
的
に
す
べ
て
の
ベ
ン
ダ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
質
疑

や
補
足
を
伝
達
し
ま
す

23

2
4

シ
ス
テ
ム
導
入
の
支
援
内
容

•シ
ス
テ
ム
開
発
支
援

（
業
務
効
率
改
善
、
操
作
研
修
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
、
運
営
会
議
支
援
な
ど
）

RF
Pを
発
行
す
る
際
に
は
、

RF
Pを
選
定
ベ
ン
ダ
に

説
明
し
、
ベ
ン
ダ
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
窓
口
と

回
答
期
限
を
明
確
に
伝
え
、
原
則
的
に
す
べ
て
の

ベ
ン
ダ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
質
疑
や
補
足
を
伝
達

し
ま
す

•シ
ス
テ
ム
開
発
支
援

業
務
効
率
改
善
、
操
作
研
修
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
運
営
会
議
支
援
な
ど

RF
Pを
発
行
す
る
際
に
は
、

RF
Pを
選
定
ベ
ン
ダ
に
説
明
し
、
ベ
ン
ダ
か
ら
の
質
問
に
対
す
る

窓
口
と
回
答
期
限
を
明
確
に
伝
え
、
原
則
的
に
す
べ
て
の
ベ
ン
ダ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
質
疑

や
補
足
を
伝
達
し
ま
す

24
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シ
ス
テ
ム
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

予
算
の
範
囲
内
で
最

適
な
シ
ス
テ
ム
構
成
を

検
討
し
ま
す

基
本
計
画
で
は
全
体

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
文
化

し
、
部
署
ご
と
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
提
示
し
、
シ
ス
テ
ム

構
成
を
確
定
さ
せ
た

後
、
ベ
ン
ダ
に
対
す
る

要
求
仕
様
書
を
作
成

し
ま
す

フ
ェ
ー
ズ
1
で
作
成
し
た

要
求
仕
様
書
を
各
ベ
ン

ダ
に
配
布
し
、
見
積
金

額
や
シ
ス
テ
ム
内
容
の

分
析
を
行
い
ま
す

ま
た
、
選
定
へ
向
け
た

評
価
項
目
を
作
成
し
、

費
用
対
効
果
に
優
れ

た
シ
ス
テ
ム
選
定
を
行

い
ま
す

ベ
ン
ダ
決
定
後
、
貴
院

と
ベ
ン
ダ
と
の
調
整
役

と
な
る
こ
と
で
、
円
滑

な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
目

指
し
ま
す

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り

変
更
と
な
る
業
務
フ

ロ
ー
の
検
討
や
リ

ハ
ー
サ
ル
準
備
、
操

作
研
修
管
理
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
運

用
規
定
の
作
成
な
ど
、

ご
要
望
に
合
わ
せ
た

支
援
を
行
い
ま
す

基
本
計
画
や
要
求
仕

様
書
に
沿
っ
た
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る

か
検
証
を
行
い
ま
す

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
が
正

し
く
請
求
さ
れ
て
い
る

か
等
の
監
査
も
実
施

し
て
い
ま
す

シ
ス
テ
ム
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
を
示
し
ま
す

基
本
計
画
立
案
・
要
求
仕
様
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
最
適
な
シ
ス
テ
ム
構
成
を
検
討
し
ま
す

基
本
計
画
で
は
全
体
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
文
化
し
、
部
署
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
提
示
し
、
シ
ス
テ
ム
構
成
を

確
定
さ
せ
た
後
、
ベ
ン
ダ
に
対
す
る
要
求
仕
様
書
を
作
成
し
ま
す

ベ
ン
ダ
選
定
支
援
は
、

フ
ェ
ー
ズ
1
で
作
成
し
た
要
求
仕
様
書
を
各
ベ
ン
ダ
に
配
布
し
、
見
積
金
額
や
シ
ス
テ
ム
内
容
の
分
析
を
行
い
ま
す

ま
た
、
選
定
へ
向
け
た
評
価
項
目
を
作
成
し
、
費
用
対
効
果
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
選
定
を
行
い
ま
す

シ
ス
テ
ム
開
発
監
理
・
業
務
フ
ロ
ー
作
成
・
リ
ハ
ー
サ
ル
支
援
は
、

ベ
ン
ダ
決
定
後
、
貴
院
と
ベ
ン
ダ
と
の
調
整
役
と
な
る
こ
と
で
、
円
滑
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
目
指
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
変
更
と
な
る
業
務
フ
ロ
ー
の
検
討
や
リ
ハ
ー
サ
ル
準
備
、
操
作
研
修
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
運
用
規
定

の
作
成
な
ど
、
ご
要
望
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
い
ま
す

稼
働
前
後
の
検
証
・
外
部
監
査
は

基
本
計
画
や
要
求
仕
様
書
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か
検
証
を
行
い
、
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
が
正
し
く
請
求
さ

れ
て
い
る
か
等
の
監
査
も
実
施
し
て
い
ま
す

25

2
6

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に

関
わ
る
組
織
体
制

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
わ
る
組
織
体
制
、
組
織
間
の
調
整
な
ど
を
理
解

し
ま
す

26

329



2
7

シ
ス
テ
ム
導
入
の
組
織
体
制

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
組
織
は
、
病
院
の
規
模
に
も
よ
る
が
オ
ー
ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
や
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
よ
う
な
統
合
型
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
で
は
、
一
般
的
に
病
院
全
体
に
ま
た
が
る
導
入
組
織
が
作
ら
れ
、
そ
こ

で
は
機
能
別
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
と
横
断
型
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す

部
門
シ
ス
テ
ム
な
ど
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
場
合
は
、
業
務
上
関
連
の
あ
る
諸
部
門
、
医
療
情
報
部
門
、
事
務
部
門

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
集
め
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
ま
す

現
状
業
務
の
分
析
、
シ
ス
テ
ム
化
範
囲
の
絞
り
込
み
、
要
求
仕
様
の
作
成
を
は
じ
め
、
受
注
ベ
ン
ダ
と
と
も
に
詳
細
設
計
、

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
業
務
運
用
フ
ロ
ー
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
機
能
別
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
組
織
や
機
能
を
横
断
的
に
検
討
す
る
横
断
型
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
も
必

要
で
す

電
子
カ
ル
テ
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
は
、
外
来
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
、
入
院
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
、
救
急
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
分

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
各
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た
運
用
案
を
検
証
し
た
り
、
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
間
の
利
害
調
整
を

行
っ
た
り
、
す
べ
て
の
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の
調
整
役
を
担
い
ま
す

標
準
化
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
は
シ
ス
テ
ム
全
体
の
決
め
事
や
各
種
マ
ス
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
標
準
化
に
つ
い
て
検

討
・
調
整
を
行
い
ま
す

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
は
、
パ
ス
の
登
録
修
正
、
適
用
な
ど
の
運
用
方
法
を
検
討
し
ま
す

統
計
・
分
析
関
連
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、
診
療
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

(D
W

H)
な
ど
の
デ
ー
タ
項
目
や
構
造
に
つ
い
て

検
討
し
、
‘
病
院
報
告
な
ど
の
デ
ー
ー
タ
抽
出
の
運
を
検
討
し
ま
す

27

2
8

病
院
内
の
組
織
間
の
調
整

調
整
に
お
け
る
要
点
は
、

1
：
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を

メ
ン
バ
ー
全
員
が
よ
く
理
解
し
、
全
体
最
適
の
視
点

で
検
討
し
て
ゆ
く

2
：
お
互
い
の
業
務
内
容
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と

3
：
出
身
部
門
の
利
益
の
み
を
優
先
し
な
い
こ
と

病
院
内
の
組
織
間
の
調
整

シ
ス
テ
ム
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
導
入
の
目
的
に
合

わ
せ
て
現
状
の
業
務
フ
ロ
ー
や
業
務
分
担
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
多
く
、
職
種
間
や
所
属
し
て
い
る
職
能
部
門
間
で

の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す

そ
の
調
整
に
お
け
る
要
点
は
、

1:
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を
メ
ン
バ
ー
全

員
が
よ
く
理
解
し
、
全
体
最
適
の
視
点
で
検
討
し
て
ゆ
き
ま
す

2:
お
互
い
の
業
務
内
容
を
よ
く
理
解
し
ま
す

3:
出
身
部
門
の
利
益
の
み
を
優
先
し
な
い
こ
と
で
す

28
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2
9

病
院
内
の
組
織
間
の
調
整

調
整
に
お
け
る
要
点
は
、

4
：
従
来
の
業
務
フ
ロ
ー
は
、
新
し
く
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
後
に
も
最
適
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
の
で
、
関
連
各
部
門
の
メ
ン
バ
ー
が
シ

ス
テ
ム
導
入
後
の
業
務
フ
ロ
ー
と
部
門
間
の
関
連

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
全
体
最
適
化
を
目
指
す

4:
従
来
の
業
務
フ
ロ
ー
は
、
新
し
く
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

後
に
も
最
適
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
関
連
各

部
門
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
業
務
フ
ロ
ー
と
部
門

間
の
関
連
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
全
体
最
適
化
を
目
指
し
ま
す

29

3
0

病
院
内
の
組
織
間
の
調
整

調
整
に
お
け
る
要
点
は
、

5
：
レ
ア
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
と

し
て
取
り
込
む
場
合
と
運
用
で
対
応
す
る
場
合
と

の
切
り
分
け
を
す
る
必
要
が
あ
る

5:
レ
ア
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
と
し
て
取
り
込

む
場
合
と
運
用
で
対
応
す
る
場
合
と
の
切
り
分
け
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

30
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3
1

病
院
内
の
組
織
間
の
調
整

調
整
に
お
け
る
要
点
は
、

6
：
当
日
の
出
席
者
・
欠
席
者
、
会
議
で
の
検
討
事

項
、
合
意
事
項
、
結
論
を
持
ち
越
し
た
事
項
な
ど
を

整
理
し
て
議
事
録
を
作
成
し
、
情
報
共
有
に
努
め
、

後
日
、
「
言
っ
た
・
言
わ
な
い
」
で
議
論
が
逆
戻
り
す

る
こ
と
の
防
止
に
も
つ
な
が
る

6:
当
日
の
出
席
者
・
欠
席
者
、
会
議
で
の
検
討
事
項
、
合
意
事

項
、
結
論
を
持
ち
越
し
た
事
項
な
ど
を
整
理
し
て
議
事
録
を
作

成
し
、
情
報
共
有
に
努
め
、
後
日
、
「
言
っ
た
・
言
わ
な
い
」
で
議

論
が
逆
戻
り
す
る
こ
と
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す

そ
れ
以
外
に
、
病
院
と
べ
ﾝ
ダ
間
の
調
整
や
ベ
ン
ダ
内
お
よ
び

ベ
ン
ダ
間
の
組
織
間
調
整
は
必
要
で
す

31
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1

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
適

切
に

運
用

す
る

た
め

に
、

｢医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

理
解

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

そ
れ

と
同

時
に

、
運

用
の

た
め

の
組

織
体

制
と

運
用

業
務

の
内

容
を

把
握

す
る

こ
と

は
重

要
で

す

具
体

的
に

は
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
の

た
め

の
組

織
体

制
、

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

｣の
内

容
と

そ
の

運
用

、
外

部
保

存
に

関
わ

る
そ

の
他

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
規

程
、

利
用

者
教

育
な

ど
を

理
解

し
ま

す

1

患
者

情
報

を
含

む
情

報
お

よ
び

そ
の

情
報

を
扱

う
シ

ス
テ

ム
を

対
象

に
し

た
厚

生
労

働
省

発
行

の
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
は

、
20

05
.3

 に
第

1版
が

発
行

さ
れ

、
20

13
.1

0の
第

4.
2版

に
至

っ
て

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
が

従
う

べ
き

バ
イ

ブ
ル

的
文

書
に

な
っ

て
い

ま
す

こ
の

間
に

、
基

本
は

変
わ

ら
な

い
も

の
の

、
IT

環
境

の
変

化
等

に
合

わ
せ

て
項

目
の

追
加

・
改

変
が

行
わ

れ
て

い
ま

す

主
な

追
加

事
項

だ
け

で
も

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
要

件
、

事
業

継
続

計
画

に
つ

い
て

、
各

参
加

者
の

責
任

分
界

の
考

え
方

、
無

線
・モ

バ
イ

ル
機

器
の

利
用

、
民

間
事

業
者

へ
の

外
部

保
存

（
危

機
管

理
の

た
め

、
経

済
産

業
省

・総
務

章
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

遵
守

の
下

で
の

日
常

的
運

用
）
、

調
剤

録
・
調

剤
済

処
方

箋
の

外
部

保
存

、
に

及
ん

で
い

ま
す

法
的

要
請

事
項

と
そ

の
解

説
も

丁
寧

に
な

さ
れ

て
お

り
、

初
版

か
ら

量
的

に
大

部
で

あ
り

ま
し

た
た

が
、

第
4.

2版
で

も
運

用
管

理
規

程
例

文
を

含
め

て
15

0ペ
ー

ジ
超

の
量

に
な

っ
て

い
ま

す

こ
の

間
に

各
関

係
組

織
か

ら
、

こ
の

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

対
し

て
の

医
療

機
関

内
の

部
門

別
、

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

章
別

、
技

術
機

能
別

、
あ

る
い

は
シ

ス
テ

ム
ベ

ン
ダ

向
け

、
医

療
従

事
者

向
け

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
発

行
さ

れ
て

い
ま

す

し
か

し
な

が
ら

、
IT

知
識

を
必

要
と

す
る

読
み

物
で

あ
り

、
上

記
の

様
に

大
部

で
あ

る
た

め
、

存
在

は
知

ら
れ

て
い

て
も

全
体

を
通

じ
て

の
読

み
方

を
解

説
す

る
文

書
は

少
な

く
、

普
及

も
期

待
さ

れ
た

通
り

と
は

言
い

難
い

状
態

と
言

え
ま

す

厚
生

労
働

省
は

、
20

17
年

5月
30

日
の

改
正

個
人

情
報

保
護

法
の

執
行

に
合

わ
せ

て
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
5版

」
を

正
式

に
発

表
し

ま
し

た

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
第

４
版

の
発

表
以

降
、

医
療

業
界

を
取

り
巻

く
環

境
は

大
き

く
変

化
し

て
い

ま
す

社
会

の
デ

ジ
タ

ル
化

が
進

ん
だ

こ
と

で
、

今
ま

で
医

療
情

報
に

触
れ

る
機

会
が

少
な

か
っ

た
組

織
や

団
体

が
デ

ジ
タ

ル
な

医
療

情
報

を
日

常
的

に
取

り
扱

う
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

ま
た

、
医

療
機

関
等

が
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

標
的

に
な

る
事

例
も

出
て

き
ま

し
た

Io
Tや

そ
れ

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
普

及
も

著
し

い
た

め
、

こ
れ

か
ら

も
技

術
の

進
展

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
に

伴
い

、
医

療
等

分
野

は
新

た
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

リ
ス

ク
に

直
面

し
て

い
る

と
い

え
ま

す

2
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医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

医
療

情
報

を
電

子
的

に
取

り
扱

う
際

の
注

意
義

務
を

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
示

し
た

厚
生

労
働

省
が

発
出

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
あ

る

医
療

に
か

か
わ

る
情

報
を

扱
う

す
べ

て
の

情
報

シ
ス

テ
ム

,お
よ

び
そ

れ
ら

の
シ

ス
テ

ム
の

導
入

,運
用

,利
用

,保
守

,廃
棄

に
関

わ
る

人
と

組
織

が
対

象
に

な
る

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
を

管
理

運
用

す
る

立
場

の
人

は
必

ず
読

み
、

理
解

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

り
ま

せ
ん

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
理

解
す

れ
ば

、
現

時
点

で
の

わ
が

国
に

お
け

る
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

の
要

求
事

項
と

対
策

を
理

解
し

た
と

い
え

ま
す

そ
の

構
造

の
要

点
は

、
下

記
の

と
お

り
で

す
【
1
 章

～
6
 章

】
個

人
情

報
を

含
む

デ
ー

タ
を

扱
う

全
て

の
医

療
機

関
等

で
参

照
さ

れ
る

べ
き

内
容

を
含

ん
で

い
ま

す

3
章

で
は

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
と

、
そ

れ
ら

の
導

入
、

運
用

、
利

用
、

保
守

及
び

廃
棄

に
関

わ
る

人
ま

た
は

組
織

を
対

象
と

し
、

関
連

法
規

に
つ

い
て

述
べ

て
い

ま
す

4
章

で
は

、
医

療
機

関
な

ど
の

管
理

者
が

医
療

情
報

を
適

切
に

管
理

す
る

た
め

の
善

良
な

る
管

理
者

と
し

て
の

注
意

義
務

委
託

と
第

三
者

提
供

に
お

け
る

責
任

分
界

に
つ

い
て

規
程

し
て

い
ま

す

5
章

で
は

、
電

子
情

報
の

可
用

性
を

担
保

す
る

観
点

か
ら

相
互

運
用

性
と

標
準

化
に

つ
い

て
述

べ
て

い
ま

す

6
～

9
章

に
は

、
具

体
的

な
要

求
事

項
が

A
～

D
の

4
項

に
分

け
て

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

A
項

は
法

令
に

よ
る

要
求

事
項

、
B

項
は

要
求

事
項

と
そ

の
対

策
の

考
え

方
の

解
説

、
C

項
は

最
低

限
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

対
策

指
針

、
D

項
は

遵
守

が
必

須
で

は
な

い
が

導
入

し
た

ほ
う

が
説

明
責

任
を

果
た

し
や

す
い

推
奨

指
針

で
す

7
章

で
は

、
保

存
義

務
の

あ
る

診
療

録
等

を
電

子
的

に
保

存
す

る
場

合
の

指
針

を
含

ん
で

い
ま

す
8
章

で
は

、
保

存
義

務
の

あ
る

診
療

録
等

を
医

療
機

関
等

の
外

部
に

保
存

す
る

場
合

の
指

針
を

含
ん

で
い

ま
す

９
章

で
は

、
e
-
文

書
法

に
基

づ
い

て
ス

キ
ャ

ナ
等

に
よ

り
電

子
化

し
て

保
存

す
る

場
合

の
指

針
を

含
ん

で
い

ま
す

1
0
章

で
は

、
運

用
管

理
規

程
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
ま

す

こ
の

中
か

ら
、

抜
粋

し
て

説
明

を
い

た
し

ま
す

3

4

3
章

電
子

的
な

医
療

情
報

を
扱

う
際

の
考

え
方

3
章

電
子

的
な

医
療

情
報

を
扱

う
際

の
考

え
方

で
は

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

時
又

は
導

入
し

た
後

に
、

継
続

的
に

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
シ

ス
テ

ム
に

蓄
積

さ
れ

た
情

報
を

資
産

と
し

て
保

護
し

て
い

く
た

め
の

考
え

方
を

解
説

し
て

い
ま

す

一
般

的
に

、
情

報
シ

ス
テ

ム
や

そ
こ

に
蓄

積
さ

れ
た

情
報

を
保

護
し

て
い

く
手

段
や

手
続

き
等

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

確
立

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
構

築
方

法
や

、
そ

れ
に

基
づ

く
文

書
等

が
存

在
し

ま
す

4
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P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

中
心

と
な

る
概

念
は

、
「
①

計
画

を
立

て
る

（
P

la
n
）
」
、

「
②

そ
れ

を
実

行
す

る
（
D

o
）
」
、

「
③

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
を

行
う

（
C

h
e
c
k）

」
、

「
④

改
善

す
る

（
A

c
ti
o
n
）
」
と

い
う

一
連

の
取

組
み

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
、

い
わ

ゆ
る

「
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
」
で

す

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

は
、

も
と

も
と

は
生

産
管

理
や

品
質

管
理

な
ど

の
管

理
業

務
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
手

法
で

す

こ
れ

は
、

こ
れ

ら
の

手
順

を
継

続
し

て
繰

り
返

す
こ

と
で

、
情

報
保

護
の

レ
ベ

ル
を

向
上

さ
せ

て
い

く
も

の
で

す

医
療

機
関

等
に

お
け

る
情

報
資

産
保

護
に

お
い

て
、

こ
の

概
念

は
決

し
て

新
し

い
も

の
で

は
な

く
、

特
に

、
医

療
安

全
に

関
し

て
こ

の
概

念
が

顕
著

に
示

さ
れ

て
お

り
、

「
良

質
な

医
療

を
提

供
す

る
体

制
の

確
立

を
図

る
た

め
の

医
療

法
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
の

一
部

の
施

行
に

つ
い

て
」
（
平

成
1
9
年

3
月

3
0
日

付
け

医
政

発
第

0
3
3
0
0
1
0
号

厚
生

労
働

省
医

政
局

長
通

知
）
に

お
い

て
、

医
療

の
安

全
に

関
す

る
事

項
と

し
て

、
こ

の
概

念
が

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

つ
ま

り
、

医
療

機
関

等
で

は
、

医
療

安
全

管
理

の
事

例
に

あ
る

よ
う

に
、

「
①

計
画

を
立

て
る

（
P

la
n
）
」
、

委
員

会
や

職
員

研
修

を
実

施
し

な
が

ら
「
②

そ
れ

を
実

行
す

る
（
D

o
）
」
、

改
善

の
た

め
の

方
策

を
講

じ
る

た
め

に
「
③

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
を

行
う

（
C

h
e
c
k）

」
、

必
要

に
応

じ
て

「
④

改
善

す
る

（
A

c
ti
o
n
）
」
と

い
う

プ
ロ

セ
ス

が
既

に
存

在
し

て
い

ま
す

し
た

が
っ

て
、

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

や
そ

こ
に

蓄
積

さ
れ

た
情

報
を

継
続

的
に

保
護

し
、

利
活

用
し

て

い
く
プ

ロ
セ

ス
を

特
殊

な
概

念
と

捉
え

ず
、

通
常

業
務

の
枠

組
み

の
一

環
と

し
て

検
討

し
、

確
実

に
実

行
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

5

平
成

1
7
年

3
月

（
G

L
）

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

3
原

則
＋

外
部

保
存

平
成

1
4
年

3
月

（
通

知
）

診
療

録
等

の
保

存
を

行
う

場
所

に
つ

い
て

外
部

保
存

平
成

1
1
年

4
月

（
通

知
）

診
療

録
等

の
電

子
媒

体
に

よ
る

保
存

に
つ

い
て

3
原

則
１

:真
正

性
2
:見

読
性

３
:保

存
性

平
成

1
6
年

1
1月

e-
文

書
法

成
立

平
成

1
7
年

0
4月

個
人

情
報

保
護

法
全

面
施

行
O
R
C
A
P
ro
je
ct
認
定
事
業
所
会
議
資
料
よ
り

3
.3

 電
子

保
存

す
る

場
合

に
求

め
ら

れ
る

基
準

従
来

は
紙

媒
体

に
よ

る
管

理
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

た
診

療
録

等
が

、
「
診

療
録

等
の

電
子

媒
体

に
よ

る
保

存
に

つ
い

て
」
（
平

成
1
1
年

4
月

2
2
日

付
け

健
政

発
第

5
1
7
号

・
医

薬
発

第
5
8
7
号

・
保

発
第

8
2
号

厚
生

省
健

康
政

策
局

長
・
医

薬
安

全
局

長
・
保

険
局

長
連

名
通

知
）
に

よ
っ

て
規

制
緩

和
さ

れ
、

「
電

子
保

存
」
が

認
め

ら
れ

ま
し

た
。

こ
の

通
知

で
は

、
前

述
し

た
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
加

え
、

診
療

に
供

す
る

情
報

を
扱

う
医

療
固

有
の

要
求

事
項

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

こ
れ

が
「
電

子
保

存
の

三
原

則
」

と
呼

ば
れ

る
も

の
で

あ
り

、
「
真

正
性

」
、

「
見

読
性

」
、

「
保

存
性

」
で

構
成

さ
れ

る
。

こ
こ

で
は

、
e
-
文

書
法

省
令

及
び

外
部

保
存

通
知

に
則

り
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
7
章

か
ら

9
章

で
詳

細
に

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

い
わ

ゆ
る

「
電

子
保

存
の

三
原

則
」
（
真

正
性

、
見

読
性

、
保

存
性

）
に

つ
い

て
解

説
を

し
ま

す

電
子

処
方

せ
ん

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

「
電

子
処

方
せ

ん
の

運
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
が

公
表

さ
れ

て

い
る

た
め

、
参

照
し

て
く
だ

さ
い

ま
た

、
外

国
に

あ
る

事
業

者
に

診
療

録
等

の
8
章

で
規

定
さ

れ
て

い
る

文
書

等
の

取
扱

い
を

委
託

す
る

場
合

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
と

も
に

、
「
A

S
P

・
S
aa

S
 に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
及

び
「
A

S
P

・
S
aa

S
事

業
者

が
医

療
情

報
を

取
り

扱
う

際
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（
総

務
省

）
、

並
び

に
「
医

療
情

報
を

受
託

管
理

す
る

情
報

処
理

事
業

者
向

け
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
（
経

済
産

業
省

）
の

規
定

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
参

照
し

て
く
だ

さ
い

6
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真
正

性
：

正
当

な
人

が
記

録
し

確
認

さ
れ

た
情

報
に

関
し

,
第

三
者

か
ら

見
て

作
成

の
責

任
の

所
在

が
明

確
で

あ
る

こ
と

故
意

ま
た

は
過

失
に

よ
る

,虚
偽

入
力

、
書

換
え

、
消

去
、

お
よ

び
混

同
が

防
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
こ

こ
で

、
混

同
と

は
、

患
者

を
取

り
違

え
た

記
録

が
な

さ
れ

た
り

、
記

録
さ

れ
た

情
報

間
で

の
関

連
性

を
誤

っ
た

り
す

る
こ

と

１
）
真

正
性

の
確

保
に

つ
い

て

真
正

性
と

は
、

正
当

な
人

が
記

録
・
確

認
を

行
っ

た
情

報
に

つ
い

て
、

第
三

者
に

と
っ

て
作

成
の

責
任

の
所

在
が

明
確

で
あ

り
、

か
つ

、
故

意
又

は
過

失
に

よ
る

虚
偽

入
力

・
書

換
え

・
消

去
・
混

同
※

が
防

止
さ

れ
て

い
る

こ
と

で
す

※
混

同
と

は
、

患
者

を
取

り
違

え
た

記
録

が
な

さ
れ

た
り

、
記

録
さ

れ
た

情
報

間
で

の
関

連
付

け
を

誤
る

こ
と

を
い

い
ま

す

発
生

す
る

各
種

の
デ

ー
タ

に
対

し
て

、
「
作

成
の

責
任

の
所

在
及

び
記

録
の

確
定

方
法

の
明

確
化

」
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

上
で

、
技

術
的

対
策

、
運

用
的

対
策

等
を

組
み

合
わ

せ
て

、
責

任
の

所
在

を
明

確
化

し
、

情
報

の
完

全
性

を
確

保
す

る
（
虚

偽
入

力
、

書
換

え
、

消
去

及
び

混
同

の
防

止
）
必

要
が

あ
り

ま
す

7

見
読

性
：

電
子

媒
体

に
保

存
さ

れ
た

内
容

を
,権

限
保

有
者

か
ら

の
要

求
に

基
づ

き
,必

要
に

応
じ

て
肉

眼
で

見
読

可
能

な
状

態
に

で
き

る
こ

と

必
要

に
応

じ
て

と
は

、
「
診

療
」
、

「
患

者
へ

の
説

明
」
、

「
監

査
」
、

「
訴

訟
」
等

に
際

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

に
支

障
の

な
い

応
答

時
間

や
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
と

、
操

作
方

法
で

と
い

う
こ

と
で

あ
る

特
に

監
査

の
場

合
に

お
い

て
は

、
監

査
対

象
の

情
報

の
内

容
を

直
ち

に
書

面
に

表
示

で
き

る
こ

と

（
２

）
見

読
性

の
確

保
に

つ
い

て

見
読

性
と

は
、

電
子

媒
体

に
保

存
さ

れ
た

内
容

を
、

要
求

に
基

づ
き

、
必

要
に

応
じ

て
肉

眼
で

読
み

取
れ

る
状

態
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

で
あ

る
。

見
読

性
と

は
、

本
来

「
診

療
に

用
い

る
た

め
支

障
が

な
い

こ
と

」
と

「
監

査
等

に
差

し
支

え
な

い
こ

と
」
を

指
し

、
こ

の
両

方
を

満
た

す
こ

と
が

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
求

め
ら

れ
る

実
質

的
な

見
読

性
の

確
保

で
す

「
必

要
に

応
じ

て
」
と

は
、

診
療

、
患

者
へ

の
説

明
、

監
査

、
訴

訟
等

に
際

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

に
支

障
の

な
い

応
答

時
間

や
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
、

操
作

方
法

に
よ

り
読

み
取

れ
る

状
態

に
で

き
る

こ
と

で
す

ま
た

、
情

報
の

所
在

管
理

と
見

読
化

手
段

の
管

理
も

必
要

で
あ

り
、

患
者

ご
と

の
全

て
の

情
報

の
所

在
が

日
常

的
に

把
握

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
、

こ
の

こ
と

は
外

部
保

存
の

場
合

も
同

様
で

す

電
子

媒
体

に
保

存
さ

れ
た

情
報

は
そ

の
ま

ま
で

は
見

読
で

き
ず

、
電

子
媒

体
か

ら
情

報
を

取
り

出
す

に
当

た
っ

て
何

ら
か

の
処

理
を

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
、

こ
れ

ら
の

見
読

化
手

段
が

日
常

的
に

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

8
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保
存

性
：

記
録

さ
れ

た
情

報
が

法
令

等
で

定
め

ら
れ

た
期

間
に

渡
っ

て
真

正
性

を
保

ち
,見

読
可

能
に

で
き

る
状

態
で

保
存

さ
れ

る
こ

と

・
機

器
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
障

害
等

に
よ

り
、

デ
ー

タ
保

存
自

体
が

な
さ

れ
て

い
な

い
可

能
性

・
記

録
媒

体
、

設
備

の
劣

化
に

よ
る

不
完

全
な

読
み

取
り

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ウ

イ
ル

ス
や

不
正

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

よ
る

場
合

を
含

む
、

設
備

・
記

録
媒

体
の

不
適

切
な

管
理

に
よ

る
情

報
の

喪
失

・
シ

ス
テ

ム
更

新
時

の
不

完
全

な
デ

ー
タ

移
行

（
３

）
保

存
性

の
確

保
に

つ
い

て

保
存

性
と

は
、

記
録

さ
れ

た
情

報
が

法
令

等
で

定
め

ら
れ

た
期

間
に

わ
た

っ
て

真
正

性
を

保
ち

、
見

読
性

が
確

保
さ

れ
た

状
態

で
保

存
さ

れ
る

こ
と

を
い

い
ま

す

診
療

録
等

の
情

報
を

電
子

的
に

保
存

す
る

場
合

、
保

存
性

を
脅

か
す

原
因

に
下

記
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

・
機

器
や

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
障

害
等

に
よ

り
、

デ
ー

タ
保

存
自

体
が

な
さ

れ
て

い
な

い
可

能
性

・
記

録
媒

体
、

設
備

の
劣

化
に

よ
る

不
完

全
な

読
み

取
り

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ウ

イ
ル

ス
や

不
正

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

よ
る

場
合

を
含

む
、

設
備

・
記

録
媒

体
の

不

適
切

な
管

理
に

よ
る

情
報

の
喪

失

・
シ

ス
テ

ム
更

新
時

の
不

完
全

な
デ

ー
タ

移
行

こ
れ

ら
の

脅
威

を
な

く
す

た
め

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
原

因
に

対
し

て
、

技
術

面
及

び
運

用
面

で
の

対
策

を

講
じ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

外
部

保
存

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
保

存
施

設
に

お
い

て
こ

れ
ら

の
対

策
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

9

1
0

6
章

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理

6
章

情
報

シ
ス

テ
ム

の
基

本
的

な
安

全
管

理
の

内
容

は

10
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6
.1

 方
針

の
制

定
と

公
表

6
.2

 医
療

機
関

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

(I
S
M

S
)

の
実

践
6
.2

.1
 I
S
M

S
構

築
の

手
順

6
.2

.2
 取

扱
い

情
報

の
把

握
6
.2

.3
 リ

ス
ク

分
析

6
.3

 組
織

的
安

全
管

理
対

策
(体

制
、

運
用

管
理

規
程

）
6
.4

 物
理

的
安

全
対

策
6
.5

 技
術

的
安

全
対

策
6
.6

 人
的

安
全

対
策

6
.7

 情
報

の
破

棄
6
.8

 情
報

シ
ス

テ
ム

の
改

造
と

保
守

6
.9

 情
報

及
び

情
報

機
器

の
持

ち
出

し
に

つ
い

て
6
.1

0
 災

害
等

の
非

常
時

の
対

応
6
.1

1
 外

部
と

個
人

情
報

を
含

む
医

療
情

報
を

交
換

す
る

増
合

の
安

全
管

理
6
.1

2
 法

令
で

定
め

ら
れ

た
記

名
・
押

印
を

電
子

署
名

で
行

う
こ

と
に

つ
い

て

6
.1

 方
針

の
制

定
と

公
表

6
.2

 医
療

機
関

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

(I
S
M

S
)の

実
践

6
.2

.1
 I
S
M

S
構

築
の

手
順

6
.2

.2
 取

扱
い

情
報

の
把

握

6
.2

.3
 リ

ス
ク

分
析

6
.3

 組
織

的
安

全
管

理
対

策
(体

制
、

運
用

管
理

規
程

）

6
.4

 物
理

的
安

全
対

策

6
.5

 技
術

的
安

全
対

策

6
.6

 人
的

安
全

対
策

6
.7

 情
報

の
破

棄

6
.8

 情
報

シ
ス

テ
ム

の
改

造
と

保
守

6
.9

 情
報

及
び

情
報

機
器

の
持

ち
出

し
に

つ
い

て

6
.1

0
 災

害
等

の
非

常
時

の
対

応

6
.1

1
 外

部
と

個
人

情
報

を
含

む
医

療
情

報
を

交
換

す
る

増
合

の
安

全
管

理

6
.1

2
 法

令
で

定
め

ら
れ

た
記

名
・
押

印
を

電
子

署
名

で
行

う
こ

と
に

つ
い

て

で
す

11

IS
M

S
：

（
In

fo
rm

at
io

n
S
e
c
u
ri
ty

M
an

ag
e
m

e
n
t

S
ys

te
m

）

組
織

が
情

報
を

適
切

に
管

理
し

機
密

を
守

る
た

め
の

包
括

的
な

枠
組

み
の

こ
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
だ

け
で

な
く
、

情
報

を
扱

う
際

の
基

本
的

な
方

針
で

あ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ィ

や
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
計

画
、

計
画

の
実

施
・
運

用
、

一
定

期
間

ご
と

の
方

針
・
計

画
の

見
直

し
ま

で
含

め
た

、
ト

ー
タ

ル
な

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

系
の

こ
と

を
指

す

6
.2

は
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
(I
S
M

S
: 
In

fo
rm

at
io

n
 S

e
c
u
ri
ty

 M
an

ag
e
m

e
n
t 

S
ys

te
m

)の
説

明
で

す

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

領
域

で
は

、
IT

技
術

の
発

展
に

伴
っ

て
、

過
去

の
経

験
蓄

積
だ

け
で

は
想

定
で

き
な

い
新

た
な

問
題

点
や

弱
点

が
絶

え
ず

明
ら

か
に

な
っ

て
い

ま
す

そ
の

た
め

、
IS

M
S
が

登
場

し
ま

し
た

、
IS

M
S
は

医
療

の
安

全
管

理
と

同
様

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

構
築

し
、

維
持

し
て

い
ま

す コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
だ

け
で

な
く
、

情
報

を
扱

う
際

の
基

本
的

な
方

針
で

あ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ィ

や
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
具

体
的

な
計

画
、

計
画

の
実

施
・
運

用
、

一
定

期
間

ご
と

の
方

針
・
計

画
の

見
直

し
ま

で
含

め
た

、
ト

ー
タ

ル
な

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

系
の

こ
と

を
指

し
て

い
ま

す

6
.2

.1
は

取
扱

い
情

報
の

把
握

と
し

て
、

情
報

シ
ス

テ
ム

で
扱

う
情

報
を

す
べ

て
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
し

、
安

全
管

理
上

の
重

要
度

に
応

じ
て

分
類

を
行

い
、

常
に

最
新

の
状

態
を

維
持

す
る

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
て

い
ま

す

ま
た

、
安

全
性

が
損

な
わ

れ
た

場
合

の
影

響
の

大
き

さ
に

応
じ

て
、

安
全

管
理

上
の

重
要

度
を

分
類

し
て

お
り

、
6
.2

.3
の

リ
ス

ク
分

析
で

は
、

分
類

さ
れ

た
情

報
ご

と
に

、
管

理
上

の
過

誤
、

機
器

の
故

障
、

外
部

か
ら

の
侵

入
、

利
用

者
の

悪
意

、
利

用
者

の
過

誤
等

に
よ

る
脅

威
を

列
挙

し
て

、
運

用
管

理
規

程
を

含
め

た
対

策
を

講
じ

て
い

ま
す

P
la

n
－

計
画

IS
M

S
構

築
の

骨
格

と
な

る
文

書
（
基

本
方

針
、

運
用

管
理

規
程

な
ど

）
と

文
書

化
さ

れ
た

IS
M

S
構

築
手

順
を

確
立

す
る

D
o
－

実
施

P
で

準
備

し
た

文
書

や
手

順
を

使
っ

て
実

際
に

IS
M

S
を

構
築

す
る

C
h
e
c
k一

点
検

構
築

し
た

IS
M

S
が

適
切

に
運

用
さ

れ
て

い
る

か
監

視
と

見
直

し
を

行
う

A
c
t一

処
置

改
善

す
べ

き
点

が
出

た
場

合
に

是
正

処
置

や
予

防
処

置
を

検
討

し
、

IS
M

S
を

維
持

す
る

12
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医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

提
示

さ
れ

て
い

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

基
本

的
な

安
全

管
理

対
策

組
織

的
安

全
管

理
対

策

物
理

的
安

全
対

策

技
術

的
安

全
対

策

人
的

安
全

対
策

6
.3

～
6
.6

章
は

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

基
本

的
な

安
全

対
策

の
説

明
で

あ
り

、
基

本
対

策
と

し
て

は
、

安
全

な
パ

ス
ワ

ー
ド

管
理

を
組

織
の

隅
々

ま
で

実
行

さ
せ

る
の

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
IC

カ
ー

ド
＋

パ
ス

ワ
ー

ド
や

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

+
IC

カ
ー

ド
な

ど
の

2
要

素
認

証
を

推
奨

し
て

い
る

い
ま

す

6
.9

章
は

、
在

宅
医

療
訪

問
診

療
な

ど
の

増
加

、
モ

バ
イ

ル
端

末
の

発
展

に
よ

り
医

療
情

報
を

持
ち

出
す

ニ
ー

ズ
や

機
会

が
増

え
、

同
時

に
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
よ

う
な

情
報

端
末

、
C

D
-
R

、
U

S
B

メ
モ

リ
の

よ
う

な
情

報
記

録
可

搬
媒

体
を

対
象

に
、

盗
難

、
紛

失
、

置
き

忘
れ

な
ど

に
よ

る
不

注
意

過
誤

に
よ

る
リ

ス
ク

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
ま

す

13

B
C

P
(B

u
is

in
e
ss

C
o
n
ti
n
u
it
y

P
la

n
)：

事
業

継
続

計
画

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ン

テ
ィ

ニ
ュ

イ
テ

ィ
プ

ラ
ン

災
害

な
ど

リ
ス

ク
が

発
生

し
た

時
に

重
要

業
務

が
中

断
し

な
い

こ
と

6
.1

0
章

は
、

事
業

継
続

計
画

(B
C

P
: 
B

u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
in

g 
P

la
n
)に

つ
い

て
で

あ
り

、
長

期
間

の
停

電
時

の
代

替
手

段
、

機
能

が
回

復
し

た
時

の
復

旧
方

法
な

ど
、

事
前

に
周

知
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

事
項

を
述

べ
て

い
ま

す

14
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6
.1

1
章

は
、

レ
セ

プ
ト

の
オ

ン
ラ

イ
ン

請
求

や
地

域
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

要
求

事
項

と
対

策
に

つ
い

て
で

通
信

に
専

用
線

ま
た

は
十

分
な

強
度

の
V

P
N

(V
ir
tu

al
 P

ri
va

te
 N

e
tw

o
rk

)を
利

用
し

、
さ

ら
に

情
報

自
体

の
暗

号
化

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
ま

す

V
P
N

は
、

暗
号

化
、

認
証

、
ト

ン
ネ

リ
ン

グ
、

タ
ギ

ン
グ

、
ラ

ベ
リ

ン
グ

な
ど

の
複

数
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

を
利

用
し

て
設

け
ら

れ
る

仮
想

専
用

回
線

で
す

・
拠

点
間

で
安

全
な

通
信

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

15

日
本
医
師
会
O
R
C
A
管
理
機
構
版

H
P
K
I電
子
署
名
ソ
フ
ト

：

6
1
2
章

で
は

電
子

署
名

に
つ

い
て

、
法

的
に

有
効

な
電

子
署

名
の

実
施

要
件

を
示

し
、

保
健

医
療

福
祉

分
野

P
K
I認

証
局

に
も

触
れ

て
い

る
ま

す

P
K
I：

P
u
b
lic

 K
e
y
 I

n
fr

a
st

ru
ct

u
re

：
公

開
鍵

基
盤

は
、

公
開

鍵
暗

号
方

式
に

お
い

て

受
信

者
が

公
開

し
て

い
る

公
開

鍵
が

正
し

く
受

信
者

の
も

の
で

あ
る

か
の

証
明

を
行

う
証

明
基

盤
の

こ
と

で
す

ス
ラ

イ
ド

は
、
日
本
医
師
会
O
R
C
A
管
理
機
構
版
H
P
K
I電
子
署
名
ソ
フ
ト
の
内
容
で
す

20
16

年
度

診
療

報
酬

改
定

に
お

い
て

、
患

者
紹

介
に

よ
る

診
療

情
報

提
供

書
お

よ
び

検
査

結
果

・
画

像
情

報
等

に
つ

い
て

、
電

子
的

に
作

成
し

、
安

全
な

回
線

を
使

用
し

て
送

受
し

た
場

合
の

加
算

点
数

が
新

設
さ

れ
ま

し
た

診
療

情
報

提
供

書
を

電
子

的
に

作
成

す
る

に
は

、
HP

KI
に

よ
る

電
子

署
名

が
必

須
に

な
り

ま
す

本
ソ

フ
ト

は
、

診
療

情
報

提
供

書
に

算
定

条
件

を
満

た
す

た
め

に
、

医
師

資
格

証
(H

PK
Iカ

ー
ド

)等
を

用
い

て
簡

単
に

電
子

署
名

を
付

加
す

る
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
で

す

医
師

資
格

証
を

用
い

て
電

子
署

名
を

付
与

し
た

場
合

、
一

日
に

つ
き

50
回

ま
で

の
タ

イ
ム

ス
タ

ン
プ

が
無

料
で

付
与

で
き

ま
す

。
電

子
カ

ル
テ

や
診

療
支

援
シ

ス
テ

ム
等

と
の

「
連

携
AP

I」
も

搭
載

し
て

お
り

、
拡

張
性

に
優

れ
て

い
ま

す

※
診

療
情

報
提

供
書

を
電

子
的

に
発

行
す

る
場

合
に

は
、

タ
イ

ム
ス

タ
ン

プ
付

き
電

子
署

名
が

必
須

に
な

り
ま

す

16
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７
・
８

章
電

子
保

存
の

要
求

事
項

に
つ

い
て

7
章

、
8
章

で
は

、
電

子
保

存
の

要
求

事
項

に
つ

い
て

で
す

17

平
成

1
7
年

3
月

（
G

L
）

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

3
原

則
＋

外
部

保
存

平
成

1
4
年

3
月

（
通

知
）

診
療

録
等

の
保

存
を

行
う

場
所

に
つ

い
て

外
部

保
存

平
成

1
1
年

4
月

（
通

知
）

診
療

録
等

の
電

子
媒

体
に

よ
る

保
存

に
つ

い
て

3
原

則
１

:真
正

性
2
:見

読
性

３
:保

存
性

平
成

1
6
年

1
1月

e-
文

書
法

成
立

平
成

1
7
年

0
4月

個
人

情
報

保
護

法
全

面
施

行
O
R
C
A
P
ro
je
ct
認
定
事
業
所
会
議
資
料
よ
り

具
体

的
に

は
、

電
子

保
存

の
3
基

準
（
真

正
性

、
見

読
性

、
保

存
性

）
の

担
保

の
必

要
性

に
つ

い
て

で
す

7
.1

章
は

真
正

性
の

確
保

で
、

こ
れ

は
、

虚
偽

入
力

、
書

き
換

え
、

消
去

、
混

同
が

防
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

完
全

性
(I
n
te

gr
it
y)

が
確

保
さ

れ
て

い
る

と
い

い
、

作
成

の
責

任
の

所
在

が
明

確
で

あ
る

こ
と

を
責

任
追

及
性

(A
c
c
o
u
n
ta

b
ili

ty
) 

と
呼

称
し

て
お

り
、

真
正

性
と

は
こ

の
完

全
性

と
責

任
追

及
性

と
い

う
2
つ

の
概

念
を

合
わ

せ
た

も
の

の
こ

と
で

す

そ
の

た
め

、
医

療
情

報
の

作
成

過
程

で
確

定
操

作
が

必
要

で
、

真
正

性
の

確
保

を
開

始
す

る
時

点
を

指
し

て
い

ま
す

7
.2

章
の

見
読

性
の

確
保

で
は

、
時

間
を

経
て

も
見

読
性

を
確

保
す

る
こ

と
、

す
な

わ
ち

シ
ス

テ
ム

障
害

、
シ

ス
テ

ム
更

新
、

マ
ス

タ
ー

変
更

で
見

読
性

が
損

な
わ

れ
な

い
こ

と
に

つ
い

て
書

か
れ

て
い

ま
す

7
.3

章
の

保
存

性
の

確
保

で
は

、
定

め
ら

れ
た

期
間

、
真

正
性

と
見

読
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

が
書

か
れ

て
い

ま
す

18
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8
章

で
は

、
民

間
事

業
者

を
含

む
保

存
先

の
選

定
に

関
す

る
こ

と
と

、
個

人
情

報
保

護
な

ら
び

に
責

任
分

界
の

明
確

化
が

主
な

内
容

と
な

っ
て

い
ま

す

19

診
療

録
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

に
よ

り
電

子
化

し
て

保
存

す
る

場
合

（
9
章

）

診
療

録
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

に
よ

り
電

子
化

し
て

保
存

す
る

場
合

に
関

し
て

説
明

し
て

い
る

章
で

あ
る

9
.2

章
は

、
診

療
な

ど
の

都
度

電
子

化
す

る
場

合
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
る

ペ
ー

パ
レ

ス
フ

イ
ル

ム
レ

ス
運

用
の

医
療

機
関

に
、

外
部

か
ら

紙
や

フ
イ

ル
ム

で
持

ち
込

ま
れ

た
情

報
を

扱
う

場
合

に
相

当
し

、
目

的
に

応
じ

た
十

分
な

精
度

を
確

保
す

る
こ

と
、

特
定

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

依
存

し
な

い
一

般
的

な
形

式
に

変
換

す
る

こ
と

、
電

子
署

名
と

タ
イ

ム
ス

タ
ン

プ
の

付
与

を
求

め
て

い
る

9
.3

章
は

、
自

院
で

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

紙
媒

体
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

で
電

子
化

し
て

保
存

し
、

原
本

を
破

棄
す

る
場

合
の

要
件

に
つ

い
て

述
べ

て
い

る
あ

ら
か

じ
め

、
掲

示
な

ど
で

周
知

を
は

か
る

こ
と

や
、

運
用

管
理

規
程

を
作

成
す

る
こ

と
、

監
査

人
の

外
部

監
査

を
受

け
る

こ
と

な
ど

の
条

件
を

記
載

し
て

い
る

9
.5

章
で

は
、

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

で
電

子
化

は
行

う
が

紙
な

ど
の

媒
体

も
そ

の
ま

ま
保

存
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

、
診

療
な

ど
に

差
し

支
え

な
い

程
度

の
精

度
で

よ
い

と
し

て
い

る

診
療

録
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

に
よ

り
電

子
化

し
て

保
存

す
る

場
合

（
9
章

）

診
療

録
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

に
よ

り
電

子
化

し
て

保
存

す
る

場
合

に
関

し
て

説
明

し
て

い
る

章
で

あ
る

9
.2

章
は

、
診

療
な

ど
の

都
度

電
子

化
す

る
場

合
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
る

ペ
ー

パ
レ

ス
フ

イ
ル

ム
レ

ス
運

用
の

医
療

機
関

に
、

外
部

か
ら

紙
や

フ
イ

ル
ム

で
持

ち
込

ま
れ

た
情

報
を

扱
う

場
合

に
相

当
し

、
目

的
に

応
じ

た
十

分
な

精
度

を
確

保
す

る
こ

と
、

特
定

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

依
存

し
な

い
一

般
的

な
形

式
に

変
換

す
る

こ
と

、
電

子
署

名
と

タ
イ

ム
ス

タ
ン

プ
の

付
与

を
求

め
て

い
る

9
.3

章
は

、
自

院
で

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

紙
媒

体
な

ど
を

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

で
電

子
化

し
て

保
存

し
、

原
本

を
破

棄
す

る
場

合
の

要
件

に
つ

い
て

述
べ

て
い

る
あ

ら
か

じ
め

、
掲

示
な

ど
で

周
知

を
は

か
る

こ
と

や
、

運
用

管
理

規
程

を
作

成
す

る
こ

と
、

監
査

人
の

外
部

監
査

を
受

け
る

こ
と

な
ど

の
条

件
を

記
載

し
て

い
る

9
.5

章
で

は
、

ス
キ

ャ
ナ

な
ど

で
電

子
化

は
行

う
が

紙
な

ど
の

媒
体

も
そ

の
ま

ま
保

存
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

、
診

療
な

ど
に

差
し

支
え

な
い

程
度

の
精

度
で

よ
い

と
し

て
い

る

20
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医
療

情
報

に
関

す
る

そ
の

他
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

医
療

情
報

に
関

す
る

そ
の

他
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

21

J
A

H
IS

J
ap

an
e
se

A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f 
H

e
al

th
c
ar

e
In

fo
rm

at
io

n
S
ys

te
m

s
in

du
st

ry

ジ
ェ

イ
ヒ

ス
：

一
般

社
団

法
人

保
健

医
療

福
祉

情
報

シ
ス

テ
ム

工
業

会

保
健

医
療

福
祉

情
報

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

技
術

の
向

上
、

品
質

お
よ

び
安

全
性

の
確

保
、

標
準

化
の

推
進

を
図

り
、

業
界

の
健

全
な

発
展

と
国

民
の

保
健

・
医

療
・
福

祉
に

寄
与

し
、

も
っ

て
健

康
で

豊
か

な
国

民
生

活
の

維
持

向
上

に
貢

献
す

る
活

動
を

推
進

し
て

い
る

J
A

H
IS

：
一

般
社

団
法

人
保

健
医

療
福

祉
情

報
シ

ス
テ

ム
工

業
会

の
こ

と
で

、

製
造

業
者

に
よ

る
医

療
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
開

示
書

ガ
ｲ
ド

(V
e
r2

0
)｣

(J
A

H
IS

)

情
報

シ
ス

テ
ム

を
納

入
す

る
事

業
者

が
製

品
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

機
能

の
開

示
を

行
う

際
の

テ
ン

プ
レ

ー
ト

を
記

載
し

た
も

の
で

あ
り

、
前

節
の

「
厚

生
労

働
省

の
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

章
に

対
応

す
る

形
で

書
か

れ
て

い
ま

す

こ
の

開
示

書
は

、
厚

生
労

働
省

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

1
0
章

、
お

よ
び

付
表

を
参

考
に

適
切

な
運

用
管

理
規

程
を

作
成

で
き

る
こ

と
を

意
図

し
て

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

保
健

医
療

福
祉

情
報

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

技
術

の
向

上
、

品
質

お
よ

び
安

全
性

の
確

保
、

標
準

化
の

推
進

を
図

り
、

業
界

の
健

全
な

発
展

と
国

民
の

保
健

・
医

療
・
福

祉
に

寄
与

し
、

も
っ

て
健

康
で

豊
か

な
国

民
生

活
の

維
持

向
上

に
貢

献
す

る
活

動
を

推
進

し
て

い
ま

す

第
１

章
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
前

提
条

件
及

び
読

み
方

22
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医
療

情
報

を
受

託
管

理
す

る
情

報
処

理
事

業
者

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

経
済

産
業

省
が

、
平

成
24

年
10

月
に

出
し

た
、

「
医

療
情

報
を

受
託

管
理

す
る

情
報

掴
処

理
事

業
者

向
け

カ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
2
版

｣は
、

診
療

情
報

の
保

管
・
処

理
の

外
注

を
受

け
る

事
業

者
が

遵
守

す
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

、
主

に
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

事
業

者
を

対
象

に
書

か
れ

て
い

る
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
準

拠
し

て
、

医
療

情
報

を
取

り
扱

う
事

業
者

が
守

る
べ

き
事

柄
が

述
べ

ら
れ

て
い

ま
す

医
療

機
関

な
ど

が
保

存
義

務
の

あ
る

情
報

の
保

管
・
処

理
を

外
注

す
る

場
合

に
、

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
遵

守
し

て
い

な
い

事
業

者
と

は
契

約
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
、

ま
た

、
法

令
に

よ
り

作
成

や
保

存
が

定
め

ら
れ

て
い

る
文

書
を

含
む

場
合

に
は

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
お

よ
び

医
療

情
報

が
、

国
内

法
の

執
行

の
及

ぶ
範

囲
に

あ
る

こ
と

を
確

実
に

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

、
と

さ
れ

て
い

ま
す

23

A
S
P

・
S
aa

S
事

業
者

が
医

療
情

報
を

取
り

扱
う

際
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
1
.1

版
総

務
省

平
成

2
2
年

１
２

月

総
務

省
が

平
成

2
2
年

1
2
月

に
出

し
た

「
A

S
P

･S
aa

S
事

業
者

が
医

療
情

報
綱

を
取

り
扱

う
際

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
.1

版
｣は

、
も

と
も

と
A

S
P

･S
aa

S
事

業
者

向
け

で
あ

る
が

、
現

状
は

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
も

用
い

ら
れ

て
い

る
ま

す

A
S
P

･S
aa

S
事

業
者

に
求

め
る

べ
き

安
全

管
理

対
策

非
常

時
の

対
応

真
正

性
・
見

読
性

・
保

存
性

の
3
基

準
の

確
保

、
サ

ー
ビ

ス
終

了
時

の
留

意
点

、
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

・
ア

シ
ュ

ア
ラ

ン
ス

の
合

意
形

成
時

の
留

意
点

な
ど

が
述

べ
ら

れ
て

い
ま

す

法
令

で
作

成
や

保
存

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

情
報

を
扱

う
場

合
は

、
こ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

し
て

い
な

い
事

業
者

と
、

医
療

機
関

は
契

約
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん

第
１

章
で

は
、

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

前
提

条
件

及
び

読
み

方

第
２

章
で

は
、

AS
P・

Sa
aS

事
業

者
が

医
療

情
報

の
処

理
を

行
う

際
の

責
任

等

第
３

章
で

は
、

安
全

管
理

に
関

す
る

AS
P・

Sa
aS

事
業

者
へ

の
要

求
事

項

第
４

章
で

は
、

安
全

管
理

の
実

施
に

お
け

る
医

療
機

関
等

と
の

合
意

形
成

の
考

え
方

が
書

か
れ

て
い

ま
す

24
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

患
者

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
深

<
関

わ
る

情
報

を
取

扱
う

た
め

、
医

療
情

報
の

安
全

な
運

用
に

格
段

の
配

慮
が

必
要

で
す

そ
の

た
め

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

は
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
安

全
か

つ
効

果
的

に
運

用
す

る
た

め
の

基
本

的
ル

ー
ル

で
、

医
療

機
関

の
最

高
議

決
機

関
に

よ
り

承
認

さ
れ

、
シ

ス
テ

ム
管

理
者

を
含

め
て

、
す

べ
て

の
利

用
者

の
遵

守
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
情

報
の

適
切

な
取

り
扱

い
に

対
す

る
信

頼
性

の
構

築
に

な
く
て

は
な

ら
な

い
も

の
で

す

25

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

の
必

要
性

シ
ス

テ
ム

運
用

規
程

作
成

時
に

準
拠

す
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

・
平

成
1
2
年

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
推

進
会

議
「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
｣

・
平

成
2
2
年

の
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
医

療
・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
り

扱
い

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

｣
・
平

成
2
8
年

の
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
4
.3

版
」

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

の
必

要
性

シ
ス

テ
ム

運
用

規
程

作
成

時
に

準
拠

す
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

あ
げ

ら
れ

る
の

は
、

平
成

1
2
年

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
推

進
会

議
が

決
定

し
た

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
｣

平
成

2
2
年

の
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
医

療
・
介

護
関

係
事

業
者

に
お

け
る

個
人

情
報

の
適

切
な

取
り

扱
い

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

｣

平
成

2
8
年

の
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
4
.3

版
」
で

す
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シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

の
必

要
性

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
（
基

本
原

則
・
大

針
）
」
を

策
定

↓ 「
情

報
セ

キ
リ

テ
イ

管
理

規
程

」
を

策
定

↓ 「
シ

ス
テ

ム
運

用
管

理
規

程
」
を

策
定

↓ 第
三

者
評

価
で

あ
る

IS
M

S
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

マ
ー

ク
な

ど
を

取
得

す
る

際
に

は
、

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

が
効

果
的

に
運

用
さ

れ
て

い
る

か
監

査
さ

れ
る

こ
と

も
念

頭
に

置
く
必

要
が

あ
る

こ
れ

ら
に

準
拠

し
て

、
一

貫
し

た
考

え
方

に
基

づ
い

た
「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
（
基

本
原

則
・
大

針
）
」
を

策
定

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

て
「
情

報
セ

キ
リ

テ
イ

管
理

規
程

」
を

策
定

し
ま

し
た そ

の
ほ

か
、

医
療

情
報

の
適

正
管

理
の

た
め

に
す

べ
の

管
理

者
・
利

用
者

が
遵

守
す

べ
き

使
用

機
器

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

、
お

よ
び

運
用

に
必

要
な

仕
組

み
全

般
の

取
扱

い
と

管
理

に
関

す
る

ル
ー

ル
を

定
め

た
「
シ

ス
テ

ム
運

用
管

理
規

程
」
を

策
定

し
ま

し
た

第
三

者
評

価
で

あ
る

IS
M

S
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

マ
ー

ク
な

ど
を

取
得

す
る

際
に

は
、

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

が
効

果
的

に
運

用
さ

れ
て

い
る

か
監

査
さ

れ
る

こ
と

も
念

頭
に

置
く
必

要
が

あ
り

ま
す

27

運
用

管
理

規
程

の
必

要
な

項
目

1
.管

理
対

象
（
シ

ス
テ

ム
、

情
報

人
）

2
.管

理
体

制
「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
運

営
に

関
す

る
最

高
議

決
機

関
」
の

設
置

シ
ス

テ
ム

管
理

者
、

運
用

責
任

者
、

監
査

責
任

者
な

ど
3
.管

理
者

・
責

任
者

の
責

務
シ

ス
テ

ム
管

理
者

、
運

用
責

任
者

、
監

査
責

任
者

4
.利

用
者

の
責

務
パ

ス
ワ

ー
ド

管
理

や
異

常
時

の
対

処
、

個
人

情
報

取
扱

い
な

ど
5
.サ

ー
バ

の
管

理
6
.端

末
機

器
の

取
扱

い
7
.ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
用

8
.デ

ー
タ

の
取

扱
い

・
保

管
真

正
性

、
見

読
性

、
保

存
性

の
確

保
の

た
め

の
暗

号
化

の
設

定
、

保
管

場
所

、
複

製
の

利
用

方
法

原
本

の
定

義
廃

棄
方

法
な

ど
9
.そ

の
他

、
一

般
的

な
運

用
管

理
事

項
ア

ク
セ

ス
制

限
、

利
用

者
登

録
、

入
退

室
制

限
問

い
合

わ
せ

窓
口

、
障

害
対

策
、

監
査

の
実

施
な

ど
1
0
.教

育
・
訓

練
の

実
施

1
1
.業

務
委

託
に

関
す

る
安

全
措

置
1
2
.罰

則
規

程

運
用

管
理

規
程

の
必

要
な

項
目

運
用

管
理

規
程

は
管

理
責

任
や

運
用

責
任

を
果

た
す

た
め

、
き

わ
め

て
重

要
で

あ
る

本
項

で
は

、
医

療
機

関
で

運
用

管
理

規
程

に
定

め
る

べ
き

必
要

項
目

を
、

列
記

し
ま

す
1
.管

理
対

象
（
シ

ス
テ

ム
、

情
報

人
）

2
.管

理
体

制
「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
運

営
に

関
す

る
最

高
議

決
機

関
」
の

設
置

シ
ス

テ
ム

管
理

者
、

運
用

責
任

者
、

監
査

責
任

者
な

ど
3
.管

理
者

・
責

任
者

の
責

務
シ

ス
テ

ム
管

理
者

、
運

用
責

任
者

、
監

査
責

任
者

4
.利

用
者

の
責

務
パ

ス
ワ

ー
ド

管
理

や
異

常
時

の
対

処
、

個
人

情
報

取
扱

い
な

ど
5
.サ

ー
バ

の
管

理
6
.端

末
機

器
の

取
扱

い
7
.ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
用

8
.デ

ー
タ

の
取

扱
い

・
保

管
真

正
性

、
見

読
性

、
保

存
性

の
確

保
の

た
め

の
暗

号
化

の
設

定
、

保
管

場
所

、
複

製
の

利
用

方
法

原
本

の
定

義
廃

棄
方

法
な

ど
9
.そ

の
他

、
一

般
的

な
運

用
管

理
事

項
ア

ク
セ

ス
制

限
、

利
用

者
登

録
、

入
退

室
制

限
問

い
合

わ
せ

窓
口

、
障

害
対

策
、

監
査

の
実

施
な

ど
1
0
.教

育
・
訓

練
の

実
施

1
1
.業

務
委

託
に

関
す

る
安

全
措

置
1
2
.罰

則
規

程

な
ど

で
す

28
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運
用

管
理

規
程

成
立

ま
で

の
手

順

運
用

管
理

規
程

作
成

は
、

ま
ず

原
案

を
作

成
す

る
こ

と
か

ら
始

め
る

↓ セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

表
現

す
べ

き
条

項
を

列
挙

し
て

い
く

↓ 自
力

で
作

成
す

る
の

が
難

し
い

場
合

に
は

、
「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
や

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

安
全

管
理

評
価

制
度

(P
R

E
M

IS
s)

の
「
運

用
管

理
規

程
等

文
例

集
」
な

ど
が

参
考

に
な

る
あ

る
い

は
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
利

用
す

る
の

も
よ

い

運
用

管
理

規
程

成
立

ま
で

の
手

順

運
用

管
理

規
程

作
成

は
、

ま
ず

原
案

を
作

成
す

る
こ

と
か

ら
始

め
ま

す

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

表
現

す
べ

き
条

項
を

列
挙

し
て

い
き

、
自

力
で

作
成

す
る

の
が

難
し

い
場

合
に

は
、

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
や

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

安
全

管
理

評
価

制
度

(P
R

E
M

IS
s)

の
「
運

用
管

理
規

程
等

文
例

集
」
な

ど
を

参
考

に
し

ま
す

ま
た

は
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

利
用

す
る

の
も

よ
い

方
法

で
す

29

運
用

管
理

規
程

成
立

ま
で

の
手

順

原
案

が
で

き
た

ら
、

院
内

の
他

の
規

定
と

の
整

合
性

の
確

認
や

、
IS

O
1
4
0
0
1
、

IS
O

9
0
0
1
、

病
院

機
能

評
価

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

マ
ー

ク
な

ど
の

第
三

者
評

価
を

受
け

て
い

れ
ば

、
そ

の
規

定
と

の
整

合
性

も
確

認
す

る

作
成

さ
れ

た
原

案
は

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
営

を
担

う
最

高
議

決
機

関
で

の
審

議
の

後
、

最
終

的
に

、
病

院
執

行
部

や
病

院
運

営
を

担
う

最
高

議
決

機
関

で
の

承
認

を
得

て
成

立
と

な
る

原
案

が
で

き
た

ら
、

院
内

の
他

の
規

定
と

の
整

合
性

の
確

認
や

、
IS

O
1
4
0
0
1
、

IS
O

9
0
0
1
、

病
院

機
能

評
価

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

マ
ー

ク
な

ど
の

第
三

者
評

価
を

受
け

て
い

れ
ば

、
そ

の
規

定
と

の
整

合
性

も
確

認
を

し
ま

す

作
成

さ
れ

た
原

案
は

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
営

を
担

う
最

高
議

決
機

関
で

の
審

議
の

後
、

最
終

的
に

、
病

院
執

行
部

や
病

院
運

営
を

担
う

最
高

議
決

機
関

で
の

承
認

を
得

て
成

立
と

な
り

ま
す

30
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運
用

管
理

規
程

の
利

用
者

へ
の

周
知

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
開

始
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
の

運
用

管
理

規
程

の
基

本
理

念
と

具
体

的
な

運
用

ル
ー

ル
を

、
全

職
員

に
周

知
理

解
、

遵
守

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
安

全
に

運
用

す
る

必
要

が
あ

る

そ
の

た
め

の
説

明
会

・
講

習
会

は
、

シ
ス

テ
ム

に
関

わ
る

す
べ

て
の

病
院

ス
タ

ッ
フ

が
対

象
に

な
る

特
に

、
新

た
に

雇
用

さ
れ

る
職

員
に

対
し

て
は

、
入

職
時

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
必

ず
盛

り
込

ん
で

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

運
用

管
理

規
程

の
利

用
者

へ
の

周
知

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
開

始
に

あ
た

っ
て

は
、

こ
の

運
用

管
理

規
程

の
基

本
理

念
と

具
体

的
な

運
用

ル
ー

ル
を

、
全

職
員

に
周

知
理

解
、

遵
守

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
安

全
に

運
用

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す

し
た

が
っ

て
、

そ
の

た
め

の
説

明
会

・
講

習
会

は
、

シ
ス

テ
ム

に
関

わ
る

す
べ

て
の

病
院

ス
タ

ッ
フ

が
対

象
に

な
り

、
特

に
、

新
た

に
雇

用
さ

れ
る

職
員

に
対

し
て

は
、

入
職

時
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

必
ず

盛
り

込
ん

で
お

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

31

運
用

管
理

規
程

の
利

用
者

へ
の

周
知

そ
の

際
、

操
作

説
明

が
中

心
に

な
り

が
ち

で
あ

る
の

で
、

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

の
基

本
理

念
と

具
体

的
な

運
用

ル
ー

ル
の

理
解

が
疎

か
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る

ま
た

、
運

用
管

理
規

程
に

広
報

・
研

修
活

動
を

行
う

こ
と

を
明

記
し

て
お

き
、

同
時

に
、

運
用

を
追

加
、

変
更

す
る

際
に

は
、

運
用

管
理

規
程

・
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
の

反
映

を
徹

底
す

る

そ
の

際
、

操
作

説
明

が
中

心
に

な
り

が
ち

で
あ

る
の

で
、

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

規
程

の
基

本
理

念
と

具
体

的
な

運
用

ル
ー

ル
の

理
解

が
疎

か
に

な
ら

な
い

よ
う

に
し

ま
す

ま
た

、
運

用
管

理
規

程
に

広
報

・
研

修
活

動
を

行
う

こ
と

を
明

記
し

て
お

き
、

同
時

に
、

運
用

を
追

加
、

変
更

す
る

際
に

は
、

運
用

管
理

規
程

・
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
の

反
映

を
徹

底
し

ま
す
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
用

管
理

の
留

意
点

病
院

の
機

能
と

組
織

の
特

徴
は

、
多

様
な

業
務

を
多

様
な

医
療

従
事

者
が

協
働

し
て

行
う

た
め

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

が
複

雑
に

な
っ

て
い

る
こ

と
で

あ
る

多
様

性
に

富
む

医
薬

品
、

医
療

機
器

の
物

流
と

請
求

、
実

施
の

管
理

を
行

っ
て

お
り

、
包

括
支

払
い

制
度

と
多

彩
な

ル
ー

ル
が

定
め

ら
れ

た
診

療
報

酬
制

度
の

下
で

、
原

価
計

算
ひ

と
つ

を
と

っ
て

も
作

業
コ

ス
ト

は
大

き
い

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
の

留
意

点

病
院

の
機

能
と

組
織

の
特

徴
は

、
多

様
な

業
務

を
多

様
な

医
療

従
事

者
が

協
働

し
て

行
う

た
め

シ
ス

テ
ム

運
用

管
理

が
複

雑
に

な
っ

て
い

る
こ

と
で

す

ま
た

、
多

様
性

に
富

む
医

薬
品

、
医

療
機

器
の

物
流

と
請

求
、

実
施

の
管

理
を

行
っ

て
お

り
、

包
括

支
払

い
制

度
と

多
彩

な
ル

ー
ル

が
定

め
ら

れ
た

診
療

報
酬

制
度

の
下

で
、

原
価

計
算

ひ
と

つ
を

と
っ

て
も

作
業

コ
ス

ト
は

大
き

く
な

り
ま

す
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
用

管
理

の
留

意
点

患
者

に
関

わ
る

医
療

情
報

は
取

扱
い

に
注

意
を

要
す

る
緊

急
時

の
対

応
や

多
職

種
の

情
報

共
有

の
利

便
性

か
ら

、
一

つ
ひ

と
つ

の
情

報
に

閲
覧

の
制

御
は

せ
ず

に
、

ロ
グ

イ
ン

履
歴

や
閲

覧
し

た
対

象
の

ロ
グ

を
残

す
な

ど
の

監
査

証
跡

の
確

保
と

、
秘

密
保

持
義

務
を

服
務

規
程

に
含

め
る

運
用

で
行

う
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
常

時
起

動
や

仮
想

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

の
利

用
に

よ
っ

て
ロ

グ
ア

ウ
ト

せ
ず

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

み
切

り
離

す
こ

と
で

迅
速

な
業

務
再

開
や

継
続

性
を

持
た

せ
て

い
る

場
合

も
あ

る

ま
た

、
患

者
に

関
わ

る
医

療
情

報
は

取
扱

い
に

注
意

を
要

す
る

が
、

緊
急

時
の

対
応

や
多

職
種

の
情

報
共

有
の

利
便

性
か

ら
、

一
つ

ひ
と

つ
の

情
報

に
閲

覧
の

制
御

は
せ

ず
に

、
ロ

グ
イ

ン
履

歴
や

閲
覧

し
た

対
象

の
ロ

グ
を

残
す

な
ど

の
監

査
証

跡
の

確
保

と
、

秘
密

保
持

義
務

を
服

務
規

程
に

含
め

る
運

用
で

行
わ

れ
て

い
ま

す

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

常
時

起
動

や
仮

想
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
の

利
用

に
よ

っ
て

ロ
グ

ア
ウ

ト
せ

ず
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
み

切
り

離
す

こ
と

で
迅

速
な

業
務

再
開

や
継

続
性

を
持

た
せ

て
い

る
場

合
も

あ
り

ま
す
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
用

管
理

の
留

意
点

同
時

に
、

多
様

な
権

限
を

制
御

す
る

た
め

に
、

職
種

・
職

位
・
保

有
資

格
に

よ
る

閲
覧

、
記

録
オ

ー
ダ

発
行

な
ど

の
権

限
設

定
や

上
級

医
師

に
よ

る
承

認
機

能
も

有
し

て
い

る
麻

薬
施

用
者

・
麻

薬
管

理
者

、
治

験
依

頼
者

の
ア

ク
セ

ス
権

限
な

ど
ユ

ー
ザ

単
位

・
患

者
単

位
で

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

も
特

徴
的

で
あ

る

同
時

に
、

多
様

な
権

限
を

制
御

す
る

た
め

に
、

職
種

・
職

位
・
保

有
資

格
に

よ
る

閲
覧

、
記

録
オ

ー
ダ

発
行

な
ど

の
権

限
設

定
や

上
級

医
師

に
よ

る
承

認
機

能
も

有
し

て
い

て
、

麻
薬

施
用

者
・
麻

薬
管

理
者

、
治

験
依

頼
者

の
ア

ク
セ

ス
権

限
な

ど
ユ

ー
ザ

単
位

・
患

者
単

位
で

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

も
特

徴
的

で
す
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マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義

1
）
マ

ス
タ

ー

マ
ス

タ
ー

と
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

処
理

で
き

る
よ

う
に

対
象

物
を

一
意

に
指

定
す

る
コ

ー
ド

と
、

対
象

物
の

名
前

な
ど

を
収

容
し

た
デ

ー
タ

の
こ

と
で

あ
る

例
）
M

E
D

IS
-
D

C
(各

種
標

準
マ

ス
タ

ー
）
が

あ
げ

ら
れ

、
マ

ス
タ

ー
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
①

表
現

の
揺

れ
を

な
く
し

確
実

な
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
処

理
を

可
能

と
す

る
②

シ
ス

テ
ム

間
の

デ
ー

タ
交

換
時

に
内

容
に

齟
齬

を
生

じ
さ

せ
な

い

マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義

1
）
マ

ス
タ

ー

マ
ス

タ
ー

と
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

処
理

で
き

る
よ

う
に

対
象

物
を

一
意

に
指

定
す

る
コ

ー
ド

と
、

対
象

物
の

名
前

な
ど

を
収

容
し

た
デ

ー
タ

の
こ

と
で

あ
る

た
と

え
ば

、
M

E
D

IS
-
D

C
(各

種
標

準
マ

ス
タ

ー
）
が

あ
げ

ら
れ

る

マ
ス

タ
ー

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
①

表
現

の
揺

れ
を

な
く
し

確
実

な
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
処

理
を

可
能

と
す

る

②
シ

ス
テ

ム
間

の
デ

ー
タ

交
換

時
に

内
容

に
齟

齬
を

生
じ

さ
せ

な
い

、
と

い
っ

た
点

が
期

待
で

き
る
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マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
1
）
マ

ス
タ

ー

用
語

集
は

、
マ

ス
タ

ー
と

は
異

な
り

対
象

領
域

に
お

け
る

概
念

と
用

語
を

体
系

的
に

整
理

し
た

も
の

例
）

国
際

疾
病

分
類

(I
C

D
: 
In

te
rn

at
io

n
al

 C
la

ss
if
ic

at
io

n
 o

f 
D

is
e
as

e
s)

国
際

医
療

用
語

集
(S

N
O

M
E
D

-
C

T
: 
S
ys

te
m

at
iz

e
d 

N
o
m

e
n
c
la

tu
re

 o
f 

M
e
di

c
in

e
-
C

lin
ic

al
 T

e
rm

s)
な

ど
が

国
際

的
標

準
用

語
集

と
し

て
知

ら
れ

て
い

る

用
語

集
は

、
マ

ス
タ

ー
と

は
異

な
り

対
象

領
域

に
お

け
る

概
念

と
用

語
を

体
系

的
に

整
理

し
た

も
の

で
、

例
と

し
て

、

国
際

疾
病

分
類

(I
C

D
: 
In

te
rn

at
io

n
al

 C
la

ss
if
ic

at
io

n
 o

f 
D

is
e
as

e
s)

国
際

医
療

用
語

集
(S

N
O

M
E
D

-
C

T
: 
S
ys

te
m

at
iz

e
d
 N

o
m

e
n
c
la

tu
re

 o
f 

M
e
d
ic

in
e
-

C
lin

ic
al

 T
e
rm

s)

な
ど

が
国

際
的

標
準

用
語

集
と

し
て

知
ら

れ
て

い
ま

す

マ
ス

タ
ー

は
、

こ
れ

ら
の

用
語

集
か

ら
シ

ス
テ

ム
連

携
や

デ
ー

タ
分

析
・
提

出
に

使
う

も
の

を
選

別
し

必
要

に
応

じ
て

内
部

処
理

に
必

要
な

コ
ー

ド
を

割
り

当
て

本
番

の
シ

ス
テ

ム
に

導
入

し
ま

す
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マ
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タ
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管
理
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意

義
2
）
マ

ス
タ

ー
と

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

の
整

合
性

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

は
、

シ
ス

テ
ム

間
で

や
り

と
り

さ
れ

た
一

次
的

デ
ー

タ
で

、
新

規
作

成
、

修
、

取
り

消
し

の
各

処
理

の
最

小
単

位
を

構
成

す
る

デ
ー

タ
の

集
合

体
の

こ
と

で
あ

る

マ
ス

タ
ー

の
世

代
管

理
は

き
わ

め
て

重
要

で
あ

り
、

マ
ス

タ
ー

の
変

更
は

、
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

に
記

録
さ

れ
て

い
る

マ
ス

タ
ー

コ
ー

ド
デ

ー
タ

の
解

釈
に

マ
ス

タ
ー

の
変

更
は

、
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

に
記

録
さ

れ
て

い
る

マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
2
）
マ

ス
タ

ー
と

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

の
整

合
性

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

は
、

シ
ス

テ
ム

間
で

や
り

と
り

さ
れ

た
一

次
的

デ
ー

タ
で

、
新

規
作

成
、

修
、

取
り

消
し

の
各

処
理

の
最

小
単

位
を

構
成

す
る

デ
ー

タ
の

集
合

体
の

こ
と

で
、

マ
ス

タ
ー

の
世

代
管

理
は

き
わ

め
て

重
要

で
あ

り
、

マ
ス

タ
ー

の
変

更
は

、
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

に
記

録
さ

れ
て

い
る

マ
ス

タ
ー

コ
ー

ド
デ

ー
タ

の
解

釈
に

マ
ス

タ
ー

の
変

更
は

、
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

に
記

録
さ

れ
て

い
ま

す
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マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
2
）
マ

ス
タ

ー
と

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

の
整

合
性

マ
ス

タ
ー

コ
ー

ド
デ

ー
タ

の
解

釈
に

直
接

影
響

を
与

え
る

た
め

、
マ

ス
タ

ー
編

集
で

は
必

ず
世

代
管

理
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

な
ぜ

な
ら

ば
、

コ
ー

ド
が

記
録

さ
れ

た
日

時
に

対
応

し
た

適
切

な
世

代
マ

ス
タ

ー
を

適
用

す
る

た
め

で
あ

る

マ
ス

タ
ー

コ
ー

ド
デ

ー
タ

の
解

釈
に

直
接

影
響

を
与

え
る

た
め

、
マ

ス
タ

ー
編

集
で

は
必

ず
世

代
管

理
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん

な
ぜ

な
ら

ば
、

コ
ー

ド
が

記
録

さ
れ

た
日

時
に

対
応

し
た

適
切

な
世

代
マ

ス
タ

ー
を

適
用

す
る

た
め

で
す
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義
2
）
マ

ス
タ

ー
と

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

デ
ー

タ
と

の
整

合
性

注
意

点
は

、
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
や

デ
ー

タ
提

供
時

な
ど

に
誤

っ
た

情
報

を
提

供
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
や

世
代

管
理

さ
れ

た
マ

ス
タ

ー
を

確
認

す
る

こ
と

で
臨

床
的

に
同

じ
検

査
デ

ー
タ

の
統

合
は

可
能

で
あ

る
が

、
基

準
値

の
変

化
に

も
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

な
ど

で
あ

る

検
査

方
法

が
異

な
る

と
基

準
値

も
異

な
る

た
め

、
長

期
ト

レ
ン

ド
分

析
は

そ
れ

を
視

野
に

入
れ

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

注
意

点
は

、
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
や

デ
ー

タ
提

供
時

な
ど

に
誤

っ
た

情
報

を
提

供
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
や

世
代

管
理

さ
れ

た
マ

ス
タ

ー
を

確
認

す
る

こ
と

で
臨

床
的

に
同

じ
検

査
デ

ー
タ

の
統

合
は

可
能

で
あ

る
が

、
基

準
値

の
変

化
に

も
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

な
ど

で
す

ま
た

、
検

査
方

法
が

異
な

る
と

基
準

値
も

異
な

る
た

め
、

長
期

ト
レ

ン
ド

分
析

は
そ

れ
を

視
野

に
入

れ
て

お
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
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マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
3
）

標
準

マ
ス

タ
ー

現
在

、
利

用
可

能
な

標
準

マ
ス

タ
ー

に
は

、
M

E
-

D
IS

D
C

の
病

名
、

手
術

・
処

置
医

薬
品

、
医

療
材

料
、

臨
床

検
査

、
看

護
行

為
・
観

察
画

像
検

査
が

あ
る

標
準

マ
ス

タ
ー

の
利

点
は

、
マ

ス
タ

ー
管

理
が

容
易

で
あ

る
こ

と
で

、
標

準
用

語
集

の
改

訂
、

医
療

制
度

の
変

更
時

に
継

続
的

に
更

新
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

導
入

・
更

新
組

織
間

の
デ

ー
タ

交
換

、
国

や
調

査
機

関
へ

の
デ

ー
タ

提
出

の
際

も
変

換
不

要
な

こ
と

マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義

3
）

標
準

マ
ス

タ
ー

現
在

、
利

用
可

能
な

標
準

マ
ス

タ
ー

に
は

、
M

E
-

D
IS

D
C

の
病

名
、

手
術

・
処

置
医

薬
品

、
医

療
材

料
、

臨
床

検
査

、
看

護
行

為
・
観

察
画

像
検

査
が

あ
り

ま
す

標
準

マ
ス

タ
ー

の
利

点
は

、
マ

ス
タ

ー
管

理
が

容
易

で
あ

る
こ

と
で

、
標

準
用

語
集

の
改

訂
、

医
療

制
度

の
変

更
時

に
継

続
的

に
更

新
さ

れ
る

こ
と

に
あ

り
ま

す

ま
た

、
シ

ス
テ

ム
導

入
・
更

新
組

織
間

の
デ

ー
タ

交
換

、
国

や
調

査
機

関
へ

の
デ

ー
タ

提
出

の
際

も
変

換
不

要
な

こ
と

で
す

41

マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
3
）

標
準

マ
ス

タ
ー

独
自

マ
ス

タ
ー

で
は

、
標

準
マ

ス
タ

ー
へ

の
置

き
換

え
の

作
業

に
ス

タ
ッ

フ
の

協
力

を
要

し
た

り
、

置
き

換
え

た
あ

と
も

独
自

マ
ス

タ
ー

の
世

代
管

理
を

行
っ

て
、

継
続

性
を

担
保

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

治
験

や
特

殊
な

も
の

な
ど

、
運

用
上

、
標

準
マ

ス
タ

ー
だ

け
で

は
足

り
な

い
場

合
は

、
標

準
マ

ス
タ

ー
と

独
自

マ
ス

タ
ー

の
併

用
が

必
要

と
な

り
、

同
時

に
標

準
マ

ス
タ

ー
の

変
更

に
併

せ
て

、
独

自
マ

ス
タ

ー
の

見
直

し
も

必
要

一
方

、
独

自
マ

ス
タ

ー
で

は
、

標
準

マ
ス

タ
ー

へ
の

置
き

換
え

の
作

業
に

ス
タ

ッ
フ

の
協

力
を

要
し

た
り

、
置

き
換

え
た

あ
と

も
独

自
マ

ス
タ

ー
の

世
代

管
理

を
行

っ
て

、
継

続
性

を
担

保
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

治
験

や
特

殊
な

も
の

な
ど

、
運

用
上

、
標

準
マ

ス
タ

ー
だ

け
で

は
足

り
な

い
場

合
は

、
標

準
マ

ス
タ

ー
と

独
自

マ
ス

タ
ー

の
併

用
が

必
要

と
な

り
、

同
時

に
標

準
マ

ス
タ

ー
の

変
更

に
併

せ
て

、
独

自
マ

ス
タ

ー
の

見
直

し
も

必
要

に
な

り
ま

す
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マ
ス

タ
ー

管
理

の
意

義
3
）

標
準

マ
ス

タ
ー

一
部

門
シ

ス
テ

ム
の

マ
ス

タ
ー

更
新

時
に

他
部

門
シ

ス
テ

ム
と

の
整

合
性

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

マ
ス

タ
ー

管
理

の
中

央
集

約
体

制
を

敷
い

て
お

く

一
部

門
シ

ス
テ

ム
の

マ
ス

タ
ー

更
新

時
に

他
部

門
シ

ス
テ

ム
と

の
整

合
性

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

マ
ス

タ
ー

管
理

の
中

央
集

約
体

制
を

敷
い

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

43

ユ
ー

ザ
管

理

1
.ユ

ー
ザ

の
ア

カ
ウ

ン
ト

登
録

と
使

用
停

止
新

規
登

録
退

職
異

動
(人

事
・
総

務
よ

り
）
→

登
録

停
止

2
.セ

グ
リ

ゲ
ー

シ
ヨ

ン
の

原
則

権
限

の
分

散
（
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

サ
ー

バ
管

理
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
管

理
・
・
・
）

3
.パ

ス
ワ

ー
ド

の
運

用
初

期
パ

ス
ワ

ー
ド

早
期

変
更

容
易

に
推

察
で

き
な

い
忘

れ
に

く
い

パ
ス

ワ
ー

ド
4
.パ

ス
ワ

ー
ド

の
強

度
強

度
の

弱
い

も
の

＝
短

い
、

繰
返

し
文

字
、

単
純

配
列

、
職

務
、

嗜
好

、
誕

生
日

な
ど

定
期

的
な

変
更

：
外

部
か

ら
の

攻
撃

対
策

と
し

て
実

効
性

が
低

い
5
.ア

ク
セ

ス
権

の
設

定
す

べ
て

の
医

療
従

事
者

に
参

照
可

能
な

権
限

を
付

与
、

ア
ク

セ
ス

ロ
グ

管
理

6
.デ

ー
タ

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
権

限
診

療
行

為
の

た
め

患
者

情
報

を
用

い
る

の
と

、
二

次
利

用
、

研
究

目
的

で
用

い
る

の
と

を
区

別
し

て
管

理
7
.シ

ン
グ

ル
サ

イ
ン

オ
ン

機
構

複
数

の
O

S
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

と
権

限
の

整
合

性

ユ
ー

ザ
管

理
電

子
保

存
の

3
基

準
の

一
つ

で
あ

る
真

正
性

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
認

証
、

認
可

、
ア

カ
ウ

テ
イ

ン
グ

の
三

要
素

を
充

足
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
三

要
素

の
う

ち
、

ユ
ー

ザ
管

理
は

認
証

と
認

可
に

直
接

関
わ

る
下

記
に

そ
の

主
な

7
点

を
列

記
す

る

1
ユ

ー
ザ

の
ア

カ
ウ

ン
ト

登
録

と
使

用
停

止

新
規

登
録

退
職

異
動

(人
事

・
総

務
よ

り
）
→

登
録

停
止

2
セ

グ
リ

ゲ
ー

シ
ヨ

ン
の

原
則

権
限

の
分

散
（
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

サ
ー

バ
管

理
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
管

理
・
・
・
）

3
パ

ス
ワ

ー
ド

の
運

用

初
期

パ
ス

ワ
ー

ド
早

期
変

更
容

易
に

推
察

で
き

な
い

忘
れ

に
く
い

パ
ス

ワ
ー

ド

4
パ

ス
ワ

ー
ド

の
強

度

強
度

の
弱

い
も

の
＝

短
い

、
繰

返
し

文
字

、
単

純
配

列
、

職
務

、
嗜

好
、

誕
生

日
な

ど

定
期

的
な

変
更

：
外

部
か

ら
の

攻
撃

対
策

と
し

て
実

効
性

が
低

い

5
ア

ク
セ

ス
権

の
設

定

す
べ

て
の

医
療

従
事

者
に

参
照

可
能

な
権

限
を

付
与

、
ア

ク
セ

ス
ロ

グ
管

理

6
デ

ー
タ

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
権

限

診
療

行
為

の
た

め
患

者
情

報
を

用
い

る
の

と
、

二
次

利
用

、
研

究
目

的
で

用
い

る
の

と
を

区
別

し
て

管
理

7
シ

ン
グ

ル
サ

イ
ン

オ
ン

機
構

複
数

の
O

S
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

と
権

限
の

整
合

性
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組
織

間
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

認
証

局
（
C

A
：
C

e
rt

if
ic

at
io

n
 A

u
th

o
ri
ty

）
：

公
開

鍵
証

明
書

を
発

行
す

る
第

三
者

機
関

で
あ

る
電

子
証

明
書

の
申

請
者

が
申

請
し

た
所

有
者

情
報

を
審

査
す

る
登

録
局

（
R

A
: 
R

e
gi

st
ra

ti
o
n
 A

u
th

o
ri
ty

）
、

登
録

局
か

ら
の

依
頼

に
基

づ
い

て
電

子
証

明
書

の
発

行
や

失
効

を
行

う
発

行
局

（
IA

: 
Is

su
in

g 
A

u
th

o
ri
ty

）
、

電
子

証
明

書
の

情
報

を
公

開
す

る
リ

ポ
ジ

ト
リ

（
R

e
po

si
to

ry
）
で

構
成

さ
れ

る

公
開

鍵
証

明
書

：
公

開
鍵

と
所

有
者

の
情

報
を

結
び

つ
け

る
証

明
書

組
織

間
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

は
、

通
信

を
行

う
当

事
者

が
本

人
（
あ

る
い

は
本

物
の

組
織

）
で

あ
る

か
を

証
明

す
る

こ
と

が
必

要
で

す

第
三

者
に

よ
る

認
証

を
電

子
的

に
行

う
の

が
公

開
鍵

基
盤

(P
K
I: 

P
u
b
lic

 K
e
y

In
fr

as
tr

u
c
tu

re
)で

あ
り

、
身

分
証

明
書

に
相

当
す

る
の

が
電

子
証

明
書

で
す

証
明

書
を

発
行

す
る

機
関

は
、

認
証

局
(C

A
: 
C

e
rt

if
ic

at
io

n
 A

u
th

o
ri
ty

)と
呼

ば
れ

て
お

り
、

通
常

、
認

証
局

は
民

間
会

社
に

よ
っ

て
運

営
さ

れ
て

い
る

国
家

資
格

や
国

政
に

関
わ

る
認

証
の

た
め

、
政

府
が

運
営

す
る

政
府

認
証

基
盤

(G
P

K
I 
:G

o
ve

rn
m

e
n
t 

P
u
b
lic

 K
e
y 

In
fr

as
tr

u
c
tu

re
 )

も
存

在
し

ま
す

医
療

分
野

に
特

化
し

た
利

用
の

た
め

に
、

保
健

医
療

福
祉

分
野

公
開

鍵
基

盤
(H

P
K
I 

H
e
al

th
 c

ar
e
 P

K
I)
で

は
、

電
子

証
明

書
に

お
い

て
医

療
従

事
者

の
資

格
を

記
述

す
る

属
性

を
拡

張
し

て
お

り
、

2
4
種

類
の

医
療

分
野

の
国

家
資

格
と

5
種

類
の

医
療

機
関

の
管

理
責

任
者

の
属

性
を

定
義

し
て

い
ま

す

H
P

K
Iの

認
証

局
は

、
2
0
1
5
年

1
0
月

現
在

、
M

E
D

IS
-
D

C
、

日
本

医
師

会
の

電
子

認
証

セ
ン

タ
ー

、
日

本
薬

剤
師

会
認

証
局

の
3
つ

で
す

45

B
C

P
と

デ
ィ

ザ
ス

タ
ー

リ
カ

バ
リ

ー

自
然

災
害

や
シ

ス
テ

ム
障

害
社

会
的

に
影

響
の

大
き

い
金

融
危

機
や

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

な
ど

、
事

業
の

継
続

を
揺

る
が

し
か

ね
な

い
事

態
へ

の
対

策
を

立
案

し
、

か
つ

効
果

的
に

対
応

で
き

る
よ

う
な

事
業

継
続

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
社

会
の

公
器

た
る

企
業

に
求

め
ら

れ
て

お
り

、
医

療
機

関
も

そ
の

例
外

で
は

あ
り

ま
せ

ん

事
業

継
続

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

(B
C

P
 B

u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y 

M
an

ag
e
m

e
n
t)

は
、

IS
O

2
2
3
0
1
国

際
規

格
が

存
在

し
、

わ
が

国
で

は
J
IS

Q
2
2
3
0
1
と

し
て

策
定

さ
れ

て
い

ま
す

B
C

P
の

策
定

で
は

、
基

本
方

針
の

作
成

、
重

要
な

業
務

の
見

極
め

、
目

標
復

旧
時

間
の

設
定

、
脅

威
分

析
、

影
響

分
析

を
行

っ
た

後
に

策
定

と
文

書
化

を
行

い
、

デ
ィ

ザ
ス

タ
ー

リ
カ

バ
リ

ー
と

は
、

災
害

で
被

害
を

う
け

た
シ

ス
テ

ム
を

修
復

、
復

旧
さ

せ
る

プ
ロ

セ
ス

で
、

そ
の

備
え

と
な

る
機

器
や

体
制

を
整

え
る

こ
と

を
指

し
ま

す

そ
の

た
め

の
遠

隔
地

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

は
、

｢診
療

録
等

の
保

存
場

所
に

関
す

る
通

知
」
に

お
い

て
承

認
さ

れ
た

具
体

的
に

は
、

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
で

予
備

系
の

サ
ー

バ
を

稼
働

さ
せ

デ
ー

タ
を

最
新

系
に

あ
わ

せ
る

ホ
ッ

ト
サ

イ
ト

や
、

予
備

系
サ

ー
バ

を
用

意
す

る
必

要
が

あ
る

も
の

の
、

シ
ス

テ
ム

起
動

や
デ

ー
タ

取
り

込
み

な
ど

は
復

旧
時

に
行

う
ウ

オ
ー

ム
サ

イ
ト

、
そ

し
て

、
シ

ス
テ

ム
の

イ
メ

ー
ジ

フ
ァ

イ
ル

を
用

意
し

て
お

き
、

復
旧

時
に

イ
メ

ー
ジ

フ
ァ

イ
ル

を
読

み
込

ん
で

仮
想

マ
シ

ン
を

稼
働

さ
せ

る
方

式
な

ど
が

あ
り

ま
す

ま
た

、
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
が

完
全

に
停

止
し

た
場

合
に

は
、

紙
運

用
に

頼
ら

ざ
る

を
得

ず
、

そ
の

た
め

に
は

、
紙

媒
体

の
準

備
運

用
方

法
、

書
き

方
、

紙
伝

票
運

用
へ

の
移

行
決

定
方

法
事

後
入

力
や

代
行

入
力

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

定
め

て
お

く
必

要
が

あ
り

、
同

時
に

病
棟

へ
紙

伝
票

を
常

備
し

、
防

災
訓

練
や

電
気

設
備

法
定

点
検

に
よ

る
停

電
な

ど
の

機
会

に
、

紙
伝

票
に

よ
る

運
用

を
実

演
し

て
検

証
し

て
お

く
べ

き
で

す
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利
用

者
教

育

1
）
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

1
.対

象
者

す
べ

て
の

利
用

者
、

現
職

員
新

規
採

用
職

員
委

託
・
派

遣
職

員
実

習
生

2
.実

施
時

期
採

用
時

・
復

職
時

、
定

期
、

臨
時

3
.教

育
内

容
操

作
研

修
、

医
療

安
全

個
人

情
報

保
護

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
な

ど
4
.使

用
教

材
組

織
で

作
成

「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得
」
な

ど
を

利
用

5
.教

育
方

法
集

合
研

修
、

実
習

、
e
-
le

ar
n
in

gな
ど

6
.講

師
組

織
で

養
成

、
外

部
か

ら
招

膀
7
.効

果
の

測
定

ア
ン

ケ
ー

ト
、

テ
ス

ト
な

ど
ま

た
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
一

般
利

用
者

に
対

す
る

教
育

内
容

に
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

レ
ベ

ル
の

も
の

が
含

ま
れ

、
教

育
の

順
次

性
の

視
点

か
ら

は
、

対
象

者
の

経
験

や
業

務
内

容
を

考
慮

し
て

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

利
用

者
教

育
質

の
高

い
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
は

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
が

安
全

、
有

効
に

活
用

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

そ
の

た
め

に
は

、
シ

ス
テ

ム
の

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

で
あ

る
一

般
利

用
者

に
対

す
る

教
育

が
重

要
で

あ
る

本
節

で
は

そ
の

こ
と

に
つ

い
て

説
明

し
ま

す
1
）
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
立

案
時

の
考

慮
事

項
は

、
下

記
の

と
お

り
で

あ
る

1
対

象
者

す
べ

て
の

利
用

者
、

現
職

員
新

規
採

用
職

員
委

託
・
派

遣
職

員
実

習
生

2
実

施
時

期
採

用
時

・
復

職
時

、
定

期
、

臨
時

3
教

育
内

容
操

作
研

修
、

医
療

安
全

個
人

情
報

保
護

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
な

ど
4

使
用

教
材

組
織

で
作

成
「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得
」
な

ど
を

利
用

5
教

育
方

法
集

合
研

修
、

実
習

、
e
-
le

ar
n
in

gな
ど

6
講

師
組

織
で

養
成

、
外

部
か

ら
招

膀
7

効
果

の
測

定
ア

ン
ケ

ー
ト

、
テ

ス
ト

な
ど

で
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

一
般

利
用

者
に

対
す

る
教

育
内

容
に

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
レ

ベ
ル

の
も

の
が

含
ま

れ
る

、
教

育
の

順
次

性
の

視
点

か
ら

は
、

対
象

者
の

経
験

や
業

務
内

容
を

考
慮

し
て

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

47

利
用

者
教

育
2
）
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得

一
般

利
用

者
に

対
す

る
教

育
内

容
1
.個

人
情

報
診

療
記

録
を

扱
う

た
め

の
知

識
電

子
カ

ル
テ

で
も

紙
カ

ル
テ

で
も

同
じ

2
.シ

ス
テ

ム
を

扱
う

た
め

の
基

本
的

な
知

識
ベ

ン
ダ

に
よ

ら
ず

同
じ

3
.所

属
組

織
で

業
務

を
行

う
た

め
の

知
識

、
組

織
体

制
に

関
す

る
知

繊
、

運
用

ル
ー

ル
4
.所

属
組

織
の

シ
ス

テ
ム

を
扱

う
知

識
･技

術
い

わ
ゆ

る
端

末
操

作
研

修

利
用

者
教

育

2
）
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得

医
療

情
報

技
師

育
成

部
会

で
は

、
「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得
」
を

利
用

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
H

I-
U

P
(H

o
sp

it
al

 I
n
fo

rm
at

io
n
 s

ys
te

m
 U

se
r 

P
ro

gr
am

)を
開

発
し

、
一

般
利

用
者

が
知

っ
て

お
く
べ

き
基

本
的

事
項

が
学

習
で

き
ま

す

到
達

目
標

Iは
患

者
と

の
良

好
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
形

成
す

る
た

め
に

、
多

職
種

か
ら

な
る

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
、

診
療

情
報

を
適

正
に

扱
え

る
こ

と
、

到
達

目
標

Ⅱ
で

は
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
と

有
用

性
を

高
め

る
た

め
に

、
シ

ス
テ

ム
を

適
正

に
扱

え
る

こ
と

、
を

目
指

し
て

い
ま

す

な
お

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

H
I-

U
P

講
習

会
と

ア
チ

ー
ブ

メ
ン

ト
テ

ス
ト

の
ベ

ア
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

一
般

利
用

者
に

対
す

る
教

育
内

容

1
個

人
情

報
診

療
記

録
を

扱
う

た
め

の
知

識
電

子
カ

ル
テ

で
も

紙
カ

ル
テ

で
も

同
じ

2
シ

ス
テ

ム
を

扱
う

た
め

の
基

本
的

な
知

識
ベ

ン
ダ

に
よ

ら
ず

同
じ

3
所

属
組

織
で

業
務

を
行

う
た

め
の

知
識

、
組

織
体

制
に

関
す

る
知

繊
、

運
用

ル
ー

ル

4
所

属
組

織
の

シ
ス

テ
ム

を
扱

う
知

識
･技

術
い

わ
ゆ

る
端

末
操

作
研

修

と
な

り
ま

す
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利
用

者
教

育
3
）
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
研

修
効

果
の

測
定

(カ
ー

ク
パ

ト
リ

ッ
ク

の
4
段

階
評

価
）

レ
ベ

ル
1
 

R
e
ac

ti
o
n
(反

応
）

理
解

度
ア

ン
ケ

ー
ト

、
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
レ

ベ
ル

2
L
e
ar

n
in

g(
学

習
達

成
度

）
事

前
テ

ス
ト

、
事

後
テ

ス
ト

レ
ベ

ル
3

B
e
h
av

io
r(

行
動

変
容

）
本

人
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

他
者

に
よ

る
評

価
レ

ベ
ル

4
R

e
su

lt
s(

結
果

）
組

織
へ

の
貢

献
度

利
用

者
教

育

3
）
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施

教
材

と
し

て
、

た
と

え
ば

、
「
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
心

得
」
を

利
用

し
た

H
I-

U
P

が
あ

り
、

一
般

利
用

者
が

知
っ

て
お

く
べ

き
基

本
的

事
項

で
構

成
さ

れ
て

い
る

の
で

、
よ

り
具

体
的

な
運

用
ル

ー
ル

や
ト

ラ
ブ

ル
事

例
な

ど
を

こ
れ

に
加

え
る

と
効

果
的

で
あ

る

講
義

（
対

面
講

習
）
で

は
、

各
種

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
内

容
を

噛
み

砕
い

て
、

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

で
あ

る
受

講
者

一
人

ひ
と

り
が

、
「
何

を
し

て
は

い
け

な
い

の
か

｣、
「
何

を
す

べ
き

な
の

か
｣、

「
何

を
知

っ
て

い
る

べ
き

な
の

か
」
を

具
体

的
に

伝
え

て
い

く
同

時
に

、
教

材
と

教
育

方
法

を
確

立
さ

せ
、

講
師

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
も

求
め

ら
れ

る

e
-
le

ar
n
in

gの
実

施
で

は
、

施
設

の
環

境
に

依
存

す
る

の
で

、
教

材
(コ

ン
テ

ン
ツ

)作
成

シ
ス

テ
ム

整
備

、
受

講
者

ア
カ

ウ
ン

ト
、

端
末

や
L
A

N
整

備
を

図
る

必
要

が
あ

る

実
習

（
端

末
操

作
研

修
）
で

は
、

会
場

端
末

、
練

習
用

デ
ー

タ
、

シ
ス

テ
ム

環
境

操
作

シ
ナ

リ
オ

、
後

の
デ

ー
タ

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

の
整

備
が

必
要

に
な

る
そ

し
て

、
受

講
者

管
理

と
し

て
、

受
講

状
況

、
受

講
率

の
報

告
修

了
者

へ
の

受
講

証
、

名
札

シ
ー

ル
な

ど
も

準
備

す
る

最
後

に
効

果
の

測
定

と
し

て
、

表
5

3
に

カ
ー

ク
パ

ト
リ

ッ
ク

に
よ

る
研

修
効

果
の

4
段

階
評

価
を

示
し

て
お

く

表
5
.3

 研
修

効
果

の
測

定
(カ

ー
ク

パ
ト

リ
ッ

ク
の

4
段

階
評

価
）

レ
ベ

ル
1
 R

e
ac

ti
o
n
(反

応
）

理
解

度
ア

ン
ケ

ー
ト

、
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト

レ
ベ

ル
2
 L

e
ar

n
in

g(
学

習
達

成
度

）
事

前
テ

ス
ト

、
事

後
テ

ス
ト

レ
ベ

ル
3
 B

e
h
av

io
r(

行
動

変
容

）
本

人
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

他
者

に
よ

る
評

価

レ
ベ

ル
4
 R

e
su

lt
s(

結
果

）
組

織
へ

の
貢

献
度

で
す
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1

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

導
入

し
た

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
を

行
い

、
そ

の
評

価
結

果
に

基
づ

い
て

情
報

シ
ス

テ
ム

を
改

善
す

る
た

め
の

方
法

を
理

解
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

1

評
価

と
改

善

具
体

的
に

は
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
評

価
す

る
目

的
・
視

点
・
方

法
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

意
義

・
方

法
、

情
報

シ
ス

テ
ム

を
改

善
す

る
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
や

分
析

・
改

善
策

の
検

討
な

ど
で

す

2
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
の

視
点

と
方

法

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
に

あ
た

っ
て

の
指

針
が

、

厚
生

労
働

省
の

標
準

的
電

子
カ

ル
テ

推
進

委
員

会
や

保

険
医

療
情

報
標

準
化

会
議

を
通

じ
て

、
平

成
2
1
年

3
月

に

「
病

院
に

お
け

る
IT

導
入

に
関

す
る

評
価

系
」
と

し
て

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

病
院

が
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

際
に

、
目

的
と

す
べ

き

項
目

を
網

羅
的

に
示

し
、

か
つ

目
的

に
応

じ
た

評
価

指
標

と
そ

の
測

定
方

法
や

留
意

点
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
の

視
点

と
方

法

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
に

あ
た

っ
て

の
指

針
が

、
厚

生
労

働
省

の
標

準
的

電
子

カ
ル

テ
推

進
委

員
会

や
保

険
医

療
情

報
標

準
化

会
議

を
通

じ
て

、
平

成
2
1
年

3
月

に
「
病

院
に

お

け
る

IT
導

入
に

関
す

る
評

価
系

」
と

し
て

ま
と

め
ら

れ
て

い
ま

す

こ
れ

は
、

病
院

が
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

際
に

、
目

的
と

す
べ

き
項

目
を

網
羅

的
に

示
し

、

か
つ

目
的

に
応

じ
た

評
価

指
標

と
そ

の
測

定
方

法
や

留
意

点
を

示
し

た
も

の
で

す

3

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
の

視
点

と
方

法

シ
ス

テ
ム

の
導

入
効

果
は

、
短

期
間

で
表

れ
ず

に
長

期

間
経

過
し

て
か

ら
表

出
す

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
導

入
直

後
だ

け
で

な
く
、

導
入

後
に

一
定

期
間

が
経

過
し

て
か

ら

の
評

価
も

必
要

で
あ

る

導
入

目
的

に
よ

っ
て

は
、

客
観

的
な

評
価

が
難

し
い

の
も

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

い
っ

た
主

観
的

評

価
の

調
査

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
こ

と
も

あ
る

シ
ス

テ
ム

の
導

入
効

果
は

、
短

期
間

で
表

れ
ず

に
長

期
間

経
過

し
て

か
ら

表
出

す
る

こ
と

も

あ
る

た
め

、
導

入
直

後
だ

け
で

な
く
、

導
入

後
に

一
定

期
間

が
経

過
し

て
か

ら
の

評
価

も
必

要
で

す

導
入

目
的

に
よ

っ
て

は
、

客
観

的
な

評
価

が
難

し
い

の
も

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
と

い
っ

た
主

観
的

評
価

の
調

査
に

頼
ら

ざ
る

を
得

な
い

こ
と

も
あ

り
ま

す

4
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
の

視
点

と
方

法

可
能

な
限

り
個

人
に

よ
る

解
釈

が
分

か
れ

な
い

よ
う

な
具

体
的

な
設

問
を

心
が

け
る

同
じ

対
象

（
ユ

ー
ザ

）
に

対
し

て
、

シ
ス

テ
ム

導
入

前
後

で
の

変
化

を
問

い
、

対
応

の
あ

る
検

定
を

行
う

な
ど

、
適

切
な

統
計

処
理

を
伴

っ
た

デ
ー

タ
分

析
を

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る

こ
の

場
合

、
可

能
な

限
り

個
人

に
よ

る
解

釈
が

分
か

れ
な

い
よ

う
な

具
体

的
な

設
問

を
心

が

け
、

ま
た

、
同

じ
対

象
（
ユ

ー
ザ

）
に

対
し

て
、

シ
ス

テ
ム

導
入

前
後

で
の

変
化

を
問

い
、

対

応
の

あ
る

検
定

を
行

う
な

ど
、

適
切

な
統

計
処

理
を

伴
っ

た
デ

ー
タ

分
析

を
行

う
こ

と
が

望
ま

れ
ま

す

5

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
の

視
点

と
方

法

導
入

す
る

シ
ス

テ
ム

が
何

か
の

指
標

を
新

規
に

作
り

出
し

た
り

、
増

大
さ

せ
た

り
す

る
も

の
で

は
な

く
、

抑
制

す
る

こ

と
を

期
待

す
る

も
の

が
あ

る

例
）
医

療
安

全
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
の

場
合

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

報
告

・

発
生

件
数

の
減

少
に

よ
っ

て
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

抑
制

効
果

を
評

価
す

る

導
入

す
る

シ
ス

テ
ム

が
何

か
の

指
標

を
新

規
に

作
り

出
し

た
り

、
増

大
さ

せ
た

り
す

る
も

の
で

は
な

く
、

抑
制

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
も

の
が

あ
り

ま
す

た
と

え
ば

、
医

療
安

全
に

関
わ

る
シ

ス
テ

ム
の

場
合

は
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

報
告

・
発

生
件

数
の

減
少

に
よ

っ
て

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
抑

制
効

果
を

評
価

し
ま

す

6
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
)事

務
職

員
に

よ
る

事
務

作
業

の
効

率
化

･省
力

化

従
来

か
ら

あ
る

、
最

も
一

般
的

な
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
の

目
的

で
あ

る

例
）
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て

作
業

効
率

は
、

事
務

作
業

に
か

か
る

総
時

間
・
業

務
量

・

疲
労

度
で

評
価

さ
れ

る

作
業

確
実

性
は

、
査

定
・
返

戻
件

数
な

ど
で

評
価

さ
れ

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
)事

務
職

員
に

よ
る

事
務

作
業

の
効

率
化

･省
力

化

従
来

か
ら

あ
る

、
最

も
一

般
的

な
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
の

目
的

で
す

た
と

え
ば

、
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
作

業
効

率
は

、
事

務
作

業
に

か
か

る
総

時
間

・
業

務
量

・
疲

労
度

で
評

価
さ

れ
ま

す

作
業

確
実

性
は

、
査

定
・
返

戻
件

数
な

ど
で

評
価

さ
れ

ま
す

7

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

2
)経

営
指

標
の

把
握

外
来

・
入

院
患

者
数

、
病

床
稼

働
率

平
均

在
院

日
数

な

ど
の

経
営

指
標

と
、

外
来

診
療

状
況

：
診

察
室

待
ち

患
者

数
、

待
ち

時
間

、
入

院
診

療
状

況
：
空

床
状

況
、

入
院

予

定
患

者
数

、
待

機
日

数
な

ど
運

用
指

標
を

把
握

す
る

必

要
が

あ
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

2
)経

営
指

標
の

把
握

外
来

・
入

院
患

者
数

、
病

床
稼

働
率

平
均

在
院

日
数

な
ど

の
経

営
指

標
と

、
外

来
診

療
状

況
：
診

察
室

待
ち

患
者

数
、

待

ち
時

間
、

入
院

診
療

状
況

：
空

床
状

況
、

入
院

予
定

患
者

数
、

待
機

日
数

な
ど

運
用

指
標

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

8
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

3
)人

事
管

理

シ
フ

ト
勤

務
就

業
時

間
休

暇
看

護
必

要
度

な
ど

に
配

慮

し
た

勤
務

計
画

を
立

て
る

た
め

の
勤

務
計

画
作

成
支

援

シ
ス

テ
ム

が
あ

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

3
)人

事
管

理

シ
フ

ト
勤

務
就

業
時

間
休

暇
看

護
必

要
度

な
ど

に
配

慮
し

た
勤

務
計

画
を

立
て

る
た

め
の

勤
務

計
画

作
成

支
援

シ
ス

テ

ム
が

あ
り

ま
す

9

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

4
)患

者
待

遇
の

向
上

改
善

の
一

例
と

し
て

、
診

察
待

ち
時

間
と

会
計

待
ち

時
間

の
短

縮
が

あ
る

診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

院
内

待
合

室
で

の
診

察

順
の

表
示

、
呼

び
出

し
装

置
の

貸
し

出
し

な
ど

に
よ

っ
て

、

待
ち

時
間

へ
の

意
識

を
軽

減
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

患
者

満
足

度
は

、
診

察
･会

計
待

ち
時

間
や

、
予

約
内

容

の
確

認
･登

録
・
変

更
に

要
す

る
手

順
な

ど
で

評
価

す
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

4
)患

者
待

遇
の

向
上

改
善

の
一

例
と

し
て

、
診

察
待

ち
時

間
と

会
計

待
ち

時
間

の
短

縮
が

あ
り

ま
す

診
察

予
約

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

院
内

待
合

室
で

の
診

察
順

の
表

示
、

呼
び

出
し

装
置

の
貸

し
出

し
な

ど
に

よ
っ

て
、

待
ち

時
間

へ
の

意
識

を
軽

減
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

す

ま
た

、
患

者
満

足
度

は
、

診
察

･会
計

待
ち

時
間

や
、

予
約

内
容

の
確

認
･登

録
・
変

更
に

要
す

る
手

順
な

ど
で

評
価

し
ま

す

10
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

5
)患

者
へ

の
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

病
院

で
は

、
患

者
へ

の
説

明
、

入
退

院
に

際
し

た
支

援
、

病
気

や
健

康
管

理
に

関
す

る
相

談
支

援
、

地
域

の
医

療

福
祉

に
関

す
る

情
報

提
供

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

、
患

者
・
家

族
の

集
い

な
ど

が
行

わ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
を

患

者
満

足
度

調
査

に
よ

っ
て

評
価

す
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

5
)患

者
へ

の
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

病
院

で
は

、
患

者
へ

の
説

明
、

入
退

院
に

際
し

た
支

援
、

病
気

や
健

康
管

理
に

関
す

る
相

談
支

援
、

地
域

の
医

療
福

祉

に
関

す
る

情
報

提
供

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

、
患

者
・
家

族
の

集
い

な
ど

が
行

わ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
を

患
者

満
足

度
調

査
に

よ
っ

て
評

価
し

ま
す

11

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

6
）
医

療
安

全
管

理
(医

療
の

質
に

直
結

）

医
療

安
全

の
確

保
は

医
療

の
質

に
直

結
し

て
い

る
た

め
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

に
は

、
患

者
誤

認
防

止
の

た
め

の

患
者

認
証

、
検

査
値

の
異

常
や

結
果

報
告

の
見

落
と

し

を
防

ぐ
仕

組
み

、
検

査
や

処
置

に
関

わ
る

禁
忌

事
項

や

転
倒

転
落

リ
ス

ク
と

い
っ

た
ハ

イ
リ

ス
ク

事
項

を
迅

速
に

共
有

す
る

仕
組

み
が

必
要

で
あ

る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

報
告

・
発

生
件

数
な

ど
を

管
理

し
、

運
用

を
よ

り

適
切

な
も

の
に

見
直

す
た

め
の

基
礎

資
料

を
提

供

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

6
）
医

療
安

全
管

理
(医

療
の

質
に

直
結

）

医
療

安
全

の
確

保
は

医
療

の
質

に
直

結
し

て
い

る
た

め
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

に
は

、
患

者
誤

認
防

止
の

た
め

の
患

者

認
証

、
検

査
値

の
異

常
や

結
果

報
告

の
見

落
と

し
を

防
ぐ

仕
組

み
、

検
査

や
処

置
に

関
わ

る
禁

忌
事

項
や

転
倒

転
落

リ

ス
ク

と
い

っ
た

ハ
イ

リ
ス

ク
事

項
を

迅
速

に
共

有
す

る
仕

組
み

が
必

要
で

す

イ
ン

シ
デ

ン
ト

管
理

シ
ス

テ
ム

は
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

報
告

・
発

生
件

数
な

ど
を

管
理

し
、

運
用

を
よ

り
適

切

な
も

の
に

見
直

す
た

め
の

基
礎

資
料

を
提

供
し

ま
す

12
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

7
）
医

疲
従

事
者

の
業

務
改

善

定
型

文
や

テ
ン

プ
レ

ー
ト

に
よ

る
迅

速
な

入
力

や
デ

ー
タ

の
構

造
化

に
よ

る
デ

ー
タ

再
利

用
性

の
向

上
と

い
っ

た
、

入
力

に
関

す
る

支
援

、
オ

ー
ダ

の
セ

ッ
ト

化
に

よ
る

入
力

の
効

率
化

な
ど

が
工

夫
さ

れ
て

い
る

医
師

の
診

療
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
状

況
、

各
種

入
力

時

間
、

看
護

師
の

残
業

時
間

、
記

載
時

間
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
時

間
薬

剤
師

の
調

剤
・
在

庫
管

理
時

間
服

薬
指

導
時

間
な

ど
時

間
軸

で
評

価
す

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

7
）
医

疲
従

事
者

の
業

務
改

善

定
型

文
や

テ
ン

プ
レ

ー
ト

に
よ

る
迅

速
な

入
力

や
デ

ー
タ

の
構

造
化

に
よ

る
デ

ー
タ

再
利

用
性

の
向

上
と

い
っ

た
、

入
力

に
関

す
る

支
援

、
オ

ー
ダ

の
セ

ッ
ト

化
に

よ
る

入
力

の
効

率
化

な
ど

が
工

夫
さ

れ
て

い
ま

す

こ
れ

ら
は

、
医

師
の

診
療

情
報

へ
の

ア
ク

セ
ス

状
況

、
各

種
入

力
時

間
、

看
護

師
の

残
業

時
間

、
記

載
時

間
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
時

間
薬

剤
師

の
調

剤
・
在

庫
管

理
時

間
服

薬
指

導
時

間
な

ど
時

間
軸

で
評

価
し

ま
す

13

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

8
）
医

療
従

事
者

の
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上

閲
覧

の
有

無
・
閲

覧
者

・
閲

覧
場

所
・
閲

覧
頻

度
な

ど
を

、

シ
ス

テ
ム

の
操

作
履

歴
・
状

況
で

評
価

す
る

9
）
医

療
従

事
者

の
情

報
共

有
強

化

医
師

の
指

示
や

各
部

門
・
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
登

録
さ

れ
る

実
施

状
況

や
診

療
情

報
の

把
握

の
し

や
す

さ

を
調

査
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

評
価

す
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

8
）
医

療
従

事
者

の
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上

閲
覧

の
有

無
・
閲

覧
者

・
閲

覧
場

所
・
閲

覧
頻

度
な

ど
を

、
シ

ス
テ

ム
の

操
作

履
歴

・
状

況
で

評
価

し
ま

す

9
）
医

療
従

事
者

の
情

報
共

有
強

化

医
師

の
指

示
や

各
部

門
・
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
登

録
さ

れ
る

実
施

状
況

や
診

療
情

報
の

把
握

の
し

や
す

さ
を

調

査
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

評
価

し
ま

す

14
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
0
）
他

施
設

と
の

医
療

な
ど

の
連

携
改

善

地
域

医
療

連
携

地
域

包
括

ケ
ア

な
ど

を
通

じ
た

他
施

設

と
の

医
療

な
ど

の
連

携
改

善
は

、
紹

介
・
逆

紹
介

率
、

退

院
後

の
A

D
L
、

生
存

率
な

ど
の

ア
ウ

ト
カ

ム
に

よ
り

評
価

す
る

1
1
）
そ

の
他

費
用

や
人

件
費

の
削

減
、

省
ス

ペ
ー

ス
化

や
退

院
時

サ

マ
リ

ー
の

退
院

後
2
週

間
以

内
の

完
成

率
な

ど
の

評
価

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
0
）
他

施
設

と
の

医
療

な
ど

の
連

携
改

善

地
域

医
療

連
携

地
域

包
括

ケ
ア

な
ど

を
通

じ
た

他
施

設
と

の
医

療
な

ど
の

連
携

改
善

は
、

紹
介

・
逆

紹
介

率
、

退
院

後
の

A
D

L
、

生
存

率
な

ど
の

ア
ウ

ト
カ

ム
に

よ
り

評
価

し
ま

す

1
1
）
そ

の
他

費
用

や
人

件
費

の
削

減
、

省
ス

ペ
ー

ス
化

や
退

院
時

サ
マ

リ
ー

の
退

院
後

2
週

間
以

内
の

完
成

率
な

ど
の

評
価

を
し

ま

す

15

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
2
）
情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
･情

報
化

の
副

作
用

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

減
少

、
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
の

変
更

に

よ
る

混
乱

、
障

害
時

の
運

用
の

混
乱

で
あ

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
評

価
項

目

1
2
）
情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
･情

報
化

の
副

作
用

ま
ず

考
え

ら
れ

る
こ

と
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
減

少
、

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

の
変

更
に

よ
る

混
乱

、
障

害
時

の
運

用
の

混

乱
で

す

E
B

M
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
を

利
用

し
た

医
療

で
は

、
標

準
的

な
治

療
の

プ
ロ

セ
ス

を
設

定
し

、
運

用
手

順
を

明
確

化
す

る
こ

と
で

、
例

外
や

ま
れ

な
事

象
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

柔
軟

に
設

計
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

バ
リ

ア
ン

ス
の

分
析

を
通

し
て

、
類

型
化

を
進

め
る

部
分

と
多

様
性

を
受

容
す

る
部

分
を

切
り

分
け

、
新

た
な

標
準

的
プ

ロ

セ
ス

に
改

訂
し

て
い

く
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

形
成

し
、

診
療

の
不

適
切

な
類

型
化

を
防

止
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
り

ま
せ

ん

患
者

な
ど

の
情

報
・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

は
、

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

関
係

な
く
、

医
療

機
関

・
医

療
従

者
な

ど
に

課
せ

ら

れ
た

当
然

の
責

務
で

す

病
院

事
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
大

量
の

情
報

を
容

易
に

扱
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
が

発
生

し
た

と
き

の
被

害

は
大

き
く
な

る
こ

と
を

常
に

認
識

し
、

運
用

規
則

の
整

備
職

員
教

育
の

徹
底

や
シ

ス
テ

ム
利

用
状

況
の

点
検

な
ど

の
監

査

体
制

を
整

備
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

16
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査

17

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

意
義

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
を

行
い

、
監

査
で

課
題

を

明
ら

か
に

し
、

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
ま

わ
し

て
い

く
こ

と
で

、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

そ
の

も
の

と
、

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
運

用
の

質
の

維
持

・
向

上
が

期
待

さ
れ

て
い

る

監
査

の
方

法
に

は
、

外
部

監
査

と
内

部
監

査
が

あ
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

意
義

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
を

行
い

、
監

査
で

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
を

ま
わ

し
て

い
く
こ

と
で

、
病

院

情
報

シ
ス

テ
ム

そ
の

も
の

と
、

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
運

用
の

質
の

維
持

・
向

上
が

期
待

さ
て

い
ま

す

監
査

の
方

法
に

は
、

外
部

監
査

と
内

部
監

査
が

あ
り

ま
す

18

366



病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

意
義

外
部

監
査

と
し

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
イ

マ
ネ

ジ
メ

ン
シ

ス

テ
ム

(I
S
M

S
)や

「
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
マ

ー
ク

(P
－

ク
）
」
な

ど
の

第
三

者
に

よ
る

評
価

の
仕

組
み

も
え

ら
れ

て
い

る

内
部

監
査

で
は

、
病

院
内

で
編

成
さ

れ
た

監
査

チ
ー

ム

が
、

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

を
管

理
し

て
い

る
部

門
や

シ
ス

テ
ム

利
用

者
を

監
査

す
る

外
部

監
査

と
し

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
イ

マ
ネ

ジ
メ

ン
シ

ス
テ

ム
(I
S
M

S
)や

「
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
マ

ー
ク

(P
－

ク
）
」
な

ど
の

第
三

者
に

よ
る

評
価

の
仕

組
み

も
え

ら
れ

て
い

ま
す

内
部

監
査

で
は

、
病

院
内

で
編

成
さ

れ
た

監
査

チ
ー

ム
が

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
を

管
理

し
て

い
る

部
門

や
シ

ス
テ

ム
利

用
者

を
監

査
し

ま
す

19

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

意
義

組
織

活
動

の
質

を
評

価
す

る
国

際
規

格
｢I

S
O

9
0
0
1
」
が

あ
り

、
こ

れ
ら

の
取

得
も

兼
ね

て
外

部
監

査
、

内
部

監

査
を

行
っ

て
い

る
医

療
機

関
も

少
な

く
な

い

ま
た

、
組

織
活

動
の

質
を

評
価

す
る

国
際

規
格

｢I
S
O

9
0
0
1
」
が

あ
り

、
こ

れ
ら

の
取

得
も

兼
ね

て
外

部
監

査
、

内
部

監

査
を

行
っ

て
い

る
医

療
機

関
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

20
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

1
）
外

部
監

査

外
部

監
査

は
、

監
査

を
行

う
機

関
が

そ
れ

ぞ
れ

の
要

求

事
項

を
ま

と
め

て
い

る

IS
O

の
場

合
は

、
IS

O
で

作
成

さ
れ

た
規

格
の

要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
か

の
監

査
が

実
施

さ
れ

る

外
部

監
査

で
は

、
あ

ら
か

じ
め

内
部

監
査

が
実

施
さ

れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
、

そ
の

総
括

で
あ

る
内

部
監

査
報

告
を

踏
ま

え
て

、
外

部
監

査
を

受
け

る
こ

と
に

な
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

1
）
外

部
監

査

外
部

監
査

は
、

監
査

を
行

う
機

関
が

そ
れ

ぞ
れ

の
要

求
事

項
を

ま
と

め
て

い
ま

す

IS
O

の
場

合
は

、
IS

O
で

作
成

さ
れ

た
規

格
の

要
求

事
項

を
満

た
し

て
い

る
か

の
監

査
が

実
施

さ
れ

ま
す

ま
た

、
外

部
監

査
で

は
、

あ
ら

か
じ

め
内

部
監

査
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
、

そ
の

総
括

で
あ

る
内

部
監

査
報

告
を

踏
ま

え
て

、
外

部
監

査
を

受
け

る
こ

と
に

な
り

ま
す

21

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

1
）
外

部
監

査

外
部

監
査

を
受

け
る

利
点

と
し

て
、

内
部

監
査

で
見

落
と

し
て

い
る

監
査

項
目

の
チ

ェ
ッ

ク
や

、
組

織
内

で
行

わ
れ

る
内

部
監

査
の

認
識

・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

1
）
外

部
監

査

な
お

、
外

部
監

査
を

受
け

る
利

点
と

し
て

、
内

部
監

査
で

見
落

と
し

て
い

る
監

査
項

目
の

チ
ェ

ッ
ク

や
、

組
織

内
で

行
わ

れ

る
内

部
監

査
の

認
識

・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

ま
す

22
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

2
）
内

部
監

杳

定
期

的
に

、
最

低
で

も
年

1
回

は
行

う
次

の
よ

う
に

実
施

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す

経
営

者
が

監
査

責
任

者
、

内
部

監
査

要
員

を
任

命

監
査

の
目

標
を

実
現

す
る

た
め

の
優

先
的

に
取

り
組

む

べ
き

も
の

を
選

択
し

、
内

部
監

査
項

目
と

幣
杏

基
準

を
決

め
て

内
部

監
査

実
施

事
項

を
設

定
す

る

次
に

、
対

象
部

署
で

内
部

監
査

を
実

施
し

て
監

査
責

任

者
に

報
告

す
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

2
）
内

部
監

杳

定
期

的
に

、
最

低
で

も
年

1
回

は
行

う
次

の
よ

う
に

実
施

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す

経
営

者
が

監
査

責
任

者
、

内
部

監
査

要
員

を
任

命
し

、
監

査
の

目
標

を
実

現
す

る
た

め
の

優
先

的
に

取
り

組
む

べ
き

も

の
を

選
択

し
、

内
部

監
査

項
目

と
幣

杏
基

準
を

決
め

て
内

部
監

査
実

施
事

項
を

設
定

し
ま

す

次
に

、
対

象
部

署
で

内
部

監
査

を
実

施
し

て
監

査
責

任
者

に
報

告
し

ま
す

23

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

2
）
内

部
監

杳

是
正

措
置

が
必

要
な

場
合

は
、

経
営

者
レ

ビ
ュ

ー
を

行
っ

て
か

ら
該

当
部

署
に

対
し

て
是

正
を

命
じ

、
是

正
を

求
め

ら
れ

た
部

署
は

是
正

措
置

を
行

う
監

査
責

任
者

、
お

よ

び
内

部
監

査
員

は
是

正
状

況
を

把
握

し
、

こ
の

す
べ

て

の
プ

ロ
セ

ス
を

是
派

藍
杏

報
告

書
と

し
て

記
録

し
ま

す

外
部

監
査

・
内

部
監

査
を

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

に
、

厚
生

労
働

省
か

ら
公

表
さ

れ
て

い
る

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

準
拠

し
て

い

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

2
）
内

部
監

杳

こ
の

と
き

、
是

正
措

置
が

必
要

な
場

合
は

、
経

営
者

レ
ビ

ュ
ー

を
行

っ
て

か
ら

該
当

部
署

に
対

し
て

是
正

を
命

じ
、

是
正

を

求
め

ら
れ

た
部

署
は

是
正

措
置

を
行

う
監

査
責

任
者

、
お

よ
び

内
部

監
査

員
は

是
正

状
況

を
把

握
し

、
こ

の
す

べ
て

の

プ
ロ

セ
ス

を
是

派
藍

杏
報

告
書

と
し

て
記

録
し

ま
す

外
部

監
査

・
内

部
監

査
を

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

に
、

厚
生

労
働

省
か

ら
公

表
さ

れ
て

い
る

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

準
拠

し
て

い
る

こ
と

が
望

ま
れ

ま
す

24
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

シ
ス

テ
ム

稼
働

状
況

を
調

査
し

、
稼

働
状

況
が

極
端

に

低
い

シ
ス

テ
ム

・
機

能
の

場
合

に
は

、
是

正
措

置
を

講
じ

る
次

に
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
利

用
状

況
を

確
認

し
、

医
療

現
場

で
利

用
目

的
に

応
じ

た
配

備
・
稼

働
が

で
き

て
い

る

か
、

機
器

の
故

障
が

起
き

て
い

な
い

か
な

ど
の

状
況

を

把
握

す
る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

ま
ず

、
シ

ス
テ

ム
稼

働
状

況
を

調
査

し
、

稼
働

状
況

が
極

端
に

低
い

シ
ス

テ
ム

・
機

能
の

場
合

に
は

、
是

正
措

置
を

講
じ

る
次

に
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
利

用
状

況
を

確
認

し
、

医
療

現
場

で
利

用
目

的
に

応
じ

た
配

備
・
稼

働
が

で
き

て
い

る
か

、

機
器

の
故

障
が

起
き

て
い

な
い

か
な

ど
の

状
況

を
把

握
し

ま
す

25

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
内

部
監

査
で

は
、

シ
ス

テ
ム

の

ユ
ー

ザ
管

理
と

ユ
ー

ザ
認

証
が

確
実

に
行

わ
れ

て
い

る

か
、

認
証

に
用

い
る

パ
ス

ワ
ー

ド
の

管
理

が
徹

底
さ

れ
て

い
る

か
、

ウ
イ

ル
ス

対
策

が
行

わ
れ

て
い

る
か

、
U

S
B

メ

モ
リ

が
適

正
に

使
用

さ
れ

て
い

る
か

を
調

査
す

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
内

部
監

査
で

は
、

シ
ス

テ
ム

の
ユ

ー
ザ

管
理

と
ユ

ー
ザ

認
証

が
確

実
に

行
わ

れ
て

い
る

か
、

認
証

に
用

い
る

パ
ス

ワ
ー

ド
の

管
理

が
徹

底
さ

れ
て

い
る

か
、

ウ
イ

ル
ス

対
策

が
行

わ
れ

て
い

る
か

、
U

S
B

メ
モ

リ
が

適
正

に

使
用

さ
れ

て
い

る
か

を
調

査
を

し
ま

す
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病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

リ
ス

ク
対

策
と

し
て

、
シ

ス
テ

ム
障

害
時

の
連

絡
体

制
や

シ
ス

テ
ム

点
検

、
デ

イ
ザ

ス
タ

リ
カ

バ
リ

ー
の

た
め

の
物

品
・
書

類
が

整
備

さ
れ

て
い

る
か

を
調

査
す

る

内
部

監
査

に
際

し
て

、
シ

ス
テ

ム
へ

の
要

望
や

運
用

改

善
に

向
け

た
相

談
も

受
け

付
け

、
シ

ス
テ

ム
運

用
の

改

善
に

努
め

る

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
監

査
の

方
法

3
）
内

部
監

査
の

内
容

リ
ス

ク
対

策
と

し
て

、
シ

ス
テ

ム
障

害
時

の
連

絡
体

制
や

シ
ス

テ
ム

点
検

、
デ

イ
ザ

ス
タ

リ
カ

バ
リ

ー
の

た
め

の
物

品
・
書

類
が

整
備

さ
れ

て
い

る
か

を
調

査
し

、
内

部
監

査
に

際
し

て
、

シ
ス

テ
ム

へ
の

要
望

や
運

用
改

善
に

向
け

た
相

談
も

受
け

付
け

、
シ

ス
テ

ム
運

用
の

改
善

に
努

め
ま

す

27

継
続

的
な

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

改
善

継
続

的
な

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

の
改

善

一
般

的
に

、
情

報
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

運
用

（
サ

ー
ビ

ス
）
を

継
続

的
に

改
善

す
る

プ
ロ

セ
ス

と
し

て
、

継
続

的
サ

ー
ビ

ス

改
善

(C
S
I 
:C

o
n
ti
n
u
al

 S
e
rv

ic
e

Im
p
ro

ve
m

e
n
t)

で
は

以
下

の
7
ス

テ
ッ

プ
が

あ
り

、
医

療
の

情
報

化
に

お
い

て
も

同
様

に
行

わ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い
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継
続

的
な

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

改
善

1
.測

定
す

る
べ

き
対

象
の

定
義

組
織

の
ビ

ジ
ョ

ン
や

目
標

患
者

サ
ー

ビ
ス

要
件

な
ど

か
ら

定
義

2
.測

定
で

き
る

事
項

の
定

義

定
量

的
に

測
定

可
能

か
確

認

3
.デ

ー
タ

収
集

4
.デ

ー
タ

処
理

5
.デ

ー
タ

分
析

事
前

に
設

定
し

た
目

標
の

達
成

度
や

組
織

活
動

へ
の

影
響

度
な

ど
を

分
析

6
.情

報
の

と
り

ま
と

め
と

活
用

7
.是

正
活

動

1
.測

定
す

る
べ

き
対

象
の

定
義

組
織

の
ビ

ジ
ョ

ン
や

目
標

患
者

サ
ー

ビ
ス

要
件

な
ど

か
ら

定
義

2
.測

定
で

き
る

事
項

の
定

義

定
量

的
に

測
定

可
能

か
確

認

3
.デ

ー
タ

収
集

4
.デ

ー
タ

処
理

5
.デ

ー
タ

分
析

事
前

に
設

定
し

た
目

標
の

達
成

度
や

組
織

活
動

へ
の

影
響

度
な

ど
を

分
析

6
.情

報
の

と
り

ま
と

め
と

活
用

7
.是

正
活

動

稼
働

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

収
集

･分
析

ま
ず

問
題

点
を

、
サ

ー
ビ

ス
デ

ス
ク

（
あ

る
い

は
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）に

寄
せ

ら
れ

た
利

用
者

か
ら

の
問

題
点

、
障

害
報

告
か

ら
把

握
す

る
定

期
保

守
作

業
で

は
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
容

量
増

大
や

リ
ソ

ー
ス

不
足

な
ど

が
判

明
す

る
可

能
性

も
あ

る
ま

た
、

業
務

調
査

・患

者
動

態
調

査
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

も
行

っ
て

問
題

点
を

収
集

す
る

集
め

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

必
要

度
・
優

先

度
・
緊

急
度

評
価

を
行

っ
た

上
で

、
解

決
策

を
検

討
し

て
い

く
そ

の
際

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
改

善
に

よ
る

効
果

予
測

そ
の

改
修

に
要

す
る

工
数

見
積

も
り

と
経

費
な

ど
で

、
検

討
の

結
果

と
し

て
得

ら
れ

た
最

善
の

選
択

肢
を

管
理

者
と

ユ
ー

ザ
へ

提
案

し
、

そ
の

上
で

了
承

を
得

る

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

障
害

へ
の

対
応

で
は

、
ま

ず
、

事
象

や
影

響
範

囲
の

絞
り

込
み

、
発

生
し

て
い

る
障

害
の

状
況

を
把

握
す

る
そ

し
て

、
シ

ス
テ

ム
管

理
者

、
ベ

ン
ダ

と
連

携
し

て
障

害
発

生
原

因
の

究
明

状
況

を
確

認
し

、
復

旧
予

想
時

間
を

確
認

し
、

対
処

・
対

応
方

法
を

考
案

す
る

そ
の

後
障

害
状

況
の

把
握

障
害

報
告

を
作

成
し

、
障

害
発

生
原

因
の

解
明

、
是

正
措

置
、

ま
た

は
再

発
防

止
策

を
実

施
す

る

要
望

・
質

問
へ

の
対

応
で

は
、

要
望

・
質

問
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

具
体

化
す

る
回

答
・
提

案
・
解

決
策

を
協

議
し

、
改

善
、

改
造

案
を

会

議
へ

提
出

す
る

シ
ス

テ
ム

の
改

善
や

改
造

を
行

う
場

合
に

は
、

実
装

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
シ

ス
テ

ム

や
運

用
の

変
更

を
医

療
現

場
に

周
知

す
る

連
絡

内
容

の
分

析
で

は
、

定
期

的
に

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
に

寄
せ

ら
れ

る
障

害
や

要
望

・
質

問
の

進
捗

状
況

や
対

応
内

容
を

ま
と

め
、

定
期

的
に

院
内

の
各

部
署

に
公

表
す

る
優

先
的

な
改

善
事

項
を

明
確

に
す

る
こ

と
で

、
医

療
現

場
と

と
も

に
情

報
シ

ス
テ

ム
の

適

正
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
可

能
と

な
る

29

改
善

に
向

け
た

対
応

策
の

検
討

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

医
療

状
勢

の
変

化
や

診
療

報
酬

の
改

定
、

病
院

内
の

組
織

体
制

の
変

更
な

ど
運

用
の

変
化

が
あ

る
た

め
、

シ
ス

テ
ム

や
運

用
の

改
善

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

医
療

現
場

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
要

望
に

基
づ

い
た

シ
ス

テ
ム

の
改

善
に

対
し

て
は

、
そ

の
必

要
性

や
費

用
対

効

果
を

見
積

も
り

、
シ

ス
テ

ム
を

改
変

す
る

か
、

運
用

で
シ

ス
テ

ム
改

変
を

回
避

す
る

か
、

中
長

期
的

な
シ

ス
テ

ム
の

大
規

模
更

新
時

に
組

み
入

れ
る

事
項

と
し

て
保

留
と

す
る

か
を

検
討

す
る

た
と

え
ば

、
2
年

ご
と

の
診

療
報

酬
改

定
で

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
と

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

だ
け

で
な

く
、

電
子

カ
ル

テ
に

も
改

変
が

必
要

と
な

る
場

合
も

あ
る

そ
の

た
め

に
は

、
医

事
部

門
と

医
療

情
報

部
門

が

積
極

的
に

協
働

し
、

改
定

も
し

く
は

新
設

さ
れ

る
項

目
に

関
す

る
運

用
を

検
討

し
、

シ
ス

テ
ム

と
運

用
、

そ
れ

ぞ

れ
の

変
更

点
を

整
理

し
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
も

整
備

し
、

改
定

に
伴

う
シ

ス
テ

ム
・
運

用
の

変
更

の
混

乱
を

最
小

限
に

留
ま

ら
せ

る
よ

う
努

力
す

る

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

リ
ス

ク
と

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

規
模

が
大

き
く
な

り
、

処
理

も
複

雑
に

な
る

ほ
ど

シ
ス

テ
ム

の
改

造
に

は
リ

ス
ク

を
伴

う
よ

う
に

な
り

、

シ
ス

テ
ム

の
機

能
障

害
や

シ
ス

テ
ム

間
の

連
携

障
害

、
操

作
運

用
の

混
乱

に
よ

る
障

害
な

ど
の

リ
ス

ク
が

高
く

な
る

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

対
応

方
法

と
し

て
、

ま
ず

、
シ

ス
テ

ム
改

造
の

必
要

性
の

整
理

や
本

来
の

仕
様

と
検

討

し
た

改
造

仕
様

の
十

分
な

確
認

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
次

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
正

後
、

ま
ず

は
開

発
系

に

て
機

能
と

動
作

の
検

証
を

行
い

、
そ

の
上

で
本

系
に

適
応

す
る

と
い

う
ス

テ
ッ

プ
を

踏
む

す
で

に
稼

働
し

て
い

る
シ

ス
テ

ム
の

改
造

は
、

そ
の

シ
ス

テ
ム

へ
の

依
存

度
が

高
い

ほ
ど

大
き

な
影

響
を

与
え

や
す

い
た

め
、

慎

重
に

進
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

リ
リ

ー
ス

日
も

、
診

療
報

酬
改

定
な

ど
必

然
的

に
決

ま
っ

て
し

ま
う

場
合

を
除

い
て

、
休

日
や

外
来

患
者

数
の

少
な

い
曜

日
を

選
択

す
る

こ
と

も
検

討
す

る
ま

た
、

操
作

性
な

ど
が

変
わ

る
場

合
に

は
事

前
の

利
用

者
に

対
す

る
広

報
も

漏
れ

が
な

い
よ

う
に

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
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稼
働

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

収
集

･分
析

ま
ず

問
題

点
を

、
サ

ー
ビ

ス
デ

ス
ク

（
あ

る
い

は
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
に

寄
せ

ら
れ

た
利

用
者

か
ら

の
問

題
点

、
障

害

報
告

か
ら

把
握

す
る

定
期

保
守

作
業

で
は

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

容
量

増
大

や
リ

ソ
ー

ス
不

足
な

ど
が

判
明

す
る

可
能

性
も

あ
る

業
務

調
査

・
患

者
動

態
調

査
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

も
行

っ
て

問
題

点
を

収
集

す
る

集
め

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

必
要

度
・
優

先
度

・
緊

急

度
評

価
を

行
っ

た
上

で
、

解
決

策
を

検
討

し
て

い
く

稼
働

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

収
集

･分
析

ま
ず

問
題

点
を

、
サ

ー
ビ

ス
デ

ス
ク

（
あ

る
い

は
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
に

寄
せ

ら
れ

た
利

用
者

か
ら

の
問

題
点

、
障

害
報

告
か

ら
把

握
し

ま
す

定
期

保
守

作
業

で
は

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

容
量

増
大

や
リ

ソ
ー

ス
不

足
な

ど
が

判
明

す
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

ま
た

、
業

務
調

査
・
患

者
動

態
調

査
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
・
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

も
行

っ
て

問
題

点
を

収
集

し
ま

す

集
め

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

必
要

度
・
優

先
度

・
緊

急
度

評
価

を
行

っ
た

上
で

、
解

決
策

を
検

討
し

て
い

き
ま

す

30

稼
働

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

収
集

･分
析

そ
の

際
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

改
善

に
よ

る
効

果
予

測
そ

の
改

修
に

要
す

る
工

数
見

積
も

り
と

経
費

な
ど

で
、

検
討

の
結

果
と

し
て

得
ら

れ
た

最
善

の
選

択
肢

を
管

理
者

と
ユ

ー
ザ

へ
提

案
し

、
そ

の
上

で
了

承
を

得
る

稼
働

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

収
集

･分
析

そ
の

際
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

改
善

に
よ

る
効

果
予

測
そ

の
改

修
に

要
す

る
工

数
見

積
も

り
と

経
費

な
ど

で
、

検
討

の
結

果
と

し
て

得
ら

れ
た

最
善

の
選

択
肢

を
管

理
者

と
ユ

ー
ザ

へ
提

案
し

、
そ

の
上

で
了

承
を

得
ま

す

31
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サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

障
害

へ
の

対
応

で
は

、
ま

ず
、

事
象

や
影

響
範

囲
の

絞

り
込

み
、

発
生

し
て

い
る

障
害

の
状

況
を

把
握

す
る

そ
し

て
、

シ
ス

テ
ム

管
理

者
、

ベ
ン

ダ
と

連
携

し
て

障
害

発
生

原
因

の
究

明
状

況
を

確
認

し
、

復
旧

予
想

時
間

を

確
認

し
、

対
処

・
対

応
方

法
を

考
案

す
る

そ
の

後
障

害
状

況
の

把
握

障
害

報
告

を
作

成
し

、
障

害

発
生

原
因

の
解

明
、

是
正

措
置

、
ま

た
は

再
発

防
止

策

を
実

施
す

る

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

障
害

へ
の

対
応

で
は

、
ま

ず
、

事
象

や
影

響
範

囲
の

絞
り

込
み

、
発

生
し

て
い

る
障

害
の

状
況

を

把
握

し
ま

す

そ
し

て
、

シ
ス

テ
ム

管
理

者
、

ベ
ン

ダ
と

連
携

し
て

障
害

発
生

原
因

の
究

明
状

況
を

確
認

し
、

復
旧

予
想

時
間

を
確

認
し

、
対

処
・
対

応
方

法
を

考
案

し
ま

す

そ
の

後
障

害
状

況
の

把
握

障
害

報
告

を
作

成
し

、
障

害
発

生
原

因
の

解
明

、
是

正
措

置
、

ま
た

は

再
発

防
止

策
を

実
施

し
ま

す

32

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

要
望

・
質

問
へ

の
対

応
で

は
、

要
望

・
質

問
を

ヒ
ア

リ
ン

グ

し
具

体
化

す
る

回
答

・
提

案
・
解

決
策

を
協

議
し

、
改

善
、

改
造

案
を

会
議

へ
提

出
す

る

シ
ス

テ
ム

の
改

善
や

改
造

を
行

う
場

合
に

は
、

実
装

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
シ

ス
テ

ム

や
運

用
の

変
更

を
医

療
現

場
に

周
知

す
る

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

要
望

・
質

問
へ

の
対

応
で

は
、

要
望

・
質

問
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

具
体

化
し

、
回

答
・
提

案
・
解

決
策

を
協

議
し

、
改

善
、

改
造

案
を

会
議

へ
提

出
し

ま
す

シ
ス

テ
ム

の
改

善
や

改
造

を
行

う
場

合
に

は
、

実
装

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

施

し
、

シ
ス

テ
ム

や
運

用
の

変
更

を
医

療
現

場
に

周
知

し
ま

す

33

374



サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

連
絡

内
容

の
分

析
で

は
、

定
期

的
に

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク

に
寄

せ
ら

れ
る

障
害

や
要

望
・
質

問
の

進
捗

状
況

や
対

応
内

容
を

ま
と

め
、

定
期

的
に

院
内

の
各

部
署

に
公

表

す
る

優
先

的
な

改
善

事
項

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

医
療

現
場

と
と

も
に

情
報

シ
ス

テ
ム

の
適

正
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
可

能

と
な

る

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
の

機
能

連
絡

内
容

の
分

析
で

は
、

定
期

的
に

サ
ー

ビ
ス

デ
ス

ク
に

寄
せ

ら
れ

る
障

害
や

要
望

・
質

問
の

進
捗

状
況

や
対

応
内

容
を

ま
と

め
、

定
期

的
に

院
内

の
各

部
署

に
公

表
し

、
優

先
的

な
改

善
事

項
を

明

確
に

す
る

こ
と

で
、

医
療

現
場

と
と

も
に

情
報

シ
ス

テ
ム

の
適

正
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
可

能
と

な
り

ま
す

34

改
善

に
向

け
た

対
応

策
の

検
討

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

医
療

状
勢

の
変

化
や

診
療

報

酬
の

改
定

、
病

院
内

の
組

織
体

制
の

変
更

な
ど

運
用

の

変
化

が
あ

る
た

め
、

シ
ス

テ
ム

や
運

用
の

改
善

に
向

け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る

医
療

現
場

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
要

望
に

基
づ

い
た

シ
ス

テ

ム
の

改
善

に
対

し
て

は
、

そ
の

必
要

性
や

費
用

対
効

果

を
見

積
も

り
、

シ
ス

テ
ム

を
改

変
す

る
か

、
運

用
で

シ
ス

テ
ム

改
変

を
回

避
す

る
か

、
中

長
期

的
な

シ
ス

テ
ム

の

大
規

模
更

新
時

に
組

み
入

れ
る

事
項

と
し

て
保

留
と

す

る
か

を
検

討
す

る

改
善

に
向

け
た

対
応

策
の

検
討

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

医
療

状
勢

の
変

化
や

診
療

報
酬

の
改

定
、

病
院

内
の

組
織

体
制

の
変

更

な
ど

運
用

の
変

化
が

あ
る

た
め

、
シ

ス
テ

ム
や

運
用

の
改

善
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
す

医
療

現
場

か
ら

寄
せ

ら
れ

る
要

望
に

基
づ

い
た

シ
ス

テ
ム

の
改

善
に

対
し

て
は

、
そ

の
必

要
性

や

費
用

対
効

果
を

見
積

も
り

、
シ

ス
テ

ム
を

改
変

す
る

か
、

運
用

で
シ

ス
テ

ム
改

変
を

回
避

す
る

か
、

中
長

期
的

な
シ

ス
テ

ム
の

大
規

模
更

新
時

に
組

み
入

れ
る

事
項

と
し

て
保

留
と

す
る

か
を

検
討

し
ま

す
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改
善

に
向

け
た

対
応

策
の

検
討

例
）
2
年

ご
と

の
診

療
報

酬
改

定
で

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ

シ
ス

テ
ム

と
医

事
会

計
シ

ス
テ

ム
だ

け
で

な
く
、

電
子

カ

ル
テ

に
も

改
変

が
必

要
と

な
る

場
合

も
あ

る

そ
の

た
め

に
は

、
医

事
部

門
と

医
療

情
報

部
門

が
積

極

的
に

協
働

し
、

改
定

も
し

く
は

新
設

さ
れ

る
項

目
に

関
す

る
運

用
を

検
討

し
、

シ
ス

テ
ム

と
運

用
、

そ
れ

ぞ
れ

の
変

更
点

を
整

理
し

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

も
整

備
し

、
改

定
に

伴
う

シ
ス

テ
ム

・
運

用
の

変
更

の
混

乱
を

最
小

限
に

留
ま

ら
せ

る
よ

う
努

力
す

る

改
善

に
向

け
た

対
応

策
の

検
討

た
と

え
ば

、
2
年

ご
と

の
診

療
報

酬
改

定
で

は
、

オ
ー

ダ
エ

ン
ト

リ
シ

ス
テ

ム
と

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

だ
け

で
な

く
、

電
子

カ
ル

テ
に

も
改

変
が

必
要

と
な

る
場

合
も

あ
り

ま
す

そ
の

た
め

に
は

、
医

事
部

門
と

医
療

情
報

部
門

が
積

極
的

に
協

働
し

、
改

定
も

し
く
は

新
設

さ
れ

る

項
目

に
関

す
る

運
用

を
検

討
し

、
シ

ス
テ

ム
と

運
用

、
そ

れ
ぞ

れ
の

変
更

点
を

整
理

し
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
も

整
備

し
、

改
定

に
伴

う
シ

ス
テ

ム
・
運

用
の

変
更

の
混

乱
を

最
小

限
に

留
ま

ら
せ

る
よ

う
努

力
し

ま
す

36

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

リ
ス

ク
と

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

規
模

が
大

き
く
な

り
、

処
理

も
複

雑
に

な
る

ほ
ど

シ
ス

テ
ム

の
改

造
に

は
リ

ス
ク

を
伴

う
よ

う
に

な
り

、
シ

ス

テ
ム

の
機

能
障

害
や

シ
ス

テ
ム

間
の

連
携

障
害

、
操

作

運
用

の
混

乱
に

よ
る

障
害

な
ど

の
リ

ス
ク

が
高

く
な

る

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

リ
ス

ク
と

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

規
模

が
大

き
く
な

り
、

処
理

も
複

雑
に

な
る

ほ
ど

シ
ス

テ
ム

の
改

造
に

は
リ

ス
ク

を
伴

う
よ

う

に
な

り
、

シ
ス

テ
ム

の
機

能
障

害
や

シ
ス

テ
ム

間
の

連
携

障
害

、
操

作
運

用
の

混
乱

に
よ

る
障

害

な
ど

の
リ

ス
ク

が
高

く
な

り
ま

す

37
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シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

リ
ス

ク
と

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

改
造

の
必

要
性

の
整

理
や

本
来

の
仕

様
と

検

討
し

た
改

造
仕

様
の

十
分

な
確

認
を

行
わ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い

次
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

正
後

、
ま

ず
は

開
発

系
に

て
機

能

と
動

作
の

検
証

を
行

い
、

そ
の

上
で

本
系

に
適

応
す

る
と

い
う

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む

す
で

に
稼

働
し

て
い

る
シ

ス
テ

ム
の

改
造

は
、

そ
の

シ

ス
テ

ム
へ

の
依

存
度

が
高

い
ほ

ど
大

き
な

影
響

を
与

え

や
す

い
た

め
、

慎
重

に
進

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

対
応

方
法

と
し

て
、

ま
ず

、
シ

ス
テ

ム
改

造
の

必
要

性
の

整
理

や
本

来
の

仕

様
と

検
討

し
た

改
造

仕
様

の
十

分
な

確
認

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

次
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

正
後

、
ま

ず
は

開
発

系
に

て
機

能
と

動
作

の
検

証
を

行
い

、
そ

の
上

で
本

系

に
適

応
す

る
と

い
う

ス
テ

ッ
プ

を
踏

む
み

ま
す

す
で

に
稼

働
し

て
い

る
シ

ス
テ

ム
の

改
造

は
、

そ
の

シ
ス

テ
ム

へ
の

依
存

度
が

高
い

ほ
ど

大
き

な

影
響

を
与

え
や

す
い

た
め

、
慎

重
に

進
め

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん

38

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

リ
ス

ク
と

対
応

方
法

シ
ス

テ
ム

改
変

時
の

対
応

方
法

リ
リ

ー
ス

日
も

、
診

療
報

酬
改

定
な

ど
必

然
的

に
決

ま
っ

て
し

ま
う

場
合

を
除

い
て

、
休

日
や

外
来

患
者

数
の

少
な

い
曜

日
を

選
択

す
る

こ
と

も
検

討
す

る

操
作

性
な

ど
が

変
わ

る
場

合
に

は
事

前
の

利
用

者
に

対

す
る

広
報

も
漏

れ
が

な
い

よ
う

に
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

リ
リ

ー
ス

日
も

、
診

療
報

酬
改

定
な

ど
必

然
的

に
決

ま
っ

て
し

ま
う

場
合

を
除

い
て

、
休

日
や

外
来

患

者
数

の
少

な
い

曜
日

を
選

択
す

る
こ

と
も

検
討

し
ま

す

ま
た

、
操

作
性

な
ど

が
変

わ
る

場
合

に
は

事
前

の
利

用
者

に
対

す
る

広
報

も
漏

れ
が

な
い

よ
う

に
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

39
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ケーススタディ教材 「先端遠隔通信×ICU（集中治療室）」 



先
端
遠
隔
通
信
×

Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
集
中
治
療
室
）

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

演
習
用

本
教
材
の
目
的

本
教
材
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事
例
研
究
）
で
使
用
す
る
教

材
で
す
。

一
般
的
に
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
（
事
例
）

を
取
り
上
げ
、
問
題
点
・
原
因
、
課
題
な
ど
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
分
析
し
、
そ
の
中
で
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
手
法
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
T
-I
C
U
の
遠
隔
IC
U
を
題
材

に
、
事
例
研
究
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
例
研
究
に
よ
り
以
下
を
養
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
学
習

に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

課
題
を
発
見
す
る
力
、
分
析
す
る
力

広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
る
力

論
理
的
思
考
力

本
日
の
流
れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ
ダ
ン
ス

本
日
の
流
れ
や
ケ
ー
ス
の
説
明

2
0
分

個
人
ワ
ー
ク

課
題
①
～
②
遠
隔
IC
U
に
つ
い
て
考
え
る

3
0
分

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
単
位
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
及
び
理
由
・
根
拠
を

導
き
だ
し
、
発
表
用
の
資
料
を
作
成
す
る

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル
ー
プ
発
表

１
）
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
内

容
を
発
表
す
る

２
）
グ
ル
ー
プ
発
表
へ
の
質
疑
応
答

4
0
分

講
評

各
グ
ル
ー
プ
の
振
り
返
り
を
共
有
す
る

1
0
分

遠
隔

IC
U
シ
ス
テ
ム

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
な
重
症
患

者
の
治
療
は
、
非
常
に
難
し
く
熟
練
し
た
医
師
で
も
経
験

や
知
識
だ
け
で
は
迷
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
重
症

管
理
を
専
門
と
し
た
集
中
治
療
専
門
医
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
国
の
IC
U
施
設
約
1
1
0
0
施
設
の
う
ち
、
集

中
治
療
専
門
医
が
い
る
施
設
は
約
3
0
0
施
設
。
残
り
の

8
0
0
施
設
は
、
専
門
医
は
い
な
い
。

集
中
治
療
専
門
医
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、
多
く
の

病
院
は
、
集
中
治
療
専
門
医
の
常
駐
配
置
は
困
難
で
あ
る
。

T
－
IC
U
社
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
遠
隔

IC
U
」
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

「
遠
隔
IC
U
」
シ
ス
テ
ム
は
、
遠
隔
地
か
ら
集
中
治
療
専

門
医
が
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報

を
基
に
2
4
時
間
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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IC
U
（
集
中
治
療
室
）
と
は
？

＜
IC
U
と
は
＞

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
と
は
、
重
篤
な
患
者
を
収
容
し
、
先
進
の
医
療
技
術
を
駆
使
し
て
治
療
す
る
場

で
あ
る
。

＜
対
象
者
＞

治
療
の
対
象
は
、
重
篤
な
患
者
で
あ
る
。
重
篤
な
患
者
と
は
、
気
道
（
息
の
通
り
道
）
、
呼
吸
（
酸
素

の
取
り
込
み
）
、
循
環
（
全
身
へ
の
血
液
の
巡
り
）
、
意
識
の
状
態
、
体
温
、
栄
養
状
態
、
精
神
面
な

ど
全
身
状
態
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
人
で
あ
る
。

出
典

：
日

本
集

中
治

療
医

学
会

：
集

中
治

療
室

とは
ht

tp
s:

//w
w

w
.js

ic
m

.o
rg

/p
ro

vi
de

r/
ic

m
.h

tm
l

看
護
師
の
人
員
配
置
数

病
床
数

一
般
病
棟

患
者
7
名
に
対
し
て
１
名

1
病
棟
あ
た
り
4
0
～
5
0
床
程
度

IC
U
（
集
中
治
療
室
）

患
者
２
名
に
対
し
て
１
名

1
病
棟
あ
た
り
8
～
1
0
床
程
度
が
多
い

※
施
設
基
準
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る

実
際
の
イ
メ
ー
ジ

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
に
お
け
る
重
症
入
院
患
者
の
治
療
は
昼
夜
を
問
わ
な
い
手
厚
い
医
療
提

供
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
症
管
理
を
専
門
と
し
た
「
集
中
治
療
専
門
医
」
は
日

本
で
は
数
が
足
り
て
お
ら
ず
、
ま
た
都
市
部
に
偏
っ
て
い
る
。

地
方
の
中
規
模
な
病
院
の
愛
知
県
さ
く
ら
総
合
病
院
は
、
集
中
治
療
専
門
医
の
配
置
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
外
科
系
医
師
を
中
心
に
重
症
患
者
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
専
門
医
で

は
な
い
た
め
、
扱
い
の
難
し
い
重
症
患
者
の
治
療
に
は
不
安
が
あ
る
。

外
科
医
師
な
ど
主
治
医

看
護
師

集
中
治
療
専
門
の
医
師

重
症
患
者

集
中
治
療
専
門
医
は
い
な
い
。

中
規
模
な
民
間
の
病
院
で
あ
る
さ
く
ら
総
合
病
院

で
の
配
置
は
難
し
い
。

参
考

：
T-

IC
U「

導
入

事
例

#
2 

 集
中

治
療

に
お

け
る

体
制

強
化

が
実

現
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.t-

ic
u.

co
.jp

/2

重
篤
で
、
気
道
、
呼
吸
、
循
環
、

意
識
の
状
態
、
体
温
、
栄
養
状

態
・
精
神
面
な
ど
の
全
身
状
態
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
人

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

経
過
報
告

判
断
・
対
応

T-
IC

U[
日

本
の

集
中

治
療

の
現

状
】]

 
ht

tp
s:

//
w

w
w

8.
ca

o.
go

.jp
/k

ise
i-k

ai
ka

ku
/k

is
ei

/m
ee

tin
g/

w
g/

iry
ou

/2
02

00
40

7/
20

04
07

iry
ou

02
.p

df

具
体
例
）
さ
く
ら
総
合
病
院
の
IC
U
体
制

参
考
：
さ
く
ら
総
合
病
院
の
規
模

診
療
機
能

病
床
数

IC
U

4
床

診
療
機
能

病
床
数

重
症
管
理
室

1
9
床

外
科
・
脳
神
経
外
科
系
・
口
腔
外
科
（
一
般
）

4
8
床

脳
神
経
外
科
・
整
形
外
科
系
（
一
般
）

4
8
床

内
科
系
（
一
般
）

1
0
5
床

一
般
病
床

2
2
0
床

診
療
機
能

病
床
数

脳
神
経
外
科
・
内
科
系
（
療
養
）

5
8
床

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

5
8
床

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

5
0
床

療
育
病
床

1
6
6
床

参
考

：
さく

ら総
合

病
院

「法
人

デ
ー

タ」
ht

tp
:/

/w
w

w
.ij

in
ka

i.o
r.

jp
/a

bo
ut

us
/h

os
pi

ta
lin

fo
.h

tm
l

IC
U
の
治
療
の
流
れ

救
急
車

院
内
の
急
変

全
身
麻
酔
が

解
け
な
い

（
術
後
）

IC
U

患
者
の
状
態

を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

必
要
な
措
置

を
判
断

治
療

突
発
的
に

発
生
！
！

6
時
間
ご
と

1
2
時
間
ご
と

搬
送

心
電
図
モ
ニ
タ

電
子
カ
ル
テ
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現
場
の
医
師
た
ち
の
声
①

N
o
勤
務
先

発
言
者

２
次
救
急
病
院
の
現
場
の
声

1
僻

地
2次

救
急

病
院

5年
目

若
手

医
師

(僻
地

/地
域

枠
)

夜
間

１
人

当
直

時
に

相
談

で
きる

相
手

が
お

らず
、若

手
で

LI
NE

グ
ル

ー
プを

作
って

、み
ん

な
で

相
談

し合
って

い
る

。
夜

12
時

以
降

は
自

分
一

人
で

な
ん

とか
す

る
しか

な
く精

神
的

な
疲

労
が

大
きい

。

2
僻

地
2次

救
急

病
院

7年
目

自
治

医
大

医
師

地
方

の
病

院
で

は
、医

師
が

限
られ

て
お

り、
人

員
が

手
薄

な
時

に
治

療
方

針
の

決
定

を全
て

一
人

で
す

る
必

要
が

あ
る

こ
とが

多
い

。症
例

検
討

や
デ

ィス
カッ

シ
ョン

の
よう

な
形

で
意

見
を交

わ
す

相
手

が
必

要
だ

と感
じる

時
が

多
い

。特
に

医
師

10
年

目
以

上
の

専
門

知
識

を持
った

医
師

の
意

見
を貰

い
た

い
と感

じる
こと

が
多

い
。

3
僻

地
2次

救
急

病
院

15
年

目
非

常
勤

医
師

自
分

が
勤

務
して

い
た

3次
救

急
で

で
きて

い
た

こと
が

2次
救

急
で

は
で

きて
い

な
い

。メ
ンタ

ー
とな

る
上

級
医

も
お

らず
、現

場
の

若
手

が
感

じて
い

る
スト

レス
は

相
当

大
きい

と感
じる

。し
か

し、
僻

地
で

メン
ター

とな
る

医
師

を確
保

す
る

の
は

極
め

て
困

難
で

あ
り、

外
部

リソ
ー

スに
頼

らざ
る

を得
な

い
と感

じる
。

4
離

島
2次

救
急

病
院

16
年

目
救

急
専

門
医

(離
島

)
院

内
で

重
症

患
者

管
理

に
長

け
た

医
師

が
自

分
一

人
で

、非
番

の
日

で
も関

係
な

く院
内

の
医

師
か

ら相
談

を受
け

て
お

り、
場

合
に

よっ
て

は
呼

び
出

しも
発

生
す

る
。休

み
の

日
に

は
あ

る
程

度
心

理
的

に
解

放
され

て
休

み
た

い
。

5
都

市
部

2次
救

急
病

院
19

年
目

消
化

器
外

科
医

重
症

化
した

患
者

に
適

切
な

医
療

を提
供

で
きて

い
な

い
とい

う不
安

が
あ

る
。た

だ
し、

近
隣

の
３

次
救

急
に

は
気

軽
に

相
談

で
きな

い
こと

が
多

い
。大

学
時

代
の

知
り合

い
とか

に
相

談
をし

な
が

ら治
療

をす
る

こと
は

あ
るが

、善
意

に
甘

え
て

い
る

の
で

時
間

帯
に

よっ
て

は
な

か
な

か
聞

け
な

い
時

も多
い

。

6
僻

地
2次

救
急

病
院

19
年

目
副

院
長

(都
市

部
で

循
環

器
内

科
医

)

自
分

の
よう

に
、僻

地
で

医
療

を提
供

した
い

医
師

は
、都

市
部

に
は

一
定

数
い

る
と思

う。
しか

し、
僻

地
で

は
都

市
部

ほ
ど

医
師

が
お

らず
、相

談
の

相
手

も
い

な
い

の
で

診
断

の
責

任
が

全
て

自
分

に
か

か
って

くる
の

が
厳

しく
て

、僻
地

に
行

こう
とす

る
医

師
が

少
な

い
と思

う。
そう

い
った

医
師

をサ
ポ

ー
トす

る体
制

が
あ

れ
ば

い
い

と思
う。

7
離

島
唯

一
の

病
院

38
年

目
院

長
離

島
で

１
人

常
勤

医
兼

院
長

を2
0年

近
く続

け
て

い
る。

最
先

端
の

医
療

に
つ

い
て

い
け

て
い

な
い

自
覚

が
あ

る
。ま

た
、

昼
夜

問
わ

ず
島

民
の

た
め

に
医

師
とし

て
呼

び
出

しが
か

か
れ

ば
対

応
して

きた
が

、今
後

体
力

的
に

続
け

る
こと

が
で

きる
か

は
不

安
。自

分
と同

じ働
き方

を求
め

られ
ると

考
え

る
と、

後
任

が
見

つ
か

る
アテ

も
な

い
。

8
都

市
部

2次
救

急
病

院
40

年
目

院
長

都
市

部
で

は
、搬

送
す

る先
の

病
院

が
近

くに
あ

る
こと

は
あ

りが
た

い
。た

だ
、普

段
重

症
度

の
高

い
患

者
様

を見
て

い
な

い
の

で
、転

院
搬

送
の

判
断

が
本

当
に

正
しく

で
きて

い
るか

不
安

が
あ

る。
事

実
、重

症
だ

と判
断

して
搬

送
した

患
者

が
実

は
軽

症
で

送
り返

され
て

くる
こと

が
あ

る
。

出
典

：
T-

IC
U[

日
本

の
集

中
治

療
の

現
状

】]
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現
場
の
医
師
た
ち
の
声
②

N
o
勤
務
先

発
言
者

３
次
救
急
病
院
の
現
場
の
声

1
僻

地
3次

救
急

病
院

10
年

目
看

護
師

IC
U勤

務
看

護
師

IC
Uに

集
中

治
療

専
門

医
が

3年
前

に
赴

任
して

きて
、勤

務
環

境
が

大
きく

変
わ

った
。こ

れ
まで

の
看

護
師

の
離

職
率

は
大

きく
改

善
し、

職
場

環
境

や
患

者
様

へ
提

供
す

る
医

療
レベ

ル
も

劇
的

に
良

くな
った

。
今

で
は

、集
中

治
療

専
門

医
が

い
な

い
環

境
は

考
え

られ
な

い
。

2
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

12
年

目
医

師
救

命
セ

ン
ター

医
長

僻
地

2次
救

急
病

院
と、

週
一

回
症

例
相

談
の

カン
ファ

レ
ンス

を
して

い
る

。僻
地

側
の

医
師

は
満

足
して

くれ
て

い
る

と聞
い

て
い

る
。一

方
で

、緊
急

度
の

高
い

相
談

な
どは

、ど
うし

て
も

自
院

の
業

務
が

あ
る

の
で

対
応

が
で

きな
い

こと
が

あ
る

の
で

、
今

の
取

り組
み

だ
け

で
は

足
りな

い
部

分
もあ

る
と思

う。

3
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

12
年

目
医

師
IC

Uの
責

任
者

IC
U専

門
医

とし
て

、I
CU

の
レベ

ル
担

保
に

や
りが

い
を感

じて
い

る
。一

方
、常

勤
医

は
自

分
1人

な
の

で
負

担
も

大
きい

と感
じる

。今
後

、I
CU

の
拡

充
も

図
って

い
きた

い
の

で
、支

援
を

して
くれ

る
組

織
が

欲
しい

。

4
僻

地
3次

救
急

病
院

15
年

目
医

師
救

命
救

急
セ

ン
ター

ス
ー

パ
ー

IC
Uで

は
あ

る
が

、I
CU

専
門

医
が

２
名

で
維

持
して

い
る

。非
番

の
日

で
も

勤
務

して
い

る
医

師
で

は
な

く、
自

分
に

連
絡

が
来

て
休

む
こと

が
で

きな
い

。

5
都

市
部

3次
救

急
病

院
16

年
目

医
師

救
命

セ
ン

ター
医

長
今

回
の

CO
VI

D
-1

9で
も

、重
症

患
者

の
受

け
入

れ
が

自
院

で
出

来
な

くな
った

。そ
の

た
め

、救
急

患
者

を断
り、

近
隣

の
病

院
に

重
症

患
者

を受
け

入
れ

て
も

らっ
て

い
る

が
、そ

の
サ

ポ
ー

トが
な

い
中

で
救

急
を断

る
こと

は
苦

渋
の

決
断

とな
って

い
る

。

6
都

市
部

3次
救

急
病

院
20

年
目

医
師

救
命

セ
ン

ター
医

長
2次

救
急

で
診

れ
る

患
者

を送
って

きた
り、

2次
救

急
で

悪
化

しす
ぎ

た
患

者
が

送
られ

て
き

た
りと

、2
次

救
急

か
らの

不
要

な
搬

送
が

多
く、

3次
救

急
の

現
場

が
疲

弊
して

い
る

。

7
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

救
命

セ
ン

ター
兼

副
院

長
ドク

ター
ヘ

リを
飛

ば
して

の
病

院
間

搬
送

受
け

入
れ

をし
て

い
るが

、不
要

な
搬

送
が

あ
る

。オ
ー

バ
ー

トリ
ア

ー
ジ

は
許

容
す

べ
き

で
あ

る
が

、僻
地

の
医

師
が

も
う少

し適
切

な
医

療
を僻

地
で

も
提

供
で

き
て

い
れ

ば
、ド

クタ
ー

ヘ
リで

の
搬

送
も

減
ると

思
う。

8
都

市
部

3次
救

急
病

院
大

学
病

院
教

授
医

局
で

Te
le

-I
CU

を推
進

した
い

と考
え

て
は

い
る。

一
方

で
、「

気
軽

な
」相

談
を

す
る

こと
は

医
局

の
絡

み
で

は
で

き
な

い
と考

え
る

し、
大

学
病

院
か

ら遠
隔

で
指

示
を受

け
る

とど
うし

て
も

現
場

は
萎

縮
す

る
こと

が
想

定
され

る
。

9
僻

地
3次

救
急

病
院

救
命

救
急

セ
ン

ター
院

長
あ

る
程

度
レベ

ル
の

高
い

医
師

は
確

保
で

き
て

い
る

。し
か

し、
地

方
で

IC
Uは

あ
る

も
の

の
専

門
医

が
い

な
い

病
院

か
らの

搬
送

も
受

け
て

い
る

の
で

、そ
この

医
療

レベ
ル

は
上

げ
るべ

き
だ

。

出
典

：
T-

IC
U[

日
本

の
集

中
治

療
の

現
状

】]
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遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
概
要
図

IC
U
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
T
-I
C
U
社
は
[遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
]を
開
発
。
遠
隔
地
か
ら
集
中
治
療
専
門
医
が
、
現
場

の
医
師
や
看
護
師
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
2
4
時
間
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

病
院

患
者
の
情
報

・
電
子
カ
ル
テ

・
心
電
図

・
採
血

・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
な
ど

集
中
治
療
専
門
医

院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
病
院
既
存
機
器
）

院
内
サ
ー
バ

医
師
用
端
末

H
D
M
Iケ
ー
ブ
ル
で
接
続

遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続

専
門
医
チ
ー
ム

外
科
医
師
な
ど
主
治
医

画
面
を
共
有
化
し
、

患
者
の
情
報
を
共
有
化

し
て
、
治
療
方
針
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
。

2
4
時
間
3
6
5
日
サ
ポ
ー
ト

看
護
師

IC
U
（
機
器
）

参
考

：
T-

IC
U[

遠
隔

IC
U]
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シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
声

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
声

病
院

・
導
入
し
て
、
最
初
の
１
か
月
で
合
計
2
7
件
、
翌
月
で
1
7
件
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
最
新
の

知
識
に
詳
し
い
集
中
治
療
の
専
門
医
に
2
4
時
間
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
療

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、
全
国
に
普
及
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

現
場

・
実
際
の
患
者
対
応
で
躊
躇
っ
た
際
な
ど
、
T
-I
C
U
社
の
シ
フ
ト
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

自
分
と
は
違
っ
た
視
点
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
利
点
で
す
。
実
際
に

判
断
を
下
す
の
は
病
院
の
医
師
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
助
言
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
2
4
時
間
体
制
で
専
門
医
が
待
機
し
て
い
る
の
で
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
、
時

間
帯
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
相
談
で
き
、
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
常
勤
医
師
の
専
門
外
治
療
に
対
す
る
不
安
や
、
万
が
一
の

時
に
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
が
出
来
る
と
言
う
安
心
感
は
1
つ
の
導
入
効
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・
専
門
外
の
集
中
治
療
を
T
-I
C
U
に
任
せ
ら
れ
る
と
言
う
の
は
身
体
的
に
も
精
神
的
に
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

参
考

：
T-

IC
U「

導
入

事
例

#
1 

 医
師

の
専

門
外

治
療

へ
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が
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」
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（
１
）
IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

個
人
ワ
ー
ク
①

IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性

1
0
分

（
２
）
さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題

個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
的
な
こ
と
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

（
２
）
シ
ス
テ
ム
導
入
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
解
決
し
た
い
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

IC
U
の
特
性
と
さ
く
ら
総
合
病
院
に
お
け
る
課
題
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と
導
入
時
の
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
遠

隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

•
上
記
の
シ
ス
テ
ム
を
「
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
」
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分

382



解決したい課題

• 課題

システム導入後の課題解消結果

• 導入した結果課題がどのように解消するか

• 導入するにあたっての課題
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（
１
）
IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

個
人
ワ
ー
ク
①

IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性

1
0
分

（
２
）
さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題

・
患
者
が
IC
U
に
入
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
、
院
内
で
の
急
変
、
術
後
の

全
身
麻
酔
が
解
け
な
い
な
ど
、
予
測
で
き
な
い
突
発
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
っ
て
く
る
。

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
措
置
で
は
な
く
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
6
時
間
ご
と
な
ど
）
で
患
者

の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
情
報
か
ら
必
要
な
措
置
を
判
断
す
る
が
、
集
中
治
療
専
門
医
で
な
い
と

判
断
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
。

・
中
規
模
病
院
の
た
め
、
人
材
が
少
な
い
集
中
治
療
医
の
配
置
が
困
難
。

・
集
中
治
療
専
門
医
の
代
わ
り
に
外
科
医
師
な
ど
主
治
医
が
対
応
し
て
い
る
が
、
専
門
外
の
治

療
の
た
め
、
不
安
が
あ
り
、
精
神
的
な
負
担
が
高
い
。

回
答
例

個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
的
な
こ
と
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

・
遠
隔
地
に
い
る
「
集
中
治
療
専
門
医
」
が
、
2
4
時
間
3
6
5
日
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

・
医
師
が
使
用
し
て
い
る
端
末
の
画
面
情
報
を
共
有
し
、
患
者
の
情
報
を
共
有
で
き
る
。

・
ビ
デ
オ
会
議
機
能
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。

・
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続
が
不
要
。
患
者
の
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
リ
ス
ク
が
低
い
。

・
既
存
機
器
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
た
め
、
初
期
投
資
が
低
い
。

回
答
例

（
２
）
シ
ス
テ
ム
導
入
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

病
院
側

・
医
師
や
看
護
師
の
長
時
間
勤
務
の
改
善

・
集
中
治
療
専
門
医
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
医
療
の
品
質
が
向
上

看
護
師

・
専
門
医
に
い
つ
で
も
連
絡
で
き
る
こ
と
で
精
神
的
負
担
の
軽
減

医
師 ・
専
門
分
野
外
（
重
症
患
者
の
全
身
管
理
）
の
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
医
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

・
オ
ン
コ
ー
ル
対
応
の
一
部
を
遠
隔
IC
U
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
肉
体
的

な
負
担
の
軽
減

回
答
例

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
解
決
し
た
い
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

IC
U
の
特
性
と
さ
く
ら
総
合
病
院
に
お
け
る
課
題
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と
導
入
時
の
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
遠

隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

•
上
記
の
シ
ス
テ
ム
を
「
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
」
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分
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解
決
し
た
い
課
題

•課
題

中
規
模
病
院
の
た
め
、
人
材
が
少
な
い
集
中
治
療
専
門
医
の
配
置
が

困
難
。

集
中
治
療
専
門
医
の
代
わ
り
に
外
科
医
師
な
ど
主
治
医
が
対
応
し
て

い
る
が
専
門
外
の
治
療
の
た
め
、
不
安
が
あ
り
、
精
神
的
な
負
担
が
高

い
。

回
答
例

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と

導
入
時
の
課
題

•
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か

病
院
側

医
師
や
看
護
師
の
長
時
間
勤
務
の
改
善

集
中
治
療
専
門
医
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
医
療
の
品
質
が
向
上

看
護
師

専
門
医
に
い
つ
で
も
連
絡
で
き
る
こ
と
で
精
神
的
負
担
の
軽
減

医
師 専
門
分
野
外
（
重
症
患
者
の
全
身
管
理
）
の
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と

で
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

オ
ン
コ
ー
ル
対
応
の
一
部
を
遠
隔

が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
肉
体
的
な
負
担
の
軽
減

•
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

シ
ス
テ
ム
導
入
に
お
け
る
教
育
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
か

患
者
の
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
問
題
な
い
か

回
答
例
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A
I×
遠
隔

IC
U

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

指
導
用

1

本
教
材
の
目
的

本
教
材
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事
例
研
究
）
で
使
用
す
る
教

材
で
す
。

一
般
的
に
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
（
事
例
）

を
取
り
上
げ
、
問
題
点
・
原
因
、
課
題
な
ど
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
分
析
し
、
そ
の
中
で
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
手
法
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
T
-I
C
U
の
遠
隔
IC
U
を
題
材

に
、
事
例
研
究
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
例
研
究
に
よ
り
以
下
を
養
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
学
習

に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

課
題
を
発
見
す
る
力
、
分
析
す
る
力

広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
る
力

論
理
的
思
考
力

2
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本
日
の
流
れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ
ダ
ン
ス

本
日
の
流
れ
や
ケ
ー
ス
の
説
明

2
0
分

個
人
ワ
ー
ク

課
題
①
～
②
遠
隔
IC
U
に
つ
い
て
考
え
る

3
0
分

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
単
位
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
及
び
理
由
・
根
拠
を

導
き
だ
し
、
発
表
用
の
資
料
を
作
成
す
る

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル
ー
プ
発
表

１
）
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
内

容
を
発
表
す
る

２
）
グ
ル
ー
プ
発
表
へ
の
質
疑
応
答

4
0
分

講
評

各
グ
ル
ー
プ
の
振
り
返
り
を
共
有
す
る

1
0
分

3

遠
隔

IC
U
シ
ス
テ
ム

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
な
重
症
患

者
の
治
療
は
、
非
常
に
難
し
く
熟
練
し
た
医
師
で
も
経
験

や
知
識
だ
け
で
は
迷
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
重
症

管
理
を
専
門
と
し
た
集
中
治
療
専
門
医
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
国
の
IC
U
施
設
約
1
1
0
0
施
設
の
う
ち
、
集

中
治
療
専
門
医
が
い
る
施
設
は
約
3
0
0
施
設
。
残
り
の

8
0
0
施
設
は
、
専
門
医
は
い
な
い
。

集
中
治
療
専
門
医
は
全
国
的
に
不
足
し
て
お
り
、
多
く
の

病
院
は
、
集
中
治
療
専
門
医
の
常
駐
配
置
は
困
難
で
あ
る
。

T
－
IC
U
社
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
遠
隔

IC
U
」
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

「
遠
隔
IC
U
」
シ
ス
テ
ム
は
、
遠
隔
地
か
ら
集
中
治
療
専

門
医
が
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報

を
基
に
2
4
時
間
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
IC
U
治
療
に
お
け
る
課
題
を
明
確
に
し
、
「
遠
隔
IC
U
」
シ
ス
テ
ム
の
目
的
を
把
握
す
る
。

4
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IC
U
（
集
中
治
療
室
）
と
は
？

＜
IC
U
と
は
＞

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
と
は
、
重
篤
な
患
者
を
収
容
し
、
先
進
の
医
療
技
術
を
駆
使
し
て
治
療
す
る
場

で
あ
る
。

＜
対
象
者
＞

治
療
の
対
象
は
、
重
篤
な
患
者
で
あ
る
。
重
篤
な
患
者
と
は
、
気
道
（
息
の
通
り
道
）
、
呼
吸
（
酸
素

の
取
り
込
み
）
、
循
環
（
全
身
へ
の
血
液
の
巡
り
）
、
意
識
の
状
態
、
体
温
、
栄
養
状
態
、
精
神
面
な

ど
全
身
状
態
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
人
で
あ
る
。

出
典

：
日

本
集

中
治

療
医

学
会

：
集

中
治

療
室

とは
ht

tp
s:

//w
w

w
.js

ic
m

.o
rg

/p
ro

vi
de

r/
ic

m
.h

tm
l

看
護
師
の
人
員
配
置
数

病
床
数

一
般
病
棟

患
者
7
名
に
対
し
て
１
名

1
病
棟
あ
た
り
4
0
～
5
0
床
程
度

IC
U
（
集
中
治
療
室
）

患
者
２
名
に
対
し
て
１
名

1
病
棟
あ
た
り
8
～
1
0
床
程
度
が
多
い

※
施
設
基
準
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る

実
際
の
イ
メ
ー
ジ

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
IC
U
と
は
？

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
と
は
、
重
篤
な
患
者
を
収
容
し
、
先
進
の
医
療
技
術
を
駆
使
し
て
治

療
す
る
場
。

集
中
治
療
室
に
は
、
専
門
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
医
師
や
看
護
師
が
勤
務
し
、
集
中

治
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な

環
境
や
医
療
機
器
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

・
対
象
者
は
、
重
篤
な
患
者
で
、
重
篤
な
患
者
と
は
、
気
道
、
呼
吸
、
循
環
、
意
識
の
状
態
、

体
温
、
栄
養
状
態
、
精
神
面
な
ど
の

全
身
状
態
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
人
。

・
一
般
の
病
床
と
の
違
い

①
看
護
師
の
配
置
数

②
病
床
数

③
一
般
の
病
床
と
違
っ
て
、
全
身
状
態
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

出
典
：
T-
IC
U
：
集
中
治
療
室
(IC
U
)と
は

ht
tp
s:
//
b7
5e
a2
78
-5
bf
9-
48
be
-b
cc
e-

05
b7
19
78
f7
db
.u
sr
fil
es
.c
om
/u
gd
/b
75
ea
2_
b7
92
38
09
d5
c6
47
c5
bc
bd
68
c5
0a
de
dd

c3
.p
df

5

IC
U
（
集
中
治
療
室
）
に
お
け
る
重
症
入
院
患
者
の
治
療
は
昼
夜
を
問
わ
な
い
手
厚
い
医
療
提

供
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
症
管
理
を
専
門
と
し
た
「
集
中
治
療
専
門
医
」
は
日

本
で
は
数
が
足
り
て
お
ら
ず
、
ま
た
都
市
部
に
偏
っ
て
い
る
。

地
方
の
中
規
模
な
病
院
の
愛
知
県
さ
く
ら
総
合
病
院
は
、
集
中
治
療
専
門
医
の
配
置
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
外
科
系
医
師
を
中
心
に
重
症
患
者
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
専
門
医
で

は
な
い
た
め
、
扱
い
の
難
し
い
重
症
患
者
の
治
療
に
は
不
安
が
あ
る
。

外
科
医
師
な
ど
主
治
医

看
護
師

集
中
治
療
専
門
の
医
師

重
症
患
者

集
中
治
療
専
門
医
は
い
な
い
。

中
規
模
な
民
間
の
病
院
で
あ
る
さ
く
ら
総
合
病
院

で
の
配
置
は
難
し
い
。

参
考

：
T-

IC
U「

導
入

事
例

#
2 

 集
中

治
療

に
お

け
る

体
制

強
化

が
実

現
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.t-

ic
u.

co
.jp

/2

重
篤
で
、
気
道
、
呼
吸
、
循
環
、

意
識
の
状
態
、
体
温
、
栄
養
状

態
・
精
神
面
な
ど
の
全
身
状
態
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
人

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

経
過
報
告

判
断
・
対
応

T-
IC

U[
日

本
の

集
中

治
療

の
現

状
】]

 
ht

tp
s:

//
w

w
w

8.
ca

o.
go

.jp
/k

is
ei

-k
ai

ka
ku

/k
is

ei
/m

ee
tin

g/
w

g/
iry

ou
/2

02
00

40
7/

20
04

07
iry

ou
02

.p
df

具
体
例
）
さ
く
ら
総
合
病
院
の
IC
U
体
制

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
看
護
師
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
重
症
患
者
の
経
過
を
外
科
医
師
な
ど
の
主
治
医
に

報
告
し
、
指
示
を
仰
ぐ
。

・
さ
く
ら
総
合
病
院
で
は
、
集
中
治
療
専
門
医
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
集
中
治
療
専
門
医
は
全
国
で
約
19
00
人
と
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
都
市
部
の

大
学
病
院
や
大
病
院
に
在
籍
を
し
て
お
り
、

民
間
の
中
規
模
な
病
院
で
あ
る
さ
く
ら
総
合
病
院
に
専
門
治
療
医
の
配
置
は
難
し
い
。

・
そ
の
代
わ
り
に
外
科
医
師
な
ど
主
治
医
が
対
応
し
て
い
る
が
、
扱
い
の
難
し
い
重
症
患
者

の
治
療
に
は
精
神
的
不
安
が
あ
る
。
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参
考
：
さ
く
ら
総
合
病
院
の
規
模

診
療
機
能

病
床
数

IC
U

4
床

診
療
機
能

病
床
数

重
症
管
理
室

1
9
床

外
科
・
脳
神
経
外
科
系
・
口
腔
外
科
（
一
般
）

4
8
床

脳
神
経
外
科
・
整
形
外
科
系
（
一
般
）

4
8
床

内
科
系
（
一
般
）

1
0
5
床

一
般
病
床

2
2
0
床

診
療
機
能

病
床
数

脳
神
経
外
科
・
内
科
系
（
療
養
）

5
8
床

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

5
8
床

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

5
0
床

療
育
病
床

1
6
6
床

参
考

：
さく

ら総
合

病
院

「法
人

デ
ー

タ」
ht

tp
:/

/w
w

w
.ij

in
ka

i.o
r.

jp
/a

bo
ut

us
/h

os
pi

ta
lin

fo
.h

tm
l

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
病
床
数
が
全
体
で
は
、
39
0床
あ
り
、
そ
の
う
ち
IC
U
が
4床
あ
る
。

・
病
院
の
規
模
と
し
て
は

小
規
模
は
、
病
床
が
お
お
よ
そ
20
～
99
床
。

中
規
模
は
、
病
床
が
お
お
よ
そ
10
0床
～
49
9床
。

大
規
模
は
、
病
床
が
50
0以
上
。

と
な
る
の
で
、
中
規
模
な
病
院
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
ま
た
、
IC
U
が
4床
あ
り
、
重
症
管
理
室
が
19
床
あ
る
た
め
、
重
症
患
者
の
受
入
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

7

IC
U
の
治
療
の
流
れ

救
急
車

院
内
の
急
変

全
身
麻
酔
が

解
け
な
い

（
術
後
）

IC
U

患
者
の
状
態

を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

必
要
な
措
置

を
判
断

治
療

突
発
的
に

発
生
！
！

6
時
間
ご
と

1
2
時
間
ご
と

搬
送

心
電
図
モ
ニ
タ

電
子
カ
ル
テ

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
患
者
が
IC
U
に
入
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
、
院
内
で
の
急
変
、
術
後
の

全
身
麻
酔
が
解
け
な
い
な
ど
、
突
発
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
搬
送
さ
れ
る
。

・
IC
U
に
入
る
と
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
処
置
で
は
な
く
、
6時
間
ご
と
、
12
時
間
ご
と
の
状
態

を
見
る
こ
と
が
必
要
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
患
者
の
状
態
に
よ
っ
て
必
要
な
措
置
を
判
断
す
る
。

・
し
か
し
、
重
症
患
者
に
お
い
て
、
必
要
な
措
置
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
集
中
治
療
専
門

医
で
な
い
と
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
。

・
集
中
治
療
専
門
の
医
師
の
診
察
が
得
ら
れ
な
い
状
態
で
、
主
治
医
が
夜
間
も
集
中
治
療
室

の
診
療
を
主
体
的
に
行
う
こ
と
は
、
翌
日
の
手
術
な
ど
の
本
来
業
務
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
非

常
に
負
荷
が
高
く
な
る
。

・
ま
た
看
護
師
も
専
門
知
識
を
持
っ
た
医
師
・
看
護
師
へ
相
談
で
き
な
い
こ
と
は
精
神
的
な

負
担
が
高
い
。

8
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現
場
の
医
師
た
ち
の
声
①

N
o
勤
務
先

発
言
者

２
次
救
急
病
院
の
現
場
の
声

1
僻

地
2次

救
急

病
院

5年
目

若
手

医
師

(僻
地

/地
域

枠
)

夜
間

１
人

当
直

時
に

相
談

で
きる

相
手

が
お

らず
、若

手
で

LI
NE

グ
ル

ー
プを

作
って

、み
ん

な
で

相
談

し合
って

い
る

。
夜

12
時

以
降

は
自

分
一

人
で

な
ん

とか
す

る
しか

な
く精

神
的

な
疲

労
が

大
きい

。

2
僻

地
2次

救
急

病
院

7年
目

自
治

医
大

医
師

地
方

の
病

院
で

は
、医

師
が

限
られ

て
お

り、
人

員
が

手
薄

な
時

に
治

療
方

針
の

決
定

を全
て

一
人

で
す

る
必

要
が

あ
る

こ
とが

多
い

。症
例

検
討

や
デ

ィス
カッ

シ
ョン

の
よう

な
形

で
意

見
を交

わ
す

相
手

が
必

要
だ

と感
じる

時
が

多
い

。特
に

医
師

10
年

目
以

上
の

専
門

知
識

を持
った

医
師

の
意

見
を貰

い
た

い
と感

じる
こと

が
多

い
。

3
僻

地
2次

救
急

病
院

15
年

目
非

常
勤

医
師

自
分

が
勤

務
して

い
た

3次
救

急
で

で
きて

い
た

こと
が

2次
救

急
で

は
で

きて
い

な
い

。メ
ンタ

ー
とな

る
上

級
医

も
お

らず
、現

場
の

若
手

が
感

じて
い

る
ス

トレ
ス

は
相

当
大

きい
と感

じる
。し

か
し、

僻
地

で
メン

ター
とな

る
医

師
を確

保
す

る
の

は
極

め
て

困
難

で
あ

り、
外

部
リソ

ー
ス

に
頼

らざ
る

を得
な

い
と感

じる
。

4
離

島
2次

救
急

病
院

16
年

目
救

急
専

門
医

(離
島

)
院

内
で

重
症

患
者

管
理

に
長

け
た

医
師

が
自

分
一

人
で

、非
番

の
日

で
も

関
係

な
く院

内
の

医
師

か
ら相

談
を受

け
て

お
り、

場
合

に
よっ

て
は

呼
び

出
しも

発
生

す
る

。休
み

の
日

に
は

あ
る

程
度

心
理

的
に

解
放

され
て

休
み

た
い

。

5
都

市
部

2次
救

急
病

院
19

年
目

消
化

器
外

科
医

重
症

化
した

患
者

に
適

切
な

医
療

を提
供

で
きて

い
な

い
とい

う不
安

が
あ

る
。た

だ
し、

近
隣

の
３

次
救

急
に

は
気

軽
に

相
談

で
きな

い
こと

が
多

い
。大

学
時

代
の

知
り合

い
とか

に
相

談
をし

な
が

ら治
療

をす
る

こと
は

あ
る

が
、善

意
に

甘
え

て
い

る
の

で
時

間
帯

に
よっ

て
は

な
か

な
か

聞
け

な
い

時
も

多
い

。

6
僻

地
2次

救
急

病
院

19
年

目
副

院
長

(都
市

部
で

循
環

器
内

科
医

)

自
分

の
よう

に
、僻

地
で

医
療

を提
供

した
い

医
師

は
、都

市
部

に
は

一
定

数
い

る
と思

う。
しか

し、
僻

地
で

は
都

市
部

ほ
ど

医
師

が
お

らず
、相

談
の

相
手

も
い

な
い

の
で

診
断

の
責

任
が

全
て

自
分

に
か

か
って

くる
の

が
厳

しく
て

、僻
地

に
行

こう
とす

る
医

師
が

少
な

い
と思

う。
そう

い
った

医
師

をサ
ポ

ー
トす

る
体

制
が

あ
れ

ば
い

い
と思

う。

7
離

島
唯

一
の

病
院

38
年

目
院

長
離

島
で

１
人

常
勤

医
兼

院
長

を2
0年

近
く続

け
て

い
る

。最
先

端
の

医
療

に
つ

い
て

い
け

て
い

な
い

自
覚

が
あ

る
。ま

た
、

昼
夜

問
わ

ず
島

民
の

た
め

に
医

師
とし

て
呼

び
出

しが
か

か
れ

ば
対

応
して

きた
が

、今
後

体
力

的
に

続
け

る
こと

が
で

きる
か

は
不

安
。自

分
と同

じ働
き方

を求
め

られ
る

と考
え

る
と、

後
任

が
見

つ
か

る
アテ

も
な

い
。

8
都

市
部

2次
救

急
病

院
40

年
目

院
長

都
市

部
で

は
、搬

送
す

る
先

の
病

院
が

近
くに

あ
る

こと
は

あ
りが

た
い

。た
だ

、普
段

重
症

度
の

高
い

患
者

様
を見

て
い

な
い

の
で

、転
院

搬
送

の
判

断
が

本
当

に
正

しく
で

きて
い

る
か

不
安

が
あ

る
。

事
実

、重
症

だ
と判

断
して

搬
送

した
患

者
が

実
は

軽
症

で
送

り返
され

て
くる

こと
が

あ
る

。

出
典

：
T-

IC
U[

日
本

の
集

中
治

療
の

現
状
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指
導
ポ
イ
ン
ト

救
急
業
務
は
、
症
状
と
緊
急
性
か
ら
３
段
階
に
分
け
て
医
療
体
制
を
整
え
て
い
る
。

１
次
救
急
：
軽
症
患
者

２
次
救
急
：
24
時
間
体
制
で
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
病
院

３
次
救
急
：
１
次
、
２
次
で
対
応
で
き
な
い
重
症
・
重
篤
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
病
院

現
場
の
医
師
た
ち
の
声
か
ら

・
重
症
患
者
の
管
理
で
き
る
医
師
が
少
な
い
。

・
休
み
の
日
に
も
呼
び
出
し
が
あ
り
、
精
神
的
に
苦
痛
。

・
集
中
治
療
医
の
専
門
で
は
な
い
た
め
、
適
切
な
治
療
が
で
き
て
い
る
か
不
安
で
あ
り
、
相

談
す
る
人
も
少
な
い
。

・
医
師
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
治
療
方
針
を
自
分
一
人
で
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
来
は
症
例
検
討
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
交
換
が
し
た
い
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
病
院
の
IC
U
担
当
医
師
は
、
非
常
に
負
担
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

9

現
場
の
医
師
た
ち
の
声
②

N
o
勤
務
先

発
言
者

３
次
救
急
病
院
の
現
場
の
声

1
僻

地
3次

救
急

病
院

10
年

目
看

護
師

IC
U勤

務
看

護
師

IC
Uに

集
中

治
療

専
門

医
が

3年
前

に
赴

任
して

き
て

、勤
務

環
境

が
大

き
く変

わ
った

。こ
れ

ま
で

の
看

護
師

の
離

職
率

は
大

き
く改

善
し、

職
場

環
境

や
患

者
様

へ
提

供
す

る
医

療
レ

ベ
ル

も
劇

的
に

良
くな

った
。

今
で

は
、集

中
治

療
専

門
医

が
い

な
い

環
境

は
考

え
られ

な
い

。

2
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

12
年

目
医

師
救

命
セ

ンタ
ー

医
長

僻
地

2次
救

急
病

院
と、

週
一

回
症

例
相

談
の

カン
ファ

レン
ス

を
して

い
る

。僻
地

側
の

医
師

は
満

足
して

くれ
て

い
る

と聞
い

て
い

る
。一

方
で

、緊
急

度
の

高
い

相
談

な
どは

、ど
うし

て
も

自
院

の
業

務
が

あ
る

の
で

対
応

が
で

き
な

い
こと

が
あ

る
の

で
、

今
の

取
り組

み
だ

け
で

は
足

りな
い

部
分

も
あ

る
と思

う。

3
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

12
年

目
医

師
IC

Uの
責

任
者

IC
U専

門
医

とし
て

、I
CU

の
レ

ベ
ル

担
保

に
や

りが
い

を感
じて

い
る

。一
方

、常
勤

医
は

自
分

1人
な

の
で

負
担

も
大

きい
と感

じる
。今

後
、I

CU
の

拡
充

も
図

って
い

き
た

い
の

で
、支

援
を

して
くれ

る
組

織
が

欲
しい

。

4
僻

地
3次

救
急

病
院

15
年

目
医

師
救

命
救

急
セ

ンタ
ー

ス
ー

パ
ー

IC
Uで

は
あ

る
が

、I
CU

専
門

医
が

２
名

で
維

持
して

い
る

。非
番

の
日

で
も

勤
務

して
い

る
医

師
で

は
な

く、
自

分
に

連
絡

が
来

て
休

む
こと

が
で

き
な

い
。

5
都

市
部

3次
救

急
病

院
16

年
目

医
師

救
命

セ
ンタ

ー
医

長
今

回
の

CO
VI

D-
19

で
も

、重
症

患
者

の
受

け
入

れ
が

自
院

で
出

来
な

くな
った

。そ
の

た
め

、救
急

患
者

を
断

り、
近

隣
の

病
院

に
重

症
患

者
を

受
け

入
れ

て
も

らっ
て

い
る

が
、そ

の
サ

ポ
ー

トが
な

い
中

で
救

急
を

断
る

こと
は

苦
渋

の
決

断
とな

って
い

る
。

6
都

市
部

3次
救

急
病

院
20

年
目

医
師

救
命

セ
ンタ

ー
医

長
2次

救
急

で
診

れ
る

患
者

を送
って

き
た

り、
2次

救
急

で
悪

化
しす

ぎ
た

患
者

が
送

られ
て

き
た

りと
、2

次
救

急
か

らの
不

要
な

搬
送

が
多

く、
3次

救
急

の
現

場
が

疲
弊

して
い

る
。

7
地

方
中

枢
都

市
3次

救
急

病
院

救
命

セ
ンタ

ー
兼

副
院

長
ドク

ター
ヘ

リを
飛

ば
して

の
病

院
間

搬
送

受
け

入
れ

を
して

い
る

が
、不

要
な

搬
送

が
あ

る
。オ

ー
バ

ー
トリ

ア
ー

ジ
は

許
容

す
べ

き
で

あ
る

が
、僻

地
の

医
師

が
も

う少
し適

切
な

医
療

を
僻

地
で

も
提

供
で

き
て

い
れ

ば
、ド

クタ
ー

ヘ
リで

の
搬

送
も

減
る

と
思

う。

8
都

市
部

3次
救

急
病

院
大

学
病

院
教

授
医

局
で

Te
le

-I
CU

を
推

進
した

い
と考

え
て

は
い

る
。一

方
で

、「
気

軽
な

」相
談

を
す

る
こと

は
医

局
の

絡
み

で
は

で
き

な
い

と考
え

る
し、

大
学

病
院

か
ら遠

隔
で

指
示

を
受

け
る

とど
うし

て
も

現
場

は
萎

縮
す

る
こと

が
想

定
され

る
。

9
僻

地
3次

救
急

病
院

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
院

長
あ

る
程

度
レ

ベ
ル

の
高

い
医

師
は

確
保

で
きて

い
る

。し
か

し、
地

方
で

IC
Uは

あ
る

も
の

の
専

門
医

が
い

な
い

病
院

か
らの

搬
送

も
受

け
て

い
る

の
で

、そ
この

医
療

レ
ベ

ル
は

上
げ

る
べ

き
だ

。

出
典

：
T-

IC
U[

日
本

の
集

中
治

療
の

現
状

】]
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遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
概
要
図

IC
U
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
T
-I
C
U
社
は
[遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
]を
開
発
。
遠
隔
地
か
ら
集
中
治
療
専
門
医
が
、
現
場

の
医
師
や
看
護
師
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
2
4
時
間
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

病
院

患
者
の
情
報

・
電
子
カ
ル
テ

・
心
電
図

・
採
血

・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
な
ど

集
中
治
療
専
門
医

院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
病
院
既
存
機
器
）

院
内
サ
ー
バ

医
師
用
端
末

H
D
M
Iケ
ー
ブ
ル
で
接
続

遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続

専
門
医
チ
ー
ム

外
科
医
師
な
ど
主
治
医

画
面
を
共
有
化
し
、

患
者
の
情
報
を
共
有
化

し
て
、
治
療
方
針
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
。

2
4
時
間
3
6
5
日
サ
ポ
ー
ト

看
護
師

IC
U
（
機
器
）

参
考

：
T-

IC
U[

遠
隔

IC
U]

 
ht

tp
s:

//
w

w
w

.t-
ic

u.
co
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/b
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指
導
ポ
イ
ン
ト

今
ま
で
の
情
報
か
ら
、
質
の
高
い
重
症
管
理
の
た
め
に
は
、
「
集
中
治
療
専
門
医
」
の
知
識
と
経
験
は
不
可
欠
で

あ
り
、

現
代
の
IT
を
駆
使
し
て
、
遠
隔
地
に
い
る
「
集
中
治
療
専
門
医
」
と
患
者
の
情
報
を
共
有
し
て
、

治
療
方
針
や
様
々
な
病
状
へ
の
対
応
を
議
論
し
て
、

こ
の
力
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
遠
隔
集
中
治
療
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
提
案
。

ア
メ
リ
カ
で
は
19
90
年
代
後
半
か
ら
こ
の
よ
う
な
遠
隔
集
中
治
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
始
ま
っ
て
お
り
、
現

在
で
は
IC
U
の
２
割
の
病
床
が
導
入
済
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て

・
遠
隔
地
に
い
る
「
集
中
治
療
専
門
医
」
は
、
24
時
間
36
5日
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

・
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
医
師
が
使
用
し
て
い
る
端
末
の
画
面
情
報
を
共
有
し
、
患
者
の
情
報
を
共
有

化
す
る
。

・
ビ
デ
オ
会
議
機
能
を
設
け
、
遠
隔
地
に
い
る
「
集
中
治
療
専
門
医
」
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

・
具
体
的
に
は

・
病
院
か
ら
は
院
内
の
機
器
か
ら
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
患
者
の
情
報
（
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
な
ど
）

や
、
電
子
カ
ル
テ
・
心
電
図
・
採
血

な
ど
を
提
供
。

・
専
門
医
チ
ー
ム
か
ら
は
、
初
期
治
療
方
針
と
し
て
、
循
環
管
理
、
人
口
呼
吸
器
の
設
定
、
抗
生
剤
の
種
類
、

投
与
量
な
ど
を
提
案
。

・
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
接
続
し
な
い
た
め
、
患
者
の
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
リ
ス
ク
が
低
い
。

・
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
医
療
機
器
を
使
用
す
る
た
め
、
初
期
投
資
が
低
い
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

11

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
声

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
声

病
院

・
導
入
し
て
、
最
初
の
１
か
月
で
合
計
2
7
件
、
翌
月
で
1
7
件
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
最
新
の

知
識
に
詳
し
い
集
中
治
療
の
専
門
医
に
2
4
時
間
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
療

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、
全
国
に
普
及
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

現
場

・
実
際
の
患
者
対
応
で
躊
躇
っ
た
際
な
ど
、
T
-I
C
U
社
の
シ
フ
ト
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

自
分
と
は
違
っ
た
視
点
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
利
点
で
す
。
実
際
に

判
断
を
下
す
の
は
病
院
の
医
師
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
助
言
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
2
4
時
間
体
制
で
専
門
医
が
待
機
し
て
い
る
の
で
、
現
場
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
、
時

間
帯
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
相
談
で
き
、
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
常
勤
医
師
の
専
門
外
治
療
に
対
す
る
不
安
や
、
万
が
一
の

時
に
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
が
出
来
る
と
言
う
安
心
感
は
1
つ
の
導
入
効
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

・
専
門
外
の
集
中
治
療
を
T
-I
C
U
に
任
せ
ら
れ
る
と
言
う
の
は
身
体
的
に
も
精
神
的
に
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

参
考

：
T-

IC
U「

導
入

事
例

#
1 

 医
師

の
専

門
外

治
療

へ
の

不
安

が
減

少
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.t-

ic
u.

co
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T-
IC

U「
導

入
事

例
#

2 
 集

中
治

療
に

お
け

る
体

制
強

化
が

実
現

」
ht

tp
s:

//
w

w
w

.t-
ic

u.
co

.jp
/2

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
病
院
の
メ
リ
ッ
ト

・
現
場
の
メ
リ
ッ
ト

の
要
点
を
と
ら
え
る
。

具
体
的
に
は
、

病
院
は

・
医
療
品
質
の
向
上

・
医
師
や
、
看
護
師
の
労
働
環
境
の
改
善

現
場
は

・
い
つ
で
も
医
師
に
連
絡
で
き
る
こ
と
で
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

・
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
医
師
へ
の
相
談
が
で
き
な
い
こ
と
へ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

・
オ
ン
コ
ー
ル
対
応
の
一
部
を
シ
ス
テ
ム
で
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
肉
体
的
負
担
の

軽
減

・
重
症
患
者
の
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
負
担
の
軽
減

12
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（
１
）
IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

個
人
ワ
ー
ク
①

IC
U
治
療
に
お
け
る
特
性

1
0
分

（
２
）
さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題

・
患
者
が
IC
U
に
入
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
、
院
内
で
の
急
変
、
術
後
の

全
身
麻
酔
が
解
け
な
い
な
ど
、
予
測
で
き
な
い
突
発
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
っ
て
く
る
。

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
措
置
で
は
な
く
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
6
時
間
ご
と
な
ど
）
で
患
者

の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
情
報
か
ら
必
要
な
措
置
を
判
断
す
る
が
、
集
中
治
療
専
門
医
で
な
い
と

判
断
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
。

・
中
規
模
病
院
の
た
め
、
人
材
が
少
な
い
集
中
治
療
医
の
配
置
が
困
難
。

・
集
中
治
療
専
門
医
の
代
わ
り
に
外
科
医
師
な
ど
主
治
医
が
対
応
し
て
い
る
が
、
専
門
外
の
治

療
の
た
め
、
不
安
が
あ
り
、
精
神
的
な
負
担
が
高
い
。

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
①

資
料
を
も
と
に
、
業
務
の
特
性
と
な
る
IC
U
の
特
性
を
理
解
し
、

そ
の
上
で
さ
く
ら
総
合
病
院
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
課
題
を
整
理
す
る
。

13

個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
的
な
こ
と
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

・
遠
隔
地
に
い
る
「
集
中
治
療
専
門
医
」
が
、
2
4
時
間
3
6
5
日
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

・
医
師
が
使
用
し
て
い
る
端
末
の
画
面
情
報
を
共
有
し
、
患
者
の
情
報
を
共
有
で
き
る
。

・
ビ
デ
オ
会
議
機
能
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。

・
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
続
が
不
要
。
患
者
の
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
の
リ
ス
ク
が
低
い
。

・
既
存
機
器
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
た
め
、
初
期
投
資
が
低
い
。

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
②

・
資
料
と
講
義
の
内
容
を
も
と
に
、
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

・
遠
隔
地
の
「
集
中
治
療
専
門
医
」
が
24
時
間
36
5日
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と

・
医
師
の
使
用
し
て
い
る
端
末
の
画
面
を
患
者
の
情
報
と
し
て
共
有
す
る
と

い
う
こ
と

・
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
接
続
し
な
い
た
め
、
個
人
情
報
の
流
出
の
リ
ス
ク

が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と

・
既
存
機
器
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
い
と
い
う
こ
と

14
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（
２
）
シ
ス
テ
ム
導
入
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

病
院
側

・
医
師
や
看
護
師
の
長
時
間
勤
務
の
改
善

・
集
中
治
療
専
門
医
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
医
療
の
品
質
が
向
上

看
護
師

・
専
門
医
に
い
つ
で
も
連
絡
で
き
る
こ
と
で
精
神
的
負
担
の
軽
減

医
師 ・
専
門
分
野
外
（
重
症
患
者
の
全
身
管
理
）
の
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
医
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

・
オ
ン
コ
ー
ル
対
応
の
一
部
を
遠
隔
IC
U
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
肉
体
的

な
負
担
の
軽
減

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
②

・
ユ
ー
ザ
の
声
か
ら
、
ど
の
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
改
善
さ
れ
た
か
明
確
に
し
、

整
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

15

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
解
決
し
た
い
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

IC
U
の
特
性
と
さ
く
ら
総
合
病
院
に
お
け
る
課
題
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と
導
入
時
の
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
遠

隔
IC
U
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

•
上
記
の
シ
ス
テ
ム
を
「
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
」
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
解
決
し
た
い
課
題

課
題
の
抽
出
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
身
の
意
見

を
持
っ
て
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
改
題
の
解
消
結
果

さ
く
ら
総
合
病
院
の
課
題
に
対
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
解
消
し
た
か
整
理
し
て

ま
と
め
る
。

・
発
表
の
資
料
作
成
時
の
指
導
ポ
イ
ン
ト

発
表
は
情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
簡
潔
な
文
章
、
適
宜
図
や
表

を
使
っ
た
り
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
と
し
た
り
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

16
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解
決
し
た
い
課
題

•課
題

中
規
模
病
院
の
た
め
、
人
材
が
少
な
い
集
中
治
療
専
門
医
の
配
置
が

困
難
。

集
中
治
療
専
門
医
の
代
わ
り
に
外
科
医
師
な
ど
主
治
医
が
対
応
し
て

い
る
が
専
門
外
の
治
療
の
た
め
、
不
安
が
あ
り
、
精
神
的
な
負
担
が
高

い
。

回
答
例

17

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と

導
入
時
の
課
題

•
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か

病
院
側

医
師
や
看
護
師
の
長
時
間
勤
務
の
改
善

集
中
治
療
専
門
医
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
医
療
の
品
質
が
向
上

看
護
師

専
門
医
に
い
つ
で
も
連
絡
で
き
る
こ
と
で
精
神
的
負
担
の
軽
減

医
師 専
門
分
野
外
（
重
症
患
者
の
全
身
管
理
）
の
治
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と

で
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

オ
ン
コ
ー
ル
対
応
の
一
部
を
遠
隔

が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、
肉
体
的
な
負
担
の
軽
減

•
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

シ
ス
テ
ム
導
入
に
お
け
る
教
育
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
か

患
者
の
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
問
題
な
い
か

回
答
例

18
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ケーススタディ教材 「IoT×服薬支援」 



I0
T×
服
薬
支
援

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

演
習
用

本
教
材
の
目
的

本
教
材
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事
例
研
究
）
で
使
用
す
る
教

材
で
す
。

一
般
的
に
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
（
事
例
）

を
取
り
上
げ
、
問
題
点
・
原
因
、
課
題
な
ど
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
分
析
し
、
そ
の
中
で
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
手
法
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
大
塚
製
薬
の
プ
レ
タ
ー
ル
ア

シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
服
薬
支
援
シ
ス
テ
ム
事
例
を
題
材
に
、

事
例
研
究
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
例
研
究
に
よ
り
以
下
を
養
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
学
習

に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

課
題
を
発
見
す
る
力
、
分
析
す
る
力

広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
る
力

論
理
的
思
考
力

本
日
の
流
れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ
ダ
ン
ス

本
日
の
流
れ
や
ケ
ー
ス
の
説
明

2
0
分

個
人
ワ
ー
ク

課
題
①
～
②
プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
考
え
る

3
0
分

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
単
位
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
及
び
理
由
・
根
拠
を

導
き
だ
し
、
発
表
用
の
資
料
を
作
成
す
る
。

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル
ー
プ
発
表

１
）
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
内

容
を
発
表
す
る

２
）
グ
ル
ー
プ
発
表
へ
の
質
疑
応
答

4
0
分

講
評

各
グ
ル
ー
プ
の
振
り
返
り
を
共
有
す
る

1
0
分

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

脳
梗
塞
の
再
発
防
止
に
は
、
抗
血
小
板
剤
の
継
続
的

な
服
薬
が
重
要
と
な
る
が
、
脳
梗
塞
の
患
者
に
は

「
う
っ
か
り
忘
れ
」
「
自
己
判
断
で
中
止
す
る
」
な

ど
薬
の
服
用
が
継
続
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。

大
塚
製
薬
と
N
E
C
は
、
脳
梗
塞
の
患
者
に
向
け
て
服

薬
ア
シ
ス
ト
を
目
的
と
し
た
「
プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス

ト
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
開
発
。

プ
レ
タ
ー
ル
と
は
、
脳
梗
塞
再
発
防
止
と
な
る
抗
血

小
板
薬
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
薬
を
包
装
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
服
薬
時
間
を
知
ら
せ
、

薬
を
飲
ん
だ
（
取
り
出
し
た
）
情
報
を
記
録
し
、
家

族
や
医
療
機
関
へ
服
薬
状
況
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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正
し
く
薬
を
飲
ま
な
い
と
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

薬
に
よ
っ
て
は
、
抗
生
物
質
な
ど
一
定
の
間
隔
で
き
ち
ん
と
服
用
し

な
け
れ
ば
効
か
な
い
。

糖
尿
病
の
薬
の
よ
う
に
、
飲
み
方
を
間
違
え
る
と
低
血
糖
を
お
こ
し

て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
抗
て
ん
か
ん
剤
な
ど
は
、
血
中
の
濃
度
を
き

ち
ん
と
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
な
た
め
、
不
規
則
な
飲
み
方
は
危
険
。

高
齢
者
は
、
血
圧
の
薬
や
心
臓
の
薬
な
ど
、
複
数
の
薬
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
使
用
期
間
も
長
く
な
り
が
ち
で
、
内
臓
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
薬
が
効
き
す
ぎ
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.o

ts
uk

a-
el

ib
ra

ry
.jp

/p
df

_v
ie

w
er

/?
f=

/p
ro

du
ct

/d
i/p

o5
/t

ek
is

ei
/f

ile
/p

o_
te

ki
_0

1.
pd

f

薬
を
飲
み
残
す
原
因

薬
を
飲
み
残
す
原
因
と
し
て
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
確
認
し
た
。

出
典

：
埼

玉
県

保
健

医
療

部
薬

務
課

「高
齢

者
な

どの
薬

の
飲

み
残

し対
策

事
業

」結
果

報
告

ht
tp

s:
//w

w
w

.js
ic

m
.o

rg
/p

ro
vi

de
r/

ic
m

.h
tm

l

な
ぜ
飲
み
忘
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
の
か

飲
み
忘
れ
て
し
ま
う
人
の
声

自
分
が
高
齢
に
な
り
、
複
数
の
持
病
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
病
気
の
数
だ
け
薬
が
処
方
さ
れ

る
の
で
、
1
か
月
に
7
個
以
上
の
薬
を
使
っ
て
い
ま
す
。
薬
が
多
く
て
、
ど
れ
を
飲
ま
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

薬
を
飲
む
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
が
何
の
薬
を
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
を
飲
む
の
か
、
覚
え
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。
ま
た
日
々
の
生
活
で

他
の
こ
と
を
考
え
て
た
り
す
る
と
、
気
が
付
く
と
夕
方
で
す
っ
か
り
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。

自
分
が
薬
を
飲
ん
だ
の
か
、
飲
ん
で
な
い
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.o

ts
uk

a-
el

ib
ra

ry
.jp

/p
df

_v
ie

w
er

/?
f=

/p
ro

du
ct

/d
i/p

o5
/t

ek
is

ei
/f

ile
/p

o_
te

ki
_0

1.
pd

f

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
概
要
図

引
用

：
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

剤
学

会
第

33
 年

会
講

演
要

旨
集

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
nt

.c
o.

jp
/e

c/
20

18
/a

ps
tj3

3/
pd

f/a
ps

tj3
3_

ab
st

ra
ct

02
.p

df
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プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
商
品
画
像

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

に
つ

い
て
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ht
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2_
1.

ht
m

l

服
薬
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
画
面

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
成

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
包
装
品

（
セ
ン
サ
ー
）

②
服
薬
ア
シ
ス
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル

（
B
lu
e
to
o
th
)

③
服
薬
ア
シ
ス
ト

ア
プ
リ

薬
の
ケ
ー
ス
。
薬
を
取
り
出
し
を
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る
。

ま
た
薬
の
ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
、
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ

す
る
。

セ
ン
サ
ー
の
感
知
情
報
を
B
lu
e
to
o
th
を
使
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
薬
の
取
り
出
し
デ
ー
タ
を
送
信
。

受
信
し
た
薬
の
取
り
出
し
情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
、

さ
ら
に
家
族
へ
服
薬
情
報
を
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
成
図

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
包
装
品

（
セ
ン
サ
ー
）

②
服
薬
ア
シ
ス
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル

（
B
lu
e
to
o
th
)

③
服
薬
ア
シ
ス
ト

ア
プ
リ

薬
の
取
り
出
し
履
歴
を
自
動
的
に
記
録

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
包
装
品
に
装
着

薬
の
取
り
出
し
情
報
を
家
族
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

薬
の
取
り
出
し
で
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る

セ
ン
サ
ー
の
情
報
を
受
け
て
、

服
薬
支
援
ア
プ
リ
へ
送
信

服
薬
時
間
に
な
る
と
ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
が
点
滅

個
人
ワ
ー
ク
①

1
0
分

（
１
）
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
対
策
を
選
ん
だ
理
由
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ち
が
う

薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由
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個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。 導
入
後
の
効
果

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
薬

の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
、
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
服

薬
支
援
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分
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薬の飲み忘れ防止対策

• 薬の飲み忘れ防止対策

システム導入後の課題解消結果

• 導入した結果課題がどのように解消するか
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個
人
ワ
ー
ク
①

1
0
分

（
１
）
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
対
策
を
選
ん
だ
理
由
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

回
答
例

ち
が
う

（
１
）
本
人
に
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
薬
の
種
類
が
多
く
、
ど
の
薬
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
む
か
忘
れ
て
し
ま

う
た
め
、
飲
む
時
間
が
わ
か
る
と
、
飲
み
忘
れ
の
防
止
に
な
る
。

（
２
）
薬
を
飲
ん
だ
時
間
を
記
録
す
る
。

理
由
：
飲
ん
だ
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
記
録
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
飲
み
忘
れ
防
止
に
な
る
。

（
３
）
家
族
に
飲
み
忘
れ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
本
人
が
飲
み
忘
れ
て
も
、
家
族
へ
飲
み
忘
れ
状
況
が
わ
か
れ
ば
、
家
族
か
ら

薬
を
飲
む
こ
と
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
飲
み
忘
れ
防
止
と
な
る
。

薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由

個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。 導
入
後
の
効
果

患
者 ・
薬
の
飲
み
忘
れ
予
防

・
薬
の
飲
み
過
ぎ
予
防

・
薬
の
飲
み
間
違
い
予
防

・
服
薬
履
歴
の
デ
ー
タ
管
理

・
残
薬
の
管
理

家
族 ・
遠
隔
か
ら
患
者
の
服
薬
状
況
の
見
守
り

・
見
守
り
が
で
き
る
こ
と
で
の
家
族
の
精
神
的
不
安
の
解
消

回
答
例

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
薬

の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
、
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
服

薬
支
援
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分

本
人
に
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
薬
の
種
類
が
多
く
、
ど
の
薬
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
む
か
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
飲

む
時
間
が
わ
か
る
と
、
飲
み
忘
れ
の
防
止
に
な
る
。

薬
を
飲
ん
だ
時
間
を
記
録
す
る
。

理
由
：
飲
ん
だ
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

飲
み
忘
れ
防
止
に
な
る
。

家
族
に
飲
み
忘
れ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
本
人
が
飲
み
忘
れ
て
も
、
家
族
へ
飲
み
忘
れ
状
況
が
わ
か
れ
ば
、
家
族
か
ら
薬
を

飲
む
こ
と
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
飲
み
忘
れ
防
止
と
な
る
。

回
答
例

薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
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シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か

患
者

•
薬
の
飲
み
忘
れ
飲
み
過
ぎ
飲
み
間
違
い
予
防

•
服
薬
履
歴
の
デ
ー
タ
管
理

•
残
薬
の
管
理

家
族

•
遠
隔
か
ら
患
者
の
服
薬
状
況
の
見
守
り

•
見
守
り
が
で
き
る
こ
と
で
の
家
族
の
精
神
的
不
安
の
解
消

回
答
例
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I0
T×
服
薬
支
援

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

指
導
用

1

本
教
材
の
目
的

本
教
材
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事
例
研
究
）
で
使
用
す
る
教

材
で
す
。

一
般
的
に
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
（
事
例
）

を
取
り
上
げ
、
問
題
点
・
原
因
、
課
題
な
ど
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
分
析
し
、
そ
の
中
で
新
た
な
視
点
や
気
づ
き

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
手
法
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
大
塚
製
薬
の
プ
レ
タ
ー
ル
ア

シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
服
薬
支
援
シ
ス
テ
ム
事
例
を
題
材
に
、

事
例
研
究
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
例
研
究
に
よ
り
以
下
を
養
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
学
習

に
取
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

課
題
を
発
見
す
る
力
、
分
析
す
る
力

広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
る
力

論
理
的
思
考
力

2
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本
日
の
流
れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ
ダ
ン
ス

本
日
の
流
れ
や
ケ
ー
ス
の
説
明

2
0
分

個
人
ワ
ー
ク

課
題
①
～
②
プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
考
え
る

3
0
分

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
単
位
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
及
び
理
由
・
根
拠
を

導
き
だ
し
、
発
表
用
の
資
料
を
作
成
す
る

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル
ー
プ
発
表

１
）
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
内

容
を
発
表
す
る

２
）
グ
ル
ー
プ
発
表
へ
の
質
疑
応
答

4
0
分

講
評

各
グ
ル
ー
プ
の
振
り
返
り
を
共
有
す
る

1
0
分

3

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム

脳
梗
塞
の
再
発
防
止
に
は
、
抗
血
小
板
剤
の
継
続
的

な
服
薬
が
重
要
と
な
る
が
、
脳
梗
塞
の
患
者
に
は

「
う
っ
か
り
忘
れ
」
「
自
己
判
断
で
中
止
す
る
」
な

ど
薬
の
服
用
が
継
続
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。

大
塚
製
薬
と
N
E
C
は
、
脳
梗
塞
の
患
者
に
向
け
て
服

薬
ア
シ
ス
ト
を
目
的
と
し
た
「
プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス

ト
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
開
発
。

プ
レ
タ
ー
ル
と
は
、
脳
梗
塞
再
発
防
止
と
な
る
抗
血

小
板
薬
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
薬
を
包
装
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
服
薬
時
間
を
知
ら
せ
、

薬
を
飲
ん
だ
（
取
り
出
し
た
）
情
報
を
記
録
し
、
家

族
や
医
療
機
関
へ
服
薬
状
況
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
本
事
例
は
、
プ
レ
タ
ー
ル
と
い
う
脳
梗
塞
の
再
発
防
止
の
薬
剤
を
患
者
が
継
続
的
に

服
薬
を
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

・
継
続
的
な
服
薬
が
な
ぜ
難
し
い
の
か
課
題
を
明
確
に
し
、
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
で

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
実
際
の
実
例
を
参
考
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

4
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正
し
く
薬
を
飲
ま
な
い
と
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

薬
に
よ
っ
て
は
、
抗
生
物
質
な
ど
一
定
の
間
隔
で
き
ち
ん
と
服
用
し

な
け
れ
ば
効
か
な
い
。

糖
尿
病
の
薬
の
よ
う
に
、
飲
み
方
を
間
違
え
る
と
低
血
糖
を
お
こ
し

て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
抗
て
ん
か
ん
剤
な
ど
は
、
血
中
の
濃
度
を
き

ち
ん
と
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
な
た
め
、
不
規
則
な
飲
み
方
は
危
険
。

高
齢
者
は
、
血
圧
の
薬
や
心
臓
の
薬
な
ど
、
複
数
の
薬
を
使
う
こ
と

が
多
く
、
使
用
期
間
も
長
く
な
り
が
ち
で
、
内
臓
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
薬
が
効
き
す
ぎ
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.o

ts
uk

a-
el

ib
ra

ry
.jp

/p
df

_v
ie

w
er

/?
f=

/p
ro

du
ct

/d
i/p

o5
/t

ek
is

ei
/fi

le
/p

o_
te

ki
_0

1.
pd

f

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
正
し
く
薬
を
飲
ま
な
い
と
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

①
薬
が
効
か
な
い

：
一
定
の
間
隔
で
き
ち
ん
と
服
用
し
な
い
と
薬
が
効
か
な
い
。

②
薬
が
害
に
な
る

：
間
違
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
・
量
に
よ
っ
て
身
体
に
危
害
が
及
ぶ

③
思
わ
ぬ
副
作
用
が
発
生
す
る

：
予
期
し
て
い
な
い
副
作
用
に
よ
っ
て
身
体
に

危
害
が
及
ぶ

5

薬
を
飲
み
残
す
原
因

薬
を
飲
み
残
す
原
因
と
し
て
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
確
認
し
た
。

出
典

：
埼

玉
県

保
健

医
療

部
薬

務
課

「高
齢

者
な

どの
薬

の
飲

み
残

し対
策

事
業

」結
果

報
告

ht
tp

s:
//w

w
w

.js
ic

m
.o

rg
/p

ro
vi

de
r/

ic
m

.h
tm

l

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
残
薬
が
生
じ
る
理
由
の
約
5割
が

「
つ
い
飲
み
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
薬
の
飲
み
忘
れ
が
正
し
く
薬
を
飲
め
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

6
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な
ぜ
飲
み
忘
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
の
か

飲
み
忘
れ
て
し
ま
う
人
の
声

自
分
が
高
齢
に
な
り
、
複
数
の
持
病
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
病
気
の
数
だ
け
薬
が
処
方
さ
れ

る
の
で
、
1
か
月
に
7
個
以
上
の
薬
を
使
っ
て
い
ま
す
。
薬
が
多
く
て
、
ど
れ
を
飲
ま
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

薬
を
飲
む
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
が
何
の
薬
を
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
を
飲
む
の
か
、
覚
え
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。
ま
た
日
々
の
生
活
で

他
の
こ
と
を
考
え
て
た
り
す
る
と
、
気
が
付
く
と
夕
方
で
す
っ
か
り
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。

自
分
が
薬
を
飲
ん
だ
の
か
、
飲
ん
で
な
い
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.o

ts
uk

a-
el

ib
ra

ry
.jp

/p
df

_v
ie

w
er

/?
f=

/p
ro

du
ct

/d
i/p

o5
/t

ek
is

ei
/fi

le
/p

o_
te

ki
_0

1.
pd

f

指
導
ポ
イ
ン
ト

薬
の
飲
み
忘
れ
の
原
因
が

・
飲
む
薬
が
多
い
上
に
、
薬
毎
に
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
り
、
覚
え
て
お
く
こ
と
が

難
し
い
。

・
自
分
が
飲
ん
だ
の
か
飲
ん
で
な
い
の
か
、
無
意
識
に
飲
ん
で
し
ま
う
と
忘
れ
て
し
ま
う
。

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

7

個
人
ワ
ー
ク
①

1
0
分

（
１
）
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
対
策
を
選
ん
だ
理
由
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

回
答
例

ち
が
う

（
１
）
本
人
に
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
薬
の
種
類
が
多
く
、
ど
の
薬
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
む
か
忘
れ
て
し
ま

う
た
め
、
飲
む
時
間
が
わ
か
る
と
、
飲
み
忘
れ
の
防
止
に
な
る
。

（
２
）
薬
を
飲
ん
だ
時
間
を
記
録
す
る
。

理
由
：
飲
ん
だ
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
記
録
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
飲
み
忘
れ
防
止
に
な
る
。

（
３
）
家
族
に
飲
み
忘
れ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
本
人
が
飲
み
忘
れ
て
も
、
家
族
へ
飲
み
忘
れ
状
況
が
わ
か
れ
ば
、
家
族
か
ら

薬
を
飲
む
こ
と
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
飲
み
忘
れ
防
止
と
な
る
。

薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
①

資
料
を
も
と
に
、
薬
の
飲
み
忘
れ
の
リ
ス
ク
を
理
解
し
、

な
ぜ
薬
を
飲
み
忘
れ
て
し
ま
う
か
、
原
因
を
整
理
す
る
。

8
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プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
概
要
図

引
用

：
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

剤
学

会
第

33
 年

会
講

演
要

旨
集

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
nt

.c
o.

jp
/e

c/
20

18
/a

ps
tj3

3/
pd

f/a
ps

tj3
3_

ab
st

ra
ct

02
.p

df

指
導
ポ
イ
ン
ト

こ
の
概
要
図
を
元
に
、
プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
目
的
を
気
づ
か
せ
る
。

具
体
的
に
は
、

①
服
薬
忘
れ
の
防
止

②
自
身
の
服
薬
管
理

③
薬
剤
師
の
服
薬
指
導
に
役
立
て
る

④
服
薬
状
況
の
情
報
を
共
有
化
し
、
家
族
が
安
心
で
き
る

9

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
商
品
画
像

参
考

：
大

塚
製

薬
株

式
会

社
「プ

レ
ター

ル
ア

シ
ス

トシ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

」
ht

tp
s:

//w
w

w
.o

ts
uk

a.
co

.jp
/c

om
pa

ny
/n

ew
sr

el
ea

se
s/

20
17

/2
01

70
71

2_
1.

ht
m

l

服
薬
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
画
面

指
導
ポ
イ
ン
ト

実
際
の
商
品
画
像
で
服
薬
支
援
シ
ス
テ
ム
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
包
装
品

②
服
薬
ア
シ
ス
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル

こ
の
①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
包
装
品
に
②
の
服
薬
ア
シ
ス
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

取
り
付
け
る
。

③
服
薬
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
画
面
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
服
薬
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

10
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プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
成

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
包
装
品

（
セ
ン
サ
ー
）

②
服
薬
ア
シ
ス
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル

（
B
lu
e
to
o
th
)

③
服
薬
ア
シ
ス
ト

ア
プ
リ

薬
の
ケ
ー
ス
。
薬
を
取
り
出
し
を
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る
。

ま
た
薬
の
ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
、
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ

す
る
。

セ
ン
サ
ー
の
感
知
情
報
を
B
lu
e
to
o
th
を
使
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
薬
の
取
り
出
し
デ
ー
タ
を
送
信
。

受
信
し
た
薬
の
取
り
出
し
情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
、

さ
ら
に
家
族
へ
服
薬
情
報
を
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
構
成

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
包
装
品
（
セ
ン
サ
ー
）

②
服
薬
ア
シ
ス
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
Bl
ue
to
ot
h)

③
服
薬
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ

で
、
薬
の
ケ
ー
ス
に
セ
ン
サ
ー
を
つ
け
、
薬
を
取
り
出
す
事
を
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
て
、
薬

の
取
り
出
し
履
歴
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

11

プ
レ
タ
ー
ル
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
成
図

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ケ
ー
ス
包
装
品

（
セ
ン
サ
ー
）

②
服
薬
ア
シ
ス
ト

モ
ジ
ュ
ー
ル

（
B
lu
e
to
o
th
)

③
服
薬
ア
シ
ス
ト

ア
プ
リ

薬
の
取
り
出
し
履
歴
を
自
動
的
に
記
録

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
包
装
品
に
装
着

薬
の
取
り
出
し
情
報
を
家
族
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

薬
の
取
り
出
し
で
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る

セ
ン
サ
ー
の
情
報
を
受
け
て
、

服
薬
支
援
ア
プ
リ
へ
送
信

服
薬
時
間
に
な
る
と
ケ
ー
ス
の
ラ
ン
プ
が
点
滅

指
導
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
な
機
能
は
下
記
の
通
り
。

１
）
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る

服
薬
支
援
ケ
ー
ス
が
服
薬
時
間
に
な
る
と
ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る
。

２
）
薬
を
飲
ん
だ
事
を
自
動
的
に
記
録
す
る
。

服
薬
試
験
ケ
ー
ス
の
セ
ン
サ
ー
情
報
で
、
薬
の
取
り
出
し
を
感
知
し
、

服
薬
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

Bl
ue

to
ot

hを
使
用
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
。

送
信
さ
れ
た
情
報
は
、
服
薬
支
援
ア
プ
リ
で
服
薬
履
歴
情
報
と
し
て
管
理
す
る
。

３
）
家
族
な
ど
に
薬
を
飲
ん
だ
事
を
お
知
ら
せ
す
る
。

服
薬
支
援
ア
プ
リ
で
薬
の
取
り
出
し
情
報
を
家
族
な
ど
へ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
。

12
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個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
結
果
、
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。 導
入
後
の
効
果

患
者 ・
薬
の
飲
み
忘
れ
予
防

・
薬
の
飲
み
過
ぎ
予
防

・
薬
の
飲
み
間
違
い
予
防

・
服
薬
履
歴
の
デ
ー
タ
管
理

・
残
薬
の
管
理

家
族 ・
遠
隔
か
ら
患
者
の
服
薬
状
況
の
見
守
り

・
見
守
り
が
で
き
る
こ
と
で
の
家
族
の
精
神
的
不
安
の
解
消

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
②

・
資
料
と
講
義
の
内
容
を
も
と
に
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
効
果
を
整
理
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

13

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
薬

の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
と
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
、
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
服

薬
支
援
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
」
を

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

6
0
分

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
薬
の
飲
み
忘
れ
の
防
止
対
策

課
題
の
抽
出
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
身
の

意
見
を
持
っ
て
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
解
消
し
た
か
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

・
発
表
の
資
料
作
成
時
の
指
導
ポ
イ
ン
ト

発
表
は
情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
簡
潔
な
文
章
、
適
宜
図
や

表
を
使
っ
た
り
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
と
し
た
り
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

14
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本
人
に
薬
を
飲
む
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
薬
の
種
類
が
多
く
、
ど
の
薬
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲
む
か
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
飲

む
時
間
が
わ
か
る
と
、
飲
み
忘
れ
の
防
止
に
な
る
。

薬
を
飲
ん
だ
時
間
を
記
録
す
る
。

理
由
：
飲
ん
だ
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

飲
み
忘
れ
防
止
に
な
る
。

家
族
に
飲
み
忘
れ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

理
由
：
本
人
が
飲
み
忘
れ
て
も
、
家
族
へ
飲
み
忘
れ
状
況
が
わ
か
れ
ば
、
家
族
か
ら
薬
を

飲
む
こ
と
を
促
す
こ
と
が
で
き
、
飲
み
忘
れ
防
止
と
な
る
。

回
答
例

薬
の
飲
み
忘
れ
防
止
対
策

15

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果

導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か

患
者

•
薬
の
飲
み
忘
れ
飲
み
過
ぎ
飲
み
間
違
い
予
防

•
服
薬
履
歴
の
デ
ー
タ
管
理

•
残
薬
の
管
理

家
族

•
遠
隔
か
ら
患
者
の
服
薬
状
況
の
見
守
り

•
見
守
り
が
で
き
る
こ
と
で
の
家
族
の
精
神
的
不
安
の
解
消

回
答
例

16
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ケーススタディ教材 「クラウド×レセプト支援」 



ク
ラ
ウ
ド
×

レ
セ
プ
ト
支
援

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

演
習
用

本
教

材
の

目
的

本
教

材
は

、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

（
事

例
研

究
）

で
使

用
す

る
教

材
で

す
。

一
般

的
に

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
は

、
具

体
的

な
ケ

ー
ス

（
事

例
）

を
取

り
上

げ
、

問
題

点
・

原
因

、
課

題
な

ど
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

し
な

が
ら

分
析

し
、

そ
の

中
で

新
た

な
視

点
や

気
づ

き
を

得
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
習

手
法

で
す

。

今
回

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

で
は

、
日

本
医

師
会

が
提

供
す

る
レ

セ
プ

ト
支

援
シ

ス
テ

ム
日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

を
題

材
に

、
事

例
研

究
を

行
い

ま
す

。

こ
の

事
例

研
究

に
よ

り
以

下
を

養
う

こ
と

を
意

識
し

て
、

学
習

に
取

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

課
題

を
発

見
す

る
力

、
分

析
す

る
力

広
い

視
野

で
物

事
を

捉
え

る
力

論
理

的
思

考
力

本
日

の
流

れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ

ダ
ン

ス
本

日
の

流
れ

や
ケ

ー
ス

の
説

明
2
0
分

個
人

ワ
ー

ク
課

題
①

～
②

レ
セ

プ
ト

支
援

シ
ス

テ
ム

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
に

つ
い

て
考

え
る

3
0
分

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
グ

ル
ー

プ
単

位
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

結
論

及
び

理
由

・
根

拠
を

導
き

だ
し

、
発

表
用

の
資

料
を

作
成

す
る

。

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル

ー
プ

発
表

１
）

グ
ル

ー
プ

で
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
し

た
内

容
を

発
表

す
る

２
）

グ
ル

ー
プ

発
表

へ
の

質
疑

応
答

4
0
分

講
評

各
グ

ル
ー

プ
の

振
り

返
り

を
共

有
す

る
1
0
分

日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

レ
セ

コ
ン

と
は

、
医

療
機

関
（

病
院

）
が

健
康

保
険

組
合

な
ど

に
対

し
、

診
療

報
酬

を
請

求
す

る
た

め
に

、
レ

セ
プ

ト
（

診
療

報
酬

明
細

書
）

を
作

成
す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。

日
医

（
日

本
医

師
会

）
は

、
レ

セ
プ

ト
業

務
の

IT
化

を
推

進
す

る
た

め
O

R
C
A
 (

O
n
lin

e
 R

e
ce

ip
t 

C
o
m

p
u
te

r 
A
d
va

n
ta

g
e
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
。

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
は

、
シ

ス
テ

ム
の

導
入

費
用

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

用
が

高
く

、
小

規
模

の
医

療
機

関
で

は
、

費
用

対
効

果
が

得
ら

れ
ず

、
な

か
な

か
進

ま
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
O

R
C
A
の

中
で

レ
セ

コ
ン

を
開

発
し

、
日

レ
セ

（
日

医
標

準
レ

セ
プ

ト
ソ

フ
ト

）
と

し
て

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
と

し
て

公
開

し
た

。

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
そ

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

日
医

が
無

償
で

、
且

つ
オ

ン
ラ

イ
ン

で
提

供
す

る
。

さ
ら

に
往

診
や

在
宅

診
療

な
ど

診
療

ス
タ

イ
ル

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

版
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
た

。
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O
R

C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

背
景

参
考
：
岸
田
伸
幸
「日
本
医
師
会
オ
ンラ
イン
レ
セ
コン
O
RC
Aの
現
状
と課
題
」

ht
tp

s:
//c

or
e.

ac
.u

k/
do

w
nl

oa
d/

pd
f/

14
44

43
17

7.
pd

f

O
R

C
A
(O

n
lin

e
 R

e
ce

ip
t 

C
o
m

p
u
te

r 
A
d
va

n
ta

g
e
)は

、
レ

セ
プ

ト
オ

ン
ラ

イ
ン

化
推

進
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
レ

セ
コ

ン
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
る

。

日
本

医
師

会
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。

大
規

模
病

院
で

は
、

レ
セ

プ
ト

業
務

を
病

院
全

体
の

情
報

を
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム
（

H
IS

）
の

医
事

会
計

モ
ジ

ュ
ー

ル
で

行
う

が
、

小
中

規
模

の
病

院
・

診
療

所
や

調
剤

薬
局

の
多

く
は

、
P
C
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
レ

セ
コ

ン
（

レ
セ

プ
ト

支
援

シ
ス

テ
ム

）
を

利
用

し
て

い
た

。

2
0
0
1
年

以
前

、
大

手
メ

ー
カ

ー
の

レ
セ

コ
ン

は
最

小
構

成
で

機
器

1
百

万
円

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
3
百

万
円

程
度

で
、

2
年

度
に

１
度

診
療

報
酬

改
訂

が
行

わ
れ

る
た

め
、

そ
の

改
造

/メ
ン

テ
ナ

ン
ス

料
負

担
が

重
く

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
機

能
は

無
か

っ
た

。

当
時

の
著

し
い

IT
技

術
の

進
歩

と
低

価
格

化
に

照
ら

し
、

大
手

製
レ

セ
コ

ン
は

機
能

の
不

足
感

や
割

高
感

が
否

め
な

か
っ

た
。

こ
う

し
た

事
情

を
背

景
に

、
開

業
医

の
利

益
団

体
で

あ
る

日
本

医
師

会
は

、
レ

セ
コ

ン
の

高
機

能
化

と
低

価
格

化
を

切
り

口
に

、
医

療
IT

化
を

推
進

す
る

た
め

、
O

R
C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

企
画

し
た

。

O
R

C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

概
要 参

考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「O
RC
Aプ
ロジ
ェク
トの
概
要
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

a.
m

ed
.o

r.
jp

/o
rc

a/
su

m
m

ar
y/

ou
tli

ne
.h

tm
l

O
R
C
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

医
療

の
IT

化
を

推
進

す
る

た
め

、
全

国
の

医
師

、
医

療
関

係
機

関
が

誰
で

も
無

料
で

使
え

、
改

良
で

き
る

公
開

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

/デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
公

開
し

た
。

（
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

方
式

）

①
日
レ
セ
（
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
）
を
公
開

日
医
で
開
発
し
た
レ
セ
コ
ン
の
「
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
」
を
公
開

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
。
但
し
、
人
の
健
康
に
関
わ
る
物
（
医
薬
品
マ
ス
タ
ー
、
併
用

禁
忌
マ
ス
タ
ー
な
ど
）
に
関
し
て
は
改
変
後
の
再
配
布
（
コ
ピ
ー
）
を
禁
止
し
て
い
る
。

日
本

の
医

療
保

険
の

仕
組

み

引
用
：
健
康
保
険
組
合
連
合
け
ん
ぽ
れ
ん
医
療
保
険
の
しく
み

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
en

po
re

n.
co

m
/h

ea
lth

-in
su

ra
nc

e/
m

_k
no

w
le

dg
e/

日
本

の
医

療
保

険
の

仕
組

み
は

下
図

の
よ

う
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）
業

務
と

は
、

保
険

者
へ

の
診

療
報

酬
を

請
求

す
る

業
務

の
こ

と
を

指
す

。

医
療

機
関

患
者

（
被

保
険

者
）

診
療

自
己

負
担

分
支

払
い

（
原

則
1
～

3
割

）

保
険

者

保
険

料
の

支
払

い

保
険

証
の

交
付

審
査

支
払

機
関

レ
セ

プ
ト

送
付

医
療

費
の

支
払

い

レ
セ
プ
ト
提
出

診
療

報
酬

支
払

い
（

7
～

9
割

）

レ
セ

プ
ト

業
務

の
流

れ

①
診
療
情
報
を
レ
セ
コ
ン
に
入
力

②
レ
セ
プ
ト
の
作
成
（
出
力
）

④
医
師
に
よ
る
確
認

⑤
審
査
支
払
機
関
に
提
出

参
考
：
マ
イナ
ビキ
ャリ
レ
ー
シ
ョン
[レ
セ
プ
ト業
務
・レ
セ
プ
ト作
成
の
流
れ
を
理
解
しよ
う]

ht
tp

s:
//m

yn
av

i-c
r.

jp
/m

ed
ic

al
-o

ff
ic

e-
w

or
k-

re
ce

ip
t

毎
日

③
レ
セ
プ
ト
の
点
検

 া ڭ ␚ 1
0 
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参
考

：
レ

セ
プ

ト
の

実
際

の
イ

メ
ー

ジ

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）
に

も
種

類
は

あ
る

が
、

医
科

入
院

外
だ

と
、

下
図

の
よ

う
な

情
報

を
入

力
す

る
。

出
典
：
厚
生
労
働
省
レ
セ
プ
ト情
報
等
の
提
供
形
式
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/s
tf

/s
hi

ng
i/2

r9
85

20
00

00
25

pc
d-

at
t/

2r
98

52
00

00
02

62
4j

.p
df

① ②
③

④

診
療
情
報
入
力

審
査

支
払

機
関

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
機

能
概

要
図

診
療
情
報

レ
セ
プ
ト
の
点
検

医
療

機
関レ
セ
プ
ト
作
成
処
理

レ
セ
プ
ト
送
信
処
理

日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

参
考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「シ
ス
テ
ム
構
成
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

am
o.

co
.jp

/p
ro

du
ct

s/
or

ca
/c

lo
ud

.h
tm

l

レ
セ

プ
ト

の
業

務
を

IT
化

に
す

る
た

め
、

日
医

（
日

本
医

師
会

）
は

[日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
]を

開
発

。
[日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

]
は

、
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

で
あ

る
[日

レ
セ

]を
ベ

ー
ス

と
し

て
い

る
。

診
療

情
報

を
入

力
す

る
と

、
診

療
内

容
に

応
じ

た
診

療
報

酬
の

計
算

が
自

動
的

に
行

わ
れ

、
レ

セ
プ

ト
情

報
を

作
成

す
る

。
作

成
さ

れ
た

レ
セ

プ
ト

情
報

を
医

療
機

関
は

点
検

し
、

問
題

な
け

れ
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
で

審
査

支
払

機
関

へ
情

報
を

送
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

レ
セ
プ
ト
情
報

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
構

成

保
険

者
日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

院
内

で
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
端

末
、

プ
リ

ン
タ

ー
、

ル
ー

タ
な

ど
が

必
要

V
P
N

ル
ー
タ

プ
リ
ン
タ

院
内

に
サ

ー
バ

ー
は

不
要

シ
ス

テ
ム

/デ
ー

タ
は

ク
ラ

ウ
ド

で
管

理

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
が

可
能

P
C

参
考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「シ
ス
テ
ム
構
成
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

am
o.

co
.jp

/p
ro

du
ct

s/
or

ca
/c

lo
ud

.h
tm

l

[日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
]シ

ス
テ

ム
は

、
サ

ー
バ

ー
が

不
要

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ク

ラ
ウ

ド
上

で
動

作
す

る
。

ネ
ッ

ト
環

境
が

あ
れ

ば
、

病
院

外
で

も
利

用
す

る
こ

と
が

可
能

。

医
療

機
関

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
の

特
徴

①
端
末
の
代
替
機
の
準
備
が
容
易

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
P
C
な
ら
ば
す
ぐ
に
代
替
機
と
し
て
利
用
可
能 参
考
：
株
式
会
社
ブ
レ
ス
ドジ
ャパ
ン
「今
ま
で
の
O
RC
Aと
は
違
う
6つ
の
特
徴
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.b
le

ss
ed

-ja
pa

n.
co

m
/c

lo
ud

-o
rc

a/

②
レ
セ
プ
ト
の
確
認
が
ど
こ
か
ら
で
も
可
能

何
処
か
ら
で
も
診
療
内
容
が
確
認
で
き
、
訪
問
診
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
も
最
適
。

③
院
内
に
サ
ー
バ
ー
は
不
要

ケ
ー
ブ
ル
配
線
や
面
倒
な
設
置
作
業
、
空
調
設
備
の
場
所
の
確
保
も
不
要
で
、
停
電
対
応
の
U
P
S
も
不
要
。

④
医
事
改
定
に
伴
う
機
能
更
新
は
不
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
自
動
一
括
更
新
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
保
守
業
務
が
大
幅
に
削
減
。

⑤
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
が
可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
為
に
特
別
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
要
。

⑥
万
一
の
災
害
時
も
安
心
、
デ
ー
タ
損
失
の
事
態
を
回
避

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
安
全
に
管
理
さ
れ
て
い
る
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（
１

）
レ

セ
プ

ト
業

務
の

IT
化

の
課

題
を

整
理

し
て

く
だ

さ
い

。

個
人

ワ
ー

ク
①

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

1
0
分

個
人

ワ
ー

ク
②

2
0
分

（
１

）
シ

ス
テ

ム
導

入
後

、
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。

導
入

後
の

効
果

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

下
記

の
内

容
を

整
理

し
て

ま
と

め
て

、
グ

ル
ー

プ
で

発
表

し
て

く
だ

さ
い

。

1
.

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

•
個

人
ワ

ー
ク

①
で

ま
と

め
た

情
報

を
も

と
に

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

を
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

2
.

シ
ス

テ
ム

導
入

後
の

効
果

と
導

入
時

の
課

題

•
個

人
ワ

ー
ク

②
で

ま
と

め
た

情
報

を
も

と
に

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
の

「
導

入
後

の
効

果
」

を
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

•
上

記
の

シ
ス

テ
ム

を
「

導
入

後
の

シ
ス

テ
ム

の
課

題
」

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。

（
発

表
は

各
グ

ル
ー

プ
1
0
分

程
度

）

6
0
分

415



レセプト業務の 化の課題

• 課題

システム導入後の効果と
導入後の課題

• 導入後の効果

• 導入後の課題
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（
１
）
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
ワ
ー
ク
①

レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題

1
0
分

•
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
が
高
い

初
期
の
費
用
と
し
て
、
最
小
構
成
で
も
機
器
に
1
0
0
万
円
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
3
0
0
万
円

程
度
か
か
る
。

•
シ
ス
テ
ム
の
改
造
頻
度
が
高
い

２
年
に
１
回
診
療
報
酬
の
改
定
時
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。

•
小
規
模
病
院
・
診
療
所
な
ど
は
、
費
用
の
負
担
が
重
く
、
費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
を
見
送
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

回
答
例

個
人
ワ
ー
ク
②

2
0
分

（
１
）
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

導
入
後
の
効
果

・
導
入
す
る
機
器
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
ウ
ド
上
で
デ
ー
タ
も
シ
ス
テ
ム
も
管
理
す
る
た
め
、
病
院
内
で
用
意
す
る
も
の
は
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
端
末
（
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
れ
ば
、
P
C
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
可
能
）
/プ
リ

ン
タ
ー
/ル
ー
タ
程
度
で
、
P
C
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
バ
な
ど
の
高
価
な
機
器
が
不

要
と
な
り
、
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
高
額
な
ソ
フ
ト
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
医
師
会
が
無
償
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
の
で
、
高
額
な
ソ
フ
ト
の
購
入
が
不

要
と
な
る
。

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
期
的
に
発
生
す
る
医
療
改
正
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は
、
日
本
医
師
会
が
無
償
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
発
生
し
な
い
。

・
レ
セ
プ
ト
業
務
の
効
率
化

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
審
査
支
払
機
関
に
レ
セ
プ
ト
の
請
求
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
レ
セ
プ
ト

業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

回
答
例

問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

6
0
分

下
記
の
内
容
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

1
.
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
①
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
レ

セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

2
.
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
の
解
消
結
果
と
導
入
時
の
課
題

•
個
人
ワ
ー
ク
②
で
ま
と
め
た
情
報
を
も
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
日

レ
セ
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
「
導
入
後
の
効
果
」
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

•
上
記
の
シ
ス
テ
ム
を
「
導
入
後
の
シ
ス
テ
ム
の
課
題
」
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ
1
0
分
程
度
）

レ
セ
プ
ト
業
務
の
化
の
課
題

•課
題 •
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
が
高
い

初
期
の
費
用
と
し
て
、
最
小
構
成
で
も
機
器
に
1
0
0
万
円
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
3
0
0
万
円
程
度
か
か
る
。

•
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
高
い

２
年
に
１
回
診
療
報
酬
の
改
定
時
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。

•
小
規
模
病
院
・
診
療
所
な
ど
は
、
費
用
の
負
担
が
重
く
、
費
用
対

効
果
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
を
見
送
る
と

こ
ろ
が
多
い
。

回
答
例
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シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
課
題
解
消
結
果
と

導
入
後
の
課
題

•
導
入
し
た
結
果
課
題
が
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
事
で
、
導
入
す
る
機
器
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
医
師
会
が
無
償
の
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
た
た
め
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
初

期
費
用
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
審
査
支
払
機
関
に
レ
セ
プ
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
レ
セ
プ
ト

業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

•
導
入
後
の
課
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
混
み
具
合
で
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
障
害
が
発
生
す
る
と
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
く
な
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
お
け
る
教
育
（
操
作
や
共
通
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
の
説
明
）
が
必
要
。

回
答
例
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ク
ラ
ウ
ド
×

レ
セ
プ
ト
支
援

SO
CI

ET
Y

5.
0ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

指
導
用

1

本
教

材
の

目
的

本
教

材
は

、
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

（
事

例
研

究
）

で
使

用
す

る
教

材
で

す
。

一
般

的
に

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
は

、
具

体
的

な
ケ

ー
ス

（
事

例
）

を
取

り
上

げ
、

問
題

点
・

原
因

、
課

題
な

ど
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

し
な

が
ら

分
析

し
、

そ
の

中
で

新
た

な
視

点
や

気
づ

き
を

得
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
習

手
法

で
す

。

今
回

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

で
は

、
日

本
医

師
会

が
提

供
す

る
レ

セ
プ

ト
支

援
シ

ス
テ

ム
日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

を
題

材
に

、
事

例
研

究
を

行
い

ま
す

。

こ
の

事
例

研
究

に
よ

り
以

下
を

養
う

こ
と

を
意

識
し

て
、

学
習

に
取

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

課
題

を
発

見
す

る
力

、
分

析
す

る
力

広
い

視
野

で
物

事
を

捉
え

る
力

論
理

的
思

考
力

2
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本
日

の
流

れ

講
義
項
目

講
義
内
容

時
間

ガ
イ

ダ
ン

ス
本

日
の

流
れ

や
ケ

ー
ス

の
説

明
2
0
分

個
人

ワ
ー

ク
課

題
①

～
②

レ
セ

プ
ト

支
援

シ
ス

テ
ム

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
に

つ
い

て
考

え
る

3
0
分

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
グ

ル
ー

プ
単

位
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

グ
ル

ー
プ

と
し

て
の

結
論

及
び

理
由

・
根

拠
を

導
き

だ
し

、
発

表
用

の
資

料
を

作
成

す
る

。

6
0
分

休
憩

1
0
分

グ
ル

ー
プ

発
表

１
）

グ
ル

ー
プ

で
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
し

た
内

容
を

発
表

す
る

２
）

グ
ル

ー
プ

発
表

へ
の

質
疑

応
答

4
0
分

講
評

各
グ

ル
ー

プ
の

振
り

返
り

を
共

有
す

る
1
0
分

3

日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

レ
セ

コ
ン

と
は

、
医

療
機

関
（

病
院

）
が

健
康

保
険

組
合

な
ど

に
対

し
、

診
療

報
酬

を
請

求
す

る
た

め
に

、
レ

セ
プ

ト
（

診
療

報
酬

明
細

書
）

を
作

成
す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。

日
医

（
日

本
医

師
会

）
は

、
レ

セ
プ

ト
業

務
の

IT
化

を
推

進
す

る
た

め
O

R
C
A

 (
O

n
lin

e
 R

e
ce

ip
t 

C
o
m

p
u
te

r 
A

d
va

n
ta

g
e
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
。

レ
セ

プ
ト

の
IT

化
は

、
シ

ス
テ

ム
の

導
入

費
用

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
費

用
が

高
く

、
小

規
模

の
医

療
機

関
で

は
、

費
用

対
効

果
が

得
ら

れ
ず

、
な

か
な

か
進

ま
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
O

R
C
A

の
中

で
レ

セ
コ

ン
を

開
発

し
、

日
レ

セ
（

日
医

標
準

レ
セ

プ
ト

ソ
フ

ト
）

と
し

て
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

と
し

て
公

開
し

た
。

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
そ

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

日
医

が
無

償
で

、
且

つ
オ

ン
ラ

イ
ン

で
提

供
す

る
。

さ
ら

に
往

診
や

在
宅

診
療

な
ど

診
療

ス
タ

イ
ル

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

版
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

し
た

。

指
導
ポ
イ
ン
ト

日
本
医
師
会
が
O
RC
Aプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

・
日
レ
セ
と
い
う
レ
セ
コ
ン
を
開
発
し
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し
た

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
日
医
が
無
償
で
提
供

・
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
版
を
開
始
し
た

4
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O
R
C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

背
景

参
考
：
岸
田
伸
幸
「日
本
医
師
会
オ
ンラ
イン
レ
セ
コン
O
RC
Aの
現
状
と課
題
」

ht
tp

s:
//c

or
e.

ac
.u

k/
do

w
nl

oa
d/

pd
f/1

44
44

31
77

.p
df

O
R
C
A
(O

n
lin

e
 R

e
ce

ip
t 

C
o
m

p
u
te

r 
A
d
va

n
ta

g
e
)は

、
レ

セ
プ

ト
オ

ン
ラ

イ
ン

化
推

進
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
レ

セ
コ

ン
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
る

。

日
本

医
師

会
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。

大
規

模
病

院
で

は
、

レ
セ

プ
ト

業
務

を
病

院
全

体
の

情
報

を
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム
（

H
IS

）
の

医
事

会
計

モ
ジ

ュ
ー

ル
で

行
う

が
、

小
中

規
模

の
病

院
・

診
療

所
や

調
剤

薬
局

の
多

く
は

、
P
C
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
レ

セ
コ

ン
（

レ
セ

プ
ト

支
援

シ
ス

テ
ム

）
を

利
用

し
て

い
た

。

2
0
0
1
年

以
前

、
大

手
メ

ー
カ

ー
の

レ
セ

コ
ン

は
最

小
構

成
で

機
器

1
百

万
円

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
3
百

万
円

程
度

で
、

2
年

度
に

１
度

診
療

報
酬

改
訂

が
行

わ
れ

る
た

め
、

そ
の

改
造

/メ
ン

テ
ナ

ン
ス

料
負

担
が

重
く

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
機

能
は

無
か

っ
た

。

当
時

の
著

し
い

IT
技

術
の

進
歩

と
低

価
格

化
に

照
ら

し
、

大
手

製
レ

セ
コ

ン
は

機
能

の
不

足
感

や
割

高
感

が
否

め
な

か
っ

た
。

こ
う

し
た

事
情

を
背

景
に

、
開

業
医

の
利

益
団

体
で

あ
る

日
本

医
師

会
は

、
レ

セ
コ

ン
の

高
機

能
化

と
低

価
格

化
を

切
り

口
に

、
医

療
IT

化
を

推
進

す
る

た
め

、
O

R
C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

企
画

し
た

。

指
導
ポ
イ
ン
ト

O
RC
Aプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
と
し
て
、
小
規
模
な
病
院
の
レ
セ
プ
ト
IT
化
に
は
大
き
な
課
題

が
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
コ
ス
ト
、
運
用
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
り
、
医
療
機
関
（
病
院
）
に
サ
ー
バ
を
設
置
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
レ
セ
プ
ト
業
務
ソ
フ
ト
を
購
入
。

さ
ら
に
そ
の
ソ
フ
ト
は
2年
に
１
度
診
療
報
酬
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
改
造
頻
度

が
高
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
必
要
。

日
本
医
師
会
の
会
員
の
多
く
は
開
業
医
で
あ
り
、
小
規
模
な
病
院
・
診
療
所
も
多
い
。

小
規
模
な
病
院
で
は
、
こ
の
導
入
に
あ
た
る
コ
ス
ト
、
運
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、

費
用
対
効
果
が
見
合
わ
ず
、
レ
セ
プ
ト
の
IT
化
を
断
念
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

5

O
R
C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

概
要 参

考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「O
RC
Aプ
ロジ
ェク
トの
概
要
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

a.
m

ed
.o

r.j
p/

or
ca

/s
um

m
ar

y/
ou

tli
ne

.h
tm

l

O
R

C
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

医
療

の
IT

化
を

推
進

す
る

た
め

、
全

国
の

医
師

、
医

療
関

係
機

関
が

誰
で

も
無

料
で

使
え

、
改

良
で

き
る

公
開

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

/デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
公

開
し

た
。

（
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

方
式

）

①
日
レ
セ
（
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
）
を
公
開

日
医
で
開
発
し
た
レ
セ
コ
ン
の
「
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
」
を
公
開

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
。
但
し
、
人
の
健
康
に
関
わ
る
物
（
医
薬
品
マ
ス
タ
ー
、
併
用

禁
忌
マ
ス
タ
ー
な
ど
）
に
関
し
て
は
改
変
後
の
再
配
布
（
コ
ピ
ー
）
を
禁
止
し
て
い
る
。

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
O
RC
Aプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

・
日
レ
セ
（
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
）
を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し
た

・
日
レ
セ
に
関
わ
る
医
療
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
公
開
し
た

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

小
規
模
な
病
院
で
も
レ
セ
プ
ト
の
IT
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
O
RC
Aが
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
開
発
と
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
化
を
進
め
た
こ
と
で

大
手
製
レ
セ
コ
ン
の
低
価
格
化
を
促
進
さ
れ
た
。

ht
tp
s:
//
co
re
.a
c.
uk
/d
ow
nl
oa
d/
pd
f/
14
44
43
17
7.
pd
f

6
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日
本

の
医

療
保

険
の

仕
組

み

引
用
：
健
康
保
険
組
合
連
合
け
ん
ぽ
れ
ん
医
療
保
険
の
しく
み

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
en

po
re

n.
co

m
/h

ea
lth

-in
su

ra
nc

e/
m

_k
no

w
le

dg
e/

日
本

の
医

療
保

険
の

仕
組

み
は

下
図

の
よ

う
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）
業

務
と

は
、

保
険

者
へ

の
診

療
報

酬
を

請
求

す
る

業
務

の
こ

と
を

指
す

。

医
療

機
関

患
者

（
被

保
険

者
）

診
療

自
己

負
担

分
支

払
い

（
原

則
1
～

3
割

）

保
険

者

保
険

料
の

支
払

い

保
険

証
の

交
付

審
査

支
払

機
関

レ
セ

プ
ト

送
付

医
療

費
の

支
払

い

レ
セ
プ
ト
提
出

診
療

報
酬

支
払

い
（

7
～

9
割

）

指
導
ポ
イ
ン
ト

前
提
条
件
と
し
て
、
日
本
の
医
療
保
険
の
仕
組
み
を
理
解
さ
せ
る
。

＜
日
本
の
医
療
保
険
の
仕
組
み
＞

・
日
本
の
医
療
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
お
金
（
保
険
料
）
を
出
し
合
い
、

実
際
に
医
療
を
受
け
た
と
き
に
、
医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
仕
組
み
。

患
者
は
か
か
っ
た
医
療
費
の
原
則
１
～
３
割
を
支
払
え
ば
済
み
、
残
り
は

自
分
が
加
入
す
る
医
療
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
。

保
険
者
と
は
、
自
治
体
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
を
指
す
。

審
査
支
払
機
関
と
は
、
国
に
よ
っ
て
設
立
が
定
め
ら
え
た
第
三
者
機
関
で

各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

＜
レ
セ
プ
ト
業
務
＞

・
医
療
機
関
と
し
て
の
収
入
は
、
患
者
が
窓
口
で
支
払
っ
て
い
る
医
療
費
だ
け
で
成
り

立
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
残
り
の
7割
を
保
険
者
に
対
し
て
別
途
請
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
保
険
者
に
残
り
の
医
療
費
を
請
求
す
る
業
務
が
レ
セ
プ
ト
業
務
で
、

レ
セ
プ
ト
と
は
、
診
療
行
為
に
か
か
っ
た
費
用
の
明
細
で
、
レ
シ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

7

レ
セ

プ
ト

業
務

の
流

れ

①
診
療
情
報
を
レ
セ
コ
ン
に
入
力

②
レ
セ
プ
ト
の
作
成
（
出
力
）

④
医
師
に
よ
る
確
認

⑤
審
査
支
払
機
関
に
提
出

参
考
：
マ
イナ
ビキ
ャリ
レ
ー
シ
ョン
[レ
セ
プ
ト業
務
・レ
セ
プ
ト作
成
の
流
れ
を
理
解
しよ
う]

ht
tp

s:
//m

yn
av

i-c
r.j

p/
m

ed
ic

al
-o

ff
ic

e-
w

or
k-

re
ce

ip
t

毎
日

③
レ
セ
プ
ト
の
点
検

 া ڭ ␚ 1
0 

指
導
ポ
イ
ン
ト

具
体
的
な
レ
セ
プ
ト
業
務
の
流
れ
は
、

①
診
療
情
報
を
レ
セ
コ
ン
に
入
力

・
患
者
情
報
、
保
険
情
報
、
傷
病
名
な
ど
入
力

②
レ
セ
プ
ト
の
作
成
（
出
力
）

患
者
一
人
に
対
し
て
一
か
月
分
集
計
し
て
作
成

・
診
療
内
容
か
ら
「
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
元
に
診
療
報
酬
の
点
数
を
算
定

・
診
療
報
酬
の
点
数
の
内
訳
を
記
載
（
ル
ー
ル
に
則
て
記
載
）

③
レ
セ
プ
ト
の
点
検

レ
セ
プ
ト
が
適
切
か
確
認
。
診
療
報
酬
の
点
数
が
正
確
か
、
傷
病
名
に
対
し
て
請
求
す
る
点
数
が
妥
当
か
、

回
数
が
妥
当
か
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

④
点
検
結
果
を
医
師
に
確
認

レ
セ
プ
ト
の
点
検
の
結
果
、
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
や
確
認
が
必
要
な
も
の
を
医
師
に
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
レ
セ
プ
ト
を
訂
正
す
る
。

⑤
レ
セ
プ
ト
を
審
査
支
払
機
関
に
提
出
す
る
。

審
査
支
払
機
関
は
期
日
ま
で
に
受
け
取
っ
た
レ
セ
プ
ト
を
審
査
し
、
翌
月
末
に
診
療
報
酬
を
支
払
う
。

で
あ
る
。

期
日
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
診
療
報
酬
が
翌
々
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

レ
セ
プ
ト
に
間
違
い
が
あ
る
と
、
差
し
戻
さ
れ
て
再
提
出
が
必
要
で
、
支
払
い
が
延
び
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
が
必
要
で
あ
る
。
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参
考

：
レ

セ
プ

ト
の

実
際

の
イ

メ
ー

ジ

レ
セ

プ
ト

（
診

療
報

酬
明

細
書

）
に

も
種

類
は

あ
る

が
、

医
科

入
院

外
だ

と
、

下
図

の
よ

う
な

情
報

を
入

力
す

る
。

出
典
：
厚
生
労
働
省
レ
セ
プ
ト情
報
等
の
提
供
形
式
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/s
tf

/s
hi

ng
i/2

r9
85

20
00

00
25

pc
d-

at
t/

2r
98

52
00

00
02

62
4j

.p
df

① ②
③

④

指
導
ポ
イ
ン
ト

レ
セ
プ
ト
に
は
、

①
患
者
情
報
、
保
険
情
報
、
傷
病
名
な
ど

②
診
療
情
報
を
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
点
数

③
点
数
の
内
訳
な
ど

④
請
求
点
数

な
ど
を
記
載
す
る
。

9

診
療
情
報
入
力

審
査

支
払

機
関

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
機

能
概

要
図

診
療
情
報

レ
セ
プ
ト
の
点
検

医
療

機
関レ
セ
プ
ト
作
成
処
理

レ
セ
プ
ト
送
信
処
理

日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

参
考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「シ
ス
テ
ム
構
成
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

am
o.

co
.jp

/p
ro

du
ct

s/
or

ca
/c

lo
ud

.h
tm

l

レ
セ

プ
ト

の
業

務
を

IT
化

に
す

る
た

め
、

日
医

（
日

本
医

師
会

）
は

[日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
]を

開
発

。
[日

レ
セ

ク
ラ

ウ
ド

]
は

、
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

で
あ

る
[日

レ
セ

]を
ベ

ー
ス

と
し

て
い

る
。

診
療

情
報

を
入

力
す

る
と

、
診

療
内

容
に

応
じ

た
診

療
報

酬
の

計
算

が
自

動
的

に
行

わ
れ

、
レ

セ
プ

ト
情

報
を

作
成

す
る

。
作

成
さ

れ
た

レ
セ

プ
ト

情
報

を
医

療
機

関
は

点
検

し
、

問
題

な
け

れ
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
で

審
査

支
払

機
関

へ
情

報
を

送
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

レ
セ
プ
ト
情
報

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド
の
ベ
ー
ス
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
あ
る
「
日
レ
セ
」
で
あ
る
た
め
、

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

・
２
年
に
１
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
造
も
無
償
で
更
新
さ
れ
る
。

主
な
機
能
は
下
記
の
通
り

・
診
療
情
報
入
力

・
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
患
者
情
報
、
保
険
情
報
、
傷
病
名
な
ど
入
力

・
レ
セ
プ
ト
作
成
処
理

・
患
者
一
人
に
対
し
て
一
か
月
分
集
計
す
る

・
診
療
内
容
か
ら
「
診
療
報
酬
点
数
表
」
を
元
に
診
療
報
酬
の
点
数
を
算
定
処
理

・
レ
セ
プ
ト
の
点
検

ま
ず
医
療
事
務
担
当
が
レ
セ
プ
ト
が
適
切
か
確
認
。
診
療
報
酬
の
点
数
が
正
確
か
、
傷
病
名
に
対
し
て
請
求
す

る
点
数
が
妥
当
か
、
回
数
が
妥
当
か
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

そ
の
後
、
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
や
確
認
が
必
要
な
も
の
を
医
師
に
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ
セ
プ
ト
を
訂

正
す
る
。

・
レ
セ
プ
ト
送
信
処
理

作
成
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
情
報
を
審
査
支
払
機
関
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
信
す
る

で
あ
る
。
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日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
構

成

保
険

者
日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド

院
内

で
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
端

末
、

プ
リ

ン
タ

ー
、

ル
ー

タ
な

ど
が

必
要

V
P
N

ル
ー
タ

プ
リ
ン
タ

院
内

に
サ

ー
バ

ー
は

不
要

シ
ス

テ
ム

/デ
ー

タ
は

ク
ラ

ウ
ド

で
管

理

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
が

可
能

P
C

参
考
：
日
本
医
師
会
O
RC
A管
理
機
構
「シ
ス
テ
ム
構
成
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.o
rc

am
o.

co
.jp

/p
ro

du
ct

s/
or

ca
/c

lo
ud

.h
tm

l

[日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
]シ

ス
テ

ム
は

、
サ

ー
バ

ー
が

不
要

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
ク

ラ
ウ

ド
上

で
動

作
す

る
。

ネ
ッ

ト
環

境
が

あ
れ

ば
、

病
院

外
で

も
利

用
す

る
こ

と
が

可
能

。

医
療

機
関

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド
は
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
、
院
内
に
サ
ー
バ
を
置
か
な
い
。

医
療
機
関
で
用
意
す
る
も
の
は
、
PC
,プ
リ
ン
タ
ー
、
ル
ー
タ
で
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
（
※

１
）
の
よ
う
に
院
内
に
サ
ー
バ
を
設
置
し
た
り
、

回
線
を
引
い
た
り
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

ま
た
日
レ
セ
ク
ラ
ウ
ド
→
保
険
者
が
回
線
を
つ
な
ぐ
た
め
、
医
療
機
関
→
保
険
者
の
回
線

は
不
要
。

※
オ
ン
プ
レ
ミ
ス

…
サ
ー
バ
-や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
自
社
（
院
内
）
内
に
設
置
し
、
自

社
で
そ
の
管
理
/運
用
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

11

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
の

特
徴

①
端
末
の
代
替
機
の
準
備
が
容
易

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
P
C
な
ら
ば
す
ぐ
に
代
替
機
と
し
て
利
用
可
能 参
考
：
株
式
会
社
ブ
レ
ス
ドジ
ャパ
ン
「今
ま
で
の
O
RC
Aと
は
違
う
6つ
の
特
徴
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.b
le

ss
ed

-ja
pa

n.
co

m
/c

lo
ud

-o
rc

a/

②
レ
セ
プ
ト
の
確
認
が
ど
こ
か
ら
で
も
可
能

何
処
か
ら
で
も
診
療
内
容
が
確
認
で
き
、
訪
問
診
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
も
最
適
。

③
院
内
に
サ
ー
バ
ー
は
不
要

ケ
ー
ブ
ル
配
線
や
面
倒
な
設
置
作
業
、
空
調
設
備
の
場
所
の
確
保
も
不
要
で
、
停
電
対
応
の
U
P
S
も
不
要
。

④
医
事
改
定
に
伴
う
機
能
更
新
は
不
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
自
動
一
括
更
新
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
保
守
業
務
が
大
幅
に
削
減
。

⑤
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
が
可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
為
に
特
別
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
要
。

⑥
万
一
の
災
害
時
も
安
心
、
デ
ー
タ
損
失
の
事
態
を
回
避

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
安
全
に
管
理
さ
れ
て
い
る

指
導
ポ
イ
ン
ト

①
端
末
の
代
替
機
の
準
備
が
容
易

デ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
に
あ
る
の
で
、
使
用
し
て
い
る
端
末
が
壊
れ
て
も
別
の
端
末
を

利
用
で
き
る
。

②
レ
セ
プ
ト
の
確
認
が
ど
こ
か
ら
で
も
可
能

③
院
内
に
サ
ー
バ
ー
は
不
要

煩
わ
し
い
ケ
ー
ブ
ル
配
線
や
面
倒
な
設
置
作
業
が
不
要
。

サ
ー
バ
ー
は
空
調
設
備
に
気
を
つ
か
な
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
そ
の
心
配
も
不
要
。

停
電
を
気
に
す
る
必
要
も

U
PS
も
不
要
。

④
医
事
改
定
に
伴
う
機
能
更
新
は
不
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
自
動
一
括
更
新
。
O
Sや
日
レ
セ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

も
同
様
で
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
保
守
業
務
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る

⑤
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
が
可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
為
に
特
別
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
要
。
遠
隔
問
診
等
も
可
能
。

⑥
万
一
の
災
害
時
も
安
心
、
デ
ー
タ
損
失
の
事
態
を
回
避

面
倒
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
不
要
で
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
大
切
な
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド

で
管
理
し
て
お
り
、
災
害
時
は
す
ぐ
に
復
旧
が
可
能
。
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（
１

）
レ

セ
プ

ト
業

務
の

IT
化

の
課

題
を

整
理

し
て

く
だ

さ
い

。

個
人

ワ
ー

ク
①

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

1
0
分

•
シ

ス
テ

ム
の

導
入

費
用

が
高

い
初

期
の

費
用

と
し

て
、

最
小

構
成

で
も

機
器

に
1
0
0
万

円
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
3
0
0
万

円
程

度
か

か
る

。
•

シ
ス

テ
ム

の
改

造
頻

度
が

高
い

２
年

に
１

回
診

療
報

酬
の

改
定

時
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

。
•

小
規

模
病

院
・

診
療

所
な

ど
は

、
費

用
の

負
担

が
重

く
、

費
用

対
効

果
が

得
ら

れ
な

い
た

め
、

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
を

見
送

る
と

こ
ろ

が
多

い
。

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
①

資
料
を
も
と
に
、
レ
セ
プ
ト
業
務
を
理
解
し
た
上
で
、

小
規
模
な
病
院
の
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題
を
整
理
す
る
。

13

個
人

ワ
ー

ク
②

2
0
分

（
１

）
シ

ス
テ

ム
導

入
後

、
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。

導
入

後
の

効
果

・
導

入
す

る
機

器
の

費
用

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
ク

ラ
ウ

ド
上

で
デ

ー
タ

も
シ

ス
テ

ム
も

管
理

す
る

た
め

、
病

院
内

で
用

意
す

る
も

の
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

端
末

（
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

れ
ば

、
P
C
で

も
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
も

可
能

）
/プ

リ
ン

タ
ー

/ル
ー

タ
程

度
で

、
P
C
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

や
サ

ー
バ

な
ど

の
高

価
な

機
器

が
不

要
と

な
り

、
費

用
を

抑
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
高

額
な

ソ
フ

ト
の

費
用

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
日

本
医

師
会

が
無

償
提

供
す

る
シ

ス
テ

ム
を

利
用

す
る

の
で

、
高

額
な

ソ
フ

ト
の

購
入

が
不

要
と

な
る

。
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

費
用

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
定

期
的

に
発

生
す

る
医

療
改

正
に

伴
う

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

費
用

は
、

日
本

医
師

会
が

無
償

提
供

す
る

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
た

め
発

生
し

な
い

。
・

レ
セ

プ
ト

業
務

の
効

率
化

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
審

査
支

払
機

関
に

レ
セ

プ
ト

の
請

求
が

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
レ

セ
プ

ト
業

務
の

効
率

化
が

図
れ

る
。

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

個
人
ワ
ー
ク
②

・
資
料
と
講
義
の
内
容
を
も
と
に
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
効
果
を
整
理
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

14
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問
題
点
お
よ
び
課
題

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
6
0
分

下
記

の
内

容
を

整
理

し
て

ま
と

め
て

、
グ

ル
ー

プ
で

発
表

し
て

く
だ

さ
い

。

1
.

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

•
個

人
ワ

ー
ク

①
で

ま
と

め
た

情
報

を
も

と
に

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

レ
セ

プ
ト

業
務

の
IT

化
の

課
題

を
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

2
.

シ
ス

テ
ム

導
入

後
の

効
果

と
導

入
時

の
課

題

•
個

人
ワ

ー
ク

②
で

ま
と

め
た

情
報

を
も

と
に

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、

日
レ

セ
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
の

「
導

入
後

の
効

果
」

を
ま

と
め

て
く

だ
さ

い
。

•
上

記
の

シ
ス

テ
ム

を
「

導
入

後
の

シ
ス

テ
ム

の
課

題
」

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。

（
発

表
は

各
グ

ル
ー

プ
1
0
分

程
度

）

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
の
課
題

課
題
の
抽
出
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
身
の

意
見
を
持
っ
て
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
改
題
の
解
消
結
果

レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
を
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
解
消
し
た
か
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

・
発
表
の
資
料
作
成
時
の
指
導
ポ
イ
ン
ト

発
表
は
情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
簡
潔
な
文
章
、
適
宜
図
や

表
を
使
っ
た
り
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
と
し
た
り
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
導
入
後
の
シ
ス
テ
ム
の
課
題
は
、
今
ま
で
の
資
料
に
は
な
い
た
め
、
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
で
想
像
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
が
発
生
す
る
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

15

レ
セ
プ
ト
業
務
の
化
の
課
題

•課
題 •
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
が
高
い

初
期
の
費
用
と
し
て
、
最
小
構
成
で
も
機
器
に
10
0
万
円
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

3
0
0
万
円
程
度
か
か
る
。

•
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
高
い

２
年
に
１
回
診
療
報
酬
の
改
定
時
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。

•
小
規
模
病
院
・
診
療
所
な
ど
は
、
費
用
の
負
担
が
重
く
、
費
用
対
効
果

が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
レ
セ
プ
ト
業
務
の
IT
化
を
見
送
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

回
答
例

16
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シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
効
果
と

導
入
後
の
課
題

•
導
入
後
の
結
果

ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
事
で
、
導
入
す
る
機
器
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
医
師
会
が
無
償
の
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
た
た
め
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
初

期
費
用
/
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
審
査
支
払
機
関
に
レ
セ
プ
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
レ
セ
プ
ト

業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
。

•
導
入
後
の
課
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
混
み
具
合
で
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
障
害
が
発
生
す
る
と
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
く
な
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
お
け
る
IT
教
育
（
操
作
や
共
通
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
の
説
明
）
が
必
要
。

回
答
例

指
導
ポ
イ
ン
ト

・
導
入
後
の
課
題

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
そ
の
弊
害
と
し
て
、

回
線
の
混
み
具
合
、
障
害
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
ま
た
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
上
で
、
利
用
者
へ
の
Ｉ
Ｔ
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
使
用
し
て
教
育
、
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

17
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PBL 教材 

 



講
師

主
導

型
PB

L
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クシ
ス

テ
ム

開
発

プ
ロジ

ェク
ト

【ウ
ェア

ラブ
ル

デ
バ

イス
編

】

教
材

の
概

要

1

教
材

の
概

要

（
１
）
学
習
目
標

仮
想

的
な

医
療

IT
シ

ス
テ

ム
の

導
入

プロ
ジ

ェク
トに

チ
ー

ム
で

取
り組

み
、医

療
IT

に
関

す
る

実
践

力
を身

に
付

け
る

。
医

療
IT

シ
ス

テ
ム

導
入

（
企

画
・提

案
・基

本
設

計
）

の
プ

ロセ
ス

・作
業

内
容

を
理

解
で

き
る

。
制

作
した

教
材

をプ
レゼ

ンテ
ー

シ
ョン

す
る

こと
が

で
きる

。
医

療
IT

シ
ス

テ
ム

導
入

に
お

け
る

課
題

の
解

決
が

で
き

る
。

（
２
）
学
習
テ
ー
マ

学
習

を
通

じて
、ウ

ェア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
用

い
た

医
療

IT
シ

ス
テ

ム
の

提
案

書
、基

本
設

計
書

を
まと

め
られ

る
よう

に
す

る
。

（
３
）
学
習
設
定

あ
な

た
は

千
葉

市
中

央
区

に
あ

る
大

山
病

院
の

シ
ス

テ
ム

企
画

担
当

で
あ

る
。

大
山

病
院

に
は

産
業

医
活

動
部

門
が

あ
り、

周
辺

企
業

の
嘱

託
産

業
医

を
行

って
い

る
。

嘱
託

産
業

医
とし

て
、従

業
員

に
対

して
「労

働
安

全
衛

生
法

の
一

部
を改

正
す

る
法

律
」（

平
成

26
年

法
律

第
82

号
）

で
創

設
され

た
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クを
年

に
１

回
実

施
して

い
る

が
、こ

の
受

診
率

が
低

い
。

受
診

率
を

あ
げ

た
い

の
だ

が
、事

業
者

や
従

業
員

の
作

業
負

荷
が

高
く、

ま
た

ス
トエ

ス
チ

ェッ
クの

精
度

も
低

い
た

め
、受

診
率

を
あ

が
る

こと
が

難
しい

。
あ

な
た

は
この

課
題

に
対

して
、円

滑
に

進
め

る
こと

が
で

きる
シ

ス
テ

ム
を企

画
、導

入
す

る
プロ

ジ
ェク

トに
参

加
す

る
こと

に
な

った
。

（
４
）
学
習
時
間

全
37

.5
時

間
(1

.5
時

間
×

25
コマ

）

2

教
材

の
内

訳

学
習
内
容

ア
ウ
トプ
ット

時
間
配
分

ST
EP
1
状
況
分
析

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
3.

0時
間

•
ヒア

リン
グ

シ
ー

ト/
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
3.

0時
間

ST
EP
2
要
件
分
析

•
課

題
分

析
シ

ー
ト

1.
5時

間
•

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
調

査
シ

ー
ト

3.
0時

間
•

開
発

要
件

シ
ー

ト
3.

0時
間

ST
EP
3
要
件
定
義
書
作
成

•
検

討
シ

ー
ト

2.
0時

間
•

要
件

定
義

書
5.

5時
間

ST
EP
4
基
本
設
計
書
作
成

•
基

本
設

計
書

15
.0

時
間

ST
EP
5
評
価
・講
評

•
評

価
シ

ー
ト

1.
5時

間
合
計

37
.5

時
間

3
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ST
EP

1
状

況
分

析
（

１
）

概
要

（
２

）
講

義
資

料

4

（
１

）
概

要
①

演
習

の
概

要
②

演
習

の
目

標
③

進
行

計
画

例

5

①
演

習
の

概
要

項
目

内
容

演
習
場
面

ST
EP

1 
状

況
の

分
析

演
習
課
題

シ
ス

テ
ム

開
発

に
あ

た
り、

業
務

知
識

を
理

解
し、

関
係

者
に

ヒア
リン

グ
を

行
い

、確
認

した
状

況
に

基
づ

い
て

ニー
ズ

や
課

題
を

把
握

す
る

。
演
習
内
容

①
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

の
整

理
②

ヒア
リン

グ
の

準
備

③
ヒア

リン
グ

の
実

施
④

ヒア
リン

グ
の

結
果

を
ま

とめ
、シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
把

握
事
前
情
報

•
案

件
概

略
ア
ウ
トプ
ット

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
•

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

•
ヒア

リン
グ

シ
ー

トま
とめ

シ
ー

ト
講
師
の
役
割

•
産

業
医

•
企

業
の

担
当

者
/従

業
員

所
要
時
間

6.
0時

間
（

1.
5時

間
×

4コ
マ

）

6

②
演

習
の

目
標

①
シ

ス
テ

ム
開

発
の

前
提

条
件

とし
て

業
務

を
理

解
す

る
た

め
、ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

に
つ

い
て

、
調

査
を

行
い

内
容

を
理

解
す

る
こと

が
で

き
る

。

②
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

に
つ

い
て

調
査

した
結

果
を

整
理

しま
とめ

る
こと

が
で

き
る

。

③
企

業
に

お
け

る
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク実
施

に
つ

い
て

、現
状

の
課

題
を

過
不

足
な

く聴
取

す
る

こと
の

で
き

る
質

問
項

目
・内

容
を

検
討

す
る

こと
が

で
き

る
。

④
ヒア

リン
グ

の
流

れ
を

想
定

す
る

こと
が

で
き

る
。

⑤
ヒア

リン
グ

で
得

た
情

報
を

整
理

しま
とめ

る
こと

が
で

き
る

。

⑥
ヒア

リン
グ

で
得

た
情

報
か

ら状
況

を
分

析
し、

現
状

の
課

題
を

明
確

に
す

る
こと

が
で

き
る

。

7
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③
進

行
計

画
例

実
施
項
目

時
間
数

作
業
内
容
の
説
明

20
分

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
の
内
容
調
査

60
分

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
の
調
査
結
果
シ
ー
ト作

成
60

分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

40
分

ヒア
リン
グ
の
準
備

40
分

ヒア
リン
グ
の
実
施

50
分

ヒア
リン
グ
実
施
結
果
の
整
理
・ま
とめ

90
分

合
計

36
0分

8

（
２

）
講

義
資

料

①
演

習
課

題
（

１
）

②
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

③
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
フォ

ー
マ

ット
④

演
習

課
題

（
２

）
⑤

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

フォ
ー

マ
ット

⑥
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
フォ

ー
マ

ット

9

①
演

習
課

題
（

１
）

背
景 平

均
寿

命
が

長
くな

り、
生

活
習

慣
病

な
どが

問
題

に
な

って
き

た
現

代
に

お
い

て
、日

々
を

い
か

に
健

康
に

生
き

る
か

が
問

わ
れ

て
い

る
。

そこ
で

注
目

され
て

い
る

の
が

「セ
ル

フメ
デ

ィケ
ー

シ
ョン

」で
あ

る
。

セ
ル

フメ
デ

ィケ
ー

シ
ョン

とは
、「

自
分

自
身

の
健

康
に

責
任

を
持

ち
、軽

度
な

身
体

の
不

調
は

自
分

で
手

当
て

す
る

こと
」と

世
界

保
健

機
関

（
W

HO
）

は
定

義
して

お
り、

ま
た

、2
01

5年
6月

25
日

に
公

布
され

た
「労

働
安

全
衛

生
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」（
平

成
26

年
法

律
第

82
号

）
に

お
い

て
創

設
され

た
の

が
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

で
あ

る
。

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
とは

、従
業

員
の

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク

（
心

理
的

な
負

担
の

程
度

を
把

握
す

る
た

め
の

検
査

）
と、

医
師

に
よ

る
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クの
結

果
に

基
づ

い
た

面
接

指
導

の

実
施

等
を

事
業

者
に

対
し義

務
づ

け
る

制
度

で
、

厚
生

労
働

省
は

、2
01
5年

12
月
1日

か
らは
従
員
50
人
以
上
の
職
場
で
毎
年
一
度
定
期
的
に
ス

トレ
ス
チ
ェッ
ク

を
行

うこ
とが

義
務

化
され

た
。

（
１

/３
）

10

①
演

習
課

題
（

１
）

状
況
説
明

あ
な

た
方

は
千

葉
市

の
美

浜
区

に
あ

る
大

山
病

院
の

シ
ス

テ
ム

課
企

画
担

当
で

あ
る

。

先
日

、あ
な

た
方

の
上

司
で

あ
る

大
山

病
院

長
が

シ
ス

テ
ム

課
へ

訪
れ

、相
談

を
受

け
た

。

大
山

病
院

で
は

、周
辺

企
業

の
35

社
の

嘱
託

産
業

医
を

引
き

受
け

て
お

り、
各

企
業

の
従

業
員

に
向

け
て
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度

を
実

施
して

い
る

。

しか
し、

この
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度

の
受

診
率

が
低

く、
ま

た
精

度
も

低
い

た
め

困
って

い
る

。

この
相

談
を

受
け

、シ
ス

テ
ム

課
で

は
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度

を
円

滑
に

進
め

る
こと

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
企

画
、導

入
す

る
プ

ロジ
ェク

トを
立

ち
上

げ
た

。

あ
な

た
方

は
この

プ
ロジ

ェク
トチ

ー
ム

に
参

加
す

る
こと

に
な

った
。

プ
ロジ

ェク
トを

推
進

す
る

た
め

、あ
な

た
方

は
上

司
か

ら、
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クに
つ

い
て

調
査

す
る

よ
う依

頼
さ

れ
た

。

（
２

/３
）

11
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①
演

習
課

題
（

１
）

作
業
手
順

手
順
１

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
に

つ
い

て
調

査
を

行
い

な
さい

。

手
順
２

調
査

結
果

を
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

トに
整

理
しな

さい
。

手
順
３

作
成

した
調

査
結

果
を

用
い

て
プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

を
行

い
な

さい
。

（
３

/３
）

12

②
プロ

ジ
ェク

ト案
件

概
略

項
目

内
容

プ
ロ
ジ
ェク
トテ
ー
マ

大
山

病
院

の
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

シ
ス

テ
ム

化
推

進
プ

ロジ
ェク

トの
企

画
・提

案
・設

計

目
的
・背
景

大
山

病
院

は
周

辺
企

業
の

嘱
託

産
業

医
とし

て
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クを
実

施
し

て
い

る
が

、事
業

者
や

従
業

員
の

作
業

負
荷

が
高

く、
ま

た
精

度
も

低
い

た
め

受
診

率
が

低
下

して
い

る
。こ

の
事

態
を

解
消

す
る

た
め

に
シ

ス
テ

ム
化

を
検

討
、企

画
、提

案
、設

計
を

行
い

た
い

。

開
発
概
要

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
シ

ス
テ

ム
化

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クの
受

診
率

を
上

げ
る

た
め

、担
当

の
作

業
負

荷
を

下
げ

た
い

。
•

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クの

精
度

を
あ

げ
た

い
。

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク結
果

に
つ

い
て

は
、産

業
医

が
面

談
の

必
要

性
な

ど判
断

しや
す

い
よ

う見
や

す
い

イン
ター

フェ
ー

ス
とす

る
。

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク結
果

を
デ

ー
タ化

し、
企

業
全

体
の

ス
トレ

ス
状

況
を

分
析

で
き

る
よ

うに
す

る
。

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク結
果

は
個

人
情

報
な

の
で

、プ
ライ

バ
シ

ー
に

気
を

付
け

デ
ー

タの
セ

キ
ュリ

テ
ィに

配
慮

す
る

。

13

③
スト

レス
チ

ェッ
ク制

度
調

査
結

果
シ

ー
ト

目
的

制
度
概
要

頻
度

対
象
者

実
施
者

（
１

/３
）

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
①

14

③
スト

レス
チ

ェッ
ク制

度
調

査
結

果
シ

ー
ト

手
段

（
２

/３
）

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
②

15
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③
スト

レス
チ

ェッ
ク制

度
調

査
結

果
シ

ー
ト

特
記
事
項

注
意
事
項

備
考

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
③

（
３

/３
）

16

④
演

習
課

題
（

２
）

状
況
説
明

あ
な

た
方

は
、ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

に
つ

い
て

調
査

した
結

果
を

上
司

に
報

告
した

。

上
司

は
調

査
結

果
か

ら、
さら

に
現

状
を

理
解

す
る

た
め

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クを

実
施

して
い

る

嘱
託

産
業

医
と企

業
の

担
当

者
・従

業
員

に
ヒア

リン
グ

を
実

施
す

る
よ

う、
あ

な
た

方
に

指
示

を
した

。

作
業
手
順

手
順
１

シ
ス

テ
ム

化
の

実
現

イメ
ー

ジ
や

要
件

に
つ

い
て

担
当

者
に

ヒア
リン

グ
を

行
うた

め
の

準
備

とし
て

、ヒ
ア

リン
グ

の
流

れ
や

質
問

項
目

を
検

討
して

ヒア
リン

グ
シ

ー
トを

作
成

しな
さい

。
手
順
２

ヒア
リン

グ
シ

ー
トを

使
って

ヒア
リン

グ
を

実
施

しな
さい

。

手
順
３

ヒア
リン

グ
時

に
聴

取
した

情
報

を
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

トに
整

理
しな

さい
。

17

⑤
ヒア

リン
グ

シ
ー

ト

N
o

質
問
項
目

ヒア
リン
グ
記
録

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
18

⑥
ヒア

リン
グ

まと
め

シ
ー

ト

項
目

実
施
方
法

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て

（
１

/２
）

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
19

433



⑥
ヒア

リン
グ

まと
め

シ
ー

ト

項
目

産
業
医

事
業
者

従
業
員

（
２

/２
）

利
用
者
の
課
題
に
つ
い
て

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
20

ST
EP

2
要

件
分

析
（

１
）

概
要

（
２

）
講

義
資

料

21

（
１

）
概

要
①

演
習

の
概

要
②

演
習

の
目

標
③

進
行

計
画

例

22

①
演

習
の

概
要

項
目

内
容

演
習
場
面

ST
EP

2 
要

件
分

析
演
習
課
題

ヒア
リン

グ
結

果
を

踏
ま

え
て

、要
望

を
整

理
・分

析
し、

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
の

調
査

を
実

施
し、

開
発

要
件

を
策

定
しな

さい
。

演
習
内
容

①
課

題
/要

望
の

整
理

・分
析

②
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
③

開
発

要
件

の
策

定
事
前
情
報

•
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
•

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

•
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
ア
ウ
トプ
ット

•
課

題
分

析
シ

ー
ト

•
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

シ
ー

ト
•

開
発

要
件

シ
ー

ト
講
師
の
役
割

•
上

司
所
要
時
間

7.
5時

間
（

1.
5時

間
×

5コ
マ

）

23
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②
演

習
の

目
標

①
ヒア

リン
グ

で
得

た
情

報
を

も
とに

、ク
ライ

ア
ント

の
課

題
や

要
望

を
どの

よ
うに

して
教

材
に

反
映

す
る

か
を

検
討

す
る

こと
が

で
き

る
。

②
ヒア

リン
グ

で
得

た
情

報
を

分
析

して
、そ

の
内

容
に

適
した

技
術

調
査

を
す

る
こと

が
で

き
る

。ま
た

、
その

調
査

結
果

を
も

とに
、プ

ロジ
ェク

ト関
係

者
に

周
知

す
る

た
め

に
、簡

潔
か

つ
わ

か
りや

す
く整

理
し報

告
す

る
こと

が
で

き
る

。

③
ヒア

リン
グ

で
得

た
情

報
の

分
析

と技
術

調
査

の
結

果
を

も
とに

、開
発

要
件

を
策

定
す

る
こと

が
で

き
る

。

④
開

発
要

件
を

プ
ロジ

ェク
ト関

係
者

に
周

知
す

る
た

め
に

、簡
潔

か
つ

わ
か

りや
す

く整
理

す
る

こと
が

で
き

る
。

24

③
進

行
計

画
例

実
施
項
目

時
間
数

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

ヒア
リン
グ
結
果
か
ら課

題
整
理

40
分

課
題
分
析
シ
ー
ト作

成
40

分

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
調
査

60
分

ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
調
査
シ
ー
ト作

成
60

分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

50
分

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

開
発
要
件
シ
ー
ト作

成
12

0分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

50
分

合
計

45
0分

25

（
２

）
講

義
資

料

①
演

習
課

題
（

１
）

②
課

題
分

析
シ

ー
ト

フォ
ー

マ
ット

③
演

習
課

題
（

２
）

④
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

シ
ー

ト
フォ

ー
マ

ット
⑤

演
習

課
題

（
３

）
⑥

開
発

要
件

シ
ー

ト
フォ

ー
マ

ット

26

①
演

習
課

題
（

１
）

状
況
説
明

産
業

医
や

各
企

業
の

事
業

者
、従

業
員

か
らヒ

ア
リン

グ
を

実
施

した
こと

に
よ

り、
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クテ
ス

トの
課

題
が

判
明

した
。

プ
ロジ

ェク
トで

は
、そ

の
ヒア

リン
グ

を
元

に
、ど

の
よ

うな
対

応
を

行
え

ば
課

題
を

解
消

で
き

る
か

どう
か

検
討

す
る

こと
とな

った
。

作
業
手
順

手
順
１

ヒア
リン

グ
結

果
の

ま
とめ

を
も

とに
、ス

トレ
ス

チ
ェッ

クテ
ス

トの
課

題
と、

その
要

因
を

議
論

しな
さい

。
手
順
２

議
論

した
内

容
を

課
題

分
析

シ
ー

トに
整

理
しな

さい
。

27
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②
課

題
分

析
シ

ー
ト

困
っ
て
る
こ
と

不
十
分
な
こ
と

求
め
て
い
る
こ
と

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
28

③
演

習
課

題
（

２
）

状
況
説
明

プ
ロジ

ェク
トで

は
課

題
とそ

の
要

因
が

判
明

した
こと

に
よ

って
、そ

の
課

題
を

どの
よ

うに
シ

ス
テ

ム
で

実
現

して
い

くか
検

討
して

い
くこ

とと
な

った
。

上
司

か
らウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

を
利

用
して

、ス
トレ

ス
チ

ェッ
クの

一
部

を
補

え
な

い
か

と提
案

が
あ

った
。

大
山

病
院

シ
ス

テ
ム

企
画

課
で

は
、ウ

ェア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
利

用
した

シ
ス

テ
ム

開
発

の
実

績
も

な
く、

ま
た

知
識

も
な

か
った

た
め

、ウ
ェア

ラブ
ル

デ
バ

イス
の

調
査

が
必

要
とな

った
。

上
司

は
あ

な
た

方
に

現
在

市
場

で
活

用
され

て
い

る
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
を

指
示

した
。

あ
な

た
方

は
、市

場
で

活
用

され
て

い
る

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
を

調
査

し、
今

回
の

プ
ロジ

ェク
トに

適
した

事
例

を
調

査
す

る
こと

に
な

った
。

作
業
手
順

手
順
１

課
題

解
決

の
た

め
に

利
用

で
き

る
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
調

査
しな

さい
。

手
順
２

チ
ー

ム
内

で
調

査
結

果
を

共
有

し、
ま

とめ
な

さい
。

手
順
３

調
査

結
果

を
プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

して
くだ

さい
。

29

④
ウェ

アラ
ブル

デ
バ

イス
調

査
シ

ー
ト

商
品
名

概
要

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

セ
ン
サ
ー

導
入
メ
リ
ッ
ト

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

事
例
１

（
１

/３
）

30

④
ウェ

アラ
ブル

デ
バ

イス
調

査
シ

ー
ト

商
品
名

概
要

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

セ
ン
サ
ー

導
入
メ
リ
ッ
ト

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

事
例
２

（
２

/３
）

31
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④
ウェ

アラ
ブル

デ
バ

イス
調

査
シ

ー
ト

商
品
名

概
要

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

セ
ン
サ
ー

導
入
メ
リ
ッ
ト

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

事
例
３

（
３

/３
）

32

⑤
演

習
課

題
（

３
）

状
況
説
明

あ
な

た
方

は
、ウ

ェア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
結

果
を

上
司

に
報

告
した

。そ
の

結
果

、プ
ロジ

ェク
トと

して
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
利

用
す

る
こと

とな
った

。

上
司

よ
り次

の
工

程
とし

て
、開

発
要

件
を

ま
とめ

る
よ

うあ
な

た
方

に
指

示
を

した
。

あ
な

た
方

は
、ヒ

ア
リン

グ
、課

題
分

析
、ウ

ェア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

を
も

とに
、開

発
要

件
を

作
成

す
る

こと
とな

った
。

作
業
手
順

手
順
１

ヒア
リン

グ
、課

題
分

析
、ウ

ェア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

の
結

果
を

も
とに

、開
発

要
件

に
つ

い
て

議
論

しな
さい

。
手
順
２

議
論

した
内

容
を

開
発

要
件

シ
ー

トに
整

理
しな

さい
。

手
順
３

整
理

した
結

果
を

プ
レ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
しな

さい
。

33

⑥
開

発
要

件
シ

ー
ト

目
的

コ
ン
セ
プ
ト

対
象
者

機
能
概
要

シ
ス
テ
ム
構
成

（
１

/２
）

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
34

⑥
開

発
要

件
シ

ー
ト

導
入
成
果

シ
ス
テ
ム
の
工
夫
点

（
利
便
性
、
作
業
効
率
、
満

足
度
な
ど
）

特
記
事
項

（
２

/２
）

※
記

入
欄

が
不

足
す

る
場

合
は

、シ
ー

トの
複

製
等

に
より

記
入

す
る

こと
35
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St
ep

3
要

件
定

義
書

作
成

（
１

）
概

要
（

２
）

講
義

資
料

36

（
１

）
概

要
①

演
習

の
概

要
②

演
習

の
目

標
③

進
行

計
画

例

37

①
演

習
の

概
要

項
目

内
容

演
習
場
面

ST
EP

3 
要

件
定

義
書

作
成

演
習
課
題

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クに

お
け

る
課

題
、開

発
要

件
を

踏
ま

え
て

、要
件

定
義

書
を

策
定

しな
さい

。
演
習
内
容

①
導

入
す

る
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
検

討
②

要
件

定
義

書
策

定
事
前
情
報

•
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク調
査

結
果

シ
ー

ト
•

課
題

分
析

シ
ー

ト
•

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト/

ヒア
リン

グ
ま

とめ
シ

ー
ト

•
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

シ
ー

ト
•

開
発

要
件

シ
ー

ト
ア
ウ
トプ
ット

•
検

討
シ

ー
ト

•
要

件
定

義
書

講
師
の
役
割

•
上

司
•

大
山

病
院

長
•

産
業

医
/企

業
の

担
当

者
/従

業
員

な
どエ

ンド
ユ

ー
ザ

ー
所
要
時
間

7.
5時

間
（

1.
5時

間
×

5コ
マ

）
38

②
演

習
の

目
標

①
課

題
分

析
、開

発
要

件
で

検
討

した
情

報
を

元
に

、シ
ス

テ
ム

化
に

向
け

て
要

件
定

義
書

を
策

定
で

き
る

。

②
導

入
シ

ス
テ

ム
の

特
徴

を
把

握
し、

それ
に

補
足

す
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
す

る
こと

が
で

き
る

。

③
要

件
定

義
書

に
お

い
て

は
顧

客
の

要
件

だ
け

で
な

く、
シ

ス
テ

ム
的

に
必

要
な

機
能

を
付

け
加

え
る

こと
が

で
き

る
。

④
要

件
定

義
書

は
顧

客
との

最
終

合
意

す
る

た
め

に
策

定
す

る
た

め
、意

識
的

に
技

術
的

な
専

門
用

語
は

使
わ

ず
、平

易
な

言
葉

に
変

更
す

る
か

、ま
た

は
注

釈
を

入
れ

る
よ

うに
す

る
。

⑤
要

件
定

義
書

を
プ

ロジ
ェク

ト関
係

者
に

周
知

す
る

た
め

に
、簡

潔
か

つ
わ

か
りや

す
く整

理
す

る
こ

とが
で

き
る

。

39
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③
進

行
計

画
例

実
施
項
目

時
間
数

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

導
入
シ
ス
テ
ム
の
説
明

20
分

検
討
シ
ー
トを
作
成

50
分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

40
分

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

20
分

要
件
定
義
書
を
作
成

25
0分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

60
分

合
計

45
0分

40

①
演

習
課

題
（

１
）

②
演

習
資

料
職

業
性

ス
トレ

ス
簡

易
調

査
③

演
習

資
料

導
入

シ
ス

テ
ム

④
検

討
シ

ー
ト

⑤
演

習
課

題
（

２
）

⑥
別

紙
：

要
件

定
義

書
フォ

ー
マ

ット

（
２

）
講

義
資

料

41

①
演

習
課

題
（

１
）

状
況
説
明

あ
な

た
方

は
先

日
、ヒ

ア
リン

グ
、ウ

ェア
ラブ

ル
調

査
に

よ
って

得
た

情
報

を
も

とに
、ク

ライ
ア

ント
の

ニー
ズ

を
分

析
し、

開
発

要
件

を
とり

ま
とめ

た
資

料
を

作
成

した
。上

司
は

その
資

料
を

大
山

病
院

長
に

報
告

した
。

大
山

病
院

長
は

、そ
の

資
料

を
も

って
嘱

託
産

業
医

や
各

企
業

の
担

当
者

とス
トレ

ス
チ

ェッ
クの

方
法

に
つ

い
て

方
針

を
検

討
した

。

検
討

結
果

は
以

下
の

よ
うに

な
った

。

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クの

チ
ェッ

ク項
目

は
、国
が
推
奨
す
る
57
項
目
の
質
問
票

（
参

照
「②

演
習

資
料

職
業

性
ス

トレ
ス

簡
易

調
査

」）
を

利
用

す
る

。

但
し、

57
項

目
は

多
す

ぎ
る

の
で

、ス
トレ

ス
に

よ
る

心
身

の
自

覚
症

状
の

有
無

の
項

目
に

つ
い

て
は

、
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
利

用
した

い
。

それ
以

外
は

W
eb

シ
ス

テ
ム

を
利

用
して

質
問

に
対

して
回

答
す

る
方

式
を

とり
た

い
。（
１

/３
）

42

①
演

習
課

題
（

１
）

利
用

す
る

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
は

、「
生
体
セ
ン
サ
（
BI
T)
」を

検
討

して
ほ

しい
と依

頼
が

あ
った

。

上
司

は
ま

ず
「生
体
セ
ン
サ
（
BI
T)
」に

つ
い

て
今

回
の

プ
ロジ

ェク
トで

利
用

可
能

か
、検

討
す

る
よ

うあ
な

た
方

に
指

示
を

した
。

（
２

/３
）

43
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①
演

習
課

題
（

１
）

作
業
手
順

手
順
１

上
司

よ
り提

供
され

た
「生

体
セ

ンサ
（

BI
T)

」の
資

料
を

も
とに

、
この

プ
ロジ

ェク
トで

どの
よ

うに
利

用
で

き
る

か
議

論
しな

さい
。

手
順
２

議
論

した
内

容
を

検
討

シ
ー

トに
整

理
しな

さい
。

手
順
３

整
理

した
結

果
を

プ
レ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
しな

さい
。

（
３

/３
）

44

②
演

習
資

料
職

業
性

スト
レス

簡
易

調
査

票

引
用

：
厚

生
労

働
省

「ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
簡

単
！

導
入

マ
ニュ

アル
」

: 
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/b
un

ya
/r

ou
do

uk
iju

n/
an

ze
ne

is
ei

12
/p

df
/1

50
70

9-
1.

pd
f

45

③
演

習
資

料
導

入
シ

ステ
ム

導
入
シ
ス
テ
ム
（
BI
T）

①
製
品
特
徴

・本
シ

ス
テ

ム
は

、生
体

情
報

追
跡

装
置

で
あ

り、
BI

T（
=

Bi
o 

In
fo

rm
at

io
n 

Tr
ac

er
)と

呼
ん

で
い

る
。

BI
Tに

は
、心

電
計

、温
度

計
、３

軸
加

速
時

計
等

が
内

蔵
され

て
お

り、
そこ

か
ら多

くの
生

体
デ

ー
タが

取
得

可
能

で
、そ

の
デ

ー
タの

可
視

化
が

出
来

る
。

・計
測

した
生

体
情

報
は

、内
臓

メモ
リに

保
存

され
、長

時
間

（
24

時
間

な
ど）

計
測

可
能

。測
定

後
に

イン
ター

ネ
ット

経
由

で
クラ

ウド
に

デ
ー

タを
書

き込
み

、そ
の

デ
ー

タを
基

に
解

析
アプ

リケ
ー

シ
ョン

で
、デ

ー
タを

解
析

を行
う。

・解
析

ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

は
、健

康
状

態
(体

の
健

康
)、

心
身

状
態

(心
や

眠
りの

健
康

)、
運

動
状

態
(活

動
量

、歩
行

バ
ラン

ス
、ス

ポ
ー

ツ選
手

の
活

動
解

析
に

も
適

応
)の

把
握

が
可

能
。

サ
イ

ズ
：

4
0
×

3
9
×

8
m

m
重

量
：

1
4
g

特
徴

：
1
. 

超
小

型
の

ウ
ェ

ア
ブ

ル
タ

イ
プ

（
装

着
が

簡
単

）
2
. 

S
/N

（
ノ

イ
ズ

）
比

の
優

秀
さ

と
波

形
の

忠
実

さ
3
. 

超
極

少
電

力
消

費
の

た
め

長
時

間
使

用
可

能
4
. 

防
水

性
に

よ
り

、
装

着
時

の
シ

ャ
ワ

ー
や

入
浴

等
が

可
能

5
. 

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

機
能

と
し

て
、

フ
ァ

ー
ム

ウ
ェ

ア
に

書
き

込
み

が
可

能
6
. 

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

を
考

慮
し

て
い

る

（
１

/５
）

46

②
解
析
結
果

ウェ
ア

ラブ
ル

セ
ンサ

（
BI

T）
を装

着
して

自
律

神
経

（
交

感
神

経
と副

交
感

神
経

）
を2

4時
間

測
定

。

計
測

期
間

に
、い

つ
、ど

の
よ

うな
ス

トレ
ス

が
あ

る
の

か
、自

律
神

経
活

動
度

と交
感

神
経

活
動

度
で

、職
場

等
で

の
メン

タル
ス

トレ
ス

を
客

観
的

評
価

す
る

。

自
律

神
経

活
動

度
(C

VR
R)

が
大

きく
て

、交
感

神
経

活
動

が
大

き
い

場
合

は
、ポ

ジ
テ

ィブ
な

場
合

の
(良

い
)ス

トレ
ス

と考
え

られ
、自

律
神

経
活

動
度

(C
VR

R)
が

小
さい

時
に

は
心

は
受

け
身

(悪
い

)で
、こ

の
状

態
で

交
感

神
経

活
動

が
大

きい
場

合
に

、精
神

的
に

不
健

康
な

状
態

(い
わ

ゆ
る

、ス
トレ

ス
な

状
態

)に
な

る
。

CV
RR

=
RR

間
隔

の
標

準
偏

差
/R

R間
隔

の
平

均
値

(R
R間

隔
変

動
係

数
)

③
演

習
資

料
導

入
シ

ステ
ム

（
２

/５
）

赤
は

能
動

的
ス

トレ
ス

：
自

律
神

経
活

動
が

大
き

く、
自

分
を

鼓
舞

す
る

よ
うな

状
態

オ
レ

ンジ
色

は
受

動
的

ス
トレ

ス
：

自
律

神
経

活
動

が
小

さく
、や

らさ
れ

感
（

い
や

で
あ

る
）

状
態

•
自

律
神

経
活

動
度

（
Ｃ

Ｖ
Ｒ

Ｒ
、０

～
0.

15
）

の
測

定
値

と交
感

神
経

活
動

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、０
～

45
）

の
大

きさ
が

出
力

され
る

。
•

出
力

され
た

数
値

を、
CV

RR
を横

軸
に

、S
NS

を縦
軸

に
した

グ
ラフ

表
示

し、
一

定
の

比
率

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
アラ

ー
トを

表
示

す
る

47
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解
析
の
例
示

③
演

習
資

料
導

入
シ

ステ
ム

（
３

/５
）

48

③
用
語
説
明

自
律
神
経
活
動
度
(C
VR
R)
とは
?

自
律

神
経

活
動

度
は

、自
律

神
経

全
体

の
活

動
度

合
い

を
示

す
。

交
感

神
経

活
動

と副
交

感
神

経
活

動
の

大
き

さに
関

す
る

指
標

とし
て

、個
人

間
で

の
自

律
神

経
活

動
の

違
い

を
比

較
す

る
た

め
の

指
標

とし
て

利
用

して
い

る
。

交
感
神
経
バ
ラ
ン
ス
とは
?

交
感

神
経

バ
ラン

ス
は

、自
律

神
経

活
動

(交
感

神
経

活
動

と副
交

感
神

経
活

動
)に

お
け

る
交

感
神

経
活

動
の

割
合

を
表

して
い

る
。

数
値

が
大

き
い

ほ
ど、

交
感

神
経

活
動

が
大

き
い

こと
に

な
る

。
・家

事
や

事
務

仕
事

等
の

通
常

の
活

動
を

行
って

い
る

場
合

は
、６

０
－

７
０

％
程

度
。

・緊
張

す
る

場
面

や
集

中
す

る
作

業
、大

き
な

関
心

が
あ

る
話

題
な

どの
場

合
、一

時
的

に
８

０
－

９
０

％
に

高
ま

る
こと

が
あ

る
。

逆
に

、十
分

に
睡

眠
を

とっ
て

い
る

朝
起

き
た

時
や

休
憩

して
い

る
(ゆ

った
りし

て
い

る
)場

合
に

は
副

交
感

神
経

活
動

が
大

き
くな

り、
交

感
神

経
バ

ラン
ス

の
数

値
は

小
さく

な
る

。
・休

息
して

い
る

場
合

は
、３

０
－

４
０

％
程

度
。

③
演

習
資

料
導

入
シ

ステ
ム

（
４

/５
）

49

④
概
要
図

③
演

習
資

料
導

入
シ

ステ
ム

（
５

/５
）

50

④
検

討
シ

ー
ト

シ
ス
テ
ム
概
要

シ
ス
テ
ム
構
成

入
力
デ
ー
タ

出
力
デ
ー
タ

（
１

/２
）

51
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④
検

討
シ

ー
ト

利
用
方
法

導
入
成
果

特
記
事
項

（
２

/２
）

52

⑤
演

習
課

題
（

２
）

状
況
説
明

上
司

は
ま

とめ
た

資
料

を
大

山
病

院
長

に
報

告
した

。

大
山

病
院

長
は

ま
とめ

た
資

料
を

も
とに

、
「生
体
セ
ン
サ
（
BI
T)
」の

開
発

企
業

と相
談

し
「生
体
セ
ン
サ

（
BI
T)
」か

ら解
析

した
デ

ー
タは

、紙
や
W
EB
で
の
参
照
で
は
な
くデ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
して
も
ら

うこ
とと
な
った
。

大
山

病
院

長
か

らこ
の

デ
ー

タを
利

用
して

シ
ス

テ
ム

化
に

向
け

て
要
件
定
義
書

を
作

成
して

、プ
レ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
を

して
ほ

しい
と依

頼
が

あ
った

。

あ
な

た
方

は
、こ

れ
を

受
け

て
要

件
定

義
書

を
作

成
す

る
こと

な
った

。

（
１

/５
）

53

要
件
定
義
構
成

説
明

業
務
要
件

背
景
と目

的
背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

シ
ス
テ
ム
概
要

背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

シ
ス
テ
ム
全
体
像

背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

今
回
の
ス
コー
プ

参
照

機
能
要
件

要
件
一
覧
と概

要
背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

画
面
要
件

背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

外
部
IF
要
件

参
照

⑤
演

習
課

題
（

２
）

要
件
定
義
の
構
成
は
以
下
の
様
に
す
る
。

（
２

/５
）

54

⑤
演

習
課

題
（

２
）

要
件
定
義
構
成

説
明

非
機
能
要
件

シ
ス
テ
ム
方
式

参
照

セ
キ
ュリ
テ
ィー
要
件

背
景
色
が
黄
色
の
部
分
を
記
入
しな
さ
い

（
３

/５
）

55

442



参
考
U
RL

•
「

現
役

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
が

教
え

る
要

件
定

義
書

の
書

き
方

」

h
tt

p
s:

//
p
m

-r
a
si

n
b
a
n
.c

o
m

/r
d
-w

ri
te

•
「

T
R

A
N

S
.B

iz
「

要
件

定
義

書
」

の
書

き
方

と
は

？
目

的
や

機
能

要
件

・
テ

ン
プ

レ
ー

ト
も

紹
介

」

h
tt

p
s:

//
b
iz

.t
ra

n
s-

su
it
e
.j
p
/1

9
0
2
6

⑤
演

習
課

題
（

２
）

（
４

/５
）

56

⑤
演

習
課

題
（

２
）

作
業
手
順

手
順
１

作
成

した
ヒア

リン
グ

結
果

、開
発

要
件

、検
討

シ
ー

トを
参

考
に

しな
が

ら、
要

件
定

義
書

を
作

成
しな

さい
。要

件
定

義
の

項
目

は
、次

頁
を

参
照

。

手
順
２

作
成

した
要

件
定

義
書

を
用

い
て

プ
レ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
を

行
い

な
さい

。

（
５

/５
）

57

St
ep

4
基

本
設

計
書

作
成

（
１

）
概

要
（

２
）

講
義

資
料

58

（
１

）
概

要
①

演
習

の
概

要
②

演
習

の
目

標
③

進
行

計
画

例

59
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①
演

習
の

概
要

項
目

内
容

演
習
場
面

ST
EP

4 
基

本
設

計
書

作
成

演
習
課
題

要
件

定
義

書
を

踏
ま

え
て

基
本

設
計

書
を

策
定

しな
さい

。
演
習
内
容

①
基

本
設

計
書

策
定

事
前
情
報

•
要

件
定

義
書

ア
ウ
トプ
ット

•
基

本
設

計
書

講
師
の
役
割

•
上

司
•

大
山

病
院

長
所
要
時
間

15
時

間
（

1.
5時

間
×

10
コマ

）

60

②
演

習
の

目
標

①
作

成
した

要
件

定
義

書
を

元
に

、シ
ス

テ
ム

化
に

向
け

て
基

本
設

計
書

を
策

定
で

き
る

。

②
要

件
定

義
書

と基
本

設
計

書
の

違
い

を
意

識
し、

基
本

設
計

書
を

策
定

で
き

る
。

③
基

本
設

計
書

を
プ

ロジ
ェク

ト関
係

者
に

周
知

す
る

た
め

に
、簡

潔
か

つ
わ

か
りや

す
く整

理
す

る
こ

とが
で

き
る

。

61

③
進

行
計

画
例

実
施
項
目

時
間
数

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

作
業
内
容
把
握

20
分

基
本
設
計
書

業
務
フロ
ー

18
0分

基
本
設
計
書

機
能
一
覧
表

90
分

基
本
設
計
書

ネ
ット
ワ
ー
ク
構
成
図

90
分

基
本
設
計
書

画
面
遷
移
図

12
0分

基
本
設
計
書

画
面
レ
イ
ア
ウ
ト

24
0分

基
本
設
計
書

テ
ー
ブ
ル
定
義

90
分

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

60
分

合
計

90
0分

62

（
２

）
講

義
資

料
①

演
習

課
題

②
参

考
資

料
③

別
紙

：
基

本
設

計
書

フォ
ー

マ
ット

63
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①
演

習
課

題

状
況
説
明

要
件

定
義

書
の

プ
レゼ

ンテ
ー

シ
ョン

を受
け

て
、大

山
病

院
長

の
合

意
を

得
て

シ
ス

テ
ム

化
す

る
こと

とな
った

。

それ
を

受
け

て
上

司
か

らあ
な

た
方

は
、基

本
設

計
書

を
作

成
す

る
よ

う依
頼

され
た

。

あ
な

た
方

は
、基

本
設

計
書

を
作

成
す

る
こと

とな
った

。

（
１

/３
）

64

①
演

習
課

題

参
考
U
RL

•
「

T
h
in

k 
IT

 基
本

設
計

書
」

h
tt

p
s:

//
th

in
ki

t.
co

.j
p

/f
re

e
/p

ro
je

ct
/4

/3
/1

.h
tm

l

•
「

若
手

プ
ロ

マ
ネ

の
羅

針
盤

基
本

設
計

書
サ

ン
プ

ル
・

書
き

方
」

h
tt

p
s:

//
p
m

-r
a
si

n
b
a
n
.c

o
m

/b
d
-w

ri
te

（
２

/３
）

65

①
演

習
課

題

作
業
手
順

手
順
１

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

業
務

フロ
ー

の
（

）
を

埋
め

な
さい

。

手
順
２

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

機
能

一
覧

表
の

背
景

色
が

黄
色

の
部

分
を

埋
め

な
さい

。

手
順
３

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

ネ
ット

ワ
ー

ク構
成

図
に

必
要

な
図

、線
を

追
加

しな
さい

。

手
順
４

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

画
面

遷
移

図
を

作
成

しな
さい

。

手
順
５

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

抜
け

て
い

る
画

面
レ

イア
ウト

を
作

成
しな

さい
。

手
順
６

参
考

資
料

を
参

考
に

、基
本

設
計

書
の

テ
ー

ブ
ル

定
義

の
未

作
成

の
部

分
を

作
成

しな
さい

。

手
順
７

基
本

設
計

書
を

用
い

て
プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

を
行

い
な

さい
。

（
３

/３
）

66

②
参

考
資

料

業
務
フロ
ー

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
上

で
、ユ

ー
ザ

の
業

務
の

流
れ

を把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。こ

の
流

れ
を意

識
しな

い
と、

実
際

の
運

用
に

入
った

際
に

、業
務

に
支

障
をき

た
す

可
能

性
が

あ
る

め
非

常
に

重
要

。

引
用
元
：

Th
in

k 
IT

 開
発

ドキ
ュメ

ント
体

系
と業

務
フロ

ー
ht
tp
s:
//
th
in
ki
t.
co
.jp
/f
re
e/
pr
oj
ec
t/
4/
1/
1?
pa
ge
=
0%

2C
2

参
考
例

（
１

/７
）

67
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②
参

考
資

料

機
能
一
覧
表

シ
ス

テ
ム

化
の

対
象

を
明

確
に

す
る

。ど
の

よう
な

機
能

が
あ

る
か

を把
握

し、
見

積
を

出
す

た
め

の
工

数
算

出
の

根
拠

とな
る

。
参
考
例

引
用
元
：

Th
in

k 
IT

 機
能

一
覧

表
とI

/O
関

連
図

ht
tp
s:
//
th
in
ki
t.
co
.jp
/f
re
e/
pr
oj
ec
t/
4/
2/
1.
ht
m
l（

２
/

7
）

68

②
参

考
資

料

ネ
ット
ワ
ー
ク
構
成
図

シ
ス

テ
ム

を
実

現
す

る
上

で
、ど

の
よう

な
ネ

ット
ワー

ク構
成

に
す

る
か

明
確

に
す

る
。

参
考
例

引
用

元
：

農
林

水
産

省
ネ

ット
ワー

ク構
成

図
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
af
f.g
o.
jp
/j
/k
an
bo
/j
oh
o/
de
ns
i_
se
ih
u/
d_
de
ns
an
_s
ys
te
m
/p
df
/g
en
ko
6.
pd
f（
３

/７
）

69

②
参

考
資

料

画
面
遷
移
図

シ
ス

テ
ム

が
実

装
で

きる
よ

うに
画

面
の

流
れ

を
表

す
図

表
。

ログ
イン

見
積

入
力

見
積

一
覧

ホ
ー

ム

注
文

一
覧

注
文

入
力

ログ
イン

ログ
ア

ウト
見

積

注
文

ログ
ア

ウト

新
規

/更
新

新
規

/更
新

戻
る

戻
る

参
考
例

（
４

/７
）

ログ
ア

ウト

70

②
参

考
資

料

画
面
レ
イ
ア
ウ
ト

具
体

的
な

画
面

の
項

目
や

レ
イア

ウト
を明

確
に

す
る

資
料

。

引
用
元
：

IP
A「

機
能

要
件

の
合

意
形

成
ガ

イド
～

画
面

編
」
ht
tp
s:
//
w
w
w
.ip
a.
go
.jp
/f
ile
s/
00
00
04
52
1.
pd
f

参
考
例

（
５

/７
）

71

446



②
参

考
資

料

テ
ー
ブ
ル
定
義

シ
ス

テ
ム

で
扱

うデ
ー

タが
どの

よう
な

まと
ま

りの
単

位
に

な
って

い
る

か
を一

覧
表

と、
テ

ー
ブ

ル
の

定
義

を
明

確
に

す
る

。
参
考
例
：
テ
ー
ブ
ル
一
覧

（
６

/７
）

72

②
参

考
資

料

参
考
例
：
テ
ー
ブ
ル
定
義

（
７

/７
）

73

St
ep

5
評

価
・講

評
（

１
）

概
要

（
２

）
講

義
資

料

74

（
１

）
概

要
①

演
習

の
概

要
②

演
習

の
目

標
③

進
行

計
画

例

75
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①
演

習
の

概
要

項
目

内
容

演
習
場
面

ST
EP

5 
評

価
・講

評
演
習
課
題

他
の

チ
ー

ム
が

作
成

した
基

本
設

計
書

に
つ

い
て

、要
件

を
満

た
して

い
る

か
、

ユ
ー

ザ
ビリ

テ
ィに

配
慮

で
き

て
い

る
か

を
評

価
しな

さい
。

演
習
内
容

①
評

価
の

実
施

事
前
情
報

•
基

本
設

計
書

ア
ウ
トプ
ット

•
評

価
シ

ー
ト

講
師
の
役
割

•
上

司
所
要
時
間

1.
5時

間
（

1.
5時

間
×

1コ
マ

）

76

②
演

習
の

目
標

①
他

チ
ー

ム
が

作
成

した
基

本
設

計
書

が
要

件
を

満
た

して
い

る
か

、ユ
ー

ザ
ビリ

テ
ィに

は
配

慮
で

き
て

い
る

か
評

価
す

る
こと

が
で

き
る

。

②
必

要
に

応
じて

、改
善

点
を

指
摘

す
る

こと
が

で
き

る
。

77

③
進

行
計

画
例

実
施
項
目

時
間
数

課
題
、作

業
内
容
・流
れ
の
把
握

10
分

相
互
評
価
の
実
施

60
分

講
評

20
分

合
計

90
分

78

（
２

）
講

義
資

料
①

演
習

課
題

②
評

価
シ

ー
ト

フォ
ー

マ
ット

79
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①
演

習
課

題

状
況
説
明

あ
な

た
方

は
要

件
定

義
書

に
基

づ
き

、基
本

設
計

書
を

作
成

した
。

上
司

に
相

談
した

とこ
ろ

、大
山

病
院

長
の

報
告

の
前

に
、課

内
で

作
成

した
基

本
設

計
書

の
客

観
的

評
価

を
行

うこ
とと

な
った

。

作
業
手
順

手
順
１

作
成

され
た

基
本

設
計

書
を

顧
客

の
立

場
に

た
って

評
価

しな
さい

。

80

項
目

評
価

1.
業
務
フロ
ー

①
業
務
の
流
れ
は
わ
か
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
どこ
か
ら始

ま
って
る
か
わ
か
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

③
時
系
列
は
わ
か
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

④
条
件
分
岐
は
明
確
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

２
.機
能
一
覧
表

①
対
象
機
能
が
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
機
能
の
分
類
は
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
評

価
シ

ー
ト

フォ
ー

マッ
ト

評
価

（
該

当
す

る
=

5、
該

当
しな

い
=

1)

（
１

/４
）

81

項
目

評
価

３
.ネ
ット
ワ
ー
ク
構
成
図

①
対
象
機
器
は
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
ア
イ
コン
な
ど図

は
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

③
ネ
ット
ワ
ー
ク
全
体
の
構
成
が
わ
か
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

４
.画
面
遷
移
図

①
対
象
画
面
は
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
画
面
遷
移
が
わ
か
りや
す
い
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

③
画
面
遷
移
の
ア
ク
シ
ョン
は
わ
か
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
評

価
シ

ー
ト

フォ
ー

マッ
ト

評
価

（
該

当
す

る
=

5、
該

当
しな

い
=

1)

（
２

/４
）

82

項
目

評
価

５
.画
面
レ
イ
ア
ウ
ト

①
見
や
す
くな
って
い
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
レ
イ
ア
ウ
ト、
情
報
は
簡
潔
に
な
って
い
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

③
項
目
名
は
適
切
に
つ
け
られ
て
い
る
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

６
.テ
ー
ブ
ル
定
義

①
対
象
テ
ー
ブ
ル
が
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
テ
ー
ブ
ル
の
用
途
が
明
確
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

③
対
象
カ
ラ
ム
は
適
切
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

④
カ
ラ
ム
の
用
途
は
明
確
か

1 
   

 2
   

  3
   

  4
   

  5

②
評

価
シ

ー
ト

フォ
ー

マッ
ト

評
価

（
該

当
す

る
=

5、
該

当
しな

い
=

1)

（
３

/４
）

83
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項
目

評
価

そ
の
他
、気

が
付
い
た
事
項

②
評

価
シ

ー
ト

フォ
ー

マッ
ト

評
価

（
該

当
す

る
=

5、
該

当
しな

い
=

1)

（
４

/４
）

84

450



作
成

審
査

承
認

2

目
次

１
．

は
じ

め
に

２
．

業
務

要
件

２
．

１
．

背
景

と
目

的
２

．
２

．
シ

ス
テ

ム
概

要
２

．
３

．
シ

ス
テ

ム
全

体
像

２
．

４
．

今
回

の
ス

コ
ー

プ
３

．
機

能
要

件
３

．
１

．
要

件
一

覧
と

概
要

３
．

２
．

画
面

要
件

３
．

３
．

外
部

I/
F要

件
４

．
非

機
能

要
件

４
．

１
．

シ
ス

テ
ム

方
式

４
．

２
．

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
要

件

１
．

は
じ

め
に

本
書

は
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

」
の

要
件

定
義

書
で

す
。

本
書

で
は

、
上

記
シ

ス
テ

ム
開

発
に

あ
た

り
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

基
づ

き
定

義
し

た
要

件
を

記
載

し
ま

す
。

な
お

、
本

書
で

は
、

品
質

要
求

性
能

要
求

保
守

運
用

要
求

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

要
求

な
ど

の
非

機
能

要
件

に
つ

い
て

は
記

載
し

ま
せ

ん
。

２
．

業
務

要
件

背
景

目
的

２
．

１
．

背
景

と
目

的
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シ
ス

テ
ム

概
要

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
•

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
•

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
と

（
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
）

で
デ

ー
タ

解
析

し
た

結
果

を
参

照
可

能
と

し
、

医
師

が
高

ス
ト

レ
ス

者
で

面
接

指
導

が
必

要
か

ど
う

か
判

定
す

る
。

③
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
•

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

④
受

検
状

況
確

認
•

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

⑤
集

団
分

析
•

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

⑥
デ

ー
タ

取
込

処
理

•
外

部
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
解

析
の

結
果

を
定

周
期

で
取

り
込

む
処

理

２
．

２
．

シ
ス

テ
ム

概
要

6

２
．

３
．

シ
ス

テ
ム

全
体

像

BI
T 従
業

員

デ
ー

タ
解

析

生
体

セ
ン

サ
（

24
時

間
つ

け
る

）

デ
ー

タ
解

析
結

果

BI
Tク

ラ
ウ

ド

PC
か

ら
入

力

産
業

医
事

業
者

PC
か

ら
入

力

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

7

BI
T 従
業

員

デ
ー

タ
解

析

生
体

セ
ン

サ
（

24
時

間
つ

け
る

）

デ
ー

タ
解

析
結

果

BI
Tク

ラ
ウ

ド

PC
か

ら
入

力

産
業

医
事

業
者

PC
か

ら
入

力

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

２
．

４
．

今
回

の
ス

コ
ー

プ

今
回
の
ス
コ
ー
プ

３
．

機
能

要
件

３
．

１
．

要
件

一
覧

と
概

要

大
機

能
中

機
能

小
機

能
区

分
機

能
概

要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

画
面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

画
面

ス
ト

レ
ス

負
荷

状
況

グ
ラ

フ
画

面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

画
面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

画
面

受
検

状
況

確
認

受
検

状
況

確
認

受
検

状
況

確
認

画
面

集
団

分
析

集
団

分
析

集
団

分
析

画
面

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

内
部
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３
．

２
．

画
面

要
件

画
面

要
件

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定

ス
ト
レ
ス
の
原
因

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

心
身
の
反
応

面
接
指
導
の
要
否

要

ア
ド
バ
イ
ス

否

デ
ー
タ
保
存

③
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定
結
果

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果

④
受

検
状

況
確

認

453



⑤
集

団
分

析

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定
結
果

集
団
分
析

３
．

３
．

外
部

要
件

N
o

外
部

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

名
出

力
入

力

相
手

先
シ

ス
テ

ム
情

報
接

続
方

法
処

理
タ

イ
ミ

ン
グ

備
考

シ
ス

テ
ム

名
受

渡
し

手
段

デ
ー

タ
形

式
タ

イ
ミ

ン
グ

送
受

信
時

間

1B
IT

デ
ー

タ
解

析
デ

ー
タ

受
信

処
理

〇
BI

T 
Cl

ou
d

デ
ー

タ
解

析
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
FT

P
CS

V
１

日
1回

6：
00

BI
T

Cl
ou

dよ
り

FT
P経

由
で

フ
ァ

イ
ル

を
受

信
す

る

2 3 4 5 6 7 8 9 10

４
．

非
機

能
要

件

・
ク

ラ
ウ

ド
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

/ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

と
も

に
ク

ラ
ウ

ド
を

使
用

）

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

W
eb

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

４
．

１
．

シ
ス

テ
ム

方
式

４
．

２
．

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
要

件

N
O

大
項

目
中

項
目

小
項

目
要

件
項

目
項

目
の

説
明

具
体

的
な

や
り

方

１
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ク
セ

ス
・

利
用

制
限

認
証

機
能

管
理

権
限

を
持

つ
主

体
の

認
証

認
証

機
能

お
よ

び
認

証
方

法
ユ

ー
ザ

ID
と

パ
ス

ワ
ー

ド
を

設
定

す
る

。

２
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ク
セ

ス
・

利
用

制
限

利
用

制
限

シ
ス

テ
ム

上
の

対
策

に
お

け
る

操
作

制
限

度
機

能
制

限
、

デ
ー

タ
の

ア
ク

セ
ス

・

更
新

制
限

３
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
デ

ー
タ

の
秘

匿
デ

ー
タ

暗
号

化
伝

送
デ

ー
タ

の
暗

号
化

の
有

無
業

務
デ

ー
タ

お
よ

び
認

証
情

報
（

パ

ス
ワ

ー
ド

）
の

暗
号

化

無
し

（
伝

送
デ

ー
タ

な
し

）

４
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
デ

ー
タ

の
秘

匿
デ

ー
タ

暗
号

化
蓄

積
デ

ー
タ

の
暗

号
化

の
有

無
秘

匿
性

の
高

い
デ

ー
タ

に
つ

い
て

の

暗
号

化

５
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

ロ
グ

の
取

得
利

用
者

の
ロ

グ
の

取
得

、
取

得
す

る

ロ
グ

の
種

類

６
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

ロ
グ

保
管

期
間

ロ
グ

情
報

の
保

存
期

間

７
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

不
正

監
視

対
象

（
装

置
）

不
正

監
視

の
た

め
、

装
置

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

不
正

パ
ケ

ッ
ト

）
の

ロ
グ

取
得

８
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
マ

ル
ウ

ェ
ア

対
策

マ
ル

ウ
ェ

ア
対

策
マ

ル
ウ

ェ
ア

対
策

実
施

範
囲

ウ
ィ

ル
ス

・
ス

パ
イ

ウ
ェ

ア
の

対
策
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作
成

審
査

承
認

2

目
次

１
．

は
じ

め
に

２
．

業
務

フ
ロ

ー
図

３
．

機
能

一
覧

表
４

．
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
図

５
．

画
面

遷
移

図
６

．
画

面
レ

イ
ア

ウ
ト

７
．

テ
ー

ブ
ル

定
義

１
．

は
じ

め
に

本
書

は
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

」
の

基
本

設
計

書
で

す
。

本
書

に
お

い
て

、
①

業
務

フ
ロ

ー
図

シ
ス

テ
ム

導
入

後
の

業
務

フ
ロ

ー
図

で
す

。
②

機
能

一
覧

表
機

能
一

覧
表

・
機

能
概

要
で

す
。

③
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
図

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

成
図

を
示

し
ま

す
。

④
画

面
遷

移
図

画
面

展
開

を
示

し
ま

す
。

⑤
画

面
レ

イ
ア

ウ
ト

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト
を

示
し

ま
す

。
⑥

テ
ー

ブ
ル

定
義

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

一
覧

・
定

義
書

で
す

。
を

定
義

い
た

し
ま

す
。

２
．

業
務

フ
ロ

ー
図

産
業

医
事

業
者

従
業

員

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
W

eb
シ

ス
テ

ム
と

BI
Tを

装
着

し
て

実
施

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

（
）

職
場

環
境

改
善

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
受

け
る

よ
う

ア
ナ

ウ
ン

ス
と

BI
Tを

送
付
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３
．

機
能

一
覧

表

N
o

大
分

類
中

分
類

小
分

類
機

能
備

考
入

力
照

会
帳

票
バ

ッ チ

1
ロ

グ
イ

ン
ロ

グ
イ

ン
ロ

グ
イ

ン
画

面
〇

ロ
グ

イ
ン

画
面

を
表

示

2
メ

ニ
ュ

ー
メ

ニ
ュ

ー
TO

Pメ
ニ

ュ
ー

３

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク

４

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

５
ス

ト
レ

ス
負

荷
状

況
グ

ラ
フ

６
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

７
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧

８
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果

９
受

検
状

況
確

認
受

検
状

況
確

認
受

検
状

況
確

認

１ ０
集

団
分

析
集

団
分

析
集

団
分

析

１ １
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理

12
マ

ス
タ

ロ
グ

イ
ン

マ
ス

タ
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

４
．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

図

企
業

大
山

病
院

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

ク
ラ

ウ
ド

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

VP
N

サ
ー

バ
ー

BI
T 

Cl
ou

d

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

従
業

員

7

５
．

画
面

遷
移

図
改

訂
日

改
訂

者
シ

ス
テ

ム
名

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

8

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト
改

訂
日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

ロ
グ

イ
ン

画
面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

に
ロ

グ
イ

ン
す

る

SC
S0

00
1

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
ユ

ー
ザ

名
を

入
力

す
る

テ
キ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

②
パ

ス
ワ

ー
ド

テ
キ

ス
ト

パ
ス

ワ
ー

ド
を

入
力

す
る

テ
キ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

③
ロ

グ
イ

ン
ボ

タ
ン

ロ
グ

イ
ン

処
理

を
起

動
す

る
ボ

タ
ン

④
新

規
登

録
リ

ン
ク

新
規

ユ
ー

ザ
登

録
画

面
に

遷
移

す
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

ロ
ゴ

ユ
ー

ザ
名

：

パ
ス

ワ
ー

ド
：

初
め

て
の

方
は

こ
ち

ら
→

新
規

登
録

ロ
グ

イ
ン

１ ２

３

４

操
作

手
順

①
ユ

ー
ザ

名
を

入
力

す
る

。
②

パ
ス

ワ
ー

ド
を

入
力

す
る

。
③

「
ロ

グ
イ

ン
」

ボ
タ

ン
を

押
下

す
る

。
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9

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

操
作

手
順

機
能

ID

画
面

名

概
要

TO
Pメ

ニ
ュ

ー

TO
Pメ

ニ
ュ

ー
を

表
示

す
る

SC
S0

00
2

改
訂

日

改
訂

者

10

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

操
作

手
順

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト

該
当

項
目

を
選

択
ま

た
は

入
力

す
る

SC
S0

00
3

11

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

操
作

手
順

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
一

覧
を

表
示

す
る

SC
S0

00
4

12

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト
改

訂
日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
を

行
う

SC
S0

00
5 ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
デ

ー
タ

保
存

４

結
果

一
覧

へ
戻

る

実
施

日
時

：
20

21
/1

/2
0

09
：

00
１

５

８

ス
ト

レ
ス

の
原

因

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト

心
身

の
反

応

必
要

不
要

ア
ド

バ
イ

ス

２ ３

６

７

面
接

指
導

の
要

否
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改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
実

施
日

時
ラ

ベ
ル

実
施

日
時

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

項
目

・
点

数
・

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

③
BI

Tデ
ー

タ
結

果
ラ

ベ
ル

BI
Tを

利
用

し
て

デ
ー

タ
解

析
さ

れ
た

心
身

の
負

荷
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

④
デ

ー
タ

保
存

ボ
タ

ン
入

力
し

た
デ

ー
タ

を
保

存
す

る
ボ

タ
ン

⑤
判

定
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
評

価
結

果
の

ラ
ベ

ル

⑥
面

接
要

否
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
判

定
結

果
か

ら
面

接
指

導
が

必
要

か
ど

う
か

選
択

す
る

ボ
タ

ン

⑦
ア

ド
バ

イ
ス

テ
キ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

高
ス

ト
レ

ス
の

人
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

入
力

す
る

テ
キ

ス
ト

⑧
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン

操
作

手
順

①
「

デ
ー

タ
保

存
」

ボ
タ

ン
押

下
時

、
面

接
指

導
要

否
と

ア
ド

バ
イ

ス
が

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
保

存
さ

れ
る

。
②

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

画
面

へ
戻

る
。

機
能

ID

画
面

名

概
要

SC
S0

00
5

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
を

行
う

14

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
結

果
を

確
認

す
る

SC
S0

00
6 ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

結
果

一
覧

へ
戻

る

実
施

日
時

：
20

21
/1

/2
0

09
：

00
１

４

７

ス
ト

レ
ス

の
原

因

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト

心
身

の
反

応

２ ３

５ ６

15

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
実

施
日

時
ラ

ベ
ル

実
施

日
時

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

項
目

・
点

数
・

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

③
BI

Tデ
ー

タ
結

果
ラ

ベ
ル

BI
Tを

利
用

し
て

デ
ー

タ
解

析
さ

れ
た

心
身

の
負

荷
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

④
判

定
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
評

価
結

果
を

示
す

ラ
ベ

ル

⑤
ス

ト
レ

ス
の

程
度

ラ
ベ

ル
医

師
か

ら
の

ス
ト

レ
ス

の
程

度
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

⑥
面

接
指

導
の

要
否

ラ
ベ

ル
面

接
指

導
の

要
否

と
そ

の
詳

細
を

示
す

ラ
ベ

ル

⑦
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
/T

O
Pメ

ニ
ュ

ー
へ

戻
る

ボ
タ

ン
操

作
手

順

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

判
定

結
果

を
参

照
す

る
。

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

SC
S0

00
6

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
結

果
を

確
認

す
る

16

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

操
作

手
順

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

受
検

状
況

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

従
業

員
が

検
査

し
て

い
る

か
ど

う
か

確
認

す
る

SC
S0

00
7
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17

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト 集
団

分
析

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

集
団

分
析

集
団

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

か
ら

分
析

す
る

SC
S0

00
8

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

判
定

図
グ

ラ
フ

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

量
的

負
荷

、
同

僚
の

支
援

、
上

司
の

支
援

が
わ

か
る

よ
う

な
グ

ラ
フ

操
作

手
順

①
集

団
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
を

参
照

す
る

。

機
能

ID

画
面

名

概
要

集
団

分
析

集
団

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

か
ら

分
析

す
る

SC
S0

00
8

画
面

に
配

置
す

る
部

品
の

種
類

N
O

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

説
明

1
テ

キ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
文

字
列

（
漢

字
、

か
な

、
英

数
字

、
記

号
な

ど
）

入
力

用
の

部
品

2
リ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

幾
つ

か
の

文
字

列
リ

ス
ト

の
中

か
ら

選
択

肢
を

選
ぶ

部
品

3
コ

ン
ボ

ボ
ッ

ク
ス

幾
つ

か
の

文
字

列
リ

ス
ト

の
中

か
ら

選
択

肢
を

選
ぶ

か
、

文
字

列
リ

ス
ト

に
な

い
場

合
に

は
文

字
列

を
入

力
で

き
る

部
品

4
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
文

字
列

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
選

択
す

る
部

品
（

複
数

選
択

可
）

5
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
文

字
列

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
選

択
す

る
部

品
（

単
一

選
択

）

6
ボ

タ
ン

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
ア

ク
シ

ョ
ン

が
発

生
す

る
部

品
・

登
録

ボ
タ

ン
、

キ
ャ

ン
セ

ル
ボ

タ
ン

、
戻

る
ボ

タ
ン

な
ど

7
ラ

ベ
ル

文
字

列
で

表
示

さ
れ

る
部

品
・

画
面

タ
イ

ト
ル

、
入

力
項

目
名

称
な

ど

8
リ

ン
ク

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
別

の
画

面
に

移
動

す
る

な
ど

の
機

能
を

持
つ

ラ
ベ

ル

9
画

像
表

示
用

の
画

像
、

ま
た

は
押

下
で

き
る

設
定

の
画

像

10
日

付
欄

日
付

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
(日

付
以

外
は

入
力

で
き

な
い

) 
テ

キ
ス

ト
欄

11
数

値
欄

数
値

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
(数

値
以

外
は

入
力

で
き

な
い

) 
テ

キ
ス

ト
欄

12
グ

ラ
フ

グ
ラ

フ
用

の
部

品

７
．

テ
ー

ブ
ル

定
義

N
o

テ
ー

ブ
ル

名
種

別
概

要

1
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
（

BI
T）

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

BI
Tか

ら
デ

ー
タ

解
析

さ
れ

た
デ

ー
タ

2
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
デ

ー
タ

3
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細
デ

ー
タ

4
面

接
指

導
デ

ー
タ

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
の

際
入

力
す

る
面

接
指

導
用

の
情

報

5
集

団
分

析
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
集

団
分

析
デ

ー
タ

6
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

マ
ス

タ
ユ

ー
ザ

情
報

7 8 9 10 11 12テ
ー

ブ
ル

一
覧
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テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
（

BI
T）

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
結

果
（

BI
T）

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
実

施
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
2

実
施

日
時

3
BI

T検
査

日
時

日
付

型
／

時
刻

型
14

0
Y

3
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
の

検
査

日
時

4
自

律
神

経
活

動
度

数
値

型
4

4
Y

自
律

神
経

活
動

度

5
交

感
神

経
活

動
度

数
値

型
4

2
Y

交
感

神
経

活
動

度

6
RR

間
隔

数
値

型
4

2
Y

RR
間

隔

7
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
結

果

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
明

細
情

報

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

テ
ー

ブ
ル

名
面

接
指

導
デ

ー
タ

概
要

ス
ト

レ
ス

結
果

判
定

時
に

面
接

要
否

/ア
ド

バ
イ

ス
を

格
納

す
る

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト
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テ
ー

ブ
ル

名
集

団
分

析

概
要

企
業

、
所

属
内

の
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

判
定

用
の

集
団

分
析

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
企

業
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

1
ユ

ー
ザ

名

2
所

属
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

2
所

属
ID

3
集

計
日

日
付

型
／

時
刻

型
14

0
Y

3
集

計
日

4
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

数
値

型
3

0
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

点
数

5
仕

事
の

量
的

負
荷

数
値

型
3

0
仕

事
の

量
的

負
荷

点
数

6
同

僚
の

支
援

数
値

型
3

0
同

僚
の

支
援

点
数

7
上

司
の

支
援

数
値

型
3

0
上

司
の

支
援

点
数

8
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

9 10 11 12 13 14 15

テ
ー

ブ
ル

名
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

概
要

ロ
グ

イ
ン

用
の

マ
ス

タ
情

報

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

テ
ー

ブ
ル

定
義

の
型

の
種

類
N

O
型

型
の

説
明

1
数

値
型

計
算

で
使

用
す

る
数

値
デ

ー
タ

に
使

用
す

る
。

2
テ

キ
ス

ト
型

文
字

列
、

ま
た

は
住

所
な

ど
の

文
字

と
数

字
の

組
み

合
わ

せ
に

使
用

す
る

。
ま

た
、

電
話

番
号

、
部

品
番

号
、

郵
便

番
号

な
ど

、
計

算
す

る
必

要
が

な
い

数
字

に
も

使
用

す
る

。

3
日

付
型

／
時

刻
型

日
付

と
時

刻
に

使
用

す
る

。
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作
成

審
査

承
認

回
答
例

2

目
次

１
．

は
じ

め
に

２
．

業
務

要
件

２
．

１
．

背
景

と
目

的
２

．
２

．
シ

ス
テ

ム
概

要
２

．
３

．
シ

ス
テ

ム
全

体
像

２
．

４
．

今
回

の
ス

コ
ー

プ
３

．
機

能
要

件
３

．
１

．
要

件
一

覧
と

概
要

３
．

２
．

画
面

要
件

３
．

３
．

外
部

I/
F要

件
４

．
非

機
能

要
件

４
．

１
．

シ
ス

テ
ム

方
式

４
．

２
．

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
要

件

１
．

は
じ

め
に

本
書

は
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

」
の

要
件

定
義

書
で

す
。

本
書

で
は

、
上

記
シ

ス
テ

ム
開

発
に

あ
た

り
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

基
づ

き
定

義
し

た
要

件
を

記
載

し
ま

す
。

な
お

、
本

書
で

は
、

品
質

要
求

性
能

要
求

保
守

運
用

要
求

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

要
求

な
ど

の
非

機
能

要
件

に
つ

い
て

は
記

載
し

ま
せ

ん
。

２
．

業
務

要
件

背
景

仕
事

の
ス

ト
レ

ス
が

高
い

状
態

が
続

き
、

う
つ

な
ど

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

に
よ

る
精

神
障

害
を

発
病

す
る

従
業

員
が

増
加

し
て

い
る

。
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

に
も

、
従

業
員

の
ス

ト
レ

ス
負

荷
状

況
を

定
期

的
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
必

要
。

し
か

し
、

現
在

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

方
法

で
は

、
作

業
負

荷
が

高
い

た
め

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

目
的

周
辺

企
業

の
嘱

託
産

業
医

と
し

て
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
て

い
る

が
、

事
業

者
や

従
業

員
、

産
業

医
の

作
業

負
荷

が
高

く
、

ま
た

精
度

も
低

い
た

め
受

診
率

が
低

下
し

て
い

る
。

こ
の

事
態

を
解

消
し

た
い

。

２
．

１
．

背
景

と
目

的
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シ
ス

テ
ム

概
要

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
•

職
業

性
ス

ト
レ

ス
簡

易
調

査
票

の
項

目
の

テ
ス

ト
を

す
る

。
②

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

•
①

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

と
（

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

）
で

デ
ー

タ
解

析
し

た
結

果
を

参
照

可
能

と
し

、
医

師
が

高
ス

ト
レ

ス
者

で
面

接
指

導
が

必
要

か
ど

う
か

判
定

す
る

。
③

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

•
従

業
員

が
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

と
、

面
接

指
導

の
必

要
性

を
参

照
す

る
。

④
受

検
状

況
確

認
•

対
象

の
従

業
員

の
受

検
状

況
を

確
認

す
る

。
⑤

集
団

分
析

•
仕

事
の

量
は

適
切

か
ど

う
か

、
職

場
の

環
境

は
よ

い
か

ど
う

か
を

集
め

た
デ

ー
タ

で
確

認
す

る
。

⑥
デ

ー
タ

取
込

処
理

•
外

部
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
解

析
の

結
果

を
定

周
期

で
取

り
込

む
処

理

２
．

２
．

シ
ス

テ
ム

概
要

6

２
．

３
．

シ
ス

テ
ム

全
体

像

BI
T 従
業

員

デ
ー

タ
解

析

生
体

セ
ン

サ
（

24
時

間
つ

け
る

）

⑥
BI

Tデ
ー

タ
読

込
処

理

デ
ー

タ
解

析
結

果

BI
Tク

ラ
ウ

ド

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
PC

か
ら

入
力

③
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

産
業

医
事

業
者

PC
か

ら
入

力

⑤
集

団
分

析

④
受

検
状

況
確

認

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

7

BI
T 従
業

員

デ
ー

タ
解

析

生
体

セ
ン

サ
（

24
時

間
つ

け
る

）

⑥
BI

Tデ
ー

タ
読

込
処

理

デ
ー

タ
解

析
結

果

BI
Tク

ラ
ウ

ド

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
PC

か
ら

入
力

③
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

産
業

医
事

業
者

PC
か

ら
入

力

⑤
集

団
分

析

④
受

検
状

況
確

認

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

２
．

４
．

今
回

の
ス

コ
ー

プ

今
回
の
ス
コ
ー
プ

３
．

機
能

要
件

３
．

１
．

要
件

一
覧

と
概

要

大
機

能
中

機
能

小
機

能
区

分
機

能
概

要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

画
面

職
業

性
ス

ト
レ

ス
簡

易
調

査
票

に
基

づ
く

設
問

の
テ

ス
ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

画
面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
チ

ェ
ッ

ク
結

果
の

参
照

ス
ト

レ
ス

負
荷

状
況

グ
ラ

フ
画

面
BI

Tで
取

得
し

た
解

析
デ

ー
タ

を
グ

ラ
フ

化
し

た
も

の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

画
面

産
業

医
が

高
ス

ト
レ

ス
か

ど
う

か
判

定
し

、
原

因
な

ど
を

判
断

し
て

、
面

接
指

導
の

要
否

や
ア

ド
バ

イ
ス

を
入

力

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

画
面

従
業

員
が

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
結

果
を

確
認

す
る

。

受
検

状
況

確
認

受
検

状
況

確
認

受
検

状
況

確
認

画
面

対
象

の
従

業
員

の
受

験
状

況
が

確
認

で
き

る
。

集
団

分
析

集
団

分
析

集
団

分
析

画
面

集
団

ご
と

に
集

計
・

分
析

し
、

労
働

環
境

に
よ

っ
て

ス
ト

レ
ス

が
か

か
っ

て
い

る
か

ど
う

か
確

認
で

き
る

。

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

BI
Tデ

ー
タ

受
信

処
理

内
部

毎
日

定
時

に
BI

T 
Cl

ou
dか

ら
FT

P経
由

で
フ

ァ
イ

ル
が

受
信

さ
れ

、
そ

の
デ

ー
タ

解
析

フ
ァ

イ
ル

を
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
と

取
り

込
む

処
理
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３
．

２
．

画
面

要
件

画
面

要
件

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク

仕
事
に
つ
い
て

非
常
に
た
く
さ
ん
の
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
う
だ

ま
あ
そ
う
だ

や
や
ち
が
う

ち
が
う

2/
6

<
<
前
へ
戻
る

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

ス
ト
レ
ス
の
原
因

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

心
身
の
反
応

面
接
指
導
の
要
否

要

ア
ド
バ
イ
ス

否

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定

デ
ー
タ
保
存

③
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定
結
果

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果

④
受

検
状

況
確

認

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定
結
果

受
検
状
況
確
認

N
o

所
属

役
職

氏
名

前
回
受
検
日

1
X
X
X

X
X

X
X

2
0
1
9
/0
8
/0
1

2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

受
検
状
況
一
覧

未
受
検
の
み

受
検
済
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⑤
集

団
分

析

●
●
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
判
定
結
果

集
団
分
析

３
．

３
．

外
部

要
件

N
o

外
部

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

名
出

力
入

力

相
手

先
シ

ス
テ

ム
情

報
接

続
方

法
処

理
タ

イ
ミ

ン
グ

備
考

シ
ス

テ
ム

名
受

渡
し

手
段

デ
ー

タ
形

式
タ

イ
ミ

ン
グ

送
受

信
時

間

1B
IT

デ
ー

タ
解

析
デ

ー
タ

受
信

処
理

〇
BI

T 
Cl

ou
d

デ
ー

タ
解

析
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
FT

P
CS

V
１

日
1回

6：
00

BI
T

Cl
ou

dよ
り

FT
P経

由
で

フ
ァ

イ
ル

を
受

信
す

る

2 3 4 5 6 7 8 9 10

４
．

非
機

能
要

件

・
ク

ラ
ウ

ド
（

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

/ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

と
も

に
ク

ラ
ウ

ド
を

使
用

）

・
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

W
eb

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

４
．

１
．

シ
ス

テ
ム

方
式

４
．

２
．

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
要

件

N
O

大
項

目
中

項
目

小
項

目
要

件
項

目
項

目
の

説
明

具
体

的
な

や
り

方

１
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ク
セ

ス
・

利
用

制
限

認
証

機
能

管
理

権
限

を
持

つ
主

体
の

認
証

認
証

機
能

お
よ

び
認

証
方

法
ユ

ー
ザ

ID
と

パ
ス

ワ
ー

ド
を

設
定

す
る

。

２
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ク
セ

ス
・

利
用

制
限

利
用

制
限

シ
ス

テ
ム

上
の

対
策

に
お

け
る

操
作

制
限

度
機

能
制

限
、

デ
ー

タ
の

ア
ク

セ
ス

・

更
新

制
限

管
理

者
、

利
用

者
の

権
限

設
定

を
実

施
す

る
。

３
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
デ

ー
タ

の
秘

匿
デ

ー
タ

暗
号

化
伝

送
デ

ー
タ

の
暗

号
化

の
有

無
業

務
デ

ー
タ

お
よ

び
認

証
情

報
（

パ

ス
ワ

ー
ド

）
の

暗
号

化

無
し

（
伝

送
デ

ー
タ

な
し

）

４
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
デ

ー
タ

の
秘

匿
デ

ー
タ

暗
号

化
蓄

積
デ

ー
タ

の
暗

号
化

の
有

無
秘

匿
性

の
高

い
デ

ー
タ

に
つ

い
て

の

暗
号

化

個
人

情
報

を
含

む
業

務
デ

ー
タ

に
つ

い
て

暗
号

化
す

る
。

ま
た

、
認

証
情

報
を

暗
号

化
す

る
。

５
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

ロ
グ

の
取

得
利

用
者

の
ロ

グ
の

取
得

、
取

得
す

る

ロ
グ

の
種

類

利
用

者
の

シ
ス

テ
ム

利
用

ロ
グ

を
取

得
す

る
。

業
務

デ
ー

タ
へ

の
ア

ク
セ

ス
ロ

グ
を

取
得

す
る

。

６
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

ロ
グ

保
管

期
間

ロ
グ

情
報

の
保

存
期

間
ロ

グ
は

1ヶ
月

間
保

存
す

る
。

７
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
不

正
追

跡
・

監
視

不
正

監
視

不
正

監
視

対
象

（
装

置
）

不
正

監
視

の
た

め
、

装
置

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

不
正

パ
ケ

ッ
ト

）
の

ロ
グ

取
得

サ
ー

バ
装

置
に

つ
い

て
監

視
を

行
う

。

８
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
マ

ル
ウ

ェ
ア

対
策

マ
ル

ウ
ェ

ア
対

策
マ

ル
ウ

ェ
ア

対
策

実
施

範
囲

ウ
ィ

ル
ス

・
ス

パ
イ

ウ
ェ

ア
の

対
策

サ
ー

バ
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

ウ
ィ

ル
ス

定
義

フ
ァ

イ
ル

は
自

動
更

新
と

す
る

。
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作
成

審
査

承
認

回
答
例

2

目
次

１
．

は
じ

め
に

２
．

業
務

フ
ロ

ー
図

３
．

機
能

一
覧

表
４

．
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
図

５
．

画
面

遷
移

図
６

．
画

面
レ

イ
ア

ウ
ト

７
．

テ
ー

ブ
ル

定
義

１
．

は
じ

め
に

本
書

は
「

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

」
の

基
本

設
計

書
で

す
。

本
書

に
お

い
て

、
①

業
務

フ
ロ

ー
図

シ
ス

テ
ム

導
入

後
の

業
務

フ
ロ

ー
図

で
す

。
②

機
能

一
覧

表
機

能
一

覧
表

・
機

能
概

要
で

す
。

③
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
図

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

成
図

を
示

し
ま

す
。

④
画

面
遷

移
図

画
面

展
開

を
示

し
ま

す
。

⑤
画

面
レ

イ
ア

ウ
ト

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト
を

示
し

ま
す

。
⑥

テ
ー

ブ
ル

定
義

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

一
覧

・
定

義
書

で
す

。
を

定
義

い
た

し
ま

す
。

２
．

業
務

フ
ロ

ー
図

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
W
e
b
シ
ス
テ

ム
と
B
IT
を
装
着
し
て
実
施

ス
ト
レ
ス
状
況
の
評
価

医
師
の
面
接
指
導
要
否
判
定

ス
ト
レ
ス
状
況
の
集
計
・
分
析

結
果
通
知
受
領

医
師
へ
の
面
接
依
頼

医
師
へ
の
面
接
依
頼

医
師
に
よ
る
面
接
指
導

就
業
措
置
の
実
施

労
働
基
準
監
督
署
へ
実
施
結
果
提
出

職
場
環
境
改
善

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
よ
う

ア
ナ
ウ
ン
ス
と
B
IT
を
送
付

産
業
医

事
業
者

従
業
員
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３
．

機
能

一
覧

表

N
o

大
分

類
中

分
類

小
分

類
機

能
備

考
入

力
照

会
帳

票
バ

ッ チ

1
ロ

グ
イ

ン
ロ

グ
イ

ン
ロ

グ
イ

ン
画

面
〇

ロ
グ

イ
ン

画
面

を
表

示

2
メ

ニ
ュ

ー
メ

ニ
ュ

ー
TO

Pメ
ニ

ュ
ー

〇
各

画
面

へ
展

開
す

る
メ

ニ
ュ

ー

３

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
〇

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

４

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

〇
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

チ
ェ

ッ
ク

結
果

の
参

照

５
ス

ト
レ

ス
負

荷
状

況
グ

ラ
フ

〇
BI

Tで
取

得
し

た
解

析
デ

ー
タ

を
グ

ラ
フ

化
し

た
も

の

６
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
〇

面
接

指
導

の
要

否
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

入
力

７
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
〇

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

を
参

照
す

る
。

８
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果
〇

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

を
参

照
す

る
。

９
受

検
状

況
確

認
受

検
状

況
確

認
受

検
状

況
確

認
〇

未
受

検
者

を
確

認
す

る
。

１ ０
集

団
分

析
集

団
分

析
集

団
分

析
〇

集
団

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
で

分
析

す
る

。

１ １
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理
BI

Tデ
ー

タ
受

信
処

理
〇

BI
Tデ

ー
タ

か
ら

受
信

し
た

フ
ァ

イ
ル

を
読

み
込

む
。

12
マ

ス
タ

ロ
グ

イ
ン

マ
ス

タ
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

〇
〇

シ
ス

テ
ム

管
理

者
の

み
ロ

グ
イ

ン
ユ

ー
ザ

、
パ

ス
ワ

ー
ド

を
管

理
す

る
。

４
．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

図

事
業

者
産

業
医

従
業

員

企
業

大
山

病
院

ル
ー

タ
ル

ー
タ

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

ク
ラ

ウ
ド

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

VP
N

サ
ー

バ
ー

BI
T 

Cl
ou

d

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

7

５
．

画
面

遷
移

図
改

訂
日

改
訂

者

ロ
グ

イ
ン

TO
P

メ
ニ

ュ
ー

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

・
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧・
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト

・
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
・

ス
ト

レ
ス

負
荷

状
況

グ
ラ

フ

シ
ス

テ
ム

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム

・
ユ

ー
ザ

名
・

パ
ス

ワ
ー

ド

ロ
グ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

・
判

定

・
結

果

・
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果

受
検

状
況

確
認

集
団

分
析

マ
ス

タ

・
受

検
状

況
確

認

・
集

団
分

析

・
マ

ス
タ

戻
る

8

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ロ
グ

イ
ン

画
面

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

に
ロ

グ
イ

ン
す

る

SC
S0

00
1

識
別

ID
ラ
ベ
ル

画
面
部
品
の
種
類

画
面
部
品
の
種
類

①
ユ
ー
ザ
名

テ
キ
ス
ト

ユ
ー
ザ
名
を
入
力
す
る
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

②
パ
ス
ワ
ー
ド

テ
キ
ス
ト

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

③
ロ
グ
イ
ン

ボ
タ
ン

ロ
グ
イ
ン
処
理
を
起
動
す
る
ボ
タ
ン

④
新
規
登
録

リ
ン
ク

新
規
ユ
ー
ザ
登
録
画
面
に
遷
移
す
る

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

ロ
ゴ

ユ
ー

ザ
名

：

パ
ス

ワ
ー

ド
：

初
め

て
の

方
は

こ
ち

ら
→

新
規

登
録

ロ
グ

イ
ン

１ ２

３

４

操
作
手
順

①
ユ
ー
ザ
名
を
入
力
す
る
。

②
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
。

③
「
ロ
グ
イ
ン
」
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
。
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9

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

TO
Pメ

ニ
ュ

ー

TO
Pメ

ニ
ュ

ー
を

表
示

す
る

SC
S0

00
2

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

ロ
ゴ

従
業

員
>

>
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト

>
>

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

産
業

医
>

>
ス

ト
レ

ス
テ

ッ
ク

結
果

一
覧

>
>

集
団

分
析

事
業

者
>

>
受

験
状

況
確

認
>

>
マ

ス
タ

ロ
グ

ア
ウ

ト

１

識
別

ID
ラ
ベ
ル

画
面
部
品
の
種
類

画
面
部
品
の
種
類

①
リ
ン
ク

ボ
タ
ン

各
画
面
へ
展
開
す
る

②
ロ
グ
ア
ウ
ト

ボ
タ
ン

ロ
グ
ア
ウ
ト
処
理
を
起
動
す
る
ボ
タ
ン

③
ユ
ー
ザ
名

ラ
ベ
ル

ユ
ー
ザ
名
を
表
示
す
る

④
コ
ン
テ
ン
ツ

-
TO

Pメ
ニ
ュ
ー
で
選
択
し
た
画
面
が
展
開
さ
れ
る
。

操
作
手
順

①
リ
ン
ク
選
択
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
部
分
に
該
当
画
面
を
表
示
す
る
。

③
終
了
す
る
場
合
は
「
ロ
グ
ア
ウ
ト
」
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
。

２
ユ

ー
ザ

名
：

〇
〇

〇
〇

３

４

10

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト

該
当

項
目

を
選

択
ま

た
は

入
力

す
る

SC
S0

00
3 ST

EP
1

仕
事

編

A、
あ

な
た

の
仕

事
に

つ
い

て
伺

い
ま

す
。

も
っ

と
も

当
て

は
ま

る
も

の
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
1、

非
常

に
た

く
さ

ん
の

仕
事

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

1、
そ

う
だ

2、
ま

あ
ま

あ
そ

う
だ

3、
や

や
ち

が
う

4、
ち

が
う

次
へ

＞
＞

＜
＜

戻
る

1/
20

３

１

２

４

11

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト

該
当

項
目

を
選

択
ま

た
は

入
力

す
る

SC
S0

00
3

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
回

答
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
質

問
の

回
答

を
選

択
す

る
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン

②
次

へ
ボ

タ
ン

次
の

問
題

画
面

へ
遷

移
す

る
ボ

タ
ン

③
戻

る
ボ

タ
ン

前
の

問
題

画
面

へ
遷

移
す

る
ボ

タ
ン

④
ペ

ー
ジ

数
ラ

ベ
ル

現
在

の
ペ

ー
ジ

と
総

ペ
ー

ジ
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

操
作
手
順

①
回

答
を

選
択

す
る

。
②

次
の

問
題

へ
進

む
場

合
は

「
次

へ
」

ボ
タ

ン
を

押
下

す
る

。
③

前
の

問
題

に
戻

る
場

合
は

「
戻

る
」

ボ
タ

ン
を

押
下

す
る
。

12

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

テ
ス

ト

該
当

項
目

を
選

択
ま

た
は

入
力

す
る

SC
S0

00
3

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

終
了

こ
れ

で
質

問
は

終
わ

り
で

す
。

お
疲

れ
さ

ま
で

し
た

。

終
了

１

結
果

は
後

日
、

メ
ー

ル
で

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
終

了
ボ

タ
ン

ト
ッ

プ
メ

ニ
ュ

ー
に

遷
移

す
る

ボ
タ

ン

操
作

手
順

①
「

終
了

」
ボ

タ
ン

を
押

下
す

る
。

468



13

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
一

覧
を

表
示

す
る

SC
S0

00
4

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

N O
実

施
日

時
結

果
日

会
社

名
所

属
氏

名

1
21

/0
1/

20
09

：
00

解
析

中
〇

×
商

事
営

業
部

XX
XX

 X
XX

X

2
20

/0
1/

20
09

：
00

20
/0

2/
01

情
報

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

課
AA

AA
 B

BB
BB

3
19

/0
1/

20
09

：
00

19
/0

2/
01

〇
×

×
協

会
D

D
C

YY
YY

ト
ッ

プ
画

面
へ

戻
る

１

６

２
３

４
５

14

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
実

施
日

時
リ

ン
ク

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

実
施

日
（

表
示

形
式

:Y
Y/

M
M

/D
D

)

②
結

果
日

ラ
ベ

ル
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

反
映

日
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル
（

表
示

形
式

:Y
Y/

M
M

/D
D

)

③
会

社
名

ラ
ベ

ル
会

社
名

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

④
所

属
ラ

ベ
ル

所
属

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

⑤
氏

名
ラ

ベ
ル

氏
名

を
表

示
し

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果
画

面
へ

遷
移

す
る

リ
ン

ク

⑥
ト

ッ
プ

メ
ニ

ュ
ー

へ
戻

る
ボ

タ
ン

ト
ッ

プ
メ

ニ
ュ

ー
へ

遷
移

す
る

ボ
タ

ン

操
作

手
順

①
結

果
を

確
認

し
た

い
氏

名
を

押
下

し
、

「
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
結

果
」

画
面

へ
遷

移
す

る
。

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
一

覧
を

表
示

す
る

SC
S0

00
4

15

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
を

行
う

SC
S0

00
5 ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定
デ

ー
タ

保
存

４

結
果

一
覧

へ
戻

る

実
施

日
時

：
20

21
/1

/2
0

09
：

00
１

５

８

ス
ト

レ
ス

の
原

因

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト

心
身

の
反

応

必
要

不
要

ア
ド

バ
イ

ス

２ ３

６

７

面
接

指
導

の
要

否

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
実

施
日

時
ラ

ベ
ル

実
施

日
時

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

項
目

・
点

数
・

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

③
BI

Tデ
ー

タ
結

果
ラ

ベ
ル

BI
Tを

利
用

し
て

デ
ー

タ
解

析
さ

れ
た

心
身

の
負

荷
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

④
デ

ー
タ

保
存

ボ
タ

ン
入

力
し

た
デ

ー
タ

を
保

存
す

る
ボ

タ
ン

⑤
判

定
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
評

価
結

果
の

ラ
ベ

ル

⑥
面

接
要

否
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
判

定
結

果
か

ら
面

接
指

導
が

必
要

か
ど

う
か

選
択

す
る

ボ
タ

ン

⑦
ア

ド
バ

イ
ス

テ
キ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

高
ス

ト
レ

ス
の

人
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

入
力

す
る

テ
キ

ス
ト

⑧
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン

操
作

手
順

①
「

デ
ー

タ
保

存
」

ボ
タ

ン
押

下
時

、
面

接
指

導
要

否
と

ア
ド

バ
イ

ス
が

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
保

存
さ

れ
る

。
②

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

結
果

一
覧

画
面

へ
戻

る
。

機
能

ID

画
面

名

概
要

SC
S0

00
5

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
を

行
う
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17

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
結

果
を

確
認

す
る

SC
S0

00
6 ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
判

定

結
果

一
覧

へ
戻

る

実
施

日
時

：
20

21
/1

/2
0

09
：

00
１

４

７

ス
ト

レ
ス

の
原

因

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト

心
身

の
反

応

２ ３

５ ６

18

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
実

施
日

時
ラ

ベ
ル

実
施

日
時

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

②
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

項
目

・
点

数
・

グ
ラ

フ
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

③
BI

Tデ
ー

タ
結

果
ラ

ベ
ル

BI
Tを

利
用

し
て

デ
ー

タ
解

析
さ

れ
た

心
身

の
負

荷
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

④
判

定
結

果
ラ

ベ
ル

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
評

価
結

果
を

示
す

ラ
ベ

ル

⑤
ス

ト
レ

ス
の

程
度

ラ
ベ

ル
医

師
か

ら
の

ス
ト

レ
ス

の
程

度
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

表
示

す
る

ラ
ベ

ル

⑥
面

接
指

導
の

要
否

ラ
ベ

ル
面

接
指

導
の

要
否

と
そ

の
詳

細
を

示
す

ラ
ベ

ル

⑦
結

果
一

覧
へ

戻
る

ボ
タ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
一

覧
/T

O
Pメ

ニ
ュ

ー
へ

戻
る

ボ
タ

ン
操

作
手

順

①
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

判
定

結
果

を
参

照
す

る
。

機
能

ID

画
面

名

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

判
定

結
果

SC
S0

00
6

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
結

果
を

確
認

す
る

19

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

受
検

状
況

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

従
業

員
が

検
査

し
て

い
る

か
ど

う
か

確
認

す
る

SC
S0

00
7

受
検

状
況

一
覧

No
所
属

役
職

氏
名

前
回
受
検
日

1XX
X

XX
XX

20
19

/0
8/

01

2 3 4 5 6 7 8 9 10

１
２

３
４

未
受

検
の

み
受

検
済

５
６

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
所

属
ラ

ベ
ル

所
属

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

②
役

職
ラ

ベ
ル

役
職

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

③
氏

名
ラ

ベ
ル

氏
名

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

④
前

回
受

検
日

ラ
ベ

ル
前

回
受

検
日

を
表

示
す

る
ラ

ベ
ル

⑤
未

受
検

の
み

ボ
タ

ン
ボ

タ
ン

押
下

時
、

一
覧

の
デ

ー
タ

が
未

受
検

の
み

抽
出

さ
れ

る
。

⑥
受

検
済

の
み

ボ
タ

ン
ボ

タ
ン

押
下

時
、

一
覧

の
デ

ー
タ

が
受

検
済

の
み

抽
出

さ
れ

る
。

操
作

手
順

①
受

検
状

況
を

確
認

す
る

。

機
能

ID

画
面

名

概
要

受
検

状
況

一
覧

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

従
業

員
が

検
査

し
て

い
る

か
ど

う
か

確
認

す
る

SC
S0

00
7
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21

改
訂

日

改
訂

者

機
能

ID

画
面

名

概
要

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

集
団

分
析

集
団

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

か
ら

分
析

す
る

SC
S0

00
8

集
団

分
析

改
訂

日

改
訂

者

６
．

画
面

レ
イ

ア
ウ

ト

識
別

ID
ラ

ベ
ル

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

種
類

①
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

判
定

図
グ

ラ
フ

仕
事

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

量
的

負
荷

、
同

僚
の

支
援

、
上

司
の

支
援

が
わ

か
る

よ
う

な
グ

ラ
フ

操
作

手
順

①
集

団
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
結

果
を

参
照

す
る

。

機
能

ID

画
面

名

概
要

集
団

分
析

集
団

の
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

結
果

か
ら

分
析

す
る

SC
S0

00
8

画
面

に
配

置
す

る
部

品
の

種
類

N
O

画
面

部
品

の
種

類
画

面
部

品
の

説
明

1
テ

キ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
文

字
列

（
漢

字
、

か
な

、
英

数
字

、
記

号
な

ど
）

入
力

用
の

部
品

2
リ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

幾
つ

か
の

文
字

列
リ

ス
ト

の
中

か
ら

選
択

肢
を

選
ぶ

部
品

3
コ

ン
ボ

ボ
ッ

ク
ス

幾
つ

か
の

文
字

列
リ

ス
ト

の
中

か
ら

選
択

肢
を

選
ぶ

か
、

文
字

列
リ

ス
ト

に
な

い
場

合
に

は
文

字
列

を
入

力
で

き
る

部
品

4
チ

ェ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
文

字
列

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
選

択
す

る
部

品
（

複
数

選
択

可
）

5
ラ

ジ
オ

ボ
タ

ン
文

字
列

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
選

択
す

る
部

品
（

単
一

選
択

）

6
ボ

タ
ン

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
ア

ク
シ

ョ
ン

が
発

生
す

る
部

品
・

登
録

ボ
タ

ン
、

キ
ャ

ン
セ

ル
ボ

タ
ン

、
戻

る
ボ

タ
ン

な
ど

7
ラ

ベ
ル

文
字

列
で

表
示

さ
れ

る
部

品
・

画
面

タ
イ

ト
ル

、
入

力
項

目
名

称
な

ど

8
リ

ン
ク

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
別

の
画

面
に

移
動

す
る

な
ど

の
機

能
を

持
つ

ラ
ベ

ル

9
画

像
表

示
用

の
画

像
、

ま
た

は
押

下
で

き
る

設
定

の
画

像

10
日

付
欄

日
付

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
(日

付
以

外
は

入
力

で
き

な
い

) 
テ

キ
ス

ト
欄

11
数

値
欄

数
値

を
入

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
(数

値
以

外
は

入
力

で
き

な
い

) 
テ

キ
ス

ト
欄

12
グ

ラ
フ

グ
ラ

フ
用

の
部

品

７
．

テ
ー

ブ
ル

定
義

N
o

テ
ー

ブ
ル

名
種

別
概

要

1
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
（

BI
T）

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

BI
Tか

ら
デ

ー
タ

解
析

さ
れ

た
デ

ー
タ

2
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
デ

ー
タ

3
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細
デ

ー
タ

4
面

接
指

導
デ

ー
タ

ト
ラ

ン
ザ

ク
シ

ョ
ン

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
判

定
の

際
入

力
す

る
面

接
指

導
用

の
情

報

5
集

団
分

析
ト

ラ
ン

ザ
ク

シ
ョ

ン
集

団
分

析
デ

ー
タ

6
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

マ
ス

タ
ユ

ー
ザ

情
報

7 8 9 10 11 12テ
ー

ブ
ル

一
覧
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テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
（

BI
T）

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
結

果
（

BI
T）

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
実

施
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
2

実
施

日
時

3
BI

T検
査

日
時

日
付

型
／

時
刻

型
14

0
Y

3
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
の

検
査

日
時

4
自

律
神

経
活

動
度

数
値

型
4

4
Y

自
律

神
経

活
動

度

5
交

感
神

経
活

動
度

数
値

型
4

2
Y

交
感

神
経

活
動

度

6
RR

間
隔

数
値

型
4

2
Y

RR
間

隔

7
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
結

果

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
実

施
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
2

実
施

日
時

3
検

査
状

況
数

値
型

2
0

4
結

果
反

映
日

日
付

型
／

時
刻

型
14

0
ス

ト
レ

ス
結

果
判

定
日

5
担

当
産

業
医

ユ
ー

ザ
ID

テ
キ

ス
ト

型
10

0
担

当
し

た
産

業
医

の
ユ

ー
ザ

ID

6
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

7 8 9 10 11 12 13 14

テ
ー

ブ
ル

名
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
結

果
明

細

概
要

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

の
テ

ス
ト

の
明

細
情

報

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
実

施
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
2

実
施

日
時

3
項

目
番

号
1

数
値

型
2

0
Y

3
ST

EP
番

号

4
項

目
番

号
2

数
値

型
2

0
Y

4
項

目
番

号

5
質

問
番

号
数

値
型

2
0

Y
5

質
問

番
号

6
回

答
番

号
数

値
型

1
0

Y

合
計

点
数

1：
そ

う
だ

＝
4点

、
2：

ま
あ

ま
あ

そ
う

だ
＝

3点
3：

や
や

ち
が

う
＝

2点
4：

ち
が

う
＝

1点

7
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

8 9 10 11 12 13 14

テ
ー

ブ
ル

名
面

接
指

導
デ

ー
タ

概
要

ス
ト

レ
ス

結
果

判
定

時
に

面
接

要
否

/ア
ド

バ
イ

ス
を

格
納

す
る

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
実

施
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
2

実
施

日
時

3
面

接
要

否
数

値
型

2
0

1：
否

２
：

要

4
ア

ド
バ

イ
ス

テ
キ

ス
ト

型
23

6
0

ア
ド

バ
イ

ス

5
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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テ
ー

ブ
ル

名
集

団
分

析

概
要

企
業

、
所

属
内

の
仕

事
の

ス
ト

レ
ス

判
定

用
の

集
団

分
析

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
企

業
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

1
ユ

ー
ザ

名

2
所

属
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

2
所

属
ID

3
集

計
日

日
付

型
／

時
刻

型
14

0
Y

3
集

計
日

4
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

数
値

型
3

0
仕

事
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

点
数

5
仕

事
の

量
的

負
荷

数
値

型
3

0
仕

事
の

量
的

負
荷

点
数

6
同

僚
の

支
援

数
値

型
3

0
同

僚
の

支
援

点
数

7
上

司
の

支
援

数
値

型
3

0
上

司
の

支
援

点
数

8
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

9 10 11 12 13 14 15

テ
ー

ブ
ル

名
ロ

グ
イ

ン
マ

ス
タ

概
要

ロ
グ

イ
ン

用
の

マ
ス

タ
情

報

N
o

カ
ラ

ム
名

型
長

さ
小

数
必

須
主

キ
ー

コ
メ

ン
ト

1
ユ

ー
ザ

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

Y
1

ユ
ー

ザ
名

2
パ

ス
ワ

ー
ド

テ
キ

ス
ト

型
16

0
Y

2
パ

ス
ワ

ー
ド

3
担

当
区

分
数

値
型

2
0

Y
3

1：
従

業
員

2：
産

業
医

3:
事

業
者

99
：

シ
ス

テ
ム

4
企

業
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

企
業

名

5
企

業
名

テ
キ

ス
ト

型
10

0
0

Y
企

業
名

6
所

属
ID

テ
キ

ス
ト

型
20

0
Y

所
属

7
所

属
テ

キ
ス

ト
型

10
0

0
Y

役
職

8
役

職
テ

キ
ス

ト
型

10
0

0
Y

役
職

9
氏

名
テ

キ
ス

ト
型

10
0

0
Y

氏
名

10
更

新
日

時
日

付
型

／
時

刻
型

14
0

Y
更

新
日

時

11 12 13 14 15

テ
ー

ブ
ル

定
義

の
型

の
種

類
N

O
型

型
の

説
明

1
数

値
型

計
算

で
使

用
す

る
数

値
デ

ー
タ

に
使

用
す

る
。

2
テ

キ
ス

ト
型

文
字

列
、

ま
た

は
住

所
な

ど
の

文
字

と
数

字
の

組
み

合
わ

せ
に

使
用

す
る

。
ま

た
、

電
話

番
号

、
部

品
番

号
、

郵
便

番
号

な
ど

、
計

算
す

る
必

要
が

な
い

数
字

に
も

使
用

す
る

。

3
日

付
型

／
時

刻
型

日
付

と
時

刻
に

使
用

す
る

。
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③
スト
レス
チ
ェッ
ク制
度
調
査
結
果
シ
ー
ト

目
的

労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
状
況
を
自
分
自
身
で
気
づ
け
る
よ
う
に
し
、
ス
ト
レ
ス
と
な
る
職
場

の
環
境
や
労
働
の
改
善
に
つ
な
げ
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
予
防
す
る
。

制
度
概
要

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
と
は
、

・
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

・
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
実
施
等

を
事
業
者
に
対
し
義
務
づ
け
る
制
度
で
あ
る
。

従
業
員
5
0
人
以
上
の
職
場
で
年
に
１
回
は
必
ず
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
。

頻
度

年
に
１
回
以
上

対
象
者

従
業
員

実
施
者

医
師
、
保
健
師
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
看
護
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
や

公
認
心
理
士
な
ど
）

（
１
/３
）

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
①

0

回
答
例

③
スト
レス
チ
ェッ
ク制
度
調
査
結
果
シ
ー
ト

手
段

導
入
前
の
準
備
と
し
て
、
事
業
者
は
会
社
と
し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
方
針
や
実
施
方

法
を
検
討
し
、
社
内
規
定
と
し
て
明
文
化
し
、
全
従
業
員
に
周
知
す
る
。

さ
ら
に
、
実
施
体
制
を
検
討
し
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
者
（
医
師
、
保
健
師
な

ど
）
、
実
施
者
の
補
助
す
る
担
当
者
、
面
接
指
導
を
担
当
す
る
医
師
な
ど
が
必
要
。

第
一
段
階
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
状
況
を
評
価
し
、
ス
ト
レ
ス

が
高
い
人
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
面
談
指
導
を
促
す
。

第
二
段
階
で
は
、
対
象
者
は
医
師
と
面
談
し
、
医
師
は
面
談
結
果
か
ら
職
場
の
労
働
環
境

の
改
善
に
つ
い
て
意
見
を
事
業
者
に
報
告
し
、
事
業
者
は
対
象
者
の
労
働
環
境
に
必
要
な

改
善
措
置
を
と
る
。

第
三
段
階
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
集
団
分
析
し
、
職
場
の
改
善
に
つ
な
げ

る
。
第
三
段
階
は
義
務
で
は
な
く
、
企
業
の
努
力
義
務
で
あ
る
。

（
２
/３
）

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
②

1

回
答
例

③
スト
レス
チ
ェッ
ク制
度
調
査
結
果
シ
ー
ト

特
記
事
項

•
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
、
事
業
者
で
は
な
く
、
従
業
員
本
人
に
渡
す
。

•
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
、
実
施
者
ま
た
は
補
助
す
る
人
が
保
存
し
、
個
人
情
報

な
の
で
管
理
は
気
を
付
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
意
事
項

•
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

•
役
員
が
従
業
員
の
許
可
無
く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
見
る
こ
と
は
禁
止
。

•
従
業
員
へ
の
不
利
益
な
取
り
扱
い

•
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
受
け
、
従
業
員
に
対
し
て
、
解
雇
や
雇
止
め
、
退

職
勧
奨
、
配
置
転
換
な
ど
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
は
禁
止
。

•
高
ス
ト
レ
ス
と
診
断
さ
れ
た
従
業
員
が
い
た
場
合

•
医
師
の
面
談
の
意
見
を
参
考
に
就
業
上
の
改
善
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

備
考

参
考
U
R
L：

厚
生
労
働
省
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
簡
単
！
導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/b
u
n
ya
/r
o
u
d
o
u
ki
ju
n
/a
n
ze
n
e
is
e
i1
2
/p
d
f/
1
5
0
7
0
9
-1
.p
d
f

厚
生
労
働
省
「
職
場
環
境
改
善
–
ス
タ
ー
ト
の
た
め
の
手
引
き
」

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/c
o
n
te
n
t/
0
0
0
6
8
0
3
0
6
.p
d
f

厚
生
労
働
省
「
厚
生
労
働
省
版
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

h
tt
p
s:
//
st
re
ss
ch
e
ck
.m
h
lw
.g
o
.j
p
/

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
に
つ
い
て
③

（
３
/３
）

2

回
答
例

⑤
ヒア
リン
グ
シ
ー
ト

N
o

質
問
項
目

ヒア
リン
グ
記
録

１
産
業
医
の
方
へ

どの
よう
に
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クを
行
って
い
ます
か
。

・事
業
者
の
方
か
ら質
問
票
を貰
い
、そ
れ
をE
xc
el
に
デ
ー
タ入
力
して
い

る
。
・そ
の
結
果
で
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クの
評
価
し、
評
価
結
果
を打
ち
出
して
事

業
者
の
方
へ
渡
して
る
。

・集
団
分
析
は
、自
分
が
入
れ
た
デ
ー
タを
集
計
しな
お
して
、分
析
して
い

る
。

２
産
業
医
の
方
へ

現
状
の
作
業
で
一
番
負
荷
が
高
い
作
業
は
何
で
す
か
。

質
問
票
の
デ
ー
タ入
力
。評
価
す
る
た
め
に
入
力
、ま
た
集
団
分
析
す
る
た

め
に
は
、デ
ー
タを
再
度
入
れ
替
え
な
い
とい
け
な
い
た
め
時
間
が
か
か
る
。

３
産
業
医
の
方
へ

どの
よう
な
情
報
が
必
要
で
す
か
。

ス
トレ
ス
状
況
を主
観
的
な
回
答
だ
け
で
な
く、
客
観
的
な
ス
トレ
ス
チ
ェッ

クデ
ー
タも
ほ
しい
。

４
事
業
者
の
方
へ

どの
よう
に
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クを
行
って
い
ます
か
。

対
象
者
を確
認
して
質
問
票
を配
布
。

対
象
者
が
記
入
後
、質
問
票
を回
収
し、
まと
め
て
産
業
医
へ
渡
して
い
る
。

５
事
業
者
の
方
へ

現
状
の
作
業
で
一
番
負
荷
が
高
い
作
業
は
何
で
す
か
。

質
問
票
の
配
布
/回
収
に
時
間
が
か
か
る
。

特
に
回
収
は
期
限
設
定
を守
らな
い
人
も
お
り、
何
度
も
足
を運
ん
で
る
。

６
事
業
者
の
方
へ

シ
ス
テ
ム
化
で
改
善
した
い
こと
が
あ
れ
ば
教
え
て
くだ
さい
。

質
問
票
が
書
き終
わ
って
い
る
か
どう
か
わ
か
る
よう
に
して
ほ
しい
。プ
ライ
バ

シ
ー
に
配
慮
して
ほ
しい
。

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

3

回
答
例

（
１
/２
）
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⑤
ヒア
リン
グ
シ
ー
ト

N
o

質
問
項
目

ヒア
リン
グ
記
録

７
従
業
員
の
方
へ

現
在
の
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クに
どれ
くら
い
時
間
が
か
か
って
い
ます
か
。

ス
トレ
ス
チ
ェッ
クに
か
か
る
時
間
は
10
～
20
分
程
度
だ
が
、個
人
情
報
な

の
で
担
当
者
に
直
接
渡
す
た
め
、そ
れ
以
外
に
も
時
間
が
か
か
って
い
る
。

８
従
業
員
の
方
へ

ス
トレ
ス
チ
ェッ
クに
対
して
困
って
い
る
こと
を教
え
て
くだ
さい
。

・会
社
に
出
す
の
で
、正
直
な
こと
を書
い
て
問
題
が
発
生
した
ら、
責
め
ら

れ
そう
で
怖
い
。

・ス
トレ
ス
が
か
か
って
る
とき
ほ
ど、
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク票
の
回
答
が
面
倒
。

忙
しい
の
で
、適
当
に
書
い
て
い
る
。

９
従
業
員
の
方
へ

ス
トレ
ス
チ
ェッ
クに
対
して
改
善
して
ほ
しい
こと
を教
え
て
くだ
さい
。

・手
軽
に
して
ほ
しい
。

・質
問
票
以
外
の
方
法
も
検
討
して
ほ
しい
。

・ス
トレ
ス
チ
ェッ
クの
精
度
を上
げ
て
ほ
しい
。質
問
票
だ
け
で
は
わ
か
らな

い
と思
う。

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

4

回
答
例

（
２
/２
）

⑥
ヒア
リン
グ
まと
め
シ
ー
ト

項
目

実
施
方
法

・事
業
者
が
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク票
を
紙
面
で
各
従
業
員
へ
配
布
。

・従
業
員
は
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クを
事
業
者
へ
渡
す
。

・事
業
者
は
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クを
厳
重
に
管
理
して
、ま
とめ
て
産
業
医
へ
渡

す
。
・産
業
医
は
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クを
評
価
す
る
た
め
、自
分
の
PC
の
Ex
ce
lに

デ
ー
タ入
力
して
、チ
ェッ
ク結
果
を
計
算
して
い
る

・産
業
医
は
、チ
ェッ
ク結
果
を
「ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク結
果
シ
ー
ト」
に
転
記
し、

ア
ドバ
イス
な
どを
追
記
して
作
成
す
る
。

・産
業
医
は
作
成
した
結
果
を
事
業
者
に
渡
し、
事
業
者
は
各
従
業
員
へ

渡
す
。

・産
業
医
は
チ
ェッ
ク結
果
を
Ex
ce
lで
ま
とめ
て
、集
団
分
析
を
行
って
、そ

の
結
果
を
事
業
者
へ
連
絡
す
る
。

ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て

（
１
/２
）

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

5

回
答
例

⑥
ヒア
リン
グ
まと
め
シ
ー
ト

項
目

産
業
医

•
ス
トレ
ス
状
況
を
従
業
員
の
主
観
的
な
回
答
だ
け
で
な
く、
客
観
的
な
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クデ
ー
タも

ほ
しい
。

•
今
ま
で
自
分
で
分
析
す
る
た
め
に
手
動
で
集
計
して
い
た
が
、シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
り自
動
で
デ
ー

タが
入
り、
簡
易
的
な
分
析
は
行
って
ほ
しい
。

•
ス
トレ
ス
状
況
を
事
業
者
単
位
で
集
計
し、
分
析
され
た
結
果
を
簡
単
に
確
認
した
い
。

事
業
者

•
対
象
者
を
確
認
し、
質
問
票
を
配
布
した
り、
回
収
状
況
を確
認
した
りし
て
、非
常
に
手
間
が

か
か
る
。

•
事
業
者
とし
て
従
業
員
の
健
康
管
理
は
非
常
に
重
要
だ
と考
え
る
が
、こ
の
作
業
量
に
対
して
、

人
手
も
か
な
りか
け
な
い
とな
らず
負
担
が
か
か
る
。

従
業
員

•
ス
トレ
ス
チ
ェッ
クに
か
か
る
時
間
は
10
～
20
分
程
度
だ
け
ど、
個
人
情
報
な
の
で
担
当
者
に
直

接
渡
す
た
め
、も
っと
時
間
が
か
か
って
い
る
。

•
ス
トレ
ス
が
か
か
って
る
とき
ほ
ど、
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク票
の
回
答
が
面
倒
。

•
事
業
者
に
出
す
の
で
、正
直
な
こと
を
書
い
て
問
題
が
発
生
した
ら、
責
め
られ
そう
で
怖
い
。

•
忙
しい
の
で
、適
当
に
書
い
て
い
る
。

•
手
軽
に
して
ほ
しい
。

•
質
問
票
以
外
の
方
法
は
な
い
の
か
な
ぁと
思
う。

•
本
当
に
こん
な
テ
ス
トで
ス
トレ
ス
が
本
当
に
わ
か
る
の
か
と思
う。

（
２
/２
）

利
用
者
の
課
題
に
つ
い
て

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

6

回
答
例

②
課
題
分
析
シ
ー
ト

困
っ
て
る
こ
と

・
紙
面
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
事
業
者
も
従
業
員
も
産
業
医
も
手
間
が
多
す
ぎ
る
。

・
紙
面
か
ら
デ
ー
タ
を
手
入
力
し
て
い
る
の
で
、
作
業
負
荷
が
高
い
。

不
十
分
な
こ
と

・
自
己
報
告
形
式
の
質
問
票
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
み
で
は
、
本
当
に
心
的
負
担

が
高
い
か
ど
う
か
判
断
材
料
と
し
て
不
足
し
て
い
る
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
不
十
分
、
人
が
介
す
る
の
で
信
憑
性
が
低
い
。

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
が
人
を
介
す
る
た
め
時
間
が
か
か
る
。

求
め
て
い
る
こ
と

・
簡
単
で
準
備
も
手
間
で
は
な
い
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
と
よ
い
。

・
客
観
的
な
心
的
負
担
の
デ
ー
タ
が
ほ
し
い
。

・
デ
ー
タ
入
力
し
な
い
よ
う
な
、
も
し
く
は
最
小
限
の
シ
ス
テ
ム
が
よ
い
。

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

7

回
答
例
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④
ウェ
アラ
ブル
デ
バ
イス
調
査
シ
ー
ト

商
品
名

B
IT

概
要

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
（
B
IT
）
を
装
着
し
て
自
律
神
経
（
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
）
を

2
4
時
間
測
定
。

計
測
期
間
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
の
か
、
自
律
神
経
活
動
度
と
交
感
神

経
活
動
度
で
、
職
場
等
で
の
メ
ン
タ
ル
ス
ト
レ
ス
を
客
観
的
評
価
す
る
。

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

メ
モ
リ
ー
保
存
タ
イ
プ
（
M
-B
IT
）

無
線
タ
イ
プ
（
R
-B
IT
）

セ
ン
サ
ー

・
生
体
セ
ン
サ
（
心
電
計
、
温
度
計
、
３
軸
加
速
度
計
）

導
入
メ
リ
ッ
ト

・
未
病
・
未
事
故
の
段
階
で
、
し
っ
か
り
と
従
業
員
の
健
康
状
態
を
把
握

・
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
適
切
か
つ
効
率
的
な
作
業
・
人
員
配
置
が
可
能

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

・
h
tt
p
:/
/w
w
w
.b
it
a
s.
co
.j
p
/B
IT
A
S
-S
T
R
E
S
S
_
JP
N
.h
tm
l

・
h
tt
p
:/
/w
w
w
.b
it
a
s.
co
.j
p
/B
lu
e
_
B
IT
_
Te
ch
_
JP
N
.h
tm
l

・
h
tt
p
:/
/b
it
.r
is
in
g
su
n
.j
p
/b
it
/t
e
ch
n
o
lo
g
y
/

事
例
１

（
１
/３
）

8

回
答
例

④
ウェ
アラ
ブル
デ
バ
イス
調
査
シ
ー
ト

商
品
名

LA
N
C
E
B
A
N
D

概
要

心
拍
、
血
圧
、
ス
ト
レ
ス
、
歩
数
、
移
動
距
離
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
、
睡
眠
の
記
録
が
可
能
。

毎
日
の
運
動
・
健
康
状
態
を
記
録
し
て
い
く
こ
と
で
、
健
康
習
慣
改
善
の
意
識
付
け
が
で
き

る
。
ま
た
、
心
拍
変
動
(H
R
V
)を
も
と
に
ス
ト
レ
ス
度
合
い
が
わ
か
る
簡
易
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
搭
載
。

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

時
計
型

セ
ン
サ
ー

活
動
量
計
測
、
心
拍
計
測
、
血
圧
計
測

導
入
メ
リ
ッ
ト

・
従
業
員
へ
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
運
動
習
慣
の
促
進
支
援
が
で
き
る
。

・
歩
数
や
移
動
距
離
、
睡
眠
時
間
を
毎
日
数
字
で
把
握
で
き
る
た
め
、
目
標
を
持
ち
な
が
ら

健
康
活
動
を
続
け
ら
れ
る
。

・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
数
値
デ
ー
タ
よ
り
自
身
の
健
康
状
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

日
々
の
健
康
管
理
と
、
普
段
は
気
づ
け
な
い
体
の
不
調
、
ス
ト
レ
ス
状
態
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
。

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

・
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m
e
d
v
ig
ila
n
ce
.c
o
m
/l
a
n
ce
b
a
n
d
2

・
h
tt
p
s:
//
q
o
le
a
d
.c
o
m
/s
e
rv
ic
e
/w
e
lf
a
re
/w
e
a
ra
b
le
.h
tm
l

事
例
２

（
２
/３
）

9

④
ウェ
アラ
ブル
デ
バ
イス
調
査
シ
ー
ト

商
品
名

Li
fe
sc
o
re
Q
u
ic
k

概
要

指
先
の
脈
波
を
測
定
す
る
セ
ン
サ
を
使
っ
て
、
約
1
分
間
で
、
「
ス
ト
レ
ス
/リ
ラ
ッ
ク
ス

度
」
と
「
コ
コ
ロ
の
柔
軟
性
」
の
２
つ
の
指
標
か
ら
、
コ
コ
ロ
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
シ
ス
テ
ム
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
が
で
き
、
結
果
も
簡
単
に
確
認
で
き
る
。

タ
イ
プ
（
時
計
型
な
ど
）

装
着
型

セ
ン
サ
ー

指
先
脈
波
セ
ン
サ
ー

導
入
メ
リ
ッ
ト

・
身
体
に
負
担
な
く
、
短
時
間
で
チ
ェ
ッ
ク

・
厚
生
労
働
省
が
提
示
す
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
実
施
可

能
で
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

備
考
（
画
像
な
ど
）

参
考
U
R
L

・
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.w
in
fr
o
n
ti
e
r.
co
m
/w
e
a
ra
b
le
-s
e
n
si
n
g
/l
if
e
sc
o
re
-q
u
ic
k
/

・
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.d
re
a
m
g
a
te
.g
r.
jp
/c
o
n
te
n
ts
/c
a
se
/c
o
m
p
a
n
y
/2
6
9
8
0

事
例
３

（
３
/３
）

10

回
答
例

目
的

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
の
作
業
負
担
の
軽
減
、
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
結
果
の
精
度

を
向
上
さ
せ
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防
ぐ
。

コ
ン
セ
プ
ト

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

対
象
者

産
業
医
、
事
業
者
、
従
業
員

機
能
概
要

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
、
主
観
的
な
質
問
項
目
は
W
e
b
シ
ス
テ
ム
で
従

業
員
に
入
力
し
て
貰
い
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
な
質
問
項
目
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ

イ
ス
を
利
用
す
る
。
そ
の
２
つ
の
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
可
視
化
し
、
産
業
医
が
精
度
の
高

い
判
定
を
で
き
る
よ
う
補
助
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
紙

の
や
り
取
り
の
作
業
負
荷
を
下
げ
る
。

シ
ス
テ
ム
構
成

⑥
開
発
要
件
シ
ー
ト

（
１
/２
）

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

11

回
答
例

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス

W
e
b
シ
ス
テ
ム

ク
ラ
ウ
ド
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⑥
開
発
要
件
シ
ー
ト

導
入
成
果

•作
業
負
荷
の
軽
減

•質
問
票
形
式
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
W
e
b
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
紙
の
や
り
取
り
が
な
く
な
り
、

関
係
す
る
作
業
負
担
が
軽
減
す
る
。

•客
観
的
デ
ー
タ
の
取
得

•多
く
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
か
ら
心
的
負
荷
情
報
を
時
間
別
に
取
得
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
で

き
る
。

•プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

•人
手
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
受
け
渡
し
て
い
た
が
、
デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

シ
ス
テ
ム
の
工
夫
点

（
利
便
性
、
作
業
効
率
、

満
足
度
な
ど
）

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
、
自
動
で
対
象
の
従
業
員
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
。

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
対
象
の
従
業
員
が
長
期
間
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、

担
当
の
産
業
医
に
対
し
て
ア
ラ
ー
ト
メ
ー
ル
を
出
す
。

・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
は
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
を
利
用
し
、
従
業
員
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
。

特
記
事
項

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
生
体
情
報
を
取
得
す
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
は
注

意
を
行
う
。

（
２
/２
）

※
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
、シ
ー
トの
複
製
等
に
より
記
入
す
る
こと

12

回
答
例

④
検
討
シ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
概
要

B
IT
（
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
）
で
計
測
し
た
生
体
情
報
を
、
長
時
間
計
測
し
、
測
定
終

了
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
B
IT
-C
lo
u
d
(ク
ラ
ウ
ド
）
に
デ
ー
タ
を
上
げ
、
デ
ー

タ
解
析
セ
ン
タ
で
解
析
し
た
結
果
を
報
告
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
書
類
か
W
e
b
画
面
で
確
認
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。

シ
ス
テ
ム
構
成

入
力
デ
ー
タ

・
ユ
ー
ザ
ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド

出
力
デ
ー
タ

・
時
間
（
出
社
前
、
在
社
時
、
退
社
時
、
在
床
時
）

・
自
律
神
経
活
動
の
大
き
さ

・
交
感
神
経
活
動
の
大
き
さ

・
交
換
神
経
活
動
の
判
定
結
果

（
１
/２
）

13

回
答
例

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス

デ
ー
タ
解
析

ク
ラ
ウ
ド

郵
送

④
検
討
シ
ー
ト

利
用
方
法

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
」
の
項
目
の
う
ち
、
B
の
項
目

は
心
身
の
ス
ト
レ
ス
反
応
に
つ
い
て
の
項
目
の
た
め
、
こ
の
内
容
を
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ

イ
ス
で
検
査
す
る
。

導
入
成
果

・
客
観
的
な
デ
ー
タ
の
取
得

・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の
生
体
情
報
か
ら
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
デ
ー
タ
の
解
析

・
デ
ー
タ
解
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
律
神
経
活
動
の
状
態
を
確
認
し
、
ス

ト
レ
ス
の
発
生
時
間
や
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
か
わ
か
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
の

原
因
を
特
定
す
る
手
助
け
に
な
る
。

特
記
事
項

・
「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
」
の
項
目
の
う
ち
、
主
観
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
A
の
ス

ト
レ
ス
の
原
因
、
C
の
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
状
況
な
ど
は
網
羅
さ
れ
て
い
な
い
。
網
羅
性
を
持

つ
た
め
に
は
別
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。

・
デ
ー
タ
解
析
の
結
果
は
、
書
類
か
デ
ー
タ
解
析
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
ロ
グ
イ
ン
に
よ

る
提
供
し
か
な
い
た
め
、
デ
ー
タ
の
み
の
提
供
が
な
い
。

（
２
/２
）

14

回
答
例
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講
師

主
導

型
PB

L
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クシ
ス

テ
ム

開
発

案
件

【指
導

ガ
イド

】

学
習

要
項

1

学
習
目
標

仮
想

的
な

医
療

IT
シ

ス
テ

ム
の

導
入

プ
ロジ

ェク
トに

チ
ー

ム
で

取
り組

み
、医

療
IT

に
関

す
る

実
践

力
を

身
に

付
け

る
。

医
療

IT
シ

ス
テ

ム
導

入
（

企
画

・提
案

・基
本

設
計

）
の

プ
ロセ

ス
・作

業
内

容
を理

解
で

き
る

。
医

療
IT

シ
ス

テ
ム

導
入

に
お

け
る

課
題

の
解

決
が

で
き

る
。

学
習
テ
ー
マ

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
を活

用
した

シ
ス

テ
ム

開
発

の
検

討
、提

案
、設

計

学
習
設
定

受
講

者
た

ち
は

、大
山

病
院

の
シ

ス
テ

ム
開

発
企

画
課

で
あ

る
。

病
院

長
か

らウ
ェア

ラブ
ル

デ
バ

イス
を利

用
した

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クシ

ス
テ

ム
の

開
発

を
依

頼
され

た
。

受
講

者
た

ち
は

シ
ス

テ
ム

開
発

に
お

け
る

検
討

、提
案

、設
計

を
担

当
す

る
。

前
提
知
識

情
報

技
術

者
カリ

キ
ュラ

ム
体

系
を中

核
とす

る
学

科
に

所
属

す
る

専
門

学
校

生
や

従
来

型
の

IT
技

術
者

（
IT

ス
キ

ル
標

準
レベ

ル
２

も
しく

は
３

）

実
施
時
間

37
.5

時
間

（
1.

5時
間

×
25

コマ
）

ST
EP

1
状

況
分

析

2

項
目

内
容

学
習
ス
テ
ップ

ST
EP

１
状

況
分

析
学
習
者
へ
の
課
題

シ
ス

テ
ム

開
発

に
あ

た
り、

業
務

知
識

を理
解

し、
関

係
者

に
ヒア

リン
グ

を
行

い
、確

認
した

状
況

に
基

づ
い

て
ニー

ズ
や

課
題

を
把

握
す

る
。

学
習
者
の
提
示
す
る
情
報

ま
た
は
情
報
源

①
講

師
主

導
型

PB
L【

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クシ

ス
テ

ム
】

②
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

③
ST

EP
1 

資
料

1_
導

入
マ

ニュ
ア

ル
（

必
要

に
応

じて
）

④
ST

EP
1 

資
料

2_
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク簡
易

調
査

票
（

必
要

に
応

じて
）

⑤
ST

EP
1 

資
料

3_
高

ス
トレ

ス
判

定
方

法
（

必
要

に
応

じて
）

学
習
者
が
行
う作
業

①
業

務
知

識
とし

て
の

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
を

理
解

し、
整

理
して

まと
め

る
。

②
ヒア

リン
グ

の
準

備
を

す
る

。
③

ヒア
リン

グ
を

実
施

す
る

。
④

ヒア
リン

グ
の

結
果

を
まと

め
、シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
ニー

ズ
の

把
握

す
る

。
学
習
者
の
成
果
物

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
•

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

•
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
講
師
の
役
割

•
産

業
医

•
企

業
の

担
当

者
/従

業
員

所
要
時
間

6.
0時

間
（

1.
5時

間
×

4コ
マ

）

1.
指
導
内
容
の
概
要

3

コン
ピ
テ
ン
シ
ー

指
導
目
標

チ
ー
ム
活
動

•
新

た
な

事
実

が
明

らか
に

な
った

場
合

や
、講

師
・チ

ー
ム

メン
バ

か
らの

本
質

的
な

コメ
ント

を
受

け
た

場
合

に
は

、再
度

検
討

・見
直

しを
行

うな
ど柔

軟
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

る
。

•
講

師
や

チ
ー

ム
メン

バ
か

らの
質

問
に

対
し、

的
を得

た
回

答
や

助
言

を
行

うこ
とが

で
き

る
。

情
報
分
析
力

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

に
関

す
る

情
報

を収
集

し、
それ

を分
析

して
業

務
知

識
とし

て
理

解
す

る
こと

が
で

き
る

。
•

必
要

な
情

報
、不

要
な

情
報

を
正

確
に

切
り分

け
す

る
こと

が
で

き
る

。
•

理
解

した
業

務
知

識
を

チ
ー

ム
メン

バ
と共

有
す

る
こと

が
で

きる
。

ヒア
リン
グ
能
力

•
対

象
者

に
対

して
適

切
な

質
問

が
で

きる
。

•
ヒア

リン
グ

を
実

施
す

る
前

に
、業

務
知

識
や

質
問

票
の

記
載

な
ど、

ヒア
リン

グ
を

予
測

して
準

備
す

る
こと

が
が

で
き

る
。

•
回

答
が

曖
昧

な
場

合
は

、曖
昧

な
点

を適
切

に
指

摘
し、

的
確

な
回

答
を貰

うこ
とが

で
きる

。
•

ヒア
リン

グ
した

結
果

を
忘

れ
な

い
よう

に
メモ

す
る

こと
が

で
き、

ヒア
リン

グ
終

了
後

、読
み

返
して

回
答

や
自

分
の

思
った

こと
を

思
い

出
す

こと
が

で
きる

。

2.
指
導
目
標

ST
EP

1
状

況
分

析
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4

項
目

内
容

成
果
物

①
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
の
整
理

シ
ス

テ
ム

化
に

あ
た

り、
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

が
どの

よ
うな

も
の

か
、

「目
的

」「
対

象
者

」「
実

施
者

」「
手

段
」な

どを
イン

ター
ネ

ット
や

資
料

を
利

用
して

情
報

の
整

理
を行

う。

•ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
調

査
結

果
シ

ー
ト

②
ヒア
リン
グ
の
準
備

ヒア
リン

グ
に

向
け

て
事

前
に

対
象

者
の

こと
を

念
頭

に
お

い
て

質
問

を
考

え
、そ

れ
を

ヒア
リン

グ
シ

ー
トに

記
載

す
る

。
・ヒ

ア
リン

グ
シ

ー
ト

③
ヒア
リン
グ
の
実
施

②
ヒア

リン
グ

の
準

備
の

質
問

を
対

象
者

に
実

施
す

る
。

・ヒ
ア

リン
グ

シ
ー

ト
④

ヒア
リン
グ
の
結
果
整
理

③
ヒア

リン
グ

の
実

施
の

結
果

を
、「

実
施

方
法

」「
利

用
者

の
課

題
」を

チ
ー

ム
ご

とに
まと

め
る

。
・ヒ

ア
リン

グ
ま

とめ
シ

ー
ト

3.
提
示
す
る
課
題

ST
EP

1
状

況
分

析

5

項
目

内
容

①
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
の
整
理

•調
査

す
る

前
に

指
示

され
て

い
る

内
容

を
正

確
に

把
握

して
、調

査
す

る
た

め
の

キ
ー

ワ
ー

ドの
選

び
方

、調
査

に
か

け
られ

る
時

間
な

どを
相

談
す

る
よう

指
導

す
る

。
•配

布
した

資
料

は
必

要
な

情
報

、不
要

な
情

報
を

整
理

し、
チ

ー
ム

で
共

有
で

きる
よう

指
導

す
る

。
•思

った
よ

うな
調

査
結

果
が

得
られ

な
そう

な
場

合
は

、関
連

した
情

報
を含

め
て

調
査

す
る

よ
うア

ドバ
イス

す
る

。
②

ヒア
リン
グ
の
準
備

•ヒ
ア

リン
グ

対
象

は
、産

業
医

、事
業

者
、従

業
員

で
あ

る
こと

を
伝

え
、そ

の
対

象
者

を
想

定
して

、対
象

者
が

抱
え

て
い

る
現

状
の

課
題

、シ
ス

テ
ム

化
に

求
め

て
い

る
こと

を聞
き

だ
せ

る
よ

うな
質

問
を

考
え

る
よう

指
導

す
る

。
•①

で
調

査
した

内
容

を理
解

した
上

で
、業

務
的

な
知

識
を

質
問

で
きる

よ
う指

導
す

る
。

•質
問

は
よ

り具
体

的
な

文
章

に
す

る
よ

う指
導

す
る

。
•質

問
が

思
い

浮
か

ば
な

い
場

合
は

、シ
ス

テ
ム

化
の

目
的

は
、対

象
者

の
負

担
の

軽
減

や
、利

用
者

が
抱

え
て

い
る

課
題

の
改

善
が

一
般

的
で

あ
る

た
め

、そ
の

視
点

か
ら何

か
質

問
は

な
い

か
アド

バ
イス

す
る

。

4.
指
導
の
留
意
点

ST
EP

1
状

況
分

析

6

項
目

内
容

③
ヒア
リン
グ
の
実
施

•ヒ
ア

リン
グ

は
相

手
の

こと
を

よく
見

て
、自

分
本

位
で

一
方

的
に

な
らな

い
よう

指
導

す
る

。
•相

手
が

回
答

して
い

る
際

は
、話

の
腰

を折
らず

話
を最

後
まで

全
部

聞
き、

具
体

的
に

わ
か

らな
い

こと
が

あ
れ

ば
確

認
す

る
こと

が
で

き
る

よ
う指

導
す

る
。

•講
師

の
回

答
は

、次
頁

の
「資

料
：

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク方

法
」「

資
料

：
利

用
者

の
課

題
」を

想
定

し、
回

答
す

る
。

•資
料

以
外

に
は

、以
下

の
サ

イト
な

どを
参

考
に

す
る

。
Al

tP
ap

er
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク
ht

tp
s:

//
w

w
w

.a
ltp

ap
er

.n
et

/b
/6

89
0

産
業

医
トー

タル
サ

ポ
ー

ト
ht

tp
s:

//
sa

ng
yo

ui
.m

3c
ar

ee
r.

co
m

/s
er

vi
ce

/b
lo

g/
08

00
9/

HR
総

研
：

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
実

施
状

況
に

関
す

る
調

査
結

果
報

告
ht

tp
s:

//
w

w
w

.h
rp

ro
.c

o.
jp

/r
es

ea
rc

h_
de

ta
il.

ph
p?

r_
no

=
16

4

④
ヒア
リン
グ
の
結
果
整
理

•ヒ
ア

リン
グ

結
果

は
、「

現
在

の
正

確
な

状
況

」「
利

用
者

の
課

題
」を

観
点

とし
て

、チ
ー

ム
で

話
し合

い
を

行
い

、資
料

とし
て

ま
とめ

る
よ

う指
導

す
る

。
•発

言
の

少
な

い
メン

バ
ー

に
対

して
は

、ヒ
ント

を
与

え
る

な
ど発

言
を促

す
よ

うに
す

る
。

ST
EP

1
状

況
分

析

7

ST
EP

1
状

況
分

析

資
料
：
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
方
法

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
の
記
入

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
の
回
収

ス
ト
レ
ス
状
況
の
評
価

医
師
の
面
接
指
導
要
否
判
定

ス
ト
レ
ス
状
況
の
集
計
・
分
析

年
に
一
回

結
果
通
知
配
布

結
果
通
知
受
領

医
師
へ
の
面
接
依
頼

医
師
へ
の
面
接
依
頼

医
師
に
よ
る
面
接
指
導

就
業
措
置
の
実
施

労
働
基
準
監
督
署
へ
実
施
結
果
提
出

職
場
環
境
改
善

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
の
配
布

産
業
医

事
業
者

従
業
員

紙
を
利
用

人
が
集
め
て
、
渡
し
て
い
る

手
入
力
で
デ
ー
タ
を
E
xc
e
lに

入
れ
て
計
算
し
て
い
る
。

E
xc
e
lで
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
。

479
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ST
EP

1
状

況
分

析

資
料
：
利
用
者
の
課
題

産
業
医

事
業
者

従
業
員

①
対
象
者
を
確
認
し
、
質
問
票
を
配

布
し
た
り
、
回
収
状
況
を
確
認
し

た
り
し
て
、
非
常
に
手
間
が
か
か

る
。

②
事
業
者
と
し
て
従
業
員
の
健
康
管

理
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

こ
の
作
業
量
に
対
し
て
、
人
手
も

か
な
り
か
け
な
い
と
な
ら
ず
負
担

が
か
か
る
。

①
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
か
か
る
時

間
は
1
0
～
2
0
分
程
度
だ
け
ど
、

個
人
情
報
な
の
で
担
当
者
に
直
接

渡
す
た
め
、
も
っ
と
時
間
が
か

か
っ
て
い
る

②
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
て
る
と
き
ほ

ど
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
票
の
回

答
が
面
倒
。

③
事
業
者
に
出
す
の
で
、
正
直
な
こ

と
を
書
い
て
問
題
が
発
生
し
た
ら
、

責
め
ら
れ
そ
う
で
怖
い
。

④
忙
し
い
の
で
、
適
当
に
書
い
て
い

る
。

⑤
手
軽
に
し
て
ほ
し
い
。

⑥
質
問
票
以
外
の
方
法
は
な
い
の
か

な
ぁ
と
思
う
。

⑦
本
当
に
こ
ん
な
テ
ス
ト
で
ス
ト
レ

ス
が
本
当
に
わ
か
る
の
か
と
思
う
。

①
ス
ト
レ
ス
状
況
を
従
業
員
の
主
観

的
な
回
答
だ
け
で
な
く
、
客
観
的

な
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
タ
も

ほ
し
い
。

②
今
ま
で
自
分
で
分
析
す
る
た
め
に

手
動
で
集
計
し
て
い
た
が
、
シ
ス

テ
ム
化
に
あ
た
り
自
動
で
デ
ー
タ

が
入
り
、
簡
易
的
な
分
析
は
行
っ

て
ほ
し
い
。

③
ス
ト
レ
ス
状
況
を
事
業
者
単
位
で

集
計
し
、
分
析
さ
れ
た
結
果
を
簡

単
に
確
認
し
た
い
。

9

成
果
物

評
価
の
方
法
・ポ
イ
ン
ト

①
ス
トレ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
調
査
シ
ー
ト

•
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

に
つ

い
て

十
分

理
解

した
こと

を
見

て
取

れ
る

か
•

調
査

結
果

が
十

分
活

用
され

て
い

る
か

どう
か

•
目

的
を

しっ
か

り理
解

で
きて

い
る

か
どう

か
•

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
は

、「
ス

トレ
ス

の
原

因
」「

ス
トレ

ス
に

よ
る

心
身

の
自

覚
症

状
の

有
無

」「
労

働
者

に
対

す
る

周
囲

の
サ

ポ
ー

ト有
無

」で
あ

り、
この

内
容

を
満

た
せ

ば
、

事
業

者
が

策
定

で
きる

こと
を

理
解

して
い

る
か

どう
か

•
「特

記
事

項
」「

注
意

事
項

」「
備

考
」を

記
載

して
い

る
か

どう
か

②
ヒア
リン
グ
シ
ー
ト

•
相

手
が

回
答

しや
す

い
質

問
か

どう
か

•
質

問
の

構
成

が
しっ

か
りし

て
い

る
か

どう
か

。（
同

じテ
ー

マ
の

も
の

は
続

け
て

、バ
ラバ

ラに
しな

い
な

ど）
•

質
問

の
工

夫
は

され
て

い
る

か
どう

か
（

最
初

に
簡

単
な

質
問

をす
る

な
ど）

•
質

問
の

件
数

が
適

切
か

（
多

す
ぎ

た
り、

少
な

す
ぎ

た
りし

な
い

か
）

•
産

業
医

、事
業

者
、従

業
員

に
対

して
それ

ぞ
れ

に
質

問
が

想
定

され
て

い
る

か
どう

か
。

③
ヒア
リン
グ
ま
とめ
シ
ー
ト

•
現

在
実

施
して

い
る

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クの

実
施

方
法

が
十

分
理

解
で

き
て

い
る

か
•

「紙
」で

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クし

て
い

る
こと

、そ
の

「紙
」か

ら産
業

医
が

デ
ー

タを
起

こし
て

い
る

こと
な

どが
把

握
され

て
い

る
か

どう
か

•
利

用
者

の
課

題
が

「産
業

医
」「

事
業

者
」「

従
業

員
」に

分
か

れ
て

整
理

で
きる

か
どう

か

5.
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

ST
EP

1
状

況
分

析

ST
EP

２
要

件
分

析

10

項
目

内
容

学
習
ス
テ
ップ

ST
EP

２
要

件
分

析
学
習
者
へ
の
課
題

ST
EP

1
状

況
分

析
フェ

ー
ズ

で
作

成
した

ヒア
リン

グ
シ

ー
トを

基
に

、要
望

/課
題

を整
理

・分
析

し、
さら

に
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
を

実
施

して
、開

発
要

件
を作

成
す

る
。

学
習
者
の
提
示
す
る
情
報

ま
た
は
情
報
源

①
講

師
主

導
型

PB
L【

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クシ

ス
テ

ム
】

②
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

③
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
④

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

⑤
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
学
習
者
が
行
う作
業

①
ヒア

リン
グ

か
らの

要
望

/課
題

の
整

理
・分

析
す

る
。

②
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
と調

査
結

果
をま

とめ
る

。
③

開
発

要
件

を
策

定
す

る
。

学
習
者
の
成
果
物

•
課

題
分

析
シ

ー
ト

•
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

シ
ー

ト
•

開
発

要
件

シ
ー

ト
講
師
の
役
割

•
上

司
役

所
要
時
間

7.
5時

間
（

1.
5時

間
×

5コ
マ

）

1.
指
導
内
容
の
概
要

11

コン
ピ
テ
ン
シ
ー

指
導
目
標

チ
ー
ム
活
動

•
新

た
な

事
実

が
明

らか
に

な
った

場
合

や
、講

師
・チ

ー
ム

メン
バ

か
らの

本
質

的
な

コメ
ント

を
受

け
た

場
合

に
は

、再
度

検
討

・見
直

しを
行

うな
ど柔

軟
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

る
。

•
講

師
や

チ
ー

ム
メン

バ
か

らの
質

問
に

対
し、

的
を得

た
回

答
や

助
言

を
行

うこ
とが

で
き

る
。

情
報
分
析
力

•
本

シ
ス

テ
ム

に
適

した
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

情
報

を
収

集
す

る
こと

が
で

き
る

。
•

調
査

した
事

例
に

対
して

チ
ー

ム
メン

バ
と共

有
す

る
こと

が
で

き
る

。
企
画
提
案
力

•
現

状
分

析
を

踏
ま

え
た

上
で

、シ
ス

テ
ム

を実
現

す
る

た
め

に
、ビ

ジ
ョン

を
も

って
開

発
要

件
を作

成
す

る
こと

が
で

き
る

。
交
渉
調
整
力

•
チ

ー
ム

内
で

意
見

が
対

立
した

場
合

は
、ノ

ー
トに

意
見

をま
とめ

た
り、

他
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

み
た

りし
て

、対
立

を
解

消
す

る
よ

うチ
ー

ム
の

橋
渡

し的
な

役
割

を果
た

す
こと

が
で

き
る

。

2.
指
導
目
標

ST
EP

２
要

件
分

析

480
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項
目

内
容

成
果
物

①
課
題
/要
望
の
整
理
・分
析

ヒア
リン

グ
で

得
た

情
報

を基
に

、現
在

の
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

実
施

に
お

い
て

の
課

題
や

要
望

を整
理

す
る

。
•課

題
分

析
シ

ー
ト

②
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
調
査

①
課

題
/要

望
の

整
理

・分
析

を
基

に
、必

要
な

ウェ
アラ

ブ
ル

デ
バ

イス
に

つ
い

て
調

査
を

し、
その

結
果

を資
料

とし
て

ま
とめ

、発
表

す
る

。

・ウ
ェア

ラブ
ル

デ
バ

イス
調

査
シ

ー
ト

③
開
発
要
件
の
策
定

①
課

題
/要

望
の

整
理

・分
析

と②
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

を
も

とに
、開

発
要

件
を

策
定

し、
その

内
容

を
発

表
す

る
。

・開
発

要
件

シ
ー

ト

3.
提
示
す
る
課
題

ST
EP

２
要

件
分

析

13

項
目

内
容

①
課
題
/要
望
の
整
理
・分
析

•ヒ
ア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

トか
ら現

在
の

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
の

や
り方

とし
て

、ど
の

よ
うな

こと
が

課
題

とな
って

い
る

か
、要

望
とな

って
い

る
か

まと
め

る
よう

指
導

す
る

。
②

ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
調
査

•調
査

す
る

前
に

指
示

され
て

い
る

内
容

を
正

確
に

把
握

して
、調

査
す

る
た

め
の

キ
ー

ワ
ー

ドの
選

び
方

、チ
ー

ム
内

で
の

役
割

分
担

、調
査

に
か

け
られ

る
時

間
な

どを
相

談
す

る
よ

う指
導

す
る

。
•思

った
よ

うな
調

査
結

果
が

得
られ

な
そう

な
場

合
は

、ウ
ェア

ラブ
ル

デ
バ

イス
を

通
して

どの
よ

うな
デ

ー
タが

ほ
しい

か
をア

ドバ
イス

す
る

。
③

開
発
要
件
の
策
定

•①
課

題
/要

望
の

整
理

・分
析

、②
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

調
査

結
果

を基
に

、ど
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
化

を
す

る
か

イメ
ー

ジ
す

る
よう

指
導

す
る

。
•チ

ー
ム

内
で

どん
な

課
題

や
要

望
を

解
消

す
る

か
を

明
確

に
し、

「目
的

」や
「コ

ンセ
プ

ト」
を

決
定

す
る

よう
指

導
す

る
。

•「
シ

ス
テ

ム
構

成
」に

お
い

て
は

、図
な

どを
利

用
して

も
よい

とア
ドバ

イス
す

る
。

•「
導

入
成

果
」を

考
え

る
こと

に
よっ

て
、よ

り具
体

的
な

シ
ス

テ
ム

をイ
メー

ジ
で

き
る

よ
うに

ア
ドバ

イス
す

る
。

•「
シ

ス
テ

ム
の

工
夫

点
」に

つ
い

て
は

、チ
ー

ム
内

で
活

発
に

ア
イデ

ィア
を

出
す

よ
うに

促
す

。
例

え
ば

具
体

的
な

技
術

イメ
ー

ジ
が

で
きな

くて
も

、発
言

す
る

よ
うに

アド
バ

イス
す

る
。

•必
要

に
応

じて
、補

足
の

資
料

な
ど追

加
して

よい
こと

を伝
え

る
。

4.
指
導
の
留
意
点

ST
EP

２
要

件
分

析

14

成
果
物

評
価
の
方
法
・ポ
イ
ン
ト

①
課
題
分
析
シ
ー
ト

•
ヒア

リン
グ

結
果

を
充

分
活

用
で

きて
い

る
か

どう
か

•
ヒア

リン
グ

結
果

か
ら視

点
を

切
り替

え
て

、シ
ス

テ
ム

化
を考

え
た

場
合

に
、業

務
とし

て
の

課
題

を
把

握
で

き
て

い
る

か
どう

か
②

ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
調
査
結
果

シ
ー
ト

•
調

査
した

結
果

が
本

シ
ス

テ
ム

に
適

切
か

どう
か

•
それ

ぞ
れ

の
事

例
に

対
して

、相
違

点
や

特
徴

を
把

握
して

い
る

か
どう

か
•

導
入

の
成

果
だ

け
で

な
く、

デ
メリ

ット
も

把
握

して
い

る
か

どう
か

•
発

表
の

際
事

例
を

な
ぜ

選
ん

だ
が

、重
視

した
点

な
どを

発
表

で
き

る
か

どう
か

③
開
発
要
件
シ
ー
ト

•
「導

入
成

果
」「

シ
ス

テ
ム

構
成

図
」な

どか
らシ

ス
テ

ム
化

の
イメ

ー
ジ

を
どれ

だ
け

で
きて

い
る

か
どう

か
•

①
課

題
分

析
で

検
討

した
内

容
を充

分
活

用
して

い
る

か
どう

か
•

②
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

の
調

査
を充

分
活

用
して

い
る

か
どう

か
•

シ
ス

テ
ム

の
工

夫
点

な
ど独

自
性

が
あ

る
か

どう
か

•
開

発
要

件
シ

ー
トに

書
か

れ
て

い
る

こと
で

矛
盾

は
な

い
か

•
発

表
の

際
に

、チ
ー

ム
で

考
え

た
こと

をし
っか

り発
表

で
き

る
か

どう
か

5.
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

ST
EP

２
要

件
分

析
ST

EP
３

要
件

定
義

書
作

成

15

項
目

内
容

学
習
ス
テ
ップ

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

学
習
者
へ
の
課
題

導
入

す
る

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
シ

ス
テ

ム
の

検
討

と、
ST

EP
２

要
件

分
析

フェ
ー

ズ
で

作
成

した
開

発
要

件
シ

ー
トを

合
わ

せ
て

要
件

定
義

書
を策

定
す

る
。

学
習
者
の
提
示
す
る
情
報

ま
た
は
情
報
源

①
講

師
主

導
型

PB
L【

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クシ

ス
テ

ム
】

②
プ

ロジ
ェク

ト案
件

概
略

③
ス

トレ
ス

チ
ェッ

ク制
度

調
査

結
果

シ
ー

ト
④

ヒア
リン

グ
シ

ー
ト

⑤
ヒア

リン
グ

ま
とめ

シ
ー

ト
⑥

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
調

査
結

果
シ

ー
ト

⑦
開

発
要

件
シ

ー
ト

学
習
者
が
行
う作
業

①
導

入
す

る
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

シ
ス

テ
ム

の
検

討
を行

う。
②

今
ま

で
の

調
査

・検
討

を踏
まえ

て
要

件
定

義
書

を
策

定
す

る
。

学
習
者
の
成
果
物

•
検

討
シ

ー
ト

•
要

件
定

義
書

講
師
の
役
割

•
上

司
•

大
山

病
院

長
•

産
業

医
/企

業
の

担
当

者
/従

業
員

な
どエ

ンド
ユ

ー
ザ

ー
所
要
時
間

7.
5時

間
（

1.
5時

間
×

5コ
マ

）

1.
指
導
内
容
の
概
要

481
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コン
ピ
テ
ン
シ
ー

指
導
目
標

チ
ー
ム
活
動

•
新

た
な

事
実

が
明

らか
に

な
った

場
合

や
、講

師
・チ

ー
ム

メン
バ

か
らの

本
質

的
な

コメ
ント

を
受

け
た

場
合

に
は

、再
度

検
討

・見
直

しを
行

うな
ど柔

軟
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

る
。

•
講

師
や

チ
ー

ム
メン

バ
か

らの
質

問
に

対
し、

的
を得

た
回

答
や

助
言

を
行

うこ
とが

で
き

る
。

情
報
分
析
力

•
導

入
す

る
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

情
報

を
資

料
か

ら必
要

な
情

報
を整

理
す

る
こと

が
で

きる
。

•
整

理
した

内
容

に
対

して
チ

ー
ム

メン
バ

と共
有

す
る

こと
が

で
き

る
。

企
画
提
案
力

•
今

ま
で

の
検

討
・調

査
か

らシ
ス

テ
ム

を実
現

す
る

た
め

に
、要

件
定

義
書

を
作

成
す

る
こと

が
で

き
る

。
交
渉
調
整
力

•
チ

ー
ム

内
で

意
見

が
対

立
した

場
合

は
、ノ

ー
トに

意
見

をま
とめ

た
り、

他
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

み
た

りし
て

、対
立

を
解

消
す

る
よ

うチ
ー

ム
の

橋
渡

し的
な

役
割

を果
た

す
こと

が
で

き
る

。

2.
指
導
目
標

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

17

項
目

内
容

成
果
物

①
導
入
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の

検
討

提
示

され
た

資
料

を基
に

、導
入

す
る

ウェ
アラ

ブ
ル

デ
バ

イス
の

特
徴

や
シ

ス
テ

ム
構

成
な

どを
読

み
解

き
、入

出
力

デ
ー

タ、
導

入
成

果
な

どを
検

討
す

る
。

•検
討

シ
ー

ト

②
要
件
定
義
書
作
成

ST
EP

2フ
ェー

ズ
で

作
成

した
開

発
要

件
と、

①
導

入
ウェ

ア
ラブ

ル
デ

バ
イス

を
基

に
、顧

客
との

最
終

合
意

す
る

た
め

に
要

件
定

義
書

を
策

定
す

る
。

・要
件

定
義

書

3.
提
示
す
る
課
題

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

18

項
目

内
容

①
導
入
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の

検
討

•導
入

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
の

検
討

は
、い

つ
、誰

が
、ど

こで
、何

を
、ど

の
よう

な
課

題
を

解
消

す
る

の
か

アプ
ロー

チ
す

る
よ

う指
導

す
る

。
•デ

ー
タの

イン
プ

ット
、ア

ウト
プ

ット
に

注
目

す
る

よ
うア

ドバ
イス

す
る

。特
に

グ
ラフ

で
出

力
さ

れ
て

い
る

項
目

に
つ

い
て

注
目

す
る

よ
う促

す
。

•資
料

を
読

み
解

く際
に

、難
解

な
用

語
や

専
門

用
語

が
あ

った
場

合
は

、用
語

の
定

義
を

チ
ー

ム
内

で
共

有
で

きる
よう

指
導

す
る

。（
単

純
な

抜
出

で
は

な
く、

理
解

で
きる

よ
うな

定
義

とす
る

。）
•検

討
が

難
しい

場
合

は
、シ

ス
テ

ム
構

成
や

概
要

図
とい

った
体

系
図

か
ら理

解
す

る
よう

ア
ア

ドバ
イス

す
る

。
•今

回
導

入
を

検
討

す
る

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
は

、（
株

）
人

間
と科

学
の

研
究

所
の

BI
Tと

い
う商

品
を

モデ
ル

とし
て

い
る

。資
料

は
課

題
に

合
わ

せ
て

、情
報

を
抜

粋
して

い
る

。
•元

情
報

は
以

下
の

サ
イト

で
あ

り、
必

要
に

応
じて

参
考

に
す

る
。

BI
TA

S 
メン

タル
ス

トレ
ス

チ
ェッ

クソ
リュ

ー
シ

ョン
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ita
s.

co
.jp

/B
IT

AS
-S

TR
ES

S_
JP

N.
ht

m
l

BI
TA

S 
BI

Tテ
クノ

ロジ
ー

ht
tp

:/
/w

w
w

.b
ita

s.
co

.jp
/B

lu
e_

BI
T_

Te
ch

_J
PN

.h
tm

l
旭

商
事

BI
T・

内
面

検
診

シ
ス

テ
ム

の
技

術
ht

tp
:/

/b
it.

ris
in

gs
un

.jp
/b

it/
te

ch
no

lo
gy

/

4.
指
導
の
留
意
点

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

19

項
目

内
容

②
要
件
定
義
書
作
成

•要
件

定
義

書
とは

、ク
ライ

ア
ント

の
要

件
を明

らか
に

し、
その

要
件

に
対

して
どの

よう
に

解
決

す
る

か
提

案
す

る
資

料
で

あ
る

こと
を

指
導

す
る

。
•ま

た
大

山
病

院
長

か
らデ

ー
タの

受
け

渡
しが

オ
ンラ

イン
に

な
った

こと
に

注
目

す
る

よ
うア

ド
バ

イス
す

る
。

•演
習

資
料

「職
業

性
ス

トレ
ス

簡
易

調
査

票
」の

チ
ェッ

ク項
目

が
本

シ
ス

テ
ム

の
チ

ェッ
ク項

目
で

あ
る

こと
を気

づ
か

せ
る

よ
うに

促
す

。
•要

件
定

義
書

を
作

成
す

る
上

で
、参

考
UR

Lや
自

分
た

ち
で

調
査

して
、ど

の
よ

うな
記

載
が

あ
る

の
か

確
認

す
る

よう
指

導
す

る
。

•本
来

の
要

件
定

義
書

は
非

常
に

広
い

範
囲

を
網

羅
す

る
た

め
、課

題
で

作
成

で
き

る
範

囲
を

提
示

して
い

る
。時

間
が

余
れ

ば
他

の
項

目
も

作
成

して
も

よ
い

が
、時

間
配

分
に

は
注

意
す

る
よ

う促
す

。
•作

成
す

る
項

目
が

多
い

た
め

、チ
ー

ム
の

中
で

役
割

分
担

を
行

わ
な

け
れ

ば
、作

業
時

間
を

超
え

て
しま

う。
効

率
的

に
実

施
で

きる
よう

ア
ドバ

イス
を

す
る

。
•プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

の
際

に
は

、誰
が

どの
よう

に
発

表
す

る
か

事
前

に
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
して

お
くよ

うア
ドバ

イス
す

る
。

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

482



20

成
果
物

評
価
の
方
法
・ポ
イ
ン
ト

①
検
討
シ
ー
ト

•
導

入
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
「シ

ス
テ

ム
概

要
」「

シ
ス

テ
ム

構
成

」「
入

力
デ

ー
タ」

「出
力

デ
ー

タ」
「利

用
方

法
」「

導
入

成
果

」が
す

べ
て

記
載

され
て

い
る

か
どう

か
•

専
門

用
語

や
表

現
が

難
しい

用
語

に
対

して
、積

極
的

に
チ

ー
ム

で
用

語
の

定
義

が
共

有
され

て
い

る
か

どう
か

•
誰

か
一

人
に

ま
か

せ
る

の
で

は
な

く、
チ

ー
ム

で
整

理
して

い
る

か
どう

か
②

要
件
定
義
書

•
課

題
の

状
況

設
定

を充
分

理
解

した
こと

を
見

て
取

れ
る

か
•

ス
トレ

ス
チ

ェッ
ク制

度
の

職
業

性
ス

トレ
ス

簡
易

調
査

票
の

項
目

が
ウェ

アラ
ブル

デ
バ

イス
導

入
に

よ
って

どの
よう

に
変

わ
る

か
示

され
て

い
る

か
•

資
料

全
体

を
通

して
矛

盾
が

な
い

か
どう

か
•

難
しい

項
目

に
対

して
は

チ
ー

ム
内

で
協

力
して

解
決

して
い

る
か

どう
か

•
シ

ス
テ

ム
的

な
専

門
的

な
用

語
を使

用
す

る
場

合
、注

釈
や

表
現

を
変

更
す

る
な

どの
工

夫
が

され
て

い
る

か
どう

か

5.
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

ST
EP

３
要

件
定

義
書

作
成

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

21

項
目

内
容

学
習
ス
テ
ップ

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

学
習
者
へ
の
課
題

SE
TP

３
要

件
定

義
書

作
成

フェ
ー

ズ
で

作
成

した
資

料
を

基
に

、基
本

設
計

書
を策

定
す

る
。

学
習
者
の
提
示
す
る
情
報

ま
た
は
情
報
源

①
講

師
主

導
型

PB
L【

ス
トレ

ス
チ

ェッ
クシ

ス
テ

ム
】

②
要

件
定

義
書

学
習
者
が
行
う作
業

①
基

本
設

計
書

業
務

フロ
ー

作
成

②
基

本
設

計
書

機
能

一
覧

表
作

成
③

基
本

設
計

書
ネ

ット
ワ

ー
ク構

成
図

作
成

④
基

本
設

計
書

画
面

遷
移

図
作

成
⑤

基
本

設
計

書
画

面
レ

イア
ウト

作
成

⑥
基

本
設

計
書

テ
ー

ブ
ル

定
義

作
成

学
習
者
の
成
果
物

•
基

本
設

計
書

講
師
の
役
割

•
上

司
•

大
山

病
院

長
所
要
時
間

15
時

間
（

1.
5時

間
×

10
コマ

）

1.
指
導
内
容
の
概
要

22

コン
ピ
テ
ン
シ
ー

指
導
目
標

チ
ー
ム
活
動

•
新

た
な

事
実

が
明

らか
に

な
った

場
合

や
、講

師
・チ

ー
ム

メン
バ

か
らの

本
質

的
な

コメ
ント

を
受

け
た

場
合

に
は

、再
度

検
討

・見
直

しを
行

うな
ど柔

軟
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

る
。

•
講

師
や

チ
ー

ム
メン

バ
か

らの
質

問
に

対
し、

的
を得

た
回

答
や

助
言

を
行

うこ
とが

で
き

る
。

情
報
分
析
力

•
基

本
設

計
書

の
書

き方
や

サ
ンプ

ル
を調

査
し必

要
な

情
報

を
整

理
す

る
こと

が
で

き
る

。
•

整
理

した
内

容
に

対
して

チ
ー

ム
メン

バ
と共

有
す

る
こと

が
で

き
る

。
企
画
提
案
力

•
今

ま
で

の
検

討
・調

査
か

らシ
ス

テ
ム

を実
現

す
る

た
め

に
、基

本
定

義
書

を
作

成
す

る
こと

が
で

き
る

。
交
渉
調
整
力

•
チ

ー
ム

内
で

意
見

が
対

立
した

場
合

は
、ノ

ー
トに

意
見

をま
とめ

た
り、

他
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

み
た

りし
て

、対
立

を
解

消
す

る
よ

うチ
ー

ム
の

橋
渡

し的
な

役
割

を果
た

す
こと

が
で

き
る

。

2.
指
導
目
標

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

23

項
目

内
容

成
果
物

①
基
本
設
計
書
作
成

ST
EP

3フ
ェー

ズ
で

作
成

した
要

件
定

義
書

を基
に

、基
本

設
計

書
を

策
定

す
る

。
•検

討
シ

ー
ト

3.
提
示
す
る
課
題

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

483



24

項
目

内
容

①
基
本
設
計
書
作
成

•基
本

設
計

書
とは

、実
際

の
操

作
画

面
や

デ
ー

タ入
出

力
、イ

ンタ
ー

フェ
ー

ス
部

分
の

仕
様

な
どを

決
定

す
る

も
の

で
、要

件
定

義
書

の
相

違
点

を
意

識
作

業
す

る
こと

を
促

す
。

•基
本

設
計

書
を

作
成

す
る

上
で

、参
考

UR
Lや

自
分

た
ち

で
調

査
して

、ど
の

よ
うな

記
載

が
あ

る
の

か
確

認
す

る
よう

指
導

す
る

。
•本

来
の

基
本

設
計

書
は

非
常

に
広

い
範

囲
を

網
羅

す
る

た
め

、課
題

の
た

め
に

抜
粋

して
い

る
こと

を
伝

え
る

。
•作

成
す

る
項

目
が

多
い

た
め

、チ
ー

ム
の

中
で

役
割

分
担

を
行

わ
な

け
れ

ば
、作

業
時

間
を

超
え

て
しま

う。
効

率
的

に
実

施
で

きる
よう

ア
ドバ

イス
を

す
る

。
•プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

の
際

に
は

、誰
が

どの
よう

に
発

表
す

る
か

事
前

に
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
して

お
くよ

うア
ドバ

イス
す

る
。

4.
指
導
の
留
意
点

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

25

成
果
物

評
価
の
方
法
・ポ
イ
ン
ト

①
基
本
設
計
書

•
課

題
の

状
況

設
定

を充
分

理
解

した
こを

見
て

取
れ

る
か

•
今

ま
で

の
学

習
で

検
討

や
整

理
した

結
果

が
反

映
され

て
い

る
か

どう
か

•
資

料
全

体
を

通
して

矛
盾

が
な

い
か

どう
か

•
シ

ス
テ

ム
に

網
羅

性
が

あ
る

か
どう

か
•

難
しい

項
目

に
対

して
は

チ
ー

ム
内

で
協

力
して

解
決

して
い

る
か

どう
か

•
ユ

ー
ザ

ビリ
テ

ィが
高

い
か

どう
か

5.
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

ST
EP

４
基

本
設

計
書

作
成

ST
EP

５
評

価
・講

評

26

項
目

内
容

学
習
ス
テ
ップ

ST
EP

５
評

価
・講

評
学
習
者
へ
の
課
題

ST
EP

4
基

本
設

計
書

フェ
ー

ズ
で

他
チ

ー
ム

が
発

表
した

基
本

設
計

書
に

つ
い

て
、要

件
を満

た
し

て
い

る
か

、ユ
ー

ザ
ビリ

テ
ィに

配
慮

で
き

て
い

る
か

評
価

す
る

。
学
習
者
の
提
示
す
る
情
報

ま
た
は
情
報
源

①
基

本
設

計
書

学
習
者
が
行
う作
業

①
基

本
設

計
書

の
評

価
を

行
う

学
習
者
の
成
果
物

•
評

価
シ

ー
ト

講
師
の
役
割

•
上

司
所
要
時
間

１
.5

時
間

（
1.

5時
間

×
１

コマ
）

1.
指
導
内
容
の
概
要

27

コン
ピ
テ
ン
シ
ー

指
導
目
標

チ
ー
ム
活
動

•
チ

ー
ム

内
で

反
対

の
意

見
が

あ
った

場
合

に
は

、自
分

の
意

見
の

見
直

しを
行

うな
ど柔

軟
に

対
応

す
る

こと
が

で
き

る
。

•
講

師
や

チ
ー

ム
メン

バ
か

らの
質

問
に

対
し、

的
を得

た
回

答
や

助
言

を
行

うこ
とが

で
き

る
。

情
報
分
析
力

•
これ

ま
で

に
収

集
・整

理
した

情
報

や
資

料
を基

に
、他

の
チ

ー
ム

の
基

本
設

計
書

に
必

要
な

分
析

が
で

き
る

。
企
画
提
案
力

•
これ

ま
で

に
収

集
・整

理
した

情
報

や
資

料
を基

に
、他

の
チ

ー
ム

の
基

本
設

計
書

に
必

要
な

情
報

を
提

案
で

き
る

。
交
渉
調
整
力

•
チ

ー
ム

内
で

意
見

が
対

立
した

場
合

は
、ノ

ー
トに

意
見

をま
とめ

た
り、

他
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

み
た

りし
て

、対
立

を
解

消
す

る
よ

うチ
ー

ム
の

橋
渡

し的
な

役
割

を果
た

す
こと

が
で

き
る

。

2.
指
導
目
標

ST
EP

５
評

価
・講

評

484
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項
目

内
容

成
果
物

①
評
価
シ
ー
ト

他
チ

ー
ム

が
発

表
した

基
本

設
計

書
に

つ
い

て
、他

チ
ー

ム
に

つ
い

て
評

価
シ

ー
トを

利
用

して
、評

価
す

る
。

•評
価

シ
ー

ト

3.
提
示
す
る
課
題

ST
EP

５
評

価
・講

評

29

項
目

内
容

①
評
価
シ
ー
ト

•評
価

だ
け

で
な

く、
な

ぜ
そう

思
った

の
か

、改
善

点
な

どは
あ

る
の

か
どう

か
合

わ
せ

て
考

え
る

よ
う指

導
す

る
。

•自
分

た
ち

が
基

本
設

計
書

を作
った

経
験

を基
に

、他
チ

ー
ム

の
評

価
を行

うよ
うア

ドバ
イ

ス
す

る
。

•評
価

は
あ

くま
で

チ
ー

ム
の

評
価

で
あ

り、
個

人
の

評
価

に
な

らな
い

よう
注

意
す

る
。

4.
指
導
の
留
意
点

ST
EP

５
評

価
・講

評

30

成
果
物

評
価
の
方
法
・ポ
イ
ン
ト

①
評
価
シ
ー
ト

•
評

価
の

根
拠

を
質

問
され

た
場

合
、適

切
な

回
答

が
で

きる
か

どう
か

•
評

価
が

低
か

った
点

に
お

い
て

、ど
の

よう
な

改
善

案
が

あ
る

か
提

案
で

き
る

か
どう

か
•

基
本

設
計

書
を

作
成

した
経

験
が

活
用

され
て

い
る

か
どう

か
•

他
チ

ー
ム

の
評

価
に

す
る

に
あ

た
り、

チ
ー

ム
内

で
よ

く話
し合

い
が

で
きて

い
る

か
どう

か

5.
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

ST
EP

５
評

価
・講

評
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令和２年度文部科学省 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

「AIと IoTを駆使して地域医療連携とチーム医療をサポートできる 

高度 IT人材育成カリキュラム開発」 

成果報告書 

 

 

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、 

学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校が実施した 

令和２年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」の 

成果をとりまとめたものです。 

 

２０２１年２月 

学校法人三橋学園 

船橋情報ビジネス専門学校 
 


